村落開発支援のダイナミクス : インドネシアにおける住民参加型開発事業の事例より by 小國, 和子
2 0 0 2年 魔
村落開発支援抑 ダイサ 悪ク ス
- イ ン ドネ シ ア における住民参加型開発事業 の事例 よ り -
千葉大学大学院
社会文偲科学研究科
小 国 和 子
蔑 見 ニぬ常 蓉
本論文 は ､ 日本 の 政府 開発 援助 (O ul
'
e l
'
al De v elop m e BtAs sl
'
sta B C e :O D A) 事 業を事例
と して ､ 村落開発支援の プ ロ セ ス が ､ 対象村落社会に生き る人 々 に と っ て い か なる意味を
持 つ の か を考察 し ､ そ の 意義を検討する も の で ある ｡
日本 は ､ O D A大 国で ある ｡ 筆者が研究 対象と して ､ あ る い は実務家と して 関わ っ てき た
イ ン ドネ シ ア の 村落開発支援 は ､ そ の 中の ほ ん の 小 さな 一 部 に過 ぎな い o しか し ､ OD Aに
お け る われ われ の ｢関わり+を ､ 規模 の 大小 と い う 一 方的 な物差 しで片付 け る こ とはで き な
い
｡ イ ン ドネ シ ア と い う国 に と っ て 日本は 依然と して最大 の 0 Ⅰ) A供与 国で あ る ｡ そ して
本事例 で 扱う村落 コ ミ ュ ニ テ ィ に と っ て ､ 7 年に 渡る支援事業との 関わり は ､ そ の 後 の 人
生 を左 右す る ほ どの 影 響を及 ぼ して きた ｡
o D A事業は ､ 基本的 に は両国間政府 の 政治的 関係 にそ の 存在基盤 が あ る o こ の た め ､ た ･
と え村落 社会に 生 き る人 々 の 生活 の 向上 を目指す村落開発支援事業で あれ ､そ の 第
一 歩は ､
必然的 に 外部 か ら の働 きか けと して 村落に もたらさ叫る ｡ 本論 耳で は ､ 必 然的 に 外発的 な
開発支援 を｢介入 行 為+と して 捉 えた上で ､ 村落社会 に対す る 開発 支援事 業の 意 味 に つ い て
考察 を加 えた ｡
事 例 と して 取 り 上 げた の は , O D A事業 の 中で も技 術協力 の 一 部 と して 位置付 けられて い
る青年海 外協力隊 事業に よ る チ ー ム プ ロ ジ ェ ク トで あり ､ イ ン ドネ シ ア 共和 国南 ス ラウ ェ
シ 州 の 6 つ の 農村 を対象 と して ｢農民の 生計 向上+ を目指す も の で あ る｡ 同事 業に ､ 筆者
は 199 4年か ら 20 0年 の 間に約 4年 間 ､ 二 度に わた っ て直接 的 に関与 した ｡
開発支援実務 - の 参加 と研究者と して の 考察を 8 年 に渡っ て 繰り返す 中で ､ 筆者は ､ 現
実か ら帝離 した開発 の｢べ き 論+を論ずる事 を自 らに 対 して 戒 め ､ 且 つ 開発 援助の 現場の ｢正
当性+を ､ 現場 に 関与 し つ つ 相対化す る視点 を自らに 課 して き た ｡
本論 文 に お い て 筆者が 主張 した ､ 開発 現象を巡 る研 究と実践の 相補的関係 の確立 は ､ 開
発支援実践の 改善 - の 貢献 と共 に ､ 開発研 究の 充実 を目指すも の で あ る ｡ 本 論文 が ､ 村落
現場 で 悩 む実務家と ､ 開発 実践に 対する 距離の とり 方 を膝曙する研 究者の 双方 に と っ て 意
味 あ る視座 を提供 する も の とな る こ とを期待す る o
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a集落 :
b集落 :
G集落 :
d集落 :
e集落 :
f集落 :
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ア ナバヌ ア村
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村
村
村
アナ バ ヌ ア村
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第1 静 間題意識と本給文の 目的
村落開発 と い う言葉 を聞 い て ､ 何 をイ メ ー ジする だ ろうか ｡
ヽ ヽ
あ る い は村落開発 支援 ､ で あれ ば どうだろう ｡
｢村落 開発+ と い う言葉 が ､ 先進諸国 に よ っ て 戦後 の 途 上国開発支 援 の 文脈に位置付け
られ ､ 語 られ る 中で ､ そ れが ｢支援者+ 対｢受益者+とい う二 項対立 的な 関係の もとに 実践
され て い るか の ような 固定的視点 か らの 議論 が なされ てき た ｡ 開発支援の 実践の 基盤 と な
る 開発論 で は､ 西洋 近 代を手本とする 一 直線的 な発展 を目指 した近代化論1に 始まり ､ 従属
論 に代表 され る 先進 国 一 後進 国 の 搾取 一 被搾取 の 関係 ､ ある い は 支援 一 被支援や外発 一 内 .
･
発 と い っ た構造 的な捉 え方 を基 盤と して 開発支援を論 じて き た｡
また ､ 現 在の 村落 開発 支援の 実践現場で 重要 課題 とな? て い る｢開発 に お ける住 民参加+
も ､ ｢支 援枠組 み に お け畠住民 の 自発 性 の 推進+ と い う矛盾 を抱えて い る 点で ､ 支援 一 被支
援 の 二 項 対 立 的発 想 を乗 り越 え られ て お らず ､ 結果 的に 現場 で混 乱 を招 い て い る ｡ 更 に ､
限 られた事 業期間中に 外部資源 の 投資効果 と して の ｢成果+ を求 める開発 ｢支援+ の 枠組
み で は ､ 直接的な事業 の イ ン プ ッ トに対 す る ア ウトプ ッ トが 目的化 され ､ ｢支 援者の 指標+
で｢村落開発+の 意味 を藤価する こと に な っ て しま っ て い る ｡
実 際 の 村落社 会 で は ､ 人 々 は常 に外部性 に接触 しなが ら変化 を続けて お り ､ 外発 的 な支
援事業が与 え る影響も 当該社会 の 特定 の コ ン テ ク ス トに よ っ て様 々 で ある ｡ よ っ て ､ 村落
開発｢支援+ の特定社会 にお け る意 味 を読 み 解く た めに は ､ 歴史的 に構築されて き た個別の
社会的 コ ン テ ク ス トに お ける｢村落開発+の 現在 の 意味を探求 すると 同時 に ､支援者 の ｢目 に
見 え る 一 時点 で の 成果+で は なく ､支援と い う外 部性が 当該社会 に接触 して い く プ ロ セ ス の
動態 を検討す る必要 が あ る ｡
本論文 で は ､ 村 落 開発 支援 の 研 究と実践 を巡 る上 記 の 問題 を乗 り越 える べ く ､ ロ ン グ
が提唱す る行為者主 体ア プ ロ ー チ (a ctoz･- o m
'
e Dted BP Pr O a Ch : 以下 ア ク タ ー ア プ ロ ー チと
表 す) を理 論 的出発 点 と して ､ 開発 支援事 業の プ ロ セ ス を ､ それ を｢生 み 出 して い く+人 々
1 こ こ で 扱う｢近代化+とは ､ 戦後 の 途上国開発 政策 の 基盤とな っ て きた､ 資本 主義 と市場騒済化に代表
され る ､ 西洋近代化 を手本とす る直線的な段階的発展 を指 して おり ､ 開発戦略と して 展開された ､ 地域
の 多様性 を無視 した普遍的 な開発 方向と して批判 的に取り上げて い る0
の 相互関係 と相互 作用 に着目 して 論 ずる ｡ ロ ン グは 19 60- 19 70 年代 の 社会学者 ､ 人類学
者の 手 によ る相互 作用論 的 ､ 現象学的 ､ 民族誌 学的 な事例研究 を通 じて 築か れた個別 地域
の 社会調査 に つ い て の 基礎的な研 究を先行 研 究と し ､ 社会構築主義的視点に 基づ く議論を
背 景 に ､ ア ク タ ー ア プ ロ ー チを主 張 して き た ｡ ロ ン グは ､ 村落社会内外 で社会的 に位置付
け られ ､ 開発事 業に 関わ る様々 な個人や 集団 を ､ 事業を巡 る社会的行為者 (ソ ー シ ャ ル ･
ア ク タ ー ､ 以下 ア ク タ ー と表す) と呼ん で い る【Lo ng 199 2:22- 28】｡ 彼 に よれ ば アクタ ー
ア ブ ロ■- チ とは ､ ｢ア ク タ ー (｢ロ ー カ ル+ ｢外 部+ 双方 の) 達 が資源 ､ 意味 ､ 制度的 な正 当
性 や コ ン トワ
- ル を巡 っ て ､ どの よ うに して 相互 に絡 み合 っ た()
'
n te rtwln ed)争 い に巻き込
まれて い るか を明 ら か にする パ ー ス ペ ク テ ィ ブ+ で ある と い う【Lo ng 2001:1】o こ の 視点 に
お い て 重 要な ポイ ン ト は ､ こ れ らの 関わり合 い を｢介入者+対 ｢受益者+ の 二 元 論 的関係 -
と単純 に 帰結さ せ な い こ とで ある ｡
構 造的 に 一 様 な開発モ デル や ｢先進 国の 技術+は ､ 特定の 社会的 コ ン テ ク ス トに お い て ､
様 々 に異 な る｢結果+を生み 出 して き たo 開発 支援 にお い て対 象地域の 社会.･ 文化 的 な固有
要因 が 大きく 影 響する 羊とは ､ こ れ ま で に も論ぜ られて きた【佐藤 1 9 9 5:3･ 40]｡ しか し ､
実際 に そ れ が どの よう に｢事業結果+に作 用 して い るの か ｡ どの 段階で ､ い か なる 方法で そ
の ｢固有性+を明 ら か に でき る の か ｡ それ を明 らか にす る こ とが ､ そ の 後の 支援事業 の 改善
に どの よう に役 立 っ の か と い っ た ､ よ り実践的 な解答 は提 示 され て き て い な い ｡ また ､ 実
際 の 開発 支援は ､ ｢対象地域社会 の 固有性+の み で はなく ､ ｢支援側 の 固有性+に よ っ て も大
きく影響 され ､ 双 方 の 相互 作用 に よ っ て ､ 様々 な｢結果+が 生み 出され て い る ｡
こ の よ う に ､ 開発支援の プ ロ セ ス で なされ る 関係 者 の 様々 な意思決 定と行動 は ､ どの よ
うな相 互 作用 の も とで 生 じて い る の だろ う か ｡ また ､ 新た な経験 が 次 な る判断に い か なる
影 響 を及 ぼ して いく の だろ うか ｡ ア ク タ ー の 相互 作用 プ ロ セ ス と して 開発 支援を捉 える 事
で ､ 開発 研究 が 陥 り が ちな固定 的で 構造 的 な視点 を乗 り越 え ､ ブラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 され て
き た支援 の 実践 プ ロ セ ス を明 らか に した い ｡ そ して ､ 具体的 な特定 の 村落社会を中心舞台
と し ､ 様 々 な関係者 に よ っ て 生 み 出 され て い く 固有の 開発 支援の あり 方 を検討可能 とす る
よう なプ ロ セ ス 分析 の 方法論 を示 したい ｡本論 文 で 検討 して い く｢開発 支援プ ロ セ ス の 分析
方法+の 提 示 は ､ 開発支援研究 の 充 実 を目指す の み ならず ､ 開発 支援に お ける ｢プ ロ セ ス の
辿り方+ を当事者が 検討 ･ 改善 して い く 実践 的 な手 立て とも なる だろう｡
本 論文 は ､ こ の 双方 を目指す事 で ､ 開発支援 を巡 る研 究 と実務の 分か ち難 い相 補的関係
の 確立 を目標 に掲 げて い る ｡
第 2節 論文 の 構成
本論 文 の 構成 は 次の 通 り で ある ｡
本章で は 序論 と して ､ 村落開発 支援の 実践が直面 して い る課 題 と ､ 既存 の 村落開発論 が
抱 える問題 を指摘 し ､ 研 究目 的 を明らか にす る ｡
本節に 続く第 三節で は ､198 0年 代後半以 降の 村落開発 支援で重要な キ
ー ワ ー ドとな っ て
い る｢住民参加+を巡 る 議論 と 実態 を批判 的 に概観 し ､ 支援の 枠組み 内で 住民 の 自発性 を追
及 する こ とが ､ 現場 で 混 乱 を引き 起 こ して い る こ とを指摘す る o 第四 節で は まず ､ 戦後の
途上 国 開発 に お
′
け る開発 概念 を整 理 し､ 西洋近代化 に代表 され る｢外発 的+な普遍 的価値の
追求 と ､ 批判的 に 対置 され る｢内発 的+発 展 とい う 二 元論 的な構造 的視点に 開発 概念 が拠 っ
てき た こ と を特徴付 け る ｡ そ して｢外発 的+開発 の 中心的価値 で あ っ た西洋 近代化を ､ 川 田
[1997a]らの 言葉 を借 りて ｢普遍 化 を防ぎ ､ 特殊化す る+ 必 要 を指摘する ｡ 次 に｢外発+対｢内
発+と い う ､ 対 立 的な概念 と して語 られ が ち な 二 つ の 開発概 念に対 して ､ ｢内と外+が 分か ち
難く 相互 に作用 しなが ら変化 を重 ねて き た現在 の 村落 コ ミ ュ ニ テ ィ に 言及 し ､ 変化 し つ づ
ける動 態 と して ｢ミ ュ ー タ ン トと して の 地 域固有性+と い う概念 を定義す る ｡ そ の 上で ､ 現
在行 われ て い る 開発支援事 業は当該村落 に と っ て必然的 に介入 で あ る こ と を指摘 し､ ｢開発
支援介入+の 意味 を問う ｡ 第五節 で は調査 対象 の 南 ス ラ ウ ニ シ 地域を含む イ ン ドネ シ ア 国家
の 村落 開発政策 を締介 し､ 国家の ト ッ プ ダウ ン ア プ ロ
- チ に 対 して 地方 がい か に対処 して
き た か に つ い て ､ 既述 の ミ ュ ー タ ン ト概念 を用 い て 説 明する ｡
第 一 章で は ､ 事例 考察で 用 い る分析概念 と研 究視点 を明 らか にする . ロ ン グ に よ るア ク
タ ー ア ブ ロ - チ を紹 介 し ､ ｢開発 を生 み 出すア ク タ ー 達+に着眼す る 事 で ､ 外部 支援者対受
益者 ､ ある い は外 発対 内発 と い う 二 項対 立的 な発想 を乗 り越 えた分 析枠組み の 設 定 を目指
す｡ そ の 具体化 の 一 環 と して ､ まず ､ ア ク タ ー 間の 価値 の 断 絶が ､ コ ン フ リク トと して あ
らわれ る よう な状況 に 着目 し ､ 開発 支援プ ロ セ ス を見 つ めな おす具 体的 な方法 と してイ ン
タ ー フ ェ イ ス 分析 の 可 能性 を論 ずる ｡ 次に ､ 村落開発支援の 分析 対象領 域と して ､ ア ク タ
ー の 相 互 作用 に よ っ て 措か れ る｢開発 フ ィ ー ル ド+を設 定 する ｡ 更 に ､ 人類学か ら開発支援
実務 に対 する貢 献 と して 期待 さ れて きた 開発 エ ス ノ グラ フ イ
- が ､ 実 際に は研 究者 ､ 実務
家､ そ して双 方 の 機 関が 包含す る問題 の た め にうまく 生み 出されず ､ 活用 され て こ なか っ
た現状 を顧 み る ｡ そ し て ､ 研 究と実務の 相互 内省的 関係 を構 築 し､ 内省的 実践 の
一 環 と し
て 開発 エ ス ノ グラ フ イ - を位置付 けて いく 可 能性 を主 張 して い る ｡
第 二 章 ､ 第三 章 で は ､ イ ン ドネ シ ア に お け る 日 本 O D A事業か ら青年海外協力隊 プ ロ ジ
ェ ク トを事例 に取 り上 げ､ 村落 開発 支援の 動態 的 なプ ロ セ ス を考察す る ｡
第二 章 で は事例 に お け る 主要 ア ク タ ー と ､ 開発支援の 舞台装置 の 特徴を述 べ る ｡最初に ､
対象と なる村落社会 の 歴 史的背景 と現在まで 続く社会関係や 生活 に つ い て 記述 す る ｡ 中で
も ､ 開発 経験を成り立 たせ て き た既存 の 地元組 織や社会規範とそ の 変化 に注 目す る ｡ 次 に ､
事例 とな る事 業が 日本 の O D A事業全体に お い て どの よう に位置付 けられ る か 説明 を加 え
る ｡ 続 い て ､ 支援す る側 の 主 要ア ク タ ー で あ る ｢協力 隊農(s)2+ の 多様性 と ､ 逆 に ｢協力
隊員(s)+ と して 共 有 して い る 問題意 識や価値 の 特 徴を分析 する ｡
第三 章 で は ､ 4 分野 に わ たる事 業活動 の 初期 か ら終了時以 降に至 る プ ロ セ ス を記 述 し､
ア ク タ ー の 相互 作 用 を明 らか にす る ｡ ポイ ン トは ､ 事 業の 初期設 定に お い て い か にア ク タ
ー 間 の 理解に 断絶が 生 じて い る か ､ そ して そ の 断絶に気付 かず に事業を進 めた場 合に い っ
た い 何が起 こ る の か と い っ た 問題 で ある . さ ら に ､ 人 び とが価値の 断絶 をい か に 認識 し ､
相 互 の｢共有知+を獲得 して い け る の か と い っ た ア クタ ー 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を明らか に
する ｡
第四 季で は ､ 第 二 ･ 第三 車全体に 対す る考察を通 じて ､ 村 落 開発 支援 の 意味 に つ い て総
括的 に 議論 を行 い ､ 開発研 究と 開発 支援実務 に 対す る提言 をま とめ る ｡ 贋
一 に ､ 事例考察
か ら明 らか に な っ たア ク タ ー 間 の 相互 作用 とい う点 か ら開発 実践の 改善に 向 けた提言 を導
き 出 し ､ 開発 支援に お け る交流的側 面を重視す る必要 性 を指摘する ｡ 第二 に ､ 辺 境に位置
す る村落 を対 象とす る 小規模事 業 の 進行 が ､ 実 際には 日本 ､ イ ン ドネ シ ア 両政府 まで を含
む 複雑 な ミ ク ロ ､ マ ク ロ なア ク タ ー の 相 互 作用 か ら成 り 立 っ て い る こ と を明らか に し ､ ｢開
発 フ ィ ー ル ド+に お ける ア ク タ ー の 相互 作用 を明 示 す る ｡ そ して最後 に ､ 設 定 され た開発 フ
ィ
ー ル ド全体 を調査 対象 と し ､ 調 査者自 らが ア ク タ ー と して 実践 に 対する 責任 を共有 しな
が ら開発 エ ス ノ グラ フ イ - を生み 出 して い く こ とが で き る と い う 可能性 を示す｡
結論 で は ､ 序 論 で 提示 した支援 - 被支援 ､ 内発 - 外 発 とい う対 立 的発 想 に 対す る問題
意識 に 立 ち返り ､ 本論 文 を通 じて解明 でき た点 を4 点 に ま と めて い る . 第 一 に ､ ア ク タ ー
間 に 生 じて い る 断絶と ､ そ れ を相 互認識 す る 必 要性 ､ 第 二 に ､ ｢問題状況+を契機とす る ア
2 筆者 は ､ ｢住民+ ｢農 民+ とい っ た カ テ ゴ リ ー 化 に よ っ て ､ 本来 は個別 で 多様な複数 の 人 々 を同
一 視 し
て しまう事 に対 して 常に危倶 を抱 い て い る｡ 本論文 で は ､ そ の 複数性を表記上に 明示 す るた めに ､ 英語
名詞 の 複数語尾 を表す ･s を付加す る事 で これを強調 して い る ｡
ク タ 一 間 の 相互 学習過 程 を通 じた 断絶 の 解消 - の 道程 ､ 第三 に ､ イ ン タ ラ ク シ ョ ン と して
の 参 加 と い う発 想 ､ そ して 第四 に ､ 支援者が考 える｢成果+とは必 ず しも
一 致 しな い ､ 開発
支援の ｢介入効果+に つ い て で ある ｡ そ して 最後 に ､ 全体を振り返 り ､ 開発 支援を巡 る 研究
と実務 の 相補的関係 を確立 して い く重要性 を主 張す る ｡
第 3 節 実践に お汁る問題 :｢参加J の 効周と弊害
第 1 項 開発支援が村落社会 に 向 けて きた 一 方 的 なま なざ し
途 上国 に 対す る開発 支援は ､ 第 2 次世界 大戦後 ､ 米 国が 西洋諸国 - の 戦後の 復興支援と
して 実施 した マ ー シ ャ ル ･ プラ ン に よ っ て 幕を 開け ､戦争被害か らの 復興支援や 低開発 国の
経済開発 を目的 と して 世 界銀行が 設 立され た 事 に端 を発す る o1950年代に は い わゆ る トリ
ッ ク ル ダ ウ ン の 仮説 が 唱 えられ た ｡ ｢全体の パ イ を大 きくす る こ とに より ､
一 人 一 人 の 取り
分 を大きく す る+､ つ ま り経済成長に よ っ て雇 用機会 を増加 させ ､ 所得水準 を引 き上 げ､ 生
活 条件の 改善 を目指そ うと い う基本戦略 で あ っ た ｡ トリ ッ ク ル ダウ ン の 仮説 の 基盤 と な っ
て い た 理 論 的枠 組 み は ､ 近 代化 論 をは じ め とす る ｢構 造 的 開発 モ デ ル+ で あ る[Lo ng
2001:10･ 12]｡ 近代化論 に 基 づ けば ､ 後進社会 は先進 社会 に存在す る ある種 の 条件が 欠如 ､
ある い は確 立 が遅れ て お り ､ そ れが経済発 展 に よ っ て解決 出来 るとされ る ｡ そ こ で ､ 先進
(de v eloped国か ら後 進(Je s s
-de v eloped国 - の 技術 ､ 知識 ､ 資源 ､ 組織形態 の 移転 ､ 市場化 ､
経済効率化 の 促進 等 ､ 後者 に 対 して ､ 前者 をモ デ ル と す る
一 方 向的 で 一 様な発 想 に 基 づ く
中央集権的 な資源 の イ ン プ ッ トが 行 われ る こ とと な っ た ｡ 近代化理論 が主 流 だ っ た 19 50
年代か ら 1960 年 代 に は ､ 国 レ ベ ル の 経済発展 が 開発 計画 の ゴ ー ル と され ､ 都市部 - の 集
中的 な資本投下が 行 われ た [石 川 1990]｡
しか し ､ そ の 結果 ､ 途上 国で 経済成長 の 成果 が底 辺 の 民衆ま で届 かず ､ 所得 配 分 の 不平
等 ､ 貧困 の 深 刻化 が進 む こ と に な る ｡ こ の よ.う な
｢構 造的 開発 モ デル+ は ､ 被支援国 で 地
方 間格差の 拡 大等 の 問題 を引き 起 こ してき た ｡ 1960年代 に は ､ ｢低開発+は そ の 国 固有の 問
題 で は なく ､ 先進 国 の 経済発展 の 過程 に よ っ て 生 み出 された もの だとす る 従属 理 論が フ ラ
ン ク 等に よ っ て 出され た【フ ラ ン ク 1978】｡ マ ル ク ス 主 義及 びネオ マ ル ク ス 主義が 主張 した
ポ リテ ィ カ ル ･ エ コ ノ ミ ー 論 で は ､ 近代化 論的 発想 に 立 っ た開発支援の 実践が 引 き起 こ す
こ れ ら 二 者 間 の 従属的 な政治関係 を批判 し ､ 開発 の 推進 が｢中心国+に対 する被支援国 の｢周
辺 化+を招 く不平 等なプ ロ セ ス で あ る こと を指 摘 したo しか しこれ らは い ずれ も静的 な モ デ
ル で あり ､ 且 つ 多様な社会を ｢低開発 国+ と し て 同
一 視 して い る と い う点 で類似の 問題 を
孝 ん で い た と ロ ン グは 指摘 して い る [Lo ng2 001:9
- 11], これ らの 議論 で は.1 開発 の 文脈
におし)て 支援 を受 け る村落社会 は
一 方 的 な｢受益者+､ ｢被害者+で あり ｢被支援者+ で あ っ
た . つ ま り ､ 支援する側 が 自 らの 支援対象 と して 村落社会を｢カブ ジ ェ ク ト化+して
一 方 的
なまな ざし をあて てお り ､ 支援 - 受益者間 の 授 受関係 は明白で あ っ た ｡
197 0年代に 入 る と ､ 世 界銀 行が 人間 の 基本 的 ニ ー ズ (Ba sl
'
c H u m a nNe eds: B E N) 塞
視の 開発戦略 を打ち 出 し ､ 開発 に お ける社会 的側 面や貧困層の 存在が重 視され る ように な
っ た ｡ 注 目され た分野 は農業､ 食糧 ･ 栄養 ､
.
人 口 ､ 家族計画 ､ 保健 ･ 衛生 ､ 教育等 で あり ､
貧困層や 少数民族な どが重点的 に 支援の 対象と され た o そ の ような中で ､ 地域
･ 村落開発
支援 の 実践 に お い て は ､ 地域の 独 自性 を重視 し ､ 受益者の ニ
ー ズ に基 づ い た事業の 枠組 み
が模索され て き た ｡ より適切 な事 業内容 と 成果 の 持続性 に向 けた 重要 な要 因と して ､ 開発
に お け る受益者 の 役割 の 拡大 ､ い わゆる住 民参 加 が注目され る ように な っ た｡
開発 支援に お い て 参加 の 概念 が語 られ始 め た の は そ う最近 の こ と で は な い o 早く は 19 60
年 代に ､ そ れ まで の 開発事 業が ､ 対象 と な る住民 を単なる 受 け手 と し か扱 っ て い な い こ と
が 事業効果 を妨げる 要 因と して 国際機関 に常識 され ､ 住民参加 の 必 要性 が 説 か れ始 めた o
1970 年代 に は U S A ID に よっ て採 択 され た政 策声明 (Ne w Dlr e ctlo n) で 人間 の 基 本的 ニ
ー ズ の 充足 が 重視され ､ そ の 目 的達成 に 向 けて 受益者 の 参加 を促す方 向 に進 ん だ o 1980
年 代 に は 欧米諸国 の 開発支 援機関で ､ 開発 手法 と して参加 型開発 が登場 する ｡ こ れ は経済
協力 開発 機構 (O E C D) の 開発 支援委 員会 (D A C) が 1 9 8 9年 に 出 した政策声 明 で 大きく
取 り 上 げられ ､ ｢出来 る だ けの 人 々 の 開発 - の 参加 ､ 特 に意思決 定プ ロ セ ス - の 参加 と所得
配分 の 平等性+が主 張 され た ｡ 世界銀行 で は参加 型開発 を民衆参加(popula rpB -rt]
'
c l
'
patlo D)
と 捉 え ､ ｢人々 ､ 特 に不 利 な立 場 に ある人 々 が ､ 彼 らの 生活 に 関わ る諸決 定 に 対 して 影響を
及 ぼす 過程+と定 義 して い る【国際開発セ ン タ ー 1992:30
･31]｡ こ の よ うな経緯の 中で ､ 参
加 と い う概念 の 規 定 は 様 々 だが ､ 一 般的 に は 開 発事業に お ける住民参加 ､ つ ま り事 業の 対
象 と なる住民 が ､ 計画 ･ 実施 ･ 評価 など事 業の 各 過程 で ､ よ り積極的 な役 割を担 う こ とを指
す こ とが 多い ｡ こ う い っ た住民参加 重視 の 傾 向 に よ っ て ､ 様 々 な調査 手法 ､ プ ロ ジ ェ ク ト
形成 ･ 管理 手 法 が発 展 し て き た ｡ 日本 の O D A事業 に お い て も 1990 年 代前半 に は ､
p c M3(PTiu
'
e ctcycle Ma n age m e n如こお け る関係者
･問題 ･ 目的分析 ､ R R A4(Rapl
'
d Ru r al
Ap pp a l
･
6 al) を通 じた 地域特徴 の 把 握な ど､ 様々 な手法が使用 され てき た o 但 し こ れ らは ､
主 に外部支援者側 が｢住民+を理 解す る た め の 機会 の 増加 と して 捉 えられ ､ 住民 を開発 の 主
役 と して 捉 え ､ 積極的 な役割を想定 したも の と して は実践され てき て い な い ｡
第 2 項 支援枠組 捌 こお け るr参加+理念 の拡大
村落 開発 支援に お け る住民参加 の 重視が 支援実施機関に と っ て 常識 と なる に つ れ ､ 今度
は ､ ｢参加+の あり方 の 詳細 に つ い て議論が高ま っ て きた ｡ オ
ー ク レ - 【1993]に 代表 され る
よ う に ､ 支援す る側 か ら動 員す る形 で促 進 され る事業 - の 住民参加 の あり方が ､ 形式 的な
住民参加 と して 指摘され ､ 批判 され る よ うに な っ た ｡ つ まり ､ ｢住民 を参加 させ よう+と い
う支援者側 の 働き か けは ､.実
の 所 ｢受益社会に対 するま な ざ しの 一 方 向性+ 七 い う点 で は
そ れ以前 の 支援ア プ ロ ー チ と 同様 の 問題 を畢 ん で い たと い う こ とで あ る ｡ ｢住民参加+に か
か る外 部支援者 の 操作性 を解消す べ く ､ 次 々 と ､ ｢参加+概念 が深化 ､ 拡 大 され て い っ た ｡
意思決 定 - の 参加 ､ 計画 段階か らの 参画 等 の 必要性 が指摘され ､ エ ン パ ワ
ー メ ン トの た め
の 参加 が 目 指 され【チ ェ ン バ ー ス 2 0 0:354･ 359,491･ 503]､ 住民の 主体性 が重視 され た ｡ オ
ー ク レ - は｢開発 にお け る参加 は複雑 な現象で あり ､普遍 的に 受 け入 れ られ る言葉で は説明
で き な い+と確認 した 上で ､ 参加型 開発実 践 の 方 法論 を模索す る 立場串､ら ､ 参加 に つ い て の
様 々 な議論 と事例 を集 めて い る[オ ー ク レ - 19 93:5
･ 8]｡ それ らの 議論の 広 が り を受けて ､
19 0年代 半 ばに は ､ ｢参加+を ､ プ ロ ジ ェ ク トを ス ム
ー ズ に進 行す る た め の 手段 と して の 参
加 と ､ 住民が 参加 の プ ロ セ ス か ら何 か を学ん だ.り得 たりす る
･ ため の 目的 と して の 参加 に ､
大きく 分けて 議論 され る よう に な っ た[I)udley 1 9 93:1･ 15; オ ー ク レ - 19 93:20
- 2 1】o 手法
の 面 で も ､ 住民 の 主体性 に よりセ ン シ テ ィ ブな調 査や 計画 の あ り方 が議 論され て きた ｡ 参
加型村落調 査(Pa rtlcl
'
pato ry Ru r al Ap ppa ]
'
sal: P R A5)で は 参加型 開発 の 意 味 を更 に追 求 し
3 ドイ ツ技術協力公社 (G T Z) が 導入 した計画立案手法 で ある ｢目的指 向型プ ロ ジ ェ ク ト計画 (Z O P P)+
をもとに ､ 国際開発高等教育機構 (F A SI D) に よ っ て 開発された 手 法 で ､ 計画立案
･ 実施 ､ モ ニ タ リ ン
グ ･ 評価 とい うサイク ル で プ ロ ジ ェ ク トを管理す る こ とに重点が おかれて い る[島津2 0 0 0:3 0 5
･ 3 0 6】｡
4 速成 農村調査法 (R R A) は ､ 質 問表調査 の 不確実性 や ､ より費用対効果の 高 い 農村調査 の 方法 を検討
す る中で 1 9 7 0年代後半に 生まれた調査手法で ある ｡ ｢外部者 が農村の 生活や状況 を理解す るための 方
紘+ と して ､ 半構造的イ ン タ ビ ュ ー や フ ォ ー カ ス ･ グ ル ー プ で の 議論 ､ 直接観察等か ら成 る【チ ェ ン バ
ー
ス 200 0:2 6 5-2 7 8]｡
5 チ ェ ン バ ー ス に よれば ､ p R Aとは ｢地域住民が 自らの 生活 の 知識や状況を共有 し ､ 高 め､ 分析 し､ さ
らに計画 し ､ 行動 し ､ 監視 し ､ 評価す る事 を可能に す る 一 連 の ア プ ロ ー チ や方法 の 事で ある+ と し､ そ
れ が評価や調査に お ける質 問表調査 に替わるもの だと して い る[チ ェ ン バ ー ス 200 0:2 49
-
2 5 0]｡
た形 で ､ 住民自身に よ る計画 手法 と して の 実践が期待され て き た｡ これ ら｢人々 の 参加+ に
っ い て の 意識 の 高ま り は ､ それ まで 無視され て き た住民 の 積極的 な事 莱 - の 関わり を推進
し ､ 対象村落社会 の ニ ー ズ に無頓 着な開発 支援事業の 改善に つ なが っ て き た｡
開発 事業に お け る参加 の 概念 を より広義 に捉 えれ ば ､ プ ロ ジ ェ ク トに 関わる 住民以外 の
全 て の 関係 者 をも含み得 る ｡ こ の 場合 ､ プ ロ ジ ェ ク ト ･ メ ン バ ー を始め ､ ドナ ー ( 資金 提
供 国､ 機 関)､ 受 け入 れ 国政府職員 ､ 技術提 供の 民間セ ク タ ー 等 ､ 広範 に わ たる 人 々 の 開発
- の 関わ り に 目 を向 け る ｡ 例 えば 1998年度以 降､ 政府開発支援予算 の 削減が続い て い る
日本で は ､ 外 務省が｢存在感の あ る O D A+を柱と して ､ NGO や民間 団体 ･ 企 業との 連携や
ヽ ヽ ヽ ヽ
ボ ラ ン テ ィ ア の 推進等 ､ 日本国 民参加型 支援を打 ち出そ う と して きた【国際 間発 ジャ ー ナ ル
1 997:18- 38】｡ こ の 顕著 な例 と して ､ 現在 ､ 技術協力 の 分野 で は ､ 地方 自治 体か ら専門家と
して 人材 を派 遣す る と い っ た連 携が進 められ て き て い る ｡ こ の よう に ､ 開発 に お け る広義
の 参加 は ､ 開発 に 間接的 に 結びつ く全 て の 人 々 をも主体と して扱うこ と に なる ｡ 更 に 2 00
年 頃に は ､ 開発事 業 - の 参加 と い う意味に とどま らず､ 外部 支援者の ｢住民 が行う 開発 プ
ロ セ ス - の 参加+【野 田 200:IO 6
･ 1 0 7】と い う視点をも含む よう な､ 住民 自身 の 生括 ､ 継続
的な 開発 プ ロ セ ス - の 支援者側 の ｢参加+ も窟論 の 対象とな っ て きた ｡
参加 型 開発 に か か る議論 の 高騰 の 結果 と して ､ 村落 開発 支援に お い て 住民 の 主体性 を重
視す る必 要性 は ､今や 開発 実務に 関わ る者 に と っ て 当然の 前提 の よう に な っ て い る ｡ ま た ､
｢参加+概念 の 拡 大 と共 に｢誰 甲参加 か+と い う議論 が高ま り ､ チ ェ ル ネ ア【1998]､ チ ェ ン バ
ー ス[199 5,20 00]に 代表 され る よう に ､ 住民 の 積極的参加 を得 る ため に ､ 介入者側 は どの よ
うな役 割 を担 う べ き か と い う点で ､ 介入 者側 の 権威的 立場 の 批判 的検討 が 行 われ てき た ｡
こ の よ う な状況 下 で ､ 開発 支援に 関わる 実務家は ､ 現 場に 向か う自分自身 の 姿勢が問われ
て い る と い え よう｡
しか し ､ 参加型 開発 に つ い て の 活発 な畿論 は ､ 実践現場 に お い て は 混 乱 を引き起 こ すこ
と に もな っ て き た ｡ 支 援す る側 が い か に 配慮 し ようと も ､ 支援の 枠内 で 実 践され る住民参
加 の 操作性 を乗 り越 え られ ない か らで あ る ｡ 議 論 にお け る ｢参加+ 理 念 の 理想 化傾向が 強
ま る - 方 で ､ 現 場 に お け る多様 な関係者 同士 の 関わり が ､ ｢参加+ と い う言 葉で 隠蔽され ､
単純化 され て しま い ､ 場合に よ っ て は 一 部の 関係者 に と っ て 都合 の 良 い 概念と
一
して解釈 さ
れ ､ 利用 され て い る例 も見 られ る ｡ 例 えば住民 が主体とな っ て 自ら の 社会生活 を認識 し ､
開発 計画者 とな っ て い く こ と が望 まれ る既述 の 参加 型村 落調 査(P R A)を 日本政府開発 支援
(O DA) の 一 環 で コ ン サ ル タ ン トと して 実 践 して い る者 の 一 人 は ､ ｢結局 われ われが期待
す る言葉を引き出 して い る よう に感 じる+ と自 らの 業務を振 り返 っ て 述懐 して い る 6｡ ネ ル
ソ ン と ライ トは｢参加+概念 が政策及び実践現場 の 政治的文脈で い か に 多様 な意味を持 つ か
を指 摘 し ､ 具 銀白勺な事 例 を通 じて そ の 検討 の 必 要 性を論 じ て い る【Nels o n
.
a nd‾ W軸 ht
1997】｡
こ れ らの ｢参加+概念や 手法 は ､ 無論 ､ そ れ以前 の｢ 一 方 的なまな ざ し+の 問題 を解決 す る
た め に 生 み 出され て き たも の で ある ｡ 村落社会に つ い て 学び ､ 村落社会 と の イ ン タラ ク シ
ョ ン の 機会 を設 定す る と い う点 で ､ そ う い っ た機会が 乏 しい 支援実践現場 の 実情と して ､
支援する側 に と っ て 重要 で ある o しか し ､ そ れ が 一 般化す る ほ どに ､ ｢現状と して直面 して
い る 問題 の 改善+ と い う緊急性 の 高 い特定の コ ン テ ク ス トか ら切り離され ､ 理 念的 な議論
が交 わされ る 機会 が 増 えて い る ようで あ る ｡ ｢参 加+ 概念 の 深化 に よ っ て ､ 開発支援 にお け
る 対象村落社会 - の 一 方 向的 なま なざしが解決 され る か の よう な錯覚に 陥る . 例 えば 2002
年 に ､ ｢住民の 目線 で 考える+と
.
い う副題 を付 した村落 開発 支援の 実例考 察集が 出版 され た ｡
そ の 内容 は ､ 開発 を外圧 と認識 した上 で ､ 介入者側 の ま な ざ しの 一 方 向性 を解決す べ く ､
出来 るだ け対 象地域社会 の 人 々 ?リ ア リテ ィ と意 向に基 づ い た事業プ ロ セ ス を目指すも の
で あ る ｡ 編者 は ｢自律的 に発 展 を実現で き る人 々
一
は どん な村 落社会に も い るは ずで ある o
そ う い う 人た ちを発 見 し ､ そ の 人 た ちが 村落社会 をリ ー ドして い く の を支援す る の が 外部
の 者 の 役 割で あ ろ う+ と述 べ て い る【草野 2002:17 4]｡ 編者 の 指摘 は ､ 支援実施機関 内で 見
失 われ が ちな姿勢を改 めて 問うも の で ､ そ こ に 収 められ て い る議論 は 興味深 い ｡ しか し ､
果 た して ｢住民 の 目線+ で考 える事 は 実現 可能なの か ｡ 次節の ｢支援+ につ い て の 議論で 詳
述す る よ うに ､ 他者 の ｢意 図 を ( 簡単に) 理解す る (こ とが 出来 る)+ こ とを前提 とす る ア
プ ロ ー チ は 実践 に お い て 必 ずと い っ て よ い ほ ど矛 盾 に直面す る とい う の が筆者 の 基 本的 見
解で ある ｡ 同書 の 内容 は 明確 に外 部者の 介入性 ､ 外圧性 を意 識 した議論で ある が ､ なん ら
か の 努力 に よ っ て 外 部者が ｢住 民 の 目線 で考 える+ こ と が 出来 るか の よう な副 題イ メ ー ジ
に 対 して は ､ 筆者は 違和感 を禁 じえな い ｡
本論 文 の 第三 章 で 取 り 上 げる 事例 で は ､ 支援す る側 が 自ら の ｢動 員悼+ に悩 み ､ 結果 と
して 自 らを出来 る だけ｢透明 人間化+ して い く様 が考察されて い る ｡ しか し ､ 開発支援 の 枠
組 み に お ける介入者 の 関わり は ､ どの よう な形 で あれ ､ そ の 始 ま り にお い て 完全 な る住民
の ｢自発性+ に基 づ く もの とは なり得な い ｡ 次節で詳述 する ように ､ ｢開発支援+ は､ い か
6 ア ジ ア 経済研究所の 佐藤 寛民 主催に よる ｢開発援助と人類学勉 強会+ (2 0 0 1年 1 1月 2 2日) に お ける
コ メ ン テ ー タ - (コ ン サ ル タ ン ト) の 議論｡
よ うな方 向性 で あれ ､ そ の 出発 点 の 外発 性 と い う 点で ､ 対象社会 に変化 を起こ す こ とを目
的 と した ｢介入行 為+ で あ る ｡ こ の 前提 に拠 れ ば ､ 開発支援 の 枠組 み に お ける ｢参加+ 請
論 の 拡大 ､ 理 念化傾 向 は ､ 開発 支援の ｢介入 主義+ をオブ ラ ー トに包 み込 み ､ そ の まなざ
し の 一 方 向性 を隠蔽す る危 険を率 むも の とな っ て い る o
第 3 項 プ ロ セ ス - の 視点
基本 的 に 外 部介入者 は ､ どれ ほ どの 努 力 と分析 力 をも っ て して も ､ ｢住民 の 目線で 考 え
る+こ とは 困難だ と筆者は 考えて い る o 但 し ､ 介入者 と住民 の 間 ､ あ る い は他関係者間 に横
た わ る価値 観の ギャ ッ プを十分 に常識す る事 は 可 能 で ある し ､ そ の 上 で ､ 双方 を出来る限
り 理解 し よ うと努め る 姿勢は 重要 だと考えて い る ｡ こ の よ う な状況 下で ､ まず われ われ に
求 め られ る の は ､ 政策 と して 推進 され る｢住 民の 主体的 な参加+の 目的 に つ い て の 解釈が ､
実 際 に事業 に 関わ る行 政官 ､ 村長 ､ 村落 住民等 関係 者間で 共有されて お らず､ 異な っ て い
る の だ と い う発 想 に た つ こ と で あろ う｡ 関係者そ れぞ れが ､ 各自 の 経験 と利害 ､ 価値観 に
基づ い て｢参加+を解釈 し ､ 実践 して い る ｡ 次 に 確謬す べ き点 は ､ 文書と して提 示 され た事
業計 画 ､ ある い は プ ロ ジ ェ ク ト ･ サイ ク ル ･ マ ネ ジメ ン ト (P C M) 等 を用 い て描 かれ た
事業 の 目的 ･ 問題 ･ 関係 者役 割等 は ､ あ る時点 で ､ 上記 の よ うな部 分的 且 つ 偏重的 な関係
者 の 参画 の もとで 静的 に切 り 取られ たも の に過 ぎない と い う 事で ある ｡ 事業の 柔軟性 を確
保 し､ 事 業期 間内 で の 質 の 改善に努め る べ く ､ 開発 支援事業で は こ の よう な文 書を叩き台
に ､ 一 定期間 ご と に こ れ らの 初期 設定文 書に基 づ い た評価 ･ モ ニ タ リ ン グ作業を行 っ て い
る ｡ し か し時 間的 ､ 人 的資源 の 制 約 の も とで ､ そ れ らの 作業が｢文書の 見直 し+に と どま っ
て い る ケ ー ス も多い ｡
こ の よう な現 状を鑑 み た ときに 最も求 め られて い る事 の 一 つ と して ､ プ ロ セ ス に 視点を
充 て る 重要性 が挙 げ られ よ う ｡ 計 画 - 投入 - 実施 - 結果 (ア ウ トプ ッ ト) の 流 れ が ､ 実際
に は そ う簡単に 計画 どお り進 ま な い こ と は ､ 開 発 関係 者に と っ て周知 の とお り で ある ｡ そ
して ､ そ の プ ロ セ ス を ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス に して い る重要 な要因 の ひ と つ が ､ そ れ に 関わ る
｢人+ の 問題 で あ る ｡ 誰が どの よ うな目 的で 何 を担 うの か ｡ 相互 の 関係性 が進 行 に 与 える
影 響は い か な る も の で ある か ｡ 実際 の 開発支援事業 の 現場 で は ､ 関係 者間で 交渉 ､ 迎合 ､
賛 同 ､ 対 立 ､ 適応 等 ､ 日 常的 に 様々 なイ ン タ ラ ク シ ョ ン が実践 され ､ コ ン フ リ ク トが生 じ
て い る ｡
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介入者 ､ あ る い は 外部 者 と して カ テ ゴ ラ イ ズ され る ､ 支援 する側 の 関わり方 に つ い て も ､
強者対弱者や 権力者対被抑圧 者と い う 二元 論的 ､対立 的な見方 をす る の で は なく ､ ｢相互 作
用 に よ る独創性 ､ 実 地 か ら の 応 用性 ､ 自 己批判に よ る信頼性 ､ プ ロ セ ス を通 しての 土 ン パ
ワ ー メ ン ト+ を 実 現 し 得 る よ う な新 た な リ ア リ テ ィ が模 索さ れ て い る【チ ェ ン バ ー ス
2000:487】｡ し か し ､ 支援事 業で あ る 限り 必 然的 に な ん らか の 関 わり をも つ こ と に なる 介
入者側 と住民 と の 関係 性 ､ あ る い は 支援機関内や､ 受益者間 の 関係性 とそ の 変化に視点を
充 て た 分 析 手 法 が 十 分 に 議 論 さ れ て き た わ け で は な い ｡ 1990 年 代 終盤 以 降 は ､
pL A7(Pa z･tlclbato ry Le a r m
'
ng a Dd Actlo n)と い う言葉に 代表 され るよう に ､ 関わり合うプ
ロ セ ス
､ 参加 す る プ ロ セ ス 自体 か ら学ぼうと い う方 向性が 更 に高ま っ て き て い るが ､ 開発
支援の 実践現 場 で ､ そ れ 以前の 参加型 手法 が抱 える 問題 が解決 され て い る とは言 い 難 い ｡
こ の 視点 が欠 落 したま ま ､ 上 述 の よう な事業評価 ･ モ ニ タリ ン グ を繰り返 せ ば､ た とえ｢参
加型評 価+を銘 打 っ て い たと して も ､そ の 結果 は ドナ ー と して 関わ る支援側 の 一 方 的 な実施
と して の 性 質を逃れ られ な い ｡ ｢参加 型+と い う言 葉を冠す る こ と で ､ そ う い っ た事実が 見
えに くく な る場 合 もあ る ｡ 極端 な場合に お い て は ､ ｢参加+とい ぅ､ 関係者 の 労を伴う介入
ア プ ロ ー チ に 対す る理解 を得難 い 理 由を ､対象 地域の 人 び と の｢意識 の 低 さ+や ､ ｢現地 行政
の 無 理解+ - と帰結さ せ て しま い か ねな い ｡
冒頭 で 紹介 したと お り ､ 本論 文 で は ､ ｢開発 は 多様 なア ク タ ー の 相互 作用 を通 じて 生み
出され る+ とする,ロ ン グの ア ク タ ー アプ ロ ー チ を援用 し ､ 開発支援が展 開され て い く プ ロ
セ ス に着眼する ｡ 事例 に取 り 上 げる の は い ずれ も ｢住民参加 型+ を冠す る村落開発 事 業で
行 われ た活 動 で あ る ｡ しか しそ の ｢参加+ の 実態 は様々 で ､ 場合 に よ っ て は ｢参加+ の 呪
縛 に よ っ て ､現実的 な コ ン テ ク ス トで 適切 な選 択が なされ て い ない よう な例も 見て 取れ る ｡
筆者 は ､ こ れ ら｢参加+や｢介入+概念 に つ い て の 議論 は ､ 具体的 な特 定 の 状況に 埋 め込まれ
た も の と して 理解す べ きだ と考える ｡ イ ン ドネ シ ア の 村落 が 直面 して い る社会 ､ 政治 ､ 文
化 的 コ ン テ ク ス トを踏ま え ､ 関係者 間 の 日 常的 な関わり合 い の プ ロ セ ス に重点 をお い て ､
具体 的 な事例 か ら ｢住 民参加+ の 実態 を解き ほ ぐ し､ 今 後 の 村落開発 支援の あり方 に つ い
て ､ 筆者なり の 展望 を示 した い ｡
7 前掲 p R Aを巡 る議論が 深まる 中 で ､ 調査(appra1
'
s al)と い う用語が 狭義の 手 法 を意味す る か の ような
誤解を招く事 が省み られ ､ 広く ｢住民 主体を目指 した実践+ を追求 して い く プ ロ セ ス と して ｢参加 に よ
る 学習 と行 動+ と い う言葉が 用い られ る ように な っ た[勝間 2 0 0:2 1 910
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英語 の de v elop m e Dtが｢閉 じられ たも の を開く+ とい う de
- e n v elop に由 来する 事は今で
は 開発 を議論す る際の 一 般常識 に近 い が ､ ｢開発+と い う言 葉は ､ 実際 に そ れ が 語られ る文
脈 に よ っ て ､ 様 々 に解釈 され て き た【エ ス テ バ 19 96:1 8
･ 41]｡ 対象を米 国 トル ー マ ン 大統領
の 演説 を皮切 り とす る 第二 次世界大戦以 降の 途 上国 開発 支援を巡 る議論 だ けに 限 っ て も ､
｢開発+と い う言 葉の 意 味 は 様々 で ある ｡ 一 般的 に ､ 開発 支援政策にお け る 文脈 に 目を向け
れ ば ､既述 の とお り ､ トリ ッ ク ル ダウン か ら人 間 の 基本的 ニ ー ズ(B H N)､｢もう 一 つ の 開発+､
｢参加 型 開発+ ｢持続的 開発+､ ｢人 間開発+ 等 の 一 連 の 流れ が ある o こ れ らは い ずれ も世界
銀行 等 の 国際機関や 先進 国 と呼 ばれ る国 々 を 中心 とす る ｢開発 を促進 す る側+ の 手 に よ っ
て 生 み 出され て きた議論 で ある[エ ス テ バ 199 6:1 8･ 33]｡
単 一 的 な西洋 主義的 近代 化 を中央集権型 ア プ ロ ー チ で 目指すトリ ッ ク ル ダウ ン に 対 し ､
｢も う 一 つ の 開発+ や ｢参加 型 開発+ パ ラダイ ム は､ 前者 に対 する反 省 か ら生まれ て きた o
更 に ､ 地 球規模の 環境問題 な ど ､今 日 的な 問題 - の 対応 を通 じて 発展 して き た｢持 続的 開発+
な ど､ 上 記｢開発+が 目指す 方 向性 は ､ ｢開発 を促進 する側+ にと っ て は 大 い に 変化 して き た ｡
実 際 ､ 前者 か ら後者 - の 流 れ は ､ 一 様 な西洋的 近代化 の 直接 的な推進 と ､ そ れ に対する批
判 を乗 り越 え よう して き た と い う点 で ､ ｢ モノ 中心 か ら人 間中心 へ +と い う大 い なる パ ラ ダ
イ ム 転換と して 捉 えられ て き た[斎藤 200 2:5･ 1 2]｡ しか し ､ そ れが 途 上 国開発 支援 の 政策
立 案を担 う諸機関に 串 い て 議論 ､ 実 践され る 限 り に お い て は ､ 対象地 域の ｢開発+ に対 し
て 支援 の 名 の も とに な ん らか の ｢より よき+ 支援を検討す るた め に 生 み 出され た 開発言説
で あり ､ 根本 的に 外発 性 を含有す る とい う点 で は 同質性 を有 して い る 0
外 発性 を前提 と､ して 語 られ る｢開発+に対 し ､ 地域社会 に生き る人 々 が 生 み 出 して きた経
験 と して の ｢開発+､ 宗 教に 裏打 ちされ た｢開発+思想 な どの 理念 と実践 に つ い て の 議 論が ､
上記 の 外発 的｢開発+実 践に対 して 示 唆を与 えて き た｡ 鶴 見 は ､ 西洋 主義的 な近 代化 の 流れ
に 対 し ､ 地域社会 を単位とす る 内発 的発 展論を提唱 した ｡ 内発 的発 展 は ｢地域に お ける住
民 の 空 間的 ･ 時間的に 最適 の コ ミ ュ ニ テ ィ 生活 形成と 関連+ すると され ､ 特定 地域の 歴 史
的 ､ 社 会的 な個性 を背景 に ､ ｢地 域の 小伝統 の 中に ､ 現在人類が直 面 して い る 困難な問題 を
解く か ぎを発 見 し ､ 旧 い も の を新 し い 環境に 照 ら し合 わせ て つ く り か え､ そ うする こ と に
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よ っ て ､ 多様な発展 の 経路をき り拓 く の は(中略)地域の 小 さき 民で あ る+ と説 明 され て い
る【鶴見 1993:43- 5 9]｡
西川 は ､ タイ 仏教を根
■
源 と し ､ 心 の 開発 (か い ほ つ) をも含ん だ文化運 動 と して の 開発
(か い ほ つ) 概念 に つ い て ､ ｢開発 (か い ほ つ) と は ､ 仏性 開発 ､ す なわち生 ある も の が元
来 み な備 えて い る悟り の 力 ､ 目覚め の 力 を開花 さ せ て い く事+ で あり ､ ｢そ れ は 単にわれ わ
れ の 経済的 ･ 社会的な発展 ､ 物 質的 な開発 を意味す る の み ならず ､ 精神や 文化をも含んだ
ト ー タ ル な人間 と して の 発展 ､ す なわ ちわれ われ の 人間性 そ の も の の 開発 (か い ほ つ)､ 人
間性 に満ちた社会 の 開発 (か い ほ つ) に他 な らな い+ と説 明 して い る【西川 2001:26】｡
またイ ス ラ ー ム に つ い て ､ ア リ は ア ル ク ル ア ー ン の 教 えに基 づ い た 開発 の 解釈 と して ､
近 代化 の 流れ を ｢よりよく+ 実践 して い く た めの 姿勢と 指針 を与 えて くれ る も の と して議
論 して い る【A li 1994:199-2 04]｡ 子 島は ､ パ キ ス タ ン の イ ス マ - イ - ル 派 の 地 域開発 実践
を長 期 に わた っ て フ ィ ー ル ドワ ー ク し､ 同派 の 宗派組織 と最高指導者イ マ ー ム で ある ア -
ガ - ･ ハ ー ン を中心 とする 開発ネ ッ トワ ー ク が 山地農民社会 の 開発 を推 し進 め る様を詳細
に措 い て い る ｡ 子 島に よれ ば ､ イ ス マ - イ - ル 派 は開発 の 取 り込 み を通 じて ｢自 らのイ メ
ー ジ を操作 し ､ 現 代社会 に お い て 積極的 なア イ デ ン テ ィ テ ィ を打 ち出す可 能性 を見出 し+
て い る とい う｡西 洋近代主 義的 な立場 か らも高く評 価され て い る同地 の 中心 的 な｢開発指導
者+と して の ア - ガ - ･ ハ - ン は ､ 政府 と協調 し､ 外部資源 を取 り込 み なが ら ､ イ マ
ー ム の
イ メ - ジ自体を含 め た宗派全 体の 自 己変革を生 み 出 して き た o これ らは ｢グロ - バ/レな潮
涜 と ロ ー カ ル な変容 ､ さら に パ キ ス タ ン と い う国 レ ベ ル で の 開発 を巡 る力関係 が 連動 す る ､
き わめ て 錯綜 した 場で 行 われ+､ ｢新 たな宗派 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 積極 的 な創造 の 場 とも な
っ て い る+ と い う【子島 2002:1 9 6･ 2 2 7】o
こ れ らの 議論は ､ 対 象社会 の 文化 ･ 社会 的個別性 と ､ 人 々 が自 ら力 を付 けて い く能 力 に
基 づ い た｢開発 の あり よう+を ､ ミ ク ロ な生 活世 界を中心 に お き ､ マ ク ロ な潮流 に も視点を
充て て 具体的 に検討 し よ うと い うも の で ある ｡ そ の 点 に お い て ､ 西洋 的近代化 の 流れ を先
導す る立 場 の 国 々 と｢途上 国+と 呼ばれ る国 々 と の 歴史的 ､ 政治的な関係 を大前提 と して成
立 して い る 明 らか に ｢外発 的+ な開発支援を巡 る 言祝と はそ の 出発点 が異な る ｡ い わば ､
前者 は村落社会 を｢対象+と して 捉 えた開発 支援政策の ため の ｢外 発的+開発論 で あり ､ 後者
は ､ 可能な 限り対象社会 の ｢第 一 人 称性+に 基 づ い て ､ ｢内発的+な開発 現象を社会変化 と し
て 捉 えて い こ うとす る 立場で あ る と い えよう｡
前節 で 取 り上 げた｢参加 型 開発+を巡 る議 論は 当 然なが ら前者 の 問題 意識か ら出 てき た
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もの で あり ､ 先 に紹介 した鶴 見 の 内発 的発 展論 は ､ 前者を相対 化する 一 つ の 試み で あ ると
い えよう ｡ タイ 仏教に 基 づく 開発 (か い ほ つ) 概念 は ､ 後者の 立場に 基づ き ､ 前者､ つ ま
り 開発 支援の 現状 をも射 程に お い て ､ よ り 実践 的な行動規範 ､ 行動理 念 の 実例を経験 的蓄
積か ら例示 する も の と して学ぶ所 が 多い ｡ 子 島が 紹介するイ ス マ - イ
- ル 派の 開発ネ ッ ト
ワ ー ク の 実践は ､ 後者 に位置付 けられ る宗 教的 理念 と ､ 明 らか に 前者 と して の 生活近代化
も含めた開発理 念 を ､ 巧 みに 結び付 けて 実践 して い る例とも取 れ よう 0
筆者 の 学問的基盤 とな っ て き た文化 人類 学で も ､ 環境と開発 ､ 文化 と開発 とい っ た ､ ｢開
栄+に 関 わる キ ー ワ
ー ドを用 い た高論 の機会が 増えてき て い る ｡ そ の 多く は ､ 殖 民主義 ､ 領
土拡 張主義 に端 を発 し ､ 戦後 の 途 上国開発 ま で を広く含む欧米諸 国中心 の 外発 的 ｢開発+
に対 して ､ 特 定の 社会 ･ 文化的 文脈に お ける ｢開発 とは何か+ を問 い か け る ､ 後者の 姿勢
を有する も の で あ る ｡ 川 田 は ､ ｢西洋近 代が 生 み 出 し ､ 世 界に 拡張 した ､ 利 己 的欲望 に基 づ
く自由 競争 と ､ 人 間は 全 て 平等 の 権利 を持 つ とす る理 念 との 相匙+ が現代 の 開発 と い う課
題 に集約 され て い る と指 摘する ｡ そ して こ の ｢西洋近代 モ デル の 二 つ の 原則+ に つ い て ､
｢生み 出 したも の が どれ ほ ど強 力で 偉大で あ っ た に せ よ ､ 『絶対 的普遍』とす る の で は なく ､
人 類が 生ん だ数々 の 『特殊』 の 一 つ と して相対化 する風 点を築く こ と+ の 重要性 を主張 し
て い る[川 田 1997a:34- 51】｡
しか し他方 で ､ 開発 支援 の ｢外発 性+や 一 様 な西洋近代 化を批 判的 に 取り 上 げる た め に ､
そ れ と明確 に対置 さ.
れ る概念 と して｢内発性+を 固定的に捉 え ､ 強調 しす ぎ る こ とも ､ 結果
的 に当該社会の 人 々 に と っ て 実感 され て い る現 実か ら帝離 して い く
一 因とも な っ て い る o
村 落社会で 日 常的 に 実践され る｢開発+は ､ グ ロ ー バ ル な世 界 の 流れ と ロ
ー カ ル な人 々 の 動
き が 複雑 に 交叉 しなが ら ､ 生活 の 中で 人 々 自身が 生 み 出 して い く変容 の 動態 で あり ､ 普遍
的 な近 代化 に 単 に取 り 込 まれ て い く も の と して 捉 える べ き で は ない o 近 代化 の 波 は 既 に
様 々 なか た ちで 人 々 の 生 活観に影 響を与 えて き て お り ､ 人 々 の 変化 へ の 志 向は 多様且 つ 可
変的 で ､ 常に ある部分で は｢外発的 開発+の 力 に接触 して い る o それ を ｢内発 的+ と い う言
葉で 固定 的 に切 り 取 る 事 に は 無 理 が ある ｡ 川 田 がア フ リカ の 技術協力 に 関わ っ た後 に指摘
して い る よう に ､ ｢伝統 に基 づ く 固有の 内発 的開発+を外 部者が促 進す る事 は ､ ｢植民 地や 南
側 の 人 た ちをさ ん ざん 搾取 して 豊か な先進 工業国 に な っ た 国 が ､ 自分達 の 作り 出 した害悪
を軽減する た めに 考えた理 屈を ､ 貧 しい 途 上国 に ､ 低開発 をそ の まま と どめ る 形で 押 し付
けよう とす る+ 新た な圧 力 とも な る [川 田 1997b:15】｡
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第 2 項 ミ ュ■- タ ン 卜(変異動態)t して の 咽 有性+
上記 で 大別 した 二 つ の 立場 に 関 して い えば ､ 聾者自身は｢開発 政策の た め の 外発的 な開
発論+か ら 一 歩離れ た後者 の 立 場 か ら｢開発+を検討する 立場 を取 っ て い る o しか しなが ら､
第二 ､ 第三 章 で行 う事例 考察で は､ 主 に 前者に 立 っ て ､ 現存の 開発支援実践 の 改善に 向け
た貢献 を念頭 にお い た議論を展 開 して い る ｡ こ れ は現在ま で に既に行 われて き た途上 国の
村落 開発 支援実践が ､ 現状 と して 直面 して い る｢参加+議論 を巡 る諸問題 をい か に解決 して
い ける か と い う ､ 村落開発 現場 で 緊急性 の 高い 課 題 - の 対処 で ある ｡ そ の 点で 言 えば本 論
文 は ､ 前者の ｢開 発支援 あり き+の 外発 的｢開発+論 を肯定する 立場 を取 るも の と見 なされ る
か も しれ な い ｡ 実 際に筆者は ､ ｢西洋近 代化 を 一 つ の 特殊性 と して捉 えて+ 開発現象 を検討
す る姿勢 を取 る研 究者 と して 自 ら を自 己認識 す る と同時 に ､ ｢外発的+開発 支援の 第
一 人 称
的 主体と して の 立 場 を も積極的 に取 っ て きて い る ｡ 筆者は こ の 二 つ の 姿勢を同時 に取 る こ
と に よ り ､ 現 実 か ら帝離 した開発 の ｢べ き論+ を論ず る こ と を自らに 対 して 戒 め ､ 且 つ 開
発 支援 の 現場 の ｢正 当性+ を ､ 現場 に 関与 し つ つ 相対 化する視点を自分 に課 して き た｡ こ
の 二 つ の 立 場 の 両立 は ､ 開発 支援の 実践 現場 で は困難を伴う ｡ なぜ な らば ､ 現在 の 開発支
援 の 枠組 み は ､ 人 間 の 基 本的 ニ ー ズ (B H N) で あれ ､ 住民参加 型で あれ ､ ｢支援+で ある 限
り外発 的 で あり ､ そ して そ の 外 発的 な開発支援 の 根拠 は ､ 往々 に して 近代化 論的 な発想 を
超 えられ て い ない か らで ある ｡
で は ､ こ の よ う な矛盾 を孝 ん だ立場 で 実践に 関わ る こ とに ､ 何 の 意味が ある の で あろう
か ｡ 筆者 に と っ て そ の 理 由 の 一 つ は ､ 10年 に渡 っ て 関わ っ て 来たイ ン ドネ シ ア の 村落社会
が 直面 して い る現 実に あ る ｡ 筆者が対象とする 南 ス ラ ウ ェ シ ある い は ジ ャ ワ村落の 住 民達
の 生活 は今 ､ とて も生 活 の 近代化 をリセ ッ ト して 再検討で き る状況 で は な い ｡ 勿論 ､ そ の
変容 を批判 的 に 考察す る こ とで ､ 今後 の 方向性 を模索す る 姿勢は 重要 で ある が ､ 多く の 人
類学者が 指摘す る よ う に8､ 対象と なる村落社会に お い て ､ 実際 に は既 に様 々 な形 で 近代化
の 流れ は 浸透 して き て い る ｡ 本 論文 で扱う事例 の 場合 ､ 19世紀に ブ ギス 民族 の 開拓集落と
して 形 成され た 当該社会が ､ イ ン ドネ シ ア 国家独 立後 は ｢外 島の 辺 境+ と して 行 政の 末端
に位置付 け られ ､ 国家開発 を経験 して き た｡ イ ン ドネ シ ア の 国家開発 に つ い て ､ 松 井 は ､｢叡
智あ る+政府 が主体と な っ て 国 民 を望 ま しい 方 向 - 導く プ ン バ ン グナ ン(pe mba ngn n a n)と ､
8 鏡 映【2 0 0 0】､ 川 田【19 97a]､ 大塚【2 002]他を参照 ｡
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何 か が 自 ず と 育 っ て い く ニ ュ ア ン ス が あ り ､ ｢発 展+ と 訳 さ れ る プ ル ク ン バ ン ガ ン
(pe rke mba nga n)と の 二 つ の 言 葉に 分けて 示 し ､ 開発 独裁 と呼 ばれ た ス ハ ル ト政権下 で ､
プ ン バ ン グナ ン の名 の もと に｢国家と して の 利益 が 地域と して の 利益 より も結果 的 に優先+
されて き た と指摘 して い る【松井 1 9 7:2 50- 252】｡ そ の 変化 は ､ 村落部 の 人 々 に は どう しよ
うも ない マ ク ロ な流れ とも い え る が ､ ミク ロ な レ ベ ル で 見た とき に ､ かれ らは 意識 的 に 変
化 を取 り込 ん で き て い る と言 え る側 面も あ る ｡ 例 えば本章第五節で取 り上 げる鏡味の 議論
で は ､ バ リ地 域社会 の 人 々 が 主 体的 に政府 の 諸政策 ､ ひ い て は ｢国家 と言 うか た ち を
借り た 近代 と い う も の に 向 き合 い ､ それ を なん とか 取り込
■
も うとする+ ダイ ナ ミ ズ ム
を ､ 村落 コ ン テ ス トと い う政 策行事 を例に紹介 して い る【鏡味 2 00 0:1鈍
先ほ ど､ 外発 的な｢開発 支援+理 念 と して 語 られ る｢開発+と､ 開発 (か い ほ つ) の 概念 を
例 とす る よう な ､ 人 々 や社 会 の 内発的 ､ 自発 的な変容 - の 方 向性 と して 実践され る ｢開発+
を 二 分 した ｡ そ れ らを分別 する 根拠 の 一 つ は ､ 前者の 外発 性 ､ 後者の 内発性 に ある ｡ で は
こ の ｢内発 性+ の 境界 に ? い て 考 えて み よう ｡ 開発 の 主要 な担 い 手 柱 ､ 当該村落社 会に生
き る人 び と で あ る ｡ あ る い は物理的 に居 住 して い なく とも ､ 当該村落 社会に帰 属意識 を有
す る人 び とで ある ｡ 本論文 の 事 例 で 取り 上 げる村落 は ､ 第二 章 で 詳述 す る よう に稲作を主
生業とす る農村で あ る が ､ 90 年代 に電化 が 進 み ､ 裕福な家 に は パ ラ ボ ラ ア ン テ ナ が 立 ち ､
公 務員や乗合 ミ ニ バ ス の 運転手や建設 業な ど､ 現金 収入 の 手段 も個人化 ､ 多様化 して き て
い る ｡ ま た そ れ より 十年 以上 も前の 1970 年 代 か ら ､ ボ ル ネオ 島の マ レ ー シ ア 側 サ バ 州 -
の 中期 ･ 長 期 出稼 ぎル ー トが 形成されて き て お り ､ 若者 を中心 に ､ 常 に 人が 移動 し て い る
よ うな村落 社会で ある ｡ 例 え ば本論 文 の 事 例村落 に お ける長期出稼ぎ者の よう に ､ 長 年に
わ た っ て 郷 里 を遠 く離れ ､ マ レ ー シ ア ､ サ バ 州 で 新たな家族を作 っ て 生活 しなが らも ､ ｢い
つ か は 郷 里 に帰 っ て 家 を建 て たい+ とい っ た夢を馳 せ て い る 人 びと が い る ｡ そ して 実際に
どの 集落 にも そ れ を実現 して 敢郷 に錦を飾 っ た 人物が 実在 し ､ ｢出稼ぎ長者+ と呼 ばれ る ｡
彼 らは ､ 不定期 ､ あ る い は 定期的 な送金や ､ 郷里か らの 親戚 ､ 近 隣者 の 出稼ぎ受 け入れ役
等 を通 じて ､ 村落社会 と結 び つ き ､ 村落社会 の 意識 的 ､ 物 理的 な ｢開発+ 過程 に深 く 関わ
つ て い る ｡
厳 密に 言 えば ､ 共同体と して の 村落社 会を成立 せ し めて い る 人び と 自身 が ､ 常に 固定的
で は なく ､ 出稼ぎや 婚姻 等 を通 じて なん らか の ｢外部性+ を有す る人 々 を含み な が ら村落
社会 の 変化 を起 こ して きて い る o 交通 ･ 通信網 の 発 達と共 に 人 々 の 移動 範囲が 広く なり ､
授受す る情報 量 も益 々 増加 し てき て い る ｡ い わ ば ､ 人 々 が取 り 込み ､ 取 り 込まれ る｢外 部性+
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の 範囲は ､ と め どもなく 広 が っ て い ると い えよう｡
こ の よ うな状況下 で ､ 少 なく とも われ われ は ､ ｢内発 的発 展+ の 主体とな る 当該村落社
会 に 生き る 住民達の ｢内部性+あ る い は｢個性+を固定化 して ラ ベ リ ン グす べ きで はな い だ ろ
う ｡ 西川 は タ イ の 開発 (か い ほ つ) を例 に とり ､ 次の よ うに 述 べ て い る ｡
開発 (か い ほ つ) は よく ､ 古 い 文化 ､ 伝統と い っ たもの に戻 る事と考えられが ちだが ､ 全くそ
うで はな い ｡ む しろ､ 今 の 社会体制 を維持す るイデオ ロ ギ ー 装置と して大きな役割 を持 っ て い る
文化 を変えて い く こ とに よ っ て ､ 新し い 社会 - の 展望が 拓かれてく る ｡ そう いう意味で 内発的発
展 とは､ 古 い伝統 に立 ち戻 る事で は なく ､ む しろ常 に伝統文化 の 革新をともなうもの で ある｡
【西川 2001:46】
ま た清水 は ､ フ ィ リ ピ ン ･ ル ソ ン 島の 先住民族 ア エ タ を取り上 げ､ ｢当事者 の ア エ タ に
と っ て ､ 開発 と文化 は相矛盾す る も の で は なく ､ 自分た ちの 文化を守 り保持 しなが ら豊か
に な っ て ゆ く こ と こ そ 彼 ら 自 身 が 強 く 望 む も の で あ る こ と が わ か る+ と 言 う[ 清水
1997:1 75]｡ そ して ､ ｢外的世界 に 対する積極 的 な孤 立と限 定的な接触 を通 して 生活 の 基盤
を保 持す る事 が 不 可能 と な っ た 時+に ､ 一 方 的 に近代 的な政治経済シ ス テ ム に 巻き 込まれ ､
社 会の 底 辺 に位置付 け られ て い く の で は なく ､
.
｢差異 を生 き る人 々 の 多様性 の 浪融と共存
を 目 指すも の+･と して の 開発 の 可 能性 に 向 け て 人 々 が 行 動 す る様 を描 い て い る【清水
19 97:153
,
175- 17 6]. 清水 に 拠れ ば ､ 人 々 は ､ 外部世界 と の 折衝 と生活 再建 の た め の 自助努
力 の 中で ､ 開発 の 概念を ｢自分達 の 主体的 な活動 に よ っ て 豊 か に な っ て ゆく 企 て+ と捉 え
て い る と い う｡ そ して 主体と して の 正 当性 を求 め る 中で ､ ｢彼 ら自身 が意識 し ､ 積極的 に語
り ､ そ れ に よ っ
■
て 政治 経済的な力 を手 に 入 れ よ うとす る文化 へ+ とい う ､ 当事者に と っ て
の 背後か ら前面 - の 文 化 の 位置 の 変化 が 生 じて き たと い う【清水 1997:1 76】｡
ロ ン グ は ､ ｢外 部状 況 に 左 右 され なが らも ､ 内的 な再橋 成カ が外部 性 を導 い て ､ ア イデ
ン テ ィ テ ィ ､ 価値 ､ 組 織形 態 ､ 能 力や意味 を形作 る+ よう な ､ 人 々 自ら が新 た な要 素を取
り入 れ て 価値 をつ く っ て い く よ うな概念 と して ､ ミ ュ ー タ ン ト (m uta nt) 9と い う言葉を
導入 して い る ｡ これ を ､ 近 代 と伝統の 二 極化 や ､ 人 工 的 に手 を加 えた混成や合成と い う意
味 で の ハ イ ブリ ッ ド (Aybn
'
d) 概念と対置す る こ と に よ り ､ 外部 か ら の 介入 に よ っ て 一 方
的 に コ ン ト ロ ー ル され る わ けで は ない ､ 対象社会や人 々 の よ り自律的 な対 応 の 動態 を主張
す るも の で あ る[Ar c e a nd I+o ng 2000:13･ 18,191]｡ 例 えば ､ ハ イ ブリ ッ ドとい う言葉は ､
意図的 に 種 を混ぜ ､ 雑 種 を作る ことで 収穫増が 期待 され た ハ イ ブリ ッ ド米や ､ 複数の 動力
9 ミ ュ ー タ ン トは ､ 一 般 的に は突然変異と訳され るが ､ こ こ で は ､ 上記 の 解釈 を含む 分析概 念と して ､
｢変異動態+ と意訳 して おく ｡
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漁 を利用 して 走 る ハ イ ブリ ッ ドカ ー の よう に ､ 外部か ら作為的 に取り 上 げられ ､ 混ぜ 合わ
され る意味合 い が強 い ｡ これ に 対 して ミ ュ ー タ ン ト概念は ､ 直訳すれ ば突然変異で あり ､
そ の 特徴は ｢意図せ ざ る変容+ と い う点 に あ る ｡ こ こ で の｢意図せ ざる+とは ､ ｢人工 的+つ
ま り外 部者の 一 方 的な 作為に よ る も の で は な い こ と を強調 す ると 同時 に ､ 当事者自体の 完
全 な コ ン ト ロ - ル 下 に お か れて そ の 意思 に従 っ た結果 で もな い と い う 二 重 の 意 味を含む ｡
変化 を生む 原 因 を ､ 当事者も含 めた 一 方的 な作為 に帰 結させ ない と い う 点 で ､ ｢ミ ュ -
タ ン トと して の 固有性+ 概念 は ､ 内発 一 外 発や 外部支援者 一 受益者と い っ た よ うな 固定的
な 二 者関係 を乗 り越え る 手立 て と して重 要で あ る ｡
第 3 項 長期的な社会 変化と して の村落開発
更 に 村落 開発 を研 究対 象 と して 捉 え る際 に ､ 長期 的 な社会変化 に対す る関心 と ､ 短 期的
な支援事業 の あり方 に つ い て の 関心 とい う ように ､ 異なる 時間軸を想 定 した談論 に わけら
れ よ う｡ 大別すれ ば ､ 既 述 の｢内発 的発展+ - の 関心 は ､ 歴 史に 裏打 ちされた 長 期的 な人々
の 社会 の 変化 に あり ､ ｢外発 的+開発政策立案に あた っ て の 関心事 は ､ 自ずと前者に 比 べ て
短期 的発想 に 立 つ と も い える だ ろ う｡ ｢開発 (か い ほ つ) +等 ､ 内発 的発展 で は ､ 人 々 の 歴
史 に 遡 っ て 現在を位置 付 け ､ 今後 を考える と( い う長期的な時 間の 流れ を想 定 して い る ｡ 他
方 で ､ 国際的 な開発 支援や 国家開発 政策に お い て も ､ 10年 目標 の よう な長 期的 な方 向性 は
設 定 され るが ､ 基 本的 に は 短期 ･ 中期的 な視点 に た っ て ドラ ス テ ィ ッ ク な変化 を目指すも
の で あり ､ 世 紀を超 えて 人々 が つ む い でき た生 活変化 を想定するも の で は な い ｡
こ の よう に ､ 外部 性 ､ 異質性 と の 接触 を通 じて ｢揺 らぎ+ を経験 しな が ら自 ら変化 して
い く村落 開発 プ ロ セ ス は ､ 基本 的 に長期 的 な時 間の 流れ の 中 で進 ん で い く も の と して 捉 え
られ る ｡ 大境 は村落開 発 を ､ 西洋主義的 な近 代化 の 枠組 み に お ける 限定 的な開発現 象と し
て で は なく ､ ｢価値規範 ､組織 ､資源利用の 変容 を伴う長期 的で 自律的 な社会 変化 プ ロ セ ス+
と して 捉 え ､ ｢村落活 性化 とは そ の 様 な変化 を引き 起 こ し ､そ れ を継統的 に 展開 して ゆく プ
ロ セ ス+ と述 べ て い る【大塔 1997:1 3･ 32】｡
本論文 で は ､ 過 去 か ら現在 へ ､ 現在か ら未来 - と続く 人々 の 生活 変容 と して 村落 開発を
長期的 に捉 え る ｡ 村落 開発概念 を基本的 に こ の ように 捉 える と ､ 本 論文が扱う開発 支援事
業は ､ 長く続く村落開 発 プ ロ セ ス の 一 時期 に 介入 し､ ｢揺らぎ+に加 担 する外部性 と して 捉
えられ る ｡
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地域社会 の 固有性 に基 づ い て 当該社会 に 生 き る 人 々 が生 み出 して ゆく｢内発 的+な 開発
プ ロ セ ス とは ､ 一 様 な西 洋近代化 を目指す｢外 発 的+な開発 概念 に対置す るも の と して捉え
られ が ちで ある o しか し現 実の 村落社会は ､ 日 常的 にそ して 長 い 時間 をか けてL､ 常に現在
進行 形で ､ な ん らか の 外部性 ､ 異質性 を取り込 み なが ら自 ら変わ っ て ゆく ｡ ミ ュ ー タ ン ト
と い う概念 に表 現 され畠ように ､ 自 己 に と っ て も他者に と っ て も意図 せ ざる変異 を含む動
態 的 な変化 と して ､ 人 々 ある い は 社会 が自 己変革的 に 生み出 して い く 長期に わた っ て続 い
て ゆく 変容の あり方 で あ る と い え よう｡
第 4 項 支援と い うr介入J行 為
で は こ こ で ､ 本論 文 で 中心 的 に扱う ｢開発 支援+ に つ い て ､ 特に筆者 が 関わ っ て 来 た政
府 開発援助 (0 Ⅰ) A) を念 頭 に お い て ､ そ の 捉 え方 を整 理 して みよう｡ 先 に ､ 内発的 な人 々
の 行為 が外部性 を含む も の だ と述 べ たが ､ たと えそ う だと して も ､ 本論 文 で 取 り上 げる開
発 支援事業の 作為的 な｢外発 性+とは 明確 に 一 線 を画す る ペ きで ある ｡ 国家 レ ベ ル の 地域開
発政策や ､ 国際的 な開発 支援 ､ あ る い は 本論女で扱う先進 国 の O D A に よ る開 発支援は ､
人 び と の 長 期的 な生活 変容 を通 じて 生 じて い く ､ 第 一 人称的 な より よき 生活 に 向 けた開発
の 実践と は ､ そ の 存在 根拠 の 点 で 全く異 な る ｡ N G O に せ よ､ O DA に せ よ ､ 国際機 関に せ
よ地元 の 宗教団体に せ よ ､ ｢開発支援+ とは ､ そ の 言葉どお り ､ 目的 あ る い は存在自体の 大
前提 が ､ 対象 とな る社会 (あ る い は人 々) に対 して ､ あ る方 向性 を有する ｢開発 と い う変
化 を起 こ す こ と+､ あ る い は そ れ を補助する 事 で ある ｡ 先の 人々 の 生活 変容が ､ 意 図せ ぬ経
験 ､ 予 期 せ ぬ 偶然 の 出会 い 等を含む 日常生活 の 営みを通 じて 起 こ っ て い く の に 対 して ､ 外
発 的な｢開発 支援+は ､ ある 明確 な意 図 をも っ て 村落社 会 に介入する ｡
外部 か ら ､ 自分以外 の 社会や 人々 の ｢開発+ 過 程 を｢支援する+と は どう い う こ となの だ
ろう か ｡ こ こで ､ 本論文 で用 い る開発｢支援+と い う言 葉に つ い て説 明 を加 えて お く ｡ ｢支援+
の 概念 を様 々 な角度か ら検討 した支援基礎論研 究会 の 『支援学』 に よれ ば ､ 支援 の 定義と
は ､ ｢1 . 他者 へ の 働 きか け ､ 2 . 他者の 意図 の 理 解 ､ 3 . 行 為の 質の 維持 ･ 改善 ､ 4 . エ
ン パ ワ ー メ ン ト+ q) 4 要 素を含む とされ る【支援基礎論研 究会 200:12]｡ こ こ で 重要視さ
れ て い る の は ､ 支援行 為が ｢あくま で も他 者 (被支援者) の 状況や意図 に 応 じた便益獲得
に 向 けた働き か け+ だ と い う 点 で ある ｡ 同書で は更 に ､ 支援の 実践を成り立 たせ て い く た
め に は ､ ｢他者を配慮 して 自 らを変えて い く+ 事が 必 要だと指摘 して い る｡ こ の 定義 に沿え
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ば ､ 現在 の 途 上 国開発 に お い て 外部者が行 う ｢支援+ 行為と は ､ 当然 なが ら ､ その 対象と
な る 人々 や社 会の ｢状況や意図 に応 じて+ 支援者側が ｢自己 を変えて い く+ プ ロ セ ス で な
けれ ばならない｡ こ れ は ､ 清水 が指摘する ｢必 要と され ､ 求 め られ て い る の は ､ 既 存の シ
ス テ ム に適応す るた め に彼 ら自身が 変化 し ､ 変容する事 で は なく ､ 社会の 側 が少 しで も 変
わ っ て ゆく こ とで あり ､ そ うす るた め の 関与 な の で ある+ と い う指摘 に も結び つ く も の で
あ ろう【清水 1997:174･ 1 75】o
こ の 発想 を持 っ て ､ 開発 支援実践の 現状 をみて み よ う｡ 途上国開発 支援 の 枠組み は ､ 基
本 的 に 対象とな る 国な り ､ 社会 なり ､ 人々 を｢変 えよう+と い う発想で 全 て が 仕組 まれ て い
る の で は な い だ ろ うか ｡ それ は ､ い く らパ ラ ダイ ム が転換 し ､ 住民参加 型 開発 が叫ばれ ､ ｢学
習プ ロ セ ス と して の 開発+が目指され て い て も ､現時点 で は 乗り越 えられ な い 壁 の よ うで あ
る ｡ なぜ ならば ､ 開発 支援で は そ の 名 の 通 り ､ 対 象とな る社会 の 側 に ､ ｢支援され る+ に値
す るだ けの 理 由が 必 要 とな る ｡
.
そ して 政府 開発支援の 枠組 みは ､ 対象社 会や そ の 人 々 の 側
に ､ ｢後進性+ や ｢低 開発+ と い う言葉に 象徴され る よう な ､ なん らか の 欠陥や 不足 ､ 程度
の 低 さが あり ､ そ れ を 埋 め合 わせ るだ けの 何 か を｢支援す る側 が 有して い る+と い う 一 般的
な認識 の も とで 成り 立 っ て き た ｡
上記 ､ 支 援学に よれ ば ､ 支援行 為 を受 ける当 事者が ､ 自分自身 と して ､ 現状 か らの なん
らか の 変容 を欲 して い る と い う の が｢支援+の 大前提 で ある ｡ そ して ｢支援行 為+を行 う側 が ､
そ の 内容 の 妥当性 を判 断 でき な い ､ だか ら ､ 支援され る側 に と っ て の ｢妥 当性+ に 基づ い
て な され ね ばな らな い ､ と い う事 が定義に は 明確 に 記され て い るo しか しこ こ で 問題
-
t な
る の は ､ 上記｢支援+要素 の 2番 目 で あ る ｡ ｢他者 の 意図 の 理解+と ある ｡ 同書に拠 れ ば ､ ｢被
支援者 の 意 図 の 理解 ( 意味解釈) に応 じて そ れ に適 した働き か け を組織 化 でき なけれ ば い
けな い+ とい う【支 援基礎論研 究会 200 0:l l- 1 4】｡ 筆者は こ れ を読ん で ､ 現在 の 参加 型 開発
の 議論 が 実 践 レ ベ ル で 陥 っ て い る 問題 と同様の 矛盾 を感 じた｡ 主体と して の 支援対象者自
身 の 理 解と志 向に 基 づ い て 開発 プ ロ セ ス ｢支援+を検討す る事 は ､ 参加 型 手法 と して の 参加
型村落調査 (ヂR A) 等で 目指 され て きた 姿勢に類 似 して い る ｡ しか し既 述 の 通り ､ こ れら
の 理 念 は 支援側 の 意識 や 姿勢を律する規範と して は有効で ある もの の ､ 支援者と被支援者
と の 関わ り あ い の 実践に お い て は ､ 相 互 の 属性 と相対的 な立 場の も とで ､ 矛 盾 が生 じて く
る ｡ 何 をも っ て ｢開発 支援+の 枠組 みの 中で ､ 支援す る側 が 支援され る 側 を行為主体と して
捉 え ､ そ の ｢明確 な意図+ を理解 しえる の か ､ そ して そ の ｢理 解+ に則 っ て支援する側 が
行う支援行為 は ､ 果 た して 支援され る側 の 主体性 を確保 で き る の か ､ と い っ た点で ある ｡
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現在 ､ 先 進国 と い われ る 国 々 が ､ 政府 間の 政治的 な関係性 を背景 に成立 させ て き た開発
支援 の 枠組 み の 中で は ､ 根源的 にみれ ば ､ 同書が主 張す る よ う な ｢支援行為者の 利得達成
や そ れ に か か る効率性 と関係 なく ､ あく ま で も他者 (被支援者) に と っ て の 便 益痩得の た
め の 利他的行 為+ と して の ｢開発支援+ は基本的 に は成立 しな い ｡ 途上 国 の 開発 支援は ､ 大
前提 と して ､ 支援側 に と っ て も なん らか の 必要 性や便益 の 獲得などの 目的 に基 づ い て成り
立 っ て い る ｡ こ の 点 に お い て ､ 開発 支援 は 当該村落社会 に と っ て 明らか な介入行 為で あ る ｡
こ こ で なぜ ｢介入+ と い う言葉を用 い る か に つ い て ､ 説 明 して お き た い o 介入 の 一 般的
な意 味は ｢事件や 争い な どに割り込む こ と+ で ある ｡ こ の 説 明に ある ように ､ ｢介入+と い
う言 葉は ､ 紛争解決や ､ 危 機的 状況 の 回避 に 向 けて 第三者が行う意図的 な割り込み を意味
す る こ と が多い ｡ ま た ､ ｢軍 事介入+とい う使用例 に 代表 され る よ うに ､ 政治的意味合 い が
強 い ｡ フ ラ ン ス で ｢介入+ と言 う言葉をテ ー マ に 行 われ た シ ン ポ ジウ ム で も ､ そ の 大部分
は ､ 上記 の 意味 で の｢介入+の 是非を議論 したも の が ､ ｢介入権 の 正当性+に つ い て の 晋遍的
な人道 的倫理 観が 主要 な論 点に な っ て い た【川 田 199 7c】｡
本論 文 が 対象 とする村落 開発支援は ､ 必ず しも こ の ような年機的状 況 に ある とは限 らな
い ｡ む しろ ､ 対 象村落 に 住む 人 々 が ､ あ る程度は安定的 に社 会生活 を営ん で い る状 態 ､ つ
まり支 援の 受 け皿 とな る 人た ちが 自律的 に組 織化 ､ 変革を起 こ せ る状態 に ある こと を前提
と して ､ 現状 か ら の 改 善を目 指 して設 定され る 支援事業が多 い の で は な い だ ろう か ｡ 無論 ､
潜在的 な貧困 ､ ･生まれ た 子供力苧生き て い くた め に必 要 な栄養や水や基 本的な生活環境の 有
無 と い う点で ､ 支援対 象 とな る村落 を ｢危機的 な状況+ に 仕立て る 支援側 の 言説 は少 なく
な い ｡ 支援 しよう とす る側 がまず｢問題発 振+､ つ まり 対象村落社会 を｢問題 あ る状況+と し
て 設定する現 状に 支援者 の 基本 的な姿勢が現れ て い る ｡ しかし実の と こ ろ ､ われ われが 関
わ る村落社会 が ｢危機的+か どうか は ､ 誰が何 に つ い て 何 の ため に語 る か によ っ て 容易に変
化 して しまう危う い 状 況判断セある . われわれ は こ の こ と に常に敏感 で ある 必 要が あ る o
支援す る側 - され る側 を生み 出す 政治的 な背後 関係 に つ い て 常に自省的 で ある よう に ､
筆者 は ､ 自 らの 行為 を含む現在の 開発 支援事業 を ､ 基 本的 な前提 と して｢介入行 為+と捉 え
て い る . い か な る形 態 をと っ た に せ よ ､ 外部者が 関係 する 一 時的な開発支援 は ､ 先 に整理
した長 期的 で 継続 的な村落 開発 プ ロ セ ス に 一 時 的に 投入 され る モ ノ ･ 金 ･ 人や 情報等 ､ 資
源 の 動 き と人々 の 関わ り合い で あり ､ そ の 存在根拠 に お い て 必然的に 介入行 為で あ る ｡ 本
論文 で は ､ 長 期的な村落 開発 プ ロ セ ス と ､ 事業と して の 開発支援介入 を明確に 区別 する ｡
そ の 上 で ､ 現状に 目 を向 けてみ よう ｡ 第 二 次世界大戦彼 の開発支援行為は ､ 時代に応 じ
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て ア プ ロ ー チ の 変遷 を伴 い なが ら ､ 歴度 的 に行 われ続 けて き て い る o 現状 と して ､ 問題 を
孝 ん だ形 で 日 々 ､ 刻 々 と進 め られて い る ｡ 草野 は 開発 を外圧 と して捉 え ､ ｢全 て の 村落は都
市部 を中心 と し
'
T=経済開発 に よ る変化 - の 圧力 に さら され つ づ けて い る+ とい う罷識 に 立
っ た上で ､ ｢村落社会 が 自ら の 発展 の 方 向性 を明確に意識 す る構 造 をも ち ､ プ ラ ス の 変容 を
引 き起 こ す事 を自覚+ して 開発支援事業 を計画 ､実施 して い こ うと い う姿勢 を示 して い る
悼二野 2002:174]｡ こ の 方 向性 は ､ 村落社会が｢ミ ュ ー タ ン ト+と して の 固有性 をた もち つ つ
変化 を重ね る過 程 に 対 して ､ そ の 可変的 で 動態 的 な固有性 に 寄り添 える ような支援の あり
方 を模索す る も の と して 受 け止 め られ よう ｡ 本論 文 は ､ 開発 支援が介入行 為で あ る こ とを
前提 と したう えで ､ ｢変化 の 圧 力に さ らされ続 け る+村落社会 の 現状を避 けが た い 状況 と し
て 直視 し ､ 現状 か らの 改 善の 一 歩 に結び つ く よう な実践的 開発支援研 究 の あり 方 を模索す
るも の で ある ｡
第 5 項 村落開発 支援が目指す エ ン パ ワ ー メ ン ト
で は ､ 村落 開発｢支援+は い っ た い 何 を目指 して 対象社会 に｢介入+して い く の だ ろ う｡
先ほ ど ､ 村落 開発 と は ､ ミ ュ ー タ ン トと い う概念 に表現 され る よう に ､ 自己 に と っ て も
他者に と っ て も意 図 せ ざる変異を含む動態的 な変化 と して ､ 人 々 ある い は社会が 自 己変革
的 に生 み出 して い く ､ 長期 にわ た っ て 続い て ゆく変容 の あり方で ある と定轟 した ｡ また ､
上記 の 議 論 か ら村落 社会 の 開発｢支援+の 意味を問う とすれ ば､ 当 酎寸落社会 の 可 変的 で動
態 的な 固有性 に 寄り添 える よ うな あり方 で ､ 当事者 に と っ て の 現状 か らの 改善の
一 歩 を模
索す る もの だ と い う こ とに な るだ ろ う ｡ こ れ は ､ ｢当事者 にと っ て 直面 して い る問題 状況+
が ､ 個別 の コ ン テ ク ス トに よ っ て 異な る こ と を前提 と して お り ､ 農業生産の 拡大 ､ 現金収
入 の 増加 と い っ た ､ 支援者 に と っ て｢目 に 見 える 変化+の 指層 を普 遍化 で き る わけで は な い o
野 田 は ､ 誰 も が合意で き る 開発協力の 目的 と して ､ ｢人 々 が豊か に な るた めに+ と い う漠然
と した 言葉 を示 して い る が[野 田 2000:104】､ 筆者も ､ 敢 えて
一 般化す る とすれ ば ､ 同 じ言
葉 を用 い る に と どま る o そ して 当然なが ら｢豊か さ+の 内容は ､ 開発 支援の 枠組 み で
一 般的
に設 定で き るも の で は なく ､｢当事者 にと っ て の 現状+に 立ち返 る こ とで しか 見 えて こ な い o
チ ェ ン バ ー ス は ､ ｢開発の 目的 は ､ す べ て の 人 た ちに と っ て の 豊か さ で あ る ｡ 豊 か さは ､ 良
質な生 活 の 経験と表 現 で き る ｡ ( 中略)豊 か さは 物質的な もの だけで は なく ､ 社会的 ､ 心理
的 ､ 精神 的 ､ さ らに は物質的 なも の も含め ､ 人 間 の 経験全 て の 範囲 に 関係 して い る+ と説
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明 して い る[チ ェ ン バ ー ス 2 000:51]｡
村落 開発 支援 の 目 的 を論ず る上 で ､ キ ー ワ ー ドと して 挙 げられ る の が｢ ェ ン パ ワ - メ ン
ト+で あ る . エ ンパ ワ ー メ ン トとは ､ 直訳 す る と｢力 の 付 与+となる が ､ 開発 の 文脈で は ､ 貧
困層な どの 社会 的弱者が 剥 奪され て きた社会的 ､ 政 治的力 を獲得 して 個人 的 ､ 集団的自律
性 を高め て い く事 と して 捉 え られ て い る ｡ チ ェ ン バ ー ス は ､ ｢能力 は生 活維持 と豊か さ の た
め の 手段 で ある+と し ､ ｢学習 ､ 練習 ､ 訓練 ､ 教育 に よ っ て 能力 が拡大 する こ と は ､ 良い 生
活 と豊 か さに い た る道 で ある+ と述 べ て い る[チ ェ ン バ ー ス 2000:52]｡ ま た ､ 本節で 紹介
したタイ 仏教で は ､ ｢仏 教に お い て は ､ 人間 を含む 一 切 衆生 (生 ある もの 全 て) は ､ 悟り を
開き ､ 仏に な る潜在能力 で ある 仏性 を備 えて い る+ とされ ､ こ の ｢潜在能力 で あ る仏性 の 開
花+が開発 (か い ほ つ) と され て い る[西川 200 1:18】｡ 更 に西川 らに よ る今日 的 な再 定義に
よれ ば ､ 開発 (か い ほ つ) と は ｢社会や個人 が ､ そ の 本 来 の あり方や 生き方 に 目覚 め ､ 自
然及 び他 の 社 会や個人 と の 共生 の ため に ､ 苦か ら の 解放を 目指 して ､ 智慧 と慈悲を も っ て
自らの 潜在能力 を開花 さ せ ､ 人間性 を発 現 して い く ､ 物 心 両面 に お け る 内発 的 な実践+ 翠
とい う【西川 20 01:19]｡ い わ ば ､ 干 ン パ ワ ー メ ン トとは ､ こ こ で い われて い る広義の ｢能力+
向上 を進 め る プ ロ セ ス と い え よう ｡
更 に ､ い ずれ の 議論 で も ､ エ ン パ ワ ー メ ン トが 全く の 個人 で ほ なく ､ ｢社会 に生き る 個人 ､
あ る い は集 団+を対象 と して い る点 を確認 して お く o チ ェ ン バ ー ス は ､ ｢エ ン パ ワ ー メ ン ト
は 組織や 制度 の 中に 取 り 込 まれ な い 限り ､ 弱く て 長続き しな い+ と指摘 してい る【チ ェ ン バ
ー
ス 2000:4 9 6】｡ また ､ フ リ ー ドマ ン は ､ ｢人 間 は 生まれ た とき か ら他 者との ダイ ナ ミ ッ
ク な相 互 作用 の 中に 存在する+ と し､ 基本的 な単位と して 世帯 に着目 して い る[フ リ ー ド マ
ン 1996:7 2】｡ 彼 は ､ い の ちを育み暮ら しを営む に あた っ て 世 帯が行使 する 3種 の 力 を ｢社
会的 な力 ､ 政治的な力 ､ 心 理 的な力+ に整 理 し ､ 中で も社会的 な力 が増大す る事に より ､
富 を生み 出す生 産基盤 - の ア ク セ ス が 可 能 とな り ､ 政治的な ェ {パ ワ
ー メ ン ト - の 道筋と
も な る と指摘 して い る【フ リ ー ド マ ン 1996:71- 75】｡ つ ま り ､ 開発支援が 目指す｢豊か さに
向けた能 力 の 向上+と は ､ 個々 人の 力 の 獲得で あ る と 同時 に ､ ｢社会の 中で の 個人(ち)+ にと
っ て 有意 味なも の で あ り ､ ひ い て は ､ 社会全体 の 自治能力 向上や ､ よ り マ ク ロ な環境 に対
す る政治 的 な力 の 獲得 を目指すもの で ある ｡
支援者 は ､ 時 に｢限られ た期間内の 目 に見 える成果+を急ぐため に ､ 支援の 受 け皿 と して
の｢受益集団+や特 定の 受益者 へ の 技術指導をも っ て 成功 を測 ろうと して は い ない だ ろ うか ｡
本 論文 で 前提 とす る村落開発｢支援+の 方 向性 と は ､ 現 実的 な支援事業の 枠組 み にお さまら
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な い ､ 長 期的な展望 に た っ た｢人 々 の 能力 向上+に 向 けた エ ン パ ワ ー メ ン トを目指す も の で
あ る ｡ また 重要 な点と して ､ こ こで は エ ン パ ワ ー メ ン トとい う言葉を ､ 人 々 が自らの 力 を
向 上 させ て い く プ ロ セ ス とその 状態 と して ､ 自動詞 的 に捉 えて お り ､ ｢A が B.をキン パ ワ
ー す る+ と い っ た他動詞 的 な狭 義の 意味で は な い ｡ 開発 支援の 目的を こ の ように設 定す る
と ､ 限 られた期 限で 展 開 され る支援事業は ､ そ の 途中過程 の 一 部を成す こ とに なる . チ ェ
ン バ ー ス に よれ ば ､ ｢エ ン パ ワ ー メ ン トは プ ロ セ ス で あり ､ 成果 品で はな い ｡ い っ か 完成す
るも の で も な い ｡ (中略)エ ン パ ワ ー メ ン トは特 に力 関係や行動様式 を変え る こ とを必 要と
し ､ 変化自身を意味する+ と述 べ て い る【チ ェ ン バ ー ス 20 00:4､98
･49 9]｡ こ れ は ､ 先 に定義
した ｢長 期 に渡 っ て 自己 変革的 に続い て い く村落開発+ プ ロ セ ス に お ける 人々 自ら の 変化
と して 意味付 けられ よ う ｡
ま た フ リ ー ド マ ン は ､ 社会的 エ ン パ ワ ー メ ン ト を可 能 とする ｢オ ル タ ナ テ ィ ブ な開発 の
実施+ と して ､ 10 の項 目 を掲げて い る o そ して その 一 つ と して ､ ｢相互 学習 ､ 忍耐強 い意
見聴取 ､ 異 な っ た意 見 の 受容+ を可能 とす る ｢社会 的学習 ア プ ロ ー チ の 適用+ が 重要 だと
指摘 し ､ ｢プ ロ ジ ェ ク ト自体に 社会的学習過程 が含まれ る+ ことが 必 要 だ と述 べ て い る【フ
リ ー ド マ ン 1 96:202- 243】o チ ェ ン バ ー ス は ､ ｢ エ ン パ ワ ー メ ン トは 下位 の 人 だ け に起 こ
る も の で も ない ｡ 下位 の 人 ､ 同位の 人 , 上位 の 人 の 間 に相互 に 作用す る も の で あ る+ と述
べ て い る【チ ェ ン バ ー ス 2 0 0:4 98]｡ こ れ らの 言葉 を借 りれ ば ､ 本論 文 で 設 定 して い る｢開
発 を生 み出すア
■
ク タ - +と｢相互 作 用 に よ っ て 生 み 出され る 開発+と い う捉 え方 に基 づ く分
析 は ､ 関係者 の 相互 作用 が ｢社会的 エ ン パ ワ ー メ ン ト+ の 達成に 向け て 与 え る 好悪影響を
描き 出す こ と に な る だろ う ｡ また ､ 開発支援 の 文 脈で 漠然と目指され て い る｢エ ン パ ワ
ー メ
(
ン ト+が ､ 実 の 所 どの よう な結果 を引き 起 こ して い るか を検討する視点 を提供 で き る の で は
な い だ ろうか ｡
第 6 項 実践と研究を結ぷ必要性
こ こ で ､ 先 に 述 べ た ､ ｢開発+に 対す る 二 つ の 立 場 を再び 考 えて み よう ｡ そ れは 途 上国開
発 の 凍れ の 中で 現状を受け止 め ､ そ れ をい か に 改善 して い く べ きか を論 ずる 立場 と ､ 前者
の 文脈 で 語 られ る｢外発 的開発 論+全体を批判的 検討の 対象と して ､ 対 象社会の 第
一 人称的
な立 場 か ら｢開発+概念 を捉 えよう とする も の で ある ｡
研究 者に と っ て ､ 後者の 立場 で 開発 を捉 えなお す作業を進 め て い く重 要性 は 明 らか で あ
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る ｡ 特 に ､ 筆者の 研 究/実践 フ ィ ー ル ドで あ るイ ン ドネ シ ア を含む ア ジ ア の 国 々 で は ､ 1 97
年以 降の 金融危機に 端を発する 経済危機が社会/ 政治不安を招 い て き た ｡ 世界規模 の 市場
経済に参入 し ､ 取り込 まれ る 中で起 こ っ た こ れ ら の 危機は ､ 言 っ て み れ ば西洋 近代化 を ベ
ー ス とす る｢開発+が 引き起 こ したひずみ で ある ｡ 同 じ過 ちを繰り返 さぬ よう ､ 傷を深 めな
い よう ､ 今後 ､ 長期的展 望と して ､ 先述 の 川 田 の 指摘 に あるよ うに ､ ｢近代化を 一 つ の 特殊
悼+ と して 捉 える視点 を持 っ て 個別 の 村落社会の 内発 的発展 と して の 開発 を捉 えなお して
い く重 要性 は 高い ｡ 筆者自身の 基本的な問題意織も ､ 後者 に端 を発 して い る ｡ 当該社会に
生き て き た人 々 が ､ い か な る歴 史的経験 の 蓄積 を経て ､ どの よ うな価値観 に基 づ い て ､ 自
分や 家族 の 日 常生活 に 対する 喜びや 不満 を感 じて い る の か ､ 子供達 の 将来 に どの よう な希
望 を有 して い る の か に つ い て ､ 可 能な限 り そ の 内発 的 な個別性 を理解 した い ｡ それ が ､ 事
例対象地域に 向か う筆者の 基 本的 姿勢で あ っ た ｡ ｢開発 と は何 か+をより離れ た立場 か ら議
論 し ､ ｢開発 支援の 必要性+ の 背景 を問 い ､ そ の 政治性 を批判す る立 場 で あ る ｡ こ の 姿勢は
研究者だ か ら こ そ 維 持 で き るも の で あり ､ 啓蒙 的 な知 的貢献 と して ､ 何物 に も代 え難い 重
要 な研 究者の 役割で あ る｡
しか し他方 で ､ 筆者 は 敢 えて ､ 開発支援 の 現 状を受 け止 め る こ と か ら始 め た い ｡ ｢研 究
者 と して の 筆者+ が ｢開発+ 概念 を身近 なも の と して考 えた出発 点は ､ 凡そ 1 0年 前 ､ 1991
年 にイ ン ドネ シ ア の 中部ジ ャ ワ 村 落で 行 っ て い た ､ 家族 関係 の 変容 に 関す る参 与観察調査
の 折で あ っ たo 当時 ､ フ ィ ー ル ドにお け る筆者の 行動 ､ 思考 に大きく影饗 して い た の が ､
い か なる社 会 も個別 の 文化 を有 し ､ それ らの 間 に優劣 は なく ､ われ われ は それ を尊重す べ
きで ある と い う考え ､ い わ ゆる 文化相対 主義 の 立 場 で あ っ た ｡ 当時 の 筆者は ､ ｢開発+ - 西
洋 主義的近代化 と して 捉 え ､ 対象社会 を｢観察 する立 場+に 身 を置く もの と して ､･頑 なに｢開
莱+行 為に加 担す る と思われ る行 動を自らに 戒 め て い た ｡ 少 なく とも観察者 と して の 自分で
い る 限り ､ 対象社会の 人々 に生 じて い る変化 を ｢ただ ､ 観察す る立 場+ で い られ る と考え
て い た ｡ しか し ､ 滞在が 長く な る ほ どに ､ 彼 らの 生活変化 に 対する志 向が ､
一 緒に暮らす
自分自身 に も避 け難 い 要求や 希望 と して 明 らか に なり 始 め た ｡ また｢先進 国 か ら 来た+｢外
人+で ある 筆者 と の 同居が ､ 逆 に かれ らの ｢近 代化 志 向+に拍車 をか けて い る よ うに 感 じる こ
とも少 なく なか っ た ｡ 筆者は稚 拙な知識 の 中で 動 揺 した ｡ ｢観察者 と は ､ 何も働き か けない
事 なの か D 人 々 が 望む 生活 の 変化 と ､ 西洋 近代的 『開発』 と の 関係を どの よう に 理解すれ
ばよ い の か+と ｡折 しもそ の 頃､ ライ テ ィ ン グ ･ カ ル チ ャ ー 論 の 著者達 に 代表され る ように ､
調査者 の フ ィ ー ル ドに お け る関係や権威 に対 して ｢理解 の ヒ エ ラ ル キ
ー の 頂 点に 立 つ+ と
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して 自 己批判 的 な姿勢を示 す義 論が盛 ん に な っ た【Cli銑'rd 1986:1･ 26】｡ フ ィ ー ル ドで の 自
らも含 めた対言朗勺な民族誌 の 可 能性 を議論 ､ 実践す る研 究者もあ らわれ た10｡ しか し ､ こ
と開発 問題 に 対 して ､ 外部者と して の 自 らが どう行動を起 こ すべ き か (ある い は 起 こ す べ
き で は な い の か) に 対 す る解答は ､ そ れ ら の 議論か らは与 えられな か っ た ｡ 開発実践が｢開
栄+を巡 る言説に 規定 され ､生 み 出され て い く と い う立場 か ら批判 的な談論 を展開 した エ ス
コ バ ー ル は ､ 開発実務 に 関わ る 事 の 政治性 を指摘 したが ､ 現 実と して 続 い て い く 開発 実践
の 改善に 向けた方 向性 まで は指 し示 してくれ な か っ た【Es c oba r1991;1 9 5】o ガ -
L
ドナ ー &
ル イ ス は ｢関わ らな い 事が 唯 一 残 され た答 えで は な い+ と指摘 し ､ 実施機関の 内部か ら新
た なア イデ ア や鞄細各を構 築 して い く ため に人類学者 の 洞 察力 を用 い る可 能性 に 期待 を寄せ
た【Ga rdn e r a nd Le wis1 96:128-1 68】｡ かれ らの 議論は筆者に と っ て励 ま しに は な っ たが ､
具 体的 な現場 の 苦悩 を軽減する ための 術を提 供 してくカL るも の で はなか っ た . そ の 答えを
見 つ ける べ く ､ 筆者 は｢支援者+と して 開発 支援実践 に 自 らを投 じて き た ｡
これ まで｢普遍化+され て き た西洋近代化 に 基づ く 開発 の 流れ を再検討 して い る 間 ､ 現状
をリセ ッ トす る わけ に は い か な い o 現実 は 常に現在進行 形 で動き つ -j
>
けて い る . 開発支援
の 実践も ､ 今 こ の 瞬間 に新たに 計画 され ､ 実行 され ､ 評 価され なが ら ､ 繰 り返 し生み 出さ
れ て い る ｡ 西洋近 代を特殊化 す る 作業は ､現 代の 研 究者に 与 えられ た壮 大 な課題 で ある が ､
われわれ は ､ 今 日 の 過 ちを明 日 の 改善に結び 付けて いく 努力 をも しな けれ ばい けない ｡ 現
状 か ら距離 をお い て い る 限り ､ 自分自身が ｢内部か ら+開発支援の 実践を変えて い こ う と い
う行動 に踏み切 る勇気 をも て な い ｡ 懐疑的な視点 ､ 批判 の 声は重要 だが ､ 余 り に遠く か ら
で は 開発 支援の 実務家 に 聞 こ えま い ｡ そ して ､ なに よ りも現 実と して われ われ は ､ 望む と
望ま ざる と に拘 わ らず ､ 既 に ｢外 発的+開発 支援に加 担 して い る ｡ 間接的 な税金や世論 の 形
成 を通 して ､ あ る い は 直接的 な N G O活動 や O D A実践 を通 して ｡
外 部者と して ､ あ る村落社会 に関 わり をもつ こ とで なん らか の こ とを成 し遂 げ ようとす
る場合 ､ そ れ が 調査 で あれ ､ 観光で あれ ､ 当該村落社会 に 対 して 変化 主体(cha nge agent)
と して の 素質 を全く も た ない ｢観察者+は存在 しな い ｡ こ れは ､ 全て の 調 査者が N G Oの 活
動家と同 じ次 元で 人 々 の 生活 に 働き か けて い ると い う議 論で は ない し ､ 長期 的 な参 与観察
を通 じて 編纂 され る民 族誌 の ｢厚 い 記述+ の 学術的重要性 を否 定する も の で もな い ｡ ただ ､
今 ､ こ こ に存在す る自 らと周 囲 との 関係性 を含 め た分析枠組み を設 定す べ きで は ない だ ろ
10 Tyler[198 6:1 2 2･ 140]､ ガ - ドナ ー 【2 0 02】を参 照o
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う か ｡ 開発研 究 と実践 を結び 付 けて い く 上で の 困難や必 要性 に つ い て は多く の 人類学者が
指摘 して い るが 11､ 本論 文 の 目指す所 を確認 する意味で ､ こ こ に 改めて 指摘 して お きた い ｡
第 5 節 イ ン ドネ シ ア の 村落開発政策と ミ ュ - タ ン トと して の 地域
固有性
本節 で は ､ 第 二 ､ 第三 牽 の 事例考察に先立 ち､ イ ン ドネ シ ア の 国家 レ ベ ル で の 村落開発
政策の 特 徴を ､ 前節ま で の 議論 を踏ま えて 述 べ る ｡ 中央集権国家が 目指 してき た｢地方+形
成 と して の 画 一 的 な村 落開発 政策の 実践 を通 じ て ､ 村落社会に と っ て｢内発性 の 揺らぎ+が
い か に 生 じて き たか ｡ また ､ 世界 最大 の 島喚国家で あ るイ ン ドネ シ ア で ､ 多様な社会 ･ 文化
的個別 性 を有す る地域社会が ､ 開発政策を どの よ うに受 けと め ､ 対処 して きたか ｡ ｢ミ ュ ー
タ ン トと して の 固有性+が どの ように維 持 ､ 変化 して き て い るか を示 す 具体的 な例 と して ､
先行 研 究を援用 し､ 村落社会とそ れ を取 り巻く マ ク ロ な環境との 相 互 作用 を理 解する た め
の 準備とする ｡
第 1 項 村落開発 政策の 画 一 性 と成功の鍵となる ロ ー カ ライ ゼ ー シ ョ ン
イ ン ドネ シ ア で は ､ 19 69 年 に 開始され た第 一 次 5 カ年 開発計画 以降 ､ 様 々 な村落開発
政策が実施 され て きた ｡ 開発独裁 とも称 され る ス ハ ル ト政権(1966･ 1 9 98)下で は ､ 中央政府
の トッ プ ダウ ン に よ る 開発政策の 受 け皿 と して 住民組 織が 形成され た ｡ 197 0年代 以降､ 農
業 ､ 畜産 ､ 教育､ 家族 計画 等 ､ セ ク タ ー 別 の 縦割り行 政に基 づく中央集権的な開発 支援物
資の 投入 や ､ プ ロ グ ラ ム の 実施 が展 開され て き た ｡ 19 79 年地方行政法 ( 第五 号法) は ､ イ
ン ドネ シ ア 全 土 に 同 一 の 規則 を適 用 した行政村 (デサ) を創出する こ とで ､ 400以上 の エ
ス ニ ッ ク ･ グル ー プに 分 か れ ､共通 の 祖先等 に よ っ て 結び つ い てき た多様 な村落社会 に対 し
て ､ 村落行政 シ ス テ ム の - 律化を推進 してき た[セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン 2000:4 1･ 4 5]｡ 同法は
モ デ ル と して ジ ャ ワ 村 落を採 用 して おり ､ ジャ ワ 以外 の 大 多数の 村落社会 にと っ て ､ ｢行政
柿+と い う新 たな組 織再編と期間 限定付 の フ ォ ー マ ル なリ ー ダ ー シ ッ プ12が導入 され る 事
ll Gardn er a nd Lewis【1 9 9 6:1 2 6,1 2 8･ 1 3 6,1 5 1･15 2,16 5･ 1 6 7]､ 鈴木【1 9 9:2 9 6- 2 9]､ Nola n[2 0 02:8 3･ 8 5]
を参照 ｡
12 同法に よれ ば､ 村長 (kepala de sa) の 任期は 8年 で ある ｡
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とな っ た ｡ これ らの 政策実施 は ､ 地元 に 根付 い てき た ｢家族を基 礎とす る 社会 シ ス テ ム の
結び つ き を弱 め+､ 例え ばあ る特定 の 歴史性 の 中 で機能 して き た ｢ 一 人 の 長老が長期に わた
っ て リ ー ダ ー シ ッ プ を持 ちつ づ けられ る ような シ ス テ ム+ を排除する こ とと な っ
'
たと い わ ･
れて い る【セ ロ ｡ ス マ ル ジャ ン 2000:43]｡
ス ハ ル ト政権下 で 実施 され た村落開発政策は ､ 電化 ･ 潅概な どの イ ン フ ラ整 備 ､ 交通 ･
通 信網 の 整備 と い っ た 物 理 的な 変化 を伴 う事 業に 始ま り ､ 米 増産 政 策や 村落協 同組合
(宜ope r a si Unit De sa: K U D)の 形 成に代表 され る農業開発 ､ 婦人 の 生 活 の 近代化 と伝統的
な相 互 扶助活動 を含む家族福祉運動 (Pe mbin a a nXe s ejaht?r a a nEelⅥ a rga:P E R)､ イ ン
ドネγア 国民 と して の アイ デ ン テ ィ テ ィ 形成基 盤 の
一
つ を成す共通語 イ ン ドネ シ ア 語 の 学
習機会を提供 した識 字奨励 プ ロ グラ ム(K?ja r13)､ イ ス ラ
ー ム 大国と して は 驚異的 な成果 を
収 め たと評 され る 家族計画(Kelu a rga Be r e n c a n a: K B)等 ､ 経済 . 社会生活全般 に渡 っ て い
た ｡ こ れ らはイ国別 に 見れ ば各地域で 様々 に 異な る影響を及 ぼ したが ､ 全体と して ｢何 世紀
にも及 ぶ 村の 領域内 で の 社会 的孤 立 に 起源をも つ 生活様 式と して の ア ダ ッ ト(慣習)に 対 し
て ､ 挑戦的 な姿勢 を示 す新 し い 社会的文化 的環境を創り 出 した+.とされ る[セ ロ ･ ス マ ル ジ
ャ ン 2000:348】｡
ス ハ ル ト政権時代 の 村落 開発政 策は ､ 形式 的 に は村落 か ら郡 ､ 県 ､ 州そ して 中央 - と末
端で 作 られ た開発 計画 が 挙 げられ ､ そ れ をもと に次年 度の 開発予 算が 決定 され る と い う点
で ､ ボ トム ア ッ プ の プ ロ セ ス を採 っ て い た ｡ しか し実際 に は ､ 挙げられ た計画 に対す る決
定権は 常に 中央省庁 レ ベ ル に あり ､ また ､ 筆者自身が 199 5年 ､ 199 6年 と続 けて 出席 した
対 象村落 の 場 合 を例 に 取 れ ば ､ 村 落部 で の 開 発 計画会 議(Musya w a rah Pe mba ngu n an
De s a: M u sba ng)で も ､ 郡 レ ベ ル で の 会議 で も ､ 発 言す る人は 特 定の ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ 14
や 公 務員 に限 られ て お り ､ 挙 げられ る要 請も ､ 村落住民全 体 の 意志 を代表す る と は必 ず し
も い えな い も の で あ っ た｡ 更 に ､ 村落住民 の 切実 な要請 が挙 げられ た と して もそ れ が 採択
され ､ 予 算化 され ､ 実行 に移され る の は 1 年 半以上先と い う気 の 長 い 詣 で 卜 しか も意思決
定 は村落 の 実情を知 らな い 中央省庁 に依拠 して い る ｡住民 にと っ て は ｢自分 の 声 が 事業化 さ
れ る+と い う実感が なか なか もて ない ようで あ っ た｡
こ の ようなト ッ プダウ ン ･ ア プ ロ ー チ と全 国画 一 的な内容か ら ､ ス ハ ル ト政権時代の 柑
13kejar は働く (bekellja) と 勉強す る (belajar) と い う 2 つ の 単語の 合成 軌
14直訳す れば ､ co mm u nity Her o で あり ､ イ ン フ ォ
ー マ ル リ ー ダ ー と訳され る こ と が多い . 実際 には村
長 ､ 集落長等 の 公 的首長か らイ ス ラ ー ム 礼拝指導者で あるイ マ
ー ム ､ 学校教師 など ､ 地域内で社会的 ･
経済的 ･ 家系的等 の 側 面で 中心的 な存在 で ある複数 の 年長者を含む ため ､ こ こ で は訳 さず ､ 原語 を用 い る ｡
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落開発 政策は ､ 199 9年 以降 ､ 参加型 開発 を学ん だイ ン ドネ シ ア の 行 政官や ､ 参加 型 プ ロ ジ
ェ ク ト を推進 す る N GO ス タ ッ フ に よ っ て 批判 の 対象 とな っ て い る o しか し ､ 画 一 的 な政
策は 全 国で 同 じよ うな 結果 を生み 出 して き た の で あ ろうか ｡ 地域社会 は た だ上位下達式 で
事 業を受容 して き た の で あろう か ｡ 逆 に い えば ､ 今後､ 一 様 にボ トム ア ッ プア プ ロ ー チ を
推進 し ､ 参加 型 開発 を極めた 政策を展開すれ ば ､ 当時 の 問題 は解決 され る の だ ろう か ｡ 実
際は そ れ ほ ど単純で は な い ｡ た と え画 一 的 に 立 案され た政策で あ っ て も ､ 家族 福祉 運動
(P E R) や村落 協同組合 (K tJ D) 組織の 実質的 な基盤 に見 られ る よう に ､ 人々 は ､ ア ダ ッ
トに 基づ く集 団性や社 会的価値 を土台 と して 生 括 の 変化 を取り込 ん で きた の で あり ､ そ れ
を放棄 した 代替物 と して 近代化 を手 に 入れ た の で は な い ｡
こ れ を ､ 開発推 進 に お ける ｢成功要 因+ を描 い た叙述 か ら読み取 っ て みよう ｡ 中央集権
的 に形成 され た こ れ ら村落 開発政策は ､ 村落で の 実践たおい て ､ 土着性 とわ適合 ､ 住民 の
積極性 が 成功 の 鍵 とな っ て きた 事が複数の 事業に つ い て の セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン らに よ る調
査[セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン 2000】で 指摘 されて い る ｡ こ れ を村落社会 の 側 に視点 を置 い て 換言
すれ ば､ つ ま り は新た に持 ち込 まれた 開発 政策が ､ い か に そ れまで の 生活 か らの 連 続性 の
A
上 に 成り 立 つ 効果 的 な相互 作用 となり得た か が 鍵 で あ っ た と い うこ とだ ろう｡
新た な政策導入 に あた っ て ､ 既存 の 社会 的機能 ･ 価値と の 連続性確保 の 重要性 は ､ 特に
村 落住民 の 組 織化 が 必 要 な事 業に お い て 顕 著で ある o 例 えばビ マ ス(Bimbin嘗a n M a s s al15:
BI M A S)プ ロ グラ ム に 代表 され る農業支援や ､ 村落協 同組合 (Ⅹope r a si UnitI)e s a: E U D)
の 推 進 を例 と して 挙 げ て み よう ｡ 前者は ､ ｢緑 の 革命+16と して 有名 な高収 量品種米 の 栽 培
普及 プ ロ グラ ム で あ る ｡ イ ン ドネ シ ア で は 196 5年 か ら試 験的 に開始 され ､ 197 4年 か らの
第 二 次 5 カ 年計 画 で 農業政策の 主 眼 と して 掲げられ た食糧増産 と自 給 の 達成 に向 けて ､
1970年 代 に本格 的 に 全国展 開 した【竹谷 1995:81･ 89】｡ 改良品種 の 栽 培に は ､ 種子 ､ 農薬 ､
肥料等 の 投入 剤 の 供 給ル ー トを確保 し､ それ らの 授受 に か か る政府 か らの ク レ ジ ッ トを機
能 させ る 上で ､ 受け皿 とな る農民組織が 必 要 で あ っ た｡ 改府 は 投入剤の 供給且 つ 収穫物 の
市場化 を管理す る機関 と して 村落協同組合 (EtJI) の 形 成を促進 し ､ ク レ ジ ッ トの 窓 口 と
して も期待 した ｡ 198 9年に セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン らが実施 した調査 に よ る と､ 高収 量品種米
の 栽培そ れ自体に つ い て は ､ 程度と速度に 差は あ るも の の 全 国的 に普及 ､ 定着 して きた ｡
15 直訳す れば ､ ｢大衆指導+ で ある ｡
16 フ ィ リ ピ ン の 国際稲研究所 (I R RI) で ､ 1 9 6 0年代に稲 の 在来種 の様 々 な改良品種が育成された ｡ 中
で も ､ 在来種 と比 べ て 肥料等 の 近代 的投入財の 多投 に よく反応 し､ ｢奇跡の 米+ と呼ばれ たI R8等 の 普
及は ､ 広く東南ア ジ ア全般 の 稲作農業の 近代化に 先鞭 を つ ける こととな っ た[諸岡 1 9 9 5:2 5】｡
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しか し ､ ｢窓 口+機能 を期待 され た全国 一 律 の 住民組織と して の E U Dは ､ 期待 通り の 成果
を挙 げた と は とて も言い 難 い . そ こ に は 様々 な要因 があ るが ､ 一 因と して ､ 政府 か ら押 し
付け られ た 一 癖な｢協同組合+機能は 農民 にと っ て ｢割の 合わ ない+ も の で あっ た事が指摘
され て い る ｡ 例 えば ク レ ジ ッ ト に目 を向 けた場 合､ 地元 の 商店経営者な ど､ 村落 部で 採用
され て き た既 存の 貸 し付け機 能 が 存在 して い た ｡ そ れ ら既存の 機能 は ､ 関係者間 のイ ン フ
ォ - マ ル な合意に基 づ き ､ 借り 手 の 農業形 態や 収穫量 4 時期及 び農事以外 の 生活 事情迄 を
見込 ん だ緩や か な返済期 間が 設 定され てき た と い う[セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン 2000:159･1 9】｡
こ れ は筆者の 調査 対象地 で も同様で ､ つ まり は 各々 の 村落 に お け る社会関係 を基盤 とす る
相互 の 役 割 ､ 機能 が ､ 時代ととも に変化 を伴い なが らも過 去 か ら断 絶す る こ と なく培われ
て き たわ けで ある ｡ 原 は ､ 農村部で は ｢同 じ農村に 住む 者と して の 社会関係+ を基盤 と し
た ｢金 貸 しとそ れ 以外 の 人 々 と の 間 で の 相互 依存的 な意 思決 定+ が な され でき て い る と指
摘 して い る【原 20 02:114- 115】｡ こ れ に 対 し､ ｢協同組 合 大臣の 支援 の も と に組織され た組
織+ で あ る K U Dは ､ 農民 の 意識 と して は 国家か らの 外発 的な設定 で あ っ た｡ そ れ にも拘
わ らず ､ 政府 は そ の 基盤 をイ ン
.
ドネ シ ア 固有の 慣 習と して知られ る相 互 扶助の 精神 ､ ゴ ト
ン ロ ヨ ン に 期待 した ｡ しか し結果 的に ､ ｢政府 の軸度だ+ と住民か ら捉 えられた組合活動 に
対 し ､ 住 民間 で ､ 慣習的実践 の よう に ｢逸脱 を制限す る社会的な コ ン トロ ー ル は働か+ な
か っ た ｡ 責任は政府 に あ る と捉 えられ たか らで ある【セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン 2 0 0:22 0- 2 2 2]｡
全 国 レ ベ ル で み れば ､ イ ン ドネ シ ア は 19 84 年 に米 の 100%自給を達成 して お り ､ 第 2
次 ､ 第 3 次 5 カ年 計画 で 推進 された農業政策 は ｢飛躍 的増産 し ､ 自給達成と い う輝 か しい
成果 を挙 げた+ 成功事例 と して 評価 され て い る【竹谷 1995:8 4･85】｡ 筆者の 関心 は事 業の 国
家 レ ベ ル で の 診 断 に あ る の で は なく ､ 一 様な事 業推進 に 対 して個性 をも っ て 対処 してき た
地域社会 の 変化 に ある ｡ 前節迄 の 議論 に 即 して 換言すれ ば ､ 個々 の 村落社会 は近代化 の 波
に取 り込 まれ る中で｢内発 性 の 揺 らぎ+を経験 し なが ら ､ 常に｢ミ ュ ー タ ン ト ( 変異動態) と
して の 固有性+を生み 出 して きた ｡事 業推進側 か ら見 て｢うまく い っ た と こ ろ+とそ うで ない
と こ ろ の 差を生ん だ 一 つ の 理 由は ､ 前者の 場合 は 当該社会が ､ 導入 され た新政策をうまく
取 り込 ん だ｢ミ ュ ー タ ン トの 生み 出 し+に成功 したためだ ､ と捉 えられ る の で は ない だろ う
か ｡ そ して 後者 の 場合 は ､ 外部主導で創出され た新た な組織や機能 をうまく ロ ー カ ライ ズ
で きず ､ 形式 的 なお仕 着せ の ままリ ー ダ ー 交代や 元手 の 打ち切り等で外 部資源 が 途絶え､
活動 の 終蔦 を迎 えたた めと考え られ る の で は ない だろう か ｡
ま た ､ 新た に持 ち込 まれ る開発政策は ､ 単に 地域の ｢伝統+的価値や機能 を固定的 に組み
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込 め ば よ い わ けで もな い ｡ こ こ で ､ 先述 の ゴ トン ロ ヨ ン を例 に ､ ｢連続性 の 読み 違 え+に つ
い て 触れ て お く o ゴ ト ン ロ ヨ ン は｢村落社会に お け る近隣､ 友人 .. 親戚の 間 の ､ 支払 い を伴
わ ない 相 互奉仕の シ ス テ ム+と い われ ､｢伝統的 に 行 われてき た自発的 な行為+とい っ たイ メ
ー ジが強 い【セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン 2000:162】｡ ゴ トン ロ ヨ ン と い う言 葉の 発 祥はジ ャ ワ で あ
る が ､ 現在で は ジ ャ ワ周辺 に 限 らず ､ イ ン ドネ シ ア の 全 国各地で 耳 にす る ｡ そ れ はイ ン ド
ネ シ ア が独 立 して 以 来 ､ 国家統 一 と地域開発 政 策の 推進 に あた っ て の 理 念と して ､ 政府 が
｢ ゴトン ロ ヨ ン の 精神+を積極的 に 打 ち出 して き た こ と の 影響が 大き い【セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン
2 000:214･ 217]｡
しか し､ ゴ トン ロ ヨ ン と い う 言葉が政府 に よ っ て ス ロ ー ガ ン 的 に取 り上げられ ､ また ､
そ れ が営まれ て きた村落 地域 に お ける農業の 機械化 や都市化 などの 変化 に よ り ､ こ の 言葉
の 実際の 意味は 複雑で 多様に な っ て き て い る ｡ そ れ にも か か わらず ､ 上 に挙 げた よ うなイ
メ ー ジ は そ の まま に ､ 開発政策 に取り入 れ られ て き た｡ 現在で は ､ 開発 に お け る流行言葉
とも言 える｢参加 型 開発+の 推進 にお い て ､ 特に ゴ トン ロ ヨ ン と い う名 の もと に住民の 自発
的な 労働力 提供 を期待 した計画が 立て られ ､ 実行 され て い る
,
. こ の よう な経緯で ､ ｢ゴ ト ン
ロ ヨ ン は 国家が 柑 の 生活 に介入 す る手 段 と して傾 い られ て きた+【Bo w e n1986: 54 5- 61]｡
更 に 開発 計画 に お い て 期待 され る ゴ トン ロ ヨ ン の 実態は ､ 事業の た め の 住民の 労働奉仕 ､
あ る い は 資金 の 拠 出で あ る ｡ こ の よう な計画 は ､ ｢村人達は ､ ゴ トン ロ ヨ ン 方式 ､ つ まり 無
料奉仕 で 喜 ん で 働く こ と を前提 と して おり+【Bo w e n1986:55 3]､ 事業を月 滑 に進 め るた め
に ､ 住民 の 自発 的 な行 為 を促進 する ｡
村落社会が 異質性 ､ 外部性 を取り入 れ なが ら｢ミ ュ ー タ ン トと して の 固有性+を生み 出 し
て いく 上 で 重 要な の は ､ むや み に画
一 的 で ト ッ プダウ ン の 政策 を批判 し ､ ｢古き よき伝統+
を部 分的 に モ デ ル 化 して模倣す る 事で は な い ｡ ｢伝統 的価値+の 固定化 と読み違えは ､ 画
一
的な政策の 一 様 なお仕 着せ と同様 に ､ 現 在進行 形で ｢突然変異+ を続け て い る村 落社会の
ダイ ナ ミ ク ス に と っ て は強制 的 な圧力 と なる ｡ ま た ､ 生活 の ある部分 に つ い て機能 して い
る社会 関係 が ､ 別 の セ クタ ー の 活動 に 拡大 で き る か どうか は ､ そ の 村落社会 の 特定 の 文脈
に照 合 しなく て は わか り得 ない ｡ 既述 の セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン らの 調 査 で は ､ 社会的な連 帯
を目指す社会 制度と して の ゴ トン ロ ヨ ン と ､ 経済制度と して の 協同組 合 の 本質的 な差異に
っ い て も指摘 して い る【セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン 200 0:242- 243】｡ 村落生活 の 近代化 が進 み ､ 政
策ス ロ ー ガ ン と して 利用 され る中 ､様々 な場で の 相互作用を通 じて 村落社会 に お ける｢ ゴト
ン ロ ヨ ン+の 意味自体が変容 し七きて い ると も い え るだろう.
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こ の よう に ､ イ ン ドネ シ ア 国家に よ っ て 画 一 的な立案に基 づ い て全国で 推 し進 め られ た
ト ッ プ ダウン 型 村落開発政策は ､ 実践 レ ベ ル で は 当然なが ら村落社会 ごとの ロ
ー カライ ゼ
- シ ョ ンゐプ ロ セ ス を辿 る こと とな っ た ｡ そ して そ の 過程を通 じて ､ ｢ロ ー カリテ イ+ その
も の に 変更 を加 えて き た o そ れ は近 代化 と い う単純な同
一 方 向に 向か っ て い る わけで は な
い
. 実際に は ､ 上記 に 述 べ た よ う に ､ 画
- 的 な政策は各地で 異 なる影響 を与 え ､ 異なる変
化 をも た ら して き た し ､ 今後も そうだろう ｡ そ して変更 を加 えつ つ も多様性 を維持する ロ
ー カ リテ ィ が ､ ｢ミ ュ ー タ ン トと して の 固有性+を基盤 に ､ 画
一 的な政策を岨 噂､ 内面化 で
き た場 合に ､ 活動 の 持 続 ･ 発 展 と い う｢成功+が 隼み 出され て きた わけで あ る o
第 2 項 r取 り 込 み+ 斗 r取 り 込 まれ+続ける地方社会
で は こ こ で ､ 実際に 特 定 の地 域社会に視点 を据 えて ､ 国家政策実践 と の 相互 作用 を通 じ
て ロ ー カリテ ィ が 更新され て い く様 を措 い た研 究事例 を紹 介す る ｡ 国家的政策 に対する地
方社会 の 対応 や ､ 両者 の 相互作用 に つ い て ､ 鏡味は ､ バ リ.の 村落 コ ン テ ス ト を例 に 取り論
じて い る ｡ 鏡味に 拠れ ば ､ 独立 後 の イ ン ドネ シ ア 政権 が ､ 多民族国家 の 統
一 にむ けて ､
｢多様 な 文化 の 共 存 を 卸 ､なが らも ､ そ こ で い う 『文 化』 を過 去 の 速 習と い っ た
ニ ュ
ア ン ス で カ タ ロ グ化 し ､(中略)国民 文化 に 取り 込 ん で い こう+ と い う姿勢 で 文化政策に
取 り 組ん だ･と い う【鏡味 2 00 0‥90]｡ そ し て ｢こ れ に より イ ン ドネシ ア の 地方文化 は ､ 国
家 シ ス テ ム に よ っ て 『モ ノ と して 並 列され る皮相的 な扱 い』 をされ ､ 他方 で は 『パ ン
チ ャ シ ラ』 政策が ､ 国内 の 全て の 組織 ･ 団体 に共有 され る 普遍 的理 念 と し て 打ち出さ
れ ､ 『国民 文化』 の 形成 が推進され て き た+ と指摘 して い る[鏡味2 00 0:90〕o
し か し ､ バ リ 地域社 会は ､ 単純 に国民文 化 に取り込 ま れ る こ とも ､ 拒否 反 応 を起こ
す こ と もなく ､ む し ろ積極的 に ｢国家参入+ して い く こ とと なる o 鏡 味 の 研究 で 臥
ヒ ン ドゥ ー 教徒 と し て ､ そ して 固有 の 地方文 化 を有する バ リ人 と して ､ 自ら を再定義 ､
強化 し て い く プ ロ セ ス が描 かれ て い る ｡
また ､ バ リ の ｢地 方 文化+ 強化 の 動き は ､ 政策 レ ベ ル の みで 起 こ っ て い た わけ で は
なく ､ よ り 日常的 ､ 個 人的な価値認識 を基盤 とす るも の で あ っ た o 例 え ばバ リ の
｢文
化観光+ 政策は ､ ｢バ リ を観 光に供す る の で は なく ､ 観 光を バ リ の 発展 の た めに活 用す
る と言 う姿勢で ､ 観 光 に よ る文化 の 『汚簸』 を 防ぎ止 め ､ 観光か ら の 利益 を文 化の 発
展 に供 して い く+ と い う理 念 で進 め られ た ｡ バ リ 州政府 は防御的で あ り ､ ｢い か に自ら
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の 文化価値 を維持 し守 っ て い く か+ に重点 を置 い た が ､ バ リ の
一 般的 な人 々 は ､ む し
ろ ､ 大量に お しよ せ る海 外か ら の 観光客 を眼前 に して ､ ｢自分た ち の 文化規範 を改 めて
再認識す る+ こ と と な っ た と い う【鏡昧 2 00 0:11 7】｡
こ の よ うに ､ バ リ 地域 に培われ て きた 固有性 をめ ぐり ､ 政策 ､ 観 光 ､ 宗教そ し て 人 々
の 日 常生活 に お い て ､ 様 々 な レ ベ ル で の 関わ り合 い が 行われ ､ 現在 に つ ながる バ リ の
｢伝 統的慣習村+ が 再構成 され て きた ｡ こ れ は既 にイ ン ドネ シ ア 国家 の 存在 ､ ある い
は世界各 国か ら の 人 の 出入 り を も前提 と し ､ 且 つ 歴 史的に培 われて き.た 価値観 を基盤
とす る 地域 の｢ミ ュ ー タ ン ト的な+固有性 の 継続的な創造過程 と い えよ う｡ 対国家 を意
識 し た ､ ヒ ン ドゥ ー 教評議会 によ る宗教教義 の 強化 に も か かわ らず ､ 他 宗教 か らの 影
響 を含 む 生 活変化 に反応 し て 新 たな ｢伝統的装束+ が 浸透 した り ､ 観 光用 にま とめ ら
れ た 芸能 が ｢村 人 の 間 で は とも にバ リ の 舞 踊 と受け取 られ+ 区別す る こ となく踊 られ
た り と【鏡 味 2 00 0:1341､ 人 々 は周囲 の 変化 を内面化 して 日 常生活に 取り 込 ん で きて い
る ｡
但 し ､ 強大な国家権 力と村落社会 の 関係 に つ い て ､ 地 域に すむ 人 々 が 常に 自分達に
と っ て より よ い あり方 で 国家開発政策を取 り込 めて い る と見 る こ と は危 険で あ ろう o
中央集権的な国家 に よ る ト ッ プ ダウ ン 政策 の 押 し付け を ､ 地 方は常 に ｢したた かに 取
り込 む+ の だ と誤僻 し て は ならな い . そ こ で 臥 権威 に よ る強制や ､ 無理解 な行政指
導 の 大きな力に 押 し流 され て や む を得ず生 じ て き た 変更も ある o 中谷 に よれ ば ､ 国家
開発 政策 が ､ バ リ の 女 性 の 経済活 動 を奨励す る と 同 時に PE K の 促 進 な どを通 じて
｢妻 ･ 母役割 の 重視+ を 強化 し て い る と い う o そ し て 更 に は宗教 的
･ 社会的義務で あ
る儀 礼労働 を担 う事 に よ っ て ､ バ リ の 村 落女性達 は ､ ｢三重琴割 の ジ レ ン マ+に 陥 っ て
い る と指 摘 して い る 仲 谷 1 9 99:8 7
･90]o これ は い わ ば ､性別役割に か か る｢伝統的価値+
の 解釈 と ､ 近 代化 に お ける新た な女性役割 の 双方 と を国家 が推進す る事 に
よ り ､ 当事
者 で ある 女性達 の 生活 に負 担が か か っ て い る状態で あ る とも い えよ うo 人
々 は ､ 好む
と好 ま ざる に拘 わ らず ､ 外部介入 に関わ り合 い ､ 自 ら を変化させ て
い る o 地域 に 対 し
て 無理 解 の ま ま権威 を背景 に実施され る外部 か ら の 開発行為 は ､ こ の よう に ､ 人
々 の
生 活に矛 盾 を襲 して しま う危険 が大き い ｡ だ か ら こ そ ､ 前節ま で に 紹介
して きた通 り ､
必 然的 に 権威的な外部性 と して 村落に 介入 して い く開発支援 の 現場 で は ､ ボ ト
ム ア ッ
プ型 ア プ ロ ー チ ､ 住民 参加型開発 を主張す る事が依然と して 重要な の で ある o
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第 3 項 レ フ オ ル マ シ (改革) 以降 : r地方化+され て き た村落社会 の ｢回帰+
志向と｢分権+ の模索
199 8年 の ス ハ ル ト退 陣以降 ､ 新たな政権交代 を経験する 中で ､ イ ン ドネ シ ア で は地 方
分権化 の 推進 に 一 層 の 力 点が置 か れ るよう に な っ た . 地 方 ､特 に 県 (KabllPate n) レ ベ ル
の 財政 ･ 行政的イ ニ シ ア チ ブに期待 が寄せ られ ､ 地域の ポテ ン シ ャ ル に基 づく 開発 が推進
され ようと し て い る ｡ 外部支援者側 にと っ て も ､ ス ハ ル ト体制 の もとで 行政 支援の 受け皿
と して 習慣化され てき た｢住民 の 事業 人 の 参加+とは本質的に 異 なる ､ 住民 の 自律的な開発
プ ロ セ ス に 対する適切 な支援の あり方 を言 及で き る 時代が きたと もい え よう｡ ス ハ ル ト時
代 に導入 され た画 一 的行政村 (デサ) に つ い て も ､ 199 9年地方行政法 ( 第22骨 法) に よ
っ て ､ 197 9年 の 第五 骨 法以前 の 慣習法に基づ く村落行政 を復活 させ る事が 出席 る よう に な
っ た【松井 20 02:209]｡ ス ハ ル ト時代 に ､ 国民国家の 形成 に 向けて｢地方化+されて きた各 地
の 村落社会 は ､ 再び 多様性 を求 める事 が可 能と な っ た｡
中央政府 の 求心 力 の 弱 体化 と地方分権化 の 推進 に呼応する形で1■各 地で 回 帰主義的傾 向
が み られて い る ｡ 例 えば西 ス マ トラ の ナ ガリ ､ 南 ス ラウ ニ シ 州 トラ ジ ャ の レ ン バ ン の よう
に ､ 土着の コ ミ ュ ニ テ ィ 呼称 の 復括 を明文 化す る地域も 出て きて い る ｡ ま た ､ そ れ ほ ど強
い 動 き まで は い か なく と も ､ 後 述する'よ うに ､ 筆者の 対象村落で も ｢国家成立以前の 地域
区分 に 沿 っ た郡(ke c a m at n)再 分割を申請 した い+ と い っ た 声 が 聞かれ て い る ｡ こ れ は ､
長 年 の 中央集権国家政策の も とで｢地方化+され ､ 周辺 化 されて い た地域社会が ､ 独 自の 歴
史に遡 っ て 再 び自 らの 求心 力 を取 り戻そ うとす る動きと して 捉 えられ よう o
一 見 ､ こ の 動
き に則 る 事で ､ こ れ まで の トッ プダウ ン 型 開発 を排除 し ､ 住民イ ニ シ アチ ブに よ る開発 の
実現 が 可 敵とな る よう に受 け取 られ る か も しれ ない ｡ しか し ､ 現在 ､ 再構 築され よ うと し
て い る｢地域イ ニ シ ア チブ+は ､ 果た して 現在ま で 継続的 に変化 して きた｢ミ ュ
ー タ ン トと し
て の 固有性+と の 連続性 を確 保 で き る の だ ろ うか o また ､ 現在生 じて い る上記 の ような動き
は果 た して 本 当 に回帰主義的傾 向なの だ ろうか ｡
｢地方 化+され て きた歴 史の 中で 新た に付加 され た価値や アイ デン テ ィ テ ィ は ､ 世代間の
ギャ ッ プ こ そ あれ ､ 既.に 村落社会
の 人び とに と っ て 内面化 され てきて い るo そ の よ うな中
で 直面 した地方分権化 と｢レ フ オ ル マ シ ( 改革) +の 掛け声に ､ 人び とは ､ 自分連 なり に現
状か ら の ｢よ りよ い 変化+ を期 待 して い る こ とだ ろう o い か な る結果で あ っ た にせ よ ､ 数
十年 に渡 っ て 本節 の 冒頭 で述 べ た ような村落開発政策を享受 し､ 個人 レ
ベ ル で の コ ミ ュ ニ
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ケ - シ ョ ン 手 段や 資渡 - の ア ク セ ス 機会 も随分と変化 して き た人び と で あ る ｡
･ 今 を生き る
こ れ らの 人 び とが望 ん で い る の は ､ 国家や外資等 ､ こ れ まで に 内面化 して き た様々 な近代
的価値やヾ 強化 ･ 修復 して き た｢地域文化+等 ､ 可 変的な｢ミ ュ ー タ ン トと して の 固有性+を基
盤 とする 地域イ ニ シ ア チ ブで はない だ ろうか ｡ そうで あ る ならば ､ 現在の 人 び とが求め る
｢コ ミ ュ ニ テ ィ+の 再定義が ､ 過 去 の 貴族制や地 主主導性 の 復権と 一 致する と は思 えな い .
なぜ な らそれ はや は り ､ 現在か らの 連続性 を絶 つ こ と に なる か らで ある ｡ 同 じ視点 にた七
ば､ 現在 ､ 回帰的 とみ られ る動 き を推進 して い る者達 の 方 向性 も ､ 同 じく数十年 に渡 る｢地
方生活+を経験 し ､ 国家開発政策 の 好悪 両面の 影響を受けなが ら変化 して き た自分達を基盤
と して ､ 今後 - の 希望 を模索 して い る結果で あ る ｡ こ れ は ､ 単純 に過 去 と同様の リ
ー ダ ー
シ ッ プ ･ メ ン バ ー シ ッ プ を求 め るも の で は な い ｡ ただ ､ 生活共 同体的 な村落社会 の 歴 史 と ､
数十年 に 渡る 中央集権的国家に お ける受 動的
- ｢地方+と して の 記憶に 自 らの アイ デ ン テ ィ
テ ィ を依拠 する人 びと に と っ て ､ 国家 の｢地 方+で あり なが らも強 い イ ニ シ ア チ ブを有する
よ うな生 き方 の 具体的 な棉図 は ､ そ う簡単に措 けるも の で は な い と い う こ とだろう o
松 井は ､ ｢地 方分権化 は 地方 の 自立 を求 め る の で あ っ て ､ 分離独立 を求 め る の で は 必 ず
しも な い+ こ とを指 摘 し､ ｢国 民国家形成 に ･と っ て重要 な学習機会+と して地 方分権化 を捉
えて い る【松井 2002: 23 3･ 23 5】｡ イ ン ドネ シ ア にお ける こ れか らの 村落 地域は ､ ｢国民+と
して 生き て き た自 らの ア イ デ ン テ ィ テ ィ を保 ち なが らも ､ 単な る周縁に遇 い や られ る 事無
く 自 ら の ポテ ン シ ャ ル を育て て い ける よ うな ､ 自己 の 中心性 を維持 でき る主体 的な コ ミ ュ
ニ テ ィ と して ､ 新た な｢固有性+を生 み出 して い く事が 期待 され て い る o
第 6 節 か括
本章で は ､ 村落開発 支援の 研究 と実践 にか か る本論文 の 問題 意識 を明 らか に し ､ 研 究 目
的 を提示 した｡
村落開発 支援の 実践に お い て は ､ 中央集権 的 で ト ッ プ ダウ ン の 支援ア プ
ロ ー チ - の 反省
か ら ､ 受 益住民の 支援事業 - の 参加 を推進 して きたo ｢開発に お ける住民参加+の 主張は ､
支援す る側 の 意識 向上 を喚起 して きた が ､｢参加+理 念 の 拡大 に よ っ て ､ ｢支援枠組 み に おけ
る住民 の 自発 性+ 推進 と い う 混乱 を現場 で引き 起 こ して い る o ｢開発 に お ける参加+は ､ 事
業の 柔軟性 ､ 多様性 を探求す る もの で あ る に もか か わ らず ､ 支援
- 被支援と い う 二 元論的
な枠組 み 内 に位置付 け られ る こ とに よ っ て ､ 理念と現 実の 解離が 生 じて い る o こ
の 間題 を
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解決 す るた め に は ､ 開発 支援の 担 い 手 を｢多様 な ア ク タ
ー
+と して 捉 え ､ そ の 相互 作用 が 生
じて い る プ ロ セ ス を明 らか に して い く 姿勢が求 め られ る ｡
また ､ 戦後途 上 国の 開 発政策は ､ 先進国 - 途上 国 ､ 搾 取 一 被搾取 ､ 外発
- 内発 と い っ た
固定的 で 構造 的な視点 か ら論ぜ られ てき た o しか し実際の 村落社会 は ､ 常に なん ら か の 外
発性と接触 しなが らも外発 一 内発 と い っ た固定的 な図式 で は 語り得な い 可変的な個別性 を
有 して きて い る ｡ これ を ､ ｢ミ ュ ー タ ン トと して の 地域固有性+ と して 定義づ け る こと で ､
実践及 び 開発論に お け る 二 元論的 な発想を越 えて 村落 開発 と開発支援を検討 した い o こ の
視点 か らイ ン ドネシ ア の 開発現状を概観す る こ とに よ っ て ､ マ ク ロ な潮流に巻き 込まれ
つ
っ も 自 らも｢取 り込 み+を統け る地域社会 の ｢ミ ュ
ー タ ン トと して の 地 域固有性+ を動態 と
して 捉 え る事 が可能と なろう ｡
本論 文 で は ､ 支援 の 外 発性 を踏ま え つ つ も ､ 日 常的に外 部性 に触れ な がら自律的 な変化
を続けて い る｢ミ ュ ー タ ン トと して+の 個別 の 社会的文脈 に おける ､ 村落開発 支援の あり方
を問う o 次章で は ､ 村落 開発 の 実践と研 究 を巡 る上記 の 問題 を乗り越 え るた め に ､ ブ ラ シ
ク ボ ッ ク ス 化 され て き た開発支援の プ ロ セ ス 分析 の 方法論 を論 じて い く o
｢ア ク タ ー ア プ
ロ ー チ に よ る 開発 支援 の プ ロ セ ス 分析+ の 具 体的 な方法論 の 提示 と実践 を通 じ て ､ 上記 で
述 べ た よう な諸問題 を解決 し ､ 今後 の 村落開発研究 の 充実と支援実践 の 改善
へ の 貢献 を目
指す こ と が本 論文 の 目 的で ある ｡
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第
-
B 牽 研 究 視 慮 表聖 源 法
第1 節 社会的行 為者 (アク歩 - ) へ の注 目
第 1 項 他者 へ の 一 方的 な まなざ しを越えるため に
最初に ､ 筆者が ア ク タ ー ア プ ロ ー チ に注目する 理由 を整 理 して おく 0
第 一 の 理 由は ､ 外発 一 内発 とい う既存の 開発論 にお け る構造的視点を回避す るた めで あ
る ｡ ア ク タ ー ア プ ロ
ー チで は ､ マ ク ロ な外 的環境の 流れ に連動 して｢内発性 の 揺らぎ+を経
験 しな が らも ､ ｢内的 な再構成力 が外部性 を導+い て い る[Ar c e a nd Lo ng 200‥13
･ 18,1 91】
と鋭 明 され る ような ダイ ナ ミ ッ ク なプ ロ セ ス を描き 出そ うとする ｡ ｢ア ク タ
ー +の 軌跡 を追
うこ と で ､ 村落社会の ｢内部性+ を固定化す る こ となく ､ ア ク タ
ー の 流動性 と価値の 変化
を描 い て い く こ と がで き る の で は な い だ ろ うか ｡
第 二 の 理由は ､ ｢参加型 開発+の 言説化 に よ っ て 生 じて い る現場 の 矛盾 を明らか に し､ 第
一 人 称 ｢わた し+ の 固 定化 を防ぐ ごとに ある o 開発 支援 の 現場 で現在生 じて い る混乱 は ､
単純化すれ ば ､ 開発 を語 り ､ 実行 し ､ 評価す る ｢わた し+ とい う
一 人称的 存在が ｢だれ+
な の か と い う こ とと ､ ｢わた し+ の 存在を固定的 に 設定 す る事 に よ っ て 必 然的 に生ま れる
｢他者+ の 主体性や 自発性 を どう扱う の か ､ と い う 問題 だと い え よう o 途 上 国支援にお い
て 実践され て きた 開発行 為は ､ 初期 に は そ の 殆 どが 支援する側 を ｢わた し+ と設 定 し､
｢わ
た し+ の 行 為で ある｢支援+の 受 け手と して ｢受益者+ を設 定･してい たo そ の 後､
｢モ ノ か ら
人 - +開発支援の 中心 が転換 し ､ ｢参加+が重視され る事 と な っ た o 支援す る側 ､ 外部者
の 動
員性 や権威が 批判 の 的と なり ､ ｢住民+ を｢わた し+と して設 定す る
べ き ､ と い う主 張が主流
と な っ て き た ｡ こ れ らは い ずれ にせ よ ､ ｢わた し+ を固定的 に設 定す る こ と によ っ て
｢外部
者+や ｢受益者+ と い っ た｢他者+を生み 出すア プ ロ
ー チ で ある o 本論文 で は ､ 自 らを含む 多
様 な ア ク タ ー とそ の 関係 性 に よ っ て生 み 出 され る開発 ､ と い う基本 的な姿勢に よ
っ て ､ ｢対
象 と して(そ れが ｢開発 の 主役 と して+だと して も)の 地者+
- の 一 方 的 なま な ざ しを防ぎ､
人 び との 関係 性を単純 に 二 極化 しない よう配慮 出来る分析視点を設 定 した
い o
第 二 の 理由 に 関連 して い えば､ 本ア プ ロ
ー チが厳密に は書き 手 ､ 調 査者と して の 自らを
も含むも の だと い う事 が特 に重 要 な点で あ る o こ れ 臥 前章で 主張 した
｢研究 と実務を結ぶ+
具体的 な 方法論で も あ る ｡ 勿論｢調査者+は ､ 取 り上げる｢開発+と い う舞台 に お い て ､ ほ ん
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の 脇役 か も しれ ない o 筆者 の よ うに ､ 直接､ 開発実践に関与 して い る場合 は ともか く ､ 開
発 を｢研究対 象+と して 捉 える調 査者 にと っ て は ､ 傍観者と して の 自 己認識 が強 い こ と だろ
l
ぅ. しか しい ずれ の 立 場 を取 る にせ よ ､ 一 定時期そ こ に確 固と して 存在 し ､ 実際に は他ア
ク タ ー と の 関係性 の もとで 調査 を行 っ て い る ｡ 例え ば質問と い う行為は ､ ア ク タ ー が意識
して い な か っ たあ る小 さな事 柄を意識 の 上 で 拡 大 ､ 強化 したり ､ あ る自己イ メ ー ジを付加
した り と い っ た影 響 を及 ぼす相互作用的な行為で あ る ｡ ｢い か な るイ ン タ ビ ュ ー の 場に お
い て も ､ 対象者が 調査 者をカ テ ゴ リ ー 化 し､ そ れ に 対応 する自 己カ テ ゴ リ ー 化 を嘩 してイ
ン タ ビ ュ ー の 相互 行為 を成 し遂 げて い る+【桜井 2002:92】｡ 特 に長 期 に わた る参 与観察と
イ ン フ ォ ー マ ン トと の ラポ ー ル 形成を是と して き た人類学者は ､ 自ら の 調査意図 を伝え ､
生括 を通 じて 相互 の ｢異文 化交流+的機会 を重ね てき た事 だ ろう o そ う い っ た｢違和体験+は ､
少 なか らず調 査 対象者 の 価値観に影響を及 ぼ して い る ｡
筆者 は 修士 論耳の 結論 で ､ 開発支援の 現 場 の リ ア リテ ィ を捉 えて い く ため に は ､ 噛様
な私た ち+と い う第 一 人 称複数形 と して ､ ある い は ｢わた し+ と ∧｢あなた+ と いう第 一 ･ 第
二 人称 の 関係性 に基 づ く捉 え方 で 実践及 び研 究アプ ロ
ー チ を生み 出す必 要 が あ ると指 摘 し
たレJ､圃 1 9 98:132- 135]｡ 筆者が学憶的基盤 とす る文化人類学は ､ ｢自分 が 属す る社会 を離
れて 別 の 社会 に身を置 き ､ そ の 社会 を構 成する人 々 の 生活 に没入す る行為を通 じて 相手 に
っ い て 学+び ､ 研 究者 の｢自己 (- われ われ) +に と っ て の ｢他者 (- か れ ら)+ を対象に し
てき た[中谷 2 0 0 1: 1 0･ 1 14】. しか しそ の 後､ 研 究者 の描く｢他者+が ､ ｢部分的真実+で奉る
こ とが 指摘 された[Cliffo rd 19 86:1- 26]1｡ ま た前章 で紹介 した通 り ､ フ ィ ー ル ドにお ける研
究者 の 存在を含めた叙述や ､ 対話 的 エ ス ノ グラ フ イ - な ど ､ ⊥ 方的 な他者 - の まな ざしと ､
｢わ た し+ と ｢か れ ら+ と の 断絶を乗 り越 え る ため に様 々 な試み が 為 され てき た2｡ 現在の
人療学は ､ 自 己 一 他者の 二 者関係 に対 して 高い セ ン シ テ ィ ビテ ィ が 求 め られ て い る ｡
ま た ､ 長期的 な視点 に 立 っ た 時に ､ 書き 手 の 成果物で あ る エ ス ノ グラ フ イ
一 等の 文章が ､
広く 一 般読者を想定すれ ばす る ほ ど ､ 文章表現 を通 じた書き 手 の メ ッ セ
ー ジは ､ 様々 に 解
釈 され ､ 議論 され る機会 を得る ｡ それ ら情報発信 手段 と して の 成果物を通 じた｢語 り べ+の
影 響ま で を含 めて み た とき に ､ 研究者の 役割は 単な る通行人 で はなく な るだ ろう ｡ それ は ､
1 『ライ テ ィ ン グカ ル チ ャ ー 』 に収められた論考 ｢部分的真実+ にお い て ､ ク リ フ ォ ー ドは ､ 人類学者
の 描く｢包括的な+民族誌 が ､ 歴 史的 ･ 政治的な自 己 一 他者 関係の もとで ､ の がれよう無く部分的なもの
で ある と指摘 して い る【Cliffo rd19 8 6:1･ 2 6]o
2 Tylel
･ [198 6:1 2 2･ 1 4 0]､ 中谷[200 2]などo ガ
ー ドナ - 【2 0 0]は ､ バ ン グラデ シ ュ 農村女性 の 生活 を措い
た民族誌【ガ - ドナ ー 2 0 2]に おい て ､ 調査者と して の ｢わた し+ と､ 調査者 に対する他の 女性達の まな
ざ し､ それらの 相互 関係 を描き込 ん で いる ｡
3 8
描
有力 な情報発 信の 手段 と もな る ｡ そ して それ は 当然 ､ 調査 フ ィ ー ル ドと他ア クタ ー に対 し
て 寮任 を負うもの とな ろう ｡ 情報技術革命 ､ 交通 ･ 通信網 の 発達 に よ っ て 書き手 と調査対象
地 と の ｢距離間+が縮ま る 中 ､ 人間を研 究対象とす る社会科学にと っ て ､ イ人 の 生 き様を情報
化 する こ との 寮任+が常に つ き まと っ て い る ｡ こ の 点 にお い て ､ ｢他者+を生み 出す｢わた し+
の 固定的な設 定を乗り 越 えて 開発 プ ロ セ ス を捉 えて い こうとす る本論文 の 試 み 柱 ､ 人叛 学
を含む社会科学に お け る知 識の 生産 の あり方 に つ い て広く 示唆を与 える もの と なる だろう｡
筆者は これ らの 問題常 識 に立脚 して ､ 開発 と い う舞台 を巡 る様々 な関係者達 - ｢住民+と
い う名 の 主役か ら ｢研 究者+ とい う観客や評論家ま で を含む - と そ の 相互 作用 の プ ロ セ ス
に 着目 してき た ｡ ロ ン グに よ叫ま､ ア ク タ ー は ､ 各人 の 利害や経験に 基づ い た価値観､ も
の の 見方をも っ て 事業 に対応 す るQ ロ ン グは ア ク タ ー を ､ ｢問題 を率む 状況 を判断 し ､ 『適
切 な』 反 応 を起こ して い ける よう な知識 と能 力 を有する ､ エ ー ジ ェ ン シ ー を有す る社会 的
な存在+ と 定義 して い る【Lo ng 2001: 240]o エ ー ジ ェ ン シ ー とは ｢意 図的か どう か に か か
わ らず ､ 経験 や希望 を再 帰的に 解釈 ､ イ ン タ ー ナライズ する 知識 能力や ､･ 技術を使 い こ な
し､ 資源 に ア ク セ ス で き る 能力+ で あり ､ ｢自分や他考の 行動や 思考に影 響を与 えた り ､ そ
れ ら を促 す行為を 可能 とす る知識 能力＼ 能 力 ､ 社会的 な関係+ と して ロ ン グは説 明 して い
る【Lo ng 2001:16- 20,24,2 40】｡ こ の よ う に｢エ
ー ジ ェ ン シ ー を有するア ク タ ー +と い う概念
は ､ 社会に 生き る個人 あ る い は 集団 が ､ 自 らの 社会的行 為 を執り行う 上 で 有する能力 で あ
り ､ 意図 せ ざるも の を含む も の と して 描か れ て い る ｡ ま た常 に外圧 に対 して 反射 的に反応
する 能力 と い う意 味 で も なく ､ 自ら解釈 し ､ 判 断 し ､ 自己や 周囲を コ ン トロ
ー ル し ようと
す る余地 (ス ペ ー ス) が 多少な りとも ある の だ とい う捉 え方で ある ｡
セ ン は ､ 人 び と の 生 活 は相互 に 関連 した｢機 能+ (ある状態 に な っ たり ､ 何 か をす る事)
の 集合か ら成 っ て い る と みな し ､ そ の 生 活 の 質に 関する様々 な機能 の 構成要素を評価する
事 で個人 の ｢福祉+ ､ つ まり｢生活 の 良さ+を評価 す る べ き だと述 べ て い る[セ ン 2002:59
･ 78】o
セ ン は こ の よ うな ､ 人 が 行う事 の 出来る様々 な機能の 組 み合 わせ の 集合を ｢潜在 能力+ と
呼ん で い る o セ ン の 議論と ア ク タ ー ア プ ロ
ー チ にお け る ｢エ ー ジ ェ ン シ ー を有する ア ク タ
ー + 概念との 重要 な共通 点 は ､ い ずれ も｢到達 され た出来事+｢実際の 行 為+で は なく ､ 人び
と が｢社会の 中の 個+と して ､ 行動の 選 択 の 自由 や自発 的な意 図を保 有 して い る と い う意味
で の 嘩 力+､ ロ ン グの 言葉を借り れば｢コ ン トロ
ー ル の 余地 ､ ス ペ ー ス があ る+自由 の 保持
と して の ｢力+に 着眼 して い る点 で ある ｡ これ は ､ 前章第四 節の エ ン パ ワ
ー メ ン トに関する
議論 で 整 理 した ､ ｢社会 に生 き る個人 が ､ より よ い 生括と豊 か さに向 けて 発揮 して い く能
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力+ と い う視点 とも 一 致する ｡
これ ま で に 述 べ て き た よう に､ 村落社会 の 人 々 にとっ て 開発 支援とは必然的 に外 部性 を
伴う介入 行為 で あ り ､ 特 に 0Ⅰ)A事業の 場合は 国際関係や 国家間の 外 交 と い っ た マ ク ロ な
政治的関係と 直接的 に 結び つ い て い る ｡ こ の た め.､ 開発支援と
い う現象を包括的に 考察対
象とする た めに は ､ 村落現場 で 生 じ る直接的 な出来事 に対す る参 与観察の み で は捉 え切れ
な い ｡ また逆に ､ こ れ らを従属論 的な発想 に 立 っ て 構造的 に 捉 えた場合 に は ､ 村落社会の
人 々 は た だ マ ク ロ な潮流に 翻弄 され る受動的存在とも取られ る か も しれ ない ｡ しか し実際
に村落社会 の 人 々 は ､ 開発 支援を立脚させ て い る 大きな政治力や 国家権力 の 影 響を否応無
く 受けづ つ も ､ 意図的 か そ う で な い か に か か わ らず ､ 日常的 に そ れら を自分た ちなりの や
り方で 取り こ ん だり ､ 評価 し たり ､ あ る い は無視 したり し て い る o ｢エ
ー ジ ェ ン シ ー を有す
る ア ク タ ー + と い う発 想にたつ 事 で ､ 外 部性 を自 ら導く よう
`
な､ 人 々 の ｢再構 成力+ の 日
常的 な発 現を観察 し ､ ｢ミ ュ ー タ ン トと して の 固有性+ の 創出プ ロ セ ス を描きた い ｡
第 2 墳 生 み 出 さ れ る開発 プ ロ セ ス
現在 にお け る人 の 行為 や志 向は ､ 歴史的 に蓄積された経験知や規範 に規 定され ､ 過去 か
ら続く ､ 社会的 に生 き る人 々 の 相互 行為 を通 じて 生み 出 され てき て い る ｡ ま た 現在 の 相互
作用 が ､ 現在進行形 で 人び と の 自 己 ､ 他者 ､ 世 界イ メ
ー ジ を維持 ､ 変容 させ て い る と筆者
は捉 えて い る ｡ 筆者が｢開発 は生 み 出され る も の+と して そ の プ ロ セ ス に 着目する の も こ の
立場 に た つ ため で あ る ｡ バ
ー ガ ー と ル ッ ク マ ン は ､ ｢社会 は人 間 の 産物+ で ある と し ､ ｢日
常生活 の 現 実は ､ 私 が他者 ととも に共有す る世 界と して あらわれ+､ 反復的 な相互 行為 を通
じて ｢正 当 な+ 秩序が 生み出 され ､ 維持 ､ 強化 され て い く と い う
､
o そ して そ の よう な｢現在
の 現実+は ､ ｢は る か に 包括的な歴史の 中 に < 位置付 け> られ て お り ､ こ れ らの < 位置付け
> が決 定 的に 私 の お かれ る状況 を形 づ く る+ とする い
- ガ - & ル ッ ク マ ン 200 0:3 2
･ 58]o
こ の よう に ､ あ る個人 臥 他者と の関係 性 の 中で成り 立 っ て いく 特定 の 社会的文脈に お い
て ､ ｢社会的 に 自 己創造+を行 っ て いく[/i
- ガ - & ル ッ ク マ ン 200:8 2
･ 9 1]o ま たバ ー は ､
｢人 び とと して われ われ自身を も含ん で い る社会的世界は ､ 社会過程 の 所産 で あり ､ そ の
世界や 人 々 に は なん らか の 決ま っ た ､
一 定の 特質はあり えない+ と い う反 本質主 義の 立 場
か ら ､ ｢知 は自明 で は なく+ ｢社会生活 にお ける 人び と の 間の 日常的相互 作用 を通 じて構築
され る+ と主張 して い る【バ ー 2000:8]o
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村落開発の プ ロ セ ス に お い て は ､ 住民 ､ 行 教職員､ 支援機関職員ある い は特 定の 組織文
化を有す る N G Oな ど ､ それ ぞれ の ア ク タ ー が相互 に関わり あい ､ 互 い の 価値観や次なる
行動に 対 して 直接 ､ 間接的に複雑に影響を与 えてき て い る ｡ 開発事業 はそ の 過 程の 一 部と
して ア ク タ ー に よ っ て ｢生 み 出されて い く+ も の と して 捉え られ る[Lo ng 1992:34
-35].
そ して 生 み出され ､ 経験され る知識 や行 為の 共有が､ ア ク タ ー の 更な る 自己創造や行為を
規定 して い く ｡ バ ー ガ ー & ル ッ ク マ ン は ､ 先述 の ｢社会 が人間 の 産物 で あ る+ と共 に ｢人
間 は社会 の 産物+ で あ る と して い る ｡ 但 し ､ かれ らの 主眼 は ､ こ とばや シ ン ボル に よ っ て
示 され 価値 ･ 規範を含む｢社会 の 客観知+と ｢主観的現 実+ と の 統合メ カ ニ ズ ム に あり ､ ｢社
会は客観的 な現実で あ る+ と の こ と ばに あ る よう に ､ む し ろ ｢対象化 され た客観的な社会+
を基点 と して 議論を整 理 して い る ｡ こ れ に 対 し ､ 筆者の 主眼 は ､ 常に現在進行 形 の 動 態と
し て ア ク タ ー 間で創造 ､ 再創造 ､ 修 正 が 繰り返 され て い る自 己 ､ 他者関係 と世 界観 の 生成
ダイ ナ ミ ク ス に ある ｡ 本論 文で 重要 な の は ､ ア ク タ ー 各自が他者 との 関係 にお い て 放り立
たせ て きて い る｢自 己 の 生括 世界+に お ける｢自己/他者/世界+観と各ア ク タ
ー の そ れ との
相互 作用 に あり ､ こ の 立場 か ら 一 貫 した問題意識 に基 づく分析視点を設定 して い る o 例え
ば特 定 の 文脈 に お ける 開発現象 がく ア ク タ - ごとの ｢現 実と して の 社会+観 に基づ く相互解
釈を通 じて どの よう に 生み 出され て い く か ｡ そ して また ､ そ の ように 生 じた開発現 象が ､
ア ク タ ー に対 して い か なる影 響を及 ぼすこ とと なる の か ､ とい･う相互作用 的 な側面 で ある ｡
ロ ン グ によ る と ｢知識 の 生 産 と変化は ､ 社会 的行為者(ア ク タ ー ) がイ ン タ ラ ク シ ョ ン ､
交渉 し､ 相互 の 生活世 界 に適応 化する プ ロ セ ス の 中で 生 じる もの で あり ､ そ れ に よ っ て 存
在 す る 知 識 に 修 正 や 変化 が 加 え られ ､ あ る い は 新た な形 が 出 現 す る+ と い う[Lo ng
1992‥2 1 -215]o 次章以降の 事例 研究で 臥 開発支援に お ける ア ク タ
ー 間 の 由互 作用 プ ロ セ
ス を叙述 した 上 で整 理 し､ 開発 支援と い う外発的 な機会 が ､ 村落社会に 生竜る人 々 にと っ
て どの ような意味を持 つ もの と して経験され ､影響を与 えて い る の か を分 析す る o そ れ は ､
, 事 業自体 の 直接的 なイ ン プ ッ トと事 業終了時 の ア ウ トプ ッ トを以 っ て 支援事業 の 成果 を測
っ て き た こ れ ま で の 事 業評価 に 対 し ､ よ り広 い 意味 で の 事業の 影響を測 ろ うとす るも の で
ぁる ｡ ま た ､ 村落開発 をよ り長期的 な社会変容 と して 捉 えた場合 に ､
一 時 的な介入 で ある
開発 支援が ど の よ うに 村落社会に｢取 り込 まれ+､ 浸透 して いく の か ､ ある い は 忘 れ去られ
て い く の か と い う ､ 長期的 な研 究課題 に も結び つ く もの で ある o
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第 2節 認識 的世界 の 断絶(disco n七査m ui七y)
第 1 項 ア ク タ ー の 生 活世界
人 は ､ 自分が生ま れ た土地や 社会 的 な環 境､ そ して 生き て い く 中で 経験 して き た様々
な 出来事や関係を通 じて ､ 現在そ して こ れか らの 自 らの 生活 世界を様々 な状況 下で 規定 し
て い る ｡ ロ ン グは ア ク タ ー それぞ れが ｢行為 ､ 相互 作用 と意味を含み ､ 特 定 の 社会 ･ 地理
的 な 空 間 と生 活 史 に よ っ て 同定 され る+ 生 活 世界 を有 して い る と 説 明 して い る【Lo ng
1992: 12- 213】｡ 生活世界 の 概念 に つ い て は ､ 現象学的 な立場 か ら シ ュ ッ ツ が以下 の よ う
に 鋭 明 して い る ｡
日 常生活 の 世界と は ､ 覚醒 し､ 成長 した人間が ､ 他 の 人 々 と共 に ､ そ の 中 で ､ それ に対 して
行為 して い る世界で あり ､ また自然的態度に基づ い て
一 つ の 現実と して経験 して い る ようなせ
罪(中略)われわれが生 まれ るは る か 以前か ら存在し､ 他 の 人 々 ､ つ ま り ､ われ われ の祖 先たちに
ょ っ て秩序 ある世界と して経 験さ れ解釈され て きた間主観 的なせ界 であり ､ ま た 今 ､ われわれ
の 経験と解釈 の 所与と して与 えられて い るような世界 で ある ｡
[シ ュ ッ ツ 1 995:28]
生活 世界 とい う概念 は ､ 上記 に ある よう に ､ 人 の 行為や発言 を分析 す る 上 で ､ そ れを
規定する 要因 とな る他 者との 関係 性や ､ ｢過去 か ら現在に続く 経験 の 蓄積+に つ い て認 識 を
深 め る上 で重 要 で あ る ｡ ロ ン グは 上記 シ ュ ツ ツ の 言葉を借り て ､ ア ク タ
ー に よ っ で ｢生き
られ て+ お り ､ ほ と ん ど ｢当 た り 前と な っ て い る+ 世 界 を生活 世界 と 呼ん で い る [Lo ng
2001:54]｡ また ､ こ の 概念は ｢人 の 行動 を規定する 『文化的背景』 と して みる べ き で はな
く ､ 個人が 自 ら考えて 自分と他者との さま ざまな 関係や自分自身 の 経験 を作り出 したり ､
そ れ を再 評 価 した り す る こ と を通 じて 出来 上 が る も の と み る
べ き+ で あ る と い う【Long
200 1:5 4- 55, 241】o バ - ガ - & ル ッ ク マ ン 臥 ｢日常生活 の 世界 は社会 の 通常の 成員に よ っ
て ､ 彼 ら の 生 活 の 主観 的 に意味の あ る行動 の 中で ､ 現実と して 自明祝 され て
い るだ けで は
ヽ ヽ ヽ ヽ ､ I ､ ､ ､
､ ､ I ､ I ､ ､ I ､ → → → ､ →
→ ､ → ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
なく ､ (中略)こ う した思 考や 行 動に よ っ て 現実的なも の と して維 持 され て い る 世界で もあ
る+ と表 現 して い る (傍点 は 引用者) ”
- ガ - & ル ッ ク マ ン 2000:33】o っ ま り ､ 社会 的
な自 己 に と っ て ､ そ れ によ っ て行 為や思考が 規定 され なが ら､ 常に 新た に そ れ を生 み 出 し ､
維持 して い る ｢生き られた+ 世 界と い う こ と に なる o
本論文 で は ､ 第 一 節で言 及 した ｢ エ
ー ジ ェ ン シ ー を有する ア ク タ ー + 概念を念頭に お
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き ､ これ ら ｢経験や希 望 を再 帰的に解釈 ､ 内 面化す る知識能力 や ､ 技術を使 い こ な し､･ 資
源に ア クセ ス でき る能 力+ を有する ア ク タ ー の 生活世界を定義する ｡ ア ク タ ー は ､ それ ぞ
れ の 生活 を通 じて 内面化 して き た知識や 技術や 希望 などに つ い て の 経験か ら ､ 自ら の ｢生
き られ た+ ｢当た り前の+ 生 活範囲 を周 囲 の 環境や他 者と の 関係 の 中で 規定して い る ｡ そ れ
は 日常的な会話 や新た な価値観との 出会い 等 ､ 様 々 なイ ン タ ラク シ ョ ン を通 じて 常に再修
正 され つ づ けて い る 可変的な世 界で ある ｡
生括 世界 の 概念 が本論文 で 重要 なの は ､ 当事者性 - の こ だわ り に お い て で ある ｡ 人 々
の 語 りや行為 ､ 言説 分析 な どか ら､ 生活世界 を分析対象と して そ の 一 部を特徴付 けた り ､
想像 した り ､ 垣間見 る事 は 出来 るだ ろう ｡ しか し､ そ の ｢生 きられた+ 生活 の 場 ･ 空間的
時間的 範囲と して の 動態 を外部者が ま っ たく 同 じように体現 する事は厳療に は 不 可能で あ
る ｡ 藤巻 らは ､ 論文集 『生活 世界 と して の ｢ス ラ ム+』 で ､ い わ ゆ る｢ス ラ ム+に生き る人び
l
と の 生活世界 に つ い て ､ 外部者 が持 つ ｢ス ラ ム+の ス テ レ オ ･ タ イ プ なイメ ー ジ と ､ 住民に と
っ て ｢生き られ た+生活世界と して の｢肉声+と の ギャ ッ プを ドミ ニ 舟 ､ マ レ ー シ アなど様 々
な事 例 か ら考 察 して い る[藤巻 200 1】｡ 同論文集か ら発 せ られ る全体的 なメ ッ セ ー ジ は ､ 外
部者が 創出す るネガテ ィ ブ な他 者イ メ ー ジ と ､ 実際そ こ に 暮らす人 たち の 自 己イ メ ー ジと
の ギ ャ ッ プと ､ それ ら の 間の 相 互 作用 で ある o 例えば江 口 は ､ ドミ ニ カ の 事例 か ら､ 外部
の 人た ちが ｢自分達 の 利 害 を考 えて+､ 自分達 の 暗い側 面全 て を ｢ス ラ ム+ イ メ ー ジ の 中に
封印 し ､ 自己 の 生活 を 正 当化 して い ると指摘 して い る ｡ こ の ため ､ 実際に ス ラ ム の 住民 が
何 を考 え､ どう い っ た価値観を持 つ の か ､ 実は外部者は知 る 事を必 要 と して い ない と い う
【江 口 2001:2 5】｡ 同 じく 北森は ､ ブラ ジ ル の ス ラ ム 住民達が ､ ｢貧 しい けれ ど楽観的 で 明る
い+大衆文化 と して ､ 支配的 な外部者に よ っ て ブ ラ ジ ル 国民文化 に位置付 けられ ､ ｢語 られ
て+き た こ と を指摘 し ､ 実際 の 住民が い か に 多様に内部で差異化 して い る か を考察 して い る
[北森 20 01:2 8- 59】｡ 更に ､ 開発 問題 に関 わ る ポイ ン トと して ､ 藤巻は マ レ ー シ ア の 低価格
住 宅 に暮らす住民達 自身が認識 して い る生 活 の 問題 と ､外部者が 一 様 にイメ ー ジ し ､｢理解+
した つ もりに な っ て い る｢ス ラ ム の 問題+と の ギャ ッ プを指摘 して い る[藤巻 2001:63- 93]｡
生活世 界 の 概念 ほ ､ こ の ような当事者性 に基 づ き ､ 直接 ､ 間接的 な他者 関係 や より広
い 社会 的意味 を取 り 入れ なが ら ｢私の 身体の <
■
こ こ > と私 の 臨在の < いま > の周 り に組織
され て い る 日 常世界 の 現 実+の 時間的 ､ 空 間的集積で ある【バ ー ガ ー & ル ッ ク マ ン 2 000:37】｡
こ こ で い う当 事者性 を厳密 に追 及すれば ､ 個々 人 ひ とり ひ とり の 生活 世界は全 く 同
一 で は
な い ｡ しか し人は 最も 身近 な他者と して の 家族や近 隣､ 友人な どの 様 々 な直接的関係 性 の
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なか で ､ 複数 の 個人や集 団と歴 史を共有 し ､ 共通 の 経験を経て きて い る ｡ その 中 で は ､ ｢私
の 意味と彼 ら の 意味に 不断 の 照応関係が存在+し ､ ｢常態 的で自明的 な 日常生活 の ル ー テ ィ
ン の な か で 私 が他 者と共 に 共有 して い る常識 的 な知識+ を蓄積 して き て い るレ1 - ガ - & ル
ッ ク マ ン 200 0:39】｡ 比較的自己 完結的な小 規模村落社会に おける 人び との 関係 性 の 場合､
相互 に自明化 され て い る 共通 の 生活 パ タ ー ン や価値判 断 ､ 規範や志 向性 が見 出せ る事 だろ
う｡ だか らこ そ ､ 村落開発 支援 に赴く外部者は ､ 人類学者に｢地域固有性+調査 を期待す る
の だ ろうo し か しそ の 結果 ､ 外部者は往 々 に して 当該地域で 共有され て い る ｢ある 一 様な
内部性+ と して 生活世 界 をイ メ ー ジ して しまう｡ それ は ､ 全く ゼ ロ の 知識 で 新た な社会に
直面 したとき の 足 がか り と して は ､ 賢明 な準備作業で は あ る ｡ しか し ､ 個人や集団の 社会
的 エ ン パ ワ ー メ ン トを目指す村落開発支援 の 実践に お い て は ､ ｢ミ主 一 夕 ン トと して の 地域
固有性+を前提 に ｢い ま ､ こ こ+ に ｢生き て い る ひ とび と+ を丁寧に 見出 さない 限 り ､ か れ
】
らの 生活 を動態 と して 捉 え る事 は 出来な い ｡ そ して また ､ 持 ち込 まれ た支援がか れ らの 生
宿 世界 に 及ぼす個別 の 影 響 に対 す る予 想 も出来な い ｡
更 に ､ ｢開発支 援+と い う独 特の 文脈が ､ 支援者の 視点 に 写る｢受益者+像を｢住 民像+と
してすり替えて しまう こ とす ら生 じて い る ｡ 北原 旺 ､ あ る共 同体に現在進 行形 で 生き る人々
の 関係 性 と ､ そ れ に 関す る研 究者の 叙述 の 帝離に つ い て ､ 次 の ように 指摘 して い る ｡
社会学者に よる｢共 同体+の 叙述は ､ しば しば､ 目 の 前 の 現象の 経験的記述 と同 時に ､ それが こ
うあ っ て ほ し い と願 う規 範的価値 を含んで い る ｡ 共同体 を論 じる研究者は ､ 目 の 前 の 共同体に つ
い て の 事実を語 る よう で ありなが ら､ 実 はそ の 事実と共 に彼 自身の 共同体 へ の 思 い 入 れを語 っ .て
い る事が多い ｡ (中略) つ ま り事実と して の 地縁的な社会 関係 を ､ 抽象的な｢共 同体+関係 に再構
成す る の で ある ｡
[北原 1996: 193･ 194]
北原 は こ の ように指摘 し ､ ｢イ デオ ロ ギ ー 的共 同体論が期待す る包括的価 値と ､ 現実の
地域集団 と して の 共 同体 とを自覚的 に 区別 す る必 要 が ある だろ う+ と 述 べ て い る [ 北原
199 6:4 6, 192･ 194】｡ 開発 支援が 生み出 して き た貧困層 ､ 女性 ､ 弱者 ､ 農民 ､ 余剰労働力な
ど様 々 なカ テ ゴ リ ー は ､ 人 び とに よ っ て 当 たり前 の も の と して ｢生き られ て い る+ 多様 な
生活世 界 を､ 一 様な抽象 的｢受益者+イ メ ー ジ - と矯小化 して は い な い だ ろう か o
第 2 項 ｢境界+ とイ ンタ ー フ ェ イ ス 概念
ロ ン グに 師事す る ビジ ャ レ ア ル は ､ 生活 世界 を区切 る ｢境界+ 概念 に着目 し て い る o
例 えば生活世 界は ､ ｢ - と して の わた し+ ｢ - と して の 私達+ とい っ たア イデ ン テ ィ テ ィ を
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拠 所と し ､ 個人 を中心 とする 同心円的な広 がり をも つ 概念と して 捉 え られ ､ 可変的 な ｢境
罪+ に よ っ て 異質なも の ､ 新たな価値と分断され て い る ｡ 人 は ｢境界 の 中に自 らの 社会世
界の 範 囲 を定 め ､ 誰 を信頼 し ､ 誰 と組 織化 す る か を決 定 し て い る+ と い う【Villa r r e a1
19 92: 52･ 254,26 2]｡ 人 は 常に ､ 様々 な場面 で相手 との 関係性の 間 に自 らの 経験 に基 づ い て
｢境界+ を横 た えて い る ｡ そ して 新た な ､ あ る い は 異質な価値と して 浸透 して く る他ア ク
タ ー と の ｢出会 い+ に 直面 し､ そ こ で織り成され る交渉 ､ 従 属 ､ 賛同 などの 動態 を通 じて ､
そ れ らの ｢境界+ に修 正 を加 えて い る｡
こ の 視 点 に 立 て ば ､ 開発 支援プ ロ セ ス は ､ ア ク タ ー が 出会 い ､ 他 ア ク タ ー や 開発 プ ロ
グラ ム と自分と の 距離や 異質性 を測り なが ら ､ 必要 に応 じて｢境界+に修正 を施 しつ つ 関わ
り合 っ て い く プ ロ セ ス と して捉 えられ よう｡ 紙 面 に 固定化され た特 定の 開発 プロ グラ ム は ､
そ れ自体 が - つ の 方 向性 ､ 性質を有する が ､ そ れが い か なる経験 ､ 志 向と｢境界+を有す る
ア ク タ ー によ っ て 語 られ ､ 伝え られ ､ 執り行われ る か に よ っ て ､ 生 じ る出来事 は変 わ っ て
く る ｡ そ して も ち ろん ､ それ が い か な るア ク タ
ー に よ っ て 耳を傾けられ ､ 受 け入れ られ る
か に よ っ て も異な る ｡
ロ ン グは ､ 計 画 さ れ た 介入(plan n ed )
.
n te r v ent1
'
o n)に つ い て 分析す べ き課 題 と して ､
｢介入 者側 が ､ そ の 介入 の 影響 を受 ける個人や 集団の 生活 世界に足 を踏み 入れ て い く の だ
とまず理解す る事 ､ そ して 人 々 が生 み 出す社会 的 な 酬 各に と っ て ､ (介入行為 / 介入者/ 介
入者と の 関わ り が) 資源 とも ､ 障害とも な っ て い く と い う
l
事+ をまず掲 げて い る [Lo ng
200 1:3 1]｡ そ し て ､ ｢実践者で あれ ､ ク ライ ア ン トで あれ ､ 傍観者で あれ ､ い わ ゆ る外部
要因が ､
` `
イ ン タ ー ナライ ズ
”
され て い く o ある い は異なる 関心集団や個人 に と っ て ､ 異 な
る意味 を持 っ て い く+ と鋭 明 して い る(括弧 内 は引用者) [Lo ng 20 0 1
:31]o また
■
｢人 々 は ､
自分なり に 『プ ロ ジ ェ ク ト』 や 『介入』 を経験 して い く o か れ らは これ らの 経験 に つ い て
自分な り の 記 憶を構 築 して いく+ [Lo ng200 1:32] と指摘 して い る o
ロ ン グは更 に ､ 開発 支援を動態 的 に見て い く 辛がか り と して ､ ｢イ ン タ
ー フ ェ イ ス+ 概
念 を規定 して い る ｡ イ ン タ ー フ ェ イ ス と は ｢異 なる 関心 ､ 資源や力 を伴う個
々 人 同士 の あ
る種 の 出会い に つ い て の アイ デア を伝える概念+ で あり【Lo ng 1992
: 14】､ イ ン タ ー フ ェ イ
ス の 状況 とは ､ ｢価値や 関心 ､ 知識や力に 関す る 不
一 致に基づ く社会的 な断絶が最も起 こ り
ゃす い よ う な ､ 生 活 世 界 ､ 社会領域や社会組織 の 間で の 重要 な交差地 点+ で あ る と
い う
[Lo ng 20 01:243]｡
イ ン タ ー フ ェ イ ス と い う言葉 は ､
一 般的 に は ｢コ ン ピ ュ ー タ
ー 本体と各種 周辺 装置や
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コ ン ピ ュ ー タ ー 同士 を接続 し ､ 電気信号 の 大 き さを調整 したり ､ デ ー タ の 形式 を変換 した
り して 両者 間 の デ ー タ の やりと りを仲介する 回路や装置+ を意味する ｡ 社会学で は ､ 個人
と社会と を結 ぶ メ デ ィ ア 空間 を表す概念と して ､ この 言葉を用 い て い る[児島 1 99:3･ 26】｡
こ れ ら概念 の 詳 細を紹介する の は本論文 の 主旨で はな い が ､ 少 なく とも異なる 何か と何 か
が結び つ く ､ あ る い は｢出会う+空間 ･ 時間的機会やそ の｢出会い+を意味 して い ると い う点
で は 一 致 して い る . 但 し ､ コ ン ピ ュ ー タ ー 用 蕎 と して 用 い られ るイ ン タ ー フ ェ イ ス は ､ 異
な る 二 物 をつ な ぐ接続部晶 の よ うに ､ 両者の ｢異質性+を調整 して うまく働 か せ る｢仲介役+
の 機能 を果 たす｡ これ に 対 して ､ ロ ン グが用 い て い る社会関係 に おけ るイ ン タ ー フ ェ イ ス
と は ､ 両者間の 異質性 に よ る価値の 断絶や衝突 が 明らか に な る｢境界面+とい う意 味合い が
強く ､イ ン タ ー フ ェ イ ス 概念自体には ､ 両者に対 する積極 的な調整機能 を想 定 して い ない ｡
イ ン タ ー フ ェ イ ス で は ､ ア ク タ ー 相互 に 異なる ｢社会的 ､ 認識 的世界 の 断絶 を埋 め た
り ､ 適応 したり ､ あ る い は衝 突 したりする道筋の 設定+ をめ ぐっ て ､ ｢ア ク タ ー 間の 相互作
用が 方 向付 けられて い く ような社会 的状況+ が みられる とされ る【IJO ng.1992:243
･ 245]o こ
こ で い われ る認識的世 界 の 断絶と い う の は ､ 単純 に｢支援介入側 対受益者+間 の そ れの みを
指す の で は な い ｡ ｢受 益者+と語 られ る多様 な人 々 の 間に横たわる 不 一 致や断絶 ､ 適応過程
や ､ ｢支援者+と し て括 られ る人 々 の 間 に存在す る権力 関係が 生む強制や 支援者間の 迎合等 ､
固有の 状況 下 で規定 され る様 々 なイ ン タ ー フ ェ イ ス が生 じて い ると考え られ る o
ロ ン グは ､ 開発 政策言説 の 特徴的 な傾 向 の 一 つ と して｢ラ.
ベ リ ン グ､ 分類 プ ロ セ ス+を
批判的 に 挙 げて い る【Lo ng 2 0 1:3 5]o 想定 され る受益者や計画 され る 実施 手法 ､ そ して 生
じた 諸 問題 を ｢カ テ ゴ ライ ズ ､ ラ ベ リ ン グ+ して い く過程で ､ 開発実践の 現実 的な問題 と の
間 に帝 離が 生 じて い く ｡ ｢ラ ベ リ ン グ は公 的機構 に よらて 採 られ る対症療法的な手段+で あ
り ､ また ｢｢効 率性+ や ｢社会的平等性+ と い っ たある種 の コ ン セ プ トに合理 的 な優位性 を
与 え る+ と い う【Lo ng 20 1:35】. 例 えば前節 で 指摘した よう に ､ 多様な人 々 が
｢社会的弱
者+ や ｢潜在的労働力+､ ある い は ｢住民+ ｢貧困層+ ｢女性+ と い っ たカ テ ゴ リ
ー で 括られ
る こ とに よ っ て ､ あた かも.そ こ に均質な
ニ ー ズ が存在する か の ように 表現 され る o しか し
なが ら ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 概念 に基づ い て現 場 の ア ク タ
ー に注意を注げば ､ こ れ らの ラ ベ
リ ン グがも た らす弊害を容易 に想像でき る で あ ろう｡
ロ ン グは ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 概念 の 前哨的 な位置付けと して ､ マ ン チ ェ ス タ
ー 学派 を
中心 に 幾つ か の 先行研 究を紹介 し､ そ の 欠 点 を指摘する こ とで ､ 自らが想定す るイ
ン タ ー
フ ェ イ ス 概念を説明 して い る[Lo ng 2001:66
･ 69]o こ こ で そ の 一 部を紹介する こ と で ､ ロ ン
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グの 主張す るイ ン タ ー フ ェ イ ス 概念の 特徴を挙 げて みよう｡ まず､ ダラ ッ ク マ ン 3らによ る
｢役割モ デル+に つ い て ､ ｢コ ン フ リ ク トが 生 じ る 二 者間 - 視点 を充て る と い う点 で重 要+だ
が ､ モ デル と して 固定的で ､ ま た､ コ ン フ リ ク トが生 じたア ク タ ー の 間で ｢い か に順応 し
て い く か と い う プ ロ セ ス - の 視点に欠 けて い る+ と批判 する[Lo ng 2 001:66】o 次 に コ - エ
ン 4の ｢象徴的 コ ミ ュ ニ テ ィ の 構 築+ に つ い て ､ ア ク タ ー 間で｢われ われ+と｢彼 ら+と して の
｢境界+ が い か に生 じて い く か と い う視点 に共 感を示 し つ つ も ､ そ の 視点が｢ロ ー カ ル コ ミ
ュ ニ テ ィ+側 に偏 っ て お り ､ ｢政府や宣教師や 貿易商な ど ､ 介入側 の 『象徴的 コ ミ ュ ニ テ ィ』
- の 配 慮に欠 けて い る+と指摘 して い る【Lo ng 20 01:66･ 67,
'
Cohen 1985】. 更 に ､ 政府 の 公
共サ ー ビ ス 分配 ダイ ナ ミ ク ス に つ い て 論 じた象徴的相互 作用論 の 視点 に つ い て ､ ｢政府 の
官僚的 コ ン テ ク ス トの 外部で の 過 去か ら現在ま で の 経験 が ､ 政府 の 『世界観』 や戦略に あ
た えて い る影 響に つ い て の 配慮に 欠 けて い る+ と し､ より広 い 時間 ､ 空間的 コ ン テ ク ス ト
の 中に位置付 ける 必要 性 を指摘 して い る【Lo r唱 20 01:66-6 8]｡
こ の よ う に ､ ロ ン グ の 提 唱するイ ン タ ー フ ェ イ ス にお い て 最も重要 な視点の ひ と つ と
して動態性 ､ 相互 性 が ある ｡ また空 間を ミク ロ か らマ ク ロ ､ マ ク ロ か らミク ロ - ､ ある い
J
は 時間 を過 去 か ら現在 ､ そ して 未 来 - と柔軟に往来で き る包括的 な視点をも つ こ と ､ 更 に
具体的 な コ ン テ ク ス トに お ける位置付けを事例 研究的 に検討 す る こ
ノ
とな どを通 じて ､ 介入
プ ロ セ ス を動態 的 に分析する た め の 重要 な発想 法 を身 に つ け る遷盤 を提供 して くれ る｡ ロ
ン グは 同観念 を用 い て ､ ｢ア ク タ ー 間 に存在す る断絶や ､ ア ク タ
ー 間で 起 こ る衝 突やイ ン タ
ラ ク シ ョ ン の 動 態的で 緊急 な性質を説 明 し､ ア ク タ ー 個々 の 目標 ､ 罷識 ､ 価値 ､ そ して 関
係 性 と い っ たも の が い か に こ れ らの プ ロ セ ス を通 じて 補強 ､･ 再構成され て い くか を明らか
にす る+ と 述 べ て い る【Lo ng 199 2:2 14〕｡
また ロ ン グの 言う ｢出会 い(e n c ou nte r)+ と は ､ ア ク タ
ー 間の 直接的な対面状況 を意味
す る の で は なく ､ 人 々 が ､ 日常的 に い ろ い ろ な場で 定 めて い る自分自身 の 生活 世界 が脅か
され る･よ うな状況 を意味する概念で ある ｡ よ り近 い 文脈で の 議論と して は ､ 久保 田[1999】
が ､ 開発 プ ロ ジ ェ ク トに コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン の 視点 を取 り入れ ､ プロ ジ ェ ク トを円滑 に運
3 グラ ッ ク マ ン は ､ 北 口 - デ シ ア (現ザン ビア) の ロ
ー ズ ･ リ グィ ン グス トン 研究所 の 二代 目所長 と し
て ､ 植 民地支配 の影 響が色濃く残 るア フ リ カにお け る社会変化研究に携わ っ た｡
マ リノ フ ス キ ー に よ る
実用人類 学の 提唱 の 流れ を背景に ､ 同研究所で は応用人類学が積極的に推進された ｡ グラ ッ
ク マ ン は後
に マ ン チ ェ ス タ ー 大学に創設された人類学科の 初代教授 となり ､ 後 の
｢マ ン チ ェ ス タ ー 学派+ とよ ばれ
る数 々 の研 究者を育て た[田中 2001】｡
4 コ ー エ ン は ､ 象徴と権力 を共に相対的に自律 した秩序 で あると し､ そ の 弁証法向関係の 分析を行 っ た｡
構造主義的 に扱われて きた コ ミ ュ ニ テ ィ を解釈学的 ､ 経験主義的に捉え ､
コ ミ ュ ニ テ ィ の 成員間で変化
す る複椎 な象徴か ら成る文化フィ
ー ル ドと して扱 っ た【Cohen 19 85:l l,44
-4 9
･
115･11 8]o
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営 して い こう とする｢開発 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン+に つ い て ､ 関係者間の 相互 作用性 に主眼 を
置 い て 説明 して い る ｡ 久保 田 に よれ ば ､ ｢対話+と して の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン とは ｢不断 の
相互作用 で あ り ､ ｢与 え る側+ と｢与 えられ る側+の 関係で は なく ､ 双方 が｢積極的 に世界と
関わ る主体+と して 対等な 関係 を維持 して い く 事 で ある+ とい う【久保 田 19 99:2 51】｡ 後述
する ように ､ プ ロ セ ス を通 じた学び を主張する 立 場か ら ､ 筆者は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を通
じて開発 が生 み 出 され る と指摘する 久保 田 の 視点 に対 して ､ 共感を覚えて い る ｡ 但 し ､ ロ
ン グが扱うイ ン タ ー フ ェ イ ス の 概念 は ､両者 の 関係 の ｢対等性+ を指向する も の で はな い ｡
む しろ ､ 1 つ の 物事や相互 の 関係が アク タ ー 間 で様々 に解釈 され ､ 相互 の 款解や ､ 更な る
断絶を招く ような状況 をも浮 き彫 りにする も の と して 説 明され て い る 0
本論文 で は ､ ロ ン グ の 解釈 を踏ま えた上で ､ 各アク タ ー が｢境界+を脅か され なが らも
い か に ｢よりよ い 選択+ を探 して い る か ､ ま たそ こ で ア ク タ ー の 価値観に生 じ る変化 ､ 更
に そ の 変化 が次 な る選 択 に及 ぼす影響と い っ たプ ロ セ ス を分析す るた め の 基本 概念と して
イ ン タ ー フ ェ イ ス を用 い て い く こ とにす る｡
第 3 節 相互学習 の プ ロ セ ス
第 1 項 価値の 断絶か ら学びあ い へ
ロ ン グは ｢例えば地域開発 の 文 脈で 言 うイ ン タ
ー フ ェ イ ス の 状況 とは ､ ある特 定 の 開発
政策が ( 変化 を伴 い つ つ) 実施 され る道程+ 【Long 1992‥ 2 1 4】にみられ る と述
べ て い る o
そ して メ キ シ コ の 事例 か ら ､ 農民 ､ 普及員 ､ 行政機 関と い っ た異な る属性 を肴する ア ク タ
ー が お 互 い を｢理解+ (曲解や誤 解含む) し ､ そ れ 以前の価値規範やも の の 見方 に修正 が加
ぇられ ､ 特定 の ア ク タ
ー 間で溝 が深 ま っ たり ､ 更 なる 関わり合 い が生 じて い く様 を紹介し
て い る ｡ ロ ン グの 事例 の 場合 ､ イ ン タ
ー フ ェ イ ス 概念 の 導入 により ､ 現在の 開発 にお い て
い か に 関係者間で 価値 の 断絶が生 じて い る か を 明らか にすると い う批 判的考察 に力 点が 置
か れて い る ｡ 相互 に異 なる解釈を して い る こ と に気 付 か ない まま進行す る ため に ､ 事業が
結果 的 に うまく い か な か っ た り事 業対象者 の 不信感 を強めたりする と い う指摘で ある o
い わ ば ロ ン グの 視点 は ､ そ こ に 生 じて い る｢断絶と して の イ ン タ
ー フ ェ イ ス 状況+をい か
に 厳密 に ､そ して 詳 細に 明示 する か に 主眼が置 かれ て い る o これ は後節で詳 述する
ように ､
離れ た立場 か ら ｢開発 と い う現象を明らか にす る事+ 自体を目的化で き る
｢研究者の 立場+
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で ある ｡ こ れ に対 し本論文 で は ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス に象徴され る ア ク タ ー 間の 相互 誤解や
価値観が断絶 して い る 状況 の 発見を ｢起 点+ と して ､ どの ように人 々 の 相互 作用 を通 じて
状況 が変化 して い く か ､ そ の 検討の 糸 口 を見 つ ける事が重要で ある｡ そ して ､ 上記の よう
な｢価値 の 断絶や誤解+が引き起 こ して い る問題 を解決 して い く ために は開発支援を どの よ
うに捉 え ､ ど の よ うな初期状況を設 定し ､ ど の よ うなプ ロ セ ス を辿る 必要が あ るの か と い
っ た 実践改善 - の 還元 の 可能性 を検討する こ と まで を目指 して い る ｡ 次章の 事例で は こ の
ような立場 か ら ､ 各ア ク タ ー が既存 の 文化 ､ 社会的価値や所 属組織の 政治的立場 等に立脚
しなが ら ､ 個別 の 生暗経験に基 づ い てイ ン タラ ク シ ョ ン を行 っ て いく 経験的 な学習 の プ ロ
セ ス と して ､ 事 業経緯 を考察 し て い る ｡
バ ー ガ ー & ル ッ ク マ ン に よれ ば ､ ま っ たく異 な っ た社会的世 界か らや っ てき た 二 人の 人
間が相 互 関係 を持 ち始 め る場合 ､ 両者がそ の 時点まで に歴 史的 な経験 の 蓄積と反復 を通 じ
て習慣化 ､ 制度化 して き た秩 序ある 社会､ 自己 ､ 他者の ありよ うに従 っ て 相手 と出会う[バ
ー ガ ー & ル ッ ク マ ン 2 00 0: 96･ 10】｡ そ して 相互 関係の 反復を通 じて ､ 相互 の 行動を類型
化 し ､ 共有 の｢知識+を得 る ｡ こ の 出会 い が ､ 日 常的な生活 に おける｢常識 的 な+範噴の 場合 ､
人 は ､ ｢既存の 有意+ に従 っ て 解釈 ､ 包摂 ､ 経験知 の 維持 ･ 強化 を行う ｡ しか しこれ が｢現
実定義の 競合+を生む場合 ､ つ まりそ れ以 前まで に｢正 当化+されて きた知識 を崩優 させ る ほ
どの ｢危機的状況+を招 く も の で あ っ た場合は ､ そ れ を｢無効化+･して 断絶に至 る ｡ ある い は ､
｢既存の 有意+ に対 する 帯解釈 が 生 じ る ｡ 人 はそ の ように｢現 実をた えず創造 し つ づ けて+い
る と い う い - ガ - & ル ッ ク マ ン 2000:1 7
･ 1 96】｡ こ れ を開発支援の 文脈 に置き換えて みよ
う ｡ 対象と な る人 々 や コ ミ ュ ニ テ ィ が支援と｢出会う+こ と に よ っ て ､ 生活 が人々 自身にと
っ て よ
.
り よ い も の とな っ て い く こ と を ､ 外部 支援者は期待 して い るo そ れ は い わば ､ 期待
され る変化 と して ､ 新た な価値 を｢包摂+ して 行 動を起 こ したり ､ 経験知 を強化する こ とで
自己 エ ン パ ワ ー メ ン トが 進 ん だ りす る こ とを目指 して い る の だと い え よう o しか し ､ 実際
に 生 じて い る 問題 は どうだ ろ う｡ 例えば外部者 の 見当 はずれ の 問題設 定や ｢生活世界の 読
み 違え+ に よ っ て ､ 導入 され た開発事業が人 々 の ｢現実定義+に相矛盾する よう な危機的状
況 を生 じさせ ､ 結果的 に 人 びと に よ っ て ｢無効化+ されて はい ない だ ろ うか o あ る い は逆
に ､ 科学技術や資金や 政治的権威 に よ っ て圧倒的 な力 で人 びとの
｢生活世 界+を全く無視 し
たイ ン フ ラ事 業や技術革新や ｢住民組 織+ メカ ニ ズ ム を強制 して は い ない だろ うか o
当事者 に と っ てよ り よ い 方向に 向か っ て ､ 人 び との｢存在す る知識+に
｢修 正や 変化が加
ぇられ る+事 を期待す る もの と して 開発支援を捉 える とすれば ､現場 で 生 じて
い る上記 の 諸
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問題時､ 双 方 に と っ て 不幸と しか言 い よ うが ない o ｢学び あい の 起点+と して の イ ン タ ー フ
ェ イ ス 状況 と い う捉 え方 は ､ 上 記 の よう な諸問題 を引き起 こ して い る原 因 を意識化 し ､ 間
額化 して 対処 して い く た め の 第 一 歩で あ る o
但 し筆者 は ､ ロ ン グが指摘する ような｢断絶 と して の イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況+が ､ 開発
プ ロ セ ス に お ける相互 作用 を通 じて容易 に｢相互 の 学び+とな っ て い く と捉 えて い る わ けで
は な い ｡ 次章以 降の 事例 で 考察する ように ､ 日常的に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を取れ る物理 的
距 離に い た と して も ､ 双 方が 一 方的な理解の ま ま ､ つ ま り｢断絶と して の イ ン タ ー フ ェ イ ス
状況+の まま の こ とも あり え る ｡ また ､ 例 えば外 国か らき た外部支援者と村落居住者 の よう
に
.
､ 生活経験も現状も今後 - の 期待 も帝離 し､ L かも支援 - 被支援と い う権威関係 を前提
に 出会 っ た場 合 ､ ｢お 互 い 学び あ える+と い う外部者側 の 過信が新た な問題 を引き 起 こす だ
ろ うと危慎 され る ｡ 筆者 は開発 支援 にお け る｢参加+議論 が現場 で引き起 こす矛盾 を超 える
ため に ､ ア ク タ ー ア プ ロ ー チ に よ っ て ｢第 一 人称+の 固定化 を防ぎたい と述 べ た ｡ しか しこ
ある村落開発 の 主役 は 当然なが らそ こ で 生きて い く 人々 なの だ ､ とい う大 前提 を改 めて こ
こ で 強 調 して おき た い ｡ こ の 点 で ､ 価値 の 断絶が ｢双方 の 対等 な責任で 生 じて い る+ と誤
解 して は な らな い o こ れ を ､ 支援 - 被支援とい う特殊 な授受関係 を前提 と して実 践 した琴
合 ､ 例 え ば先端 技術を習得 した 専門摩が ､ 村落社会 に対す る自 らの 理解不足 を棚 に上げ ､
単に 限定的 で 形式的 な｢専 門技術+に 対す る住民 の ｢出会 い+の 無さ_を ､ ｢無 学+｢無知+と して
非難す る態度 - とつ なが っ て い き かね な い ｡ ア クタ ー は 多様で あるが ､ 主役 は 外部者 で は
な い . 特 に｢出会い+の 初期j那皆にお い て ､ 学ぶ べ き は圧 倒的 に外部者の 方で ある o 前 章で
紹介 した フ リ ー ド マ ン の ｢開発 を社会的学習過 程と して 捉 え る事 が必 要だ+ と い う提 案で
も ､ あく まで も ｢中心 的役割 を演ず る の は 地域+ で あり ｢外部の エ･
- ジ ェ ン トiま触媒や仲
介者+ な ど補完的 な役割で ある と主張 して い る[フ リ ー ド マ ン 19 6:2 02
･ 2 4 3]o
第 2 項 r知+の創造と エ ンパ ワ ー メ ン ト
こ れ らを念頭に お い て注 意深 い 姿勢を確保 し た上で ､ ア ク タ
ー 間 の 経験的 な学び の プ
ロ セ ス に つ い て もう少 し詳 しく 見て み よ う｡ キ
ー トン によれ ば経験的学習と 臥 成人教育
実践 の 分野
▲
で ｢情報 ､ ア イデア を得て い く プ ロ セ ス で あり ､ (1)具体 的 ､ 個人 的 ､ 知覚的 ､
感情的 な経験 を通 して ､ ある い は(2) 何か を読 ん だり議論 したり ､ 抽象的 な公 式や 量的分析
等 を通 じた ､ より抽象的 ､ 知的 ､ 論理的 で
一 般的 な意味と い っ た双方 を通 じて 行 われ る+
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と い う 拡e e七o n 1994:95】｡ 本論文 で は ､ 経験 的学習 を ｢個人 が ､ 自分に と っ て最も意味を
成す情報 ､ ア イデア を得て い く プ ロ セ ス+ を示 す概念と して 用 い る ｡ つ ま り ､ こ こ で い う
学習プ ロ セ ス は ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス にお け るア クタ ー 間の イ ン タ ラク シ ョ ン で ､ ア クタ ー
が そ れま で の 経験を基 鑑 と した 考えや価値や 知識 に加 筆修正 を加 える プ ロ セ ス の 事 で あり ､
普遍 的 ､ 絶対的な｢正 しさ+に つ い て の ｢学び+､ あ る い 枚挙悪 に つ い て狭 義の 道徳的学び を
意味す る も の で は な い ｡
久保 田 は ､ 構 成主義 の 教育理 論 と して ､ ｢学習 とは ､ 人 が そ の 心 の 中で 世界を作り 出す
過 程に他な ら+ な い と し ､ 学習者自身 が ｢状況 に 依存 して い る知識 を構 築 して いく 過程+
は 他者と の｢相互 作用 を通 じて+お こ なわれ ると一指摘 して い る[久保 田 2000:27･ 31]. 本論文
で 頻繁に 援用 して きた ロ ン グの 理論 で も こ れ ら構成主義的議論 は援用 され てお り ､｢相互 作
用 を通 じて 知 が構築され る+と い う考え方は ､ ｢知 は ア クタ ー の 相 互 作用 を通 じて 生成され
る+と い う捉 え方 に 通 じ る ｡
｢知 を巡 る相互 作用+を実践 的 に理論化 した例と して ､ 経営学の ナ レ ッ ジ ･ マ ネ ジメ ン ト
が あ る ｡ 野中らは ､ ｢イ ノ ベ ー シ ョ ン を促進する の は 知識創造 だ+ と ､ 企業経営に お い て 生
み出 され る ｢知識+ の 重 要性 を示 し ､ ｢知識 の 共有 ･ 移転､ 括用 の プ ロ セ ス か ら生み 出され
る価値を最大 限に発揮 させ る た めの 環境の 整備 とリ ー ダ ー シ ッ プ+を目指すナ レ ッ ジ ･ マ ネ
ジ メ ン トを提唱 し て い る【野中 19 9:99･ 1 2 5]｡ 更 に 野中 らは ､ 個人 を ベ ー ス とする暗黙知
が ､ 他者と共有され ､ それ が 形式化 され る と同時 に 内面化 され て いくプ ロ セ ス を｢組織的知
識 創造 の ス パ イ ラ ル+と して 図示 して い る o こ の プ ロ セ ス は ､ ｢共 同化(s o c1
'
a 1
'
z at1
'
o n)､ 表
出化(e xte m al1
'
z atloD)､ 連結化(c o mb1
'
B atlo n), 内面化(1
'
n te m al1
'
zado n)+ と い う 4 つ の 知
識変換 モ ー ドの 繰 り返 しで あり ､ そ れぞ れ の 頭文字 をと っ て S E CIプ ロ セ ス と呼 ばれて い
る ｡ S E CIプ ロ セ ス とは ､ ｢個人 ⇔ 集団 ⇔ 組織+と ｢暗黙知 ⇔ 形式 知+ と い う 2 つ の 次元 に
つ い て の 知 の 転換 を意 味 して い る【野 中 199:104
･ 12 5; 2001:92･ 109】｡ 野 中は ､ こ の プ ロ
セ ス を促 進 する 必要 要件と して ､ ｢組織の 意図 ､ 個人 と グル ー プの 自律性(auto n o my)､ ゆ
ら ぎ ･ 創 造 的 カ オ ス ､ 情報 の 冗 長 性 ､ 最 小 有 効多様性+ の 五 点 を 挙 げ て い る[野 中
2001:10 9･ 124】｡
主役 で ある村落住民 に と っ て よ りよ い 開発 プ ロ セ ス を い か に｢支援+でき る か ､ ｢支援介
入 の 意味は な に か+と い う本論文 の 課題 に と っ て ､ ｢他者との 知識 の 共 有化､ 内面 化 を通 じ
て 新た な知 の 生 み 出 し を図 る+とい う発想で 提示 され た S E CIプ ロ セ ス は興味深 い ｡
但 し ､ S ECI プ ロ セ ス と 開発 支援の 大き な前提 の 違い に つ い て 注意喚起 しておく ｡ ナ レ
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ッ ジマ ネ ジ メ ン トは企 業経営 の 成功 に 向けて ､ 日本 を中心 とす る様 々 な民間企 業に お け る
具体的な取 り組 み の 事 例考察か ら主張 され た もの で ､ 最終目的 は｢企 莱+と して の 利潤向上
を目指 して い る ｡ そ の 点 で 目的 が明確で ､ 第 一 の 要件で あ る ｢意図+ は当然｢企 業組織と し
て の 成功 に 向 けた 強 い 意図+と い う こ とに なる ｡ 他方で 村落開発支援 の 場合 ､最終目的 を｢村
落部 に生 き る 人た ち の エ ン パ ワ ー メ ン ト+ と暫定的に設 定 した と しても ､ そ の 内容は歴 史 ･
社会 ･ 文化的 な独自性 の も とで 様々 で あ る ｡ また ､ 知 の 創造 プ ロ セ ス にお い て はイ国人 の 多
様性 を最大 限 に生 か す事を目指 し つ つ も ､ 最終的 に は｢企業論理+が優先する経営理論 に 対
し ､ 村落開発 の ア クタ ー 達 は あく まで も多様なま ま ､ それ ぞれ が主役 と して あ り続ける ｡
それ で も こ こ で 野中 の 論 を援用す る 理 由 は ､ そ れ が｢新たな知の 創造+と い う点 か ら開
発 支援｢介入+の 意味を検討す る 上で 重要 なポイ ン トを示 すと考える か らで あ る ｡ 例 えば第
三 の 要件で あ る ｢ゆ らぎと創造 的 なカ オ ス+ に端 的 に現れ て い る｡･野中は ､ ｢パ タ ー ン を最
初に 予測す る事が 困難 な不 可逆 的秩序と して+ ｢外部環境との 相互 作用 を刺激す る ゆらぎJ
に よ っ て ､ ア ク タ ー が ｢『断続的 に』既存の 前提 に疑問を持 っ て 考 え直す プ ロ セ ス+ が 生ま
れ ､ ｢ノ イ ズ か ら の 秩 序 の 創 造+ と して の 知 識 創造 が促 進 され る と い う【野 中 2001:
11 61 1 19】o また ､ 第四 の 要件で は ､ 一 見 ､ 高い 効率性 を求 め る企業理念 に反する ような ｢冗
長 性+ を挙 げて い る ｡ ｢当面必要 の 無い 情報 を重複共 有す る+ ことで ､ ｢暗黙知 の 共有が促
進 され ､ 他 の メ ン バ ー が言 語化 しようと努力 して い る事 を互 い に感 じ取 る事 が 出来+､ また
｢個夕 人 は 組織に お ける 自分の 位置 を知 る事が 出来る+ と い う,o S耳CI の 発想 の 場合は基
本的 に 同 一 組 織内の 集団 と個人 を想定 して い る ため ､ い ずれ も｢組織に お ける+とい う こ と
が 前提 とな る が ､ こ れ は ､ 複数 の 組織や集団 が複雑 に絡 み 合う相互 行革に も適用 で き る の
で は な い だ ろ うか ｡ 筆者 はイ ン タ ー フ ェ イ ス の 概念 を用 いて､ 開発支援事 業に お け るア ク
タ ー 間 の 価値 の 断絶 が ､ 現場 に お い て 様 々 な 問題 を生 じさせ て き た事 を指摘 した ｡ 上記
s E CI プロ セ ス を促 進す る 5 要件は ､ い ずれ もば らばら の 個人 が知識 を共有 し ､ そ れ を自
らの 力 と して 内面化 して 更に 新た なオ リ ジ ナリテ ィ を生 み出 して いく た め の 要 素 と して 捉
えられ る ｡ そ して 上記 で 取 り上 げた 2 点 は そ の 中で も ､ 現在 の 開発支援が事 業と して成立
する た めに 削 ぎ落と して きた部 分で は ない だろう か ｡ 野中は ､ 上記 の よ うなプ ロ セ ス を生
み 出すた め に は｢相互 に作用 しあう『場』が 必要 だ+と指摘 して い る[野中 2001‥12 6
･ 127】｡
こ れ を開発支援の 文脈 に つ い て い うならば ､ ｢不 可逆的 な秩序+をあたえ る｢ゆ らぎ+とは ､
｢介入+を通 じて提 供され る ､ 一 見何 の ｢目に 見 え る成果+も生み出 さな い よう に見 える ア ク
タ ー 間 の 藩論 や協働や 交流の 機 会で は な い だ ろう か ｡ そ して｢創造 的なカ オ ス+状態 を通 じ
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て ､ 相互 に つI､て の 理 解が 獲得され ､ ア ク タ ー 間の 秩序を生み出 して い くの で は な い だ ろ
うか o 筆者が後に 主 張す る ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 状堺の 常識 に よ る断絶的関係 の 発展 的 な転
換と い う 考え方 は ､ こ こ で 表現 され て い る プ ロ セ ス に よ っ て 部分的 に具体イヒされ て い る ｡
また ､ 税金 を用 い た O D A事業で は ､ 事業に意図 的に 余分な部分を組み 込む とい う発想
はな か な か と り にく い で あろ う ｡ ｢冗長性+ は､ 民間企業で なくともな か なか受 け入れ難 い
発想 か も しれ な い ｡ 実際に ､ 物理的 に 距離の あ るア ク タ ー を 一 同に集 める機会 や ､ 全 て の
主要 ア ク タ ー に ､ 一 部 の ア ク タ ー に はそ れ ほ ど重要 と思われない プ ロ ジ ェ ク トの 情報 を共
有で き る よう努め る の は コ ス トもか か る し困難で あろ う ｡ しか しそ れ が ､ 相互 に作用 し あ
う ア ク タ ー 間 の 結 び つ き を実感 させ る 一 助とな る の で あれば ､｢ニ ー ズ の 読み違 え+や ､ ｢単
純なプ レ ゼ ン ト事業に 対す る 一 方的 な甘 え+ と い っ た ､ 開発支援の 現場 で頻発 する 問題 を
解決 して い く重 要 な鍵 とな る の で は な い だ ろうか ｡
無論 ､ 既 述 の とお り ､ 利益 を生 み 出す事を最終 目的 とす る企業論理 と開発 支援で は 文
脈が 大 きく異な る ｡ しか し ､ 知 の 創造 に お ける相 互 作用 性 を社会実践 - と 具体化す る方向
性 の 一 致は興 味深 い ｡ 村落開発支援 ､ 特 に政府 開発援助.(O D A) で は ､ 国民
- の 説 明責任
等 の 点 か ら ､ ｢目 に 見 えな い もの ごと+を事業化 し難い 傾向に あ っ た｡ ｢参加+を通 じた エ ン
パ ワ ー メ ン トが提 唱 されて 以降で も ､ そ の ｢成果+は ､ 生 じた出来事や達成 され た技術 ､ 物
理 的な変化な ど､ 可能 な 限 り｢目 に 見 える形+で 測定する こ とが求め られて き た o そ の 一 つ
の 理 由 が ､ 税 金 を用 い た事業と して の ､ 納税者 に対する説 明責任だ っ た ｡ しか し ､ ｢目に 見
え る形 で+成果 を出すた め に ､ 目に み え る物事 に 固執す る の で は本 末転倒で ある 0 ｢参加+
や エ ン パ ワ ー メ ン トと い っ た ､ プ ロ セ ス 重視の 支援の 場合 ､ 最終的 に何 が 生 じてV.
､る か だ
けで は なく ､ そ の 過程 を ど の ように 実践 して い っ たの かを測 っ て.
いく 手立 て が 必 要 とな る｡
上記 ナ レ ッ ジ ･ マ ネジ メ ン ト の 場合 ､ ｢知+は製品 に結び つ き ､ ひ い て は 利益 を生み 出す
わ けで ､ こ の 点に お い て ､ 村落開発 支援とは最 終 目的 が全く 異なる ｡ 但 し ､ 本論文で 援用
した い 野 中 の 議論 の ポイ ン トは ､ 生み 出され る知そ の もの で は なく ､ そ の ｢創造+過程 をい
か に 具体的 に 生み出す か に つ い て で ある o 例 えば野中は ､ ｢知+を生み 出す馨 の ダイ ナ ミ ク
ス や ､ リ ー ダ ー シ ッ プ を説 明 して い る[野中 1999:202
･210】｡ そ こ で 求め られ るリ ー ダ ー シ
ッ プ は ナ レ ッ ジ ･ プ ロ デ ュ ー サ ー と呼 ばれ ､ ｢知識創造 ･ 共有に参画す る人 び ととの 間 に ビ
ジ ョ ン を共有 し ､ 知識 の 創造 と活用に ふ さ わ し い 場 を常に生 み 出 し ､ 育て ､ 場 を活性化す
る+ と され る【野中 1999:20 5･ 207]｡ ま た ､ ｢場 の 本質で あ る共有された文 脈 を読み取り ､
リ ア ル タイ ム に働き か け て+ い ける と い う意味で ｢即興性 の パ タ ー ン を知 っ て い る事+ も
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指摘され て い る【野 中 19 9:208- 20 9]o しか しなが ら開発支援の プ ロ セ ス で ､ ア ク タ ー 間の
｢ ビジ ョ ン の 典有+が 評 価対 象と され てき たで あろうか ｡｢リ ア ル タイ ム に働きか けられ る即
興性 の パ タ ー ン を知 っ て い る事+､ つ まり特定 の 文脈を読み解く 力 の 重要性 を認 識 して きた
で あ ろうか ｡ 開発支援の 現場で は定量的な測定可能性 ､ 可視性が依然と して 事業成立 ､ あ
る い は事 業管理 ､ 評 価の た め に必 要 とされ て い る o しか しそ の 一 方 で ､ 利益 を生み 出すと
い う切 実な自 己 目標 に よ っ て 成立 して い る企業で は ､ すで に｢場+や｢知 の 創造過程+に 注目
し ､ コ ス トをか けよ う と して い る の だ｡ 筆者 は ､ ｢開発は ア クタ ー の 相互作用 に よ っ て 生み
出されて い く+と い う立 場 か ら､ これ ら ｢ビジ ョ ン が共有され る場+ の 設定や ､ そ の 時 /q の
リ ア リテ ィ を読み取 っ て対 応 で き る ア ク タ ー の 有無を検討､ 評価でき る よう な支援事 業デ
ザイ ン を模索 して い る ｡
多様 な生活 世 界 に 生き る 人 び と の エ ン パ ワ ー メ ン トを目 指す 村落 開発 支援に お い て ､
｢弱者+ の エ ン パ ワ ー メ ン トが+ 経済的 な強化や 技術向上だ けで成り立 たず ､ より特定の
社会的文脈 に位置付けて い く 必 要 が ある事 は前 章第四節で議論 したとお り で ある ｡ こ の 考
えを更 に 進 めれ ば ､ 現 在｢結果+と呼 ばれ て い るも甲は ､ 最初に設 定 した り 見えたりす るも
の で は なく ､ そ れ こそ｢結果俄 に+ある 時点で 現れ てく る状態 で あ る ｡ 人 は ､ 瞬間 を生き て
い る が ､ 餅 間 の ため に 生卓て い る の で は な い ｡ エ ン パ ワ ー メ ン トを目指す村落開発支援 に
お い て ､ ｢結果 が み え ない+ とい っ た発言は余 り意 味が 無 い ｡ そ の ｢結果+設 定が ､ 大抵 の 場
合 ､, 外 部支援者が納得する た
め の も の にすぎな い か らで ある9 ｢参加+議論 を通 じて ､ プ ロ
セ ス 重視と い う考え方 が あ る程度 一 般化 して きた o また ､ われ われが漠然と求 めて きた
一
方 向的 な開発 目標 と し て の 西 洋近 代化 は ､ 序 章で 述 べ たとお り ､ その 普遍化 に歯 止 め をか
け ､ ｢特殊化+する こ とが 求 め られて い る ｡ も しそ うで ある な らば今 ､ 求 め られて い る の は
更 に大 胆 な視点 の 転換で は ない だ ろ うか ｡ つ ま り厳密 に言 えば ､ エ ン パ ワ ー メ ン トの ｢答え+
は な い ｡ 少 なく とも外 部支援者 が 関わ っ て い る 限定期間 中に｢測定可能 なか たち+で は表 現
で き な い o そ して そ れ は ､ 主役 で あ る人 々 に と っ て は大 した 問題 で は な い . そ うで あれ ば
われ われ の 方 が思 い 切 っ て 視点 を転換 して みれ ばよ い ｡ ｢プ ロ セ ス で 何 を した の か+｡ そ こ
で は ､ こ れま で に議論 して きた よう に ､ む しろ 外部者側 に 求 め られ る積極 的な学び の 姿勢
や ､ ア ク タ ー 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況 の 意識 化 ､ 価値 の 断絶を解消 して｢共 有の 知+を生
み 出 して い く ため の 様々 な｢場+の 設 定､ 目指す方 向性 に つ い て の 語り等 の ひ と つ ひ と つ が ､
｢評価項 目+とな り え よう｡
イ ン タ ー フ ェ イ ス を起 点 とする相互 の 学び とは ､ こ れま で の 開発 支援が 求 めて き た｢答
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え+重視 の あり方 に 疑問 を呈 し ､そ の プ ロ セ ス の 存在意義を検討 して い く必 要性を主張する
もゐで あ る ｡ 中村は ､ ｢自 立 とは け っ して 実現す る事は ない が ､ 人 々 が目標に近づ こ うとす
る努力 の 過程 で ある ｡ だか ら ､ 自立 にと っ て 大切 なの は ､ 達成そ の も の で は なく その 過 程
で あり ､ そ の 方 向性 で あ る+ と 主張 して い る【中村 2002:2 16･220】｡ 中村は 自立 の 方 向性 を
｢す べ て 自分で 決 めて ､ 自分 で 実行 した い+ 自 己 完碍的 な方 向性 と ､ ｢相互依存関係 こ そ ヒ
トを人 間た ら しめ て い る基本だ+ とする相互 依存型 自立 の 二 つ に分 けて 示 し ､ 前者の 追求
は 人 の 孤 立化 に他な らな い と指摘す る【中村 2 00 2:218- 2 20】｡ 先ほ どま で の 議論と こ の 考 え
方に基 づ けば ､前章で 紹介 した社会的 エ ン パ ワ ー メ ン トとは ､様々 な相互 依存関係 の 中で ､
自 らの 生活 世界を自分な り に よ り よく して い く た め に知 を創 造 し ､ そ れ を他者 と共有､ 且
つ 修正 し つ つ 自らや周 囲 に 変化 を起 こ して い く こ と ､ とい え るの で は な い だ ろうか ｡ そ し
て そ の よう な エ ン パ ワ ー メ ン ト は基本 的に 主体 的 な動態 で あ るが ゆえ､ そ れ を｢支援す る+
側 が 出来 る事は ､ ｢場+の 多様性 を確保 したり ､ 倍額の 置 ける共有｢知+を増や した りす る機
会 を提供 す る こ ととな る だ ろ う ｡ ｢現金収入 が増えた+ ｢女性が会議 に参加 して発 言で き る
ようを土な っ た+ とい っ た指標 の 当事者に と っ て の 意 味は ､ ･文脈 に よ っ て 一 様 で は ない o 村
落 開発 支援に 関わ る と い う こ と は ､ 個別 の 文脈 の 中で ､ 自 らも ア ク タ ー と して ､ 人 々 が 自
己 を エ ン パ ワ ー して い く プ ロ セ ス に 介入する と い う こ とで ある ｡ プ ロ セ ス を生 み 出すア ク
タ ー 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況 を明 らか にす る こ と は ､ そ の 後の 相 互作用 と い う エ ン パ ワ
ー メ ン トに と っ て 重要 な側 面 を検討 して い く上 で 必 須で ある と い えよ うo
第 3 項 ｢開 発 フ ィ ー ル ド+ の 設定
筆者は 前章で ､ 外発 一 内発 とい っ た固定 的 な図式 で は語 り得な い 可変的 な個別 性 を有す
る村落 社会 の ｢ミ ュ ー タ ン トと して の 地域固有性+ を定義づ け､ 実践及 び 開発論 にお ける
外発 ･ 内発 の 二 元 論的 な発 想 を越 えて い く こ と を主張 した｡ バ リ の 事例 で 紹介 したよ う に ､
村落社会 の 動態 を捉 え ようと した場合の 調 査対象領域は ､ 県行政や 国家政 策な ど ､ 村落社
会 と直接 ･ 間接的 に相 互影 響を与 える複数 の ｢場+ へ と広 がり を見せ る事 に な ろ う｡ 村落開
発 の 主役は 当然なが ら当該社会 に生きる 人 々 で あるが ､ 村落 開発｢支揺+には ､ 更 に ドナ
ー
や 市場 まで を含む多様 なア クタ ー が関係 して い る ｡ 実際 に ､ 開発 支援の 重要 な意思決 定が ､
村落現 場 か ら遠く離れ た 二 国間 政府 の 会議の 場や ､ 更に は ドナ
ー 側の 支援 ス キ ー ム に基 づ
い て 行 われ る こ と は め ず ら しい こ とで は な い ｡
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こ れ まで に論 じて き たよ うに ､ 本論文で は ､ 開発 支援 を巡 る 主要な個人や集団 をア ク タ
ー と して 着目 し､ ア ク タ ー 間 の 相互 作用 プ ロ セ ス と して 事業を分析 して い く o そ の 分析 対
象領 域と して ､ ミ ク ロ な村落現 場か ら二 国間政府 の 政治 的 関係まで を含む｢由発 フ ィ ー ル
ド+を設 定 した い ｡ ｢開発 フ ィ ー ル ド+は ､ 支援事業を巡る多様なア クタ ー を含み ､ 開発現 象
が生 み 出され る様 々 な場 とそ こ で 生み 出 され る 開発プ ロ セ ス 全体が研 究対象とな る ような
範囲で あり ､ ア ク タ ー 間 の 相互 作用 の 総体で あ る ｡
あ る 特定の 地域社会を調査 フ ィ ー ル ドと して設 定 した場合 ､ 当該社会 の ｢内的 な+ 地域
文化 や社会的 特性は 示 され る ことだ ろう｡ しか しなが ら､ こ れまで に説明 して きた よう に ､
村落開発 支援 の 実 践は ､ ア ク タ ー 間の 相互 作用 と して 生み 出され る もの で あり ､｢ア ク タ ー +
は当該地域住民 の み で は ない ｡ 支援の プ ロ セ ス で ､ どの ようなイ ン タ ー フ ェ イ ス 状況が み
られ ､ ア ク タ ー 達 は どうや っ て それ を乗り越 えようと して い る の か ｡ ア ク タ ー の 相互 作用
の 総体と して｢開発 フ ィ ー ル ド+を設 定する こ と で ､ 村落社会 を中心 に据えなが らも ､ マ ク
ロ な世界 市場や国家開発政策ま で を射 程 に置く こ とが 可 能 と なり ､ 更 に は 支援.- 被支援や
外発 一 内発 と い っ た二 元論的な視点 の 固定化 を防ぐこ とが で き る の で は な い だ ろう か ｡
第 4 節 視 点の 転換の 先に
こ こ まで で議 論 して き た よ うに ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス の 状況 に対す る視 点 を養う こ と は ､
ヽ ヽ ヽ ヽ
｢住民が 開発 支援事業に お い て オ ー ナ ー シ ッ プ を持 っ て 主体的参加 を行う事+ が期待 され
る よう な現 状を批判的 に検討す る 上で 意義深 い o そ こ で は ､ ｢主体 的
■
+と みえる 姿勢が い か
な る 関係 の 中で 生まれ ､ 語 られ る よう に なる の か とい う問題 をア ク タ ー 間の 相互 作用プ ロ
セ ス か ら解 明す る こ と とな る ｡ 特に ､住民参加 が 主張され て やま ない 開発 支援の 現状で は ､
｢人 々 の 参加+と い う言葉で 隠蔽されて しまう｢参加+の 仕掛 け人 の 存在や ､ ｢参加+して い る
各人 の 思惑や 解釈 の 相違 など ､ ｢人 々+の 多様性 ､ ｢参加+に 至 る過程や｢参加+の 意 味の 複雑
さ に つ い て の 考察は 重要 で あろ う｡ ま た ､ 前節で 紹介 した中村 の 論に あ る よう に ､ 個人的 ､
集団的自立 を｢相互 依存 の 中で社会 的 に成り立 っ て い く多様 な自己実現の あ り か た+と定義
すれ ば ､ ｢支援 の枠組 み 内で の 人 々 の 完全な自発 的行為+ を目指すと い っ た ､ 理想 的｢参加+
を理 念化 して 開発 現場 に持 ち込む ような混乱 を防ぐこ と にも なろう ｡
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第 1 項 ロ ン グの 事例考察 に 見 るr研究者J の視点
ロ
■
ン グ の 主 張す る ア ク タ ー ア プ ロ ー チ ､ そ してイ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 へ の 着目 は ､ ｢開
発 支援の 枠組み に お ける住民 の 主体的参加 推進+とい う矛盾 か らの 離脱 を可能 に させ ､介入
プ ロ セ ス を検討す る基盤 を提 供 してく れた[Lo ng 1992;2001】｡ で は ､ こ の 視点 を得る 事 に
よ っ て ､ 支援介入 実践 に対 して い か な る貢献 が考えられ る だろうか ｡ ロ ン グは最近 の 著作
【2001]の 中で ､ こ れ ま で の 議論 を まと め ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 を通 じて 得られ る具 体的
な考察成果 に つ い て ､ メ キ シ コ の 開発事例 を用 い て 幾 つ か の ポイ ン ト を示 して い る ｡
最初の 事例 で は ､ 水 管理 に か か る様々 な関係 者が ､ お互 い の 利害に 基づ い て｢公 的+｢私
的+な結び つ き の 機会 を使 い 分けて い る状況 を描き 出 したo 結束的 に ､ 表面 的 に管理側 が 把
握で き る 水管理 に つ い て の 情報 は ､ 現場 の 実態 と は ほぼ常に合 致して い な い と い う事実 を
指摘 して い る ｡ 現場 に 最も近 い 水門開閉担当者は ､ 働き始 め る と同時 に先輩か ら ｢い か に
'
農民や エ ン ジ ニ ア と付き合う か (対処 す るか) に つ い て の ア ドバイ ス を受 け､ 自分た ちの
メ ン バ ー の 誰 か が汚職 ( 実態 と報告 との 敵麿､ 賄賂 の 授受等) に つ い て 非難 され た時 に ､
彼ら同 士｢団結す る+必要性 に つ い て 学ぷ+ と い う[Lo ng2 0 1:78]｡
次 の 事 例 で は ､ 養蜂を通 じた副業生産 に よ っ て 経済的 に 貢献で き る｢小企 業家+に 育 っ
て い く事 が期 待 された女性 グル ー プ の メ ン バ ー が ､ そ れぞれ異な る家庭 の 事情や村落 内で
の 立場.､ 経済的 な状況 に 従 っ て ､ 支援す る側 の 意 図と は異 なる 日周 をも っ て 養蜂に参加 し
て い る と い う事例 を紹 介 して い る ｡ 養蜂グル ー プ の 女性 たち柱 ､自分たち の 既存の 役割 と ､
支援の 機 会に よ っ て新た に 提 示 された ｢女性企業家+ 像 の 間で ､･自分自身の それ まで の 経
験 ､ 価値や利害に 基づ い て 再解釈 を常に行 っ て い ると い う[Lo ng2 01:7 9
･ 80]｡
第 三 の 事 例 で は ､ ト ッ プ ダウ ン型 の トウモ ロ コ シ 増産改発と い う枠組み の 中で 働く 現
場 の 普及員が ､ 農民 の ニ ー ズ と政策との 断絶を 埋 め る べ く双 方に働き か け る ｡ しか し､ 普
及員自身 と農民 との 生活世界 の ズ レが埋 められず ､ ま た ､ 上位の 行政官と の 交渉の 機 会 の
設 定等 を ス ム - ズ に と り お こ なえず､ 結果的 に組織の 中で よ り権威あ る上官 に よ っ て職場
を異 動 さ せ られ て しま う｡ 彼 の 働き か けに よ っ て 農民 に喚起 された｢期待+とそ の 失敗と い
う ｢新た な経験+ を通 じて ､ 農 民に と っ て ､ 行 政官と の 間の 境界は更 に 高く な っ て しま っ
た と い う 指摘で ある【Lo ng200 1
'
･81･83].
tL
こ れ ら の 指摘は い ずれ も ､ 固定化 され た政策文書や｢公 的+な機会にお け る発 言 の み か
らは わ か り えな い 関係者間 の 価値観 の 断絶を示 して い る o こ れ らの 指摘を通 じて われわれ
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は ､ 外部者が機会を設 定 して 行 っ て きた ｢公 的 な+ ｢参加 型事業 ･ 評価+の 意 味に つ い て 再
検討する 必要性 を実感する 事 に なろう｡ 支援の 枠内で参加や エ ン パ ワ ー メ ン トを実践す る
場合､ ｢たと え外 部者か らの コ ミ ッ トメ ン トが い か に良い 意 図 を持 っ て い たと して も ､ 『力
強い 外部者』 が 『力 の 弱 い 当事者』 を支援す る と い う構 図が 常に こ っ そ りと持 ち込まれ る
こ と に な る+ 【Lo ng 200 1:8 9]と ロ ン グほ指摘する o 筆者が 最初に述 べ たとお り ､ 開発支援
の 枠組 み は こ の 構 図 を前提 と して い る ｡ そ して そうで ある限り ､ 紅画 された精勤 内容や住
民 の ｢参加+の あり よ う ､ われ われ 自身の 行為や発 言で すら､ こ の 両者の 関係性 を前提 に ､
異な る意味を付加 され ､ 再解釈され て い く の で あ る ｡
イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析の 重要 性 を認識 し ､ そ れ を行う過程 にお い て ､ 調査 者や 実務家
は ｢社会的 な関 心 ､ 文化 的解釈 ､ 知識や力 な どの 不 一 致が ､ ア ク タ ー 間 の 対立や 結び つ き
の 重要 ポイ ン トに お い て い か に 中和 され ､ 評価 され たり変容 して いく か を明らか にす る重
要性 を よ り敏感に感 じ る こ とで あろう+【Lo ng 2001:89]と ロ ン グは述 べ て い るo そ し で ､
イ ン タ ー フ ェ イ ス 概念 を持 ち込む こ とで ､ ｢社会的断絶 ､矛 盾や文化的差異 が起 こ っ て い る
状況 を同定す る発見 的な装置 を提供 で き る で あろ う+･[Lo ng2 0 1:89] と主 張 して い る ｡
筆者 は既 に述 べ た よう に ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 概念 を持 ち込 む こ と に よ っ て ､ 昨今 の ｢参
加 型 開発+ 議 論 に 対 して 重要 な示唆を与 えられ るで あろう と考 えて い る ｡ しか し ､ ロ ン グ
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
の 主 張は ､ 調 査者 ､ 実務家に対 する発想法 の 転換と､ 生 じて い る事例 を事後的 に分析 す る
視点 を養 っ て くれ るも の の ､ 新 たに現 地 - 向か っ たとき の 活動指針 を明確 に示 してく れ る
わ けで は な い o ア クタ ー ア プ ロ
ー チ に つ い 七認識 .を深 め る事 の 重要性 は ､ い わば視点や発
想 法 の 転換 に あり ､ 例 えば こ れ か ら現地で 開発支援に 関わ る実務家に と っ て は ､ 物足り な
い と感 じられ る の で は ない だ ろうか ｡ ロ ン グは 上 記事例 を通 じて ､･イ ン タ
ー フ ェ イ ス 分析
を行 う調査者 が持 つ べ き 姿勢に つ い て も指摘 して い る [Long 20 01:88]｡ 調査者 自身 が ､
これ ら生 じて い る ア ク タ ー 間の 断絶に対 して ど ちらか 一 方 の 善悪 を前提 とする姿勢で フ ァ
シ リ テ 一 夕 - の ような行 為をと る べ き で は な い とい う こ とで ある ｡ そ して ､ 調査 者 に求 め
られ る の は ､ 自らも 1人 の ア クタ ー と して ､ こ れ ら異 なる 生活 経験 ､ 期待や ア イ デ ン テ ィ
テ ィ に 基づ い て ､ 開発 を巡 る知識が農民 ､ 行政官とい っ たア ク タ - そ れぞれ の 解釈 を経て
構 築されて い く 様に 耳 を傾 けて い く 姿勢で ある と述 べ て い る[Lo ng2001‥88】o
rア ク タ ー 間 の 断 絶を分析 する 目をも つ こと+ は実践者自身 の 自 己 分析 と して も可能
で あり ､ 重 要 だと考えられ る ｡ しか しなが ら ､ 筆者が理解す る 限りに お い て ､ 開発支援実
践の 直接的な 当事者が ､ ｢ 一 人 の ア ク タ ー と して+ その 場 に存在 しながら ､ 完全 に ｢どちら
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か 一 方 の 姿勢をと らな い+ で い られ ると い う こ と は あり得 な い Q 厳療に 言 えば調 査者も 同
様で ある と思 われ る が ､ 特 に 支援者 の 場合は ､ 明 らか に ｢あ る立場+ に立 脚 して そ こ に存
在する ｡ そ れ が ､ 前章で述 べ た 支援の 論理で あり ､ 前提 で ある ｡ こ こ に イ客観性+ や第三
者性 に つ い て の 議論を持 ち込 む こ とは ､ せ っ かく 乗 り越 えたはずの 参加 型 開発 の ジ レ ン マ ､
つ ま り介入 者側 が ､ ｢介入+ と い う事 実を大前提 に ｢住民 に対 して期待 せ ず ､ 住民 の 主 体性
に任せ ､ 客観的で あ る こ とが 可 能で ある+ か の よう な矛盾 に 再び陥る こ と に な る の で は な
い だ ろう か o 支援介入 の ダイ ナ ミ ク ス ほ ､ より複雑で ､ 且 つ 場当たり的 で も ある o そ れ を
正 面 か ら取 り扱う姿勢を持 たな い 限り ､ 事後的 に詳細な分析が蓄積され て も ､ 研 究者 に よ
る批判的 ､ 理 念的考察ば か りが 極め られて い く ぼからで ､ 実践の 改善に 向 けて 現 状 を切 り
崩すよ うな提 言 は研 究か ら生 まれ難 い の では な い だ ろうか ｡
次章 の 事例 考療に 先立 っ て ､ こ こ で ､ 先ほ ど紹介 した ロ ン グの 考察事例 を用 い て ､ 筆
者 なり に ､ ｢実務 - の 提言+ - の 道標 が 今後い か なる 作業を通 じて 示 し得 る か検討 して みた ､
い
. まず開発 支援の 実 務家の 立場 か らみ て ､ 第
一 の 事例 か ら得 られ る重要 な教訓 は ､ 支援
す る側が得られ る情報 が ､ 末端 の村落部 の 現実か ら帝離して い る可能性が 大き い 事を常識
する 必 要性 で あ る ｡ 自ら が手 に 出来 る情報や成果や発言 は ､ 自らと他 ア ク タ
ー と の 関係性
を前提 に ､ 各自 の 関係 性や利 害や経験 の 蓄積に基 づ い て われ わ れ に ｢提示 され る+ もの で
あ る と い う ｡ も しもそ う で ある な らば ､ 次に求 め られ るの は ､ ｢支援者 は い か に して 現場 の
事 実を掴 み 得る か+とい う課題 に対 する解答で あろ う｡ 筆者は こ こで ､ 計画 ､ ト ライ ア ル ､
モ ニ タリ ン グ ､ 実施 ､ 評 価と い う支援事業の 重要 な時点 に 糾 ､て ､ こ れまで 述 べ て きた よ
うなア ク タ ー ア プ ロ ー チ の 視点 か ら ､ イ ン タ
ー フ ェ イ ス 分析 を行う必 要性 を指摘 しよう o
そ れ は 支援者と して の ｢私+も対象 に含む もの で あ り ､ また ､ 事業で 生 じた 出来事 に対する
ア ク タ ー の 判断そ れ自体よ り も ､ そ の 相互 の 解釈にお け る断絶や相乗効果 と い っ た 関係を
明ら か に しよ うとす る と い う点 で ､ い わ ゆる参加型評価 と は異な る発想 に基づ い て い る o
調 査者 は ､ 事業 に つ い て の 関係 者それ ぞれ の 解釈を明 らか に すべ く ､ 各関係者 の 公 私
に わた る 日 常生活 に つ い て 聞き 取り を行 うこ ととな ろう o し か し ､ 開発支援の 枠組 み で ､
通 常の 人類 学者が行う ような長 期 的なフ ィ
- ル ドワ ー クが出来 る 可能性 は少 ない o また ､
長 く滞在 して い る 人類学者 の 場合 ､ 得られ る情報 量は 大い に 異な っ て く る で あろう が ､
こ
れま で に 述 べ て き た議 論 に従え ば ､ 相互 の 関係 性を前提と した情報を得る と い う条件は 基
本的に 同 じで あ る ｡ そ こ で 実現 の 糸 口 と なる の は ､ 貧困 ､ 参加 ､ 平等 ､ 技術 ､ 豊 か さ など ､
各 関係 者 の 事業理 解に お い て鍵と な っ て い る複数 の キ
ー ワ ー ドを探 し出す作業で あろ うo
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そ の 上 で ､ まずそ れ に 対 す る各組織の｢前提+を ､ 文書 等 ､ 固定化 され た情報か ら確認 し､
次に関係 者 - の 聞取り を行 う こ とに なろう ｡ 重要 な点は ､ 双 方の 解釈 の ズ レ を相互 に気付
く機会 を提 供す る事 で ある o そ して ､ そ の 結果 に基づ い て ､ それまで に 一 方が 手 に して い
た情報と ､ 他方 で 起上 っ て い る出来事と の 擦りあわせ を行う等の 対 処が 求 め られ る .
また第 二 の 事例 の 場 合 ､ まず ､ 女性を 一 様に カテ ゴ ライ ズす るそ の あ り方 に対す る批
判 的 な視点 を持 つ べ き で ある ｡ そ の 上で ､ 彼 女達が 支援に よ っ て 与 えられ た新 たな経済活
動 の 機会を どう捉 えて い る か ､ 彼女達の 間で の 差異と ､ 周囲 の 人 々 の 判 断と の 双方 に耳 を
傾 け つ つ モ ニ タ リ ン グ を行 うと い う作業が必 要 で あろう ｡ 実の 所 ､ 彼 女達 が 一 様に ｢小 規
模企業家+ に成長 して い か な い 事自体は ､ 支援者 にと っ て も彼女達 に と っ ても それ ほ ど問
題 で はな い の か も しれ な い ｡ 最初の｢成果+の 設 定の 一 様性自体が 問題 を包含 して い ると い
う こ と に気 付 けば ､ 後は ､ 彼女達の 実情に 応 じて よ り幅広 い ｢エ ン パ ワ ー メ･ン ト+の 道筋を
た えず設 定 し直 して い く こ と に な るだろう o ｢強 い 支援者+が ｢弱 い 受益者+をプ ッ シ ュ する
と い う構図 の 中で ､ 自 らが彼 女 達 の 戦略 にうまく｢対処 され+る術をも て ばい い の で ある ｡
新た な依存心 を生 ん だり ､ 社会 間 の 断絶を より深 め る こ と に つ なが らな い か と い う点に 留
意 し つ つ ､ 期間 限定で 村落開発 に 関わ る支援者 の 役割を改め て模索 して は どうだろ うか ｡
第三 の 事 例 に つ い て ､ ロ ン グは 農民 一 普及員間 の 関わ り と価値の 断絶を 中心 にイ ン タ
ビ ュ ー して い る が ､ 開発 の 立案か ら実施ま で の 複数 の ｢現場+を研究 フ ィ ー ル ドと して 捉 え
たとき に ､ よ り深 刻な断絶は ､ 普及員 一 上位の 行政官 一 政策立 案者 (あ争い は 立 案された
開発政 策) と い う行 政組 織内 の ア ク タ ー 間に 見出され る ｡ 普及 員が ､ 農民 の ニ
ー ズ を把握
で き た に もか か わ らず ､ それ に合致 しな い 支援の 受け入れ を農民に対する ｢交換条件+と し
て 提 示 しな けれ ば い けな か っ た の は何故 だ ろうo
一 度は 膨 らん だ農民 の 期待が ､ そ の 後 ､
普及 員か らの｢音沙 汰な し+ に よっ て ､ 行政に対する よ り強 い 不信 - と転換 させ られた の は
何 故 だ ろう ｡ 直接的 に は 普及員 一 農民の 利 害の すれ違 い に よ る もの で ある が ､ 根 源的 に は
支援者側 の 縦 割り行 政内 で意 志 の 疎通 が行 われ ず ､ 目的が 共有され て い な い た め に ､･本当
は 主役 で あ る農民 が無 視され る 結果 とな っ て い る o こ こ で は 2 つ の 異な る次元 の 問題 が あ
る o 第 - は ､ そもそ も の 目的 とア ク タ ー 設定の ズ レ に ある . 当該事業 の 目的 は ､ ｢トウ モ ロ
コ シ 増産+と い う国全体 レ ベ ル で の 到達を目指す もの で あり ､ 国家の 論理 で あ る o 農民は い
わ ばそ の ため の 手段 に過 ぎな い ため ､ 当然なが ら両者の ニ
ー ズ は合致 しな い だろ うo 第二
の 問題 は ､ 運営に お け る縦割 り行政内の 意思疎通 の 低さ ､ 利害の 対立 で ある o
コ ネで 就職
した普及 員と上 司 の 関係 の 悪 さ ､ 普及員 の 不満が相互不信を呼び ､ 組 織運営 にお ける基本
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的 な相互 の 報告 ･ 連絡 ･ *B談すら成立 っ て い なか っ た. 第 一 の 問題 に よ っ て ､ 同事業は 基
本的 に 農民 の 意志 とは 解離 したプ ロ グラ ム で あ っ たた め ､ そ れ をプロ セ ス で 成立 たせ て い
く た め に は ､ 政策を農 民 の リ ア リテ ィ と擦り合せ て い く作業が 必須と な るこ も ち ろん ､ そ
の た めに は事業自体が ､ 農民 の イ ン セ ン テ ィ ブ を促進 でき る ような事業改善や新たな コ ン
ポ ー ネン トの 付加 を可能 とする柔軟性を有 して い る事が 必 要 とな るが ､ そ の 上で ､ その 節
離を埋 め合わ せ られ る仲介機能が 必要とな る ｡ 最初か ら ､ 国家の 論 理 に基づ く 事業目的と
農民 の 志 向 との 解離 を認識 し ､ ｢相互 調整機能+と して 普及員を配置 して い る の で あれ ば ､
彼 がや る べ き仕事も 上 司が欲す る現場情報も ､ 最終的 に得 られた結果も違 っ て き たは ずで
あ る o しか し残 念 なが ら事 例 の 場合 ､ 普及員の 役 割は 上位下達の 事業実践で あ っ た｡ だ か
ら普及員は 個人的 に ｢交渉+ せ ざるを得なか っ たの で ある o ただ し ､ 政策立 案 レ ベ ル で の
意 思決定機構まで を含 め た 開発 フ ィ ー ル ドにお い て は ､ そ れ ぞれ の ｢現場+で の エ ー ジ ェ ン
シ ー が 連動 し ､ せ め ぎ あわれ て い る ｡ 同事例 の 場合 ､ 普及員は農民 との イ ン タ ー フ ェ イ ス
の 意識化 と断 絶の 解消 に腐心 したも の の ､ 自らが所属 する組織 に対 して は ､ 断絶を解消 し
ようと せず ､ 個人的 な コ ネ ク シ ョ ン を楯に上 司を無視 しよう･と した ｡ 村落 開発 実践 が ､ 政
策 レ ベ ル か ら農民 まで ､ 広範囲 にわ た る アク タ ー 間の せ め ぎあい の 中 で生 み出さ れ て い く
の だと い う認識 に 立 て ば ､ 彼 の 態度が片手落 ち で あ っ た こ と は明 らか で あろ う ｡ 次章 で解
介するイ ン ドネ シ ア に お ける農業土木 の 事例 で も ､ 意 思決 定 を巡 る様々 なア ク タ ー 間 の 目
的 ･ 価値観 の 断絶に よ っ て 結果 的 に事業が 頓挫 したり 一 部 の ア ク タ † に負荷が か か っ た り
した例 が 挙 げ られ て い る ｡
こ の よ う に ､ ロ ン グとそ の
`
弟子 達が 提唱する ア ク タ ー ア プ ロ ー チ と ､ そ の 核 と なるイ
ン タ ー フ ェ イ ス 分析 を通 じて ､ われ われ は 開発 支援の 実践に つ い て の 重要 な視点と姿勢を
学ぶ こ とが で き る ｡ しか し ､ そ の 視点 の 転換を前提条件 ､ ある い は 作業項 目と して ､ い か
に次 な る開発 支援計画 に 具体的 に活用 して い け るか と い う点 で ､ ロ ン グの 立場 は ､ 上記 の
表現 に ある よう に ､ ｢どち らか の 善悪の 判断に 立 っ の で は なく 耳を傾け る+と い う第三者的
な調査者 ､ あ る い は研 究者 の それ に と どま っ て い る [Lo ng 2001:4 9･ 5 0]. 対象と なる ア ク
タ ー の 生活 世界や そ の 境界を ｢分析的に予測 で き るも の で は ない+ と い う彼 の 発言 は ､ 彼
自身 が 開発 実践に 距離 をお い た 立場 か ら､ 過去 の 事例や生 じて い る出来事を事 後的 に 分析
する 手法 と して本ア プ ロ - チを発展 させ て き た ことが 伺 える[Lo ng2001:50]o こ の 点 で ､
ロ ン グの 視点 を ､ 筆者が 探求 して い る開発 の 実践的研究 に活 か して い く ため に は ､ 更な る
ス テ ッ プ が 必要 で ある ｡
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第2項 事例分析方法 の検討
2 - 1 プE3セ ス 分析表の 意 親とEl 的
｢第三者的な研 究者+ と して の ロ ン グの 姿勢は ､ その 分析方法論の わ か り難 さ､ ｢実践 し
難さ+と して も現れ て い る o ロ ン グの 事例研 究 で は ､ イ ンタ ー フ ェ イ ス を含 め て ､ 16もの
分析概念が提 示 されて い る[Lo ng20 01:240･ 24 3】o しか し､ それらを い か に駆使 して 事併 を
分析す る か に つ い て 具体的で わか りやす い方 法 が 示 され るわ けで は なく ､ また ､ 分析結果
も文章に よる叙述に と どま っ て い る o 結果的に ロノン グの 考察からは ､ 問題状況 は 明ら か に
され る も の の ､ 指摘され た問題 の 具体的 な改善策は殆 ど示されな い ｡ またア ク タ ー ア ブ ロ
- チ を重 要 だと認 織 し た者が 次な る機会に直面 した時 に , どの ように アク タ ー 分析 を行え
る の か に つ い て の 手順 が 示 されて い ない ｡ こ の ため ､ 開発支援の プ ロ セ ス を明 らか にす る
必 要性 が い く ら主 張され て も ､ 開発 支援実務の 現 状を変更 して いくカ に は なり難 い o
筆者は ､ ロ ン グが主張 する ア ク タ ー の 相互 作用 - の 着眼 を基本に 置き つ つ も ､ 上記 に 指
摘 した ロ ン グ の｢第三者的な視点+を乗り越え､ 長 文で 叙述的なケ ー ス ス タデ ィ を整理 で き
る ような ､ より実践的 な方法 論 を検討 してき たo これ まで の議論 か ら､ 次 の 3 つ の 手順 が
見 出され た o(1)ア ク タ ー 分析 : アク タ - の 多様性 を把握 し､ そ の 相互作用 の 全体と して ｢開
発 フ ィ - ル ド+を設 定す る ｡ (2)イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 : 社会的規範や価値基 準の 差異 と ､
欝識 的世界 の 断絶状態に よ っ て 引き起 こ される 出来事や状態に着目する ｡(3)プ ロ セ ス の 検
討 : そ れ らが ､ ア クタ ー 間 の 相互作用に よ っ て どの ように変化 して い く か ､ なん ら かの 共
有知が生 み出 され る の か ､ あ る い は 断絶が深 ま る の かプ ロ セ ス を追っ て い く ｡
第二 章 ､ 第三 章の 事例分析 で は､ こ の よう な分析手順 を明確に示 すた め に ､ 表 1 - 1 の
分析表 を活 用 した ｡ 同表 は ､ 開発支援事業にお い て 把握 しやすい 要素で ある事業内容 ､ イ
ン プ ッ ト､ 意思決 定 の 場 と い っ た項 目を軸に置 き ､ ア ク タ ー 間の 衝突や事業 の 停滞とい っ
た｢問題状況+を契機と して 見 て い く こ とで ､ 辿 り易い 分析の 道筋を提供する ｡
ま た ､ プ ロ セ ス 分析 の 目的 は ､ ｢状況を明らか にする こ と+の みな らず ､ ｢どの よう に変更
を加 える べ き か ､ い か に改善でき るか+ を検討する とい う ､ より実践的 な対応 - と直結 し
て い る ｡ よ っ て ､ たと え調 査者イ コ ー ル 主要ア ク タ ー 当事者 で なか っ たと して も ､ そ の 結
果 は必 ず当事者 に還元 される必要 がある｡ 逆 に ､ 調査者自身が他ア クタ ー と共 に 当事者性
を持 っ て 行 わな い 限り ､ 両者 の 間に は認識的世界の 断絶が生 じており ､ 調査者 が開発 フ イ
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- ル ドの 動態 を現在進 行形で 捉 え る こと は 困難で ある ｡ そこ で調査者 は ､ 分析結果 を更な
る実践に 還元 する所ま で を ､ - 人 の ア クタ - と して責任を持 っ て 欄 わ る+ 事 が求め られ
る ｡ 具体的に は ､ 生 じて い る 問題 に対する対 処方針 を他 ア ク タ ー と共 に検討する場 の 設 定
や ､ こ の ような表 を用 い た分析結果 に基 づく ア クタ ー の 相互 作用 の 意識化 まで が ､ 実践的
作業 の 一 環 と して 調査 者に求め られ る o こ の 点にお い て ､ 現在進行形 で プ ロ セ ス 分析を行
う調 査者 は ､ 明 らか に ア ク タ ー の 1人 で ある ｡ 意識的に相互 作用 を生 み出 して いく フ ァ シ
リ テ 一 夕 一 機能が求 め られ ､ 調査地 で情報 を切 り取 っ て テ ク ス ト化す る こ とを目的 とする
｢第三者 と して の 研究者+とは明確に - 線を画する o
本 論文 で と っ たプ ロ セ ス 分析の 手順を ､ 次 に細かく述 べ て みた い ｡
表 1 - 1 開発支援プ ロ セ ス の ア クタ ー & イ ンタ ー フ ェ イ ス 分析
時系列 専業酪 初期- 中期∵ フ 抑 終了後
分析ポイ ン ト 中期 後期 プ期
a 主要アクタ ー アクタ ー の 多様性 (距離感) と開
係 ､ 一 関発 フ ィ ー ル ド設定
l l 血 l■ー
V
② コ 軸 : 時系列 ロ セ
b 実施内容 にお ナる状 兄変化
C 意思決定の所在 アクタ ー 間の 力 関係 ､
.
動員性 ､ 政
治性
d インプッ ト
e インタ ー フ ェイス 認識 的世界の断絶が生じて い るアク
タ - 間の 明示 1 テ軸 ･_∵
由 での
f アクタ ー の断絶と 学びのない 断維状況とそ こ で の意思 貴 ア ク タ
ー 暮司 ヽ
分野適用された価値 決定の内容 ン タ ー フ ェ イ
g 契機となる出来事 後続 する草葉の進行や意思決定を左-
右す る出来事
h 学びのプロセス イン タ ラク シ ョ ン に よる新たな価
値 ､ 認識の構 築
I 生まれた共有知 イ ンタ ラク シ ョ ンを通 じて アクタ ー
間 で 共有された価値 ､ 認識d)内容
∫ コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン 有無と多寡と性 質
機会 e,f,h との 連関
2 - 2 表1 - 1 の実践手順
1)まず は ､ 特定事業を巡 る (a) 主塵ヱ之旦 こ を同定す る o これ は事業 に対す る様々 な面
で の 利 害関係 ･ 責任 の 所在 ( 財政 ･ 業務上 ､ 受益 ､ 損失) や情報と の 近接性等 か ら傾討
され る o 一 つ の 支援事業を巡 る直接的 ･ 間接的 な利害関係 者は ､ 村落部 の 直接受益者か
ら ドナ ー 国機 関迄 ､ 広 がりをみ せる が ､ 分析 に あた っ て は ､ 村落社会を中心 に 置 い た上
で ､ (c) 意思決 定 の 所在 に着目 して ア クタ ー を設定 して い く ｡ 更 に ､ 時系列 で みて い く
場合に は ､ 拡散 ､ 複雑化 して い く ア クタ ー 関係 を､ (g) 契機とな∫る 出来事を中心に ､ フ
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オ - カ ス ポイ ン トを絞 っ て い く ｡ 視点 の 設 定に よ っ て ､ ミ ク ロ な住民 の 細分化 を要する
場 合もあれ ば ､ 本事例 の 多く が そうで ある ように ､ 部分的に 共有され て い る価値基 準や
ル ー ル ､ そ れ に よ っ て 成立 して い る集団性 か ら ｢隊員(s)+ ｢住民(s)+の ような集団的 アク
タ ー を便 宜上 ､ 設 定する事 も可能で ある o こ れ ら フ ォ ー カ ス の 仕方 は ､ 対象事 例 を取り
巻く ア ク タ ー 間 の 相互 作用 の 総体と して の 開発 フ ィ ー ル ドに お い て ､ どの 時点 で どの 部
分 の微細 に注意 を払 う べ き か に よる ｡ 例 えば(g) 契機と なる 出来事 を通 じて 観察され た状
況 が ､ 住 民間 の 利害の 衝突に よ るも の で あれ ば ､ ｢住民+の 細 分化 が必 須で あろ う し､ 政
府 間の 解釈 の 違 い に よ る決裂で あれ ば､ ま ずは組 織文化に裏打 ちされ た集団ア ク タ - (s)
間の イ ン タ ー フ ェ イ ス を分析対象とする こ と に なろ うo 但 し こ こ で い う集団ア ク タ ー (s)
は ､ あく まで も相対 的 な関係性 と相互 作用 を描き 出すため で あ り ､ 均 質的 な社会カ テ ゴ
リ ー を意味す る もの で は な い o よ っ て ､ ある 事例 で は ｢住民+ と 一 括 り に された 同 じ人 々
が ､ 別 の 場面で は ｢トコ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ+ ｢出稼ぎ者+､ ある い は ｢α 氏+ と い っ た よ り
ミ ク ロ なア ク タ ー と して 設定 され る ｡
2).次に ､ そ の 時点 ( 分析時点) に おけ る ア ク タ
ー 間の 相互 関係 を描き 出す ｡ 表 の 縦 軸(①)
をア ク タ ー 鯨 に 留意 し ながら分析 して いく 作業で ある ｡
(b) 塞遜色盈と(c)嵐昼監定の 所在は ､ 決 定された 内容が ､ どの ア ク タ ー の 意 向 を汲
み ､ 誰 に よ っ て 実施 に導か れたか を明 らか に し ､ ア ク タ ー 間 の｢目 に見 えない+距離
感 や力関係 ､ 意思 決定 をめ ぐる政治性 を特徴付 ける ｡
(a) イン プ ッ トは ､ 一 般 的 な事 業の 直接的 な資材 ･ 資金 に加 え ､ 受益者に 求 めた労
働力や特 定の ア ク タ ー の 技術や 知識を含む ｡ これ を (c) 意 思決 定の 所 在とあわせ て
み る こ と に よ り ､ ア ク タ ー 各 自が どの ような｢参加+ を して い る の か が 見え て く る ｡
(e) イ ン タ ー フ ェ イ ス で は ､ 例 えば｢住民間+や ､ ｢農民リ
ー ダ ー 一 隊員+ の よう に ､
認識 的世界 の 断絶が 生 じて い る ア ク タ ー 関係を明示 す る ｡ (∫) 以下(j) まで の 項目
は ､ (e)に 基づ い て 記述 する ｡
(f) 地 歴避止適盟旦並立塵塵で は ､ イ ン タ
- フ ェ イ ス が生 じて い る 状態の
内容 を端 的 に 示す . ア ク タ
ー 間に なん らか の 断絶が 生 じてお り ､
一 部 の アク タ ー の
一 方 的 な判 断 が ､ そ の 出来事 の 遂行基準 と して 採用されて い るとすれ ば ､ そ れ を示
す｡
(g) 藍盤上生息出藍蔓とは ､ 後続す る事 業の 進行や ア ク タ
ー 間 の 価値 に 変化 をもた
らすよ うな出 来事 の こ とで ､ アク タ
ー 間 の コ ン フ リ ク トが顕在化 したり ､ 工 事が 停
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滞 したり と い っ たよ うに ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析をす る上で 重要 なポイ ン トで ある｡
(hL 豊盟 旦Z且 旦旦と は ､ 断絶状態 の 解消に 向けて ､ イ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて 事
業 を進行 して い く上 で 有効なな ん らか の 共通 ル ー ル が創出されて い く様で ある ｡ こ
の 望 ま し い 状態 は (i) 共有知 の 創出 で あ るが ､ 現実的 に は ､ 部分的 なイ ン タ ラ ク シ
ョ ン を通 じ て ､ あ る ア ク タ ー が 他 ア ク タ ー や事 業に つ い て構 築 して い く - 方 的 な
｢学び+ も含む ｡ 例 えば支援す る側 が提 示 した ｢住民参加 の 要件と して の 労働拠出+
と その 実践に よ っ て ､ 住民側 に ｢外部資源 を獲得す る た めの 戦略と して ､ 支援側 へ
の 迎合と して の 労働拠 出+ と い っ た新たな ル ー ル が創出され たりする とい っ た例が
挙 げられ る ｡
(i) 豊里吐息基亙簸で は ､ そ れ 以前の イ ン タラ ク シ ョ ン を通 じて 共有され た価値やル
ー ル を示すQ こ の 最 も望ま しい あ り ようは ､ 双 方 が事業遂行 上 の 目的や意義に つ い
て の 価値を共有す る こ と で あろ う｡ 但 し､ 例 えば受益 対象農民か ら支援者に対 する
不 情感 の 共有と い っ た問題 を明 らか にす る上 で も重要 な分析 ポイ ン トと なる ｡
(j) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機会 で は ､ プ ロ セ ス に お い て どれ だけア ク タ ー 間 の 相互 学習
機会が 重視され て きた か を確認す る ｡ また ､ (∫) 断絶状態が 生 じ る背景 となる ア ク
タ ー 間 の 接点 の 無 さを指摘 した り ､ (i) イ ン タ ラク シ ョ ン を通 じた共有知 の 創 出を
可 能 とする機会 が 設 定 されて き たか を確認す る意 図も ある｡
3)上記 2 の作業を､ 横軸 ( ②)の 時系 列に 沿 っ て 行う事 で ､ 事業プ ロ セ ス にお ける変 化を
通 じて ､ ア ク タ ー 間 の 相互 作用 を描き 出 して い く ｡
上記 表 1 - 1 は ､ あ る 事業を巡 る ア クタ ー 間の 全体的な相互 作用 の 広が り を確認 し､ 事
業展 開 に お け る学び の プ ロ セ ス を明示する事 を 目的と して い る｡ こ の た め ､ ア ク タ ー の 多
様性 と時 系 列プ ロ セ ス に お ける 変化 を観察す る に は適 して い るが ､ 例 え ば特 定 の 重 要な
(g) 契機 とな る 出来 事 の 一 時点 で の ア ク タ ー 間の 細 か な価値観の 断絶や ､ 特定 の 二 者関
係 の 時系 列 に お け る変遷 に言 及する に は 不適 で ある ｡ つ ま り 上記 の 表 は ､ 固定的 な マ ニ ュ
ア ル と して 設 定され る の で は なく ､ 最初に提示 した3 つ の ポイ ン ト (ア ク タ ー の 多様性 ､
イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 ､ プ ロ セ ス に お け る相互 作用) を意識化し ､ 描き 出すた め の 便 宜的
な マ トリ ッ ク ス と して 捉 えて 頂き たい ｡ 実際に は ､ 主要 ア ク タ
ー の 関係性 の 複雑さや ､ 事
業期間 ､ 生 じて い る 問題 に関連する フ ォ ー カ ス ポイ ン ト ､ 時系列プ ロ セ ス にお け るア ク タ
ー 役割 の 連続性 等に よ っ て ､ 柔軟に変更を加 えられる必 要 が ある o
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第 3項 開発 エ ス ノ グラ フ イ - と 内省的実践
序 章か ら 一 貫 して 主張 して い る よう に ､ 今後 の 開発 研究 は 可能な限 り ､ そ の 動態 的な
プ ロ セ ス を分析 対象とす る方法 論を深 め て い く 必要 がある ｡ 開発人類学にお い て は ､ 個別
的な動態 を描き 出す手法 の 一 つ と して ､ 開発の エ ス ノ グラ フ イ - ､ ある い は プ ロ ジ ェ ク ト ･
エ ス ノ グラ フ イ 一 分析 の 可 能性 が議論 され て きた ｡ ｢プ ロ ジ ェ ク ト実施 の プ ロ セ ス を モ ニ
タ ー す る能 力 を有す る+ と され る開発実践に 関わ る開発人類学者 等の 手 に よ っ て[Ga rdrle i.
& Lewis1 996:12 8･ 136】､ ｢詳細 で ､ 長期 に わたる 分析 を通 じて ､ プ ロ ジ ェ ク トが 日常的な
レ ベ ル セ どの よ う に行われ ､ 『結果』が 生み 出され てき たか を明 らか にす る+ こ とが期待 さ
れ て い る【Nola n 200 2: 13- 219】o また ､ ロ ン グもイ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 に あた っ て は ｢ア
クタ ー の 日常と ､ 問題 的 な状況 に対する調査者の 理論 的理 解との 関係 を明 らか に 出来 る よ
う な内省的 な エ ス ノ グラ フ イ - を発 展 させ て い か ねばな らな い+ と い う課題 を提 示 して い
る [Lo ng 2001:91]｡
筆者は ロ ン グが指摘す るよ う に ､ 開発支援の 実践 を支援者側と 受益者側 の 双方 と ､ そ
れ ぞれ の 多様 性 を明確 に 出来 る よう な描き方で 作成された エ ス ノ グラ フ イ - は ､ プ ロ セ ス
分析作業の 具体的 な手段 の 一 つ と して 有効 で あ ろう と期待 して い る . しか しなが ら ､.r誰 が
書く の か+ ､. ｢誰 の 声 を拾う の か+､ ｢どの く らい の 時 間をか け るの か+､ ｢現在進 行形 で分析
が可 能なの か+､ ｢書き 手 の 視点 と実 務家の ニ ー ズ は 一 致する の か+､ ｢回顧 的反 省は 出来て
も ､ 予測 的診断 は 可能 か+ と い っ た様々 な問題 が あり ､ 現 実的に は 具体 的な プ ロ ジ ェ ク ト
を対 象 と した エ ス ノ グラ フ イ - が計 画 ､ 評価に活 用され て きて い る と は い い 難 い ｡ また ､
書 か れ た エ ス ノ グラ フ イ - の ｢書き手+ で ある研 究者の も つ 政治性 に よ っ て メ ッ セ ー ジが
変わ っ て きて しまう の で はな い か と い う疑問も ある ｡ 更 に ､ ｢介入者+で ある書き 手 の 創作
物 と して の エ ス ノ グ ラ フ イ - は ､ 果 た して事業対象地域の 人 々 が活用で き る よ うなも の と
して の 有効性 も含み得 る の か と い っ た議論 も起 こ りう る だろう｡
筆者は ､ 文化 人類学的 な専門用語 が散 りば め られ て い て 抽象度が高く ､ メ タ フ ァ
ー を
多用 した ､ あ る地域社会 に 関する学術的 エ ス ノ グラ フ イ - が ､ 直接的 に支援事 業を組 み立
て て い く 分析素材や ､ 評 価の 際の 材料に なる と は考えて い ない ｡ 参考資料 と して読まれ る
機会が増 えて 欲 し い と願 うが ､ 人類学者が求 め る｢包括的 な叙述+は ､ 実務家に と っ て は時
に ま わりく どく ､ わ か り にく い ｡ われわれは 現場 で ､ 実務に 対する 具体的なイ ン プリ ケ
-
6 6
シ ョ ン を凍 めて い る o シ ェ ー ン は ､ ｢実践 とは 必然的に複雑､ 不確 実､ 不安定 ､ 個別 的 で あ
り ､ 価値の 衝 突を有 し ､ 可変的 性質で ある+ と し､ ｢技術的合理性+ に基 づ い て ｢専門化 ､
固定化 され ､ 科学的で ､ 標準化 された シ ス テ マ テ イ ツ ク な+ 専門知と の 間に一は ギャ ッ プ が
あ る こ と を指摘 して い る[Sch6n 1983:14
,
21･ 69]o そ して｢専門性+と い う権威 を乗り 越 え
て ､知 を活用す る人 び と と｢イ ン タ ラク シ ョ ン に お ける コ ン ト ロ ー ル カ を共 有す る よう な+､
相 互 に 内 省 的 な 新 し い 関 係 性 を 築 い て い く 必 要 が あ る と 主 張 し て い るrS｡b6n
1 983:2 90･30 7]｡
シ ェ ー ン は ､ 知 識 を専 門家自身の 文脈や ､ 一 般化 された状態で 他者 に授 け る の で は な
く ､ 専門知 の 受け手 (ク ライ ア ン ト) の 限 られ た文脈 に依存する ､ 一 種 の 経験 的知識 と し
て 授 け られ る よ う に ､ 実 践行 為を通 じて 内省 を行 っ て い く べ き だ と述 べ て い る【sch6n
1 983:294･295]o そ れ に よ っ て ､ こ れ まで は受 け手 で あ っ た ク ライ ア ン ト側 が ､ 専門家と
共 に意味を作 っ て い く ようなパ ー トナ ー シ ッ プを築こ うと い うもの で ある ｡ そ こ で は ク ラ
イ ア ン ト側 が場 の 状況 を コ ン トロ ー ル で き る力 を獲 得 して ､ 相互依存関係 の もとで 専 門家
が 知 らな い自 ら の 文脈 に お ける 知識 を取り扱い ､ 専門的知を検討 ､ 検証 出来 る ような新た
な クライ ア ン ト像 が 生 み出 され て い くと い う【sch6n 1983:290-298】. これ は ､ ｢技術 的合理
性 に 立脚す る 目的 に 沿 っ て 設 定 され た 問題 の 解決 を目指す+ 専門行 為 が ､ 行 為 内省察
(r eHe ct1
'
o n 1
'
n a ctio n)を通 じてそ の ｢問題設 定+自体 を不確実な実践状況 に位置付 け ､検討 し
て い く プ ロ.セ ス の 中か ら生まれ て く る ｡ シ ェ
ー ン は 眼科医と患者 ､教師と生徒 とい っ た 様々
な事例 か らこ の よ うな 関係 の 発 現過程 を考察 して い る[Sch6n 1983:49･ 69】o-
こ れ を開発支援 の 文脈 に 置き 換えれ ば ､ これ まで 分 断され てき た支援 一 被支援 と ､ 研
究 一 実務と い う､ 異な る 二 つ の 次元 の 問題 を検討す る こ とに 結び つ く で あろう ｡ 前者 に つ
い て は ､ 高度な科学技術や近代化 とい っ た｢外部者の 専門知+をそ の まま価値付 ける の で は
なく ､ ｢被支援+社会 の 文脈 を学び ､ そ こ で の 知 の 生成を外部者側 が 内面化 して い く過 程 の
追求 が想 定され る ｡ シ ェ ー ン は ､ こ の よう な相互性 によ っ て ､ 専門家は ｢疑問視され ない
権威的立場+ を失う事 に な る が ､ ｢自 らの 提 言が ､ ク ライア ン トの 実践の 文脈 に お い て どの
よう な意 味 があ る の か に つ い て の 発見+ と い う新た な満足 を得られる だ ろうと述 べ て い る
[Sch6n 19 83:298- 299].
ま た ､ 後者に つ い て は 一 見 ､ 開発支援と い う同 じ課題 の 下で相互 補完的な機能が なり
た っ て い る よ うで あ る ｡ しか し実際には ､ 論理 的 な 一 貫性や紙面 に固定化 され た論文 と し
て の 完成度を目指す研 究と ､ 日 常的 に様々 な｢場+で 生み出され るア ク タ ー の 言 動 へ の 対処
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に追 われ る実 務とで は ､ 掘り 下げる べ き問題 点も目指す所 も合致 し難 い ｡ シ ェ ー ン は ､ ｢行
為 内省察+ を繰り返す調査者と ､ そ の ような｢内省的調査者+の 知 を自ら の 学び の た めに 期
待する 実務家 との 新た なパ ー トナ ー シ ッ プ の 構 築が 必 要 だと述 べ ､ そ の た めに は 個人 レ ベ
ル の みな らず ､ 組 織 レ ベ ル で ゐ機構改革の 必要性 にも触れて い る【Sch6n 1983: 307- 32 5】o
具体的に 日本 の 現 状 を想定 した場合 ､ 上記 の よ うな｢学術的知識+の 輩出を評価 して きた大
学及 び学会や ､ ｢目に 見 え る効果+至 上主義 を貫 い て きた開発 実務機 関にお い て ､ これ か ら
は 知 の 社会的意義や価値基 盤 の 抜本的な改革を目指 して い か ね ばな らない の か も しれ な い o
筆者 は ､ ロ ン グやノ ラ ン が期待 する よう な実践 的 な意義と して の 社会的貢献 を 目指 す
開 発 エ ス ノ グ ラ フ イ - は ､ シ ェ ー ン が い わ ん と して い る ｢行為 内省 察 (r eHe ctI
･
o D l
･
n
a ctlo D)+ の 一 環 と して 生 み出され る べ きだ と考 える . 例 えば シ ェ ー ン に よ る と ､ 社会的実
践 に お い て は ､ 変化す る状 況 の 中で 生 じて く る様 々 な意図せ ぬ問題 状況 に直面 す る ｡ 人 は
そ れ に 対 して なん らか の 最善の 策をその 都度こ う じて い る｡ こ の ような ､ そ の 場 の 状況 に
対 す る 呼 応 的 な 変 化 が 加 え られ て い く 相 互 的 な 行 為 を シ ェ ー ン は 状 況 と の 対 話
(c o n v e r s at1
'
o n w }
'
th s )
'
tu atl
'
o n)と呼ん で い る【Sch6n 1983:7 6･rlO 4】｡ あ る個別 の 実践に お け
る 内省 は ､ 他 の 新たな事例 に 向 けて の 経験 知と して 一 般化(ge D e ral]
'
ze)され る ? しか し ながモ
らそ れ は ､ 既 定 の ル - ル や カ テ ゴ リ ー に含め られ ､ 一 般的な原則 を生み出 して い く と い う
意 味で は なく ､ ｢個別 の 比 較対象+と して 実践者 の｢レ パ ー トリ ー +に加 えられ て い く【Scb6n
1983:12 8･
.
1 6 7]｡ こ の ｢個別 の 比 較対象の 蓄積 に よ る レ パ ー トリ ー の 充 実+は ､ 次な る 新た
な状況 に対 応す る際 の 手 立 て とな る ｡ これ は 開発 支援実践の 改善に 向けて の 貴重 な ヒ ン ト
で は な い だ ろ うか ｡ ア クタ ー ア プ ロ ー チ を用 い て説 明 してき た ように ､ 開発 支援とは ､ 関
係す る ア ク タ ー 間 の 相 互行為 を通 じて 生み 出されて いく ｡ よ っ て ､ ある 事例で 得 られ た 結
果 は ､ 同様の 形態 を採 っ た と して も別 の 場 で簡 単に模倣で き る わけでは ない ｡ だ か ら こ そ ､
開発 実践 の 成功や失敗事 例 か ら学び ､ 改善に結び付 けて い く ために は ､ 成功事例 の 普 遍的
モ デル 化 で は 不十分 な の で ある ｡ 先 ほ ど筆者が提示 した プ ロ セ ス 分析は ､ 事例 め個別 性 を
前提 と して ､ そ の ｢個別 性 を捉 えて い く ため の 一 般的 な方法論+を模索す るも の で あ る o
学術的 な目 的で 描 かれ た エ ス ノ グラ フ イ - は ､ 主 に書き手 とそ の 同僚の 研 究者世界に
お ける有意性か ら成立 して き た ｡ しか し ､ も しも研 究 を通 じた開発 実践 - の 貢 献を志 し ､
そ の 一 方 法 と して 開発 エ ス ノ グ ラ フ イ - を想 定する の で あれ ば､ ｢語 られ+､ ｢読ま れ る+文
脈 にお け る エ ス ノ グ ラ フ イ - の 意味を捉 え ､そ の 蓄積に よ っ て ､ ｢比 較対象 レ パ ー トリ ー の
充 実+ を目指す べ き で は な い だ ろうか ｡ こ の 点で ､ 開発支援 の 改善を目指す研 究者に と っ
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て ､ 実践行為 に足 を踏み入 れ ､ 実践 にお ける 内省 の 一 環と して エ ス ノ グラ フ イ - を描く こ
と は ､ ｢語 り部と して の エ ス ノ グラ フ イ - +を ､ 読み手 ､ 使い 手 にと っ て 有意なも の と して
い く 上で ､ 積極的に 目指す べ き研究 の 重要 な 一 部と して 位置付けられ よう一o
で は 次 に ､ 開発 の エ ス ノ グ ラ フ イ - の 研 究 フ ィ ー ル ドに つ い て 考 えて み よう｡ 開発支
援の ダイ ナ ミ ク ス は ､ あ る単 一 の 民族 ､ 宗教集団や ､ 地理的に規定 される村落社会 を｢対象+
と した エ ス ノ グ ラ フ イ - で は 収まりき らな い 様々 な ｢場+ か ら成り 立 っ て い る . 日本の 支
援実施機関 の 本 部か ら村落住民ま で ､ 多様 なア ク タ ー 達 は物理 的 に も精神 的 に も帝離 して
おり ､ しか し生み 出され る開発 は ､ そ れ らア ク タ ー 間の 直接 ､ 間接的な相互 作用 に よ っ て
成立 して い る ｡ 開発 支援 とい う現象自体を研 究対象とす る場合 ､ こ れ らの 多様 な｢場+にお
け るリ ア リ テ ィ(s)全 体 ､ つ まり既述 の ｢開発 フ ィ ー ル ド+ を対象と して 捉 え ､ 時空間 を縦
横 に分析す る視点が 必 須 で あ る ｡ これ が 実務家や被支援社会 にと っ て の 特定 の 文脈 に お け
る開発 支援 の 意 味を研 究者が捉 え､ 検討 して いく た め に必要 な手 がか りと なろ う｡
また ､ 開発 エ ス ノ グラ フ イ - が プ ロ ジ ェ ク トの 改 善やデザイ ン に貢 献 して い く と主張
する ノ ラ ン は ､ そ れ が 有効と な るた め に 必 要な こ と と して ､ 以下の 点を指摘 して い る ｡
人類学者は ､ 調査状 況に お ける独自性ばかりを重視するの で はなく ､ ある規則性や パ タ ー ン の 発
見と叙述 に力 を入 れなければなら
■
な い ｡ ま た ､ 調査対象を､ 単 一 の 民族集 団や村藩に限らず ､ 多様
なプ ロ ジ ェ ク ト の ス テ - ク ホ)i,ダ ー 全体 - と広げて いく必要如ある o
【Nola n20 02:2 13･ 2 15】
ノ ラ ン が 指摘 す る よう に ､ 人類 学研究 で は往々 に して ､ 対象事 例 の 社会 ･ 文化 的 な個
別 性 を叙述 的 に描き 出す事 に力 点 を置く ｡ これ は い わ ば､ 開発現象を生 み出す ある特 定の
ア ク タ ー (例 えば個別 の 村落社会)に と っ て の 文脈 を深く 掘り下げよ うとす るもの だ と捉 え
られ る ｡ い っ て みれ ば人類学者 は ､ 先ほ どの シ ェ ー ン の 指摘で い う と こ ろ の ｢専門知 の 形
式化+ に 対 して はセ ン シ テ ィ ブで あ る ｡ しか しそ れは｢開発現象が生 み 出され る様々 な場と
そ こ で 生 み 出され る 開発 プ ロ セ ス+自体をフ ィ ー ル ドと しようとす る｢開発 の エ ス ノ グ ラ フ
ィ - + に お い て は ､ や はり部分的で ､ ｢人類学者 の 専門的文脈にお ける知+の あり よう で し
か な い o 開発 の エ ス ノ グラ フ イ - は ､ こ れ らを十 分に認 識 ､ 整理 した 上 で ､ ｢開発 フ ィ
- ル
ド+を設 定 し ､ 読 まれ る場 の 文脈に結び 付けられ ､ 書き手と読み 手の 相互 作用性 に お い て 意
味が あ る と言 える ような もの で あ っ て は じめ て そ の名 を付す事が 出来 る だ ろう ｡
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第 5節 か括
本章で は ､ . ア ク タ ー ア プ ロ ー チ に基づ く開発 支援プ ロ セ ス の 分析方法 を論 じた｡
本章の 議論を通 じて 提 示 され た分析枠組み は ､ 以 下の 3 点 に集約 され よう｡ 第 - に ､ ニ
項対立 的な関係 を超 えた多様なア ク タ ー - の 着眼 と ､ それ ら主要ア ク タ ー の 相互 作用 の 総
体と して 規定され る開発 フ ィ ー ル ドの 設 定で あ る ｡ 第二 に ､ ア ク タ ー 間 の 価値 の 断絶が観
察され るよ うな状況や 出来事 を契機とす るイ ン タ ー フ ェ イ ス 分析で あ る ｡ そ して 第三 に ､
時系列 で の 事 業展 開 をア クタ ー の 相互作用に視点 をあて て断続 的に 考察対象とする ､ プ ロ
セ ス 分析 - の 取 り組 み と具体的 な方 法で ある ｡ 開発支援の プ ロ セ ス は ､ 第 一 の 多様なア ク
タ ー - の 視点 を基 本と して ､ 第 二 の イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析を切 り 口 に ､ ア ク タ ー 間 の 相互
作用 と して 描き 出 され る ｡
筆者 は こ れ まで ロ ン グに よ っ て叙述的に紹介され てき たア ク タ ー ア プ ロ ー チ を実践的 に
有効な方 法論 - と展開 して い く ため に ､ プ ロ セ ス 分析 の 基本 的枠組 み を表 に示 した ｡ こ れ
は ､ 開発 支援 の 実務に 関わ る当事者 に対 して ､ わかりやすく 目に 見え る形で ア ク タ ー の 相
互 作用 - の 視点 を養 い ､ 内省 的 な実践 を促す事 を目指 して い る ｡ 具体的 に は上記 の ア ク タ
ー 分析 ､ イ ンタ ー フ ェ イ ス 分析 ､ プ ロ セ ス の 検討の 3 要素を含み ､ ア ク タ ー 間 の 相 互 作用
に よ っ て 状況 が どの よ うに 変化 して い く か ､ なん らか の 共有知が 生み 出され る の か ､ ある
い は断絶が 深 ま る の か プ ロ セ ス を追 っ て い く ｡ こ の プ ロ セ ス 分析 は ､ ｢状況 を明らか に する
こ と+の み ならず ､ ｢どの ように 変更 を加 える べ きか ､ い か に 改善で きる か+ を検討 す ると
い う ､ よ り実践 的な対応 まで を 目指す もの で ある ｡
開発 人類学で は ､ 特 定地域の 開発 現象に 関す る エ ス ノ グラ フ イ - を通 じた開発 支援実践
- の 貢 献 可能性 を主 張 して き た ｡ しか し ､ 学術的 な エ ス ノ グ ラ フ イ - の 抽象度 の 高さや ､
長 文叙述 と い う限 られ た表現 方 法 ､ 更 に は地域社会 の 個別性 の み に力 点を置 い て ､ 開発 支
援現 象と い う相互 作用 の 動態 全 体を捉 えきれ ない が故に ､ 支援実践 の 当事者に と っ て は扱
い 難 い も の となり ､ 期待され る ような機 能を果 た してきて い ない ｡ 本 章で は ､ イ ン タ ー フ
ェ イ ス 分析 の 具体的 な方法論 を取り入れ ､ 且 つ 調査者が ､ 開発 フ ィ ー ル ドにア ク タ ー と し
て の 自ら を位置付 け る こ と に よ り ､ 現在進行形 の 支援プ ロ ジ ェ ク トに お い て 意義付 けられ
る よ うな ､ 内省的実践と して の 開発 エ ス ノ グラ フ イ - の 可能 性を論 じた ｡
次章以 降で は ､ 開発 エ ス ノ グラ フ イ - の 具体的な実践を描き出 して い く .
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蘭 ス ラ ウ ェ -> 州 に お 柑 る 村 落 開 発 党 嬢
第1 節 対象地域 の 概況と開発
第 1項 パ ル の概況 と成り立ち
事 例事 業 の 対 象地 は イ ン ドネ シ ア 共 和 国 南 ス ラ ク ェ シ 州 都 マ カ ッ サル よ り 北 - 鍋
1 00km に位置する パ ル 県 の 二郡 にま たが る 6 か 村 (de s a′) で ､ い ずれも 山間部に位置す る
農村で ある (地図 Ⅲ ､ Ⅲ 参照)o パ ル 県住民の 大半 は 固有の 言語をも つ ブ ギ ス 人で ､ パ ル 県
全体は 総面積 1,175k m
2
､ 人 口約 1 6万 人か らな る【B PS200 0a:1,28]o 建設業 ､ 商業や警察
官等 ､ 仕事 の 関係で 同 地 に滞在 して い る ジ ャ ワ 人 ､ トラ ジ ャ 人 な どは見か けるが ､ 住 民 に
聞き 取り を し七も ｢パ ル はブギ ス 人 の 町+ とい う意識 が 強 い よ うで ある . イ ン.ドネ シ ア の
大抵 の 都市に 見 か けられ る撃人 も ､ 当地 で は見 られ な い ｡ 県全嘩の 主産業は農業で あり ､
1 998年の G D P約 3億 2,600 万ル ピア の うち ､ 約 5 割前後 が農業分野 か ら の 収入 で あ る｡
農業の 中心 は 稲作で ､ 県 内の 水 田面積はお よ そ 13,026 - ク タ ー ル で あり ､ 毎年約 5 万 ト
ン 程度を生産 して い る ｡ ただ しそ の うち ､ 永年港概設備 が整 えられ た耕地 は わずか 1,328
ヘ クタ ー ル で あ る[B P S20 00a:1 19]o 稲作以外 に は トウ モ ロ コ シ ､ 落花生 ､ ス イ カ等 ､ 乾
燥地 に 耐 え得 る食用作物 が栽培されて い る ｡
南部に 百万 人都市の 州 都 マ カ ッ サ ル ､ 北方 50km に第二 都市 パ レ ノ.
l
O
レ と 隣接して い る o
1997年か ら ､ 現在 の 幹線道路 沿 い に新たな中央市場と バ ス タ ー ミナ ル が移設 され ､ それ ま
で は マ カ ッ サ ル や バ レ パ レで しか入 手 でき なか っ た雑貨品 ､ 日用 品等 が簡 単に購入 でき る
よ うに な っ た｡ 事例考察で 後述す る対象村落農民 が市場 に野菜を卸す店舗 を確 保で き たの
も ､ 丁 度そ の 頃 に市場 の 改築が 終了 し､ 新た なテ ナ ン トを募集 して い たと い う偶然的 な外
部条件の 影響が あ っ て の こ とで あ る ｡ しか し他方で ､ 公 共交 通機 関で ある ペ テ ペ テ (ミ ニ
バ ス) の 発着場 所が変更 に なり ､ そ れ に伴 っ て 経路 の 変更 が あ っ た ため ､ 二 つ の 郡 の 間 に
位置す る 対象村落の 一 部集落で は ､ それ まで 以上 に県都と の 往来が 不便 に な っ たと い う声
も筆者は 聞 い て い る ｡
パ ル 県 は ､ ノミル ､ タ ネテ リ ラ ウ ､ タネテ リ ア ジ ャ ､ ソ ッ ペ ン リア ジャ ､ マ ル セ タ シ の 5
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郡1に 分か れ ､ 下部行 政単位と して 40の デサ ( 村落部)と 14 の ク ル ラ ハ ン ( 市街部) か
ら成 っ て い る【pe mda Tk･ⅠI Barru 199‥11】o 県知事 を行政首長とする現在 の 体制 が整 っ た
の は 1 96 0年 の こ と で ､ こ れ は 1959年 に発行 され た第 二級 地方行政単位形 成につ い て の 第
29 法2に基 づ い て い る o
イ ン ドネ シ ア 国家独 立 以前に遡れ ば ､ 各郡 は そ れ ぞれ に ､ 個別 の 小 王 国 を成 して い た ｡
パ ル 王 国の 子 孫に よれ ば ､ パ ル 地域で最も古い 王 国の 名 は プ ジャ ナ ン テ ィ ン と い い ､ 現在
の タ ネテ リラ ウ郡 の 一 部に あた る o バ ル 県都が 位置する パ ル 郡 は ､ 古く は 南ス ラ ウ ェ シ の
北部 に位置す る ル ウ (Lu w u) 地方 か ら人 々 が 移り住ん でき た事 に その 起源が あ る とい わ
れ ､ そ の 地 利 ま当時移り住 ん だ 土地 に生 えて い た 木 の 名前 ベ ル (Be ru) か ら取られ たとい
うo そ の 後 ､ ブ ギ ス 民族 の 起渡 的 な地域で あ る ボネ (Bo n e) を出 自 とす る と い わ れ る
Ka r a e ngPelu w aDa eng Pata n r aW a n n aが初代 の 王 となり ､ 王 国は ペ ッ タ ･ ベ ル (Petta
Be r u)と呼ばれた o 当 時 の 中心地 は海岸沿い の ス ン パ ン(Su mpa ngBin a ngnga e)で あり ､
こ れ は イ ン ドネ シ ア 国家独立 後 に行政機構 が幹線道路沿 い に 移転され るま で続い串8o ペ ッ
タ ･ ベ ル の 子 孫 は現在で も 同坤に居 住 して お り ､ ブギス 民族 固有の ロ ン タル 文字 で描 か れ
た 王族 家系図 を大 事 に保 管 して い る ｡ その 系図 に拠れ ば ､ ペ ッ タ ･ ベ ル の 王族碍 タネテ リ
ア ジ ャ ､ タネテ リ ラウ な ど隣接す る小 王 国をは じ め ､ ブ ギ ス 民族 の ボネ 王 国 ､ ル ウ王 国や
マ カ ッ サ ル 民族の ゴ ワ 王 国 な どと婚姻関係 を結 び ､ ゴ ワ やボネなど隣接す
'
る巨大王 国に滅
ぼ され る事 なく オ ラ ン ダ時代ま で 続い て き た｡ 現 在の 県知事は タネテ リ人ア ジ ャ 王 族 の 子 孫
に あた る と い い ､ 県知事に な っ て か ら､ オ ラ ン ダ の ライ デ ン 大 を訪問 して 同王 国 の 歴史資
料 を入 手 し ､ イ ン ドネ シ ア 語 に翻 訳 出版 した o また 県知事夫人 は遡れはル ウ王族 の 子 副手
あた る と い う ｡
20 世紀初頭 ､ 同地 域を含む南 ス ラ ウ ェ シ 地方 は オ ラ ン ダの 占領下と なる ｡ オ ラ ン ダは間
接統治 の 体制 を採 っ た為 ､ 上 記 小王 国 は ､ そ れ ぞ れ Zelfbe stu u rとい う オ ラ ン ダ語 に名 を
変えて ､ 占領統治の 下部行 政単位と して 位置付 けられ た ｡ 1 941 年か ら 3 年 間 ､ 日本軍の
支配下 に お か れ た際に は ､ 日本海 軍指揮下の Bu nke 工将 Ka nri ka ng と Bu nke ng Dairi が同
地 に駐 屯 し ､ 農村部で は食糧供給に 向 けて農業推進 が行 われ たとい う ｡ 終戦間近に は ､ 村
内 に 10 0人近 い 日本 人が 身 を潜めて い たと証言 す る村人も い る ｡
1 20 0 2年 の 郡分割に より ､ タネテ リラ ウ､ ソ ッ ペ ン リ ア ジ ャ郡が それぞれ2 郡に分かれ ､ 7郡とな っ た ｡
2 同法 の 正 式名称 は Undang- Un da ng No .2 9 thn . 19 59: Pe mbe ntllkan Dae r ah
･ Daellah Tingkatilo
3 以下 の パ ル の 歴 史に つ い て は ､ 199 5- 2 0 0 2年 の 間に行 っ たパ ル 県知事夫妻 ､ パ ル 王族子 孫 ､ pe mda
Tk.ⅠI Bal･ru 職員 ､ 県都住 民 ､ バ ル 郡対象村落住民 - のイ ン タ ビ ュ ー に よ る o
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イ ン ドネ シ ア が 国家と して 1 945年に独 立 した後 ､ 1 950年ま で の 間 ､ 南ス ラウ ニ シ地 方
を 含 む イ ン ドネ シ ア 束 部 地 域 は 連 邦 国家 の 一 部 と し て 束イ ン ドネ シ ア 国(Nega ra
lndo n e sia Tim u r: NIT)を構成 して お り ､ パ ル 地域もそ の 一 部に 位置付 けられて い たo 1952
年 に は ､ 194 8年 に発 布 された地方行政自治法 ( 第22 法) に基 づ い て ､ 南 ス ラク ェ シ は 7
つ の 県(Da e r ah Sw ata ntr aTingkatII)とな る o パ ル は ､ 7県 の 一 つ で ある バ レ バ レ の 下部
単位(ke w eda n a a n)と位置付 けられ たo そ の 後 ､ 1959年 に発布 され た第 29 法 に基 づき ､
バ ル は第 二 級 地方(kabup ate n da e r ah oto n o mtingka
,
tII)となり ､ 19 60年に は初 の 知事 が
州 知事 に よ っ て 任命 された ｡ 初代､ ニ 代目の パ ル 県知事 は い ずれ も王 族子孫で は なく ､ イ
ン ドネ シ ア 国軍 の 出身者で あ る ｡ 第三代 目以降の 県知事 は現在 に 至 る まで 全て ､ 南 ス ラ ウ
エ シ の い ずれ か の 王 族の 子 孫で ある ｡ 1961年に は ､ ソ ッ ペ ン リ ア ジ ャ ､ パ ル ､ マ ル セ タ シ
な どの 下部単位(デ ィ ス トリク ト) が ､ 現在の 呼称 で あ るケチ ャ マ タ ン(那)と改名 され た ｡
第 2 項 対象村落 の概況と開発
本論で 取り 上 げ る事例事 業の 対象 6 か 村 (De s a) の 住民 は 100% ブギ ス 人 ､ そ して イ ス
ラ ー ム 教徒 で あ る ｡ 集落の 成立 時
期 は そ れ ぞれ に 異 な る が ､ 19世紀
後 半に 現在の パ ル 県都 ある い は南
ス ラ ウ ェ シ 州東南部 に 位置す る ボ
ネ地域 か ら移 り住 ん で き た人 た ち
に よ る開拓 村と して の 歴史 を有 し
て い る ｡ 各村落 は 大体 5 0- 150世
表 2 ･ - 1 プ ロ ジ ェ ク ト対象村落面積 ･ 人 口
村名 総面積
(k m
2
)■
人口 水田面積
(ha)
パ ラ ツ カ 36.3 3 2
,
46 7 3 7 7.10
ト ン ボ 34.8 6 1,8 0 8 3 6 0.8
ア ナ バ ヌ ア 20.0 0 1,4 3 6 1 9 7.2 0
ガル ン 2 8.5 2 1
,
54 6 1 79. 0
ハ ラ パ ン 5 3. 10 3,
■
2 3 8 2 8 5.7 0
リブ レ ン 2 0.2 4 2,5 1 0 3 0 6.4 0
出所 : パ ル 郡 (9 7年)､ タ ネテ リ ア ジ ャ 郡 (9 6年) 県統計局
(古P S) 資料
帯 毎 の 集 落 (Dtl S u rl) に 分か れ ､
人 口 1,500- 3,500人程度 ､ 総面積約20 - 50km
2で ある o 世帯数4は ､ 例え ばパ ラ ッ カ村の
場合は 人 口 2,467 人で 516世 帯と な っ て お り ､ 一 世帯 内の 構成員は平均約 5名 とな る[B P S
1997:10]. 但 し ､ 後述する よう に ､ 多くの 家族 で は ､ 構 成員の 一 部が マ レ ー シ ア - の 出稼
ぎに出 て い る た め ､ 実質的 に 同居 して い る 成員数 の 平均数値は 5名 よ り 少な い と思 われ る ｡
4 こ こ で い う世帯数とは ､ 基本的に は家屋を共有 し家計が共通 して い る集 団を指すo 通学の た め に町 に
住む親戚 と同居す るもの や ､ 長期出稼 ぎで 出て い る未婚者も親の 世帯構成員に含む｡
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世帯構成 に 関 して い え ば ､ 同地 で 比 較的 多く み られ る の が ､ 妻方 居住で あ る . 何番 目 の
娘が残 る と い っ た 規範 は み られ ず ､
例えば複数 の 娘 が 居 る場 合 ､ 姉 夫婦
が親と同居 して い
!
る場合 も あれ ば ,
最後に残 っ た 末 子が 同居 して い る場
合もあ る ｡ 後述 す る よう に ､ 同地 で
は中期 ､ 長 期 に わた っ て 出稼 ぎ に行
く者が 多い o 夫 婦共 に 出稼ぎに 行く
場合もあ る が ､ 夫だけが マ レ ー シ ア
に行 っ て い る と い う場 合も あり , そ
の ような場合 ､ 娘 は 生家で 両親と暮
ら して い る と い う パ タ ー ン が 見受 け
られた o 出稼 ぎと の 関連 で1年, 10代
の 子供 を残 して 両親 が 出稼ぎ七行 っ
てお り ､ 集 落 で は 祖 父 母 と 孫が暮 ら して い る と い う例 も少 なく なか っ た｡
対象 6 か村 は 24の 集落 か ら成 り , 村落 区分は 県 の 政策 に よ っ て変化 して き て い る さ. 吹
節で カ レ ン ゲ集落を例 に と っ て 紹介す る よう に ､ 同地 に お い て 生活 共 同体と して機 能 して
きた範囲は 現在 の 集落(du 8 un) 単位で ある ｡ これ ら集落(dtl Stl n)単位 は , 開拓時 代か ら の 地
域ごと の ま とまり･で あ る カ ン ポ ン(ka mpo ng)を基盤 に 拡大 して きた もの と して 捉 え られ る o
24集落 に お ける生活 は , 生業 パ タ ー ン や親族 内婚姻等 ､ 基本 と な る諸特徴 を共有 して い る
が, 自然条 件 ､ 交通 の 利 便 さ等に 大きな 差が あ り ､ ひ い て は経 済状況 ､ 教育 レ ベ ル や人 々
の 意強 の 差 , 信 仰心等 に も 多様性 が み られ る ｡ 以下 に , ミ ク ロ な多様 性 に 留意 しな がら 当
孫村落社会 の 諸特徴 を紹 介す る ｡
2 - 1 親族Bg俵と社会 内 の リ ー ダ ー シ ッ プ
同地 の 社会関係 の特 徴 と して ､ 親 族 内姉娘が 挙 げられる ｡ 筆 者が 19 96年 当初 に行 っ た
聞き取 り に よ る と ､ 親族 内婚姻は ｢理想 的なも の+ とみ なされ て き たと い うo 特 に 一 般 的
なもの がイ ト コ の 子供(s epupu 2 kn 1i: 2 次イ ト コ)同士 ､ あ る い は イ ト コ の 孫(s epupt13
6 パラ ッ カ村 か らの ア ナ バ ヌ ア村 の 分割 ､ ト ン ボ付か らの ガ ル ン 村 の 分割 な どo
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kali:3 次イ ト コ)周 士 の 婚姻 で ある . た だ し ､ 兄弟姉妹 の 子 供(s epupu 1 kali:1 次イ ト コ)
同士 の 婚姻は ､ 原則 的 にイ ン セ ス トと して 避 け られて い る ｡ こ の ような特徴 に対 して ､ 筆
者が聞き･取り を始めた 1 990年代後半に は ､ 若 い 世代を中心 に ､ ｢昔はそ うだ っ た けれ ど今
は違う+ と い う回答が 増えて い た｡ 実際に ､ 親 の 決 めた親族内婚姻に こ だわ らな い 例も 出
てき た o 一 つ の 傾 向と して い える の は ､ 出稼ぎ先で 知 り合 っ た同士 が 出稼ぎ先で 結婚する
パ タ - ン で あり ､ こ れ は 筆者と 一 緒に仕事 を して い た 2 0代前半の 男女 20名程度の 中だけ
で 5 例 あ る . こ の 一 つ の 理由 と して想 像され る の は ､ 婚資の 問題 で あ る . 一 般的 にブ ギス
民族 で は 男性側 が女性 側 の 家族 に婚資を贈る慣習が あり ､ そ の 平均 的な額は年を追う ごと
に 増えて い る ｡ 筆者が滞在 して い た 1995年 頃 に は村落の 場合 は 200 万ル ピア か ら 500 万
ル ピ ア と い われて い た の だが 6､ そ の 後 の 物価上昇 が影 響 して か ､ 2000年 頃 に結婚 したあ
る集落 長 の 娘の 場 合 ､ 一 千万 ル ピア を超 えて い た ｡ また ､ 事 実か どうか は不 明だが ､ 同年
に結婚 した パ ル 県知事 の 娘に対 す る婚資は 一 億 ル ピア で あ っ たと い う噂が 流れ る ほ どで あ
っ た. 2002 年 の 聞き取 り の 際に は ､ 村の 一 般的婚 資が 700万 - 一 千万 ル ピア と語 られ ､
実際 に筆者が 出席 した標準的 な農家の 息子 は ､ 一 千万 ル ピア と金細 工 ､ 織物等 を準備 して
い た ｡ こ の ような慣習の 元 で は ､ 経済的 に余裕 の 無 い 未婚 男性 に と っ て ､ 婚姻 を実現させ
る の は容 易で は な い o も ともと は ､ 親族内婚姻 とい うこ とも あ っ て 親 同士 で決 め る事が 一
般 的 で あり ､ 自ずと ､ 婚資に つ い て も親の 庇護下 で用 立 て て きた よう で あ る｡ よ っ て ､ 出
稼 ぎ先で の婚 姻 は ､ 若 い 男性 に と っ て は ､ 大仰 な結婚式や 多額 の 婚資を支払 わず に済む と
い う利点 が ある よ うだ ｡ 但 し､ 出稼 ぎ先の マ レ ー シ ア で も ､ た い て い の 場合 は パ ル 県出身
者や 南 ス ラウ ェ シ州 の 近 隣県 の 出身者 ､ 少 なく とも同 じブギ ス 民族 を相手 に選 ぶ の が
一 般
的 で ある ｡ 他 の 民族や 他の 島か ら の 出稼 ぎ者と婚姻 したと い う例は 少 なく ､ 例 え ば 196
年時 の パ ラ ッ カ村で は ジ ャ ワ ､ ス ン ダ人 の 女性 各 1名 が 出稼 ぎ先で 同村の 男性 と知 り合 っ
て結婚 した例が観察され ただ けで ある ｡
こ の よう に ､ 現在で は 明確 に親族 内婚姻がよ い もの と して 実践され て い る わ けで は ない
が ､ そ れで も親同士 の 親族 関係 をつ て に ､ 親が 子供 の 結婚相 手を決め る例 は今で も
一 般的
に 行 われて い る ｡ そ の た め ､ 実際に は現在の 2 0代の 夫婦で も ､ ｢私 と夫 はイ ト コ だ+と い
う例 を探す の は 容易な事 で あ る ｡ それ は過 去 か らの 慣習 に縛 られて い る とい うよ り も ､ 親
族関係 を基盤 とする コ ミ ュ ニ テ ィ に 育ち ､ 生き て いく 上で ､ 親兄弟と もなん らか の 親族関
6 1 9 9 5年当時の 為替 レ ー ト では ､ 約 2 0ル ピア - 1 円｡ 2 0 0 0年初頭 で は ､ 約 70
- 80 ル ピ ア - 1円 o
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係で 結び つ い て い る相 手と の 婚 姻 は ､ そ の 後 の 親族関係 は い うに及 ばず､ 近 隣関係 ､ 集落
内外 の 社会関係の 安定 に結び つ く こ とを承知 して の こ との よう で ある ｡ 筆者が 19 95年 -
19 96年 に行 っ た聞き取 り の 際 には ､ ｢家族 なら信頼で き る+､ ｢財産 ､ 土地相続などで争 い
事が起き な い+ 等 の 発 言 が聞 か れた｡
実際に ､ 19 97年 及 び 20 00年に 筆者が アナ バ ヌ ア村ダチボ ン 集落 の 中心 部で 行 っ た聞き
取りで は ､ 聞き取 り を行 っ た全 て の 世帯にお い て ､ 世 帯主夫婦 に なん らか の 親族関係がみ
られた7｡ また ､ 前集落長 を エ ゴ とする親族関係 図 を作成 して い く と ､ 次々 と近隣の 住人 が
一 枚 の 図の 中に 関係付 けられ て い っ た (図 2 - 1)o 中で も ､ 現在､ ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ と
集落第1世代( 開拓者世代)
集落第2世代
集落第3世代
集落第4世代
(4 0代後半 - 6 0代;△ .=
集落第5世代
く20代 - ヰo代)
〒頼
⑳
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磁
賢
A
h･
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= ⑳4
1 - 6:.ト
コ ツ マ シヤラカッとして名指しされる人 々 ｡
1 . 前集落長
2. イマ ー ム(イスラ ー ム礼拝指導者)
3. 現集落長 . 農民グル ー プ長(Ketu aKIp.Ta ni)､
公 共交通機関ミニ バ ス(ペテ ペテ)の オ ー ナ ー
4 . 母 子 保健活動(P O S Y A N D U)の 責任者
5. 集落内警備責任者(H A N S IP: Pe rtaha n a nSip‖)
6. 隊員が協力した給水事業の コ ー ディネ ー タ ー
7
. 同給水事業の維持 管理費に関する会計役(1 9 9 9年に死亡)
6
汰
よ
記号説明
△ :男性
○ :女 性
- :婚姻
卜 :親子
口 :兄弟
× :死 亡
塗りつ ぶし記号
(A ㊨ 葡):
同 一 集落内居住者
図 2 - 1 前集 落長を エ ゴ とする親族関係 と現在 の リ
ー ダ ー シ ッ プ
呼 ばれ るリ ー ダ ー 的 な立 場 に あ る人た ちが ､ 図中の 番 号で 示 した よ う に ､ 親族 関係 で 結び
っ い て い る事 が 明らか に な っ た ｡ これ は 同地で は 特殊 な例で は なく ､ 次節の 考察事例 の 舞
台と な る近 隣集落 で も類 似の 状況 が観察された ｡ ｢南ス ラ ウ ニ シ の 人 々 の 社会構 造 に お い
て ､ 親族 関係 は 重要 な要 素で ある o 一 般 的 に親族は双系的 に 広が り ､ 先祖か ら受け継い だ
7 相 互 関係が 3 次イ ト コ よ りも遠 い 関係 の 場合 ､ 具体的な関係は語 られ なか っ たが ､
｢家族の つ なが りが
ある(m a sihada hubu ngan kelu a rga)+ とい う表現で ､
｢他人(or anglain)+ とは 区別されて い た o
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土地 に住ん で い る+ と い う叙述 が こ れ らの 村落 に もあて はま る[Matt11ada 1982:4- 2 2]｡ こ
の ような経緯か ら 同地 で は ､ 親族関係を基盤 とする コ ミ ュ ニ テ ィ が成り立 っ て きて お り ､
開拓者時代か ら の
■
リ ー ダ ー シ ッ プが ､ そ の 子孫 - と受け継がれ る 事に よ っ て ､ 親族蘭係 の
中心 的な役割 を果 たす と 同時に ､ 集落の ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ と して ､ 集落内外 の 相互 扶助
ネ ッ トワ ー ク の 中心と し て機能 して きた ｡ 次節で 紹介す るカ レ ン ゲ集落の 例 の よう に ､ 開
拓者達 の コ ミ ュ ニ テ ィ と い う歴 史を有する 同地で は ､ 集落内及 び 近隣集落間 で の 婚 姻が繰
り返 され る事 で ､ 親族 関係 を基盤 とする相互扶助 関係 を強化 し ､ 地域内外 の 安定的 な社会
関係 を確保 してき た の で はな い だろうか と想像 され る ｡
2 - 2 生 業と経済状況
対象村落の 主 生業は農 業で あ る ｡ 主要作物 は 雨季 の 稲作が 中心 で ､ 港淑 の 有無 と そ の 年
の 雨量 に より ､ 米の 二 期作 ある い は乾季 裏作と して 落花生 ､ トウモ ロ コ シ ､ 甘藷等 を栽培
して い る ｡ 大抵 の 場合 ､ 乾季裏作物 は ､ 収穣時期 を見計 ら っ て 同県や東部に 隣接す る ソ ッ
ペ ン 県 か ら商人が 買 い 付 けに来 る とい う出荷ル ー トが確 立 して い争o他 方で ､稲作の 場合 ､
一 度 に全 て を売る の で は なく ､ 自家消費用も含 め ､ 保管 しなが ら米価 の 変動 や現金 の 必 要
性 に応 じて 段階的 に売 る 事が多い ｡ い わ ば､ 自宅 で の 米貯金 の よう な感 覚で ある ｡ 他 の 住
民 に比 べ て 大き な家と水 田 を有 し ､ 金 銭的 に余裕 の あ る村内の 富裕者は ､ 収穫 時に近 隣者
の 米 を貴 い 上 げ､ 自宅 に 貯蔵 して 米価が 高く な っ て か ら売 っ て利益 を得 る とい っ た こ とも
行 っ て い る ｡
水 田面積は村 ､ 集落 に よ っ て ば らつ き が あ り ､ 例 えば内務省に よ っ て 貧困村に指 定され
て い る ア ナ バ ヌ ア 村(1 9 7.2 0ba)と ､ 同地域 の 発 展 の 歴 史に お い て中心 的機能 をは た してき
た パ ラ ッ カ 村(3 7 7.1 0ha)とで は約 二倍近く の 差が あ るo 他方で ､ 199 4年 に 隣接する トン ボ
付か ら分割 した ばか り で 3 集落か ら成る ガ ル ン 村 で は ､ 水 田面積は最も少 ない 17 9･7ba で
ある が ､ パ ル 県都か ら の 交通 の 便 が よく ､ 公 務員や商売等 ､ 農外収入 を得て い る割合 が多
い た め ､ 水 田 面積か ら 一 概 に村落 の 経済状況 を比 較す る事 は 出来 ない o
世帯 ごと の 耕作面積 は ､ 同 一 村落内 の集落 間で も差が 見られ る｡ 1 9 3年 に パ ラ ッ カ 村の
2 集落 で 行 われ たサ ン プ ル 調査 の 結果 を例 に挙 げれ ば ､ 同村の 中心 に位置 し ､ 後 述する開
拓者子孫が居 住 して い る カ レ ン ゲ集落で は ､ 私有地と借地 を合 わせ た総耕作面積の 平均 は
99 ア ー ル で ある ｡ こ れ に 対 して ､ 同村の 最も奥地 に位置す る パ ン ゲ集落 で は 60 ア
ー ル と
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な っ て い る 8｡
また こ の う ち ､ 借地 面積の 割合は カ レ ン ゲ集落 で 46% ､ パ ン ゲ集落で 38%と な っ て い
るo 住民の 多く が 開拓者の 先祖か ら土地 を受 け継 い で き た同地で は ､ 大規模な地主rt 土地
な し農民 に よ る′j､作制度は 見受け られず ､ 基 本的 に は自作農で ある ｡ ただ し ､ 婚姻 に よ っ
て移り住 ん で 来た者や ､ 所有す る 土地 面積が狭 い 者も い て ､ 所有面積は 10 ア ー ル 程度か
ら4 - クタ ー ル 程 度ま で 様々 で ある ｡ よ っ て ､ 所有面積 の 広 い 親族か ら 一 部 を借り受けて
耕作 し ､ 収穣物を 1 : 2や 1 : 3 の割合で ､ 所 有者と耕作者の 間で分配 す ると い うやり 方
を取 っ て い る農民 が多い ｡ 基本 的 に土地所有は個々 人 が挽か ら受け継 ぐも の で あり ､ 結婚
して も ､ 夫婦 はそ れ ぞれ に受 け継 い だ 土地 を所有 しつ づ ける ｡ 相続の 際に も特 に長子や末
子重視 の 偏り は なく ､ ｢子 供達 に公 平に+ と語 られ て い る ｡ 農業をめ ぐる最も大き な問題 は
乾季 の 水不 足 で ､ 港概施設に 対する需要 は高い が ､ 村落近 辺 の 水源 が 限られ て い るた め ､
住民 の 力 で 簡易港概を建設 で きてい ると こ ろ は
一 部 に 限られ る o
家畜の 飼育に 関 して は ､ 大規模 に畜産業を営ん で い る住民 は村内に は 見当 たらず ､･
一 般
的 に は副業と して肉牛を は じめと する家畜 を所有 して お り ､農耕に活用 され て い る ｡ ま た ､
財産と して の 価値も 高く ､ 筆者 が行 っ た 家計調 査 め際に は ､ 現金の 必 要性 が 高ま っ たとき
に は牛 を売 っ て 現金 を得て い る例 が見 られ た ｡
農業外 の 収入源 と して は ､ 県都 に近 い集落 で は 教師 を中心 とする 公務員が 複数お り ､ そ
れ以外 の 農業外収入 と して は 公 共交通機関 の 運転 手 ､ 商業等が ある ｡ 199 3年の パ ラ ッ カ村
の 統計 に よ る と ､ 農業従事者が全体 の 90% に達 し ､ 教師 を含む公 務員で 7 %､ 残 り が わず
か に軽工 業､ 仲買等事 業従 事者 と な っ て い る【B‡
'S 199 3:18]｡
そ れ 以外 の 現 金 収入 の 相当部 分を マ レ ー シ ア で の 出稼 ぎ者か ら の 送 金 に 頼 っ て い る 世
帯 が 多い ｡ 筆者が 隊員と し て活動 して い た 199 5- 19 96 年 に か けて ､ 事例考 察で 後述す る
女性活動 の 一 環 と して ､ 2 か村 9集落 の 計 27名 の 女性 に ､ 1年 間 に渡 っ て現金 の 支出入 を
記録 して も ら っ た ｡ そ の 家計簿に よれ ば ､ それ ぞれ の 世帯 で ､ 出稼ぎ者か らの 不 定期な送
金 が 1 万 ル ピア 程度か ら 50 万ル ピア に わた っ て記録 されて い た o 送金 は基 本的に マ レ
ー
シ ア か ら戻 っ て く る 同集落住民な どに託す 形で 人づ て に行 われ て お り ､ 受 け取 っ て い る家
族員も ､ ｢い つ ､ い く ら送 られ て く る か は決 ま っ て い な い o お 金があ る時 に送 っ て来 る+ と
言 っ て い た ｡
8 1 9 3年 に実施 された ラ ン ダ ム 抽出に よ る各集落 2 0世帯の 聞取 り調査結果によ る【協力隊事務局 1 9 9 5
:
2 9 7]｡
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こ の た め ､ 少 なく とも 1 年間 を1 サイ ク ル と考えて経済状況 の 把握 を試 み た所 ､ 上記
27名 の 場合 ､ 経済状況 の 程 度は ､ 耕作可能な所 有土地 の 広さや元手 を稼げる公 共交通機 関
ミ ニ バ ス の 所有の 有無 ､ 出稼ぎ者の 人数等 と密接に 関係 し ､ 世帯の 現金 年収 は 最低 45万
ル ピア か ら最高 400 万ル ピア 程度で あ っ た｡ 中央統計庁 (B P S) が 199 8年 に実施 した全
国家計調 査(S U S E N A S)に よ る と ､ 1996年 の 村落部の 支出か らみ た貧困 ライ ン は 一 人当 た
り 31,366ル ピア /月 で あり ､ 単純 に積算す る と年間 で は 一 人 当たり約 3 7万 ル ピア と なる
【国際協力事 業団イ ン ドネシ ア 事務所 2 0 1: 2]｡ 当該村落 の 世 帯構 成人数が平均 5名 程度
で あ る こ とを鑑 みれ ば､ 当該村落 の 貧困層が ､ 国家的 に見 て も統計的 に は厳 し い 状況 に 置
かれ て い ると い うこ とが で き る だろ う ｡ 但 し ､ 実の と こ ろ ､ 当該村落社 会の 長 期的 な経済
状態 は､ こ れ ら統 計的 な値だ けで は 読みきれ な い ｡ 同地 にお い て は ､ 子供 の 教育費や農業
投入財 の 購入 費な ど ､ 必 要な支出 に 向けて 現金 を補充す る形 で 収入 を捻出す る場合が 多い
た め ､ 収入 と支出 は 常にイ コ ー ル に近 い が ､ 中で も数世帯 は年 間を適 して み て も ､ マ イ ナ
ス 値を示 して い た o マ イ ナ ス 値が 出 る 理 由 は ､ い く つ か考 え られ るo 同村落 部で は先述 の
｢米貯金+ や ､ 財産と して の 家畜飼 育な どを潜在的 な収 入源と
′
して確 保 した上 で ､･先物取
引や ､ 収穫 後の 収 入 を見込 ん だ金貸 しが慣習 的 に行 わ れ てき た｡ こ の た め ､ あ る特定 の 期
間を区切 っ て 日 常的 な現金 の 出入 だ けを記録 した場合 に ､ 実質的 な購買力や貯蓄の 状況 が
把握 しき れ ない ｡ 上記 に 算出され た現金 収入 の 値 だけで は ､ 彼 らの ｢貧 困+ に つ い て の リ
ア リテ ィ を語 る こ とに は 無理 が あ ろう｡
199 7年以 降､ 束南ア ジ ア 全体 を襲 っ た経済危機の 際 に村で行 っ た 聞き取 りの 際 ､ 当該
村落部住民 の 生活 の 中で は ､ 石 鹸や粉ミ ル ク な どの 商品価格 の 値上 が り と い っ た点で 影響
は あ っ たが ､ 生活 の 急変を招く よう な影 響はみ られて い ない 9｡ ま た南 ス ラ ウ ェ シ 州全体の
レ ベ ル で み れ ば ､ 他地域 に比 べ て カ カ オ な どの 輸出作物 に よ っ て 経済危機 の 際に大金 を得
た富裕農家が多 い こ とが 指摘 され て い た ｡ 対象村落で は ､乾季 の 暴風 が厳 しい こ ともあり ､
大規模な果 樹栽培 は行 わ れて い なか っ た が ､ そ れ で も南東 ス ラ ウ ェ シ に 土地 を有す る親戚
が カ カ オ 栽培で 大儲け を した ､ と い う よ うな話 は筆者も耳 に した｡ しか し ､ だか らと い っ
て 当該地域が相対 的に み て 経済状況が よ い と い うわけ で は決 して無 い ｡ む しろ ､ もと もと
現金 収入 の 術 が少 なく ､ 出稼ぎ先か らの 仕送 り にそ の 多く を頼 っ て い る よ うな生活 を して
9 当時の 市場調査記録 によ ると 1 9 98年 8月 3 0日 の パ ル 中央市場に お ける主要晶価格 は ､ 米 1リ ッ ト ル
が 2
,5 0 0ル ピア ､ 卵 1個 4 8 0ル ピア ､ 砂糖 1リ ッ ト ル 3,6 0 0ル ピ ア で ある【渡辺 1 9 9a‥6 3]o 1 9 9 8年第
二 四半期は 金融危機 の影 響 で対米 ドル為 替 レ ー ト が 1 4,9 0 0/1ロSSと ､ 前年度の 同時期 2,4 5 9/ 1ロSSと比
較 し て 大暴落 した時期で ある[国際協力事業団イ ン ドネ シ ア事務所 2 0 0 1:2 0 7】｡
7 9
い た住民達 だ っ たか ら こ そ ､ ル ピア の 変動が 日 々 の 生将 に急 激 な変化 を与 える に は及 ばな
か っ た の だと い う見方 もで き る ｡
上述｢米 貯金+や 出稼 ぎか ら の 送金 が占める割合が高 い ため ､ 月 ごと の 一 般 的現金収入 の
平均 を把握す る の は ､ 筆者 の ような外部者に は勿論 ､ 本人 で さ え困難 な状況 で ある ｡ 特 に ､
主生業で あ る農業及 び 主 要裏作物で ある落花生 の 栽培サイ ク ル に お け る投資時 と収穫時で
は ､ 月 収 は 多い と こ ろで は数百万 ル ピア の 差が出 る ｡ 例 えば水 田 2ha､ 畑 2 ha を所有 して
い る ア ナ バ ヌ ア 柑の あ る 集落長 は､ 2002 年 の 実績によ る と ､ 米の 収穫量 ほ 70袋 (凡そ 5
ト ン) だ っ たと い う｡ 更 に主要 な乾季 裏作物 で ある落花 生に つ い て は ､ 30 袋 を収穫 した ｡
同地で は ､ 落花生 は共 通 の 缶(ka r e ng)を測定単位と して 用 い て お り ､ 1 袋 は約 7缶分で あ
る｡ 2 002 年 乾季 の 一 般的 な売値は 1缶 22,000ル ピア と い う こ と なの で ､ 落花生 か ら得ら
れる収入 は 462 万 ル ピア に の ぼ る ｡ また ､ 後述す る事例で 紹介する パ ラ ッ カ柑カ レ ン ゲ集
落に住む農民リ ー ダ ー β氏(2QO2 年 10月 現在で 4 4才)の 場合 ､ 所有水 田面積は 50a で あ
る ｡ 更 に ､ 近 隣の 住民 の 土地 50a を 40万 ル ピ ア で借 り ､ 落花 生栽培 に用 い て い る ｡ 2002
年 の 実績に よ る と ､ 米 の 収穫畢は 25袋 (凡そ 2 トン) で あ っ たと い う ｡ また ､ 落花 生は
90缶収穫 し､ 土地 の 賃貸料 40 万ル ピア を差 し引い た 160 万ル ピア が利益 だとい う ｡
稲作 に よ る 収入 に 関 して ､ 当時 の 米価は 1 キ ロ グラ ム 1,800- 2,000ル ピ ア程度で あ っ
た た め ､ 単純に 計算すれ ば 同集落 長 の 米 収穫 に よ る収入 は 1 千万 ル ピ ア に の ぼり ､ β 氏 の
収入 は 400 万ル ピ ア に な る ｡ しか し ､ 既述 の とおり ､ 人 々 に と っ て 米 はまず 自家消費が優
先で あり ､ 収穫 した 米 は 一 般的 に 家に保管 し､ 余剰分 を必 要 に応 じて 少 しずつ 売る の が
一
般的 で あ る ｡ こ の ため ､ 米 の 現金 化率 は 実際に は それ ほ ど高く ない ｡ 土地 が少 な い 世帯の
場合 ､ 全く 売らず ､ 自家消費用 の み と して 自宅 に貯蔵 し､ ひ どい 場今は次 の 収穫時期間近
に は ス ト ッ ク が底 をつ い て 米 を買う世 帯も あ る と い う｡ 筆者が 隊員時 に実施 した既述 の 家
計簿調査 で は ､ 対象世 帯 の 月別 現金 収入 は ゼ ロ の とき もあれば ､ 米や 落花生 の 収積時 に は
数十 万 ル ピア か ら百 万 ル ピア 以上 ､ はね あが っ た 10o 但 し ､ 米 に関 して は全 て売 っ て は お
らず ､ 例 えば既述 の 集落長世帯 の 場合 ､ 19 96 年 の 米収穫時に 現金化 され た の は 200 万ル
ピア程 度で あ っ た｡
こ の よう に ､ 現金 の 額面 で 当該村落社会 に お ける
一 般的な支出入 を把握す る の は 困難で
あ る ｡ こ こ で 参 考 と し て ､ 現 金 化 す る か 否 か に か か わ ら ず 人 々 に と っ て ｢収 入
10 1 9 9 5年 8月 - 1996年 7月 の 調査結 果に よ る｡
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(pe ndapa七a n)+と して 静識 され て い る様々 な選 択肢 の 全体像 を示 す例と して ､ β氏 に と っ
て の｢収 入+に つ い て 示 し た図(図 2 - 2 β 氏に と っ て の ｢収入+)を紹介する ｡ 図か らは ､
以下 の 4点 が 読み 取れ る ｡ 第 一 に ､ 人 々 にと っ て の ｢収入+ とは ､ 現金化 され るも の の み
ならず ､ 自宅 の 家庭菜園 (peka r a nga n) に あ る果樹等を含み ､ 多様で ある o 第二 に ､ 潜在
的収入源と して の 鶏 ､ ア ヒ ル ､ 養魚など の 家畜飼 育､ なか で も肥育に よ っ て 百万 ル ピア 単
落花生畑の端 で
栽培 して い る豆
⊂式 Li,Rtj
トウモ ロ コ シ
ア ヒル
40
ジ ャ ッ ク
フ ル ー ツ
鯉飼育 (郡長の
投資に より新規
に開始)｡
○
養魚
長豆
稲 作
β氏
公 務員( 小学校
守衛)
( 安 定性の 点
で 最も重要)
貨店
出資
妹が
宅前
砂糖
落 花 生
川えび (川 で捕獲)
唐辛子 ( 本当はも っ と大き い
が ､ 今年はよ い 首が予･定通り入
手で きなか っ たの で 収穫少 な
い)0
0 マ ン ゴ ー
して
経営 ｡
に あり
等入手
○
榔子 の木 6本
a 肉牛肥育
(現在7頭 ､ 徐 々
に増や してきた)
注 ‥2002年10月 に聞き取 りなが ら作成 ｡ 丸 の 大きさや距 離は ､ β氏本人 の意 向に沿 っ て 調
整 したもの で ､ β氏 に と っ て の 重要 性 ､ 安定性 ､ 期待な どを示 して い る と い う ｡
期待値
安定値
: 実際に は まだ収入 を得て い ない もの o 将来的収入 へ の 期待 o
: 年 に よ っ て 変化 が なく 安定 して い る ｡
図 2 - 2 β氏 に と っ て の ｢収 入(pe nda p ata n)+
■
源と その 重要 性
位で 売値が上昇す る肉牛 などに は ､ 将来 的な増収 を見込ん だ｢期待値+が｢収 入+に含まれて
い る ｡ 第三 に ､ 経済的価値と して の 米 の 収穫量 は落花生 の 3倍 に 上 るが ､ 実 際 に は そ の 多
く が 自家消費とされ る た め ､ 意識 と して の ｢収入 の 大き さ+ は双方 がほ ぼ同 じ位とな っ て い
る ｡ 第四 に ､ 専業農家 の 場 合は い ずれ の｢収入 軌 も ､ 天候や病気 など ､ 個人 の コ ン ト ロ
ー
ル で は 対応 し難い 条件 に よ っ て ダメ - ジ を受ける も の で あり ､ 常に｢不安定感+が つ きまと
っ て い る o だか らβ氏 の 場脊､ 1982 年 か ら続けて い ると い う集落小学校の 守衛と して の 給
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与 は大き
'
な も の で あ る ｡ 特に ､ 以前 は 数万 ル ピ ア だ っ たも の が ､ 近年の 公務員給与 の 上昇
に伴い ､ 後述 の 通 り 80 万ル ピ ア も の ｢安定的な月給+ が支払 われ るように な っ て い る ｡
マ カ ッ サ ル の 私 立 大学に 通 う長 女を持 ち ､ 教育費に頭 を悩ま せ て い る彼に と っ て は ､ こ れ
が大き な安心 感を与 えて い る こ とが ､ β 氏自身が 円を 二 重三 重に 強調 して い た こ と か らも
わか る だろ う ｡
図 2 - 2 に み られ る よ う に ､ 農村生活 たお い て ｢現金 を獲得する た め の 労働+ は ､ 広く
｢生活 の 営み+に 埋 め込 まれ て き たc β氏 にと っ て 農業とは ､ まずは家族を食 べ させるに 十
分な食物 を得 る ため の も の で あり ､ 重要 な現金 収入獲得の 手段で ある と同時 に ､ 自分 の 家
族が よ り豊か な生 活 を送 れ る よう にする ため の 投資や ､ い ざとい う時 の セ ー フ テ ィ ･ ネ ッ
トと して の 機能 をも有 して い る ｡ 更 に い えば ､ そ れ は 自分自身の 癖来 的な生括 に つ い て の
夢に 結び つ く も の で も あ る ｡ こ れ は ､ 後 に事 例 と して紹介す る｢支援+の 文脈 に お ける ､ 短
期的 ･ 直接的 な経済効果 の み に 重点 を置 い た ｢農業+ イ メ ー ジ よ りも広く生活 に根ざ して
い る ｡
2 - 3 出稼 ぎ
特 筆す べ き人 の 動き と して は ､ 若者 を中心 とす る幅広 い 世代 ､ 性別 の 人 々 が マ レ ー シ ア
の サ バ 州 に 出稼ぎ に 出て い る事 で ある ｡ 出稼ぎ の 形態 は ､ 特 に現金収入 が減 る 乾季 の 単発
的 なも の か ら､ 1 0年 以上 に 渡 っ て 向 こ うで住み 着い て い る 者ま で 様々 で あ る o 男性 の 場 合
は プ ラ ン テ ー シ ョ ン 農場 で の 労働 ､ 木材 伐採 現場 の 切 り 出 し労働等 が 最も｢単純な仕事+で
ある ｡ 滞在が長 期に わ た り ､ 雇 用者か ら信頼 を得 ると ､ 連転手や現場 監督とい っ た ｢より
儲か る仕事+ に つ け る と い う｡ 女性 の 場合は ､ やは り プ ラ ン テ
ー シ ョ ン 農場 労働か ､ ある
い は 伐採現場 の 木材チ ェ ッ ク等 だそ うで ある ｡ 1996年 に筆者が マ レ
ー シ ア の タ ワ ウ ､ サ ン
ダカ ン ､ ラ ハ ダ トウ で 行 っ た出稼 ぎ者の 追跡調 査で は ､ 出稼 ぎに来て か ら 10 年近く
一 度
も故郷に 帰らず ､ 撃僑 系 プラ ン テ ー シ ョ ン 企 業の 運転手 と して携帯電話 ､ 車をある 程度自
由 に扱 える生 活 を して い る 30代の 男性 に出会 っ た ｡ 彼 は ､ サ ン ダカ ン 近郊に あ る｢南ス ラ
ウ ニ シ 出身者 コ ミ ュ ニ テ ィ+とで も い える ような高床式住宅の 密集地 に ､妻と 1 歳 の 子供 ､
妻の 母 と共 に住ん で い た ｡ 萎も 同 じく 南ス ラ ウ ェ シ の エ ン レ カ ン 県出身で ､ 出稼ぎ先 で 知
り合 っ たとい う｡ ｢こ ち らで 子 供が生まれ る と ､ 子 供の 学費や保 険が 無料で ､ と て もめ ぐま
れて い る+ と妻は 語 っ た ｡ 最近 ､ 家に電話 も引 い た所だと い う ｡
上記 の 例 の よ うに ､ 生 活 して い く場と して ､ ほ ぼ移住に 近 い 長期の 出稼ぎを行 っ て い る
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も の も い る ｡ し か し対 象村落部 に調査 時点 で居住 して い る人達 に 聞い た 限り で は ､ 基本 的
に は 出稼 ぎに出 る の は 経済的 な 理 由に よ るも の で ある とい う ｡=数年向 こ うで貯蓄 したお 金
を持 っ て 地元 に帰 っ て きて 大 き な家を建築する など して ｢出稼ぎ長者+ と 呼
ー
ばれ 考人 たち
も多い ｡ ｢出稼ぎで 儲 けて ､ 地 元 に黒檀やガラ ス を使 っ た 立 派 な家を建 て た い+ と い う希 望
を複数 の 人 が語 っ て い た ｡ 何十 年に も わたる 出稼 ぎの 往来に よ っ て ､ 大抵 の 住民が ､ タ ワ
ウ ､ サ ン ダカ ン ､ タ ラ カ ン等 の 地名 を身近 に感 じて い る｡ 双方 に家を持 ち､ 定期的 に往復
して は ､ こ ち らか ら出稼 ぎを希 望す る人 たち を斡旋 して 連れ て行き ､ 向 こ うか ら砂糖や 衣
類 等を持 ち帰 っ て 商売 に して い る女性 も い る ｡ 近接都市 に就職 口 が少 なく ､ 一 世 帯 あたり
の 耕地 面積も十 分で は な い と い っ た 問題 と ､ 古く か らの 往来 で ､ 家族や 知人 を頼 っ て 比 較
的安易に 行 ける こ とな どか ら ､ 住民 に と っ て マ レ ー シ ア - の 出稼ぎは ､ 地元 以外 で 収 入 を
得る ため の 身近 な手段 と な っ て き た｡ 同 じ ス ラ ウ ェ シ 島 の 中部都市 パ ル や南束部ク ン ダリ ､
最東部ジ ャ ヤ プラ - の 出稼ぎ者 も い るが ､ 1995年 に パ ラ ッ カ ､ ア ナ バ ヌ ア 両村で 実施 した
聞き取 り で は ､ 圧倒的 に タ ワ ウ ､ タ ラカ ン ､ サ ン ダカ ン と い っ た ､ 王 国時代 よ.り海上貿易
で 往来 の あ っ た ボ ル ネオ 島↑ の 出稼 ぎ者が 多か っ た (地図 Ⅰ.｢南ス ラ ウ ニ シ 州 とイ ン ドネ
シ ア 主要都市お よび 対 象村落 住民 の 主 な出稼ぎ先+ 参照)0
しか し ､ 不 法労働者に 対す る マ レ ー シ ア 政府 の 規制が 厳 しく なり ､ 2002 年 に入 っ て 多く
の 出稼ぎ者が 地 元 に戻 っ て き て い る ｡ 例 えばパ ラ ッ カ村カ レ ン ゲ集落 で ほ 1 0名 の 出稼 ぎ
者が 戻 っ て.き て い る と い う (20 02 年 10月 現在) ll. そ の 多く は家族 で 出稼 ぎ先 に住み込
ん で い た う ち の 妻子 で ､ ｢夫 は パ ス ポ ー トを取得 して い るが ､ 自分たちは切 れ て い たた め帰
っ て き た+と の こ とで あ る ｡ 同集落 か ら最も近 い トン ボ村 に ある中学校 で は ､ 今年 に入 っ て
5 名 の 生徒 が増えたそ う で ある ｡ また ､ カ レ ン ゲ集落 の 小学校校長 に よれば ､ 出稼 ぎ者の
帰 国 に伴う就 学児童 の 増加 は若 干 1名.で あ る｡ 校長 はそ の 理 由と して ｢小 学校年 齢の 子供
を有する親が 出稼 ぎに 行く 場合 ､ 最初か ら子供 を祖父 母 に預 けて 行く 事が 多 い の で ､ 今回
の 帰国 に伴う児童 数の 変化は そ れほ ど ない+ 事 をあげて い る ｡
2002 年 8月 に戻 っ たば か り と い う 40 代の 女性 は ､ 1983 年 に初め て夫 ､ 子 供 と共 にサ
ン ダカ ン に 出稼ぎに行 っ て 以来 ､ 現地 で女児 を 出産 し ､ 衣類､ 砂糖等 を売 り なが ら､ 20年
近く サ ン ダカ ン 近郊で 暮 ら して きた ｡ 夫が 出稼 ぎで 得た稼ぎをカ ー ド賭博で使 い 込 み ､ 苦
労 が絶 えなか っ た為 に離婚 し ､ そ の 後 も子 供 と共 に現地 で 生活 してき た とい う ｡ しか し ､
1 1同集落長及 び村事務所ス タ ッ フ - の イ ン タ ビ ュ
ー に よ る.
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こ こ 2年 ほ ど マ レ ー シ ア 政府 の 規制が厳 しく な り ､ 自分 の 身近 に も警察 に連行 され た りす
る人 間 も出て き た ｡ 長男 ､ 次男 は既に そ れぞれ働 い て お り ､ 自分の パ ス ポ ー トを持 っ て い
るが ､ 束子 の 娘 (18歳) は ､ 小 さい 頃 は母親の パ ス ポ ー トだ けで 問題 なか っ たため ､ 現在
も個別 の パ ス ポ ー トを持 っ て い な い ｡ 同 じよう な状況 の 隣人 が刑務所 に入れ られ た こ とも
あり ､ また ､ 新た に 自分と娘両 方 の パ ス ポ ー トを取 る に は高額すぎ る の で ､ 一 時的 に帰国
する と共 に 娘 を地元 に お い て い く事 に決 めたと い う｡ ｢私 と離れ て暮らすの は ､ こ の 子 は初
め て な ん だよ+ と ､ 側 で 聞い て い た娘の 方 を見 た ｡ 彼女自身 は現在パ ラ ッ カ 村の 村事務所
ス タ ッ フ を通 じて パ ス ポ ー トを申 請 して おり ､ 早 けれ ば来週 中に再び サ ン ダカ ン - 戻 ると
の こ とで あ っ た o
こ の ような状況 下 で ､ や は り 出稼ぎに行 こ うとす る者 は後を絶たな い と､ パ ラ ッ カ 村の
行政 ス タ ッ フ は語 る ｡ 2002 年 9月 に は ､ 2 名 の 手続 きを した そうだ｡ しか し ､ ｢何も無い
道端 で トラ ッ ク か ら下 ろされ ､ 餓死 させ られ た+ な どと い う噂が帰国者か ら飛 び 交 う中 ､
人々 に言 わ せれ ば ､■出稼 ぎに行 く事 の 壁 は こ れ まで に無く 高 い もの と な っ て い る ｡ 対象村
落 の 出稼 ぎ経験者か ら固い た情報 で は ､ 200 2年 10月 ,%在 ､ かれ らに と っ て ｢正式 な+ 渡
航の 手続き で は ､ 村内手 続きに 1 万 5 千ノレビ ア ､ パ ス ポ ー ト申請 に 50 万 ル ピ ア を費や し､
更に 国境の 町 ヌ ヌ カ ン の 移住局 で 取得する入 国 ビザ申請費が 30万 ル ピア か か る ｡ 更 に入
国 後 に マ レ ー シ ア で 仕 事 を す る た め に は ､ 就 労 パ ス ポ ー ト (Paspo r Te n aga Ke rja
lndo n e sia) を取 得せ ね ばな らな い ｡ こ れ を得 る ため に は ､ 雇用主 か らの 推薦状を添 えて
1
,
60 0リ ン ギ ッ トを要す る ｡ こ の パ ス ポ ー トは 5 年 間有効だが ､ 毎年 ､ 70 0リ ン ギ ッ トを
支払 っ て ､ 健 康診 断 の 上 ､ 雇 用者か らの 証 明書類 の 更新が 必 要とな る と い う ｡
か れ ら 日く ､ 1 リ ン ギ ッ トは約 2,500ル ピア で あり ､ パ ス ポ
ー トの 取得は か なりの 高額
に な る ため ､ 実際に は 雇 用者が立 替え ､ 月 々 2 00 リ ン ギッ ト程度ず つ 月 給か ら天 引きされ
る シ ス テ ム を と っ て い る とい う ｡ これ 以外 に ､ 渡航の 船賃と して 凡そ 1 0- 20 万ル ピア を
要す る ｡ 概算すれ ば ､ 新規に 出稼ぎに｢正 式 に+い くた め に か か る費用 は 1人 で約 5 百 万/レ
ビア近 く か か る こ とと な る ｡ 但 し ､ 先述 の 2 0年 以上働い て い る 女性 に拠れ ば ､ ｢現 地で は
毎月 千リ ン ギ ッ ト以 上稼げれ ば ､ 生活 に余裕が あ る ｡ 私 は なん とか そ の く らい は稼 い で い
る ｡+ と の こ とで､ 雇 用者 との 良好 な関係 と安定 した 稼ぎさえあれ ば ､ 最初に 多額の 借金 を
抱 えて で も ､ 労賃 の 高 い マ レ ー シ ア - 出稼ぎに 行くメ リ ッ トほ十 分に ある よう だ｡ 実際 ､
彼女 の 自宅 に は ､ マ レ - シ ア か ら持ち帰 っ たと い う美 しい ガラ ス 食器 やテ レ ビ ､ C I)ラジ
カ セ 等が並 べ られ ､ 今回 の 帰省時には 地元 に 所有 して い る家を増築 したと か で ､ 真新 しい
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板の 間 が広 が っ て い た ｡ ただ ､ 確実 な稼ぎ の 無 い 娘 と 2 人分 の パ ス ポ ー ト取得に か か る費
用 を担 っ て い て は 生活 が成り 立たな い と判断 した の だろう｡
こ の よう に ､ 出稼 ぎを巡 る 国家規制 の 厳格化 は 明らか に対 象村落の 生痕に影響を与 えて
い る ｡ 但 し､ こ れ まで に 雇用者と の 良好な関係 が 出来て い る者の 場合 ､ 新たな パ ス ポ ー ト
の 申請費用 の た め の 借金 を取 り付 け ､ 一 旦 帰 っ て き て も再び 渡航の 計画 を立 て る傾向に あ
る よう だ o 他方 で ､ 強 い コ ネク シ ョ ン の な い者 の 新規 出稼ぎ の 道娃確 か に厳 しく な っ たよ
うで ､ 筆者が 話 を聞 い た も の は皆､ 一 様 に ｢出稼ぎ に行く の が難 しく な っ て きた+ とい う
印象をも っ て い た . 更 に ､ 既 述 の よう に ､ 家族 ぐるみで の 出稼ぎか ら ､ パ ス ポ ー トを取 得
でき る稼ぎ頭の み が 出稼 ぎ先に 残 ると い う パ タ ー ン が見 られ る ｡ これ ま で ､ マ レ ー シ ア -
の 公式 ､ 非公 式 な 出稼 ぎル ー ト は ､ 対象村落住民 にと っ て身近 な現金 獲得の 手 段と して 捉
えられ て き たが ､ も しも ､ 今後 も現在の 規制強化 の 傾向が続く とすれ ば ､ 中期 ･ 長期的 に
は 人 々 の ｢生 計 の 立 て.
方+ や 家族 関係 に 影響を及 ぼす事 とな る だろう｡ そ れ は ､ 地元集落
l
で の 農産業発 展 を願 う 気持 ち の 強化 とな っ て あ らわれ る の か ､ それ とも 更 なる抜 け道 を見
出すの だ ろ う か . あるV
.
､ は ､ これ まで 以上 にイ ン ドネシ ア｢国家+を意識 し､ 県 の 開発政策
に対 する 関JL､ が 高ま る の だ ろうか ｡ い ずれ にせ よ ､ 今後 の 同地 で の 村落 開発 プ ロ セ ス に直
接的に 影響 を及 ぼすで あろう こ とが予想 され る o
2 - 4 ･ 宗 教と社 会 生活
最初に 紹介 した通 り ､ 対象 6 か 村の 住民 はい ずれもイ ス ラ ー ム 教徒で あり ､ 改修中の も
の も含 めれ ば ､ 全 て の 集落に 必 ず 一 つ の イ ス ラ ー ム 寺院 (モ ス ク) が あ る ｡ い ずれ の 集落
で も ､ 轟週金 曜 日 の お 昼 に は 男性 が集ま っ て 礼拝を して い る ｡ 集落 に よ っ て 差 は あ るが ､
女性 は 木曜 日 に 同様に 集ま っ て 礼拝が 行 われて い るとい われ て い る ｡ しか し実際に 当該村
落部 で は女性 の集 団礼拝 は常に 行われ て い るわ けで は なく ､
‾
例 えばカ レ ン ゲ集落で は隔 週
jP3;
ゼ'I^
で ア ル ク ル ア ー ン の 朗唱 が行 われて い る の と ､ 転月 1 回 ､ 県 の 宗教局の 職員が 来た 時に 行
うと の こ とで あ っ た ｡ 集 団礼 拝の 機会は ､ 人 び と にと っ て 重要 な情報交換 の 場で あり ､ 村
長や 県行政に と っ て は ､ 多く の 人々 に 一 度に情報 伝達 でき る最も確実な機会とな っ て い る.
各集落に存在す るイ ス ラ ー ム 礼拝指導者の イ マ ー ム は ､ 集落 の 社会生活 全般に お い て重 要
な ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ の
一 人 で あり ､ 集落に よ っ て は集落長 以上に リ ー ダ ー シ ッ プをと っ
て い る者も い た o 住民 の 認識と して ､ イ マ ー ム は ア ル ク ル ア
ー ン に つ い て の 深 い 理解と ､
ア ラ ビア 語 の 高い 能力 を有する 者で ある と の こ とで ､ なん らか の 資格に よ っ て 裏打ち され
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る彰の で は な い と い う ｡ 子 供 に 対す る宗 教教育も - 般的 に行 われ て お り ､ 小 学校 児童 の た
め の 轟週 の ア ル ク ル ア ー ン 読唱教室 も開か れ ､ 自宅 で も熱心 に ア ル ク ル ア ー ン の 朗読を練
習する 子供達 の 姿をみ か け る｡
モ ス ク の 建設や 改修費 の 一 部は 県政府予算か らの 補助 によ っ て まか な われ て い る が ､ 基
本 的に 同地域で は 自助努力 を中心と して建設 が 進 め られ てき た ｡ 例 えばパ ラ ッ カ柑 の 5 集
落 の モ ス ク は い ずれ も自助努力 に よ っ て 建設 さ れて きた と い う｡ ま た ､ イ ス ラ ー ム 教徒
100% の 同地 で は ､ 転年 の メ ッ カ 巡礼 時期 に は ､ 巡 礼を実現する 者を祝う宗教行事 が ､ 家
族は お ろ か 集落全 体を挙げて 繰り広げ られ る ｡ 筆者 が パ ラ ッ カ村に 滞在 して い た 1995 -
1996年 の 場合 ､ カ レ ン ゲ集落か らは 轟年 2 名 ずつ の メ ッ カ 巡礼者が 出て い た｡ しか しこ
れ も ､ 6 か村全体を見渡す と大きく 差が出て く る ｡ 199 8年 に得 た情報 で は ､ ガル ン 村の ガ
ル ン 集落 で は メ ッ カ - の イ ス ラ ー ム 巡 礼を実現 した ハ ツ ジ が累積で 20 人以 上確 認 され た
が[渡辺 19 99a: 1 9】､ ア ナ バ ヌ ア 村の あ る集落で は い まだか つ て 一 冬もメ ッ カ 巡 礼者が い
‾
な い と い う ｡ メ ッ カ 巡礼 に か か る予算は ､ 19 9 5年 で約 700万 ル ピア ､ 経済危機と政権交
代を経て ル ピア の 大暴 落が起 こ っ た 199 8年 に は 2,700万 ル ピア にも の ぼ っ て い た｡ しか
し ､ 集落間で こ れ だ け巡 礼者 の 数 に差が ある理 由 は ､ 一 概 に経済的な富裕度の 差 に よ るも
の で は な い よ うで あ る ｡ 一 方 で 先述 の ガ ル ン集落は 比較 的県都に近く ､ 交通 の 利便 も ス ム
ー ズ で ､ 農外 収入 を得 て い る者が多く ､ 高等教育修了者も比 較的多く 見 られ る ｡ こ の 集落
に新た に 建設 され た モ ス ク は他集落 の も の に比 べ ､ 規模も大 きく 立派 で ある ｡ 他方で ､ 県
都か ら遠く離れ たア ナバ ヌ ア村 に位置 す る先述 の 集落 で は ､ パ ラ ッ カ 村な どで はみ られ な
く な っ た収 穫祈願 や豊 作祝 い と い っ た 農業に 関わ る伝統 的な行事が 今で も維 持 され て お り ､
家屋棟上 げの 際 の お供 えな どに も ､ 土着の 慣習 的信仰が 年中行事 などの 形で 残 っ て い る ｡
集落 内の モ ス ク の 改修 は 毎年 の 開発計画 に挙 げられ るが ､ 抜本的 な改築や増築は行われ て
い な い ｡
ハ ツ ジ を出 した事が な い と い う ア ナ バ ヌ ア 村の 同集落 の 集落長 は ､ ｢100の 柱 が ある家+
と呼ばれ る立派 な高床 式 の 住宅 で ､ パ ラ ボ ラや テ レ ビ ､ 冷蔵庫に ソ フ ァ 等 を有す る集落 内
き っ て の 富裕者で ある ｡ 筆者が 行 っ た家計調査 で は ､ 同集落長世帯の 稲収穫時期 の 月収 入
は 200 万ル ピア に の ぼり ､ 乾季裏作 の 収穣や 出稼ぎ者の 仕送りな どを含 め ､ 1995年 8月
か ら 19 6年 7 月 まで の 年間収 入 は 400万 ル ピア を超 えて おり ､ サ ン プ ル 数 27世帯の 中
で 最も高か っ た . 彼 の よう に ､ メ ッ カ 巡礼の 数 の 差は ､ 一 概に経済的 な差で はなく ､ 生活
に お ける人 々 の 価値基 準の 差異も影響を与えて い ると い う例 もみられ る ｡ 実際に ､ 同集落
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長 に ､ ｢なぜ こ こ で は ハ ツ ジ に な る 人 が少 な い の か ?経済的 な問題 か ?+ と訪 ねた と こ ろ ､
｢経済的 な 問題 で は な い ｡ ハ ツ ジ に な る とい ろ い ろと義務が生 じ る の で ､ 面倒く さい+ と
の 答えが返 っ て き た ｡ 他方 で ､ パ ラ ッ カ村カ レ ン ゲ集落か らメ ッ カ 巡礼に赴 い た ハ ツ ジ の
女性に ｢ハ ツ ジに な る た め に は 何が必要 か ｡ ま た ､ ハ ツ ジ に な る と何 か 義務が 生 じ る の か+
と訊 ねた と こ ろ ､ ｢経済的 なカ と体力 の 両方が 必要 ｡ メ ッ カ の 環境は 厳 しい+ と答え ､ 義務
に つ い て は ｢例 えば ､ 人前で 頭を出 して は い けな い ｡ 毎日 必ず決 め られ た礼拝を行う｡ 足
の 見 える ような格好を して は い けない+の 3点 を挙げた ｡彼 女は 義務を問題 化す る より も ､
ハ ツ ジとな っ た こ とで ､ 自分が 社会的 により指導的 な立場 に 立 っ て い る事 を十分認識 して
い るよ うで ､ 結婚式 や行 事な どの 準備 で は率先 して 女性達 の 指導を行 い ､ 家事の 途中や来
客中で も ､ 礼 拝の た め に 中座 して モ ス ク に行 っ て い る ｡
･こ の よ うな差 異は ､ モ ス ク の 外観 の み ならず､ 子供 たち の ア ル ク ル ア ー ン朗読 の 勉強 に
対す る親の 熱 心 さや ､ 木曜や金 曜 の 礼拝 - の 出席の 確 実性 な どの 面で も あらわれて い る o
同 じイ ス ラ ー ム 教徒の コ ミ ュ ニ テ ィ とい うだ けで は 同 一 視で き な い 多様性 を有 して お り ､
ひ い て はイ マ ー ム が ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ と して 社会 に有す る影 響力も集落に よ っ て 異 なる ｡
2 - 5 村 内組織
行政 の 末端 と して の 村(De s a)は ､ こ れま で全 国的 に 一 律の 住民組織が 形成され て きた ｡
これ ら は 199 9年 以 降に 大きく 変化 を遂 げて い る が ､ こ こ で は まず本論 にお ける 中心 的 な
調査期 間で あ っ た 1994 年 - 199 9年 の 状況 を紹介 した上 で ､ そ の 後 の 変化 を説 明す る ｡ 村
内行政構 造 と して は ､ 村民委 員会(Le mbaga M a sya r akatDe s a:L M D)と村落住民保全委員
会(Le mbaga Eetahan a nM a sya r akatDe s a:L K M D)が挙げられ る o パ ラ ッ カ 村を例 に 取れ
ば ､ L M Dは行政 ､ 開発 ､ 地 域社会 の 3 分科会が設置 されて お り ､ それ ぞれ 5 名 が選 出さ
れ て い た ｡ ま た ､ L K M D は､ 宗 教 ､ 治安 ､ 教育啓 発 ､ 生活環境 ､ 経済開発 ､ 保健 ､ 保安､
婦人 ､ 青年 体育な どの 部局 が設 置され て おり ､ 集落転に 2名 ず つ が参 加 して ､ 村内 の 生 活
全般 に か か る村落開発 計画 の 実行役 と して位置付 けられ て い た｡L M Dの 長 は 村長で あ り ､
L K M Dの 長 は原 則的 に は 村長 と は 別 の 人物 が担 っ て い るo しか し ､ 実質的な責任 は い ずれ
も村長及 び ､有力 な ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ を中心 とす る既 存の リ ー ダ ー シ ッ プに依 っ て い た｡
1999 年 の 地 方行政法 (第 22 法) の 改正 を受け ､ パ ル 県で も 200 0年 に村落行政 法 に か
か る 条 例(P E R D A: Pe ratu r a n Da e r ah te nta ng Pe r atu r a nPe m e rintaha n De s a/
Eelu r aha n Kabupate n Ba r r u)が 出 された【Pe mda T k･ⅠI Ba r r u200 0】o こ れ に より ､ 対象
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村落で は ､ L M Dの解体と ､ 新た に村落代表機構(B P D‥Bada n Pe r w akila n】)e s a)が形成さ
れた o村分割や村長選 な ど各 村が直面 して い る状 況 によ っ て 時期は 異な る が ､L M D､L E M D
の解体と ､ B P D及 び村落住民委員会 (IJK D: Le mbaga Ke m a sya r a軽ata n De s a) の 形成
が徐 々 に進 め られ て い る o こ れ ら の 変化 は､ 県 政 の 自立性 を高めようと い う国家的 な地方
分権化 の 流 れ の 一 環 と して 行わ れて お り ､ そ れ と同時 に村落 レ ベ ル と県政 と の 結び つ き の
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強化 と い う側 面も ある o また ､ 例 えば新村長 が 決 ま っ た ばか りの パ ラ ッ カ柑で は ､ 村長 ､
集落長 ､ 村事務所 ス タ ッ フ らが ､ これ らの 変更 は村落 レ ベ ル の 自治を強化す る とい う意味
もあ る ､ と語 っ て い た . かれ らに よれ ば ､ B P D は村落 レ ベ ル の 議会 と して機能 し､ 例 えば
村長 選や ､ 柑の 開発計 画や 予 算の 計上等 に つ い て も B ‡'D の 承認 がい る と い う｡ B P Dの 定
員は 住民人 口 に よ っ て 規定 され て おり ､ 例 え ば人 口 1,500人以上 の パ ラ ッ カ 村で は 11 名
の B P Dメ ン バ ー が 選 ばれ て い る ｡ メ ン バ ー は ､ 集落代表 ､ 宗教 ､ 慣習 ､ 女性 ､ 青年 ､ ト
コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ ､ と い う簸つ か の 社会的カ テ ゴリ ー か ら均等 に選 ばれ る 必 要が ある ｡ 土
れ に よ り ､ 村落住 民 の 声が よ り 広く拾い 上げられ る よ うに なる と い う｡ ま た ､ 隣接す る ア
ナバ ヌ ア柑 の よ うに∧口 が少 な い 村 の 場合 は ､ 例ぇば宗 教カ テ ゴリ ー で 且 つ ト コ ツ マ シ ヤ
ラカ ッ と い う よう に ､ 二 重 ､ 三 重 のカテ ゴ リ ー を代表す る こ と が 可能 だ と い う ｡ パ ラ ッ カ･
村で は ､ 200 2年 7月 に 9年 ぶ り に 村長選 が 行 われ たた め､ それ に先 ん じて B P Dの 形成が
行 われ ､ 選 挙 は B P D に よっ て 取 り仕切 られ た . 村落部中心 に あ1= るカ レ ン ゲ集落の 集落
長や 新村長 は ､ ｢地方 分権化 以降の 最大 の 変化 が B ‡'D だ+ と述 べ て い る ｡ パ ラ ッ カ 村で 選
出され た B P Dメ ン バ ー に つ い て 見 て み る と ､ 1 1名. の うち ､ 2 0- 30才代が半 分 を占め て お
り ､ 女性代 表 は村事務所 ス タ ッ フ の 妻で 20 才代 で ある ｡ 他方で ､ 前集落長や ト コ ツ マ シ
ヤ ラ カ ッ が 選 出された集 落も あ っ て ､ 全体と して 一 見世 代間 の バ ラ ン ス が 取れ て い る よ う
に も受 け取れ た o 但 し ､ 下記 L K D選 出を通 達する会議の 際に 出席 して い たの はそ の 中で
も - 部に過 ぎず ､ 女性 は 欠席で あ っ た o しか し B P Dメ ン バ ー とな っ た 30代の ス タ ッ フ に
話 を聞 い たと こ ろ ､ 村長 等か ら聞 い た B P D機能 をよく 理 解 して お り ､ 自分 の 役 割を認識
して い る よう で あ っ た ｡ 何 十年 に も渡 っ て設 置され て い た に もか か わ らず ､ あくま で も形
式的な決 定と して他 人 事 の よう に語 られて き た LMI) と比 較する と ､ 明 らか に差異 が み ら
れ ると い え よ う｡
同地 で は ､ 先述 の よ う に ､ 親族関係を基盤 とす る コ ミ ュ ニ テ ィ が成り 立 っ て き て お り ､
多く の 集落で は ､ 社会 の どの 側 面 に つ い て も同 - の リ ー ダ ー シ ッ プ が機能す る か たちで 社
会関係 が営われ て き た ｡ イ ン ドネ シ ア 国家成立 後 に は ､ 後述す るよ う に ､ 家族福祉運 動
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I(PE R) や母 子保 健 (P O S Y A N DU)､ 青年会(ka ra ng ta r u n a)､ 集落 の 夜警 などを行う自
警団な どが公 式 に組織 され ､ また農業など特 定分野 の 関連 で は ､ 農民 グル ー プ (kelo mpok
ta ni) や 水利管理組 合 (P 3A) 等 ､ 受益者や機 能集 団と して の 組 織が設 定 され て き た o し
か し ､ 筆者の 知 る 限り で は ､ 19 0年代全般に お い て ､ 人 び と は依然と して 親族 関係 を基盤
とする密 接な社会関係 に 基 づ い て ､ 必 要 に応 じた ゴ ト ン ロ ヨ ン や近隣で の 相互 扶 助を行 っ
て き て い た o 逆 に い え ば ､ 形式 的 に作られた P E Eや農民 グル ー プ 等は ､ 既存の 社会関係
にう まく 合致 した グ ル ー
‾
プ分け がなされ る場 合以外 に は余 り機能 して い な い よ うで あ っ た｡
た だ ､ 乳幼児の 健 康 と成長 に直結する母子保 健 (PO S Y A N D U) 活動 は ､ 比較的 い ずれ の
集落 で も継続 して 行 わ れ ､ 子供 の 体重測定や ワ ク チ ン 接種 ､ 家族 計画 の 指 導な どが行われ
て き た｡
序 章 の 第五節 で も紹介 したとお り ､ 国家と して の イ ン ドネ シ
1
7 は 1 98 年 以降､ 3 度の
大統領交代 を経なが ら ､地 方分権化 を推 し進 め て き て い る ｡ 上述 の 村内行政組 織の 変更 は ､
そ の 流 れ で 上位下達 式 に指 示 され たもの で ある ｡ しか し ､ 当該村落社会 に と っ て ､ 今 回 の
変更 は イ ン ドネ シア国 家成立 以降の ｢改府 に よ る形式的組織化+ とは 少 々 異 な る意味を有
して い る よ うで あ る ｡ 19世 紀頃 か らの 同 コ ミ ュ ニ テ ィ 開拓及 び 開発の 歴史 を直接的 な記憶
と して祖父 母 か ら見聞 き して き た集落第4 世代 が 高齢化 し ､体力 的に も社会 的に も｢世代交
代+の 時期 を迎 えて い た 同地 で は ､ こ れま で よ りも行政 的な位置付 けに対する 社会的価値が
高ま っ て い る よ うで あ る ｡ B P Dや L E Dに選 ばれ た 30 - 40代 の 住民達 は い ずれも 自らが
｢選 ばれ た+事 を好 意的 に捉 えて い る ようで あ っ た ｡ 新村長 は ､ B‡'D や L X Dの ス タ ッ フ が
実質的 に機 能する よ う ､ 村の 年 間予算か ら｢イ ン セ ン テ ィ ブ+ (給料で は な い が ､ 幾ばく か
の 現 金 ｡ ホ ノ ラ リウ ム に あた る) を確保で き る よう ､ 県に 申請すると語 っ た ｡ 国家の 大き
な変化 は ､ こ の よう に 村落そ れ自体の 歴史的変化 の 中で 内面化されな がら ､ 村落社会に影
響を与 えて い る ｡
2 - 6 教 育
当該村落で は ､ 1970 年 代後半 か ら集落轟 に 大統領特別給付金 (I N P R E S) によ る小学校
建設 が 進 め られ て き た ｡ 結果 と して ､ 基本的 に は対 象村落 の す べ て の 集落に 小学校 あ るい
は 宗教学校が建設 され て い る ｡ しか し､ 各集落内の 教師数が限られ る ため ､ 他集落か ら教
師が 通 っ て き て い る例 が 多く ､ 結果的 に 交通 が 不便 な地域や 天 候に よ っ て教師が 出勤して
こな い と い う状況 が 生 じ る ｡ 勤務先の 学校に 隣接する職員住居 に住む教員も い る が ､ 不便
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な集落ほ ど ､ 住ん で い る教師の 数も少 ない よ うに 見受 けられ る ｡ 例えば ､ パ ラ ッ カ 村の 中
心 部に あた る カ レ ン ゲ集 落で は ､ 全校生徒 79 名 (1年 生 20名 ､ 2 年 生 12名 ､ 3 年生 14
名 ､ 4 年生 9名 ､ 5年生 1 6名 ､ 6 年生 8名) に 対 して教師 6名 と校長 が おり ､ 通 勤の 不便
もなく 確実 に 授業が 行われ て い る ようで ある o また ､ 校長 に よれ ば ､ 同集落で は就 学年 齢
とな っ た児童 は確実に 入 学 して き て お り ､ 最近 で は教 育熱心 な親が入 学年齢に 満 たな い 子
供 を入 学させ て く れ と言 っ て き たこ とすらある とい う｡ 学業途中で の ドロ ッ プア ウ トも基
本的 に な い ､ と校長 は 言 い 切 っ た ｡ 他 方 で 6 か村の 中で も貧困村指定を受 けて い る ア ナ バ
ヌ ア柑で 最も交通 の 便 の 悪 い位置 に ある 集落 で は ､ 就学年 齢に達 して い る と思 われ る 子供
達 が学校 に行 かず に い る 姿が今で も頻繁に目 に付 き ､ また教師が来 ない た め校庭 で 遊 ぶ生
徒の 姿もみ か ける ｡ 更 に ､ や っ てき た教師が 持 っ て き たお 菓子 を､ 集落で 子 供 が 売り 歩く
姿もあり ､ わずか 10 l皿 の 差で ､ 状況 は大 い に 異 なる ｡ 200 2年現在 で ､ 小学校就 学に必要
な費用 は ､ 轟 四 半期の 学期費が 1人 に つ き千 ル ピア (1 - 2 年生)ある い は 1
,
50 0ル ピ ア (3
年生 以上)､ 生 徒組織費が 毎月 6,0 00ル ピア だと い う｡ 教材 ､ 制服 な どは購入する もの ､
借り る も の ､ コ ピ ー す るもの な ど ､ 親の 経済状況 に応 じて 様々 だと い う｡
中学校の 数 は 2 0 0年 段階で もまだ 3 - 4 か村 に 一 校の 割 合で しか ない た め､ 遠 い集落
か らで は自転車 を利 用 して も通 学に 1 時間は か か る と い っ た 状況 で あ る ｡ パ ル 県都 に親戚
が い る場合に は ､ 平 日 は 町 に住 ん で 学校に通う 生徒も見受 け られ るが二 親の 経済状況や集
落の 事情に よ っ て 大き な差 が あ る ようで ある ｡ パ ラ ッ カ ､ トン ボ ､ ガ ル ン の 3 か村を中心
とす る生徒が 通 っ て い る ガル ン 柑の 中学校で は ､ 2002年 10月 時点で 教師数 16名 ( うち
契約 臨時職員 3
.
名)､ 事務職 公 務員 4孝,で ､ 生徒数は 1 76名 (1学年 2 ク ラ ス 制) だそう
で あ る ｡ 中学校に 通学す る ため に必要 な諸 経費は ､ 登録 料 5,00 0 ルピ ア
■
､ 入 学時 に 20 万
ル ピア 程度 ､ 生徒組織費(Orga nis a si Sis w a: Or sis)が月 々 1,00 ルピア 12､ P T A会 費(B P3)
は学校 に よ っ て 異なる そ うで ､ 例 えば同校で は 一 年で 6 万 ル ピア程度だそ うで ある ｡ 同校
に勤め る 30代 の 女性 教師 3 名 に話 を聞 い た と こ ろ ､ 彼 女た ちの 静観と して ､ 周辺 村落の
12 - 15 歳年 齢人 口 の うち約 7 割瞳度が進 学で きて い るの で は ない か との こ と で あ っ た ｡
但 し ､ や は り近 い集落 が 中心と な っ て い るそ うだ ｡ 教育促 進 に 関 して ､ 政府 か らは 経済的
に余裕 の な い 両親 の 子 供 を教師が選び ､ 教材や 制服代 な どを支援す る 国家 レ ベ ル の 政策が
20 0年頃ま で は あ っ たそ うだ ｡ また 19 90年代 に は ､ 序章の 第五節で 紹介 した識 字奨励 プ
1220 0 2年 1月 現在の 対日本 円の 為替 レ ー ト で は ､ 約 7 0ル ピ ア - 1円｡
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ロ グラ ム (Keja r) の A コ ー ス ( 小学校卒業認 定 レ ベ ル)､ B コ ー ス ( 中学校卒業認定 レ ベ
ル) が ､ 県か ら選 ばれ た放 つ か の 集落で 実施され たと い うo 実際に A コ ー ス で 教え たとい
う教師に よれ ば ､ こ れ ら は基 本的 に ボ ラ ン テ ィ ア 精神 に 基づ い てお り ､ 教廓に 対する不 定
期の 謝礼は あ っ た が ､ 給与は も ら っ て い な い と の こ とだ っ た ｡ ま た､ 実際 に 来て い た の は
女性ばか り で ､ そ の 理 由 は ｢男性た ちは仕事 が 忙 しい の で 来られ ない ｡ 忙 しく な い 女性 達
を呼 ん で き た｡ 女性 たち が勉 強 しに来る事 に対 する反対 は 特 に なか っ た+ と い う こ とで あ
る ｡ 実施 に あた っ て は ､ 教師が在住 して い て実 施 しやす い集落が 選 ばれ た よ うだと語 っ て
い た｡
教師の 質の 向上 に 関 して ､ パ ラ ッ カ 村に住 み ､ ト ン ボ柑で 中学校教師 をや っ て い る女性
に よ る と ､ 20 01年 よ り教師は皆 ､ 大学卒の 資格が 必 要 に な っ たの で ､ 現在､ 最寄 りの 郡 都
に ある 高等 教育機 関ま で 節義を受け に行 っ て い る と い う こ とで あ っ た｡ 学位は 2 - 4 年位
で 取得で き る ｡ 現在教師職に従事 して い る場合 ､ 希望 すれ ば基本的 に受講可 能 だが ､ 受講
費は 自費で ある ｡ 政府 支 援の プ ロ グ ラ ム もあ る が ､ 行 ける先が決ま っ て い で ､ 彼 女の 場合
は 100km 離れ て い る州 都 マ カ ッ サ ル 市に しか 支援を筆けられ る機関が な い そ うで ､ 自費
を払 っ て で も 近 い と こ ろ に通 う事に したt
'
い う . 受講 費用 は 一 年 間で 3 5万 ル ピア だ そ う
で あ る ｡ 同校 に勤 め る 16名 の 教師の うち ､既 に大学卒業資格 を有 して い る者 が 1 1名 お り ､
彼女 を含む 4名 が現在 ､ 高等教育棟関 に通 っ て い る とい う｡ よ っ て数年 の うちに 同校 で 大
学卒資格をもた な い 教師は 1人 だけと なる ｡ 仕 事と家事 の 合間をぬ っ て 講義に 通う こ の 女
性教師 に よ れ ば ､ ｢資格が なく て も首 に なる こ と はな い が ､ 等級 が 上が る の で 給与 に関係す
る し､ 教授 内容 もだ ん だ ん遅 れ て い く よう な気 が す る の で ､ 勉 強 して い る+ と の こ とで あ
つ た ｡
小中学校 の 教師の 給与 は こ こ 数年 で 大幅に 向上 した ｡ 基本給 与額は 勤務年 数と公務員等
級 に よ っ て 異な る が ､ 例 えばカ レ ン ゲ集落 の 学校長 の 場合 ､ 1 974 年に教 師 に な っ た当時の
初任給 は - ケ 月 5,0 00ル ピア だ っ たと い うo 現在は ､ 勤続年数 28 年で ､ 各種手当 て を含
めた月 給 総額が 1,479,400ル ピ ア だと い っ て 全員の 給与表を嬉 しそう に 見 せ てくれ た ｡ そ
れ を見る 限り で は 3 0代 の 他の 教師も 80万 ル ピア か ら 100万 ル ピア前後 の 額 を給与と して
得て お り ､ 19 82 年 か ら正 式公務員と して 働 い て い る守衛 の 男性 の月 給 は 805,300ル ピア
だ っ た ｡ ま た ､ 中学校 の 場合は更に 高く ､ 校長 の 基本給が 1,260,990 ルピア ､ 1 980年 か ら
働く 女性教師 の 基 本給与 が 1,0 05,900ル ピア ､ 勤続 7年の 若い 教師で 9 81,0 00ル ピア で あ
っ た ｡ 勤続 2年 に な る上 記 の 女性教師によれ ば ､ 1986年 頃 ､ 自分の月 給は 44,000ル ピア
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しか なか っ たも の が ､ 大幅に増加 したと い う ｡ ｢大金持 ち で すね+ と筆者が 驚く と ､ ｢確 か
に上 が っ た けれ ど､ そ の 分出費も どん どん増 えて い る の で ､ 結局は 貯まらな い+と語 っ た｡
2 - 7 国家の 村 落開発 政策に つ い て の 認識
次に ､ 政府が行 っ て き た当地 の 村落開発 支援に 目 を向けて み よう｡ 1980年代以 降､ 政
府開発 支援の 柱 とな っ た の は道路整備と 電化 で あ る ｡ ま た ､ 全国的に 実施 されて き た母 子
保健 (P O S Y A N D U) に よ る 5 歳未満児 (Balita) の 定期診察 ､ 家族 計 画 (E B)､ 農民 グ
ル ー プ を通 じた農業省 の 農業資材支援 ､苗支援等 も ､集落 によ っ て 頻度の 差は ある もの の ､
全体と して 実施 され て き て い る ｡ 保健省 に よ る ポ リ オ対策や ､ 国家教育省に よ る成人教育
プ ロ グラ ム も人 々 の 記 憶に 残 っ て い る ｡ しか し ､ こ こ数年 の 経済危機以降に新た に 入 っ て
きた潅概整 備や橋 の 改修な ど､ 記 憶に新 し い 大き な事 業を除けば､ 教 育支援等 に は ｢余 り
恩恵 に あずか っ て い な い+ と述 懐する 人も少 なく な い ｡ ま た ､ 農業支援 の 場合 は ､ 村内 の
有力者 を通 じて 物 資が分配 され る上 ､ 乾季用作物 の 苗が雨季 に配 られ ､ 更 に栽培 方法 に つ
い て の 指導が無 い と い っ た よう に ､分配方法や 内容 が不 適切だ とい う意見も 良く 耳に する ｡
対象 6 か 村の う ち ､ ア ナ バ ヌ ア 村は ､
`
内務省村落 開発総 局 に よ っ て 貧困村 に 指定さ_れ ､
1 9 4 年 か ら 3 年 間 に 渡 っ て ､ 後 進 村 の た め の 大 統 領 特 別 給 付 金 (I N P R E S De s a
Te rting gal:I D T) を受 けた13｡ ID Tで は 1 か村 に対 して 2 千万 ル ピア の 金額が支援され ､
そ の 使 途 は村 に よ っ て 異 なる ｡ ち ょ う ど､ 筆者が 村落調査 を実施 して い た頃(1995年)に資
金 が 降り ､ 県 ､ 郡 の 村落 開発総局職員及 び ､ 資金授受 の 窓 口 とな っ て い たイ ン ドネ シ ア 国
民銀 行 (Ba nk Rakyatlndo n e sia) の 村落支部(UnitDe s a)の 職員等 が受益者代表 に 目録を
渡す儀式 も行 われ た｡ 同村で は ､ 使途 が ア ヒ ル 飼育､ 山羊飼育及び 小 さな村内雑貨店経営
(キ オ ス) に決 められ て お り ､ 主 に 女性 が世 帯 主とな っ て い る家庭 を中心に ､ 上記 3 つ の
う ち希 望す る 項 目に つ い て
一 人 あたり 2 0 万 ル ピア の 支援金が酉己布 された o 実際按 ､ 既に
上記 3 項目 に 対 して 経験 が ある者が ､ 追加資金 と して 受益 して い る割合が多か っ た｡ 村落
開発総 局職員側 は ､ こ れ らが少 しで も元手と して 受益者の 生括 改善に 結びつ く 事 を期待 し
て い る と の こ とで あ っ た ｡ しか しその 後 に筆者 が行 っ た モ ニ タリ ン グに よれ ば ､ 受 益者の
13 イ ン ドネ シ ア 政府 は第 6 次 5 カ年開発計画(1 9 9 4/9 5･ 1 9 9 9/2 0 0 0)にお い て ､ 後進村落開発支援
(I N P R E S Desa Te rting gal:I D T) プロ グラ ム を導 入 したo IN P R E Sは大統領特別給付金の 意味 で ､ 1 9 6 9
年に 開始 され ､ II) T以外 にも教育､ 医療 ､ イ ン フ ラ ス トラク チ ャ
ー 等 が ､ 貧困撲滅 を目的と して行 われ
て きて い る ｡ I D Tの 特徴は ､ 村落部の 経済活動 の 直接 的支援を目的と して ､ 予 め形成された住民グル
ー
プ に 対 して直接資金が 配られ.
る事で ､ 内務省村落 開発総局が担当 して い る o I D T柑の 指定基準 は経済指
標 ( 現金収入 ･ 耕作面積)､ イ ン フ ラ (道路 ･ 学校 ･ 保健所) 等の 総合評価に よ っ て決 め られて い る[尾
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多く が ､ そ れ ら の 資金 を日 常的 な現金不足 の 埋 め 合わ せ に用 い て お り ､ 例 えばキ オ ス 経営
者の 場合 ､ ｢市場で の 商品購入 の 足 しに した+､ ア ヒ ル 飼育者で あれ ば ｢もとも と持 っ て い
たア ヒ ル の 数が 増えた ｡ 一 部は 必 要 が あ っ て 売 っ た+ との 答 えで あ っ た｡
■
ア ヒ ル や山羊を
も ら っ て み て も ､ 飼育方 法 に つ い て その 後 ､ なん ら技術的な講習会や巡 回指導が行 われ る
わけで も な い ､ と い う 不満も聞 かれ た ｡ 他方 で ､ 実施 した側 の 村落開発 総局 の 認識 と して
は ､ 必要 に応 じて 関係技術事務所の 普及員か ら指導を して も らう よう に して い る ､ と の こ
とだ っ たo ま た ､ 受益者の 一 人 日く ､ 20 万 ル ピア と い う現金 は ､ 彼らの 生活 を長 期的 に変
化 して いく ため の 元 手 と して は ､ 少 なすぎる ､ との こ と で あ っ た140
そ の ような中で ､ 人 々 の 生活 全般 に対 して 大き な変化 を起 こ す開発 の 柱 の 一 つ と い える
の は道路整備と電化 で あ ろうo 村落間を つ な ぐ主要道路の 中 で も ､ パ ラ ッ カ付か らアナ バ
ヌ ア 村に 向かう中心 道な ど ､ 近 接県に つ ながる 州道 に あたる部分 はこ ほ ぼ轟年 の よ うに 政
府 に よ っ て ア ス フ ァ ル
.
ト舗装が され て い る ｡ ｢ほ ぼ轟年+ と い うの は ､ 雨季 の 豪雨 に よ っ て
ー
轟年の よう に ア ス フ ァ ル トが は がれ ､ 修復が 必 要 とな っ て い るか らで あ る｡･ また ､ 基本 的
に 主要道 以外 の 村落内革路 に つ い て は ､ これ まで 住民 の ゴ トン ロ ヨ ン を中心 に行う事 が期
待 され て き たが ､ 200 2年 に 国家開発予轟(A P B N) を用 い た州政府事業と して ､ 幾つ か の
主要 な集落の 中心 部に お い て ､ 集落道路まで が コ ン ク リ ー トブ ロ ッ ク を用 い て舗装 工 事が
進 め られ て い た｡ 選 ばれ た集落 はカ レ ン ゲとガ ル ン で あり ､ 対象村落 の 中で は 最も便利 で
中心的 な位置 に あ る ｡
ま た電化 は ､ 19 90年初頭 か ら半 ばに か けて ､ 村 内主要道沿い を中心 に 行 われ ､ 2 0 1年
現在で は 対象 6 か村の う ち ､ 山頂及 び山奥に ある 二 集落 を残 して全 て 電化 が終 わ っ て い る o
電化 以降 ､経済的 に裕福な家 を筆頭に テ レ ビ の 普及 が進 み ､集落 に よ っ て 差 は ある もの の ､
全 て の 集落 に最低 1 - 2 人 はテ レ ビ所 有者が い る状況 で ある ｡ 1 9 97年 に ､ 電化 した ばか り
の 2 集 落 を調 査訪 問 した際に は ､ 主要道路沿 い に電線は走 っ て い るも の の ､ 道路か ら奥に
入 っ た家庭 で は相変わ らず ケ ロ シ ン ラ ン プ を用 い て い た｡ ま た ､主要道路沿 い の 住民 で も ､
加入 料 (1997 年 当時 2 7万 5 千 ル ピア/世帯) が 支払 えず､ 電線だ けが む な しく家屋 まで伸
び て い る とい う人 も い たo ま た ､ 1998年 にそ の 内の
- 集落 で 隊員が 行 っ た調 査 に よれ ば ､
柑 1 9 9 4:9 6･ 1 03】｡
14形式 的に は上記 注の 通 り ､ 同 一 項 目 の 受益者は グル
- プとみなされて おり ､ 政府と して は ､ 1 0人単
位 の グル ー プ で の 元 手と して 2 0 0万 ル ピア とい う設定で あ っ たようだが ､ 同村で は上記 の とお り個人単
位 で利用 して い た｡
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加入 者は 63 世帯中約 6 割(37世 帯)で あ っ た 15｡ 加 入料の 捻出 に あた っ て は ､ 主要 農作物 の
売上に よ る 世帯が 4 割(16 世帯)で あり ､ そ の 次に 多か っ た の が｢マ レ ー シ ア に 出稼ぎに行
つ た ､
一
あ る い は 出稼 ぎ者 か らの 仕送 りで ま か な っ た+と い う世帯 (12 世 蘇) で あ っ た【滞江
19 98]｡ それ か ら約 5年が経ち ､ 全戸 を回 っ た わ けで は な い が ､ 夜に 同集落 を訪問 して も ､
大抵 の 家庭で 電 気 を使 用 して い る｡ か つ て は ､ ケ ロ シ ン ラ ン プ も出来 る だけ つ つ ま しく 使
用 し､ 暗闇 の 中で｢夜は寝 る しか な い+と 8 時前 に は横に な っ て い た彼 らに と っ て ､ 電化 は
ドラ ス テ ィ ッ ク な変化で あろう ｡人 々 は テ レ ビ所有者 の 家に集ま っ て 日 々 テ レ ビを楽 しみ ､
テ レ ビを通 して ､ つ ながり の な い 首都ジ ャ カ ル タ ゐ轟 日 の 気 温まで把 握 でき る よう に な っ
た｡ 一 方 的なメ デ ィ ア を通 して 入 っ てく る これ ら の 情報の 一 部は ､ 彼 らの 生括 と直接結び
つ か な い よう に見 える が ､ 彼 ら なり の 解釈 を通 して ､ 彼 らが抱く 希望や ､ 彼 らの 行動の 判
断基 準 に少 しず つ 影 響を与 えて き て い る ｡ 首都ジ ャ カ ル タ で ､ 携帯電話 を片手 にセ ダン 型
自家用 車 を運 転 し なが ら ビ ジネス を こ なすト レ ン ディ ー ･ ドラ マ の 主人 公 に あ こ がれ る村
､
の 青年 も い る ｡ 経済危機 がイ ン ドネ シ ア 全体を襲 っ た 19 9 7年以降に は ､ 実際 の 彼 らの 生
活 で は 関係 の 無 い ､ 米 ドル に 対する ル ピ ア価値 の 変動 を寝 日耳 に し､ 世 間話 の 話題 とな っ
て い た ｡ テ レ ビを通 じて ｢ル ピ ア は価値が低く ､ 外貨の 価値 が 高い+ こ と を繰 り返 し耳 に
した農民 が ､ どこ の も の とも わか ら ぬ外 国紙幣 1枚と引き換 えに収穫 した ばか りの 落花生
をす べ て 編 し取 ら れ ､ 大損を した と い う詰 まで あ っ たo
こ の.5 年 間に 当該村落 を取り 巻 い て き た周 辺 状況 に 関す る特筆点 と して ､ ｢10 年来 の 大
雨 に よ る水害+や｢ェ ル ･ ニ ー ニ ヨ +に よ る大草魅 に 苦 しみ ､ ｢コ ス ピ ン(E O SPI N:Kope r a si
Sim pa n Pinja m)+ とい われ る 一 種 の マ ル チ ･ レ ベ ル ･ マ ー ケテイ ン グで 多く の 被害者 を
出 した16｡ そ の ほ か ､ 村内で の 日常 的な社会生括 にお い て は ､ 1 998年 の 政権交代以降も こ
こ に述 べ て き た諸特徴 が 基本 的 に該 当す る状況 と い える が ､ 改革 (レ フ オ ル マ シ) と地 方
分権化 以降の 様 々 な村行 政 の 変更 に よ っ て ､ 現在進行形 で 社会の 様 々 な側面 の 変化 が 生 じ
て い る よう で ある ｡ 現段 階で は 所感 の 域を出な い が ､ B P Dの 設置 と県政府 の 権限拡大 によ
15 1 9 98年時の 加入料 は最低設定の 450W で 3 1万 5 千 ル ピア ､ 9 0 0W で 4 1万 5 千 ル ピア ｡
16E O S PI Nを直訳すれ ば ｢貸借協 同組合+ となる｡ マ ル チ レ ベ ル マ ー ケ テ イ ン グ ､ い わゆる マ ル チ商
紘 (m ultile v el 甲a rketing pla n) で は ､ あ る商品に つ い て物品販売業者とそ の 再販売者 が次 々 に新規加
盟者を募 っ て 利益 を得 る. K O S PI Nの 場合 は ､ 商品を媒介す るの で はなく ､ 直接
一 定額 の 現金 ( 例えば
100 万ル ピア 以上) を最低期 間で も 1 ケ月 経度 K O S PI N に預金す る事 で ､ 1.5 偉 か ら数倍に もな っ て戻
っ てく るとい うシ ス テ ム で あ っ た｡ 利率や最低預金金額 に つ い て の 情報は様 々 で あるが ､ 初期に公 務員
を含 めた村落住民 の 間で も大き な利益を得 て車を購入 した 等とい う噂が広がり､ 次 々 と加盟者が増 えた｡
結局 ､ K O SPI Nは同年 8月 未に は破綻が明確 になり ､ 近隣県 で は ､ 大金を失 っ た被害者達の 一 部が責任
を求 めて 県知事庁舎 を焼き討 ちす ると い っ た事件にも発展 した｡
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つ て ､県 政 との｢距離感+が 近く な っ た事 を実感で き る 社会的 ､地理的 な立場に い る人 々 は ､
村落自治 - の 関心 が高 ま っ て い る ようで ある o しか しこ れ は ､ 上記で 言 えばパ ラ ッ カ村カ
レ ン ゲ集落や ガ ル ン 集落等 ､ 県都に近 い 特定集落や ､ 県の 有力者 - の 個∧的ア クセ ス を有
して い る特 定の 人 々 に 限 られ て い る ｡ 例えばI D T貧困村に指定されて い る既述 の ア ナ バ ヌ
ア 村の 中 で も県都パ ル か らみれ ば最も辺 境に あた る ､ 東に隣接す る ソ ッ ペ ン 県 との 県境に
近 い 集落 の 集落長 は ､ B P Dな ど村行政の 変化 に つ い て認 識 して い るも の
.
の
､ カ レ ン ゲ集落
で 聞か れた ような｢県政 と の 関係 の 変化+や｢村落自治 の 強化+を語 る者はお らず ､ B P Dシ ス
テ ム それ 自体 を ｢県 の 政策だ+ と言 い 切 っ て い た ｡ また ､ 同村の 中で 最も交通 の 不便 な集
落 で は ､ ｢B P Dと は何 か ?+ と聞か れ て rB ･ - ?新 しく 出来た銀行(Bank)か ?+ と答
える 30 代 の 男女が い た｡ 開発 事業計 画と実施 に お ける 県政府 の 権限拡大 と い う変化は ､
現時 点で は ､ より ミク ロ な レ ベ ル で ､ 集落 間の 意 識的 且 つ 物理 的 な梅差を拡 大 して い る よ
うに も感 じられた ｡
第 2 節 土地 開拓者子孫 の 語りに み るリ ー ダ ー シ ッ プとr参加J
事例事 業の 紹介 に入 る前 に ､ 当該村落社会 の 歴 史に つ い て ､ 改めて 佳良の 語 り を通 じて
描 い て お き た い o 本節で は 次 の 3点 か ら説 明す る o 第 - の 記述 は ､ 具体的且 つ 個別的 な村
落 開発 の 歴史と現在に つ い て の 第 一 人称 的 な語 り で ある ｡ 続く 開発支 援事業の 事例考察 で
ポ イ ン トとな る ｢住民参加+ や リ ー ダ ー シ ッ プ等 に 関連する と思われ る ､ 住民リ ー ダ ー 自
身 の 考 えに つ い て の イ ン タ ビ ュ - 記録 も併せ て 掲載 したo 第 二 に聞取 り を行 っ て きた 筆者
自身の そ の 場 で の 関係 性 と ､ 筆者の 目を通 して 実感 した当該村落の 親 族関係 の 重要性 を描
い た｡ 第三 項で は ､ こ れ らの 語 り に対 して 考察 を加 えた｡
前章 まで で 述 べ た よう に本論 文 で は ､ 村落 開発 を ､ 長期に わ た っ て続 い て い く 社会変容
で あり ､ 当該社会 に住む 人 々 の 生き られ た経験(11
'
ァed expe r1
'
e n c e s)を通 じて現在 進行形 で
生 み 出 され て い く も の と して捉 えて い る ｡ こ の 視点 に立 て ば ､ 当該村落 の 歴史 に つ い て彼
らの 記 憶と認 識 を知 る事 は重要 で ある o 彼 らの 歴 史認識 は ､歴 史学者の 手 に よ っ て ｢ 一 般化+
され る 記述 と は異なり ､ 彼 ら自身 の 生将に お け る歴史の 価値付け によ っ て ､ あ る部分が抜
け落ちた り偏重 が あ っ た り と ､ 語 られ 方が 変わ っ てく る ｡ そ の 語 り に耳 を傾 け､ 考察 する
事 は ､ ひ い て は彼 ら自身が 現在 い か なる価 値基盤 や行動原 理 を有 して い る か を理解す る 一
助 ともな る だ ろう ｡
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こ こ で 取り 上 げる の は ､ バ /レ王 国時代 か ら周辺 地域の 中心 的機能 を果 たJtL てい たと い う
現パ ラ ッ カ 村カ レ ン ゲ集落の 土 地開拓者子 孫で あ るム ハ マ ッ ド･ ノ ー ル ･ ダウ ド氏 17(1932
-) (
l
以下 ノ ー ル と称 す) の 語 りで ある . ノ ー ル は 後述す る ように ､ パ ラ
I
,
y カ 村の 初代村長
18で あり ､ 現在に 至 るま で ､ 自他共 に認 め る パ ラ ッ カ村 の トコ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ の 一 人 で あ
る ｡ 祖父 に よ る 土地 開拓か ら国家成立 を経て現 在に至 る まで の ｢コ ミ ュ ニ テ ィ の 発展+ と
住民の 相互 扶助 の 流れ を ､ リ ー ダ ー と して の 強 い 意識 ととも に歩ん で き たノ ー ル の 語 り に
は ､ 当該村落部 に お ける リ ー ダ ー シ ッ プ､ メ･ン バ ー シ ッ プ の 成り 立ちと変化 を検討する 上
で 重要 な鍵 が 簸つ も隠され て い る ｡ ｢開発支援+の 文脈で 現在そ して これ か らの 村落開発 を
考える に あた っ て ､ 彼 に よ っ て 語 られ る｢住民 参加+の 実態 を踏ま えて お き た い o
また第 二 項 で は ､ 外 部者と して の 筆者自身 の 同集落で の 経験 と ､ ノ ー ル 家族 と の 関係 に
つ い て 振 り 返り ､ 筆者 自身が直接感 じた ノ ー ル の リ ー ダ ー シ ッ プと■集落の 社会 関係に つ い
て措 い て おく ｡ こ れ は ､ ｢そ の 場+に存在 した 自分 自身を ､ 叙述 に あた っ て 消滅 させ な い で ､
そ の 関係 性 まで を描 こ うと い う 筆者の 一 貫した 姿勢で あ る ｡ ま た､ 相互 関係 を前提 に語 り
が生み 出され る と い う琴識 に立 て ば､ そ の 相互 関係をキつ い て 描く こ とが ､ 生 み 出され た｢語
り+を理解す る上 で も重 要だ と考 える ｡ 筆者が協 力隊員と して初 めて パ ラ ッ カ村 に滞在 した
1995 年に ､ ホ ー ム ス テ イ先とな っ たの がノ ー ル 氏 宅で ある ｡ 筆者の ノ
ー ル - の 聞き 取り は ､
同地 に滞在 して い た 1995 - 19 6 年 の 間の 一 年弱及 び ､ 1997年 以降20 02年 まで ､ 轟年 の
調 査訪問 を通 じて 行 っ て き て い る ｡最初に叙述 す るノ ー ル の 語 り
ヾ
は ､ ｢集落 の 歴史 を描 き た
い+ と い う筆者の 願 い に 対 して 数回に渡 っ て 夜長諸 に 家族の 前で語 られたも の で あ る ｡
第 1 項 ノ ー ル の 記 憶 : コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り の 歴史と現在
以下 ､ 資料に 基 づ い て 既述 した パ ル の 成 り 立 ち に つ い て の 記述 と重 なる部 分も あ るが ､
ノ ー ル の 語 り をもと に 記載 して み る ｡ 実際に は数回 に わけて 聞き書き を行 い ､ 時系 列や 人
名 な どに つ い て 本人 か ら確認 を行 っ た上で 筆者が構成 したも の で ある ｡ また ､ 語 りの 中で
ノ ー ル 氏自身は第 一 人称 と して 表 現され て い たが ､ 文章上 は個人名で 表記 す る ｡ 特 に質疑
応答 の 部分や ､ 語 り を 一 字 一 句 抜き出 したり した部分はカ ギ括弧に入 れて 区別 する ｡
17 本論文 で扱 う人名は 基本 的に記号化 された仮名だが ､ 同氏に つ い て は ､ 同地 の 歴史 に裏打ちされた村
落開発 に つ い て文章化 した い とい う筆者 の 意図を伝 えた上 で , 実名表記の 了解を得た o
18 パ ラ ッ カ 村地域全体を初めて統括 した指導者 は ､ 後述 の 通り ノ
ー ル の 父 の 母 方祖父 及び父 方祖父 で あ
るが ､ 現 在 の 国家行政 の 末端機構 と して位置付けられる村落 (デサ) の 長で ある村長と して公 式 に選 出
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オ ラ ン ダ侵 攻以前 ､ パ ル 地域 はノJ､さ な王族(Petta Be r n)が碇泊して い た ｡ 現在の
パ ル 県都が ある 国道沿い よ りも更 に西部 の 海岸沿 い を中心 に都が置か れ ､ 領主が 住
ん で い た｡ 現在で も 王 国の 子孫 が海岸部 に居住 して お り ､ 王 家の 墓 も 存在す る ｡
そ の 頃 (筆者注 : ノ ー ル の 記憶の 始ま り は 19 世紀半ば以 降)､ 現在 の パ ラ ッ カ村
周 辺 は ､ 現在集落 (Dusu n) が あ る地域ごと に ､ 数十世 帯が 小集落 (ka mpo ng) を
形成 し ､ そ れ ぞれ 生活 を して い た｡ 最も 旧 い 集落は ､ 現在の チ ャ ミ ン 集落 ､ ガノレン
集落 ､ パ ラ ッ カ 集落で ､ 中 で も最も 旧 い とさカTJ て い
､
る の は パ ラ ッ カ集落 で あ る ｡ カ
レ ン ゲ集落 の 発端 は ､ ラカ ン メ と い う男性 が 最初の 開拓者と して パ ル の 町か ら家族
と共 に 移り住ん で き た の が は じま りで あ る ｡ 最初は 数世帯程度だ っ た も の が ､ 婚姻
関係 を通 じて 少 しずつ 家族が拡 大 し､ 住民が 増え七 ｡ ラカ ン メ は カ レ ン ゲに住む 人 々
の 長(kepala ka mpo ng)で あ っ た o 生業と して バ ナナ 等 の 畑作を行 っ て い た.
そ こ に ､ バ ル 王 国 の 領地 統治の 命を受 けて ､ カ レ ン ゲに パ ル の 都 か ら着任 して き
た の が ラ ッ ペ ン で あ る ｡ ラ ッ ペ ン は ､ カ レ ン ゲ集落 に住み ､ 周辺 地域を統括 した ｡
現 在の パ ラ ッ カ 村 の 中心に位置す るカ レ ン ゲ集落 の 広場 は ､ ラ ッ ペ ン の 名 が 冠 され
て い る ｡ ラ ッ ペ ン と ラ カ ン メ を中心 とす る カ レ ン ゲ集落は ､ 周 辺 地域の 中で 中J亡♪的
な存在と な っ て い っ たo 彼 らは集落内外 で親族内で の 婚姻を重ね ､ 親族 関係 を基鮭
と し ､ 地縁 に よ っ て 日 常的 に関係 づ けられ る集落社会 カ ン ポ ン(ka mpong)を築い て
き た｡ 今で も彼 ら の 子 孫は ､ ラカ ンメ や ラ ッ ペ ン の 轟 を好 ん で使 っ て い る o 現在 ､
同地で は 乾季 の サ ッ カ ー が盛 ん で あ るが ､ カ レ ン ゲ集落 の サ ッ カ ー チ ー ム の名前 も
ラ ッ ペ ン で あ る ｡
■.ラ ッ ペ ン の 娘 とラ カ ン メ の 息 子 は婚姻関係 を結び ､ 生まれ たの が ノ ー ル の 父 ､ ダ
ウ ドで ある ｡ ダウ ドは 18 92年 に生 まれた(18 92･ 1 9 8 5)｡ 周 辺 地域が オ ラ ン ダ統治 の
対象と なる と ､ 土地 の 測 量 が行 われ ､ 土地 の 個人所有が制 度化され ､ よ り広 い 水 田
耕作が 行 われ る よう に な っ て い っ た｡ 土地 測量 に際 して ､ 村落部 で は ､ そ れま で に
各 自が 開拓 した耕 作地を自分の も の と して 登録 でき た ｡ 最初の 土地 開拓者で あ るラ
カ ン メ と ､ 王 国か ら派遣 され た 統治官ラ ッ ペ ン の 孫 にあた る ダウ ドは ､ カ ン プ ン ･
カ レ ン ゲ を中心 に ､ 膨大 な土地 の 所 有者と な っ た ｡ 基本的 に は こ れが ､ 現在まで 続
く 同地 の 公 式 的な土 地所有の 基 礎と な っ た ｡
ダ ウ ドは ､30年 間(192 7･ 1958頃)に わた っ て集落長(kepala ka mpo ng)を務め ､ 100
歳近く まで 生 きて 198 5年 に亡 く な っ た ｡ 祖 父 の 代ま で に 比 較 して ､ 父 ダウ ドは た
く さん の 公 共事業 を行 っ た ｡ 現在の ア ナ バ ヌ ア 村ア レ ジ ャ ン 集落か らトン ボ村 バ ツ
ラ ッ パ 集落 ま で ､6集落 の 中)b的機能 がカ レ ン ゲ に置 かれ た o オ ラ ン ダ統 治時代に ､
学校 (1927 年)､ イ ス ラ ー ム 寺院 ､ 市場 等 が ､ 住民 の 自助努力に よ っ て ゴ トン ロ ヨ
ン で 建設 され たが ､ い ずれ もダウ ドの 指揮 に よ るも の で ､ 建設場 所 は カ ン プ ン
･ カ
レ ン ゲで ある ｡ 現在 の よ うな形で 各集落 (I)u su n) に 学校が建設 され始 めた の は ､
ィ1947年 ､ イ ン ドネシ ア 国家独尊彼 の 政府政策に よ っ て で ある o 政府に よ っ て 作られ
された の は 19 6 3年 の事 で ､ ノ ー ル が初代 で ある ｡
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た の は 国民学校(sekolah r akyat)とい う名 だ っ た o
ノ ー ル は ､ ダウ ドが 40歳の とき ､ 19 32年に ､ 第二 子 と して 生まれ たo 第 一 子 は
女性 で ある ｡ ノ ー ル は ､ カ レ ン ゲに ある 学校 (3 年制) を出た後 ､ !ヾル の 都 にあ る
学校 に 3年通 っ た ｡ 当時 の カ レ ン ゲ周 辺 で ､ パ ル の 都の 学校 を卒業 した の は ノ ー ル
が初 め て で あ っ た ｡ そ の 後 ､ パ ル の 北 部に位置する比 較的大き な町 ､ パ レ パ レで 教
師に な るた め の 学校(Sekolah Gtl r uBa w ah:S G B)に 入 学 したが ､ 6 ケ 月 日で 日本軍
に よ る爆 撃 を受 け ､ 教師､ 生徒共 々 ､ 北部に あ畠エ ン レ カ ン (En r eka ng) へ 移動 し ､
そ こ で 学業を続け ､ 2 年 間で修 了 した ｡ そ の 後 ､ ノ ー ル は マ ン コ ソ (M a ngko s o､
パ ル の 都 か ら パ レ バ レ - 向 けて 北上す る途中 に ある) で 宗教学校に入 り ､ 7 年程通
っ た｡ 更 にそ の 後 ､ 州都ウ ジ ュ ン パ ン ダ ン で ､ 宗教教師に な る ため の 学校(Sekolab
P G A: Pe rgu r u a nJu r u san Aga ma)に 2 年通 っ･た(1951- 1953)o そ して ､ 教師と し
て パ ル に 戻り ､ パ ル の 町で 5年間教 えた(1 953･19 58). 現在の 嚢とは そ こ で 出会 っ た .
妻と は 13歳離れ て お り ､ 生徒の 一 人 で あ っ た o 195 8年 ､ 26歳の とき に ､ 父 ダウ ド
か らカ レ ン ゲ集落(カ ン ポ ン)の 長 を引き継 ぐよ う言 われ ､ 教師を辞 め て カ レ ン ゲた
戻 っ た ｡ そ の 後 ､ 196 0年 ､ イ ン ドネ シ ア 国家政府 に よ り ､ 村落行政単位で あ るデサ
制が敷 かれ る ｡ 19 63年 ､ 同地 にも村落行政 単位 (デサ) が適用 され ､ それ ぞれ の カ
ン プ ン は デサ の 下部単位と して の 集落(DllSu n)となり ､ ノ ー ル は初代村長 と な っ た o
ただ ､ 最も古 い 集落は パ ラ ッ カ 集落だ っ た た め ､ 村 の名前は そ の 名 を取 っ て パ ラ ッ
カ 村とな っ た ｡ 村長選 挙 の や り方 は基本 的 に は今と同 じで 直接選挙 で あ る｡
祖父 か ら相続 した財産 は 少なく ､ 殆 どの も の は 父 の 功績に よ るも の だと考えて い
る ｡ ｢自 分 は 農 業 を 全 然 や ら ず に 勉 強 ば か り し て い た ｡ 父 が す ご い 人(Or a ng
Be r ada19)だ っ たか ら ､ それ が 可能 だ っ た ｡ オ ラ ン ダ時代 の 土地測量 の とき ､ 耕作 が
済ん で い る土地 は耕作者 の 所有 に な っ たの で ､ 父 の 所有す る土地が 非常 に 広か っ た ｡
未耕 作地 は ､ 政府所 有地 とな っ た+0
)1ラ ッ カ 村の 村長 は ､ ノ ー ル が 1 9 6 3年に な っ た 後 ､ 軍 関係者 ､ 警察関係者な どが な
り ､ 現在は ノ ー ル の 甥 がや っ て い る ｡ ま た ､ カ レ ン ゲ集落の 集落長 は ､ 現在に 至 るま で ､
全 て ノ ー ル の 親族が務め てき て い る と い う ｡ 同村 で は 2002年 7 月 に ､ 8 年 以上ぶ り に
村長 選 が行 われ る が ､ 今回カ レ ン ゲ集落 か ら村長 候補に 挙げられ て い る の は ､ や は りノ
ー ル の イ ト コ の 甥 で あ る ｡ 彼 が村長 に なれ ば ､ こ れ ま で の 集落長 と同 じく ､ ず っ とノ
ー
ル の 親族 が 地域の 長 に なる こ とと なる ｡.筆者 が 聞き 取 り を行 っ て い たとき に同席 して い
た ノ ー ル の 末娘が ､ ｢今回 も成功す れ ばい い の だ けれ ど+ と言葉を添えて い た｡
ダ ウ ドや 自分自身が長 を して い た頃の 公 共事業 の や り 方に つ い て ､ ノ
ー ル は次 の ように
語 っ て い る ｡
19 直訳す ると ｢存在 して い る人+ と い う意味に なる o ノ
ー ル 自身 の 税明に拠れ ば､ m a mpu ( 能力があ
る) に近 い が kaya ( 経済的に裕福) と-い うだけの 意味で はない と の こ とで ある o
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ノ.- ル ｢政府 が出来て ､ 支援や プ ロ グラ ム が 入 っ てくる 前は ､ 基本的になん でも ゴ トン
ロ ヨ ン だ っ た ｡ 学校で も道 で も市場 で もなん で もそ うだ っ た｡ 人 を集め る とき
は ､ モ ス ク の 礼拝 の 際に告知(pe ngu m u m a n)した o 村全体でや る場合 は ､ 各部
落長 に手紙 で 知 らせ た ｡ 道路の 整備な どは ､ 複数 の 村 に渡 っ て お▲り ､ も っ と大
人数でや る事もあ っ た ｡ 大きな規模の もの で は ､ マ ン コ ソ地域ま で を巻き込 む ､
篠 目 100 人以 上 の ゴ ト ン ロ ヨ ン で道 の 改修 をや っ た こ ともある｡+
筆者 ｢今 の ゴ ト ン ロ ヨ ン と何 が違う と思うか ?+
ノ ー ル ｢人 々 が ､ 皆意識 が 高か っ た o だ から ､競 い 合 っ て 働 い た(be rlo mba ･1o mba ke rja)Q
ポイ ン トは 二 つ あ る. まず ､ 本当 にや り た か っ た らや る o 二 つ 目 に ､ 誰が先頭
に 立 つ の か(Siapa ya ng be rge r ak dulu a n)が 大事｡ リ
ー ダ ー が 強けれ ば､ 人 々
は つ い て い く ｡+
(20 02年 2月 3 日 ノ ー ル 自宅で の 聞き取り より)
娘が傍 か ら ｢父 が 動く と ､ 人 々 も動 い た の よ(Kala tlBapak be rge r ak, o r a ng･ o rangjuga
be rge r ak)+ と言葉 を添 えた.
彼の 記憶に 従 えば ､
■
政府政策で ある村落協同組合 (K U D: Kope r a si UnitDes a) や家族
福祉運動 (P E E)や母 子保健 (P O S Y A N D tT) が入 っ てき たの は ､ 1 9 80 年代前後 の こ とで ､
｢まだ新 し い+o パ ラ シ カ 村 に保健 所(Pu ske s m a s)が 出来 て ､ 助産婦 が配置 され た の は 190
年位か らだと い う.o
イ ン ドネ シ ア 国 家の 村落 開発 政策が 入 り込 ん でく る以前 ､ ノ ー ル の 父
や ノ ー ル が 長 を担 っ てV､た頃 は ､ ｢なん で も自分達でゃ っ て い た+ と い う. 外 国か ら の 直接
的 な支援が最初に入 っ た の は ､L 多分 1990年 の 国際 N G Oケ ア
･ イ ン タ ナ ナ シ ョ ナル に よ
る村落 水道建 設支援プ ロ グラ ム だ と い う｡ そ れ以前に は 外国支援が入 っ た 記憶は ない ｡
第 2 項 ア ク タ ー と し て の 筆者 の関わりと視点
2 - 1 ｢支援者+ ｢女性+ ｢外 人+: ア クタ ー と して の ｢わた し+
筆者が初 め て 出会 っ た 頃 ､ ノ ー ル は 人 を圧す る よう な威厳を備 えて お り ､ 筆者 自身 ､ 当
該 村落社会の 慣習的 な役 割分担 の 枠内で 生活す る よう に ､ 厳 しく ｢し つ け+ を施 されたも
の で あ っ た ｡ 例 えば洗 濯 ､ 料 理 等の 家事 をす る こ と ､ 夜は 外 に 出ない 事､ 宗教行 事 な ど ､
公 の 場 で は 台所 に い る事 ､ とい う ように ､ 同地 の 成人女性 と 同 じ役割 を筆者に 求 め たo た
とえ筆者が｢外 人+で あり ｢ドナ ー の ス タ ッ フ+ であり ､ 羅 目早朝か ら夕方 まで 村々 をか け
ずりま わ っ て 水道 工事 をや っ て い た と しても ､ 例外 で は な か っ たo い や ､ 同地 の 女性 に接
す る 態度以上 に厳 しく ､ 筆者 に 対 して振 舞 っ て い た よ う で ある2 0o こ れ は ､ ほぼ 同時期に
20 こ れ ほ ど明らか な態度は ､ 筆者以降に 同地に赴任 した女性隊員に対 して は余 り見 られな
い
o そ れは ､
住民か ら ｢個人+ ｢女性+ と して カテ ゴ ライ ズされ ､ 村落社会 における役割を踏襲 させ ようと した初期に
比 べ ､ 協力隊事業 の 認識 度が高ま り ､ 隊員 の 人数も増 え､ ノ
ー ル 達 の 間で r隊員全般 に対す る態度+ が
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村に入 っ た男性 隊員に 接す るノ ー ル 氏 の 態度が ､ 全く 異な っ て い た事 と の 比較か らもわか
る ｡ 筆者が 滞在する 以前に も ､ ノ ー ル 宅 に は事例事 業の 事前調査 の た め に ､ 数名 の 日本人
が短期滞在 した こ とは あ っ たが ､ そ れ らは 全て 男 性で ､ ノ ー ル 達 に と っ て ､ 筆者は｢初め て
同居する外 人女性+で あ っ た ｡ 他の 男性 隊員達が ノ ー ル 家に泊まり にく れ ば ､ 彼 ら に コ
ー ヒ
ー を入れ ､ 彼 ら の 分の 洗濯 をす る こ とも ､ 当然 の ように筆者 の 役割だと い われ た事も あ っ
た｡ 逆 に ､ ノ ー ル 家 の 庇護下 に い る者 と して ､ 彼は筆者 の 安全と生活 に対 して責任を感 じ
て い る よう で あ っ た ｡ 各集落 を回る際 に は ､ こ ち らか ら依願す る まで も なく ､ そ の 土地 ご
と の ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ の 家をまず訪 ねて｢ノ ー ル の 家に い る者だ｡ よろ しく頼 む ｡ +と挨
拶する よう指示 され た ｡ お 陰で 筆者は ､ 権威下に お かれ る圧 迫感と ､ 守護され て い る とい
う安心感 の 双 方 を経験 し ､ 圧倒 的な指導者と して の 彼 の 存在を､ ｢指導され ､ 庇護され る側+
の 立 場 か ら実感す る事 が 出来 た ｡ 自分自身が そ の よう に ､ 村落社会ゐ規範や ｢ある べ き+
社会関係 に位置付 けられ て いく の は ､ ｢支援者+と して 余 り都合よ い も の で は なか っ た｡ 少
なく とも当時 の 筆者は ､ ｢支援者+と は､ 相 手の 知 らない 技術や専門性 を身 に つ け ､ ｢人 を支
援す る に 足 る だ け の 力 量+を相手 との 関係 に お い て 保持 して い る 必要 があ る と思 い 込 ん で
い た ｡ 当該社会 に お い て 特に発 言力 を持 たな い｢未婚の 若 い 女性+と い う属性 を有す る筆者
に と っ て ､ そ れ は相手 に 耳 を傾けて も らう た め に切 実な｢権威+だ っ た ｡ そ うい う意 味で は ､
筆者は ノ ー ル に 従う事 で ､ 動き が とり にく か っ た ｡
しか し他方で ､ 当該社会 に 自 らが 取り 込 まれ て い く プ ロ セ ス ､ と い う の は 筆者 に と っ て
重要で もあ っ た ｡ 文化 人類学徒で あり ､ 開発 支援と は無 関係 な参与観察者 と して ､ か つ て
ジ ャ ワ の 村 落に滞在 した 経験を有する筆者に と っ て ､ 最初 か ら ｢支援者+ と い う属性 を有
す る事 が 相手 と の 関係 に 生 じさ せ る バイ ア ス は ､ 何 より避 けた い もの で あ っ た o こ の た め
筆者は ､ 可能 な限 り ､ そ れ以前 の 参 与観察と同様 に人 々 の 声に 耳を傾 け ､ 地域か ら学ぶ 態
度と姿勢で 人 々 と関 わ る こ とに 注意を払 い つ づ けた｡
最近 で は ､ ノ ー ル の 権威下に い る こと に よ っ て 聞 こ えて こ なく な る声 に 耳を傾け られ る
よ うに ､ ノ ー ル 家と の 結び つ きを筆者自らが他 の 集落で 強調す る こ とは なく な っ たo ま た ､
筆者自身 が 事例事 業の 調 整役 に｢出世+して舞 い 戻 っ て きて 以来 ､ 筆者と ノ
ー ル は め っ たに
仕 事 の 話 を しなく な っ た ｡ ノ
ー ル がどう感 じて い た の か わ か らない が ､ 筆者の 方は ､ より
権威を身 にま と っ て し ま っ た自分の 立場 の 変化 に よ っ て ､ それ 以前の 擬似家族的 な関係 が
形成されて い っ た か らだろ う｡ また ､ 村内 の 社会関係 の 世代交代の 進行も関係する と考えられ るo
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支援者 - 受益者 の 単純化 され た関係 に矯 小 化 し て い く こ と を恐 れ て い た ため で ある .
そ れ で も振り 返 っ て みれ ば ､ こ うい っ た最初 の 頃 の｢擬 似家族的 な成員+と して の 経験は ､
｢調査者+ と して の 各戸訪 問 の み で は 見 え難い 村 内の 人 間関係 の 重要性や リ ー ダ ー シ ッ プ
の あり方 を実感する上 で 貴重 な機会 とな っ た ｡ こ の こ と は ､ 村落開発普及 隊員と して 各村
の 状況把 握を第 一 に 求 められて い た赴任 直後の 筆者に と っ て は ､ そ の 後 ､ 事業計 画に あた
っ て ｢誰 に+ 働き か け ､ 誰 の 声 に耳を傾 ける 必 要 があ るか判 断する上 で 直接役 立 つ 知識 と
な っ た ｡ また ｢ノ ー ル 家 に住ん で い る+ とい う事 実は ､ 外人 の 外部介入着で あ る筆者が村
で 円滑 に活 動を行 うた め の ｢名 刺+ 代 わり とも な っ た ｡
2 - 2 親族関係を基盤 とす る社会に おけるr家族の 安定Jの 重要 性
年齢を重 ね る ごと に ､ 身体的 にも社会的 に も ノ ー ル は 表舞台 に 立つ 事が少 なく な っ た｡
数年 前に 大病 を患 い ､ 現在で は 隠居 とい うイ メ ー ジが 強く なり ､ 彼 の 家を訪れ る人 の 数 は
め ら き り減 っ た. こ こ 2 - 3 年 は ､ 病気 が ち の せ い も あるが ､ 子供達 が テ レ ビを見 に集ま
っ て く る以外 は ､ 静か なも の で ある ｡ 毎晩 の よ う に男達が集ま‾っ てお茶 を飲み ､ ドミノ に
興 じて い た 頃に 比 べ れ ば ､ 大き な変化 で ある ｡
公私共 に集落 の 中心 で あ っ た ノ ー /レ家がひ っ そ りと静ま っ て い っ た最大 の 理由 は ､ 彼 自
身 が年 を取り ､ 集落自 治の 面で も世代交代が進 ん だか ら で あろう. しか しそ の
一
つ の 契機
と して ､ 同居 して い た末 娘の 離婚 が影 響 して い る の で は ない か と思われ る ｡ 彼 には 二 男 二
女が い るが ､ 一 度も家を出 る こ となく 同居 して い たの は 末娘 (1968年生まれ) 家族 の み で
あり ､ 主生業 の 一 つ で あ る精米所 の 運営を ､ 娘 の 夫がや っ て い た o 先述 の 通 り 同村 で は ､
こ の よ うな裏方居住の 形 態 は 多くみ られ る｡ 特 に 末子 が残 る と決ま っ て い･ る わけで は な い
が ､ 長 男長 女は 出稼ぎ等 で外 に 出て い る場合が 多い ｡ 妻方居住は特 に相続権が女性 に限 定
され ると い う 意味合 い で はなく ､ 財産相続 は子供達がそ れぞれ の 親か ら受け継 い で お り ､
夫婦 も別 ふ に 土地 を所有 して い る o
た だ ､ ノ ー ル 家の 場合 は ､ ノ ー ル 家系 の 影響力 の 大きさを娘自身が 十 分に認識 して い た
事 も あり ､ 両親に 薦め られ たイ ト コ 婚 の 夫と の 結び つ き よ り も ､ 何 か ある とき に 両親の 意
A
思決 定 に任 せ ようとい う 姿勢を取 る こ とが多か っ た o 夫は個人的に は 地元 で農業をす る よ
り も ､ 元手 を貯めて 商売を した が っ て い るよ うで あ っ た o 1997年 12月 ､ 夫婦 に と っ て 第
二 子 が 生 まれる直前に夫 は家をで て しま っ た ｡ 蒸発 と い っ て も ､ イ ト コ 婚 の た め､ 双方 の
親戚づき あ い が途 絶え る わけで は ない し ､ 行 方 が わか らない わけで もな い o 夫はそ の 後 ､
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カリ マ ン タ ン 島の ボ ン タ ン で 労働に従 事 して い た ようだが ､ 一 年未満で 戻 っ て き た. そ の
後､ ノ ー ル 家に 現れ て 復縁 を希 望 し ､ 自 らの 行 い を詫び た't い うが ､ 末娘 の 強 い 拒絶に あ
い ､ 正 式 に離婚 手 続き とな っ た ｡ 夫 の 出身柑 は対象 6 か村の 一 つ で あ るリ ブ レ ン村ワ トウ
集落で あり ､ カ レ ン ゲ集落とは 車で 3 0分程 か か る が ､ 親族 関係 の つ ながり も強く ､ 行 事
毎 の 往来も頻繁 で ある ｡ しか し ､ 末 娘 は それ 以来 ､ 一 切 ワ トウ集落 に 足 を踏み 入れ て い な
い と い う ｡
離婚 ､ 蒸発 ､ あ る い は 重婚と い っ た家族 関係 に 関わる 問題 は ､ こ の 例 に 限らず､ 仕事 を
して い た様々 な集落で 目 に した . 彼 らは 一 見 あ っ け らかん.と これ らの 問題 を語 る よう に 思
える が ､ 個別 に 聞き取 り を して い る と息 を潜 め る よう に｢陰口+をする 近隣の 者達の 語 り に
出会 っ た事 も ある ｡ 村長 か ら紹介され て 戸別 訪 問を予定 して い たある 女性 が ､ 実は 最近夫
が同 じ集落 の 中で 再度結婚 して 第二 夫人 を得 ､ 今 は第二 夫人 宅に入 り浸 っ て い るの で 訪 問
はや めたほ う が よ い ､ と他 の 住民 か らア ドバ イ ス を受 けた こ ともある ｡ 近 隣関係 と親戚関
係 が大きく 重 な っ て い るた め に ､ 家族 関係 の ひ ずみ は直接 ､ 間接的に他 の 色 々 な周 係 に も
影 響を及 ぼ して しまう ｡ そ れ は ､ 集落 の 共 同体的な信頼 関係 の 基盤 とも なる が ､ 血 縁 ､姻戚
関係 を通 じて 娩重 に も複雑 に 結び つ い て い る家族 関係ゐも とで は ､ 一 部 の 夫婦 間に 問題 が
生 じた際の 困惑も ､ そ の 夫婦間 だけで 完結す る も の で は ない ｡ 家族 が 問題 なく 順風 満帆で
ある と い う こ と は ､ 同村落社会 の 中で 一 つ の 重 要 な評価基準 にな っ て い る■よ うで あ る .
そ の 点 で は ノ ー ル 家も例外 で はな か っ た の か も しれな い ｡ ノ ー ル は そ の 時期 以降､ 莫大
な土地 の 大部 分 を家族 に譲 っ たり ､ ある い は 売却 した り した ｡ ノ ー ル を権威付 けて い る最
も大き な基盤 か｢土 地開拓者の 子 孫+で ある と すれ ば ､ ｢広大 な土地所有+はそ の 象徴で あ っ
た｡ 所 有 して い た 土地 の 大部分 を手放 したノ ー ル の 決 断の 背 後に何が あ っ た の か ､ 現在で
は病 に 伏 せ が ちの 彼 と ､ 筆者 は まだ十分に対 話 でき て い ない ｡
大病を患 っ て か らと い うも の ､ ノ ー ル は外 に 出歩く事 も全く と い っ て い い ほ どなく な っ
た｡ そ れ で も自分が 当該地 域を初め て統 括 した 開拓指導者の 子 孫で あ ると い う意識 は強 い ｡
家族 以外 に 誰も い ない とき は部屋で 横に な っ て い て も ､ 外で 来客の 声 が 聞 こ える と ､ 即座
に腰布 (サ ロ ン) を巻 き なお し ､ 帽子 (ソ ン コ) をか ぶり ､ 椅子 を客の 入 っ て く る入 り 口
側 に 向 けて 置 き直 し.､ 毅然と し て客 を待 つ ｡ そ れ が 彼 の 日課 の よ うに な っ て い る ｡ ま た周
囲 の 人 々 も ､ 庵 晩集う事 は なく な っ たとは い え ､ 他 の ト コ ツ マ ッ シ ャ ラカ ッ に 対するも の
とは 異な る特別 な敬意 を､ 彼 に対 して払 っ て い る ｡
筆者 とノ ー ル とは ､ 最近 で は支援関係 の 話は しない ｡ 県政等 ､ 村落で の 事業関係 の 話 を
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す る こ と もあ るが ､ ノ ー ル の 方も ､ ｢支援者と して の わた し+か ら何 か を引き 出そ うと い う
発言 や態度 は 一 切 みられ な い ｡ それ は これ ま で の 8年 に渡る 関わ り を通 じて ､ 少 しず つ 相
互 に構築 し七きた個人対個人と して の 関係 に よ る もの だと考えられ よう｡ 彼 は .1999年 度
の 終了 時段階で も ､ 他 の 隊員か ら ｢支援 に対 して食欲で利権 に対 して保 守 的過 ぎる+ と嫌
煙され る ほ ど､ 外 で は彼自身の 社会的立 場を主 張 して きた o しか し 一 歩家の 中に 入れ ば ､
病に苦 しみ ､ 後継者 に 去 られ ､ 孫 の 成長を顔中く しやく しや に して 喜ぶ彼 が い る ｡ 筆者は ､
そ ん な彼 の 社 会 的威信 - の 執着と家庭 で の 姿を ､ 一 時的な｢擬似家族的 な成員+と して 家の
中で 見 つ め な がら ､ 住民か ら ｢支援者+ とカ テ ゴ ライ ズされる外部者が ｢住民 を理 解す る
こ と+ の 難 し さを実感 しつ づ けて い る ｡
第 3 項 リ ー ダ ー シ ッ プとr住民参加+に つ い て の 考察
彼 の 語 る 地域の 歴 史 は ､ 彼自身が行 っ てき た 村落社会 の 統括 の ル ー ツ で あり ､ い わ ば同
地 にお け るリ ー ダ ー シ ッ プの 基盤 とな る歴 史常識 の 一 つ とい えよ う ｡ こ こ で指摘 した い の
は ､ 彼 らが 長 年 に わた っ て 蓄積 して きた｢公 共事 業+や 自助努力 ､ ゴ ト ン ロ ヨ ン の 実態 は ､
ノ ー ル や そ の 娘が語 っ た ように ､ ｢強 い 指導者+の 指示 に従う と い う形で の 慣習 的な協働で
あ っ たと い う歴 史 的経験 の 蓄積で あ る ｡ こ の ｢指 導力+の 権威度合 い は ､ 各村 で 同 じで は な
く ､ カ レ ン ゲ集落 の ノ ー ル の 場合 は ､ 上記 の よう な統治者の 子孫と して の 意識 か ら特 に強
い もの で あ る と考 えられ る ｡ 彼 らに と っ て ､ ゴ トン ロ ヨ ン と は信 頼置 ける リ ー ダ ー シ ッ プ
の 元 に 引き 寄 せ られ る形 で の｢参加+で あ っ た こ とが わか る で あろ う . とれ は ､ 他集落で よ
く 耳に した ､ ｢う ちの 集落 が 発展 しな い の は ､ 集落長 が し っ か り しな い か らだ+ と い う 苦情
の 背 景 に あ る｢リ ー ダ ー シ ッ プ - の 期待+にも結び つ く もの で あ る ｡
こ こ で い う求 心力 - の 呼応 は ､ 当時 の 住 民が ､ 自分自身の 生活 にと っ て 利が ある と い う
事を経験 的 に 理解 した結果と し て呼 び か けに応 えて い る｢参加+の あり方 で あ る ｡ そ の 背景
に は ､ 新 しく 開拓 した 山間地 で ､ 個人 レ ベ ル で は解決 で き ない 様々 な生活 の 問題 を抱 え､
且 つ ､ 王 政下 で｢血 筋の よ さ+が今とは 比 べ 物に な らな い ほ ど重要 で ､ 個人で は 外部資源 に
ア ク セ ス で き な か っ 牢人 々 の 選択 が あ っ た の で あろう ｡ そ して集団行動 の 基盤 とな り ､ 強
者 に よ る 単な る強制 や搾取 と は 一 線 を画 する｢参加+を成立 させ て い た の は ､ ｢共 に コ ミ ュ
ニ テ ィ を つ く っ た+ 村民 間 の 歴史観 の 共有と ､ 開拓時代か ら親族 内婚姻を通 じて 拡 大 ､ 強化
して き た親族関係 で あ る ｡ 当該 コ ミ ュ ニ テ ィ で は ､ 相互 に親族の 結び つ き が あ ると い う安
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心感 と ､ 親族 だか ら滅 多な事 は 出来 な い と い う義務感 を背景に ､ リ ー ダ ー 達が 人 々 の 倍額
を受けて公 私共 に 権威 的な立 場 をと っ て きた ｡ 行 政村の 長となる村長も ､ これ ら中心的人
物達 の 推勝と承諾な しに は選 ばれ得な い o 反対 に ､ 実質的な リ ー ダ ー と して 自他共に 認 め
られ る人 物は ､ 人々 の 倍額を得 る に 足り る血 筋や経済的富裕度 ､ 教育等の 条件 を備えて お
り ､ 集落 間や地方 行政 と の 橋 渡 し役や外部資源 の 取り込み を中心的 に 行 っ て きた ｡
当該地域で は ､ 既に説 明 した とおり ､ 様々 な場 面で 中心 的 な役割 を担 う人 々 が ト コ ツ マ
シ ヤ ラ カ ッ と 呼ばれて い る ｡ イ ン ドネ シ ア 語で ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ と呼 ばれ る 存在は ､ イ
ン ドネ シ ア で は広 く ジ ャ ワ等他の 村落部で もみ られ るが ､ その 素質 と影響力 に つ い て は ､
地域に よ っ て 個別 の 特徴 を有 して い る ｡ 同地 に お け る ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ は ､ 村長や集落
長等 の 公 的な長や ､ イ ス ラ ー ム 教の 指導者や学校の 教師等 ､ フ ォ ー マ ル /イ ン フ ォ ー マ ル
の 双方 に お ける指導者を含み ､ 多く の 場合 は比 較的高齢 の 男性 で ある ｡ 住民 に よれ ば､ ト
コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ と呼 ばれる の は ､ コ ミ ュ ニ テ ィ 内で相対的 に教育 レ ベ ル が 高く ､ 経済的
に 豊 か で ､ 教師や 宗教指導等 ､ 社会生活 の 面 で 重要 な役 割 を担 う立 場 に あ る 人 び とだそ う
で あ る o 男 女の 別 は 無 い と い,う者も い るが ､ 実 際に ト コ ツ アシ ヤ ラ カ ッ と 呼ばれ て い る の
は 男性 ばか り で あ っ た ｡ 政府 主導に よ る住民 の 集まりや ､ 選 挙 など集 落全 体に 関す る行 事
の 際 に集ま っ て話 し合 う の も こ の ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ 達で あ る ｡
しか しなが ら ､ ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ と呼 ばれ る 人たちの 全員が ､ 上記 ｢実質的 なリ ー ダ
ー
+ と して機 能 して い る わ けで は な い o 長 年 ､ 同地で活動 して い る 国際 NGO ケア ･ イ ン
タ ー ナ シ ョ ナ ル の フ ィ ー ル ド ･ ス タ ッ フ に よ る と ､ ｢新 しい 土地 に入 ると ､ まず誰 が ト コ ツ
マ シ ヤ ラ カ ッ で あ るか 尋 ね る ｡ そ して ､ そ の うち の 誰が ､ 『本 当の ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ』 か
どうか ､ 周 辺 の 人 々 に色 々 と質問 して確 か め る+ との こ とで ある ｡ つ まり同地 で ト コ ツ マ
シ ヤ ラカ ッ と 呼ばれ る人 々 は ､ ｢リ ー ダ ー の 立 場 となる資格要件を満たす人達+とで も い え
る の で は な い だろ うか ｡ そ して ､ 当該 コ ミ ュ ニ テ ィ の ｢し っ かり したリ ー ダ ー +とは ､ 開拓
時代 に移 り住ん だ開拓 者家族 の リ ー ダ ー が ､ 自 らの 生活基盤 を整 える た め に必 然的 に そ う
で あ っ た よう に ､ 公 共利 益 を求 め られ る 人材 で ある ｡ そ こで は ､ リ ー ダ ー が集落 内の 親族
関係の 中で も特 に 関係 の 近 い 者達 に対 して 幾分 か は優先的な分配を行 っ たり ､ 自らが リ ー
ダ ー と して の 権威を準持 する に 十分 な程 度の 畳 の 資源 を自分 の た め に確保 す る とい っ た権
威的な意思決定も含まれ て い た が ､ 住民が個人 レ ベ ル で は獲 得 しが たい 施設 整備や外 部資
渡の 動員を実現す る 力 の 持 ち主で あ っ たの だ ろ う｡ 権威の み を振り か ざし他 住民に利益が
及 ばな い タイ プの 人材 は ､ ｢本 当に信頼で き る ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ+とは言 えない ｡ こ の よ
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うに ､ 村落社会で 自他共 に 認 め るリ ー ダ ー と して 機能する人材が行 っ て きた｢参加 の 呼 び か
け+は ､ 開発 支援 の 文脈で 批判されて い る ト ッ プ ダウン事業に お ける住民 の 動員や ､ 外部介
入者の お膳立 て に よる ｢事業に お ける住民の 意思決定+ とは 質を異に す る も のである と い
えよう｡
しか し なが ら ､ 政府や 外部か らの 開発 支援によ っ て大 量 の 外部資源が ラ ン ダム に導入 さ
れ る こ とに より ､ リ サ ダ ー を通 さない 複数の 資源 へ の チ ャ ン ネル が出来 ､ 農業以外 の職業
機会も増 える 中､ 人 々 の 相 互依存関係 は変化 して きて い る ｡ 例 えば｢強 い 指導者ありき+だ
っ たカ レ ン ゲ集落で ､ 事例 事業 の農業部門で 中心的な役割を担 っ てき た農民 グル ー プリ ー
ダ - の 一 人 で ある β氏 は ､2002 年 に行 われ る予 定の 村長選 に 関連 して次 の ように述 べ て い
る ｡ ｢今 の 集落長 (ノ ー /レ の 甥) は ､ 現村長と仲が 良くな い 2 1(言葉で は なく ､ 両手指 を交
差させ て 対 立 の 意味 を示 した)｡ これ ま で ､ 村長 が集落長 を選 ん で きたが ､ 今度は ､ 村長選
が終わ っ た ら ､ 住民投票 で集落長を運ぶよう進言 しようと ､ 集落内 の 中心 的な者同士 で話
を した+0 α 氏 の 発 言 か ら は ､ 主生業で ある農業 の 現在 の 中心的担い 手 で ある 30 - 40代 の
人 々 が ､ 既存 の リ ー ダ ー シ ッ プ の 求心力 だけに依存しな い ,ようLなリ ー ダ - - メ ン バ ー 間の
関係性 を模索 しよ う と して い る こ とが読み取れ る . そ して そ の集まり に は ､ ノ - ル は参加
して い な い ､ との こ とで あ っ た ｡
他方 で ､ ノ ー ル は先述 の とおり ､ これ まで 同様 の リ ー ダ ー シ ッ プ の 踏襲 を期待 して い る ｡
また今後 の 村行政 に 向 けて ｢2000年 に新 しい 郡 の 創設 が は じま っ た｡ こ の 周辺 は+ ア レ ジ
ャ ン か ら バ ツ ラ ッ パ ま で ､ ト ン ボ村 ､ ガ ル ン 村 ､ パ ラ ッ カ村 ､ ア ナ バ ヌ ア村の 4 か村 を含
む新 し い 郡 ､ パ ラ ッ カ ー バ ル (Palakka- Ba r ru) 郡 の創設 を申請する . 今度 ､ 200 2年 の
村長 選 が各地で 終 了 した ら､ 県で協議され る予定 だo そ うな っ た ら,､ 郡都(ibukota)は カ レ
ン ゲに なる ｡ こ こ が 中心だ+ と い っ て い る｡ ノ
ー ル は こ れ まで 同様 ､ 彼 の 近 い 親族が村長
に な り ､ そ の 人 物 が集落長 を選 ぶ と い う形 を自然だと考 えて い るようだが ､ 40代の β 氏 は
そ うで は ない ｡
筆者 が 2002年 2月 に訪れた 時 ､ カ レ ン ゲ集落で は村長選挙の 詣で持 ちき りで あ っ た ｡
2 1 当時 の集落長 は村内で は非常 に少数派 の , 2002年現在の 大統領メ ガワテ イ
･ ス カ ル ノ プトウリ の 所
属政党で ある闘争民主党 (PDIP) 支持派で あり ､ 旧与党で ある ゴ ル カ ル 党支持者が圧倒的に多数派
の 同村落 では 異色 の 存在で あるo 1 9 9年 に行われ た総選挙 で は ､ P DI Pの ト レ
ー ドカ ラ ー で ある真 っ
赤 な で シ ャ ツ を着用 し ､ 家屋の 外 に P D IPの 旗を飾 っ て い た｡ ｢負けた らカリ マ ンタ ン に行 っ てくる+
と 口 に して い たが ､ 同集落の 連拳結果が予測どおり ゴ ル カ ル 党 の 圧勝で あ っ て も ､ 驚い た風で はなか
っ たo 周囲の住民 も同集落長が-P D IP支持派だと い うこ とを特に表面だ っ て 問題視 して い る雰 囲気は
無く ､ む しろ､ これまで に なく自由な雰囲気 の中で の 選挙 を楽 しんで い るよう に見受 けられ た｡
1 05
ノ ー ル 家に は ､ 3 名 の 候補者全 員が それ ぞれ別 の 日 に挨拶に 来て ､ ノ ー ル の 意見 を聞 い て
い っ たo 彼 らは確 か に 多大 な敬 意をノ ー ル に 対 して払 っ て い る o しか しそ れ は必ず しも ､
過去 の 権威に 従う事 を意味 して い る わ けで は な い o 彼 らは ､ これ ま で とは違う.､ 彼 ら に と
っ て より平等 な資渡 分配が 可能 に なるよ うな村行改 ､ 柑の 自治を求めよう と して い る ｡ 個
人 レ ベ ル で
ノ
は 外部 資渡 にア ク セ ス でき なか っ た 時代と は大きく異 な るリ ー ダ ー シ ッ プ が 求
め られて い る の で あ る ｡ 国家 レ ベ ル で 40 年近く に渡 っ て 続い てき た開発独裁が崩れ た こ
とは ､ 一 見 ､ 彼 ら住民 に と っ て は それほ ど直接的 な変化 を及 ぼ して い ない ように見 え る ｡
しか し､ ｢レ フ オ ル マ シ ( 改革)+ と い う全国的 な流行語を耳､ そ れぞれ の 人 たち に と っ て の
｢現状 か らの 変革+志 向 とい う意味で ､ ｢外 島+と呼 ばれ る ス ラウ ェ シ 島南部 の 村落部に も ､
静か に 大き な変化 を引き起 こ そ うと して い る よ うで ある ｡
本節で述 べ た 当該村落社会 の 歴 史 に つ い て の 語 り は ､ そ の 詳細 な記憶 ゐ明確 さと ､ マ ク
ロ な歴 史に対 する認 識 と い う 点 で多少 の 違 い は ある もの の ､ 対象地域の 住民間で 広く 共有
され て い る ｡ 特 に ､(1)土地 開拓 に つ い て の 歴 史の 共有 ､(2) 親族 関係 を基盤 とする集落形 成､
(3)信頼 の 置 け るリ ー ダ ー シ ッ プ を中心 とす る住民参加 が ､ .当該社会 に特徴的な点 と して 挙
げられ よう｡
1 06
表 2 - 2. カ レン ゲ集 落の 開発を巡 る歴史概観
イン ドネシア パ ル(Ba rr u) カ レ ン ゲ(Ka er e nge)
全体 主磨か6
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L･
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,極 東‾･二■:･･.ヰ -j 音主幸手才
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か Petta Ber u(現パル) の 初 ･ ラ ツ ペ ン が′.(ル王 国(Petta Be ru) より赴任o 周辺
ら 代王 となる o 周辺 地域 ( 現地 集 落の 統治を任務とする o
19 那) も､ 1 6世紀頃に は小王 ･ ラ カ ン メの 息子とラ ツ ペ ン の 娘が婚姻 ｡
世
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国と して 成立 o 一 部 ブギス の
最大王 国 で ある.Bon eの支配
下 に おか れ るo
18 9 2Da udが生まれる o
20
世
1 9 0 5オ ラ ン ダ侵攻 . 王 国
が ､ 現 バ レ バ レ中 心の 19 2 5- 1 9 3 5D･a ud を長として ､ イ ス ラ ー ム礼拝
紀 A 組eling Pa re - Pa r e の 所(モ スク)､ 学校が他地域 に先ん じて建設され･
一 部 Onder A fdeling た o また ､ こ の 時期まで に ､ 現 パ ラ ツカ村全体
Ba rr u とな L)､ オ ラ ン ダ で 1 2 5ヘ クタ ー ル の 水田が開拓された o
の Co ntl･01e u rの 間接統 1 9 3 2ノ ー ル が生まれる o
治下 で . Zelfbe sttlu r に 19 3 6- 1 9 3 8市場の建設 o
位置 付け られる o 19 4 0- 1 9 4 4村内 主要道の建設 o 散在 して い た住
1 9 4 1- 9 4 3 日本軍侵攻 o 民が 道路沿い に居住する現在の 集 落の基礎と
なる形態が整備された o
1 9 4 5 1 9 4 6
･ 1 9 5 0 東 イ ン ドネ シ 194 7年以降 ､ 各地に国民学校 の 建設がは.じまる ｡
イ ン ドネ シ ア 国(N I T)の 南セ レベ ス 1 9 5 0カ'L, ン ゲ集落を中心とする1 1集落 の まとま
ア 共 和 国 家 の 一 部 と し て 位 置 付 け りを､ パ ラ ツ カ村 ､ ト ン ボ村の 2か 村に分書)lo
独立
ス カ ル ノ 政
られ る . Datld はパ テウカ村の実質上 の 村長となる ( 汰
19 5 2 政府規則 No.34 3によ ･ 的 に はまだ位置付 けられて い ない)a
り N ITが崩れ ､ 1 9 4 8年 1 9 5 8ノ ー ル が∵教 師 を 辞 め て 集 琴 長(kepala
の 法 律 に よ り南 ス ラ ウ ka mpo Rg)に o
ェ シ が 7 県 に 区 分さ れ 1 9 6 0年代 ゲ リラの 反政府運動に よ る政治不安 o
権崩壊 ･ る. ′くル は現 バ レバ レ中 1 9 6 0年代後半 - 焼畑農民の 集落定着化 が進み ､
｢ 開 発 独 心 の･県(afdeling)に 含ま 水 田 の 更なる開拓が進む o
戟+ ス ハ ル れ ､ 部(ke w edanaan) 早 197 0年代 政府に よる農業資材補助の開始 ｡.
ト長 期 政権 位 と なる ｡ i9 7 0年代後半 大統領特別給付金 (INPR E S) に
へ
o 1 9 5 9第 29法に よ.り ､ パ ル よる小学校建設が村内で進む o
1 9 6 0年以 降 第 二 級 地 方 (da er ah 1 9 7 0Des a制が敷か れた o･
1 tingkatII)となる
■
｡ 1 9 7 3行政法 に基づ くパ ラ ツ カ 村が誕 生(現ア ナバ･
米自給政策 1 9 6 0最 初の 県知事 Lettu ヌ ア村を含む)｡ ノ
ー ル が公葬初代村長となる c
家族計画 TN I- A d Lan ak ka が 南 1 9 70s - 1 9 8 0s 以降
ⅩU I),P K K､ ス ラ ウ ェ シ 州 知事 に よ K U D( 村落協同組合)､ p K K( 家族福祉運動),
Pu ske s m as っ て 任命される . p o s y A NI)U(母子保健)､ Puskesm a s(保健所)､
等 の 履行 o
第5次5 カ年開
1 9 61前 D istrict が 県 な どの 国家村落開発政策が住 民 に認識されるo
(Eabupate n) の 下部行 1 9 8 0年代前半 パ ラ ツ カ村 ｢ パ ル 県都の 幹線道路
政 単 位 と し て 郡 が県開発予算 によ っ て建設 ｡
(ke c a matan)となる o 1 9 8 6年 県の 指導 により主要道沿 い に住民住居を
1 9 6 9村 落行政法 ( 第5法) 整理 ､ 再編 o
発布 o 198 7年 パ ラ ツカ 村か らアナ バ ヌ ア 村が分割 .
19 9 0年 - 電化開始 o
1 9 9 0-1 99 2 ケ ア ･ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル の 支援 で
r住 民参加型+村落給水事業 ｡ 同機関 にと っ てイ
発計画で東イ
ン ドネシア開
発が重点項目
ン ドネシア有数のr成功事例+と なる o
1 9 3 年 内務省 村落開発総 局の 政策事 業で ある
｢村落 コ ン テ ス ト(1o mba De s a)で ､ パ ラ ツ カ村
となり､ 南ス ラ が南ス ラウ =.シ州の最優秀 に選ばれ ､ 賞品と し
ウ ェ シはそ0)
中心に｡
て 村事務 所に テ レビとパ ラボ ラが 設置され る.
出所 : セ ロ ･ ス マ ル ジ ャ ン[200 0]､ Pe mda tk.ⅠI Ba r ru[19 9 9]､ Dep･Pen era ngan [1969,1 9 9 4]､ 協力
隊事務局【1 9 9 5】及び ､ 対象村落住民のイ ン タ ビ ュ
ー に 基づ い て 筆者作成o
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第3 師 事例事業 の個別性と議論の 普遍性
第 1 項 期間限定の 関わりあい と して の政府開発援助 (0Ⅰ)A) 事業
日本 の 政府開発援助 (ODA) にお ける 技術協力 の 現状で は､ 一 般的 に ､ 5 - 6 年程度の
期間 が ､ 事 業開始 か ら終了す るま で の おお よそ の 単位と して 設定 され て い る ｡ 事例 に 挙げ
た プ ロ ジ ェ ク トも 5 カ 年 計画 の 下 に活動 が行 われ た｡ こ れ は､ 前章ま で に 主張 した ､ ｢長
期 に わた っ て 現在進 行形 で 人 々 が生 み出 して い く社会変化プ ロ セ ス+と して 村落 開発 を捉
える立 場 に 立て ば ､ 限 定的 な関わり に過 ぎな い ｡ ま た ､ 事 業に派遣され る 技術専 門家や協
力 隊員 の 基本 的な任期は 2 - 3 年間 で あ る ｡ 事業全 体を通 して 同 じ人材が 関わ り つ づける
場合 もも ち ろ ん ある が ､ 多く の 支援事業で は ､ 2 - 3年轟 に新たな人材 が 投入 され る こ と
とな る ｡ こ う した現状を前提 条件と して O D Aに よ る村落開発支援事業を考えた場合 ､ 喝
地 の 状況 を知 らな い 外部 者が ､ 入れ替わ り立 ち替わりや っ て きて ､ 目標 を立 て ､ 躍起 に な
っ て 活 動 し ､ 勝手 に 『完 了』 時期を決 めて ､ 立 ち去 っ て い く+ 状況 を思 い 播い て しまう｡
天 災や暴動 な ど､ 生死 に 関わ る 緊急的 な状 況 - の 対応 と異なり ､ O D Aの 枠組 み で 実施 され
る村落開発 支援は ､ ｢今 ある 生活 を少 しで も よく して いく+､ い わ ゆる｢現状 か らの 改善+を
目的 と して い る ｡ 村落社会 に｢入 っ て い く+外部介入者の 立場 は ､ 期間限定付 き の 刺激で あ
り ､ 介入者が 関わ る数年 の 間に 住民 に と っ て 必 ず しも何 か が終了するも の で はな い ｡ 手段
や き っ か けと して 施設 物甲建設や物 資の 投入 ､ 技術研修 な どが行 われ るに せ よ ､ そ の 全 て
は ､ 事業終 了 時点 の 状況 をも っ て完結する もの で は なく ､ そ の 後 ､ 億 民が い か な る生活 を
行 っ て い く か たか か っ て い る ｡ 草野 に よれば ､ 村落 開発 は ｢村 落住民 が ､ 自 らの 村落社会
の あり 方 を選 択 し ､ 精神 的に穏や か で 豊か な暮ら しを営め る力 をつ けて い く こ と+ である
と い う[ 草野 202:175]｡ こ の ような ｢住民自身 の 持続的 な開発+ に対す る期間限定付 の 支
援 の 場合 ､ そ の 実質的 な成果 は ､ 期 間中の 物 資
･ 資金 ･ 技術等の 外部資源投 入に よ っ て 測
りきれ る もの で はな い だ ろ う｡ よ り重要 な事 は ､ 期間限定的 な関わり が ､ そ の 後 の 住民の
生活 に どの ような影響 を与え る事 になる か で あり ､ 支援期間中に人
々 が ｢支援+ との 出会
い を通 じて どの よ うな新 しい 発 見 ､ 学び を得られ たか を測 る 術を検討 して い か ね ばならな
い ｡
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第 2 項 協力隊事業に み る技術協力の 交流事業的側面
事 例考察の 対象 は ､ イ ン ドネ シ ア 共和 国南 ス ラ ウ ェ シ州 で行 われ た 日本政府 開発 援助
(O D A) 事業で あ る o 対 象事 業は ､ 外 務省 の 下部機 関で あ る 国 際協力 事 業団 (Japa n
ZBte Z mtlo B al Co ope p at]
'
on Age n cy:JIC A､ 以 降JIC Aと称す) の 青年海外 協力隊員チ ー ム
派遣 22(以 下 ､ 隊員チ ー ム と称す) によ る 地域総 合開発支援プ ロ ジ ェ ク トで あり ､ 筆者自
身は 同事業の 初期(1994- 1996 年)､ 後期(1998･2 0 0)の 二 度 ､ の べ 約 4 年 に 渡 っ て 直接関与
したo 協力 隊チ ー ム に お ける筆者の 役割は ､ 一 回 目が村琴開発 普及 員で ､ 二 回 目がプ ロ ジ
ェ ク ト コ ー デ ィ ネ ー タ ー で あ っ た ｡ また ､ 直接関与 した期間以外 に は轟年 ､ 追跡調 査 を
行 い ､ 事 業開始 か ら終 了後 の 現在まで ､ 約 8 年 に渡 っ て 聞き取り調査 を続 けて き て い る 23｡
協力 隊事業は ､ 日本 政府 の 開発援助事業に お い て ､ 技術協力 の 一 環で あり なが らも ､ 後
に詳述 す る よ う に ､ ｢草の 根 レ ベ ル+ の ｢若者の ボ ラ ン テ ィ ア+と い っ た特徴 を有 して い る｡
そ れ は 結果的 に ､ 支援事業と い えども草の 根 外交 ､ 咽 際交流+ 的側 面を多分 に含む と い う
一 般 的理 解を生ん で おり ､ ｢日本 青年 の 育成+ と語 られ る革も多い ｡ 元協力隊事務局長 の 青
木 盛 久 氏 が ､ ｢協 力 隊 事 業 は ､ 個 性 あ ふ れ る す ば ら し い 日 本 人 を育 て て き た+ 情 木
ヽ ヽ
2000:2 5 2】と述 べ て い る よう に ､ 協力 隊事業は ､ ｢技術移転+と い う言葉 に表 現され る よう
な ､ 一 方が 他 方に対 して 何 か を与え る ､ 教え る ､ 移転す ると い うイメ ー ジ の 強 い 他の 技術
協力 ス キ ー ム と は そ の 目的 にお い て 一 線を画 して い る｡ 実際に ､ 派遣 され る人材 は 20歳
以上 ､ 4 0歳末滞 で あり ､ 派遣 時の 平均年齢は 20代後半 で ､ 自ず と社会経 験 の 少 なさは 否
め ない ｡ 一 般公 募で募集され る 人材 はま さに 多種多様で ､ 現地 で の 活動の 方法 に なん らか
の 一 貫性 が あ ると は と て も言 えな い ｡ む しろ ､ そ れぞれの 隊員が現地 で 派遣先の 人 々 と ､
ごく 普通 の 人 間関係 を築きなが ら ､ 出来 る事 をや っ て いく ､ と い うイ メ ー ジ が強 い の で は
な い だ ろう か ｡ そ して これ は時 に は ､ ｢出来なく て も許 され る+事 と履き違 えられ る事 もあ
る よ うに 見 聞き して い る ｡ ｢出来 なく て も良 い+と い う表現が余 り にも否 定的 だと して も ､
計画 され た成果 を出す 事 が｢雇用 主+と の 契約 に は な っ て い な い ｡ 先述 の 青木氏 は ､ 協力 隊
O Bの 著書の あと が
■
きで ､ ｢協力 隊は ､ 日本 が 開発 途上国と の 間 に実施 した最もすばら しい
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
協力事 業だ と確信 して い る ｡ 開発途 上国 に対す る経済社会協力 と して は 大 した成果 を挙げ･
22職種 の 異なる ､ あ る い は 同 一 職種 の 隊員を複数派遣 し ､ 有機的か つ 総合的な協力を地域住民と共に 展
開 し ､ 当該地域の 経済/社会開発 お よび 民生 の 向上に 寄与す る事を目的と した もの で ､ 通常派遣より大き
な協力効果を目指 したもの ｡ 協力 隊事務 局 (また は事務所) と受入 国政府 との 間で プ ロ ジ ェ ク ト実施 に
係 る合意文書が必要 とな る【協力隊事務局 2 0 0 2b:18】｡
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ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
て い な い か も しれ な い が(傍 点筆者)+ と語 っ て い る【青木 2000:251- 2 5 2】｡ こ う い うイ メ ー
ジの せ い か ､ あ る い は 実際 に ､ い い に つ け悪 い に つ け余り に も多様な隊員活動 が全世 界で
展開 され て い るせ い だ ろ う か ｡ 協力隊 事業を事例 と して 開発介入 の 議論 を行 おうとす る と ､
こ れ ら ｢交流事業的側 面+ や｢日本 の 青年育成と して の 側面+を理由 に ､ そ こ か ら出され る
提言 は 協力 隊事業 に 限定され ､ ｢開発 支援+ 全般 に対す る教訓 を生み 出すに は不適切 だ ､ と
い っ た意見も 聞か れ る ｡
協力 隊事業自体が必 然的 に有する特徴と して ､ 経験の 少 な い 隊員た ちの 専門性 の 低 さや
事業と して の 一 貫性 を持 ち難 い 現状 は ､ 事業活 動 内容 の 設 定 にお い て 勿論考慮 す べ きで あ
る ｡ ま た ､ ｢協力 隊事業+がカ バ ー す る分野 は余 り に も広範に 渡 り ､ リ ク ル ー トされ る人材
も多種多様で ある ｡ そ して 何よ り ､ 隊員活動 は ､ 基本的 に派遣 され た隊員 の｢個性+を持 っ
て成 し遂 げよ ､ と い う含 み が 大きく｢自由が きく+も の で あ るが ゆえ に ､ 結果 的に 生 じ る出
来事 も個々 人 の 考え方 い か んに 大きく 左 右され る ｡ よ っ て ､ 批判 に せ よ 必要 論.に せ よ ､
｢協
力隊 とは+と い っ た 一 括 り で
一 貫 した 議 論を行 う事 は妥 当で は ない ｡筆者も本論 文で 協力 隊
事業全般 に つ い て 議論す る意図 は全く ない ｡
筆者 が取 り 上げる の は あく ま で も村落開発支援 の 一 事例 と して の 同事業 で あり ､ また ､
同事例 に 関 して 言 えば ､ チ
ー ム 派遣 と して の 特徴や ､ 受 入 国イ ン ドネ シ ア側 の 理 解とい う
点 で ､ 上 記 の よ うな 協力 隊 の 特 徴がそ の まま当 て は ま る わ けで は な い ｡ 協力 隊 は 英語 で
Japa n Oァe r s e a sCo ope r atio n Volu nte ers(J O C V)と 訳され るが ､イ ン ドネ シ ア で は Ju n]
'
o r
Expe rtと表 され て きた o 特 にイ ン ドネシ ア側 の 管轄省庁の 協力先組織に と っ て ､ こ れ が 日
本政府 の 技術協力 の 実施機 関で ある 国際協力事業団と の初 め て の プ ロ ジ ェ ク ト協力 で あ っ
た こ と か ら ､ む し ろ ､ ｢ドナ ー か らの 支援プ ロ ジ ェ ク ト+ と して認識する 関係 者の 方 が 多か
っ た｡ こ の 点 で ､ 同事 例 の 場 合 ､ ｢協力 隊は成果 よ りも交流+と い っ た言説が まか り通 る状
況 に は な か っ た と筆者 は判 断 して い る ｡ しか しそ の 事 に よ っ て ､ 派遣 され て きた隊員の 中
で は ､ 同事 業と ､ 彼 らがイ メ ー ジ して い た協力 隊活動 と の ギャ ッ プに戸惑い を隠 せ な い 者
も少 なく なか っ た ｡ そ の 中 でも 特に プ ロ ジ ェ ク トと して の 予 算/計画管理体制 ､ 合意文書や
報告書等 ､ 文書 に よ る縛り ､ チ ー ム と して の 日本 人間の 連携 とい っ た事 に苦痛 を感 じ る例
が 多か っ た ように琴われ る[協力 隊事務局 200 0‥39
-60]24o
っ まり 同事業は ､ 協力 隊イ メ ー ジそ の ままに ､ ｢住民と共 に つ くり あげて い く+と
い うプ
2急 追跡調査 : 1997 年 8月 ､ 2 0 0年 1 0月 に各 1 ケ月 ､ 2 0 0 1年 5
･ 7 月 に数 臥 2 0 2年 2月 に 2 週間o
24 1 9 9 9年 1 0月 の 事業終了 時評価調査団来訪時に行 われた隊員 O B O Gア ン ケ
ー ト よ り o
l 1 0
ロ セ ス 自体を 目的 と しなが らも ､ ｢支援プロ ジ ェ ク トと して の 成果 を期 間中に 出す+とい う
ア ウ トプ ッ トを求められ て い た とい えるだ ろう o 一 見も っ ともら しい こ の 二 つ の 特性 は ､
実際に お い て ､ 隊員や周 囲 の 人 々 を苦 しめ る こ と とな っ た ｡ そ れ は端的に 言 えぼ､ ｢住民の
生活 に 学び ､ 住民と の 人間 関係 を基盤 に ､ 彼 ら の ペ ー ス を大事 に活動 して い く+事 と ､ ｢初
期状況 をデ ー タ化 し ､ 5年 の 問 に ､ 外 部の 人 間に と っ て 目 に 見 える成果 を出す+と い う プ ロ
ジ ェ ク トサイ ク ル との 大 きな ズ レ が原 因で あ る ｡ 住民は 隊員が期待す る よう な ペ ー ス で 事
業を進 め ない ｡ 農繁期 や雨 季 ･ 乾季 ､ 家族 の 行事 等 ､ 彼 らの 生活 ペ ー ス に合わ せ て隊員 と｢付
き合 う+｡ こ う い う場 合に 住民 の 判断理由 に 耳を傾 け ､自 らを適応 させ る努力 を行 う こ と は ､
個別 の 協力 隊見で あれ ば特 に めずら しい こ とで は ない ｡ 協力隊事業 の｢草の 根交流+的側 面
を鑑 み れ ば ､ 派 遣され た 隊員 は 当該村落 社会 - の 理解を深 め ､ ｢共 に活動 す る+事が求 め ら
れ る か らで あ る ｡ し か し ､ ｢5 年 間で 農民 の 経済括 動 の 活性化 に 寄与す る 効果 を上 げ る ため
に ､ 潅慨施設 を整備 し ､ 農琴技術指導を行 い ､ 生活基盤整 備の 一 環 で村落給水工 事 を行 う+
とい っ た活動内容が 二 国間政府 の 協力合意文書(ミ ニ ツ ツ)に 記され る こ とと な っ た 事例 事
業の 隊員に は ､そ れ ほ ど自由 な選 択 は与 えられ なか っ た ｡ そ れ はた とえ､事 業の 初年 度を｢ニ
ー ズ発 掘 ､ 調 査 とト ライ ア ル の 年+と位置付げて い たに せ よ ､ ｢そ の 後 の 活動 を限定する+
とい う点で は 同 じで あ る｡ 今 か ら考 えれ ばなに も文書に縛られ る こ とは なく ､ 自らが直面
したリ ア リテ ィ を ､ 他者 の そ れ と刷 り あわせ ､ 常 に 関係者 間で 共有出来さ.えすれ ば ､ 変更
は 可能 で あ っ たは ずだ と筆者 は 考え る o しか し当時 ､ 事 業を取り拳い て い た日本側 ､ イ ン
ドネ シ ア 側関係 機関の 状況 は そ れ ほ ど柔軟で はなく ､ ま た ､ 隊員側 にも こ れ ら の｢仕組み+
を乗 り越 えて ゆける だ け の 知識 も経験 も伴 っ て い なか っ た ｡
こ う い っ た軌跡を批判 の 槍玉 に挙 げる こと は簡単で ある ｡ しか し ､ 筆者 は初期設 定 が ど
の よう で あ ろ うとも ､ プ ロ セ ス を通 じて事 業が い か に変化 して いく か ､ 柔軟な変化 を遂げ
るた めに はどの よう な姿勢で 臨む べ きか と い う 点に 着目 した い ｡ 視点 を変えれ ば ､ 上 記 二
っ の 特徴 を同時 に 内面化 して い く努力 の 中に こ そ ､ 同事例事業の
一 部で 連続性 の あ るプ ロ
セ ス ･ オ リ エ ン テ ッ ドな展 開が見 られた 理由が あ っ たの で は ない かと推察す る ｡ 隊員た ちは ､
合意文書に描 かれ た活動路線 を維持 しながらも ､ 設定 され た 活動 がそ の 時 々 の 村落社会 の
状況 に と っ て妥当で あ る か ､ 常に住民 と直接向き 合 っ て検証す る姿勢を取 る こ とと な っ たo
こ の 試行 錯誤 の プ ロ セ ス は 結果と して ､ 7 年に渡 る活動の 連続性 ､ 隊員交 代と い う断絶性
の 中で ､ 放 つ か の 重 要 な含意を生み 出す事と な っ た o そ の 詳細 は ､ 各分野活動 の 考察に お
い て後 述す る ｡
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第3 項 考察意義 の普遍性
自 らの 権威的 立 場 ､ 発 言 の 優位性 ､ 技術的専 門性 と事業内容 に つ い て ､ 外部介入者側 が
常に自省的 な姿勢を持 ち ､ 住民の 反応 と向き合う こ とを求 め られ ると い う 同事例 の 環境条
件は ､ 一 方 で は 隊員 の 行動 を縛 る事とな っ たo しか し他方 で ､ 住民と｢共 に 働く+とい う 関
係性 の 設 定は ､ ｢技術力+や ｢先進 性+ と い っ た優位性 を隠れ 蓑に しが ち な支援介入側 の 権
威的立場 を崩 して い く た め の 土壌を提供 したとも い え よう ｡ 一 方か ら他方 に 何 か を 一 方的
に 教えたり移転 した りする の で は なく ､ 相手 と 向き合 い ､ 自 己 を伝え合い ､ 学び あう ｡ こ
の 姿勢は ､ 協力 隊事業 の｢交流事業的側面+と して 隊員に求 め られ るも の で ある ｡ こ う い っ
た側面 は ､ 時 と して ､ 協力 隊の 非専門性や成果 に 対する無責任さ ､ 日本青年 の 育成と い っ
た同事 業の 他 の 特徴と 一 括 り
.
に され ､ どちらか と い えば技術協力 の 文脈 で は 否定的 に語
られ る ように 感 じ る ｡ しか し ､ 序章 で 述 べ た よう に ､L開発支援に お け る住民参 加 の 重要性
が指 摘され ､ ｢住民 の 生活 に対する介入者 の 参加+と い っ た蒔論も なされ る よう にな っ た今
日 ､ ｢介入者側 が対 象地域 に学ぶ+姿勢の 重要･由ま多く の 人が認 め ると こ ろ で は ない だ ろ う
か ｡ 支援行為 とは ｢他者 を配慮 して 自 らを変 え て い く+【支援基礎論研究会 2000:12]こ と
だ と い う ､ 序章で紹 介 した ｢支援学+ にお ける 定義を思 い 起 こ して頂き た い ｡
相互 に 伝 え合 い ､ 学ぶ と い う相互 作用的 な開発 支援プ ロ セ ス を考え る 上 で ､ ｢交 流事業
的側 面+ は､ ｢技術を授 け る側+｢指導する側+ ｢専門家+ を 一 方 的な立 場 だと考える 実務家
に 対 して 警鐘 を鳴らす た め の 一 つ の キ ー ワ ー ドで は ない だろ うか ｡交流 の 一 般的 な意 味は ､
ちが っ た系統 の も の が 互 い に入 り ま じ る こ と ､ また ､ 入 り ま じらせ る こ とで あ る ｡ 村落 開
発支援を目的 とす る介入 は ､ 介入者や支援事業と い う ｢ちが っ た系統 の も の+ を村落社会
に対 して 意図的 に ｢入 り ま じらせ る+ プ ロ セ ス だと い えよう ｡ 介入者側 の ｢先進性+や ｢専
門性+､ ｢経済的優位性+ が ､ 果 た して村落社会 側 に と っ て どの よう な意 味をも つ か は ､ 事
前に 一 方 がプ ロ ジ ェ ク ト目標 と して 予期 でき るも の で は なく ､ ｢入りま じる+過 程と双方 の
個別性 に よ っ て 異なる わ けで あ る ｡
先ほ ど紹 介 した ､ ｢協力 隊事業か らの 含意は 一 般 化で き ない+ とい う発言 の 背景に は ､
｢支援+ 行為と ｢交流+ を切り 分けた考え方 が あ ると想像され る ｡ 支援と い うと 強者か ら
弱者 - の 資源 の イ ン プ ッ トとい う 一 方的 な授受関係が想像され ､ 関わり あう双 方の 相互 作
用 に対す る視点 は なか な か持 ち にく い の で あろう｡ 繰り返すが ､ 筆者は ､ 本論文で 協力 隊
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事業の 意義に つ い て 論ずる 意図 は ない ｡ 筆者の 観点は ､ 期間限定的に 投入 され る 外部資源
と して 村落社会 に 直接 ､ 間接的 に 関わ っ て い く外 部支援との 出会 い が ､ 当該村落社会に と
っ て い か なる影 響と な る の か を検討する事に あ る ｡ そ して それ は ､ 外部支援者側を含めた
ア ク タ ー 間の 姿勢や 学び や 戦略 との 相互 作用 を通 じて ､ 可変的に生まれ て ゆく もの と捉 え
て い る ｡ こ の 点 に お い て は ､ そ の ｢外 部性+に違 い こ そあれ ､ 専門家も協力隊員も ､ ある い
は外 国及 び ロ ー カル NG Oス タ ッ フ に つ い て も ､ 同 じ土俵 で 議論が 可能 だ と考 えて い る ｡
第 4 節 アクタ ー と して の r協力隊最(良)+
本 節で は ､ 支援する側 の 中心 的 ア ク タ ー で あ る 協力 隊具に つ い て ､ 個 々 の 多様性 を踏ま
え つ つ ､ ｢協力隊+ そ して ｢イ ン ドネ シ ア の 協力 隊+ と い う独特 の コ ン テ ク ス トの 特徴を記
述する ｡
第 l 項 目 的 と し て の 協力隊 ･ 手 段 と して の 協力隊
前節で 言及 した よ う に ､本事 例 で取り 上げる青年海外協 力隊事 業は ､ ｢青年育成+ ､ ｢人材
交流+ ､ ｢草の 根+ と い う特徴に お い て ､ 日本 の O D Aの 技術協力事業と して は特異 な存荏
で あ る ｡ 協力 隊を志望 する 2P代 - 30 代の 青年達 の 中にも ､ ｢草の根+ イ メ
ー ジ に あ こ が れ
て参加 した ､ とい う者 は 少 なく ない ｡ しか し ､ 隊員の 活動分野 (｢職種+ と呼 ばれ て い る)
は ､ 2002 年 12月 現在 で 200種 類に も の ぼり ､ 各 人の バ ッ ク グラウ ン ドや専 門技術は多種
多様で あ る ｡ よ っ て ､ 事 例プ ロ ジ ェ ク トに 限らず､ 協力隊参加者の 春望動機も様々 で ある
が ､ 身近 な隊員経験者達 - の イ ン タ ビ ュ ー 結果 か らは ､ 次の 2 つ の 傾向がみ られ る ｡
一 言
で言 えば ､ ｢目的 と して の 協力 隊+と ｢手 段 と して の 協力 隊+ である ｡
前者は ､ ｢協力隊 員に な る こ と+を目 的化 して ､ それ を目指 して き た タイ プで あ る ｡ こ う
い う強 い 動機 を有する の は ､ 事例プ ロ ジ ェ ク トで は農業や土木と い っ た技術系 の 隊員 に み
られ た｡ 例 えば中高生 の 頃 に ､ テ レ ビや広告 で 協力 隊の 情報を得て 関心 を持 ち ､ ｢途上国で
何 が 出来 る か+ 考えて ､ 進 路を決定 したとい う例 が典型 的で ある o なか に は ､ ｢協力隊応募
条件の 欄の 殆 どが 『大 卒』 だ っ た+ ため ､ 大 学進 学を決 めたと いう者 も い る o こ う なる と ､
｢技術系 の 隊員が協力 隊 を目的化 して い る+ とい う よりもむ し ろ ､ 協力 隊や途 上 国
- の 協
力活動 - の 参加 を目 的化 して いたか ら こ そ ｢技 術+ を専門 に選択 して き たと と る べ きで あ
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ろうo それ だけ真剣 に ､ ｢協力 隊と して途上 国で でき る事+ を長 い 時 間か けて検討 してき た
結果 ､ 技術 を習得 して きた とい うことに なる ｡ こ の 場合の ｢協力隊イ メ ー ジ+ は､ ｢現地 の
人 と汗 まみれ泥 ま みれ に な る+､ ｢農業+､ ｢水+ と い っ た よう に ､ い わゆ る ｢奥地前進 主義+
と い われた初期 の 協力 隊イ メ ∵ ジや ､ 現在も大き な特徴で ある ｢草の 根+ イ メ ー ジ とも重
なる o また ､ 分野 に 限らず ､ ｢協力隊+ 自体 - の あ こ がれ の 保 持者 には ､ ｢地域の 役 に 立 つ+
｢あく まで もボ ラ ン テ ィ ア+ とい う ､ 利他主義的な部分 の 魅力 が強 い よう で あ っ た ｡ また ､
｢協力 隊 - の 10代か ら の 憶軌 は , 技術系隊員 のみ に 限 っ た事で は なく ､ 村落 開発普及員
の ように ｢技術が無く て も受けられ る+と い われ る職種 の 隊員の 中に も ､ ｢中学校の 頃 か ら
新聞の 切 抜き をと っ て ある ほ どあ こ がれ て い た+ と いう例も ある｡
それ に 対 して 後者は ､ 国際協力 の 実務に 関わ る第 一 歩目と して ､ あ る い はイ ン タ ー ン シ
ッ プ の 代わりと して と い っ た よ うに ､ 国際協力 を職業と して い く ため に 必要 な ト 歩目 の 経
験 を積む ために+協力 隊を選 ん で き たタイ プで あ る o こ れ は ､ い わ ゆる ｢無資格受験 O E+
の 職種 で ある村 落 開発 普及 員や ､ 90年代に新 しく設定 され たプ ロ グラム ･ オ フ ィ サ ー 等 の
職種希 望者に 多く 見 られ る が ､技術系 の 隊員の 中に も ､ ｢海外協力 の 仕事 に携わる近道 と し
て+ 協力 隊 - の 参加 を決 め る人 も い る ようで ある ｡ その 背景 と して ､ 80年代 か ら 90年代
に か けて 高ま っ て きた ｢職業と して の 国際協力+ - の 関心が 挙 げられ よう ｡ 大 きな要 因 は ､
日本 が ODA 大 国 とな り ､ 援助に 関わ る情報や知識 が身近 に な っ て きた こ とに あ る の だ ろ
う ｡ 日本 は 2001年 に ア メ リ カ に そ の 座 を譲 っ た もの の ､ 1989年 か ら O D A供 与額で は 世
界 の ト ッ プ の 座 を 占め て きた ｡ 佐藤は ､ 90 年代 の 半ばに ア ジ ア経済研究所 で 実施 した ｢援
助研究入 門+ に ､ 通 常の 倍以上 の 応募があり ､ そ の 内の 4分の 1が 学生で ､ ｢なか でも 『国
際協力科』 に 在学 して い る大 学院生 が非常に 多か っ た+ と述 べ て い,a[佐藤
L199 6:2･ 3]. こ
う い っ た ｢国際協力 - の 就職希望者+ の 増加 を反映 して , 例 えば国連職員や開発 コ ン サ ル
タ ン トとい っ た職業に近づ くた め に ､ ｢現場経験+の 手段 と して 協力隊参加 を検討す る人 は
今も多く い る事だ ろ う｡
筆者自身､ 協力 隊事業は 大学時代 か ら知 っ て は い た が ､ 明確に ｢村落開発普及員+ 職を
志望 した の は ､ 自分自身がイ ン ドネ シ ア の 農村 で の 調査経験 を経て ､ 国際協力 ､ 特 に農村
開発 - の 関心 をも っ で開発人類学 の 実践フ ィ ー ル ドを探 し始 めて か らで あ る｡ 筆者の 場合
は ､ ｢農村開発協力 の 現場 - の 参与観察+ をキ - ワ ー ドに ､ 同時進行 で他の 選択肢も検討 し
てお り ､ 明 らか に ｢手段 と して の 協力隊+ で あ っ た｡ この 場合 ､ 村落開発や ボラ ン テ ィ ア
に関心 は ある も の の ､ ｢協力 隊+ で なく て も よ い o 逆に言 え ば､ 明 らか に ｢自分の ため+ と
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い う第 一 義的 な目的 が意識化 され て い る 点で ､ 前者と区別 され よう｡
しか しなが ら ､ 付加 すれ ば ､ 実際の 協力隊参加者に は ､ 上記 に 当て は ま らな い 経緯で参
加 して い る人 た ちも い る こ とだ ろう ｡ 例 えば不 況 の あお り で 日 本で の 職 が無いた めで あ っ
たり ､ 日本の 職場 環境で 問題 を抱 えて い たた め で あ っ た り と い っ たよう に ､ い わば ｢逃げ
場と して の 協力 隊+ 参加 者も い る ｡ あ る い は｢手段 と して の 協力隊+で あ っ て も ､ そ の 目的
が ｢海外 に住みた い+ と い っ た よう に ､ 国際協力や途 上国開発支援と直接関係 して い ない
場合 ､ つ まり ｢手 段 と して の 国際協力+ の 場合も ある ｡ 多少近 い 関心 と して ､ ｢国際的 な仕
事が した い+ と い う者も あ るが ､ ｢途 上国+と｢支援+とい う特殊な文脈 へ の 関心 の 有無を重
視すれ ば ､ こ れ は厳密 に は 同 じで は な い ｡ そ れ らと比較す れ ば､ 上記 の 二 つ は ､ た とえそ
れが ｢目的+ と して で あろ うと も ｢手段+ と して で あ ろう と も ､ 少 なく とも ｢途上 国で の
開発 支援+ - の 参加 を手段化 して はおらず ､ そ れ を目指 して い ると い う点 で は 共通 の 関心
事 に 基づ い て 協力隊に 参加 して い るとも い え よう ｡
筆者は ｢協力 隊論+ に は 関心 がな い ｡ よ っ て 木簡は ､ あくまで もイ ン ドネ シ ア に お ける
村落開発 支援の 文脈 に位置 付 けられ た個々 の 隊員た ちを｢協力 隊ア ク タ ー (s)+と して 捉 え
て そ の 相 互 作用 をみ て い く 上 で ､ 重 要だと思われ る点 を特徴 づ けるも の で あり ､
一 般的 な
｢協力 隊事業 の 意味+ を問う意 図は ない こ と を強調 して おく ｡
事例 で 筆者 が取 り 上 げ る｢隊員(s)+ア ク タ ー 達 は ､ 上記 に絹介 した よ うに ､ ｢隊員 へ の 参
加+が手 段で あ る か 目的 で あ る か と い う違い は あ るもの の ､少 なく とも途 上 国
- の 技術協力
や ､ 農村開発 - の 関与 に自分 なり の 期待 を抱 い て参加 したと い う点で は共通性 を有 して い
る ｡ これ は 必 ず しも ､ 事例事 業 に関 わ っ た全て の 隊員 が こ の ような問題意識 を共有 して い
たこ と を意味 しな い が ､ 本 論 文 の 主旨は ､ 序 章で 論 じた よう な村落開発 支援 の 意味を前提
と し ､ そ の より よ い 実 践 を目指す もの で あり ､ そ の 論点 に相応 し い 事例 を選ん で解介 して
い る ｡
第 2 項 多様な参加動機と ､ ｢協力隊員(良)+を創り出すプロ セ ス
様 々 な動機と経匪を背 景 とする個人が ､ ｢協力 隊員(s)+ ア ク タ
ー と して｢生み 出され て い
く+基本的 なプ ロ セ ス と して ､ 試 験か ら派遣前訓 練期間 の
一 連の 流れ が挙げられ る o 年 に 2
回 (春募集 ､ 秋募集) 実施 され て い る協力 隊試 験 で は ､ 筆記試験と面接試験 が行 われ る o
倍率や試験 内容 は 職種 に よ っ て 大きく 異な るが ､ 全分野 に共通 して求められ る の は ､ 基 本
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的な語 学セ ン ス と ､ 良好な健康状態 の 二 点で あろうo 語学は ､ 後述す る派遣前訓練で徹底
して 学習す る こ とに な る が ､ 健 康は 重要 な条件で あり ､ 志望者は 必ず健康診断書を書類と
共 に送付する ｡ 実際に ､ 最終面按まで い っ たも の の ､ 健康上 の 理由で 合格 しなか っ た例 を
筆者も身 近 に 見聞き して い る ｡ これ は ､ 同 じ技術協力 で も専門家等他 の 人材派 遣とは格段
の 厳 しさで ある ｡ ｢草の 根+ で活動する協力隊 は ､ それく ら い 健康に支障を来 たす可能性 の
ある生活 環境 - の 派遣 が想定 され て い る わけで ある ｡
ま た ､ 興 味深 い の は ､ 筆記試験に お ける試験分野 の選 択で ある ｡ 志望者は 事前 に希 望職
種 を決 め て い る わ けだ が ､ 当 日 は ､ 全員に全分野 の 試験 内容 が配 られ る ｡ そ して ､ ｢も しも
他 の 職種で 『こ れ なら出来 る』 とい うも の が あれ ば､ そ の 場 で違う分野 の試 験 を受 けて も
良 い+ と説 明 を受 ける ｡ つ まり ､ 試験当日 に 自ら の ｢専門性+ を左右で き るわ けで ある ｡
こ れ は 一 つ に は ､ 技術分野 が細分化 され て い るた め で ある ｡ 例 えば農業の 場合 ､ ｢野菜+､
｢食用作物+､ ｢稲作+､ ｢果樹+ 等に わか れて お り ､ 幾つ か の 職種をカバ ー で き る経歴 の 持
ち主 が ､ 当 日 の 試験 内容 に 従 っ て選 択 し直す例 もあ るだろ う ｡ しか し､ ｢専門性 の 広 さ に よ
る複数 の 選択 肢 の 確保+ とV
.
､う側 面以外 に ､ そ もそ も協力隊 に求め られて い る の が細 分化
され た専 門的 に 高度な技術で は ない とい う意味も あろう｡ つ まり ､ ｢隊員 に な る こと+ 自体
に興 味が あれ ば ､ 当 日 の 試験内容 に よ っ て ､ ｢青少 年活動+で も ｢村落開発普及員+ でも ｢社
会調 査+ で も よ い ､ と い う こ と に なる ｡ 実際に 筆者自身も ､､｢協力隊 に参加 したい けれ ど､
自分に 出来 る分野 は なん で し ょ う+と い う質問 を受け る事 は 少 なく ない し ､ ｢社会調査+ 職
を希望 して い た が ､ 当 日 の 試験 内容 で ｢村落開発普及員+ 職 に変更 した とい う人 を複数知
っ て い る ｡ そ の 意味で は ､ 技術協力 と い い つ つ も ､ 本事 業は 先に ｢協力隊イ メ ー ジ+ーあり
き で あり ､ 技 術は後 か ら つ い て く る ､ と い う印象が ある ｡
これ は ､ 派 遣先で 要請され る業務内容が 明確 に示 され ､ 派遣され る人材に は ､ そ の 指示
内容 で あ る T O R(Te r m of Refe r e n c e)を遂行可能な専門性 と経歴が 求 められ る ､ 技術協力 に
お ける専門家派 遣等 ､ そ の 他 の 人材派遣 の 発想 と は大きく異なる点 で あ る｡ しか し ｢協力
隊事業+ が技術協力 で ある と 同時に ｢日本青年 の 育成+､ ｢草 の 根+､ ｢人的交流+ を目指 す
外交政策 の 一 環 で ある こ と を鑑 みれ ば ､ 至極当然な こ とで もある｡ こ こ で の 論点 は ､ 隊員
事業に お け る専門性 の なさ を ｢技術面か らみ て+ 批判 する事 では な い ｡ む しろ ､ 村落開発
支援と い う文 脈 に位置付 けた時 に見 えて く る ､ そ れ以外 の 特徴を明 らか にす る事が ､ 本論
文 で議 論 して き た ｢相互 学習過 程と して の 支援介入+ を考える上 で は重 要で あ る ｡
協力 隊受験者 に と っ て ､ 受験段階で わか っ て い る の は希望 した職種名 と ｢協力 隊に なる+
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事 ぐらV｢で あり ､ 詳細 業務 はお ろ か ､ 派遣国､ 派 遣先も決 ま っ て い な い . 派 遣国に つ い て
は､ 希望 は 出せ る もの の ､ 希望通 り にな る とは 限 らな い ｡ 筆者の 周り に は ､ む しろ第 一 希
望通 りで は な い 地域 - の 派遣者が 多い く らい で ある ｡ 派 遣先国も担当業務も わか らな い ま
まに ､ 試験 当 日 に な っ て 職種 を変更 して で も参加 した い ｢協力 隊+ に､ 参加 者 は い っ た い
何を期待 して い る の だ ろ うか ｡ また ､ 採 用する側 も ､ ｢技術面+ 以外 の何 を ｢協力 隊員の 素
秦+ と して 重 要視 して い る の か ｡ 筆者自身 の 経験 か らい えば ､ それは｢柔軟性+と｢や る気+
で あ っ た よ う に記 憶 して い る ｡ 筆者は村落 開発 普及員で 受験 した にも か か わらず､ 最終面
接段階 で ､ ｢村落開発 普及 員は応 募者が多く ､ 競争が厳 しい ｡ 人材不足 め ヨ ウホ ウ分野 で の
派 遣で は どうか ｡ 必要 な技 術は研修 して も らう こ と に なります が+ と試 験官 か ら問 い 返 さ
れた記憶が あ る ｡ ｢ヨ ウホ ウ+ が養蜂 の こ と だと理解する の に数秒 を要す る ほ ど､ 意 外 な展
開で あ っ た ｡ しか し ､ ｢農村開発 協力 実践 - の 参 与観察+を目的 と して い た筆者に と っ て は ､
そ れが養鶏で も養魚 で もそれ ほ ど大 きな問題で は なか っ た｡ む しろ､ 海外 で協力す る に 債
す る だけ の ｢技術+ をそ れ ほ ど簡単に 身 に つ けられ る の か と ､ そ ちらの 方 に驚きが あ っ た 0
こ れ は ､ ｢どれだ けや る気 が あり ､ 柔軟性が ある か+ を測 る 問 い で あ っ た の だ ろ うと思わ
れ る ｡ 面接直後 に 他 の 受験者に 聞き取り をしたと こ ろ ､ 同時 に受験 して い た他 2名 の 人も
同様の 質問 を投げか け られ た と い う ｡ そ して ､ 国際協力で の 経験を既 に有 して い た最 も年
長 の 女性 は ､ 自分 の 専門性 を考 えて ､ 養蜂の 場合は 断 る旨 ､ 回答 した と い う こ と で あ っ た o
そ れ が どれ だ け影響 した か は分 か らない が ､ 結果と して 彼女 は それま で の 十分 な経験 にも
か か わ らず合格 に至 ら なか っ た ｡ こ う い っ た エ ピ ソ
ー ドは ､ 協力隊経験者 に と っ て は 特 に
めずら しく な い ｡ つ ま り ､ ｢協力 隊の 素養+ と して ､ 健 康や基本的な技術と共に ､ ｢柔 軟性+
｢や る 気+ が 重要 だ と い う認識 は ､ 多く の 当事者 に共有され て い る こ とと思 わ れ る o これ
に ､ 先ほ どの ｢利他 主義 (- の あこ がれ)+ を加 えると ､ 典型 的な ｢現地で 汗 と泥 に まみ れ
る協力 隊員+ イ メ ー ジ が出来上 が っ て いく ｡
多種 多様な バ ッ ク グラ ウン ドを有する参加者が ､
一 様に｢協力隊員+と して 公式 化 される
プ ロ セ ス が ､ 派遣前の 訓練で あ る ｡ 合格 した全 て の 人員は ｢候補生+ と呼 ばれ ､ 例外 なく
2 ケ 月 以 上 に渡 る合宿形式 の 派 遣前訓練に参加 して ､ 初 めて ｢正 式な協力 隊員+ と なる o
同訓練 の メ イ ン は派遣先国 の 言語 の 習得で ある が ､ こ こ で は語学以外 の 人 間関係 に おけ る
相互 作用 の 側.面 に 着目 し たい ｡ つ まり ､ こ の 派遣前訓練期間 臥
｢協力隊+に つ い て 学び ､ ｢協
力 隊+を生 み 出す過程 だと い う点 で あ る o個別 の 目 的と利害に基 づ い て 協力 隊を志 望 した参
加者達 が ､ 相互 作用 を経て ､ い い に つ け悪 い に つ け ､ ある
一 定 の ｢協力 隊+イ メ ー ジの 共 通
1 1 7
認識 を有す る に い た る ｡ たと えば事 例プ ロ ジ ェ ク トに 派遣され たある 隊員は ､ 訓練期間中
の 次の よう な エ ピ ソ ー ドを語 っ て い る ｡ ｢訓練中 は ､ や た ら熱い 輩がい た｡ 『病気 の 人 が い
て ､ そ の 人が 吐 い た ら ､ 思 わず手 を出 して しま うような人 が こ こ(筆者注 ‥ 協力 隊の こ と)
に は 集ま っ て い る』 と い っ て い た o 協力隊 が押 し売 り親切隊 にみ えた+D 彼 はそう言 っ て ､
｢協力 隊+の 極度の 美化 に 対す る嫌悪 を語 っ て い た｡
しか し他方 で は ､ そ う語 っ た彼 自身 ､ 筆者 の 目か ら見れ ば ､ 中学時代か ら｢協力 隊と して
途上国 の 人 と 一 緒に働く 事+を目的化 して進路 を決 めて き たタイ プ で ､ ｢自分 が 何か 成 し遂
げた い+ と い う熱意や ､ ｢協力隊 と して 活動 する 事+ - の 思い 入れ は相当 なも の で あ っ た o
筆者 の よう に｢手段 と し て の 協力隊+を自認 する 者に と っ て ､ ｢協力隊候補生+と して の 共
同生活 と い う ､ ｢協力 隊員+に な るための 儀式 的なプ ロ セ ス は 余り魅力 的で は なか っ たが ､
筆者 の 場合 は 全 て が参与観察 で あ っ た ため ､ 興味深く は あ っ たo 実際に+ 上記 の ような
｢美
化 され た協力 隊イ メ - ジ+ .の 語 り手は 少 なく なか っ た o そ して ､ そ の 熱さ に反発 して い る
｢冷
め た人 た ち+も も ちろ ん い た｡ しか しなが ら ､ 共 感する か どうか は別 と して ､ こ の 期 間 を通
じて ､ ｢候補生+達 全員が ､ ｢協力 隊の 一 員と して の 自分+ を意識す る よ う に なる o そ れ は ､
自分 とは 異 な る目的 で 参加 して きて い る他メ ン バ
ー の 理解や 目的を知 り ､ 自分の それ を確
認す る こ と で 強化 され て い く . ｢協力隊と して の わた し+ イ メ
ー ジ 臥 あ る者 に と っ て は居
心 地 の 悪 い も の で ある か も しれ な い が ､ ｢同 じ釜 の 飯 を食 っ た+､
｢同 じプ ロ セ ス を踏ん だ+
共 通 の 経験 が ､ 訓練中 に 開講さ れ る｢国際協力+や｢異文化理 解+講座や ､ 地 元 の 福祉施設 で
の 体験学習 等 と共 に ､｢候補生+全 員を｢隊員+ - と 向 か わ せ る 訓練と な っ て
い るよう で ある o
い わ ば ､ 多様な個人 で あ っ た候補生達が ､ ｢協力 隊イメ
ー ジ+に 関す るイ ン タ ー フ ェ イ ス 状
況 を基 点 に ､ イ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて
一 定の 共 有知 を有す るr協力隊(s)J.7 クタ
- と して
生 み出され て い く プ ロ セ ス と も い えよ う｡
事例事 業に お い て も ､ メ ン バ ー の 派遣時期は様 々 で あるが ､
｢訓練期 間を経た協力隊員+
だ と い う経験 は共 有 して い る ｡ こう して ､ 派遣時期 の 差異 を超 えて ､
｢隊員と して の わた し
た ち+が ､ 自 己ア イ デン テ ィ テ ィ の
一 部に加 えられ て い くo そ れ 酎 草の 根+､ ｢国際協力+､
｢利 他主義+､ ｢キ ャ リ ア ア ッ プ+､ ｢経験の 少 な い 若者+､
｢熱さ+､ ｢技術+と い っ た様 々 な個
別 の 隊員イ メ - ジの 混 成で あ る o 当人 に と っ て 嬉 し い も の で ある か ､ 重 荷
で あ るか は別と
して ､ そ れ は 訓練期間 を筆頭 に ､ ｢協力隊員+ と して
一 括され る多く の 機会を通 じて ､ 個々
人 の 中 に 内面化 され て い く ｡ 協力 隊参加 の 理 由 を｢大学院を卒業する
ため の 学位論 文の ネタ
探 し+と して ､ つ まり｢手段 と して の 協力 隊+と して 明確 に自認
して い た ある 隊員は ､ 帰国後
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に ､ 次の よう に語 っ て い る ｡ ｢協力 隊の 仕 事に つ い て 理解 して い な い 友人 との 拒離が開 い て
しま っ た｡ 会 っ て も話 が合わなく な っ て しま っ た+｡ たと え参加 目的が どう で あれ ､ ｢協力
隊と して めわた し+は ､ 確実に参加者の 価値基 準 を揺さぶり ､ 自己 アイデ ン テ
J
J! テ■ィ に 影響
を与 えて い る ｡
第 3 項 r役に 立 ち た い+技術志向 - r変化を起 こ した い+ フ ァ シリ テ ー ト志 向
先 ほ ど述 べ た ように ､協力 隊希望者 の 中で も ､特 に｢技術をも っ て途 上 国の 役 に 立 ちた い+
と自 らを磨 い て きた人材が い る o 当然 なが らか れ らは ､ 時間 をか けて 磨い て きた ｢技術 を
生 か して+､ 派 遣 された 土地 で ｢役 に 立 とう+ と 考 える だろ う ｡ ある 隊員 (次章 の 農業土木
事例 に お ける E 隊員) は ､ 協力 隊参 加 に 至 る ま で の 経緯を次 の よう に語 っ て い る o
高校生の 頃 ､ ｢何か 社会 の役 に立 つ 仕 事を したい+ と思 っ て い た｡ ただ漠然とボラ ン ティ ア に 関
心が あ っ た ｡ あ る 日テ レ ビ で ､ 途 上 国で 井戸掘 りの ボ ラ ン テ ィ ア を して い る青年 を扱 っ た C Mが 流
れた ｡ 一 人現地 の 人 々 と 一 緒 に な っ て 汗まみれ泥まみ れにな っ て 井戸を振る ｡ (中略) やっ と井戸
か ら水があふれ 出た時 の 現地の 人 々 の 笑顔 ､ とりわけ子供た ち
′の 笑顔が印象的だ っ た ｡ ( 中略)逮
上国で 飢えに苦 しむ 人 々 が い る o せ め て 水 さえあれば ､ 少 しは 生滑が楽 になるに違 い ない o 自分 の
力 で ､ 飢 えに苦 しむ人 々 を笑顔 に させ たい ｡ あ の 子供 たちの ような笑顔が見た い ｡ こ れ が ､ 自分が
海外協力 - の 道 に進もうと思 っ たき っ か けです ｡
(2 02 年 のイ ン タ ビ ュ ー に よ る)
彼 は 当時の こ と を ｢若気 の 至 りで す+ と述懐す るが ､ 筆者の 身近 に い る協力 隊 O B､ O G
の 中で は ､ E 隊員と類似 の ｢契機+ によ っ て協力隊参加 を志 した人物が少 なく な い o
同隊員に よれ ば ､ 彼 に と っ て 海外協力 の イメ ー ジは｢水+で あ っ たと い う o そ して ､ ｢飢 え
→ 水 - 農業 - 農業土木+と い う図式で 自らの 進 路 を決 定 して い っ た o そ して ､ 本 か ら得 た情
報 に よ っ て ､ 協力 隊が年齢的 に も経験的 に も｢海 外協力 の
一 番 の 近道+で あ る と判断 し ､ 参
加 を希望 した ｡ 彼 に と っ て ､ 農業土木 は ､ 海 外協力 に 関わる 手段 で あ り ､ ｢途上国 の 飢 え+
を解消す る上 で鍵 とな る｢水+を確保 するた め の 技術 で あ っ た o 当時 の 彼 に と っ て ､ 自 らが
持 っ て い る べ き専門技 術と は ､ ｢そ の 国が 持 っ て い な い ､ また は不足 して い る(日本 の)技術+
で
･
あり ､ 国際協力 と は ｢自分を犠牲に して もそ の 国の 発展 の た めに つ く す+ と い う ､ 明確
な利 他 主義で あ っ た o 彼 の ｢協力 隊+イ メ ー ジは ､ 3 つ の キ
ー ワ ー ドを含ん で い る o 第 一 に ､
｢現 地 の 人 と 一 緒に な っ て 汗や泥 に まみれ る+ と い う言葉に象徴され る ､
｢草の 根+精神 ､
第 二 に 専門技術の 重視､ 第三 に ､ ｢自分を犠牲 に して も+と い う強 い利他主義で あ るo
また ､ や はり協力隊 - の 参加 を念頭に お い て 進 路 を選 んだ と い う農業隊員 ( 次章の 農業
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事例 に お け る B 隊員) は ､ 派遣前 の｢協力隊イ メ ー ジ+を､ ｢途上国の 奥地に 入り込 み ､ 地
元の 人た ちと何か を作り上 げて い くイ メ ー ジ+ だ と語 り ､ 協力 に必要 な専門技術と して 熱
帯農学 を重ん だ . こ れ は ､ 既述 の E 隊員の ｢草の 根精神+､ ｢専門技術 の 重視+, と同様の キ
ー ワ ー ドを含ん で い る o
こ れ に 対 して ､ ア メ リ カ の 大学院在学中に｢イ ン タ ー ン の 実績を兼ねて+協力 隊に参加 し
たと い う村落 開発普及員 (次章 の 生活用水 事例 に お ける C 隊員) は ､ ｢協力隊 と して 何が
出来 る と思 っ て い良か+と い う筆者 の 質問に対 して ､ ｢外部者と して の 新 し い 視点 を与 えら
れ る と思 っ て い た ｡ 教える 仕事 だとは 思 っ て い な か っ た+_と述
べ た ｡ そ して ､ ｢と に かく い
ろ い ろ な こ とをや っ て き た の で ､ い ろ い ろ柔軟 に創造的 に でき る職種+ で あり ｢コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン カ を発揮 で き る仕事+ と して村落 開発普及員を選 ん だと説 明 して い る ｡ 更 に ､
90 年代後 半 に 同 じく村落 開発 普及員を志望 した隊員 (同事例 D 隊員) 汝 ､ ｢出来 るだ け自
分の 希望 を持 ち込 まず+ ‥｢村人 の 希 望を聞き ､ それ を形 に して い く+ 仕事 と し て同職種 を
想 定 して い た｡ こ の 背 景 に は ､ 序 章で 紹介 した参加型 開発 の ｢流行+ が あ っ た■｡ D 隊員自
身 ､ ｢参加型 開発 に あ こ が れ て い た+ とも語 っ て い る｡
先 ほ どの キ ー ワ ー ドと の 連 関 をみ て み ると ､第 一 の ｢草の 根 の 精神+は ､ ｢あり の ま まの 村
落社会 に 自 らを投 じる+ と い う姿勢で あり ､ 共通 して い ると い えよう o しか し彼 らは ､ ｢役
に立 つ 技 術を持 ち込 む+ こ と で は なく ､ 村落 社会 に 自らを投 じ ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を図 る
事 で ､ 人 々 自身が 何 か をな して い く こ とを期待 して い た ようで ある ｡-こ れ は い わば ､ フ ァ
シ リテ - ト機能 に よ る 人 々 の ｢変化+を目指 して い た と い えよ うo
但 し ､ 第二 の 鍵 で ある 専 門技術に つ い て ､ C 隊員 は ｢中学校の 頃 か ら協力隊 に関心 が あ
っ た が ､ 『技術が な い』 の で い つ しか あまり考 えなく な っ て い た+ と い い ､ D 隊員は 大学
卒業後 ､ 協力 隊を受験す る前 に ､ 半年以 上 ､ 農家で 研修を行 っ て い る｡ つ まり ､ ｢技 術を持
ち込 む こ と+ を自分自身 の 役割と して認識 して い なくとも ､ 技術協力 の
一 環 で あ る協力 隊
に参加 す る上 で なん らか の ｢技術+ の 必 要性 を ､ C､ I)両隊員共 に認 め て い るわ けで ある o
こ れ に 対 し ､ そ の 逆 の 認識 ､ つ ま り ､ ｢役 に立 つ た め の 技術+を何 年もか けて 身に つ けて
きた人 が ､ 派 遣され た時 点で ｢技術だ けが あ っ て もそう簡単 にうまく は い か ない+ と い う
認識 をも っ て い る.* は どれ位あ る の だろ う. 勿論 ､
昨今で は ､ 適正 技術や参加 型開発 に つ
い て の 議論が 深 まり ､ フ ァ シ リテ - シ ョ ン と い う外部支援者 の 役割 に つ い て の 認知度は 明
′
らか に 高ま っ て い る ｡ しか し ､ 筆者自身が村落 開発普及員と して派遣され た 1994 年当初
は ､協力 隊事 業に参加 した人 々 の間で は ､ま だそれ ほど｢参加型開発+も認 知 され て お らず､
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チ ェ ン バ ー ス の 主張 の よう に ､ 支援者の 権威や プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナリ ズ ム - の 批判が取 り ざ
たされ て も い なか っ た｡ 結果的 に筆者は｢技 術を持たな い者+の 代表選 手 の よう な立場 と な
り ､ 具体的 な技術が な い と ｢役に立 た ない+ の で は ない か と い う肩身 の 狭 さかち ､ ｢技術者+
と して の 自 らの 意義を求 め て 国際 N G O に住民参加型水道建 設 の 技術を学び ､ ま さに付 け
焼刃 で住民 に ｢指導+ した ｡ 他方で ､ 畜産や農業等の｢技術+分野 の 活動 に際 して ､ そ の 広
報や住民と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方法 に 疑問 を感 じて も ､ そ の 必 要性 を強く 主 張でき な い
｢技術あり き+の 雰 囲気 が 当時は あ っ た｡
他方で ､ C 隊員 ､ D 隊員が 活動 したプ ロ ジ ェ ク ト後半で は ､ 後の プ ロ セ ス 分析 で詳述 す
る よう に ､ 村落 開発 と は技術だ けで はな い ､ と い う村落 開発普及員の 主張が｢参加型 開発+
の 流行 とも相使 っ て 主流とな っ て い っ た ｡ そ の 傾 向の 強化に は ､ プ ロ ジ ェ ク ト ･ コ ー デ ィ
ネ ー タ ー と い う立 場 で 再赴 任 した筆者自身の 発 言も影響 して い た と白帯 して い る . 結果 と
して ､ 後述 す る農業土木 の F 隊員の よ うな苦悩 が生 じる事 に な り ､ また事例 で は 取り上 げ
て い な い が ､ そ の 時期 に活 動 した 家畜飼育隊員は ､｢村落開発 と い う総合的な プ ロ ジ ェ ク ト+
の 中で の 自 らの 役割 に 悩 ん .で い た｡
つ ま り ､ ｢役 に立 つ 技術+ 志 向 も ､ ｢村人 の た め の フ ァ シ リテ - シ ョ ン+ 志向も ､ どち ら
か 一 方 だ けが重要 だと い う固定的な価値観が 主流にな る こ と で ､ 他方 に圧 力が かか る こ と
に な る｡ プ ロ セ ス 分析 で 詳述す る よ うに ､ そ の よう なイ ン タ ー フ ェ イ ス状 況 にお ける価値
の 葛藤が ､
･
なん らか の 機会 でうまく 自認 され ､ 相補的 な関係 作り - と転 換され て い く場 合
は よ い が ､ そ れ が な い 場合 は ､ 価値 観を揺さぶ られ て自ら変化 して い く とい う｢学習効果+
を得が た い ｡ 実際に ､ 初期 に 活動 した技術系の 隊員は ､ 帰国後 の ア シケ
- トに ｢村落 開発
普及 員 は な ん ら か の 技 術 を持 つ べ き で あ る+ と コ メ ン ト を寄 せ て い る[ 協力 隊事 務 局
20 0:4 4]｡
第 4 項 善意 に溢れ るr協力隊+
先ほ ど､ 派遣前の 訓練期 間中に ､ あま り に も崇高な協力隊イ メ
ー ジで 理想 的な利 他主義
を主張す る他の 候補生 に 対 して 嫌悪 を覚 えたと い う エ ピ ソ
ー ドを紹介 した｡ ｢押 し売 り 親
切 隊+ と は き つ い 表現 だ が ､ 確 か に ､ 先ほ どの ｢利他主義 - の あ こ が れ+とい い ､ ｢あく まで
もボラ ン テ ィ ア+､ ｢地 域の 役 に 立 つ+など ､ ｢協力隊+ イ メ
ー ジ の 周 りに は ､ ｢自分は他人の
ため に 良 い 事 を した い+と い う善意が溢れ て い る ｡
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無論 ､ 世の 中 は様 々 な善意に よ っ て 実際に救われた り支え られ たり して い る ｡ その 価値
を否 定する理 由 は 全く な い ｡ しか し ､ 社会文化的 な背景が 異な る地域で ､ そ の 地域なり の ､
そ して そ わ隊員な り の 活動 を模索す る こ とが求 め られ る 協力 隊 シ ス テ ム におぃ て ､ 派遣前
か らこ れ ほ ど強 い ｢自分は い い こ と を しに いく の だ+と い う意 識が ある こ と は果 た して
■｢よ
い こ と+ なの だ ろ うか ｡
序論 で 述 べ た と おり ､筆者 の イ ン ドネ シ ア と の 出会 い は ｢支援者+と して で は なく ､ 学生 ､
そ して 調 査者と して で あ っ た o 滞在 して い た 1 年間 ､ 筆者は 周 囲の 人 々 の 助 けによ っ て 多
く の 問題 を乗 り越 え ､ 支 えられて き た｡ よ っ て ､ 筆者 にと っ てイ ン ドネ シ ア は ､ 身近 な国
で こ そ あれ ､ 自分が｢助け る べ き+弱 い 国や人 々 だと い 印象は特に 無か っ た ｡ イ ン ドネ シ ア
で村落開発｢支援+に 関わ る と い うこと は ､ 自分 の 業務と して 与 えられた任務 で あり ､ そ れ
が 格別｢利他 的+で ｢崇高 な+ ｢親切+で あ るとは 全く考 えて い なか っ た ｡ 勿論 ､ 村落社会 に
生き る 人 たちが直面 してI､る 問題 を
一 緒 にな っ て解決 す る事 が ､ そ こ に 生き る人々 にと っ
て｢なん らか の 役 に 立 つ+ ､ 役 に 立 っ て欲 しい ､ と い う自分 の 思 い は あ る ｡ そ れ は自分自身
の 村落 開発 実 践に か け る熱
.
意の 源 で あり ､ 研究 を進 めて†､･く問題意識 の 基盤 と もな っ て い
る . 但 し ､ そ れ は 筆者 に と っ て は｢利他主義+で は ない o 村落開発支援に 関わる 事で ､ 筆者
自身が 多く の こ と を学び ､ 人 々 に と っ て｢役 に 立 つ+こ とが嬉 しい と い うの も ､ 筆者自身の
満 足 に直 結する も の で ある ｡ 更 に言 えば ､ ｢職業と して の 国際協力+ は､･従事者の 生活 を成
立 た せ て い る 経済的根 拠 で あり ､ ｢完全 な利他主義+に よ る ｢親切+ で は あり え ない ｡ 協力
隊事業 は確か に O DA の 中で は ボ ラ ン テ ィ ア 事業と して位置付 けられ て い る が ､ 月 々 10万
円程 度の 積立 金 と ､ 現地 で の 生活 に 必 要 な費用 ､ そ して 何 より も滞在中の 健康 面や法的 な
手 厚 い サポ ー トを日本 国 と 相手 国 か ら受 けて い る o 更 に ､ 相 手 国の 受 け入 れ機 関に と っ て
は ､ 海 の も の と も山 の も の ともわ か らな い ､ 経験不足 で言 葉の で き ない 日本青年 を｢受 け入
れ る+事 に どれだ け利が あ る の か は 未知数で あ る o 本論文 で は ､ 支援する側 の 隊員が ､ 受 け
入 れ側 の 村落社会と共 に 学び なが ら事業を進 めて い く 事例 を分析 して い る o こ の ようなプ
ロ セ ス が 成り 立 っ て き た の 臥 事例 に 取り 上げる 隊員ア ク タ
ー 達が ､ 上記 の ような｢異文化
にお け る自分の 存在意義+を ｢よ い こ と+ と して 単純化 せ ず ､ 強 い 自省心 を有 して い た か ら
で は な い か と 思われ る ｡
善意 は貴重 で ある ｡ しか し ､ 外 国 の 異文化 で 滞在する 隊員に と っ て ､ 強すぎる 善意は ､
自省心 を失わせ る の で は ない だ ろ うか o ｢こ ん な に も相手 の た め にや っ て い る の に どう し
て 喜ん で も らえな い の だ ろ う+ と い う悩み を持 つ 隊員は少 なく な い が ､ こ れ は
一 歩間違 え
1 2 2
れば上記 の エ ピ ソ ー ドで 語 られた ｢押 し売り親切 隊+ に なり か ねない o こ れ以上 ､ 協力 隊
一 般を巡 る議論 を続け る事は 本論 文 の 主旨で は な い o しか し ､ 協力隊の イ メ
ー ジの 一 部を
な して いる ｢利他主義+ 的 な発想 の 極端 な理想化 は ､ 自分を省み ない こ と に結び つ き ､ ひ
い て は ､ ｢自分 の 価値+と ｢相手 の 価値+ と の 断 絶に気付 か な い こと にも つ なが っ て い る の
で は な い だ ろ うか ｡
第 5 項 イ ン ドネ シ ア の r協 力隊j
イ ン ドネ シ ア - の 協力 隊派遣 実績は 1988年以降と浅く ､本 プ ロ ジ ェ ク ト開始時点 で は ､
派遣開始後 1 0年未満 で ､ 全国的 な認知度も低か っ たo また ､ 当時の イ ン ドネ シ ア政府 が ､
村落部 で の 外 国 人ボ ラ ン テ ィ ア の 活動 に 消極的 で あ っ た こ と もあり ､ 村落 開発 分野
- の 協
力隊派 遣 は 本事 例 プ ロ ジ チ ク トが最初で あ っ た o 更 に ､ 既述 の 通り ､ プ
ロ ジ ェ ク ト形式 の
隊員派 遣 もイ ン ドネ シ ア で は初め て で あ っ た｡ こ の ように ､ 何もか もが
｢初め て づく し+と
い う環境 で ､ 本プ ロ ジ ェ ク
.
ト の メ ン バ ー と な っ た隊員は任 地 に赴く事とな っ た o
イ ン ドネ シ ア に派遣 され た 協力 隊員の 多く を戸惑わせ る原 因と して ､既 に述
べ た よう に ､
現地 で の 肩 書き が 挙げられ る o イ ン ドネ シ ア で は ､ 過去 に他 国の 政府系ボ ラ
ン テ ィ ア の 受
け入れ を通 じて トラ ブ ル が生 じたと い う理由 で ､ 日本が協力 隊派遣 を間瀬
した 当時 ､ ｢ボラ
ン テ ィ ア+心 →う肩書 き の 外 国人支 援者 の 受け入れ を承認 して い なかっ た
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o よ っ て ､ 協力
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
隊員は ､ イ ン ドネシ ア に お い て は Ju n l
･
w Expe rt つ ま りジ ュ ニ ア レ
ベ ル で は ある が ｢エ キ
ス パ ー ト+ と して 位置 付 けられ る事 と な っ たo 肩書き の 変更 臥 日本側 に と っ て は形式 的
なも の で あ っ た が ､ それ に よ っ てイ ン ドネシ ア に おける ｢協力 隊員+イ メ
ー ジが 規 定され ､
期待 され る役割 と ､ 当事者の 意識 に ズ レ が生 じ る原因と な っ てき たo 本
プ ロ ジ ェ ク トの 事
例 で も ､ ｢協力 隊員+イメ ー ジに つ い て認知 度が低か っ たイ ン ドネ シ ア の 中央
レ ベ ル行 政機
関 は ､ それ ま で に 見 聞き して い た JIC Aの 他専 門家派遣 やプ
ロ ジ ェ ク ト方式技術協力 を念
等 に 置 い て ､ 同事業を進 め る こ とと な っ た o こ の た め例 えば対象村落数や投
入資金 ､ 出す
べ き 明確 なア ウ け ッ ト等 の 点 で ある 程度の 規模が求 め られ たo そ れ は ､ 個
々 の ア ク タ ー
の 中で も ､ 国 際協力や 地域開発 支援 に今後も携わ る こ とを念頭に お
い て ､ そ の エ ン トリ
ー
ポイ ン トと し て協力隊参 加 を決 め た者に と っ て は ､ キ ャ リ ア
パ ス と して の 意義付けも出来 ､
25 こ の 問題 は現在 で は解消され ､ 9 0年代後半か ら開始された韓 国
の 政府系ボラ ン テ ィ ア は ､ ｢ボラ ンテ
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あ る程度納 得の い く 状況 で あ っ た ｡ しか し ､ あく ま で も｢ボ ラ ン テ ィ ア+で あ り ｢草 の 根+
で ある と い う｢協力隊員+イメ ー ジを抱 い て 赴任 した者にと っ て は ､ そ れ が重圧 とな っ た .
｢ボラ ン テ ィ ア+か ら ｢ エ キ ス パ ー ト+ - と い う肩書き の 変更 は ､ 単な る名 前の 変更 に と
どまらず ､ 相手 か ら期 待され る役割 の 内容に大 きく影響 し ､ ひ い て は 隊員 が自分自身 の 位
置付 けを ｢自分 は エ キ ス パ ー トで ある+ と して 移行 して い く こ と に
l
も つ なが っ た o ｢エ キ ス
パ ー トと して の 自分+をポ ジ テ ィ ブに 受 け止 め た隊員は ､ そ の 肩書き を戦略的 に利 用 して ､
イ ン ドネ シ ア 地方 政府 側 と積極的に 交渉を行 っ た り ､ ｢業務と して の 成果+を重視 して 活動
を展 開 した ｡ そ れ は ある 面 で は｢ エ キ ス パ
ー ト+と い う肩書き の 利用で あ っ たが ､他方で は ､
｢明確な ア ウ トプ ッ トを出 さね ばな らない プ ロ ジ ェ ク ト+と い う仕組 み に 絡 め と られ ､ そ の
枠内で の 活動 を期待 さ れて いく 基盤 とも な っ た ｡
更 に ､ Ju n l
･
o r Expe rtがイ ン ドネ シ ア語 の Te n aga A hli Muda に訳 され る事で ､ 新た な
意 味 を持 つ こ と とな っ たo .
M uda は ｢若 い+､ A hli は｢専 門の+､ Te n aga は ｢労働力+ で
ある ｡ A bliとい う言葉 は専門性 を意 味 し ､ 職人等 の 技術に も用 い られ る言葉で あ るが ､ ｢若
い 労働力+ の イ メ ー ジ は ､ 英 語 の｢エ キ ス パ - ト+の イメ
ー ジ と′は微妙にず れて く る o 特 に
村 落部で は ､ 鯨年 の よう に ､大 学 の 奉仕活動 プ ロ グ ラム で ある現場 実践授 業 (Euliah Ke rja
Nyata :K E N)ゐ学生 の 奉仕活動 を｢受け入れ+て い た o こ の た め ､ 若 い 世代 で しか も言葉が
ぉ ぼ っ か な い 協力 隊員 は ､ K K Nと同様 の イ メ ー ジ をもた れ る事 が少 なく なか っ たo 事業
終了 時 の ア ン ケ ー トで も ､ ｢協力 隊員 のイ ン ドネ シ ア語 訳で ある Te n粥 a A hli Muda は ど
う して も学生ボ ラ ン テ ィ ア の イメ ー ジ が ある ら しい ｡ 地 方政府 の パ フ ォ
ー マ ン ス を高め る
た め に は ､ 専 門家 の ほ うが影響力 があ る+ と い う コ メ ン トが 挙 げられて い る【協力隊事務局
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こ の よう に ､ 現地 で の Ju n l
･
o rEl,Pe rtや Te n aga Ahli Muda の イメ
ー ジ は ､ 日 本 にお け
る協力隊員 イ メ ー ジ と部分的に 重 なり つ つ も ､ イ コ
ー ル で は ない o プ ロ セ ス 分析で 詳述 す
る ように ､ 隊員達 は こ の よ うな状況 下で ､ 日本側 の ｢協力隊活動+イ メ
ー ジ を背景 に 派遣さ
れ ､ イ ン ドネ シ ア 側 の 中央政府 が期 待する｢エ キ ス パ
ー ト+と して の 専門性 を期待 され ､ 村
落部で ｢学生 さん+ と受け取 られ なが ら人 間関係 を構築 し ､ 活動を展 開 して い く事 に な る ｡
事例 事業に 参加 した 隊員の 場合 は ､ こ れ に更 に ､ ｢プ ロ ジ ェ ク トと して の 目 に 見 える結果+
と い う 支援枠組 み がか ぶ せ られ る こ と に な っ た わ けで ある ｡
イ ア+と い うタイ トル を用 い て い る ｡
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第5節 プm ジ ェ タ 卜の概要 : 事業形成 の 背景 と事業内容
事例 事 業 の 正 式名称 は パ ル 県地 域総 合開発計 画 (Progr a m Pe mba ngu n a nW ilayah
Te rpadu:P P W T) (以下 P P W Tと表す) 実施支援プ ロ ジ ェ ク トで あり ､ 県 の 開発政策で あ
る P P W T事業の 一 部技術支援 の 形態 を取 っ て い る . 既述 の 通 り ､ イ ン ドネ シ ア - の 協力隊
員派遣 は そ れ ほ ど年 数が経 っ て お らず､ 農村開発分野 - の 隊員派遣 ､ しか もプ ロ ジ ェ ク ト
形 式 の チ ー ム 派遣 はそ れが 初 め て で あ っ た ｡ 更 に ､ 直接的 な協力相手機 関とな っ た県 の 地
域開発計 画局 を中央 レ ベ ル で 総括す る内務省地域開発総局 は ､ 協力 隊 はお ろ か 国際協力事
業団 (JI C A) と も協力 の 実績がなく ､ 結果 的 に 同事業は ､ 日本 の 派遣元 で ある JIC A､ 協
力 隊事務局 ､ イ ン ドネ シ ア の 総括機 関で ある JI C A在外事務 所 ､ そ し てイ ン ドネ シ ア 政府
側 の 各機 関の 全 て に と っ て ､ 手探 り の 初仕事と な っ た ｡ ま た ､ 個人的 な動機 と目的 を持 っ
て 派遣 され た個々 の 隊員に と っ て ､ 当然何もか もが は じめて の 出来事 で あ っ た こ と は言う
ま で もな い ｡
◆
同事業が形成 された背 景 に は ､ 当時 の イ ン ドネ シ ア 政府 の 政 策傾 向が あ る ｡ 当 時 ､ イ ン
ドネ シ ア 政府 は 第5 次 5 カ年 開発計 画 に お い て 東部イ ン ドネ シ ア地域 の 開発 と 地域間格差
の 是 正 を重点項 目 の - つ と して 掲 げて い た ｡ そ の 方 向性 を受 け ､ 日本 政府 とイ ン ドネ シ ア
政 府 の 間で ､ 同地域開発 に対 して 開発協力の 可 能性 を探る事 とな っ た ｡ 南 ス ラ ク ェ シ は東
部イ ン ドネ シ ア の 玄関 口 に位置 して お り ､ 同地域の 開発 支援を計画 す べ く ､ 日本 の 技 術協
力事業 を執 り 行 っ て い る外務省 下部機関で ある JIC Aは ､ 人材 を派 遣 して 調査 を行 っ た｡
そ の う ちの 一 つ が ､ 協力 隊 チ ー ム 派 遣協力 の 可 能性 で あ っ た o 199 3年後 半に ､ 一 人 の マ レ
ー シ ア 協力 隊 O Bが案件発掘 ､ つ ま り協力事業実施 の 可能性 を探 るた め に 南 ス ラ ウ ニ シ州
地域開発企 画局 (Bada n Pe r e n c a n a a nPe mba ngu n a nDa e r ah:以下 B A P P E D Aと称す)
に 派遣 され た ｡ 彼 は 8 ケ 月 に わた っ て 同機 閑職員と共 に各県 を視察 し ､ 隊員の 協力可 能性
を探 っ た ｡ そ の 結果 と して 注 目 を浴 び たの が パ ル 県 の B A P P E D A局長 が提 出 した プ ロ ポ ー
ザル で あ っ た . 同 O B に よれ ば ､ 他県 の 局長 が ､ 支援の 可能性 とい う言葉 に反応 して ｢何
をくれ る の か+ とい う嘩度で あ っ た の に対 し ､ パ ル 県局長 は ､ ｢自らが+主 体的 に やりた い
こ と の 事業計画 をプ ロ ポ ー ザル にま とめ て い た ｡ そ の 姿勢が注 目 に値 した と の こ とで ある ｡
ま た ､ バ ル 県は 州都 マ カ ッ サ ル か ら 100km ､ 公 共 交通機関で約 2 時 間と比 較的近 距離に あ
り ､ 隊員の 生活 の 不便 もそ れ ほ ど生 じな い で あ ろ うと想 定 された ｡ 隊員事業 の 場合 ､ ｢住民
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と共 に+､ つ まり活動 地域に住み 込 ん で ､ 出来 る だ け当該地域 の 人 々 の 暮ら しに 同化 した生
活が望 まれ る だけに ､ 事 業形成 に あた っ て は ､ 海外経験が無い こ とも予想 され る 協力 隊見
で も生活 してb
-
､けそ う な地域 を選 ぶ必 要性 が ある ､ と考 えられて い る o こ の 場 合､L 生活 に
必要 な水 が確保で き る 事 ､安全 の 確保 と い っ た側 面 と同時 に ､ ｢隊員で も協力活 動を行 えそ
うな場 所+ を模索 して い た ｡ これ は 筆者自身が 赴任後に見聞き した話 で ある が ､ P P W T事
業の 対象村落で は ､ 既存 の 港淑施設や竹 ､ホ ー ス を用 い た引水 など ､ 住民 の 自助努力 の 成果
が あり ､ それ に 多少 の 資源 のイ ン プ ッ トと簡単な技術 の投入 によ っ て ｢現状か ら の 改善+
が可能だと考えられ た ｡ 州政府 の 賛同も あ っ て パ ル 県が事業候補地と なり ､ そ の 後 ､ 対象
村落 の 詳 細調 査 をす べ く ､ 村落現状調査 (3 ヶ月)､ 市場調査 (1 ケ 月) の た めに 人員が派
遣され た . これ ら の 調査結果を踏ま え､ 派遣さ れ て い た上記隊員 O B､ JI C Aイ ン ドネ シ ア
事務所 ､ 日本 か ら派遣 され た 調 査団 と ､ イ ン ドネ シ ア 政府側 の 間で ､ 正 式 に協力 の 合意文
書が交わ され る事 とな っ た ｡
こ の 段 階に つ い て もう 一 点 だ け付加 して お こ う ｡ 当時 ､ 日本 で は ､ 序章 で 紹介 したプ ロ
ジ ェ ク ト サイ ク ル ･ マ ネ ジ メ ン ト26(P C M) が 開発 され て 間もな い 頃 で あ っ た o 今で は ､
プ ロ ジ ェ ク トタイ プ の 技術協力 で P C Mをや っ て
`
い な い ､ と い うと ｢も ぐり+ の よう に見
られ る ほ どだが ､ 当時は ま だ P C Mの JI C A版で あ るJ P C M が編集され た ば か り の 時期で ､
それ ほ ど義務 的で は な か っ た o 案件発掘の た め に派 遣されて い た 隊員 O Bは ､- 自 らの 経験
か ら ､ プ ロ ジ ェ ク トを実施 する に あた っ て ､ 各 隊員が 共有で き る全体的な月標 や ､ 自らの
活動の 位置付け を明確 化する 術が 必 要で あろうと考え､P C Mを用 い て 問題 分析 を行 っ た o
しか し ､ 合意文書を交わす 段 に なり ､ JI C A本部か ら派遣され た職員が ､‾同問題分析結果
を公式 文書に 掲載 したり ､ 積極的 に活用す る事 に難 色 を示 した とい う ｡ そ の 理 由 は ､ ｢明確
な目標 と期待 され る ア ウ トプ ッ トを明示す る こ とは ､ 隊員事 業で は重荷と なる だ ろう+ と
い う こ とセ あ っ たo
筆者は P C M につ い て 本格的 に勉強 した事は なく ､ そ の推進派 で も反 対派 で もな い ｡ 文
書は流動的 な情報 を固定化す る が ､ ば らば らの 生活世界 を持 ち ､ 距離間 の ある職場 で働い
て い る 事業関係者が意思疎通 と方 向性確羅 をす る手段 と して は有効だ ろうと い う程度の 判
断を して い る ｡ 無論 ､ それが 全 て で は なく ､ 最初に描 かれた 図が時空 間 を超 えて 正 しい も
の だと は想 定 して い な い ｡ む し ろ ､ ｢変更 して い く ための 共 有の 叩き台+と して 有効だ ､ と
26 序章脚注 3を参照の こ と｡
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の 考 え を有 しで い る ｡ 興味深 い の 臥 こ の 時点 で 上記理 由 に よ っ て P C Mの 導入 に反対 し
た JIC A本部 の 協力 隊事務局自身が ､ 8 年彼の 2002年 ､ プ ロ ジ ェ ク ト最終時 に ､ ｢本プ ロ
ジ ェ ク ト の 成泉が測り難 い の は ､ P C Mを初期 に行わ なか っ た か らだ+ と い う意見を述
べ
た事で あ る ｡ つ まり ､ 何 が正 しく ､ ｢どうす べ き か+ とい う判 断基 準は ､ 組織文化 の 時流 の
変化に応 じて 流動的 だ と い う事 が言 え るだ ろ うb そ して 開発機関の 組 織文化 は ､ それ を取
り 巻く より マ ク ロ な状況 ､ 例 えば国際機関や他 ドナ
ー 国 の パ ラ ダイ ム 転換や ､ 実際に 現場
で起 こ り つ づ ける問題 傾向等を受 けて変化 して い く とい う こ とで ある o
初期に 作成され た マ ス タ ー プラ ン に よれ ば ､ プ ロ ジ ェ ク ト の 当初の 目標 は ､ 対象村落農
民 の 収入 向上で あり ､ 特定 目的 と して ､ (1)農業 シ ス テ ム の 向上 ､ (2)人的 資源 の 開発 ､ (3)
地方行政官の 質向上 ､ (4)農業支援シ ス テ ム の 向上 が挙 げられて い る o 上記 目的 を実現す る
た め の 必 要 支援分野 と して ､ まず農業土木 隊員 に よる村落内 の 濯概施設 の 建設 が重要視 さ
れて い た ｡ 農業土木分野 は ､ 上帝目標 で ある収入 向上 に直接結び つ く 農業生産 量の 増加 が
期待され る こ とか ら ､ 初期段 階で の 派遣 がプ ロ ジ ェ ク ト形成関係者 間で 期待された o･ま た
同地で は ､ 住民の 慣習 的 な共同労働 に よ っ て ､ 蛇龍を用 い た簡易堰や 水路 が建 設され て き
て おり ､ こ れ ら既存 の 施設 と ､ 住民 の 技 術を活 用して 改修事 業を実施する 可能性 が事 前調
査報告書 に指摘されて い た ｡ 更 に付 け加 えればそ れ 臥 ｢青年+ と い う世代 的 な若さ故､ 必
然的 に専 門的 な職 歴 の 実凍が短 い と 言 われ る協力 隊員が対応 でき る技術力 に も合致 した事
業内容 で あ ると考えられ て い た｡
次 に ､ 食用 作物 隊員 に よ る作物栽培法の 改良
･ 普及 ､ 家畜飼育隊員に よ る バ リ 牛普及支
援で ある o こ れ ら農業 ･ 畜産 分野 机 上記 の 農業土木 同様に ､ 直接 ､ 経済的なイ ン
パ ク ト
に結び つ く こ と が期待 された分野 で あ る o 農業で は ､ 当該地 の 商品作物 と して 最も
一 般的
で あ っ た 乾季裏作 の 落花生栽培 に対 する支援可能性が挙 げられ ､ 畜産で は ､ 県事業 P P W
T
と して既 た開始 して い た バ リ牛 (肉牛) 飼 育の 普及 支援を ､ 県の 畜産局 との 連携で行 う こ
とが 求 められた ｡ 続 い て ､ こ れ ら生 産に か か る活 動 をサ ポ
ー トする分野と して ､ 販売 ･ 流
通 に関す る調査 と提言 を行 う べ く市場調 査 隊員が 同時 に 要請 された o 更 に ､ こ れ ら経済的
なイ ン パ ク トを与 え るた め の 専 門技術職種で はカ バ
ー しきれ な い 村落部の 様 々 な問題 を住
民の 需 要 に応 じて 計画化 し ､ 活 動する た め に ､ 2 名 の 村落開発普及 隊員が要請 された o 村
落開発分野 の 支援活動 可能性 と して は ､ 飲料水 の 確保 ､ 女性 の 副業技 術支援 ､ 保 健衛生分
野等 ､ 必ず しも経済的イ ン パ ク トに直接結び つ か ない が ､ 住民 の 基本的
ニ ー ズ に 合致す る
支援活動 の 可能性が 指摘 され て い
'
た【協力 隊事務局 19 95:67】o
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同プ ロ ジ ェ ク トで は ､ 最初の 1年間を調査及 び試験期間 と して設 定 し､ 住民の ニ ー ズ の
同定と ､ 小 規模で の 試 験 的活動 を行 っ た上 で ､ 適切 な規模と技術を用 い て 住民 が で き る範
囲の 事 を隊員 がサポ ー トす る と い うプ ロ ジ ェ ク ト ･ デザイ ン が描かれ て い た ｡ こ の た め ､
事業初期に は 各集落で ､ 住民達 が自分達 の 持 つ ポテ ン シ ャ ル に つ い て 話 し合う機会が 持 た
れた ｡ こ れ らの 結果 に 基 づ い て ､ 農業､ 農業土木 ､ 畜産 ､ 市 場整備 ､ 給水 工 事等 の 分野 の
活動が住民 と隊員との 協働で 行 われ た｡ イ ン ドネ シ ア 側 の 主管官庁 は 内務省地域開発 総局
で あり ､ 直接的 に は パ ル 県地 域開発 計画局 (B A P P E D A) 及 び 関係 技術事務所 (DI N A S)
と の 連 携で 事業を実施 する と い う こ とだ っ た｡ 農業 ､ 畜産 ､ 農業土木 ､ 市場調 査 ､ 村落開
発 普及員等 の 分野 で の べ 27 名 の 隊員が 派遣され ､ 港概施設 の 修復 ､ 食用 作物 栽培法 の 改
良 ･ 普及 ､ 流通調査 ､ 村内市場整備 ､ 家畜飼 養集約化 の 導入 ､ 生活用水確保 等 の 活動 が行
われ て き た ｡ 19 99年 1 2月 に プ ロ ジ ェ ク トが終了 した後 ､ 2001年 12月 ま で はフ ォ ロ ー ア
ッ プ期 間と して 2 名 の 隊員 が残 っ て 活動 を続けてき た ｡
本プ ロ ジ ェ ク トで は ､ 地域 の ポテ ン シ ャ ル を発 壊 して ､ 住民 の 経験と キ ャ パ シ テ ィ に基
づ き ､ 草の 根 主義と い う協力 隊の 特徴を生か して ､ 適 正 技術を用 い て 行う と い う視点 が当
初 か ら描 かれ て い た【協力 隊事務局 19 9 5:3､4,56,6
4
4]o そ の 後 ､ 日本 にお け る住民参加型 開
発 に か か る議論の 充実 とも相侯 っ て ､ プ ロ ジ ェ ク トメ ン バ ー 間 でも｢参加+に対す る認識 が
高まり ､ 中間期
■
か らは｢住民参加+を事業特徴と して 挙 げる よ うに な っ た ｡ もともと｢住 民参
加 型+を冠 するも の で はな い が ､ 協力 隊事業が 持 つ ｢草の 根 主義+ とい う姿勢と ､ 上記 プ ロ
ジ ェ ク ト方針 と ､ 中間期 以降の ｢住民参加 重視 事業+と して の 特 徴づ けとい う点か ら､ 本事
例 を｢住 民参加 型 (を志向 した) 事 業の 事 例+と して 扱う ｡
以下 に ､ プ ロ ジ ェ ク ト活動内容 図 (1 9 8年現在) 及 び プ ロ ジ ェ ク ト周係組織図 を示す.
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第 6解 か括
本章で は ､ 対 象事例 を巡 る主要 ア ク タ ー を紹介 し､ そ の 社会的な特徴を考察
■
したo
事業の 対象とな っ た 6 か 村は ､ い ずれもブ ギ ス 民族 のイ ス ラ ー ム 教徒 の農村で あり ､ 19
世紀の 開拓者達 の 子孫 を中心 に ム ラづ く り が 行 わ れ て き たo イ ト コ 婚 を中心 とす る親族 婚
姻 の 繰り返 しに よ っ て ､ 親族関係 の 結び つ き は ､ 同時 に村落社会の 近隣関係 や ､ 村内の 社
会組織 の 基盤 に直結 して い る ｡
開拓者子孫達 は 比較的 広 い 土地 の 所有者で も あり ､ 親族内 ､ 社会内 の リ ー ダ ー シ ッ プを
取 っ て 来た ｡ 住民 間 の 相互 扶助的 な関係 は ､ 婚姻 を通 じて 広が る親族 関係 を基盤 に ､ 対 外
的 な資源 - の ア ク セ ス を可能 とするリ ー ダ ー の 求心 力 に支 え られて成 り 立 っ て き た｡ 同地
の 村落 開発 の 推進 にお け る重要 な要件と して ､ こ れ ら強く信 頼置 けるリ ー ダ ー の 存在が 真
つ 先 に挙 げられ る ｡ 土地 開拓者子孫を中心 とす る｢強 い リ ー ダ ー +達 は ､ 蔑重 にも複雑 に 広
が る親族 関係 を背景 に 日 常的に 集落 内外 でリ ー ダ ー シ ッ プ を発揮 して き た｡ 国家に よ る マ
ク ロ な村落 開発政 策が 導入 した数々 の 村落住 民組織は ､ 実質的 に は既存の 社会関係 を通 じ
て 遂行 され ､ 政 策に よ っ て 導入 され た外部資源 は ､･ 父権的 なリ ー ダ ー シ ッ プ を通 して ､ 社
会 的 なル ー ル に 従 っ て 配 分され て きた ｡
他方 で ､ 同村落社会 は マ レ ー シ ア - の 出稼ぎ を中心 と して 常 に居住者が 流動的 で あ り ､
出稼ぎ体験や メ デ ィ ア を通 して ､ 個々 人 なりの 生活 多様 化 を目指す傾 向が 強く な っ て きて
い る ｡ 政権交代 に よ る 地 方分権 化 の 推進 に よ っ て ､ 村落自治の あり方を再検討す る機会が
与 えられ たり ､ 出稼ぎ先で ある マ レ ー シ ア の 不抜 出稼 ぎ者規制が強化 され る な ど､ マ グ ロ
な変化 の 大き な影響も受 けて ､新た なリ ー ダ ー シ ッ プ ､ メ ン バ ー シ ッ プ が模索されて い る ｡
事 例 と して 取り 上げ る 青年海外 協力 隊事業は ､ 日本 の O D A技術協力 に位置付 け られ る
が ､ ｢草の 根+ ｢青年育成+ ｢人 的交流+ と い っ た イ メ ー ジに よ っ て技術 協力 の 他 ス キ ー ム と
は 一 線を画 して い る ｡ 応 募者が｢協力隊+ に求 め るも の は様 々 で あり ､ 一 方 で は ､ ｢途上 国地
域 の 役 に 立 ち た い+と して 技 術を磨き ､ 利他 主義的な思想 を持 っ て 参加 する 隊員が 少 なく な
い ｡ そ して 他方 で は ､ ｢職業 と して の 国際協力+に 対する 日本 人の 関心 の 高まり に伴い ､ 国
際協力 実践に 関わるた め の ｢手段+ と して 協力 隊 を検討 す る参加 者が増えて い る ｡
村落 開発 支援事業は ､ 支援事 業と い う外発 的な装置 を契機 に 展開する ､ 様 々 な個人ア ク
タ ー と ､ そ れ ら個人 の 部 分的な共通認 識や価値 の 共 有に よ っ て結び付 け られ る｢協力 隊(s)+
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や ｢住民(i)+ と い っ た集団 ア ク タ ー の 関わり あ い に よ っ て 生 み出 され て いく o ア ク タ ー 達
は ､ 事業目 的 に掲げられ た ｢農民 の 生 計向上+ を目指 しなが らも ､ 集団 と して ､ あ る い は
個人 と して の 目 的や ル ー ル に縛 られ ､ ア ク タ ー 間の 価値基盤 は同 じで は な い ｡
次章で は こ れ らア ク タ ー の 多様性 と社会的特徴を踏ま え､ 具 体的 な事業プ ロ セ ス を分析
して い く ｡
1 3 2
第 三3 章 事 業 プ m 髄 鼠 多卦 析
本章では ､ 前章で 紹介 した主要 ア ク タ ー の 社会文化 的特性 を踏ま え ､ ア クタ ー 間の 関
係性 の 変化 に 注目 しな が ら幾 つ か の 活動 プ ロ セ ス を考察 して い こ う｡
事例 プ ロ ジ ェ ク ト活 動 の うち農業､ 生 借用水 ､ 農業土木 分野等 4 つ の 分野 の 精勤 を取
り 上 げ､ それ ら の 事 業経緯を関係 者 か らの 聞き 取り及 び諸資料をもと に分析する ｡ 同事
例考察にお い て 重 要な点 は ､ 各 事例 で措 か れ る ア ク タ ー 間の ｢出会 い+とイ ン タ ー フ ェ イ
ス に お ける様々 なや り取 り で あ る ｡ 事例 考察は記 述 の 便宜 上 ､ 個別 に完結す る文章と し
て措か れ て い る ｡ しか し注意す べ き は ､ 実際は各事例間をア ク タ ー 達 が ｢行 き来+ して
い る と い う こ とで あ る ｡ 現実 の 場 面で は ､ 各事例 に 登場する 隊員や ､ 住民や行 政職 員た
ちは ､ 当然なが ら各事業 を越 えて ､ 時間や空間 を公 的 ､ 私 的な様々 な機会を通 じて 少 し
ず つ 共有 し ､ そ こ に も相互作用 が生 じて い る . 各 事例 の 記述 は い わば パ ズ ル の 一 片の よ
うな存在で あり ､ 筆者 の 手に よ っ て 束 ねられ た意 図的な編集物 で ある ｡ 続く第 四章で は ､
これ ら個々 の 考察結果 を踏耳 え､ プ ロ ジ ェ ク トが複数 の ア ク タ ー 間で イ ン タ ー フ ェ イ ス
を通 じて様々 に解釈 され ､ 実行 され て いく様 を総合的 に考察 したい ｡
まず｢1 . 経緯+と して 事 業の プ ロ セ ス を叙述 し ､ 次 に｢ 2. 考察+で ア ク タ ー の 相互 作
用 を分析する o 考 察は(1)イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析表 ､ (2)表 の ポイ ン ト ､ ('3)提 言 の 3 部分
か ら構成され て い る o (1) 分析表 で は ､ 第 一 章で 提 示 したプ ロ セ ス 分析 表 を用 い たア ク タ
ー の 整 理 とイ ン タ ー フ ェ イ ス 分 析結果 を示 し､ そ の 具体的な読み 取り方 を(2)で説 明 した
上 で ､ (3)で実践的 な提 言 を行 っ て い る ｡
事 例 の 叙述 に 関 し て は ､ 原 則 的 に 人 名 は 仮名 と し ､ 隊員 を大 文字 ア ル フ ァ ベ ッ ト
(A,B,C,I),E,F,G)､ 主要 な農家を α ,β , γ で記 し､ 後柱｢リ ー ダ ー + ｢調整 員+ とい っ た役
職名 で 記 した ｡ 村名 は実 名表記 と し､ 集落名 は最初の み 表記 し ､ 後 は 表記上 の 簡便 化 の
ため 小文字ア ル フ ァ ベ ッ トで 記 号化 した｡
また ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析表 で は ､ 以下 の 図 3 - l の通 り ､ 主要ア クタ ー に 番号 を
つ けて 簡便化 して い る ｡ 下記番 号 は ､ 全 て の 事例分析 表 に共通 で ある 0
各 事例 か ら出 され た提 言 に対 す る総合考察は ､ 次章に譲る ｡
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r住 民+ア クタ ー : ①住民(s)(②男性(s)/③女性(s)/④リ ー ダ ー /⑤受益者(s);⑥農民(s)
(⑦農 民 リ ー ダ ー /⑧受益農民(s); ⑨村長/ ⑩村 長夫人)
r介入+ ア
l
- - : ⑪隊員チ ー ム (⑱隊員 リ ー ダ ー / ⑯隊員(s));⑭イ ン ドネ シア 政府 (⑮内
務省/ ⑱県政府); ⑰日本政府 (⑬JICA(⑱協力隊事務局))
村 内ア クタ ー (s)- 居住地に より規定
①住 民(冒)- 認識 によ
⑥農民(s)- 生業により規定
り規
⑤⑧受益者(s)
⑨村長
村長
②男性(s) :
女性(s) :
4 7リ ー ダ ー ( 定事 業に お い て
]0 3
⑬隊員(ち)
員リ ー タ
個 々 の 文 脈 に
おい て 規定
図 3 - 1 事 例分 析 の 主 要 ア クタ ー と通 し番号
⑪隊員チ ー ム
⑩JfCA
⑩協力隊事務 局
第1節 農業分野 に おけるア クタ ー の 学び の プロ セ ス : 技術移転か
ら共同学習 へ
第 1 項 経緯
1 - 1 活動 の 背景
農業分野 で は ､ 当該地 の 栽培作物 な ど農業状況 と住民 二 - ズ に つ い て ､ プ ロ ジ ェ ク ト
開始前 に行 わ れ た調 査結異 に基 づ き ､ 水 田裏作の 栽培作 物 と して 最も 一 般的 な落花 生 の
優良品種 を導入 す る普及 事業を開 始 した (事 業初期:19 5･ 198)｡ 対 象地域 の農業 の 中
心 は 雨季 の 稲作で あ る が ､ 稲作 は第 一 義的に は自家消費 を目的と して 栽培され てき た ｡
無論 ､ 広大 な土地所 有者 に と っ て 米 の 売 上は 最も 大きな収入源 で ある が ､ 最初か ら全 て
を販売 する 目的で 栽培 して い る 商品作物 とは 意 を異 にす る ｡ 商品作物 と して は ､ 乾季 の
落花生 が 最も盛 ん で あ っ た . 隊員リ ー ダ ー 及 び県食用作 物技術事務所 長 との 協議の もと
に ､ A 隊員が 東 ジャ ワ州 か ら優良品種 を導入 し た ｡ A 隊員は ｢落花生 の 収穫量 を増や し
た い+ と い う住民 の 声 を ､ 新た な品種 の 導入 へ の 意欲で あ る と判断 して 農民 に種子 を提
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供 し ､ 出来 る範囲で 栽培技 術指導を行 っ た . ｢最初の - 年 に住民と共に トライ ア ル を行 い ､
妥当性 を判断 した後に普及す る+ とい うプ ロ ジ ェ ク トの 方針 に基づ き ､ 1996年 に は数人
の 中心 的な農家に 依頼 して ､ 試 験栽培を行 っ た ｡ 試験栽培 の た め ､ 収穫後 の落花生 は隊
員チ ー ム が 高値で 買 い 上 げ る約 束を して い た ｡
1 - 2 最初の試 み : 落花生優良種手管及
199 5年 8月 初旬 に A 隊員が 赴任 した頃､ 当該地 一 帯は乾季 の 真 っ 只 中で あり .､ 一 度
目の トライ ア ル は ､ 実質的 に は 隊員チ ー ム の リ ー ダ ー 甲お 膳立 て の も とで行 われ た. 第
一 回 目 の 栽培結果 に 基 づ い て ､ 1997 年 に は ､ 先進 地束 ジ ャ ワ か ら優良種子 を買 い 付 け ､
第 一 回目 の 関係 者を中心 とす る特 定農民 に｢種 子 生産+を依額 した o そ の 成果 と して収 穫
され た 1･5 トン の 種 子 をも と に ､ 普及 を開始 した ｡ 導入 方法 は ､ 隊員側 の 呼び か けに応
じて ｢優良品種 を栽 培 して みた い+ と手 を挙 げた農民 をリ ス トア ッ プ し ､ 自身 の 土地 の
一 部を優良品種 の 落花生 の ため に確保 し ､ 種 子 普及 の た め の 栽培をす る とい うや り方 だ
つ た ｡ 隊員側 か らは ､ 種 子 を提 供す る事 と ､ 次の 普及 に用 い■るため に ､ 配 っ た量 と 同 じ
だ けの 種 子 を収穫後に プ ロ ジ ェ ク トに返却す る事 を条件と して提 示 し ､ そ 叫 こ応 じた農
民 は ､ 自 らの 土地 で ､ 栽培に か か る責任 を持 つ とい うこ と で あ っ た｡ 隊員 は ､ 栽培 期間
中 に巡 回指導を行 う事 と して い た ｡ 希望農民に 対する情報 は ､ 主に 隊員か ら村長 ､ 集落
長 を通 じて 揺 され ､ 村長 達 の 推 薦に基づ い て 対象 となる農民 が決ま っ たo
A 隊員 の 派遣 期間中に行 われ た 上記栽培 で 得 た種 子 を ､ 隊員 チ ー ム は イ ン ドネ シ ア の
基準 に則 して種子 認定 を行 っ た ｡ しか し ､ 天候 不 順 に よ っ て 種子 の
1
十分 な乾煉が 阻まれ
るな ど ､ 順 調 に は 進 まな か っ た ｡ 一 方で 同隊員 は ､ チ ー ム ･ リ ー ダ ー ､ 農業技術事務所
長 と の 協議 に基 づ い て
'
､ 落花 生事業に 関係す る 農民 を含む対象村落農民の 栽 培技術向上
に 向 けて ､ 農民研 修を企 画 し ､ 先進 地で ある ジ ャ ワ島の 農業研修所 に農民を派遣 した ｡
但 し ､ そ の 時 の 研 修先 は ､ 農業全般に つ い て 学ぶ カ リ キ ュ ラ ム で あり ､ 落花 生 に特 化 し
たも の で は な か っ た ｡ 同活動 は ､ 1998年 1 月 に ､ A 隊員の 後任で あ る B 隊員に 引 き継
がれ た ｡ B 隊員は ､ 赴任直後 よ り ､ 前任者の 計 画 に従 っ て 種子 を配 り､ 普及 を図 っ た が ､
配布 した種子 の 発 芽率 が 低く ､ 農民 は 限られた 農地 の 効率 的活用の た めに ､ 空 い た箇所
に在来 種 を植 えて い っ た ｡ 栽培過程 で ､ ｢優良種子+と｢在来種+が混 ざり ､ 結果 と して｢優
良種子+認 定 は実 現 で き なか っ た｡ B 隊員は ､ 担 当事業を全うす べ く ､ そ の 後 2 度の 普
及活動 を継続 した が ､ い ずれ も 同様 の 問題 に よ っ て 失敗に 終わ っ た ｡
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こ れ を省み ､ 改 め て 同事業 の 妥当性 を再検討 した と こ ろ ､ 隊員チ ー ム が想 定 して い た
落花生種子 の 普及 サイ ク ル が ､ 農民の 年間栽培サイ ク ル の 中で は適切 で な い 事 がわか っ
たo B 懐 員は農家に住 み込 ん で 自ら農民 の 年 間農業サ イ ク ル を体験 した ｡ 申季 の 終盤 に
な っ て も ､ 少 しで も雨 量 が あれ ば ､ 可能 な限り水 田稲作を繰り返 して 最優先する農民 の
栽培 作物 の 優先順位 と ､ 雨季 に お ける 通常状態 で の 落花生種 子 の 最長保 管が可能 な期間
とは ､ 合致 して い な か っ た｡ ま た ､ ｢優良種 子+の 発芽率 の 高さや ､ 品質維持 の ため に数
年 轟 に ジ ャ ワ 島か ら種 子 を買 い 付 け る必 要が あ る こ と な ど､ そもそ も 同種 を導入す るメ
リ.ッ トが農民 に と っ て どれ だけ高い の か ､ と い う 点で も疑問が 生 じた｡ 優 良品種が ､ 同地
で の 栽培に お い て 在来 種 に比 べ て 際立 っ た収穫量を上 げられ ると い う科学的デ ー タ が存
在 しな い 事 を B 隊員は 指摘 し､ 自ら在来種 と優良品種 の 収 量比 較調査 を行 っ た ｡ そ の 結
果 ､ 優 良品種 は 一 株単位 で の 収 穫量は 多い が ､ 当該村落 の 農民が通常行 っ て い る密 集度
合 い にお い て は ､ そ れ嘩どの 比 較優位を示 さな い こ とが わ か っ たo 同事業は 見直 しが 必
要 だと判断 され ､ 活動は 3 年 目で 中断 した｡
l - 3 赤ワ ケギ栽培研修と栽培 実践
こ れ らの 経験 を踏ま え ､ B 隊員は｢農民 が 自ら の 責任 とや る気 で 出来 る こ と+をよ り深
く模索し始 め た. 一 方 で ､ 直接協力先 で ある パ ル 県の 農業技術事務所 か らは ､ ｢商品作物
と して価値 が 高 い+赤 ワ ケ ギ の 栽培 普及 を して欲 しい ､ と A 隊員が活動 して い る 頃 か ら
要請 され て おり ､ 1 9 9 7年 に は赤 ワ ケギ栽 培 の 研修所 に 同技術事務所 との 協力 に よ り農民
を派 遣 して い た ｡ そ う い っ た流 れ を受 けて 隊員 チ ー ム と同事務所 の 協議 に より ､ 1998
年 か ら ｢赤 ワ ケ ギ 栽培研修 ･ 実施 事 業+ が始 め られ た (事業中 ･ 後期:1998･ 2 0 0 0)｡ 同
事業で は ､ 落花生 栽培が 隊員 か ら農 民 - の ｢依頼ベ ー ス +か ら脱せ られなか っ た事 を省み ､
農 民が 自 らの 希 望 と責任 で 栽培 で き る基盤 作 り の プ ロ セ ス が 重視され た ｡ そ こ で ､ (1)
希望 して き た農 民 に よ る 参加 の 有無 の 選択 ､ (2)出資金 分担 に 与る目 的意識 の 確認 ､ (3)
農民 自身 の 土地準備に より ､ 研修直後 の 栽培 に向 けて 活動 の 連続性の 確保 と い っ た 馴皆
的 な動機付 けの 上 ､(4) 自由 に グル ー プ を形成 し ､(5)そ の メ ン バ ー 代表 と して 各 グル ー プ
リ ー ダ ー を研修 に派遣する と い う方法が 取 られた . 選 ばれ たリ ー ダ ー 達 は ､ 責任 を持 っ
て ､ 研修 した 内容 を他 の メ ン バ ー に伝 える事 が求 められ た わけで ある 0 (6)そ の 上で 隊員
側 は ､ 基本 的 に グル ー プ 内で の 詳 細 はリ ー ダ ー に完全委託す る形をと り ､ B 隊員が 直接
全 員に指導 ､ 伝達す る こと は し なか っ た ｡ こ れ は ､ 落花生栽培の 経験を通 じ ､ ｢村の 事 は
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村人が 一 番 良く 知 っ て い る o 外部者 で ある自分は 柑に つ い て 知 らない+事を自覚 したた め
だと い うo そ して(7) 赤ワ ケギ栽培の 経験 が な か っ た B 隊員自身も ､ - 研修生と して 全期
間参加 し ､ 共 に 学び ､ 技 掛 知識 を身に付 けて い っ た o (8)ま た､ 研修期間中 に種子 の 買
い つ けを 同時 に行 い ､ 農 民自 らが 港 で 受け取 り ､ 運搬作業 に関 わ っ た0 (9)栽培中 に は ､
グ ル ー プ 毎 に ､ 学ん で き た栽培サイ ク ル を立 て看板 に作成 して 圃場に 立 て たり ､ (10)相
互 の 圃場を訪 問 しあ っ て 問題 を話 し合 っ たり して ､ 栽培に つ い て の 知識 を深 め た ｡ こ の
よう に して 行 われた研 修 直後の 第 一 回栽培で は ､ 学ん だぼか り の ｢新鮮 な+技術 によ っ て
栽培 は成功 し ､ 収穫量 は 充分で あ っ た ｡ と こ ろが ､ そ の 年 は全 国的 に赤 ワ ケ ギの 出来 が
よく ､ 市場 価格が 大暴 落 した o 農民達 は販売先 を求 め て 右往左 往 し､ 結果 的 に グル ー プ
リ ー ダ ー 達 は 損失 を出す事 とな っ て しま っ た o ま た ､後 に 明 らか にな っ た こ とで ある が ､
当該年度は ､ 政府 が行 っ て い る農民 - の 貸 し付 け事業 (R U T:Er editU saha Ta ni) の 対
象項目 と して 新た に赤.ワ ケギ栽培 が 含まれた年 で もあ っ た ｡ こ の よ うな条件 が重 な っ て ､
全 国的に 赤 ワ ケギ の 栽培量 が増 えた ｡ 恐 らく県 技術事務所 の 要請の 背景 に は そ の よ うな
政策傾 向の 影 響が あ っ キの で は な い か と推測され る が､ そ の 時点で は ､ 隊員チ ー ム 側 で
は そ う い っ た 全 国的な 市場動 向や政 策傾 向 に つ い て の 情報 を把握 して い なか っ た ｡
1 - 4 野菜の複合栽 培 : リ ス ク の 回避と市場 化
こ れら 2段 階の 失 敗 ､ 成功 の 経験 に基づ き ､ 農民達 は 自らが 学び た い 事 を より明確 に
し ､ 栽培方 法と作物 の 多様化 を実現 させ て いく こ とに な る ｡ 第二 段階目 の 赤ワ ケ ギ栽培
で は ､ 経済効果とい う点 で は余 り に も厳 し い 結果 と な っ た ｡ 収穫後 に ､ B 隊員は 各 グル
ー プ を回 っ て ､ 栽培 全体 に要 した費用計 算を農 民と共 に行 っ た｡ 肥料等 ､ 隊員チ ー ム 側
の 支援で 賄 っ て い た部分も含め て 全 て を数字 と して明 らか に した事 に よ り ､ 市場価値暴
落に よ る投 資効果 の な さが ､ 一 層農民 にと っ て 衝 撃的な事実 とな っ た ｡ あ るリ ー ダ ー は ､
それ まで ､ ｢よ い も の を作れ ば売れ る+ と考 えて い た ｡ 赤 ワ ケ ギ栽培 に お い て も ､ 真面 目
に 取り組 み ､ 他 メ ン バ ー の 負担 を補う形 で率先 して 栽培を行 っ た ｡ 大収穣 に喜ん だ の も
束 の 間 ､ 大 量の 赤ワ ケ ギの 処 分に奔走 し ､ 赤 ワ ケギ の 匂 い が 充満 した家で ､ ｢去年 か らは
考 えられ な い 値段 なん だ+ と肩 を落 と して い た ｡ そ の 年の 最低価格と 前年度の 最高価格
で は ､ なん と 7 5倍も の 差が あ っ た とい う (写真3 - 1 : 赤わ けぎの 栽 培 コ ス ト計算を
す る農民と隊員)0
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他方 で ､ あ る グル ー プで は , そ れ
まで既存 の 稲 作 に従 事 し , 進 取的 に
新 たな作物栽培 に取 り 組 ん だ経験 の
無 い 30才代男性 が 栽培に参加 して
い た｡ 彼 は 余 り積極的 に 意見 を述 べ
る方で は な か っ た上 ､ 赤 ワ ケ ギ栽培
で は 経済的な利益 を得 られ なか っ た
にもか か わらず ､ 次年度 , 後述 す る
商品野菜栽培 に着手 して い る ｡ 村で
は まだ少数派 の 高等教 育修了 者 で あ
写夫 3 - 1 農民グル ー プt) - ダ ー の 家で . 番わ けぎの
栽培 コ ス トを計井す るJL丘と旺Ji (写真右上 に 干 して あ
るの が赤わ けぎ)
る彼 に と っ て ､ ｢新たな作物栽培+を ｢外人 と行 う+ 事 自体が め っ た に 無 い 機会 で ､ 一 つ
の イ ン セ ン テ ィ プに な っ て い た の で 往な い か と B 隊員は 推察 して い るa
次 の 段 階と して ､ 200 0年 以降 ｢野菜複合栽 培+ が 挙 げら れ る ｡ こ れ は 基本 的 に農民
の 自主的な動 き で あり , 既 にr支援事業+の 様相 は持 た な い ｡ B 隊員 は , そ の 年 , 自分 の
帰国 が近 づ い た 事 と ､ 農民か ら具 休的 な意見が 出て く るよ うに な っ た事 を受 けて , 隊員
側 か ら新た な働 き か け を 一 切 行 わな か っ た ｡ 農民が始 めた の は , 市場価格 の 暴落や天候
不頼に拠 る栽 培の 失 敗 で 大き なリ ス ク 回避 を念 頭に 置 い た複合 的な野菜 栽培 で あ っ た ｡
前年度大暴落 で 痛 い 目に あ っ た 赤 ワケ ギに つ い て は , r市場の 困難さ と投資 コ ス トの 高
さ+ を理 由 に挙 げて ､ 栽培 面積を小規模に 減 ら して い た ｡ そ れ で も ｢せ っ か く 学ん で き
たか ら+ と ,
ん で 県都 の 役;
培自体 は 細 々 と 継続 して い た ｡ また ､ 消費動向 - の 関心 か ら ､ 野 菜を積
を巡 回 し ､ 主 な購買者 で あ る主 婦層か ら生 の 意見 を聞 い た｡ そ こ で 彼 ら
は ､ r見 た こ と は あ っ て 知 っ て い る け ど少 し目新 しく て 日 頃の 市場 に な い も の が食 べ た
いJ､ ｢子供 に 安全 なも の を食 べ さ せ た い+ と い う町 の 主希層 の 声 を聞 い た｡ B 隊員 は ,
具体的な彼 ら の 要 望 を受 けて ､ 農薬の 使用 方法 ､ 肥 料 の 種類 な どにつ い て の 勉強 会を農
民と 共 に行 っ た｡ ま た ､ 有機肥 料な どを用 い て 野菜栽培に 取 り組 ん で い る他 の 地域 を訪
問 した い と い う農民 の 希望 を受 けて , 南 ス ラ ウ ェ シ 州 の 他県 を訪 問 した ｡ 隊員は 公用 車
を手配 し ､ 希望 した農民達 が燃 料代や お昼 代 な どを自分 達で調 達 した o 当日 ､ 農民達 は
自分達 の 判断 で ､ 訪 問先 - の 御礼金 も準備 して きて い た とい う ｡ B 隊員は そ の年 ､ 資料
作成費等 を除 けば ､ 隊員チ ー ム か らの 事業予算 を 一 切 使用 しな か っ た｡ こ の 時期 の農民
との 関わり に つ い て , B 隊員は 次の よ う に語 る ｡ r3年 目 は ､ 自分が 知 らない 内 に色 々 な
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事 を農民が 決 めて こ ちら に言 っ て く る の で ､ 自分 の 役 割を判 断するた め に ､ 巡 回 して 農
民 の 話 に つ い て 行 こ う と 一 生懸 命で した+0
1 - 5 その 後の 状況 : 常 に 変化 の 中で
プ ロ ジ ェ ク ト終 了 後 ､ 2 001 年 の 調査 の 際 に は ､ それま で の 失敗 ･ 成功 の 経験 を共有
した グ ル ー プリ ー ダ ー 達 の 間で ､ 大き な損失 を回避 して 販 売路の 確保 ､ 商人 と の 交 渉力
を獲得する た めに ､ 自律的ネ ッ トワ ー キ ン グ の 動 きが 見 られ て い たo リ ー ダ ー の 一 人 α
氏 は ､ 友人 と共 同 出資で パ ル 県都の 市場 に店舗 を借り ､農業生産物 の 販売を始め て い た ｡
ま た ､ B 隊員の 前か ら括勤 して い た野菜栽培専 門の 隊員が 2 年 に渡っ て 村で 隣の 家で 生
活 して お り ､ 下記 β ､ γ 氏 と共 に個別 に 同隊員 か ら農業技術指導を受けてき て い た ｡ 更
に そ の 前 に は ､ 別 の 農民 研修プ ロ グラ ム で 日本 の 福井 県の 農家に約 1 年滞姦 した事 も あ
っ た o 一 緒に店舗 を借り た友人と い うの も ､ 彼 の 後にや は り 日本 - 農民研修 で 派遣 され
た人物 で あり ､ 店 の 名前は ､ 友人 の 滞在先で あ っ た 新潟県 の 名 前を冠 して ｢キ オ ス
イ ガ タ+ と描か れ て い た ｡ こ の
.
よ うな経験 か ら ､ 彼 は ､ 他 の 住民 に比 べ て 明 らか に｢日本
と ､ 日本人 か ら学ぶ 事+に対 して 意欲的 で あ っ た ｡ 他 方 ､ 他集落の リ ー ダ ー の 一 人β 氏 は
もとも と農 民 グ ル ー プ の リ ∴ ダ ー で あり ､ 農業者 と して の 地元 で の 経験 が長 く ､ 周 囲か
ら の 信頼 も あ っ た ｡. こ の 両名 が 隊員との 関わ り を通 じて 結び つ く 事に よ り∴ 相乗効果 が
期待 され た ｡ 更 に ､ β 氏 と同 じ柑で 近隣集落 の リ ー ダ ー γ 氏 は ､ 妻 が 中学校教諭 で ､ か
なり の 富裕農家で あり ､ 数少 な い 自家用車 の 所有者で ､ も ともと新 し い 農作物 栽培に対
する 関心 が 高か っ た . α 氏 ∴ β氏 ､ γ 氏ゐ 3名 は ､ ネ ッ ト ワ ー クの 中心 と して 相 互 に名
前を挙 げ ､ ｢ 一 所 懸命 ､ 頑 張 れ る相手 と 一 緒 にや り た い+ と発言 して い た o 栽培技術と進
取性 に優れた α 氏 と ､ 周 囲か らの 信 頼に長 ける β氏 ､ 運搬 手段をも っ た γ 氏 の 結び つ き
は ､ 隊員が い なく な っ た 後 の 同地 の 農業振興 に と っ て 重要 な要素とな る の で は ない か と
思われ た ｡
し か しな が ら 2 0 2年 2月 の 調査 で 訪れた 際 に ､ 予想 と は異 な っ た事 態が展 開 して い
た ｡ 農業高校を卒業 し､ 日本滞在経験も有す る｢経歴+の 持 ち主 で あり ､ 隊員との 事業を
通 じて トウ ガ ラ シ ､ メ
.
ロ ン 等新 しい 商品作物栽培 を辛 が けて き た最も若手 の α 氏が ､ 行
政側 か ら篤農家と･して 注 目 され ､ 州都 マ カ ッ サ ル の 大学農学部 か ら学生 の 研修 を受 け入
れたり ､ 試験 栽培を依頼された り ､ 個人的 な活 躍 の機会が増えて い た ｡ また ､ 政府 に よ
る農業支援の 重要 な拠点 の 一 つ と して も α 氏 が注 目されて お り ､ 県下 8 つ の 農民 グル ー
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プの 総 監督者と して 3億 5 千万 ル ピア を管理す る立場 とな っ て い た｡ 更に ､ α 氏 の 研 修
先だ っ た福井県 の 有志 に よる 支援で α 氏 に車輪が提供されて おり ､ 農作物の 運 搬 を個人
的に 出来 るように な っ て い た ｡ それ ら資源 と機会の 獲得 の 結果 と して ､ α 氏 は 個人 レ ベ
ル で 機動力 を獲得 し ､ 地 元集落 の ｢自分 の 農民 グ ル ー プ+の 育成 と自ら の 新た な挑戦に 力
を入れ て お り ､ 昨年度 ､ 熱く語 っ た｢集落 を超 え たネ ッ トワ ー ク+に つ い て は筆者が 訊 ね
るま で 一 切触れ な か っ た o 逆 に ､ β氏 ､ γ 氏 へ の 聞き取 り の 際に は ､ α 氏 との 結び つ き
が薄れ た事 を示唆す る発 言 が塊 つ か み られ た o α 氏と の 結び つ き が 薄れ た 関係 か ､ キオ
ス ･ ニ イ ガ タ - の 野菜運 搬 も不 定期と な っ て い た ｡ 両者間では 必要 に 応 じて 農作物運搬
な どの 際に協力が 見 られ る と の 事だが ､ そ こ に は も はや｢ネ ッ トワ ー ク+と 呼 ペ る類 の 広
が りは 見 られ なか っ た ｡ .
第 2 項 考察
2 - 1 イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析表と ポイ ン ト : 農業分野活 動
上記 の 流れ を ､ 第 一 章 で 紹介 したイ ン タ ー フ ェ イ ス 概念 に注 目 して ア ク タ ー 分析を行
うと以下 の ように な る ｡
まず当該専業の 内容 と方 法 の 意思決定 に か か る 主要 関係者と い う点 か ら ア ク タ ー を
設定す る ｡ こ こ で は ､ ある集団 の 代表 性や ､ 共 通す る 条件や 経験 に基づ い て｢農民+､ ｢県
政府+ と い っ た表 現 を用 い て い る ｡ こ れ は実際の ｢農民+達が 一 様で ある ､ と い う意味で は
全く な い ｡ 実 際に はよ り詳 細な｢個人+が 関わ っ て く る こ とに なる が ､ 他集団や個 々 人と
の 相 対 的な関係 を明 示 する の が 目的 で あ るた め ､ 上記表現 を用い て い る ｡ そ め分 ､ エ ス
ノ グラ フ イ - の 記述部分で は よ りミ ク ロ な個別 性 を重視 して描 い て い る o
基本的 な表 の 読 み方 の ポイ ン トは ､ 第 一 章第四 節で説 明 した 通りで ある . まず縦 の 流れ
S
を見 る 事で ､ ある 時点 に お ける ア ク タ ー 間の 関係 と ､ 意 思決 定にか か る力学や相互 解釈
の ズ レ を読み 取 る o 次 に 横の 流れ を見 る事 で ､ 時 系列に お ける ア ク タ ー の 相互 作用 を通
じて ア ク タ ー の 学びと依然と して残 る断絶の 模様を明 らか にする ｡
で は 下記表 の 分析 に お ける ポイ ン トを時系列 に 沿 っ て 整理 してお く ｡ 項目 ごとの 連関
とプ ロ セ ス に お け る変化 に 注意 して み て み よう ｡
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2 - 1 -
.1 事業前 ･ 形成 期
事例 の よう に O D A事 業の 場合 ､ ｢支援す る か どう か+を決 定す る段階で の 主要 ア ク
タ ー は 支援国 実施機関(⑲⑬)と受益国政府( ⑮⑬)とな る o こ れ は第 一 章で 定夢した よう
に ､ 支援事業が ｢必然的に介入行為で あ る+ こ とを顧 み れば逃れ ようが無 い ｡ 同事例
の 場合 は当 時 ､ 県政府( ⑯)が 主要 ア ク タ ー の 中心 と な っ て 事業連 常に 関わ っ て い く事
を支援者側が 期待 して い たた め ､ 県側 の 出 して き たプ ロ ポ ー ザル の 一 部支援と して 事
業を立 ち上 げた｡ よ っ て こ の 時 点で は 県政府(⑬)が 主要 ア ク タ ー と して の 発言力 を十
分に持 っ て い た｡ 他方 で ､ 村落で 行 われ た調査 は現状把握 に過 ぎず､ 住民(①)が 情報
提 供者と して 客体化 され たまま ､ 事業内容 が 決 定 に 至 っ て しま っ た 10
2 - 1 - 2 初期 - 中期
落花 生事業は ､ 県政府(⑯)と隊員チ ー ム(⑪)の協議 に よ っ て 決定 して お り ､ こ の 時点
で も 主要 ア ク タ ー は 隊員 一 県政 府で ある ｡ ただ し ､ 日 常的 に は 隊員(⑬)は 村落 に 滞在
する な ど して 農民リ ー ダ ー (⑦)と の 物 理 的な距離は 近く
′
､ 落花生事業 に対 す る ニ ー ズ
の 有無 を確認 す る機会 は 何度も あ っ た ｡ 噛 花生 収量 を増や し た い+ と い う農民( ⑥)
の 声 を耳に した か らこ そ ､ 隊員 は事 業の 適 切性 を信 じ ､ 結果的 に 支援す る 側(⑪⑬)と
農民(⑦⑥)と の 断絶に 気付 か なか っ た ｡ 事 業の 目的 ･ 実現 の た め に採 る べ き 手 段 ･ そ
れ が結果 .と して 生活 に 生 じさせ る 変化 に つ い て ､ 農民(⑦⑥)の 認識 と 隊員(⑬)の そ れ と
で は 大きく違 っ て い た ｡ 農民 に と っ て は｢予期 せ ぬ負 担+を強 い られ る こ と と な っ たた
め ､ 肥 料等 の イ ン プ ッ トは 全 て外 部資渡 に期待 した ｡ そ の ように しで ､ ｢外 部資源 を前
提 とす る事業+ が成立 して い っ た｡
また こ の 頃 の 隊員は ､ ｢村落 に ばか り入 り浸らず ､ 県 との 協力 を重 視する よう に+と
い う県政府(⑲)と隊員チ - ム(⑪)の 方針 に よ っ て ､ 村落 に住 み 続ける事 が認 め られ て い
なか っ た ｡ そ の 結果 と して ､ 隊員が仕事 以外 で 住民 と結び つ く 機会 は余 り もたれ なか
つ た ｡ ｢支援者に よ る依頼型事 業+ の 失敗 は ､ 農民 か らは 当然 の よう に｢隊員の せ い だ+
と い う評価を下 され た ｡ 事業 を受 け継い だ B 隊員は ､ 赴任 直後の 目 に 見 える失敗経験
を経て ､ こ れま で の 計 画 の 見 直 しと ､ ｢村で やれ る事+ の 掘 り 出 しをや り直す事 と な っ
1 こ う したやり方の 背景 には ､ 支援 内容が未決定の 段階で 住民 に過剰な期待 を与え ない ようにと い う
配慮も あ っ た こ とだろうが ､ ｢外 国支援機 関か ら来た調査 員が ニ ー ズ 会議 を開い た+ と いう事実は ､
住民に期待 を抱かせ る'には 十分で ある ｡ 更 に こ の 時点で重要な役割を果 た した県の プ ロ ポ ー ザ ル 作成
者 は ､ 事業開始後 1年未満で 異動となり ､ 県における求心力も持続され なか っ た ｡
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た o これ が ､ 農業分野 に お け る重 要な｢学び の プ ロ セ ス+の 第 一 歩と な っ た o
2 - 1 ⊥ 3 中期 - 後期
農民と の 認識 に断絶 を見出 した 隊員は ､ そ れ を相互 に常識す るた め に ､ 農民と共 に
意思決 定を検討 する機 会を頻繁に持 つ ように な っ た ｡ また ､ 村落部に 居住する 事 に よ
つ て ｢擬似近 隣的な 関係+ も得た o そ れで も結果的に ､ 事業で扱う栽培 作物 は ､ 県政
府(⑬)の 意 向を尊重 した形 で 決 定され た ｡ 県( ⑬)と の 協力 は ､ 隊員チ ー ム(⑪)と して は
ずせ ない 条件 で あ っ た ｡ こ の 辺 り は ､ 支援事 業にお ける意思 決定の 優先順位が どこ に
あ る の か を端 的 に 示 して い る と い えよ うo しか る に､ 隊員チ ー ム(⑪)一 県政府(⑬)間 の
日 常的 な連携 は余 り進 まず､ 双 方 の リ ア リテ ィ に は 大き な違 い があ っ た ｡
他方 ､ こ の 時期に 相互 の 断絶が積 極 的に解 消され て い っ た の は 隊員(⑬)- 農民リ ー
ダ ー (⑦)間で ある ｡ 赤 ワケギ栽培 に対す る興 味を抱 い た農民 は 少 なく なく ､ 結果 的 に
事 業に 参加 した農民リ ー ダ ー は ほぼ自分達 の 意志 と して 参加 を表 明 した ｡ 但 し ､ 他の
農 民(s)(⑥)に つ い て は ､ 輝員側 か ら｢グ ル ー プ を つ く る こ と+を条件 に 出され たリ ー ダ
ー の 判 断 に負 うと こ ろ が 大き か っ たた め ､ ｢成功すれ ば続 ける けれ ど ､損 は したくな い+
と い う人 も少 なく なか っ た の だ ろう . こ こ で の イ ン タ ラ ク シ ョ ン は 隊員(⑬) - 農民リ
ー ダ ー(⑦)間 が 中心 で あ り ､ 農民 リ ー ダ ー (⑦)⊥ 農民(s)(⑥)間 の 認識 め違 い に対す る細
や か な対応 は で きて い ない ｡ さ らに ､ 隊員､ 農民は 双 方 とも自 らの 事業 を取り巻く よ
り マ ク ロ な流れ に 目 を 向けて い なか っ た ｡ 例 え ば国家政策や 市場傾 向に基 づく 赤 ワ ケ
ギ の 市場価 格動 向 を知 る ため に ､ 県や 州 を｢ア ク タ ー +と捉 えて 積極的 に結び つ い て
,
い
く と い う発想 に は 至 ら なか っ た ｡ 結果 と して ､ 市場価 格 の 暴 落とい う痛手 を負 っ た｡
こ れ は ､ マ ク ロ な市場 動 向や 消費者と い うア ク タ ー を認識す る契機と な っ た｡
2 - 1 - 4 フ ォ ロ ー ア ッ プ期
事業終 了 に よ っ て ､ 全 て の 意思決 定は基本 的 に 各農民(⑥⑦)の 判断 に任され る こ と
とな っ た ｡ 事業を通 じて 得た成功 や失敗 の 経験 を自ら内面化 したと思 われ る農民リ ー
ダ ー ( ⑦)は ､ 赤ワ ケ ギ栽培 の 継続や ､ 事 業で の 失敗経験 を生 か した営農 を検討 して い
る ｡ こ の 時期 ､ 農民 は他 地域の 先進農家訪 問 を希 望す る‾など ､ 積極的に｢他で の 農業の
あり か た+に関 心を抱 き ､ 隊員 は機会の 設定等 の 面で それ をサ ポ ー ト して い る ｡ こ れ は
そ れ まで の 隊員と の 認 識 的世 界の 断絶状態 を出発点 に ､ 知識獲得の 機 会や学び の 場 を
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設 定で き る存在と し て 外 部者 を利用す る術 を身 に付 けた 農 民(s)(⑦⑥)側 と ､ 技術や 資
金 投入以外 の ｢協力+活 動 を意識化 した隊員との 間 に共 有知が 生まれ たた め で あ ろう｡
2 - 2 提言
で は これ ら表 の 分析結果 を参 照 しなが ら ､ 次に ､ 本事例全体か ら得 られ る 提言 を検討
して い こ う｡ 幾つ か の ポイ ン トは こ の 後 に紹介する他 の 事例考察にお い て よ り顕著で あ
る た め ､ 後 にま と めて 示 す こ と にす るc
2 - 2 - 1 r固有知識+ の 表層と rニ ー ズ あり き+ の 落と し穴
事 業形成 の 経緯か ら読み 取れ る最初の 点 は ､ ｢開発 支援に お け る地域固有性 の 配 慮+
の 重 要 なポイ ン トで あ る既存技術 ･個 有知識 の 活用 ､ 住民の ニ ー ズ の 採用 が ､ 常に妥 当で
あ る とは 限 らない と い う こ とで ある ｡ 換言すれ ば ､ そ こ で外 部調査者が 把握 し得 ､ 事業
形成 の 際に 配慮 の 対象と な る ｢既存技術+ ｢固有知識+ や ｢ニ ー ズ+ の 理解が い か に表 層
的 で ､ 固定的 ､ 限定的理解とな っ て い る か とい う問題 であ る ｡ そ れ らが単に 現状 と して
どう か と い う だけで は なく ､ 住 民 の 経験 め蓄積 結果 と して い か に取捨選択 され て き た の
か と い う文脈 に位置付 けて考察す る事が 最も重 要 で あろ う｡
上記 の 落花 生 の 例 の 場合 ､ 種苗 栽培 に か か る 技術面 か らの フ ィ ー ジ ビリテ イ(実施 可
能性)調査 に問題 が あ っ た こ と■が 一 番 の 原因で は な い か と考えられ る が ､ 問題 はそ れ だけ
で は ない ｡ 限 られ た 条件 の 中 で ､ 土 地 ･ 人 ･ 時 間 の 有効借用 を住民達が 選択 して 来 て い
る｡ こ こ で い う ｢有効性+ とは ､ 単純 な合理性 ､ 利 便性 とは 意を異に し､ ま た ､ 技術的
な実現 可能 性 だけで は な い ｡ 外 部者 にとれ ば単に モ ノ や知識 がな い せ い で起 こ っ て い る
と思 われ る現象で も ､ 実際に は 間接的 に コ ミ ュ ニ テ ィ に 生き る 人々 の 関係性 を維持 した
り ､ ある い は コ ミ ュ ニ テ ィ 全 体 の 存続可 能性 を高 めた りする た め に ｢選択 されて き た+
行 為か も しれ な い ｡ 上記 で 農民達 が 乾季 に在来種 の 落花 生を植えて きた の は ､ 彼 らなり
に 栽培 に お け る不安要 素と ､ 得 られ るで あろ う利 益 の バ ラ ン ス を経験的 に判 断 した結果
で ある ｡ 種 子 購入 の コ ス トがか か らず､ 経験的 に央敗が 少な い ｡ 他方 で ､ 優良種子 を導
入 し た場合 ､ 種 子 を更新す る た め に数年 轟 に新た な購入 が 必 要 で あ っ た り ､ 優良種 子 と
して 普及す る ため に土 地め活用 効率 を落 と さね ばならなくな っ たり ､ 更に は 彼 らに と っ
て 最も重要 な第 一 作物 で ある稲 の 栽培 時期 に 一 部の 土地を落花生種子 の 栽 培用 に確保 し
なけれ ばい けない ｡ こ れ らの 変化 が ､ 農民 の そ れま で の 経験的 な知恵 と価値判 断 にお い
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て どれ だ けリ ス ク と捉 え られ るか ､ ｢農民 の 価値観+を検討す る視点が 不足 して い た｡
ま た ､ 長年 の 栽培 の 結果 と して ､ 収 穫時期 に なれ ば ､ 県外か ら商人 が 寛 い 付け に訪れ
るた め ､ 市場 の 心 配 が 余 り ない o 県行政や隊員 が赤 ワ ケギ を導入 した 理由 は ､ その 時点
で の 商品作物 と して の 市場経済的価値の 高さと ､ 基本的な食材で ある た め消 費者 ニ ー ズ
が安定 して い る こ と ､ 食材と して の 身近 さな どで あ ろう ｡ しか し ､ 同地 に お け る農作物
の 出荷過程 で は ､ 農民 と商人 の 過 去か ら続 く既 知 の コ ネク シ ョ ン と交 渉が大き な要素と
な っ て い る o 轟年や っ て く る商人 と の 取 引は ､ 農民 が 直接市場で 交渉す る よ りも売値が
割 安な事 も多い が ､ 売 り先が 安 定 して い る と い う安心 が ある ｡ 落花生 の ように決ま っ た
作 物 に 関 して は ､ 商人 が 元 手 を貸付 けて ､ 農民 の 落花 生栽培を促進す る こ とも行われ て
い る o こ れ は ､ 原 が ｢信用 取引と 生産物取 引 と の連 結+ と呼ぶ ､ 農村部に特徴 的な信用
取引 の あり方 で ､ ｢商人 は供給 量を安定的 に確 保 し得 る保 証を得､農民は生産増加 が 可能
と+ なる【原 2002:1 15]o こ れ ら の 商人 は い っ もや っ てく るわ けで は なく ､ 毎年 ､ 落花生
な ど決 ま っ た作 物 の 収穣 時期に なる と ､ 見計 ら っ た よ う に隣の ソ ッ ペ ン 県な どか らや っ
てく るo か れ ら は マ カ ッ サ ル の 加 工 工 場 等 - の ル ー トを有 して お り ､ 買 い 上 げる作物も
決 ま っ て い る o 政府 が 組 織化 を推進 してきた 村 落協同組合組織 (K U D) の 機 能も米以外
の 部分で は働 い て お らず ､ そ の 他､ 一 般農作物 の 出荷プ ロ セ ス が組織 的 に標準化 されて
い ない ｡ こ の よ う な土地 で ､ 安定的 な売 上 の 確保 を可 能 にす る ｢既知 の 関係 をべ ∴ ス と
す る 出荷ネ ッ トワ ー ク+ の な い 新 しい 作物栽 培 に自 己資金 を投資す る リ ス ク は どれ だけ
の も の だろ う か ｡ 販売 先 ･ 売値 の 未 定 ､ 栽培 経 験の なさに伴う成果 の 質に対 する未保証
な ど､ 不 安材 料は 多い ｡ 新たな作 物栽 培に手 を出す農民 の 決断 の 重み は ､ 少 なく とも単
純 な投入 財 コ ス トだ けで 示 され る程度で は あ る まい o B 隊員が調 べ た所 ､ 赤 ワケギを専
門に扱 っ て い る商人 も い る が ､ 赤 ワ ケギ の 場合 は南 ス ラウ ェ シ 州 内で も 一 部地域が産地
化 されて お り ､ 知名 度も 高く ､ そ こ か ら大量 に 流 通する ようで あ っ た ｡ 実 際 ､農民リ ー ダ
ー は赤 ワ ケ ギの 売 り 先を探 して 右往左往 し､ 最終的に収穫 の 何割 か を無駄 に した ｡ 他 メ
ン バ ー の 損失 を自 ら負担 したリ ー ダ ー もい る ｡
外部者か ら住民 に対 して 行われ る ､ 農業や 畜産業の 現状と問題 に つ い て の 直接的な質
問 を通 じて 耳 に 出来 る住民 の 声 や ニ ー ズ を掴 む だ けで は ､ 実際 に は事 業の 実現 可能性 ､
持続性 を測 りき れ ない ｡ こ れ を検討する ため に は ､ まずこ れ ら人々 の 経験 の 蓄積とそれ
まで の 取捨選択 の 過程 に 目を向 け ､ ｢なぜ今 が あ る の か+ につ い て の 因果 関係 に注 目 しな
が ら ､ コ ミ ュ ニ テ ィ ー が 抱 えて き た問題及 び ､ 実現 した住民の 努力 に 耳を傾 ける べ きで
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あろう o こ れ は ､ 外 部者 に よ る 一 方的 な ア ン ケ ー ト､ 踏査調査 だけで は解明 し難 い ｡ だ
か らと い っ て ､ 住民自身 が自覚 して い る こ とに 関する 一 方的 な住民 の 語り だけで も不 十
分で あ る ｡ そ れ ら双方 の 情報 の 連関を読み 解く 分析力 が 求 め られ る ｡
2 - 2 - 2 技術 移転か ら相互作 用重 視ア プロ ー チ ヘ
事業中期以 降で は ､ 活 動 の 意思決定 とプ ロ セ ス に おけ る外部支援者 と農民間の 関係性
に重 要 な変化 が み られ る ｡ 最も単純化す れ ば､ 支援する側 の ｢共に 学ぶ姿勢+ の 形 成で
ある ｡ 村落 開発 を人々 の 生活 の 変化 と して 受 け止 めれ ば､ そ の 変化 の ｢生 産+ に 関わ る
人 間と して 学ぶ べ き 事は 栽培技 術だけで は な い ｡ 土地 の 特徴 ､ 社会の 常識 ､ 気候 ､ こ れ
ま で の 栽培経験 の 中で 生 じて きた 問題等 ､ 外 部者 が 学ぶ 事柄は 多く あ る ｡ 他方 で ､ 農民
側 に と っ て も ､ 外部支援者 が入 る こ とに よ る変化 は ｢栽培技術の 獲得+ だ けで は済ま さ
れ な い ｡ 隊員と の 結び つ き をき っ か けに 他集落 ､ 他 県 ､ ひ い て は束ジ ャ ワ 等 ､ 彼 らに と
つ て ｢遠 い+地域 の 農民 の 試 み を知 る こ とに よ っ て ､ 農民達が 自らの 経験 を相対化 し ､ ｢次
に 必 要な事 は 何か+､ ｢何で あれ ば自分 で も実現可能カ
.
～+ を自 ら具体化 して い く き っ か け
とな っ て い る ｡ ま た ､ 隊員 自身 の 存在や 隊員 が 持 ち込ん だ 研修 ､ 栽培実践などの 機会を
通 じて ､ 失敗 した 時に 自 らが 被 る損失を最低 限 に抑えた状態 で ､ 新た な試 み の 際に 留意
す べ き点や自分 に欠 けて い た考 え方等 を学ぶ こ とに もな ろう ｡ 本事例 にお ける ｢消費者+
へ の セ ン シ テ ィ ビテ ィ の 向上や ､ 市場化 に向 けた戦略な どは ､ 隊員 と い う介入 者と の 関
わ り ､ ある い は介入 に よ っ て 与 えられ た機 会を通 じて農民が 新たに意識 化 して い っ た 事
柄の 例 で ある ｡
こ の よ う な相互 作用 的 なプ ロ セ ス を住民 に と っ て プ ラ ス に なる よう な あり方 で 実現
して いく た め に は ､ 外 部者が まず ､ 開発 支援プ ロ セ ス を ｢与 えるも の と与 えられ る も の
と の 関係+ と して 捉 えが ちな現 状を打破 し､ ｢相 互 に学 ぶ過程 を通 じて ､ 住民 に と っ て 有
効な生活変化 を生み 出 して い く+ とい う姿勢に転換せ ね ばな らない ｡ 本事例 の 場合は ｢住
民 と共 に+ ｢草の 根 レ ベ ル で+ と い う特徴 をも つ 協力 隊事業で ある ため ､ 比 較的 ､ 隊員自
らが 関係 の 変化 に 向けて 努力 して い く可能性 も高 い と い え よう｡ こ の 点 か ら言 えば ､ 支
援者側 が 帯び る ｢専門性+ や ｢資金力+ ｢技術力+ な どの 力 が強く なれ ば なる ほ ど､ 支援
者側に 強い 自己認 識と姿勢の 転換が求 められ る ことに な る ｡ ある 特定の コ ミ ュ ニ テ ィ で ､
人 々 の 生活変化 と して の 村落開発 を生み 出 して いく相互 作用的 なプ ロ セ ス を想 定 した場
合､ それが たと え誰で あれ､ ｢支援+ の 枠組 みで 介入する自ら の 組織的 ､ 個人 的属性 を充
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分に認 識 した 上 で ､ い か な るイ ン タ ラク シ ョ ン 機 会が 重要 か 検討す べ き で あろ う｡ こ れ
は ､ どれ だ け支援す る側 の 専門性 が 高く なろ うとも ､ どれ だけ他の 国や 地域で の ｢村落
開発 プ ロ セ ス+ へ の 参加 経験が あ ろうとも ､ あ る い は逆 に そ の コ ミ ュ 土子イ に近 い 存荏
と して の ロ ー カ ル N G Oの ス タ ッ フ や ､ 厳密 に言 えばそ の コ ミ ュ ニ テ ィ 出身の N G Oス
タ ッ フ に と っ て も ､ 程度 の 差 こ そ あれ ､ 同様 に 求 め られ る 姿勢で あ る ｡
第 2 節 r住 民参加 型j射落給水事業 の 変遷 : ｢主体性+ 配 慮か ら住
民 の 成果 まで
第 1 境 線緯
本節で 取り上 げ る 事業は ､ 初年度か ら 3年度目ま で毎年 行われた各集落に お ける 住民
集会 を通 じて ､ 住 民か ら出され た 要望 に応 じ る形で ､ 2 年 目か ら開始された村落給水事
業で あ る ｡ 住民集会 で
.
､ 生活用水 確保 の 優先順 位が最 も高く ､ 且 つ 担 当隊員に よ る 踏査
で 技術 的 に重 力式2給 水施 設 の 施 工 実施が 可能 と判断され た集落が優先的 に対象 地 と し
て 選 ばれ た｡ そ して ｢住民 が 責任 を持 っ て推持 管 理 を行 う+べ く+ 住 民 の 労働拠 出 ､ 資材
一 部負担 ､ 委員会 の 設 立等 が 隊員チ ー ム と村長 ､ 集落長 及び 住民の周 で 条件と な っ た o
ル ー ル を決 め た の は担 当 隊員及 び 隊員リ ー ダ - であり ､ こ れ らは ､ 先 ん じて 近 隣地域で
水道施 工 に 関す る支援事業を行 っ て い た国際 N G Oケア ･イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル の｢住民参
加型 事業手法+と ､ そ れ に従 っ て 事 業を行 い ､ 大 き な成功 を治 め たと 自負する パ ラ ッ カ村
カ レ ン ゲ集落 の 事例を参 照 した もの で ある ｡ ま た､ 当時 の 隊員リ ー ダ ー は ､ 日本 の 大学
院で 住民参 加型 開発 を研究 し た経歴 の 持ち 主で ､ ｢い か に 住民 が 主体と な っ て 事 業 を行
うか+ は そ の 後 の オ ー ナ ー シ ッ プ の 醸成に 向け て重要 な要 因だと考え られ て い た ｡ よ っ
て ､ 工 事 に か か り ､ 住民 に よ る 意思決定 ･ 実施 ･ 維持管理 ･ 評価 - の 参加 を隊員側 が推
進 した ｡ 1996 年 に 試験的 に - 箇所 (アナ バ ヌ ア 村ダチ ボ ン集落 ､ 以下 a 集落 と表 す)
で建設 され ､ そ れ を前例 と して 改善を施 し つ つ ､ 続く年 か ら 1998 年 の 間に 4 ケ所 で 実
2 当初 ､ 近隣村落 で 住民が持続的に維持管理 を行え て い る給水施設と して ､ 重力給水式水道 の他 に深
井戸が検討 された ｡ しか し当時 ､ 対象村落の 一 部集落 が未電化 で あり ､ ま た 電化後 の集 落で も ､ 加入
料を捻出す るため に 出稼 ぎに行く など､ 安定 した 普及 が 出来て い る 状況 で は なか っ た｡ また ､ 継続的
な電気代と維持管 理費が必要な深井戸は 富裕層 の 個人所有が 多く ､ 共同管理 を実現 でき て い る の は ､
5 - 10世帯程度 の 家族関係内 で 出資 した例 しか なか っ た ｡ こ の た め ､ 共同管理上 の 負担 が少なく ､ 且
つ 住民 にと っ て な じみ の ある設備 の 施工 が選択された ｡
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施 され た(パ ラ ッ カ 村 パ ン ゲ集落(同b集落), パ ラ ッ カ柑チ ャ ミ ン 集落(同 c集 軌 ガ ル ン
村ガ ル ン 集落(同 d集落),ト ン ボ柑ペ レ マ リ ン ポ集落(同 e 集落))0
そ の 間に ､ 上記 の よう な ､ 初期事業に おけ る｢住 民参加+の あり方 が ､ 外部者で あ る隊
員主導の ｢形式 的住民参加+､ つ ま り住 民 の 動員 に傾倒 して い る の で は ない か と い う議論
が後続 の 隊員間で 起 こ っ た o 最後に行 われ た d,e 集落を担 当 した C 隊員 は最初の 段階で
｢火付 け役+を買 っ て で は したが ､ そ の 後 は ､ 必 要 に応 じた巡 回と物資の 提供役 に自 らの
役割 をと どめ たo た だ し ､ 事業の ｢完成時期+ につ い て は 隊員側 が介入 し､ 可能 な限 り
乾季中 の 完成 を促 した と い う3｡
事業 に お け る住民 の ｢主体的 な参加+の あり方 に つ い て の 議論 は そ の 後､ プ ロ ジ ェ ク ト
メ ン バ ー 間で よ り盛ん と な っ た o 村 落開発分野 で は ､ 19 9 年に新たな ア プ ロ ー チ と して
｢自助努力 支援事 業+ の 実施 に 至 っ た ｡ こ れ は ､ 住民に よ る 事業可能性 の 検討 と内容の
選択 に始 まり ､ 計画 ･ 実施運 営か ら維持 管理 ま で を住民 に託す も の で ある ｡ e 集落で の ｢隊
員指 導型住民参加 事業+を担 当 した経験 を持 っ D 隊員
▲
は ､ 自らの c 集落で の 主導 性 を批
判的 に レ ビ ュ ー し ､ 新た な展 開と して ､ や る気 の あ草集落 で ､ 住 民主 導の 事業を志向 し
たo 住民 の ｢や る気+の 判 断材 料 は ､ 住民か らの プ ロ ポ ー ザル で あ っ たo D 隊員 は ､ (1)
村の 潜在能力 を生か したも の ､(2)持続可能なも の ､(3)集落 の 一 部に利 益が 偏 らない も の
とい う 3 点と ､ 住民 自身 が なん らか の 形で 責任 分担 をす る こ と を条件 と して ､ 対象村 落
でプ ロ ポ ー ザル 作 り を促 した｡ そ の 結 果 と して ､ パ ラ ッ カ村 パ ラ ッ カ集落 (以下 f集落
と表す)､ ア ナ バ ヌ ア 村ゲ レ ン ゲ集落 (g集落) の 二集落 が計 画 に こ ぎつ け ､ 前者で は蛇
篭に よ る港概施設 改修 ､ 後者で は給水 事業を実施す る こ と にな ら たo
折 しも そ の 当 時 ､ 開発 支援 の 実践 ･ 研究 に携わる多様 な人物が登録
.
L てい るイ ン タ ー
ネ ッ トの メ ー リ ン グリ ス ト4で ､ ｢参加型 開発+ とは何 か に つ い て の 議 論が 集中的 に交 わ
され た ｡ I)隊員は 自 ら の 試 み と戸惑 い を同メ ー リ ン グリ ス トに投稿 し ､ 一 時的 に議論 に
参加 した . そ して そ の 中 で彼 の 発言 は ､ 他の 議論参加者か ら ､ どちら串ゝと い え ば批判的
な反応 を受 ける こと とな っ た. それ らの メ ー ル の 含意を 一 言 で い えば ､ ｢あなた の や っ て
い る こ と は ､ 真の 住民参加 とは い えない+ に 近 い メ ッ セ ー ジで あ っ た ｡ D 隊員は ､ 実 態
3 20 0 0年 ､ C 隊員 - の イ ン タ
.
ビ ュ ー に よ る ｡
4 DeT'elop1
'
ng World Ma}
'
1)
'
Dg L1
'
st(D W M L) : 1 9 9 7年 9月 未に ､ 開発支援実践と研 究の 向上に向け
て ､ 多種多様な立場か ら自 由に議論でき る場 として 開設された ｡ 主催者 は ､ ア ジ アやア フ リカ で 社会
林業を基盤 とす る住民参加型事業 に長く 関わり ､ ｢開発支援業界+ で､ 参加型開発に 関す る ス ポ ー ク
ス マ ン 的な役割 を担 っ て い る人物 ｡ こ の 5 年間 で同メ ー リ ン グリ ス トの 登録者数 は 3 千名 を超える ｡
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0)見 えな い ｢真 の 住民参加+ と い う言葉に 悩み ､ 介入者と して の 自 らの 影 響と権威的立
場 に対 して 慎重 に な っ た ｡ そ して そ の 後 に 開始 した f,g 集落で の 施 工 に お い て ､ 自 らの
立 場 を出来 る だ けオ ブ ザ ー バ ー に 徹 し ､ 意 思決 定 にも基本 的に は 関わ らな い 姿勢をと っ
た ｡ 施 工 期間に つ い て も あく まで も住民 に任 せ て い た ｡ 結果的 に ､ 同事業は 現在で も ｢工)
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
隊員が 資材を提供 して く れ て ､ 自分達住 民が作 っ た水 道だ+ と住民に 語 られ て い争とい
う点 で ､ 確 か にそ れ 以前 の 事業と比 較 して｢事業 施 工中の 住民 の 役割+は 拡 大され たとい
えよ う｡
しか しなが ら他 方 で ､ そ の 頃に は ､ ｢住民 参加+ と い う言葉で 代表 され る ､ 隊員と の
協力事 業に おけ る｢労働拠 出 ､ 資材 一 部提 供､ 自主的 な推持管 理+と い っ た条件は対 象村
落 間で 浸透 して い た ｡ そ の ため ､ 住民自 らが ｢支援事 業+ の 実現 を期待 して ､ 上記 条件
を申 し 出る よう な状 況 に 至 っ て い たの も事実 で あ る｡ また ､ D 隊負は 隊員チ ー ム か らの
資源 を用 い な い 計申作 り の 可能性 も探 っ て い た ｡ しか し､ そ れま で の 隊員 一 住民間の 関
係性 の 蓄積を基盤 に ､村や集落の 中心 的な人物 に と っ て ､ ｢隊員が 呼び か け る こ と+ - ｢隊
員チ ー ム に よ る外 部琴源補助が ある+ とい う条件が容 易 に想 定された . こ の た
'
め ､ 住民
達 は 当然の よ うに 隊員 に よる 資機材支援を期待 した計 画づ く り を行 っ た. そ して D 隊員
の 側 は ､｢住民 の 自主性+尊重 を 一 貫 す るた め に ､ そ の 事 に つ い ても積極的に 交渉 した り ､
介入 した りする 姿勢を取 らなか っ た ようで あ る ｡
プ ロ ジ ェ ク トが 終 了 した - 年後 の 2 0 0 0年 7 月 - 1 0月 ､ 近隣集落 の 給水事業の 成果 と
隣接す る g 集落 の ｢自助努力支援事業+ の 成果 を目の 当た り に したリ ブ レ ン 村 ワ トウ集
港(以下 h 集落 と表す)で は ､ 完全 に住民だけの 共 同作業 に よ る水道建築が行 われ て い た｡
同集落は ､ 上 記 ｢自助努力支援事業+ 担当 の D 隊員が半年 に渡 っ て住 み 込ん で お り ､ 同
事業の 情報も真 っ 先 に流れ たが ､ 当時 は事業成立 に至 らなか っ た｡ と こ ろ が ､ 同集落 の
人々 は ､ 自分達が 断 っ た事業の成果と して隣集落に水道が 整備され た 現実 に 直面 した ｡
そ して ､ 他集落で の 成果 を見 聞き して ､ ｢自分た ち にも出来 そ うだ+ と技術的 な確信を持
ち得た住民リ ー ダ ー の 主 導で ､ 建設計 画を立て た｡ 建設 費用 は 3 千万 ル ピア ( 当時レ ー
トで 約 42万 円) 程 度と 見積もられ ､ 受益世 帯 の 負 担金 ( 労働参加者 20 万ル ピア ､ 非参
加者 5 0 万!レ ビア) が 話 し合 い で 決定 され たo 実際に は ､ 他住民の 支払 い 分 をリ
ー ダ ー
が立 替 える形 で 建設 準備 を始 め た ｡ 計画 に賛同 した､､ 同集落出身で リ ー ダ ー の 親戚 で も
ある資材屋 か ら先物 買 い で 資材 を入手 し ､ 建設 を実現させ た｡ 建設 直後 の 2000年 10月
の 段 階で は ､自己 負担金を支払済み の 住民 は5名 に過ぎなか っ たが ､ 約 1年が経 っ た 20 01
1 4 9
年 7月 現在､ 未 払 い の 住民 は受益 世帯 40戸 中 2 世 帯 の み で あり ､ 施 設利用 上 の 問題 も
な い と い う ｡
第 2 項 考察
2 - 1 イ ンタ ー フ ェ イ ス 分析表とポイ ン ト : 村 落給水分野活動
事例 1 と 同様 に ､ 上記 の 経緯を時系列 ご とに ､ 主 要 ア クタ ー の 漣 定とイ ン タ ー フ ェ イ
ス 分析 の 観点か ら表 に す る と以下衰3 - 2 のよ うに な る ｡. 給水事業の 場合 は ､ ｢経済活動
の 活性 化+に直接結び つ く も の で は な い と い う ､ プ ロ ジ ェ ク ト目標 との 関係 もあ っ て ､ 事
業形成前に 支援側 に よ っ て掲げられ た活動 内容 と して 明示 されて い なか っ た ｡ こ の た め ､
表は事 業初期 の ､ 住民 の ニ ー ズ を同定 して い っ た プ ロ セ ス か ら始ま っ て い る ｡ 表 中の ア
ク タ ー 番号 は ､ 既述 の 図 3 T l に挙 げた｢主要 ア ク タ
ー 通 し番 号(p .134)+に基 づ い て い る.
下記 表 の 分析に お け る ポイ ン トを時系列 に み て ､ 以下 に整理 してお く ｡
2 - 1 - 1 初期 - 中期
同事業は ｢目 に 見 え る結果+と同時に 事業参加 を通 じた住 民の エ ン パ ワ - メ ン トを目指
す ､ い わ ゆる ｢目的と して の 参加+ 事業で あ っ た ｡ こ の た め ､ 主要ア クタ ー の 中心 と し
て 当然な が ら住民(①)が 期待され て い た｡ しか しな が らそ の 事業内容 に か か る意思決 定
に 関 して は ､ 事業前 半と後 半で は大きく差 が み られ る ｡ 表か ら見て 取れ る よう に ､ 変化
を左右 した 要 因は ､ イ ン ドネ シ ア 政府(⑭⑬)丁 一 隊員チ ー ム(⑪)間 に あ っ た価値 の 断絶の 解
消に あ る o 初期 は ､ イ ン ドネ シ ア 政府(⑭⑬) 一 隊員チ ー ム(⑪)間で｢目 に見 え る成果 を出
す+こ とが ほ ぼ必 然的 に 求 め られ て い たた め ､ なん と して も｢目に 見 える成功+を得 る必 要
が あ っ た ｡ こ の た め ､ 隊員(⑬)は｢住民 の ニ ー ズ と生活サイ ク ル に合致 した事業形成+を
求め つ つ も ､ ｢会計年度内 に確 実に 工事が 終 了 し ､ 確 実に水獲得とい う成果 が 享受 で き る
こと+ が 隊員チ ー ム(⑪)側 の 揺 ぎ無 い 事情と して 求 め られた ｡ 住民(s)(①)は それ に｢付 き
合う+形 で 事業に 巻き･込 まれ て い っ た ｡ 住民(s)(①)に と っ て ｢参加+ は ､ 多少 無理 して で
も支援物資を得る た め の 条件とな っ て い っ た｡
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表 3 - 2･
'
村落給水車業 プロ セ ス に み るア クタ ー 整理 とイ ンタ ー フ ェ イ ス 分析
時系列 1 99 5- 19 9 7 19 98- 1 9. 9 2 0 0 0･20 0 1
(初 期- 中期) (中期- 後期) (介入 終了 以降)
主要
①住民(s) ､①住民(s)
ヽ
④住民リ ー ダ ⊥
④集落長 ④集落長 ①住民有志(s)
⑨村長 ⑪隊員トム
ア クタ ー ⑪隊 卦トム ⑬隊員
⑬隊員 ⑭イ ン ドネシ ア政府
⑭イ ン ドネ シア 政府
⑯県政府
⑯県政府
実施 内容 重力給 水式水道敷設
ナ ･
自助努力支援事業 住民による水道建設
意思 決定 の 住 民= - ス と 技 術的実現 可 能 住 民 ニ ー ス
○
と 積極性 に基 づ い 住 民 間 の 公 共 利 益
所在 性 か ら 隊 員が事 業 サ イ トを て 隊員 一 集落長･､ 住 民間の話 と な る も の を 住 民
決定 o 合で 実施時期 を決･定 o が決める ｡
イ ン プッ ト
⑪ : 建築機材 ､ ⑪ : 住 民フ
○
ロボ サ ルに 基づ き ④ : 前借り して建設
① : 石 ､ 砂等の 資材 と労働力. 建築資材 . 費用 と資材捻 出o
維持管理費 あるい は拠 出金 . ① : 資材 と労働力 ､ 拠出金 o ① : 労働 ､■資金分担
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2 - 1 - 2 中期 - 後期
事業後 半 に な ると ､ 隊員チ ー ム( ⑪)か らイ ン ドネ シ ア政府(⑭⑯)に対 して ､ ｢住民参加+
の 意義に つ い て の 主 張が ､ 会議 や広報資料等 を通 じて 頻繁に 主張され る ように な る ｡ 具
体的 に 目 に見 え る成果 を見て安心 したで あろ う こ とも相侯 っ て ､ 同事 業は イ ン ドネシ ア
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政府(⑭⑱)か ら ｢住民参加 型事 業+ と して 特徴付 け られ ､ その ｢手 削 が 注目 を浴 び る事
と な っ た o 支援する 側(⑪⑬⑭⑱)の 柔軟性 が 高ま っ た こ とに よ り ､ 事 業形態 はよ り住民
(s)(①)の 生活 サイ ク ル に合致 したも の と な っ て い く ｡ 隊員(⑬)は関与 を最低 限 に抑 え､
主 に集落長や リ ー ダ ー - の 働き か けに と どめ た ｡ 住民(s)(①)は自 らの 農閑期を借用 した
工 事 を行 っ た o 結束 的 に会計年度をまた い で事 業が継続 したり ､ 事業 の た め に 必要 な資
材 の 内容も状況 に合わ せ て 変化 したo そ れで も ､ 日常的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機会 の 設
定に よ っ て ､ 住民リ ー ダ ー (⑥ト 隊員(⑬)､ 隊員( ⑬ト隊員 チ ー ム(⑪)､ 隊員チ ー ム(⑪)
- イ ン ドネ シ ア 政 府(⑭⑬)の 間 で情報 共有が 出来 て い る範囲 にお い て ､ 混乱 を招く事 は
無 か っ た o また ､ こ の 時期 に ス ム ー ズ に事業 が進 ん だ集落で は ､ 住民リ ー ダ ー (④)が積
極的に 他住 民(s)( ①)- の 働き か
,
けを行 い ､ 工 事 内容や 目的 に つ い て 住民間 で認識 の 共有
に努 め た o 但 し ､ それ 以前 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて ｢外部支援を得る条件と して の
参加+ を内面化 した住民にと っ て ､ 隊員の 関わ りの 頻度が 低下 した こ とは 大き な変化で
は なか っ た｡ イ ン タ ー フ ェ イ ス と い う点 か らみれ ば ､ た だ｢住民を尊重 しよ う+とい う控
えめ な態度もま た ､ 自 ら と住民 と の 価値の 断 絶を放置す る 姿勢と して 捉 え られよ うo ま
た ､ 労働 に お ける 平等 と い っ たキ ー ワ ー ドに つ い て ､ 隊員側 の 価値観 と住民
.
の 生活 に根
付 い て きた そ れ とで は依然と して 食い 違 っ て い た ｡
2 - 1 一 号 介入 終 了 以 降
結果 的 に ､.介入 者(⑪⑬⑭⑱)が ど の よう な態度で接 しよ うとも ､ 介入 が継 続 して い る
間 は｢支援の 枠組 み+が 事 業の 意 思決 定 に なん らか の影 響を与えて い た o 上 記表 に あ る羊
う に ､.
｢住民(s)(①)の 完全 な判 断 に よる行動+ は 介入 終了 以降に見て い く しふ ない o そ し
て h 集落 に 見 られ た波及 効果 の よう に ､ ｢住 民 の 次な る行 動 に見 出され る支援介入 の影
響+こそ ､そ れ 以前 の 介入行為が果 た して どの よ うに解釈 されて い たか を検討する材料 と
な る ｡ 同集落 の イ ン フ ォ ー マ ル リ ー ダ ー(④)は ､ D 隊員と の 事業計画 の 頓挫と そ の 後 に
続く隣接集落 で の 成果 とい う苦い 経験 を ､同集落 内の 複数の 住民と共有する事 に よ っ て ､
集落 内で の 求 心力 を強化 させ た ｡ か れ らは ､ D 隊員との イ ン タラク シ ョ ン を通 じて ､ 隊
員 の 支援事 業が ､ 住民 の 力 を期待するも の で ある事 を知 っ て い た ｡ だ か ら こ そ ､ 隣接集
落の 成果 を見 て｢自分達 に も 出来 る はず+と後悔 したの で あ′る ｡ も しも こ れが ､ 政府 に よ
る既 存の プ レ ゼ ン ト事業 と同様で あれ ば ､ こ れ ほ どま で に 彼 らを｢自分達 で+と い う方向
性 で 刺激 したか どうか 疑問 で ある ｡
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2 - 2 漢 音
次 に ､ 先 の 事 例 と同様 に ､ 本事例 全体 か ら指摘 でき る提言 を以下 に 示 そう ｡
2 - 2 - 1 rニ ー ズJ の事美化 プE)セ ス : い か に イ ンタ ー フ ェ イス を毘鼓 するか
表 面的 な住民 ニ ー ズ の 事 業化 が ひ い て は 住民 の 自律 的 な維持 管理 に つ なが ると の 初
期投降 の 隊員 側 の 判 断 は基 本的 に 事例 1 と共通 し､ ニ
ー ズ の 細 分化 ､ 分 析 はなされ て い
な い ｡ 但 し同事業 の 場合 は ､ 事業実施 に 至 る過程 で 日常的 に繰り返 し隊員 一住 民間で 役
割分担や 施 工 時期や使 い 方 に つ い て の 話 し合 い の 機会 が も たれ た ｡ 公 的 な会 議 の み な ら
ず ､会 鼓 に 余 り 出席 しな い 女性 蕃 の 意 見 を , 家庭 訪問 を通 じて確認す る作業も行 われ た.
そ の 過 程 を通 じて ､ 関係者間 の 断絶は少 しず つ 明 らか に なり ､ そ の 度 に修 正 が加 え られ
たo そ れ は隊員 - 住 民 間に つ い て だ けい える こ とで は ない ｡ 設定 され た機 会 を 通 じて ,
集落 内の 住 民 間 , 村長 -集落 長 , 集落長 一 他住 民 の 間で ､ ｢誰 が どの 役割 を担 う の か+ に
っ い て少 しず つ 生 じて い た認識 の 違 い が 明 らか に な り ､ そ の 都 度 ､ 話 し合 い の 機会 が も
た れ た(写真 3 - 2).
こ れ を既 述 の 農業分野 の 事 例 に あて は めれ ぱ ､ 最初 の トライ ア ル の機会 を通 じて , 倭
良種子 普及 が 農民 の 生活 や農業生活 に 引き起 こ す変 化に つ い て実 感す る機 会 を提供 し ､
支援す る倒 と 農民側 の 開 に ある お 互 い の 謬識 の 甘 さに 気付く 機会があ るような も の で あ
る o 隊員 側 は ｢種子 さ え配れ ば
農民 がや っ て く れ るだ ろ う ､ 彼
らに と っ て経 済的 な負担 は ない
の だか ら+ と い う甘 え , 農 民側
に は , ｢在来 種 の 栽 培 と基 本 的
に変わ らな い や り 方で ､ 収穫量
だけ増 え る の だ ろう o 何 か あ っ
た とき の リ ス ク は支援 す る側 が
負 っ てく れ る の だろ う+ と い う
甘 えが ある o こ れ ら断絶が明 ら 写真 3
- 2 水立地取の 使用状況を富合う住民と見守 る
倣 丘
か に な り ､ 相 互修 正 の 機 会 が あ
れ ば､ 当初 の 計 画 に 断絶 があ ろ うとも プ ロ セ ス で 修正 は可能 で ある ｡ い やむ しろ , 最初
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の 段階で
L
は 必 ず誤認や 相互 誤解があ ると い う前提 で ､ お互 い の 認識 の 違 い が 明 らか に な
るよ うな ､ 協働や話 し合 い の 機会を設定す べ き で あろう｡
2 - 2 - 2 開発支援に お けるr参加+とr平等J
(1) 状況 に 埋 め込 まれ た｢平等+感 覚と事業に お ける｢参加+
2002年 2 月 に行 っ た調 査時 ､ b 集落の 新設 水道 は 更 に加 入者を 5世 帯程度増や して
い た｡ こ れ は 2001 年の 乾季 の 加 入者で ある ｡ 新規加入 に あた っ て の 加 入料は 75 万ル ピ
ア で あり ､ 建 設 直後 に 比 べ て 20 万 ル ピア増加 して い た ｡ 理 由を尋ね た とこ ろ ､ 以下 の
とお り興 味深 い 回答が返 っ て き た｡
筆 者 ｢建設後 ､ ど ん どん時 間が 経 っ て い く の に どう して支払額 が高く な る んで す
か ｡+
リ ー ダ ー ｢最初 に建設 する ときは ､ お金が必 要だ っ た｡ 物 が 完成する前にお 金を 払うと
い う形 で ､ そ の 当時の 拠 出者 は建設 に責任をも っ て くれた｡ 今は ､ 既 に建設
にか か っ た 費用は 全て 払 い 終わ っ て い る . 水 も既 に引けて い る｡ 建設当時と
は金額の 重み が違う+0
筆 者 ｢金額が 上 が っ て いくの なら最初の う ちに入 っ て お い た 方が得 で は ない の か ｡
最近 に な っ て 使用 を希望 した 人は どん な人が多い の か ｡ なぜそ の 人達は建設
当時に参加 しなか っ た の か ｡+
リ ー ダ ー ｢多くは ､ 建設 した年 には マ レT シ ア に 出稼ぎに行 っ て い た人だo' だか ら ､ 帰
っ てき た とき はお 金もあるの で支払 い も出来 る｡ 水道 の 便利さや重要性もわ
か っ て い る o こ の集落 で は殆 ど皆 マ レ ー シ ア - の 出稼ぎ経験者だo+
(2 0 0 2年 2月 聞取り よ り)
上記 の 発 言 は ､ 彼 らの 社会 的価値観を示 して い る ｡ 金銭 的な必 要性 は ､ 建設 当時と比
較 して今 の 方 が全く低 い ｡ また ､ これ まで の 使用者か ら の 支払 い などで ､ 優 に 2 0 万ル
ピア程 度の 維 持管理 費が プ ー ル されて い る状況 だ とい う｡ 施設自体は 時 を追 う ごと に古
く な っ て い く に もか か わ らず ､ 新規加入 の 支払 額が 吊り上 げられた の は ､ 水 が 確実に確
保 で き る か どうか まだ わ か らな い 初期段 階の 方 が ､ 支払 責任を分担す る こ と に か か る リ
ス ク が 大 き か っ たた め で あろ う ｡ 初期段階の ｢リ ス ク の 高い 投資+に 比 較 して ､ 水道完成
後 は ､ 実質的 な水使用 料金 の み で ､ ｢水が出 る か どうか わ か らない+と い う不安要素は既
に解消され て い る ｡ よ っ て ､ 水使用料金 と共 に ､ ｢負わな い で 済ん だ ( 初期 の 加入者が負
っ た) リ ス ク 分+ が ､ 彼 らの 間で ｢加算され て+ い る と考えられ る ｡ 金 額だ けみれ ば上
が っ た よ うに 見 え るが ､ 初期 の 加入者が支払 っ た ､ ｢利益が得られ る か どう か不確定要素
が 強 い 段 階で 支払う と い うリ ス ク+を考慮 に入 れ れば ､ これ が彼らなり の｢平等 な支払 い+
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だと い う こ とだ ろ う ｡
彼 ら の 間で他 に どの ような規範が働い て い る の か が知り たく て ､ 筆者 は少 し意地 悪な
質問をLて み た ｡ ｢集落 内 で ､ お 金 を払 えな い けれ ど ､ 使 用 したい と思 っ て い る人 は い な
い の か ?+ と ｡ リ ー ダ ー は そ れ に対 し ､ ｢い る o で も許可 して い ない o そ れ を許 して しま
つ た ら ､ 責任を持 っ て 支払 っ た 人が怒 る ｡ そ の 代わり ､ 結婚式や ､ 行 事 の とき は 例外 に
して い る ｡ 私 が 取り ま と めて い る ｡ 結婚 式 の 間だ けホ ー ス で 水を引き ､ 終わ っ たらまた
引き抜く ｡ 多く の 人 が 賛成 しない 事 は や らない+ と答えた ｡
こ の h 集落 の 例 は ､ 彼 らが何 を通 じて 施設 に 対 して オ ー ナ ー シ ッ プ を獲得 して い く の
か 考 え る上で ､ 興 味深 い ｡ また 支援期間 内で の 住民組織化､ つ ま り外部主導で 限られた
期間 内に 水維持 管理委 員会を組 織化する こ との 意味 ､ そ して 成果 の 持続性 と は何 か を考
える 上 で 重要 な示 唆 を与 えてく れ る ｡
一
つ に は ､ 設 定 ､ 動員す る の が 外部者 で あ る か どうか に 関わらず ､ 直接的 な工事 - の
参加 の み が ､ オ ー ナ ー シ ッ プ獲得の 方法で は な い と い う事 で あ るo 参加者 が 担う行為 を､
よ り広 い 社会 生活 に意 味付 け る必 要が ある ｡ 筆者 は ､ 自. らが隊員時代 に 担 当 した a 集落
の 水道 引水 事業に お い て ､ 富 の 平等 な分配と い う点か ら､ ｢全員が使 えてVl
,
るか どう か+
を重視 し ､ ｢出来 る だ けたく さん の 人が オ ー ナ ー シ ッ プ をも っ てく れ る よ う ､ 出来 るだ け
たく さ ん の 人 に 工 事 に も会議 に も参加 して も ら い た い+ と い う希望 を常に伝 え て い た ｡
事業終 了後 に行 っ た 使 用 状況 の 全戸調 査 を通 じて ､ 集落長が 大量 に水 を引 い た り して い
ると い っ た不平等 な分配 が 明 らか にな っ た｡ しか し筆者は ､ それ がも とも とそ の 集落に
機能 して い たリ ー ダ ー シ ッ プ､ メ ン バ ー シ ッ プ の あり方 に準 じて い
■
る と判断 し ､ 問題化
す る に は 至 らな か っ た ｡ 責任と権威 に即 して ､ 相対的 に多く の 水供給 が リ ー ダ ー に対 し
て行 われ る と同時 に ､集落裏手 に住む｢弱 い 人 た ち+も取水が 可能な｢不 平等 なが らも弱者
救済的な分配+ シ ス テ ム が 成り 立 っ て い たか らで ある ｡ ま た ､ 別の 村落 開発普及員が 担 当
した水 道事業で は ､ ｢公 平 な労働+と｢責任 ある 自主的事業実施+の 証と して ､ 工 事労働の
順番 を住民 に 決 め て も ら っ た｡ しか し実 際は ､ 彼 らの 中で そ の 時期 に落花 生の 世話や収
穣に忙 しい 者 は 工 事 に参加 せず ､ 労働分担 は不 平 等で あっ た ｡ 筆者は ｢これ らの 集落で
は ､ 各人 が 社会内で 相補的役割を担 っ て い る+ と し ､ ｢あ る部分 (例 えば直接的 な水 の供
袷) で 物理 的 に得 を して い る者 は ､ 他の 機会で そ れ に比 例 した責任 と他者 - の 再分配を
求め られ て い る (例 えば行事窺 の食事 の 用意 ､ 管理費任 の 重 大さ等)｡ だか ら ､ 介入者が
見え る範囲 ､ つ ま り事業 へ の 直接的参加 の み で 彼 らの｢参加度合い+を測 る事 は出来な い+
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と指摘 した【小国 19 99:329】｡
(2)｢受益者+の 設 定 と事業 の 公 共性
支援事業 の 枠組 みで は ､ 支援対象を｢貧困者+｢女性+ ｢農民+ の ように集団化 して 設 定
してきた . 本 事業に お い て も ､ 農業分野に お け る｢農民 グル ー プ+､ 水道事業 にお け る｢維
持管理委 員会+等 ､ 住民 の 組 織化 を促進 して きた ｡ そ れぞれ に組織化 を推進する 理由 は異
なる が ､ こ こ で は 支援者側 の メ リ ッ トに つ い て指摘 して お き た い ｡ 支援対象を村落の 多
様な個人 か ら集団 に まと め る こ と に よ り ､ 支援 の 対象が ｢私+.と して の 個人 か ら公 と して
の ｢住民+ に なり ､ 支 援の 公共 性 が確保 され る ｡ また ､ 個別性 に目を 向ける 必 要が 減ぜ
られ る ｡ ｢最小 時 間と最低 の 手 間で 最大効果 を+ と い う方向性 で ある ｡ 全 国規模で イ ン フ
ラ整 備や農業機器 の 供 与 を行 う ような大規模事 業の 場合 ､ 形 式的組織化 の 手続き を通 し
て｢受 益者集団+を文 章上 に固定化す る作業が よくみ られ る o こ れ らの 住民組 織化 は ､ 住
民 の エ ン パ ワ ー メ ン トを 目指 して と い う より も ､ 介入する側 の 効率性や 公共 性 を確保す
るた めと い え るだ ろう ｡ しか し実際に は ､ ｢集団化+され た 人 々 は個別 の 事 情に応 じて支
援事業 - の 関心 (無 関心)を決定 して
.
い る ｡ い く ら｢最短期間 で最大受益者+を狙 っ て も ､
興味の 無 い も の はすり抜 けて い く だろ う し､ 形式 的に集団化 され る こ と で ､ 本 当に興 味
の あ る人 が 活躍 で き な い こ とも あり う る ｡ 既述 の 農業分野 の 事例 で は ､ 最終的 に は 固定
的串グル ー プ を タ ー ゲ ッ トと し て｢受益者数+を確保 するの で は なく ､自由意志 で集まり ､
且 つ 誰 か に伝 える求 心 力 の ある 人材 に注 目 した｡ 水道事業に お い て も ､ そ れぞれ の 事業
で 労働管 理や維 持 管理 委員会 の 設 定が なされ たが ､ 実際 に機能 した の は既存の リ ー ダ ー
シ ッ プに 則 っ た 特 定の 人 材 に よ る 求心 力 で あ っ た o - 概 に 固定的な集団化 を否定す るわ
けで は な い が ､ ケ ー ス ごと に異な るア プ ロ ー チ が 必 要と なる の は 明ら か で ある ｡ 本 草例
の 協力 隊事 業の よう に ､ 小規模で ､ 村落現場 で フ ェ イ ス ･ トク ー ･ フ ェ イ ス の 関係 構築
が可能 な場 合 ､ 人 々 の 多様性 が見 えやす い ｡ ミ ク ロ な観察が 可能 なプ ロ ジ ェ ク ト環境に
ある 場合 に は ､ ｢受 け皿+形成 の 組織化 よ りもむ しろ ､ 事 前調査 に時 間をか け､ そ こ で 当
該地域社会 の 人 々 の 結 び つ き に 注目 し ､ どの よ うな働きか けが ､ そ の 後 ､ 事業を運 営 し
て い く 上で 鍵と なるか を十 分に 検討す べ きで あ ろう o h集落 の ように リ ー ダ
ー の 求 心力
に 頼 っ た事業 の 場一合 ､ そ れ に よ っ て排除され る 人 々 が い ない か どうか ､ 当該社会 に お け
るリ ー ダ ー シ ッ プの 機能を理解す る事が最も重要 となろう ｡ 筆者自身の 場合 ､ (1)リ
ー ダ
ー の 条件と機能 ､ (2)リ ー ダ ー の 安定性 (固定性 ･ 流動性 の 有無)､ (3)リ
ー ダ ー ー メ ン バ
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- 間 の 責任 ･利益分担構造 ､ (4)既存の 組 織の 機 能 を年中行事 時 の 役割等 に つ い て の 質問
を通 じて 把握 に努めた ｡ こ れ らを知 る事 に よ っ て ､ 新た に組織形成す べ きか ､ 既存の 組
織に機 能 を付加で き る か ､ リ ー ダ ー を コ ン タ ク トパ ー ソ ン にす べ きか と い っ た問題 が明
らか に なり ､ ひ い て は｢イ ン ス タ ン ト組織+の 形骸化 を防ぐ辛 があ る程度可能とな るで あ
ろう ｡
形式 的な住民組織化 は ､ イ ン ドネ シ ア の 村落で は政府 の 手 に よ っ て十分に なされ てき
た｡ 自治委 員会 ､ 青年 団 ､ 婦 人会 な ど､ 様 々 で あ る ｡ しか し ､ 前節まで に述 べ たよう に ､
それ らの 全 国 一 様 な住民組織が い か に機能 す る か は ､ 結局 の.と
こ ろ ､ そ れ 以前 か ら培わ
れて き た個々 の コ ミ ュ ニ テ ィ の 社会関係 に大きく 帰依 してき た ｡ よ っ て ､ 支援介入 に お
い て なん らか の働き か けを行 う 場合 ､ まず(5)既存 の 住民間の ネッ トワ ー ク に つ い て住民
個々 が い か な る不 満 を感 じて い る か ､ ある い は ど の よう な依存を して い る か｡ (6)リ ー ダ
ー とメ ン バ ー 間に ､ 搾取 一 被搾 取 の 関係 は ない か . また リ ー ダ ー とメ ン バ ⊥ 間に どの よ
う卑交換関係 が 成り 立 っ て い る か o (7)｢住 民+と され る生活者 の 流動性 は い か なる もの か o
(8)土地 - の 執着 は どうで あ るか ､ とい っ た個別 の 状況 を調 査す べ きで あ ろう ｡ こ れ らの
観点は ､ 対象地域で暮 らす人 々 の 共 同体 - の 帰 属意識 の 輪郭 を掴 む 作業で も ある ｡ 無論 ､
こ こ に挙 げた調査 課題 は ､
一 朝 一 夕で 把握 でき る事柄 で は な い ｡ む しろ ､ こ れまで 人類
学者が ､ 長 期 に わた っ て参 与観察を行 う中で ､注意深く特 徴を考察 して きた項 目 で あ る｡
しか し ､ たと え部分的 なサ ン プ ル 調査 の 形式 をと る に せ よ ､ こ の よう な情報 を考慮 して
介入 ア プ ロ ー チ を検討す る意義 は ある だ ろう ｡ そ れ は
一 見非効率で 高費用の ように思わ
れ る か も しれ な い ｡ し か し ､ 莫大 な外 部資源が 形式 的な｢イ ン ス タ ン ト住民組織+に対 し
て 投入 され た場合の 社会的影 響は ､ 長 期的に 見た 場合 に よ り大き な問題 を当該村落社会
に与 えて い る の で はな い だろう か ｡
付加 すれ ば ､ 筆者は ､ h集落 の 事例 に み る よう な｢リ ー ダ
ー シ ッ 7
D'
を通 じた事業の 実
現+が 常に 正 しい と考える も の で は な い ｡ 獲得 した便益 の コ ミ ュ ニ テ ィ 内で の 公 共性 と い
う点で は ､ 疑問が残 る｡ 先に述 べ た a 集落で の 事業に見 られた ｢不 平等なが らも弱者救
済的+ 要 素が h集落 の 例 で 馴 まぼ ない と い っ て よ い . しい て 言 えば ｢結婚式 な どの 例外
に お ける 分配+ の みで あ る ｡ ｢資金 的 ･ 労働的責任 と ､ 失敗 したとき に損失 を負う とい う
リ ス ク を共有で きた者だ けが利益 を得られ る+と い う条件に基 づ い て 実現 した同事業は ､
あき らか に｢持 て るも の の ル ー ル+とな っ て い る ｡ たま たま同集落で は 全体 100世帯程 の
内 ､ 道 を挟ん で 奥ま っ た所 に あ る小 集落 40世帯程は ､ 川 の 近く に位置 し ､ 近隣の 中で
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も有数 の 稲作地帯で ､ ダイナ モ 付き の 井 戸 を大部 分の 世帯が個別 に所 有 して い る ｡ よ っ
て もとも と水需要 が高 か っ た の は州道沿 い の 60世帯程度で あ っ た｡ そ の うち当初か ら
40世帯が参加 し､ 現在 50世帯 弱が 受益者に な っ てき た の だ か ら ､ カラなり集落全体に近
く な っ て き たと い える が ､ それ で も ｢得られ な い 世帯+ が あ る ｡
しか し他方 で ､ こ の ル ー ル が機能 して い る か ら こそ 同事業は うまく 維持 管理され て い
る とも い え る ｡ 無償で 誰で も得 られ る の で は なく ､ ｢責任と投資+を約束でき た者 だけが
水使用 に催する｢信頼+を得られ る と い う ル ー ル が ある か ら こ そ ､ 同水道は ､ こ れ ほ ど順
調 に建設 ､ 維持 管理 され ､ 受益者を拡大 してき て い る の だとも考えられ よう｡ よ っ て ､
重要 とな る の は ､ まず ､ こ の よ うな ア プ ロ ー チ が ｢貧困者救済+目的 に は安易 に適用 でき
ない と理解す る事 で あ る ｡ そ して(9)こ れらの リ ー ダ ー シ ッ プ ー メ ン バ ー シ ッ プ を成り立
たせ て い る ル ー ル に よ っ て ､ ｢漏 れ て しまう+住 民の 同定で あろ う｡ ｢排 除され る人々 +が
存在す る場合 ､ 介入者が 安易に ｢うまく機能す るリ ー ダ ー シ ッ プ+ を仲介者 とす る こ と
で ､ 村落 内の 不均衡な 関係 に拍 車 をか けて しまう危険性 もあ る ｡ そ う い う場合 に 行うべ
き は む しろ ､ 後述 の ｢異質性 と のイ ン タ ー フ ェ イ ス+を通 じて,彼 らの 間の 関係 性 に新鮮な
イ ン パ ク トを与 える事 と な る か も しれな い . こ うい っ た問題 は ､ 個別 的 で あり ､ 一 つ の
解答を導き出す の は困難で ある ｡ だ か ら こ そ そ れ ぞれ に 丁寧 な調査と対応 が求 め られ る ｡
形式 的な 公平 性や 民 主性 が ､ ど こ の 社会で も｢公 平+だ とは限らな い ｡ そ もそ も ､ 文脈
か ら切 り離され た形 式的 な公 平 性 - の 志向自体カ
､
ミ
､ 序章 で援用 した川 田 の 言葉 にあ る よ
う に ｢西洋近代的 モ デ ル の 原則+ で あり ､ 普遍化 でき るも の で は ない ｡ セ ン は､ 異な っ
た空 間に お け る不平等 の 特徴は ､ 人間 の 持 つ 多様性の た め に相互 に異 な っ たも の と なり
が ちで あ ると述 べ ､ ｢多様 な平等 主義+を指摘 して い る【セ ン 2 0 02:17
･ 4 6】｡ ギ デン ズ は ､
平等 を包含(1
･
n cIus]
･
o B)､ 不平等 を排 除(e xclu s]
'
o B)と定義 し ､ 包含と して の 平等 とは ､ ｢社
会 の 構成員が ､ 形式 的 に で は なく 日常生活 に お い て保有す る ､ 市民と して の 権利
･ 義務 ､
政治 的な権利 ･ 義務を尊重する事+ で あり ｢機会を与 える事 ､ そ して 公 共空 間に参加す
る権利を保証 する こ と+ だと説 明 して い る【ギデ ン ズ 1999:173
･ 174]o われ われは ､ 個別
の 社会で 息づ い て い る｢公 平感覚+の あり方を学び ､ ｢包含と して の 平等+の 個々 あリ ア リ
テ ィ を注意深く 見 つ けて い か な けれ ばならな い ｡
(3)コ ミ ュ ニ テ ィ 成員の 流 動性 と事業に お け る｢参 加+
ま た ､ 集落の 自治能力 向上 を期待 して 介入 者が促 進す る｢住民組織化+を意義付 ける 際
1 5 8
に は ､ 当該 コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 人 々 が どれ だ け固定的メ ン バ ー か ら成 り立 っ て い る か ､
そ の 潜在的移動 の 可能性 を十 分に検討す べ きで ある ｡ 事 例事業が対象と して い る 村落部
で ､ ボ ル ネオ 島の マ レ ー シ ア 側 ､ サ バ 州 を中心 とす る長期 ･ 短期 出稼ぎが 盛 んで あ る事は
既に述 べ た｡ こ の よ うな コ ミ ュ ニ テ ィ で は ､ た とえ支援 の 限られ た期間中に 固定的 な組
織を編成 した と して も ､ 実際 そ の 土地 に｢生精 して い る+メ ン バ ー は数年 の 間 に大きく 変
化す る可能 性 が高 い ｡ 他方 で ､ 筆者が 聞取り を行 っ た相手 に 限 っ て言 えば ､ 彼 らの 出稼
ぎ目的 は 基本 的に 経済的理 由 で あ り ､ 出稼ぎ先で 成功 を治め ､ 地元 に 戻 っ て 立派 な家を
建て ､ ｢故郷 に錦 を飾 る+ 日 を夢見 て い た ｡ こ の よう に ､ 物 理 的移動 が 激 しく とも ､ 自 ら
の 帰属意識 が 常 に故郷 の 土地 に ある場合 ､ た と え固定的 な住民組織が なく とも ､ 出稼ぎ
か ら の 帰 国者も含め て 機能 し得 る ような｢コ ミ ュ ニ テ ィ の 規 範+が存在す る事 の 方 が ､ 事
業成果 の 存続を考える 上 で 重要 と なろう ｡ そ して そ の 意義を十分に 理 解 し､ 公共利 益 を
意識 して 判断で き る ｢他 の 住民 に と っ て 信頼置 ける+ リ ー ダ ー が 求心力 と して 大きな役
割を果 たす事と なろ う｡ こ の 場 合 ､ 支援をす る 側 に と っ て は ､ 組織成員全員 の 固定性 よ
り も ､ コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て倍 額 を得られ るリ ー ダ ー シ ッ プ わ的確 な把握 が 求 められ よ
う｡ ま た h集落 の 例 の よ う に ､ 住民間 の 関係に お い て もリ
ー ダ ー シ ッ プ の 顕在化が集団
行動 - の 重要 な足 が か り と なろう ｡ そ して ､ 成果 の 持続性 と は ､ 最初 の 形が 維持 されて
い く こ とで は なく ､ ど の よ うに 成果 の 形 態や機能が 変化 し よう とも ､ メ シバ - が 変更 し
ょう とも ､ 極端 な場合 に は 当初と活用 目的自体が変わ っ て しま おうと も ､ そ の 時々 に コ
ミ ュ ニ テ ィ で 生活す る人 々 に と っ て 有効活用 が 可能で ある こ とで は な い だ ろう か o
今後 ､ 更 な る考察が 求 め られ る が ､ 上記事例 の 考察は ､ 既述 の とお り｢事業実施 - の
直接参 加 と オ ー ナ ー シ ッ プ の 醸成+､ ｢公 平 な分配+､ ｢最初 か ら集落 全 体を巻き 込 む こ
と+､ ｢事業中 の 住民組織化(受益者とそ の 役割 の 固定化)+ とい っ た ､ 住民参加型 開発事
業を推進 す る 支援者が 現 場で 追 求す る方向性 に 対 して 疑問 を呈するも の と な っ て い る o
また 上記(1)-(9)で 示 し た事柄 臥 介入者が村落 開発支援に携わ る際に 念頭に お い て 頂き
た い 点 の 一 例で あ る o
2 - 2 - 3 異質性 と の イ ン タ ー フ ェ イ ス がもた らすイ ン パク トとは
次に ､ 支援事業が目 を 向けて い る時 間と場 所 の 限定性 とい う点 か ら同 じ h 集落の 例を
見て みよ う｡ h集落 の 動 き は プ ロ ジ ェ ク ト終了後 の 状況で ある が ､ 事業の イ ン パ ク トを
何をも っ て 測る の か 検討する意味で 重要だと考え られ る o 1999年 の｢自助努 力支援事業+
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の 段階時 に ､ D 隊員か らプ ロ ポ ー ザル 作成 を持 ち掛けられた際に は 実現 に至 らなか っ た
集落が ､ 近 隣集落 で の 給水事業成果 を目の 当たり に し､ ｢自分達 は 実現 で き なか っ た+ と
い う経験が後 悔とな っ て 表れ ､ 自 ら集金 ､ デザイ ン の 上 ､ 完全 な自助 努力 に七事業を実
施す る に至 っ て い る ｡ 他住民 の 分も立替えて ､ 先物買 い を して まで 実現 に こ ぎつ けた住
民リ ー ダ ー は ､ ｢こ れま で の 支援対象集落 を事 例 と して 長所短所 を判 断 し､ より よ い もの
を建設 した ｡D 隊員 の 誘 い を断 っ た か ら.こ そ ､自分達で や りた い と い う思 い が強く なり ､
実現 で きた+ と述懐 し て い る ｡ 当該集落 は プ ロ ジ ェ ク ト対象村落内で あ るが ､ 村落給水
事業の 対象地 で は な い た め , 給水事業評価の 直接対象で は ない ｡ しか し､ ｢隊員と の イ ン
タ ラク シ ョ ン+ が ､ そ の 後 の 水道建設 の 基盤 とな る経験 的学習 とな っ た こ とは確 か で あ
ろう ｡
2002 年 の 訪 問時 に ､ ｢あなた の 指 示 の 元 に実現 で きた とい う ｡ あなた■自身 に対す る住
民の 信頼 の 根 拠 は何だ ろ う.か+ と ､ 毎年繰り 返 して
い る質問 を した筆者に対 し ､ リ ー ダ
ー は まず ､ 自分が これ ま で に宗 教リ ー ダ ー や 青年リ ー ダ ー で あ っ た こ と ､ そ して 皆で 共
同作業をす る 時に 指導 した経験 が あ っ た こ とを理 由と して述 べ た｡ そ して 例と して ､ 同
集落 で モ ス ク の 建設 を自分達 でや っ たときを三､ 自分が リ ー ダ ー と な っ て ､ 住民か らお 金
を集めて 作業 を行 っ た経緯を語 っ た｡ そ の とき は ､全体で 2 千万 ル ピア 集ま っ たとい う｡
そ う い っ た共 同作業の 場合は ､ 他の ト コ マ ツ シ ヤ ラ カ ッ と 協力 して や る そうで ､ 例 えば
モ ス ク で あれ ば ､ イ ス ラ - ム 礼拝指導者 の イ マ ー ム と協力 した とい う･｡
そ こ で 更 に ､ ｢あなた が 今回 ､ 水 道建設 に 向 けて 声をか けた時 ､ h集落 の ほ か の ト コ
ッ マ シ ヤ ラ カ ッ 達 は ､ す ぐに賛 成 したの か+ と訊 ねる と ､ 彼 は に っ こり 笑 っ て かぶ りを
振 っ た ｡ そ の 後 ､ 彼 は ､ これ ま で の 支援事業と の 関わり が ､ 自分達 に与 えて き た好 悪影
響に つ い て 語 り 始 め た ｡
リ ー ダ ー ｢ト コ ツ マ ッ シ ャ ラカ ッ は 支持 してくれ なか っ た o む しろ障害と な っ た o そ の 理由
は ､ こ れ まで に 多く の 支援事業が失敗 して きて い て ､ 成功す ると思 えなか っ たか ら
で は ない だ ろ うか ｡ だか ら ､ 自分を支持 した の は ､ 当時本当に水に 困 っ て い た 人達
だ っ たo そ う い う人達 は ､ 自宅で開 いた
一 回 目 の 会議 の ときか ら賛成 して ､ 支持 し
てくれ た ｡+
筆 者 ｢具体的に ､ こ こ の 人 々 に と っ て ､ 支援 の 失敗 の 経験とは どの ようなもの か o+
リ ー ダ ー ｢まず は ､ 10 年程前 ､ 19 9 3- 19 9 4年 の ケア ･ イ ン タ
ー シ ョ ナ ル の 水道事業 o バ ラ
ン 集落 でや っ て い たとき ､ 私 は郡事務所 の 職員だ っ た ため ､ よく会議 に参加 した o
そ の 中 で ､ ケ ア の 支援 の 事 を知り ､ こ の 集落 で もでき ない かと来て もらい ､ 調査 し
た ｡ 実現に い た るか と皆 ､ 思 っ て い た o 計画もされたo でも ､ 結局実現 しなか っ た ｡
理由 は｢プ ロ ジ ェ ク トが終わ っ た+か らと い う こ と だ っ た o 次 に ､ 水道公 社(P D AM)o
こ れ は ､ や っ て き て ､ ｢ 口 約 束+ だ け し て い っ て ､ 結 局 実 現 し な か っ
た o ･ - - - - ･ ①
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最後が D 隊員 の や つ ｡ こ れ は､ 住民 を呼ん で会意もや っ た｡ 殆 ど実現 しそうな
感 じだ っ た｡ 7 人 の ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ を呼んで ､ 水量測定もや っ た｡ そ の ときの
話 で は ､ 水量 は十分で ､ なん で も轟砂 10リ ッ トル 近くあるだろうとの 事だ っ た｡
で も ､ D 隊員が r全て の 世帯が 5 万 ル ピア ずつ 支払わね ばい けない+ と い っ たo
それで ､ 住民は ｢やりたくない+ とな っ た ｡ 彼らには まだ､ どう いうプ ロ セ ス な の
か わか らない 状態 だ っ たか らだo - - - - - - - - I - - - - - - - - I - - - ②
自分 と して は ､ 皆が 一 つ にならない の であれば､ やらな い o 自分自身の 負担が大
きすぎるか らだo 轟回自分 一 人が皆に声 をかけて会議 に来 るよう働きか けて い るよ
うな状況だ っ た｡ そもそも ､ そ の 前に ､ 協力隊真 の 関わ っ た山羊飼育事業で 山羊が
たく さん 死 ぬ と い う失敗 の経 験を住民 は既 に して い た ∴ - - - - - - I - - - ･③
･そう こ う して い るうちに ､ 事業は隣の集落 でやる ことにな っ たんだ｡ (中略)それ
に ､ 遡れば ､ 他分野で の 失敗経験と して ､ や っ ぱり ｢口約束+ で 実現 しなか っ た事
が 色 々 ある ｡ 上 か ら爵が来て ､ ある い は こ っ ちから申請 して ､ でも計画に結 び つ か
な い よ うな事 が い っ ぱい あ っ た｡ だか ら ､ われわれは ､ ｢もらえれば感謝す る し､
も ら え なく て も ､ ま あや っ ぱり(神 に)感 謝 す る し かな い の さ(k ala u dikasih,
syukur与, kala utidakdikasih, 8yukurjuga. .)a+ - ･ - - - - - I - - ･ ･ ･ ･ ④
筆 者 ｢もう何回 か訊ねて い るが ､ そう い う状 況下で ､ 一 昨年 ､ 水道事業を自分凄 で実現
で きたの はなぜだろうか ｡+
リ ー ダ ー ｢･ ･ ･ われ われ は傷 つ い たo それに プライ ドもあ
▲
つ た o 実現 ｢し損 な っ た+ とい う経
験が痛 か っ た ｡ 隣 の 集落の 水道が出来た後 ､ 集落の 蛍 界に 近い 所に住ん で い る ､ こ
こ の集落 の 住民が ､ ｢水 を使わせてくれ と頼みに行 っ たが だめだ っ た+､ と言 い に来
たo そ う い う人が ､ ｢どうやれ ば､ こ の集 落に も水が 来 るんだろ うかj と 自分の 所
に相散に 来た んだ ｡
■
そ う い う悔しさを実感 して ､ それで 初めて なん とか した い と思
うように な っ た｡ どうすればい い の かと い う蕎に な っ たと普 , 最初 は 19名 だ っ たo
1 9名 で始 めて , 湧き水を堰き とめて ､ とにかく集落近くの 大きな水槽まで水 を引い
て き た ら ､ そ の 水 槽 で 大 量 の 水 をみ た 他 の 多く の 人が ､･ 参加 する よ う に な っ
た ｡+ - - - - - ∴ - - ⑤
｢私 は ､ 他 の集落 でケア がや っ た事業に閲 し､ そ の 後 ､ 水 の 分配などで問題が ある
と ､ 郡職 員と して 出か けて い く事が あ っ た｡ 事業経過も ､ 技術的な事も ､ 色 々 と直
接見る経験がた くさん あ っ た ｡ だか ら水道づくりに理解が深か っ た｡+ - - - ･⑥
上記 ､ 長 身 と 引用 した の は ､ そ こ に ､ 彼 らが｢外部支援との 接触+ に串つ て受 け る影 響
に つ い て 盤つ か 重要 なポイ ン トが示 されて い る か らで あ る｡ 振り返 っ て整理 して みよう｡
彼 は ､ 同集落 で 住 民が自分達で 積極的 に共 同作 業を して い く た め に は ､ 自分を含め ､ ト
コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ と呼ばれ るり - ダ ー が 連携 して 住民 に働き か ける事が重要 で あ る事 を
示 した｡ そ の 上 で ､ 今回 の 水道事業 に関 して他 の ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ が懸念を抱 い た理
由 が ､ それ以 前まで の ｢支援と の 苦い 出会い+に あ っ た こ とを指摘 した｡ 例 えば①に挙 げ
た水道公社や ケ ア ･イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル の 例は ､村落部に対す るイ ン ドネ シ テ政府 の 支援
で 一 般的 に 見 られ る問題 で ある . 無責任な発言 によ っ て期待 を引き起 こ して お い て ､ 実
現 しな い ｡ あ る い は ､ 実際に実 現させ る べ く 住民 を巻き 込ん だもの の ､ 支援団体やプ ロ
ジ ェ ク ト側 の 都合で 実現 に至 ら ない ｡ こ うい っ た外部支援団体との 接触経験に つ い て は ､
他 の 村落 の 住民 か らも幾つ か の 例 を耳に した ｡ あ る い は ､ こ う した 事業の いく つ か は ､
5 syukul
･ は r神 に感謝す る ､ 感謝す る+とい う意味｡ こ こ で は ､ 前者も後者も ､ 支援者に 対す る感謝
とい うよりも ､ どちらに して もア ツ ラ ー の 思 し召 しだか ら感謝をす るの だと い う ニ ュ ア ン ス に読み取
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本当 は ､ 水源 と集落 の 高低差 不 足 と い っ た別 の 理 由 が あ っ た の か も しれ ない ｡ しか し少
なく とも ､ 住民と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が不 足 して い たた めに ､ 人 び と の 記憶の 中で は
｢ 一 方 的 に巻 き込 まれ ､ 手 放され た+と感 じられ て い るo そ して その 記 憶が その 後 の 外部
支援に 対する 消極的な態度 に結び つ い て い る ｡ も しも技 術的 な理 由で 実現 に 至 ら なか っ
た の で あれ ば ､ 現場 か ら足 を遠 の ける の で は なく ､ む しろ言葉を重 ねて 鋭 明す る姿勢が
必 要 で あ ろ うo
ま た ､ ②の D 隊員の ア プ ロ ー チ ほ ､ 事例 プ ロ ジ ェ ク トで は 一 般 的に 用 い られた｢住民
の や る気 を測 る方 軌 で あ る ｡ 永遠事 業だ けで は なく ､潅概や市場 改修等 の 分野 で も ､ ｢参
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
加者が ､ 自分達 で 決定 した金 額を全 員が 一 様に 拠 出する 事+ と い う条件を課す こ とが 多
か っ た ｡ そ れ は ､ 当時 の 筆者を含め た 隊員チ ー ム の 間で ､ ｢住民 の 資金拠 出は ､ 住民 に成
果 - の 責任 と所 有意識 を抱 か せ る+ と い う仮説 に基 づ い た期 待が あ っ たからで ある ｡ ｢代
償を支払 う事+が 責任感 を生 む 一 つ の 要素
L
t なる とい う考 えは ､ 既述 h集落の 水道建設 と
使用 に あた る住民 の 責任 分担 の あり 方を鑑み れ ば ､ 同集落社会 で も適用されて い る と言
え よう｡ しか し ､ そ の 代償 の 支払 い 形態 と支払 い 時期 ､ そ して 住民 間 の 分担量 が どの よ
う に して 決 め られ る べ き か は ､ 簡 単に 一 般化で き る もの で は な い ｡
また ､ 彼 らの リ ス ク予 想 に は ､ そ れ 以前に蓄積された経験知 が作用 して い る ｡ ③の 発
言 に 見 るよ うに ､ 同集落 で は そ の 前年 度に ､ 事 例 プ ロ ジ ェ ク ト の 畜産 分野 で行 っ た ｢山羊
飼育+ の パ イ ロ ッ ト サイ トと な っ た が ､ 導入 した 山羊が 全滅す る ､ と い う経験 を して い
た ｡ 同 山羊事業は ､ そ もそ も導入 した 山羊 の 種 類自体に 問題 があ っ た こ とが後に わか っ
た の で あ るが ､ h集落の 人 々 に と っ て ､ 事例 プ ロ ジ ェ ク ト - の信 頼度 を低 め る に は十分
な経験 で あ っ たと言 え る だ ろう｡
彼 らは ､ 事例 プ ロ ジ ェ ク ト に対 して 投資す る こ とに リ ス ク を感 じて い た｡ そ れ は ､ 直
接的 な 山羊全滅 の 経験 だ けで は なく ､ そ れまで に彼 らの 期待 を裏切 り つ づ けて きた他機
関 の 支援事 業と の｢す れ違 い+の 経験 に 基づ く姿勢で も あろ う ｡ だか ら ､ これ まで の 政府
支援 に対す る姿勢と同 じ態 度を取 っ た ｡ ④の 発舌に み る ｢も らえれ ば感謝する し ､ も ら
えなく て もや っ ば り感謝する+ と い う言葉が 象徴的で ある ｡ これ は彼 らが常日 頃か ら ロ
に する｢ア ッ ラ ー の 思 し召 し+に 通 じる発 言で あ る ｡ つ まり ､ 結束 が どうな るか どう か の
最終決定権は＼ ｢わた し+ にも ｢あなた+ にも な い ｡ 首尾 よく行 けば嬉 しい が ､ うまく い
れ る ｡
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か なか ? 七 と して も誰 を責められ る 訳で もな い とい う発想で ある o 換言すれ ば ､ 確実な
結果 に そ れ ほ ど期待 しな い ､ そ の 代わ り ､ だめ で も致命的なリ ス ク を自分が 負わな い 程
度の 関わ
■
りに 留 め て お こ う ､ と い う姿勢に も つ なが る だろ う ｡
｢住民 参加型+の 実施 と は い っ た い ど こ で 誰が何 をする こ とな の か D 介入者は どの よう
なア プ ロ ー チ をする べ き か ｡ 少 なく とも ｢こ う い う手順をすれ ば必 ずうまく い く+ と い
う マ ニ ュ ア ル は あり得 ない ､ と い う事 は 主張で き る ｡ まずは 対象となる コ ミ ュ ニ テ ィ が ､
自分と の 出会 い ま で に どの よう な ｢介入経験+ を経て きて い るの か に つ い て ､ 住民 の 語
り に注意 深く 耳 を傾 ける 姿勢が 必要 で あろう｡ ｢どの 機 関 の 支援で 何が作られ た か+を把
握すれ ば よ い の で は な い ｡ 住民 が どの ように記 憶 し､ 当時 の 住民自身 の 態度を ど の よう
に 自 己評価 して い る か が重要 な の だ ｡ そ して ､ 新たな介入 と なる自分自身 が持 ち込 もう
と して い るも の が何 で ある の か ､ どの よう な意図 をも つ の か ､ 何 の た めに｢準備段 階+や
｢調 査+ に住 民を巻き込 も うと して い る の か と い っ た点 を
一 つ 一 つ 明 らか に する べ き で あ
ろう｡ そ う い う意 味で は ､ 開発 支援 の 実務家だ けが問題 なの で は ない ｡ 自分達 に は そ れ
ほ どの 責任が な い よう な顔 を して ､ ｢フ ィ ー ジ ビ リテ イ+や ｢イ ン パ ク ト+ を聞きまわ る
調 査者も ､時 には 同 じよう な期待 を住民 に招か せ ･､ 落胆 させ て い る か も しれ な い の だ ｡｢調
査だ か ら許 され る+等 と い う こ と は な い ｡ 必然的 に 異質性 を身にま と っ た外部者と して ､
自 らの 行為が彼 らの 生 活 に対 す る｢介入行 為+で ある こ とを常に 自覚した い ｡
2 - 2 - 4 r参加Jを巡 る断絶 とア ク タ ー 間 の相 互作用
他事 例 に も通 じ る考察ポイ ン トの 一 つ は ､ 事 業後半 に見 て 取れ る ､ ｢参加+ 目的 に 対
す るア ク タ ー 間の 異 な る 理解 の 存在 で あ る ｡ 最初の 4年 を通 じて ､ 外部支 援者が 持 ち 込
ん だ｢住民参加+の あり 方が ､住民と の 共通 ル ー ル と して習慣イヒして いく ｡ しか しなが ら ､
外部者に と っ て は ｢ コ ミ ュ ニ テ ィ が 活 性化 され ､ 住 民が成果 に 対するオ ー ナ ー シ ッ プ を
有す る た め+ の 補助的 条件 と考えられ たこ れ ら の 事柄が ､ 住民 に よ っ て ｢外部 の 支援資
渡 を入 手す るた めの 手 段+ と して戦略的 に採 用 され て い る ｡ い わ ば ､ 住民は外部者 の｢期
待 に応 え る+た め に ､ 条件 に合わせ た｢参加+を行 い ､ そ の 見 返 り に資振 を獲得 したわ けで
ある ｡ 外 部 か ら の イ ン プ ッ トを前提 とする支援事業に お け る｢参 加+とは ､ こ の よう なア
ク タ ー 間 の 交渉と ､ 異な る解釈 に基 づ い て 互 い を｢わか っ た気 に なる+と い う意味で の 括
弧 つ き の｢相互 理 解+に溢 れて い る ｡
但 し ､ 筆者 はそ の よ う な｢相互 理解+を 一 概に 批判するも の で 壮 な い o 個々 の 事 業実施
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中 の 直接的 な｢参加 の あり 方+に固執する事 の 限界 を指摘 した い の で ある ｡ より重 要な事
は ､ 繰返 しに な る が ､ 当該地域社会の 人 々 が積 ん でき た経験 に つ い て 学び ､ 外部者側 の
期待や 意図を誠実に伝 え る機会 を通 じて ､ 双方 に と っ て認識 的なイ ン タ ー ウェ イ ス を設
定す る事 ､ そ してイ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて 住民が何を得られ る の か注意深く 検討す る
こ とで は な い だろう か ｡
2 - 2 - 5 弱者 へ の 配 慮 と は:r声を 出さな いJ戦略 ･ r声が出 せ な いJ構造 ･ r声が 聞 こ
えな いJ関係
こ こ で も う ー 点 ､ 生活 用 水事業 の 活動 に つ い て ､ 議 論 を付加 して おき たい o 拙稿【小 歯
199 9]で は ､ 上記 a 集落で 実施 され た給 水事業 の 計画 プ ロ セ ス が ､ い か に 隊員主導で あ
っ た か ､ そ して 隊員と住民 と の 関係性が 施 工 プ ロ セ ス を通 じて い か に 変わ っ て い く か と
い う 点 に つ い て 議論 し た｡ 筆者 は 同議論 に お い て ､ 介入者主導の 住民参加型事 業に批判
的視点 をあて つ つ ､ 事業 をア クタ ー 間の イ ン タ ラク シ 芦･ン ･ プ ロ セ ス と見 る こ とに よ っ
て ､ 世代や性 別 ､ 所 有す る 土地 の 広 さや 家族 の 人数等 ､ 様 々 な個人的事 情に応 じた事業
へ の 関わ り方 が存在す る こ と を指摘 した ｡ 特 に 女性 の 事 業 へ の 関わり に つ い て 判断す る
際に ､ 労働や会議 - の 直接的 ､ 形式 的な参加 の 有無 に気 を配 る 以上に ､ 彼女達 が村落社
会 の どこ で ｢声 を出 せ て い る の か+､ そ して そ の 彼女 達 の 意思 は ､ どの よ うに 公 的 な意思
決定 - とリ ン ク して い く の か を丹念 に 見て い く 必要性 を主 張 した｡ 同事例 で は､ 女性達
は 公 的 な場 に なか な か 出 て こ ず ､ ある い は 出席 して もす ぐに お 茶入れ の た め 席 を立 っ て
しま っ た た め ､ 女性 の 声が反映 され ない の で は な い か と 心配 されたが ､
▲実際 に は ､ 家庭
内で 発言 権の 強 い 女性 達 の 意見 を持 っ て 男性達 が 会議 に 出席 して い る と い う状 況が 見 ら
れた . 他 方で ､ 自 ら事業 に 関JLの ある ､ 若 い 世代の 女性 達 は ､ 出席 して 発言 する こ とも
厭 わな か っ た し ､ そ れ に つ い て 男性 か ら抑制 的 な意見や 態度は みられて い な い ｡
同地 で は ､ 既述 の 通り ､ 一 般的 に親族 内婚 姻 が行 われ て きて お り ､ 婚姻 後 は ､ 妻 の 実
家に夫が住む裏方 居住が 頻繁に み られ る ｡ 実家で 親と暮らす女性達 は ､ 結婚後 も生 まれ
育 っ た集落､ 家庭環境 で 過 ごす こ ととなり ､ 集落 の 近 隣関係 の 大部分が血縁関係で つ な
が っ て い る ｡ こ う い っ た条件 の もとで ､ 女性 達 は 日 常生活 の ど こ で 自 らの 声を あげれ ば
自分たち の 思 い を達 成で き る か ､ 経験的 に会 得 してき て い る とい えな い だろうか ｡ 第
一
章 で 紹介 した ビ ジ ャ レ ア ル は ､ メ キ シ コ 西部 の 農村 にお ける 事例を通 して ､ 労働女性 を
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一 様に
■
｢弱者+や ｢起 業家と して の 可能性 を持 つ+ と して カ テ ゴ ライ ズ す る政府や外 部者
によ る視点 と ､ 女性 達自身 の 自己イ メ ー ジとの 断絶に つ い て 論 じて い る ｡ そ して 女性達
が ､ 与 えられ た環境 の 中で ､ ｢自分自身の 自己イ メ ー ジ を高めたり ､ 自分自
一身 が使える 土
地を得た り ､ 自分達 が優位 に な る ような発 言 を権威者に させ る ために ､ 配偶者や､ 親族
や友人や 政治的な つ なが り を用 い+､ 自 らの｢プ ロ ジ ェ ク ト+を設 定 し ､ 農業や ､ 家庭内で
の 活 動 を ､ 彼女達自身 が 演 じた い 役 割 を担 え る よう に 一 致 させ て い く 様 を描 い て い る
【villar r e a1 1992:26 2･ 6 3】｡
ビ ジャ レ ア ル の 例は ､ 一 見 ｢声 を出さな い+ 戦略 とも受 け取れ る ｡ 少 なく とも 一 方 的
な受動体と して捉 える べ きで はな い だろ う｡ ｢声を出さな い+と い う発想 を持 ち込 む意義
は ､ 一 様な カ テ ゴ ライ ズ の 回避 に ある . しか しなが ら ､ ｢声を出 さな い+ と い う見方 は難
しい 問題 を孝 む ｡ そ れ は ､ 彼 女達 が受入 れ ざる を得 な い ｢声 を出せ な い+ 構造 的 な問題
で ある ｡ 上 記 の 事例 でV
.
､ えば ､ そもそ もなぜ女性達 は 家庭内で の 発言 権に自ら の 傾 界+
を定め て い る の か ｡ や は り そ こ に は ､ 前提条件 と して 女性が｢境界+を狭く設 定せ ざる を
得 な い 社会 関係 が存在す る の で は な い か . ビ ジ ャ レ ア!レの 事 例に登 場す る 女性達 が ､ 自
ら語 らず ､ ｢配偶者や親族や 友人+ に期待する の は なぜだ ろ う ｡ こ の よう に 考える と ､ ｢声
を出さな い+ 戦略 が 生 まれ る 土壌に ｢声が 出せ な い+ 構造 が 潜 んで い る可 能性 は高 い ｡
ビ ジ ャ レ ア ル は ､ ｢彼 女 達 の 社会 世界 の 再構 築に お い て ､ 策略 を可 能 に す る に あた っ
て は ､ あ る領域で は 独 立要 素を含み ､ 別 の 領域で は 『依存』 要 素を含む+ と し ､ ｢女性達
が 彼女自身の 創造 ､ 適 応 ､ 管理 の｢ス ペ ー ス +を獲得 す る ため に行 っ て い る努力+ を研究
する重要 性 を指摘 して い る[Ⅵ1la r r e al19 2:263】｡ ｢声が 出せ ない+ 問題 を ､ 安易 に女性
の ｢声 を 出さな い 戦略+ とす り替えて は な らな い が ､ われ われ は ､ 少 なく とも ､ ある地
域社会 にお け る人 々 の 状況 に つ い て ､ 表 面的 な態度や役割 の み ならず ､ 日 常的な生活全
体に お け る他ア ク タ ー と の 相互 作用 を通 じて検討す る必 要が ある だ ろう ｡
こ れ は 男性 ､ 女性 と い っ た属性 で 区別 され る集団 に つ い て の み の 議論 で は な い ｡ 世代 ､
土地所有 ､ 宗教 ､ 生業 ､ 親族関係等 ､ 様々 な関係性 の なか で ､ 人 々 は 自 らの 生活 世界の
｢境界+ を設 定 して い る ｡ 歴 史的､ 社会 的背景 の 中で ､ 経験的 に蓄積され て きた かれ ら
の 生活 世界 を知 らず して ､ 彼 女が ､ ある い は彼 が ｢抑圧 され て い る+ か どうか 論ずる こ
とは難 し い で あろ う｡ そ して ､ それ が ｢声をだ さな い+ 戦略 なの か ､ ｢声 を出せ な い+ 棉
造的 な問題 なの か , あ る い は ア ク タ
ー と して の 自分自身との 関係性 の せ い で ､ われ われ
に は ｢声が 聞 こ えな い+ の か を知 る ため の 努力 をすべ き で ある ｡ まず は 自らの 属性 と ､
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われわれ 自身 が 設定 して い る ｢境界+ に気づ く 必 要 が あるだ ろう ｡ ｢開発 に お い て ､ 行 動
様式 を変 える 必要性 は 長 い 間無視されて き た (中略)･しか し ､ 行動様式や 態度 ､ 私達が
⑳
どの よう な人間 で ある か と い う 疑問 ､ 私達 が どの よう に 関わり 合うか と い う命題 は ､ 普
遍 的に 重要性 を持+ ち ､ こ れ は ｢自分自身が 変わ らね ばい けな い こ と を明 らか に する+
とチ ェ ン バ ー ス は 指摘 して い る【チ ェ ン バ ー ス 2000:46 9】｡ しか しこ れ は ､ 必 ず しも上位
と下位と が逆転す る こ と を志 向する も の で は な い ｡ ｢下位 の 人は 能力 の な い 振 り を し て
上 位の 人 をだま し ､ 自分達 を無能 と信 じて い る 上位 の 人 の 思 い 込み を取 り入 れ て ､ 自分
た ち自身の 能力 を否 定 する+【チ ェ ン バ ー ス 2000:466- 467】とい われ る o 重要 な の は ､ わ
れ われ 自身 の ｢ - と して の わた し+ と い う境界が ､ ア クタ ー と して 関 わり 合う 中で ､ 関
わ る相手 に と っ て ど の よ うな ｢異質性+ をも っ て い る か ､ い か なるイ ン タ ー フ ェ イ ス と
な っ て い る の か ､ そ して イ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて お 互 い の｢境界+に い か な る影響を及
ぼ しあう の か を検討す る視点 を常に 持 つ こ とで あろう ｡
第 3節 農業 土木事業に おけるr持続性j一の 理解 : アクタ - の 生活経
験 を基盤 とするリ ス ク回避 と ベ ネ フ ィ ッ トの捉 え方
第 1 項 経緯
1 - 1 事業の 背 景
プ ロ ジ ェ ク トが開始 さ れた 当初 ､ こ れ まで中央政 府に よ る ト ,)プダウ ン 的 で プ レ ゼ ン
ト的 な支援事業ばか り経験 して き た パ ル 県政府の 担当技術事務所 か ら
‾
､ イ ン フ ラ施 設 の
建設や ､ 一 定規模数の 苗 や家畜の 配布等 ､ 物 理 的な支援 - の 期待 が事あ る ごとに 主 張さ
れた o潅概施設 の 簡 易改修は ､ ｢目 に 見 える成果+と して農作物増収 に直接結び つ く た め ､
イ ン ドネ シ ア 政府か ら特 に強 い 期待が寄せ られ て い た｡ ま た ､ プ ロ ジ ェ ク ト開始前 ､1994
年の 事 前調査 報告書に も ､ 蛇篭 に 石 を詰 めた 堰や 土を据削 しただけ の 水 路な ど ､ 住民 が
ゴ ト ン ロ ヨ ン で行 っ て きた簡易な港概施設 の 存在が 紹介されて い た ｡ こ れ ら既 存の 施設
に コ ン ク リ -.トを使用 して ト 手 間+か け る こ と に よ っ て ､ より安定的 で 効率 的 な潅 概が
可能 に なる と想定され て い た｡ こ う い っ た背景 か ら ､
■
農業土木分野 はも っ とも届 い 経済
効果 が期待で き る中心的 な活動分野と して ､
L7
o
ロ ジ ュ ク ト初年度か ら担 当隊員が投入 さ
れ る予 定で あ っ た ｡ し か し ､ 一 般 公募を基本とする協力 隊シ ス テ ム で は ､ 必ず しも適切
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な時期 に適切 な人 材 が採用 され る とは 限ら な い ｡ こ の 場合も ､ 期待 され て い た 199 5年
中に隊員派 遣は 実現 せ ず ､ 先に述 べ た よう に ､ 初年 度は村落開発普及員 2名 ､ 家畜飼育 ､
市場調査 ､ 農業 (A 隊員) の 5名が投入 され る事 と な っ た｡ 農業土木 隊員が 着任 したの
は ､ 初代 の 村落開発 普及員が 帰国す る 3 ケ月 前 ､ 19 96年 8月 の 事 で あ っ た ｡ 隊員チ ー
ム は 1995 年 10月 か ら 1 996年3月 ま で ､ 短期緊急派遣で農業土木 シ ニ ア 隊員を呼び 寄
せ ､ そ の 後に 来 る担 当 隊員がス ム ー ズ に作業に入 れ る ように ､ 水源調 査 を実施 した ｡ 短
期緊急派遣と は ､ こ の よ うに 必要 な時期に 隊員が 確保 で き ない 場合や ､ 一 般 隊員で は対
応 で き ない よ うな より 高度な短期の 業務 に対 して ､_隊員経験者を派遣す る シ
ス テ ム で あ
る ｡ これ は ､ 5 年間 と い う限 られ た期間 内に ､ 予 定された活動を円滑 に 実施 するた めの
苦肉の 策で あ っ た と思 われ る ｡
1 - 2 事業立 案 : r標準化+され た住 民参加 の か たち
結果 的に ､ 担当 の E 隊員が赴任するま で に ､ 他 の 分野 で は そ れぞれ活 動 が 開始され ､
村 落開発分野 で は ､ - 件目 の a 集落 で 村落給 水施設 の 建 設 が始 ま っ て い た . E 隊員 は ､
半年前 に 短期緊急派遣 の シ ニ ア 隊員が 実施 した水渡調査結果 に基 づ い て ､ ニ ー ズ会議 で
｢潅概施設+の 優先順位 が 高く ､ また 技術的 ､ 地 理 的 にポテ ン シ ャ ル が高 い と 思われ る集
落 で測 量 を行 っ た｡ そ して ､ 既 に準備され て い た報告書に
.
i 削ぎ従う形 で ､ パ ラッ カ 村カ
レ ン ゲ集落 で の 港概施設 建設及 び 水路 の 改修事 業に着手す る事と な っ た ｡ 施設 設計 は ､
E 隊員が メイ ン とな っ て ､ プ ロ ジ ェ ク トの ス タ ッ フ と して 県 に雇用 され たカ ウ ンタ ー パ
ー トと共 に ､ 技術的 見地 か ら行 っ た ｡ 他方 ､ 同隊員が赴任する 4 ケ月 前に女代 した 二 代
目 の 隊員チ ー ム リ ー ダ ー は ､ 先行 して 1 9 6年度か ら行 われ て い た生活 用水確廠事業で
適用 され て き た住 民参 加 の あり 方 を｢標 準化+ して 本事業で も適用 し､ 住 民 の 無償労働 ､
資材拠 出 ､ 委 員会形成等 を条件付 けた ｡ E 隊員 は ､ こ の 中で も特 に ｢住民 の 無償労働+･
と い う部分で ､ 受 益農民 との 話 し合 い に苦労 を したとい う｡ 工 事対象 とな っ た 水域は ､
もとも と住民 が蛇 篭堰 と掘削水路 で水 を引 い た場所 で あ っ た ため ､ 工 事 は そ れ らの 農民
を受益対象と し ､ 繰り 返 し村で の 協議 が開 か れ た ｡
農民達 は ､ ｢潅概事業は水 道事業と は違う｡ 工事 の 専門度合い も 労働 の き つ さも違う+
と ､ 無償労働に 対 して 強 く反発 し た｡ E 隊員の 記録 に拠 れ ば､ 農民 は ｢1･ 海瀬事 業は
生借 用水や トイ レ と異なり ､ 特 定受益者だ けの 利益 に つ なが る の で ､ 利益 に ならな い 者
の 協力 を得 る の は 難 し い ｡ 2. も し受益者以外 の 労働力 を得た い の で あれ ば ､ それ に 見
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合 うだけ の 賃 金が 必 要+ と い う 二 点 を挙 げた と い う[協力 隊事 務局 19 8‥23,26】0 日本で
公 共事 業に 関わ っ て き た経験 を持 つ E 隊員は ､ ｢協力 隊= 草の 根 = 住民達 が自分で やる こ
と+ に こ だわらなが らも受益農 民側 の 立 場 を支持 し ､ チ ー ム リ ー ダ ー に 対 して 労賃の 支
払 い を検討す る よ う提案 した o また ､ 工 事の 一 部時期に集中的 に 必 要 な労働者の 数は ､
受益農民 の 交代労働で は ま か な えない 規模で あり ､ どう して も｢住民 が 作る+こ と に固執
する の で あれ ば ､ 受 益農民以外 の 住民 にも無償労働を強 い る 事 に なる 状況 で あ っ た｡ し
か し ､ リ ー ダ ー は納 得 しな か っ た｡ そ の 理由 は ､ 協力 隊事 業で は現 地 で の 人件費支払 い
が認 め られ て い な い こ と ､ チ ー ム 内で の 整合性 が 取れ ない と ､.水道 事業な ど他の 事業で
も住民が労賃 を求 め る よう に な る とい う危 倶と ､ 既 に繰り 返 し紹介 した ､ ｢事業 - の 住民
参加+に対 す る考 え方 に 基 づ く判 断で あ っ たと思 われ る｡ こ の 時期 ､ 毎週 の ように 同集落
で ､ E 隊員 ､ リ ー ダ ー ､ 関係 す る農民 の 間で 会議 が 開催され た ｡ 会議 は どち らか と い え
ば隊員側 主 導で 行 われ ､ 隊員側が 茶菓子 の 提供 を して い た. 何度も繰り返 し行 われ た農
民との 話合の 結果 と して ､ ｢受益者が お 金 を集め て ､ 労働する 者 に対 す る労賃を捻 出す る ｡
労賃拠 出 に 関 して は 村側 が 責任 を持 っ て 行 い ､ 隊員チ ー ム 側 は 一 切関与 しない+ とい う
案が 挙 げられた ｡ こ れ に よ り ､ 隊員チ ー ム が 出 した ｢無償労働 ､ 資材拠 出 ､ 委員牟形成+
とい う当初の 条件とは 微妙に ずれた もの の ､ ｢労働に か か る賃金 の 捻出 ､ 資材拠 出 ､ 委員
会形成+ と ､ 一 見 した と こ ろ 特に違わな い ｢住民参加+ ル ー■ル が取 り決 められた ｡
1 - 3 エ事 の 完成 - 新た な課題 の 始 まり
工事 は 重労働で あ っ た が ､ E 隊員は 実施全期 間中､ 対象集落 に住み込 ん で共 に 作業を
行 い ､ 港概施設 は 同年 9月 に 立 派 に 完成 した ｡ イ ン ドネ シ ア 側行政 関係者 は ､ 初 めて の
大きな｢目 に 見え る成果+を喜 び ､ 県知事等 ､ 50 人 以上の 客を招待 して ､ 現場 で 完工 式 を
開催 した ｡ ｢目 に見 える成果を早く+と い うイ ン ドネシ ア側 か らの 重圧 に耐 えて き た隊員
リ ー ダ ー に と っ て も ､ や っ と 一 息 つ け る思 い だ っ たに違い な い o 完成後 の 第 一 回 目の 収
穫時 に は ､ 目 に 見 えて 増収 を得られ た ､ と受益者 の 喜び の 声 が 聞 こ えて き た｡
と こ ろが ､ 2 回 の 雨季 作と 1 回 の 乾季 作の 収穫後 ､ 1 9 9年 1月 に ､ 同施 設 は 10年 に
1 度と い う大洪水 に見 舞われ ､ 水 門 ､ 水路部分が深刻な損壊 の 被害に あ っ た ｡ 隊員チ ー
ム で は ､ 改修計画 の 必 要性 が議論 された ｡ 当時 ､ 農業土木分野 は ､ E 隊員の 後任で あ る
F 隊員に 引き継が れて い た ｡ 引継ぎに あた り ､ F 隊員は ､ 上記潅漉改修に つ い て ､ 新た
な事実 を知 る こ と とな っ た ｡ 受益者が捻出す べ き ｢労働者 - の 労賃+ の 一 部を ､ E 隊員
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が 立替えて 貸 して い た と い う ｡ ｢労賃 は 受益者が 負担す る+ こ と は ､ 隊員チ ー ム と.受 益者
間で 取 り 交わされた契約 書に も明記 され て い る 責任分担で ある ため ､ F 隊員 は ､ まずは
E 隊員 か らの 借金 を 返済す る よう に受益者達 に 促す ､ とい う作業を自分の 任務と して課
した ｡
1 - 4 頓挫 した エ 事 - r誰 の ためJの 改修か
しか し､ 受益者 の 代 表 と して ｢組 織化+ され た綾ずの 水利委員会は ､ 委員長 が 交代 し
て い る事 も あり ､ 責任 の 所在 が 明確 に ならなか っ た ｡ ま た ､ 20名以 上 い る受 益者は ､ 同
サイ トに農地 を所 有 して い る もの の ､ 居住 場所 は 複数集落に 渡 っ て い た ｡ E 隊員がお金
を貸 した とい う行為は ､ 全く個人的 なも の で あ っ たが故 に ､ 詳細 なや り取 り を把握 して
い る も の が お らず ､ 強く 取り 立 て る べ き も の で あ るか どうか も ､ 残 され た隊員たちの 間
で決 定的 な意見 は 出 され なか っ たo F 隊員は何 度も 同水利 委員会の 代 表者 を訪 ねて 交渉
を行 っ た が ､ 問題 が明 ら か に な る こ と は なか っ た o プ ロ ジ ェ ク トの 終了 が迫 っ 七い る事
を鑑 み た F 隊員は ､ 苦肉の 策と して ､ 改修工 事 に か か る 物資の うち ､ 粟 石 な ど､ 村内で
獲得で き るも の に つ い て ､ 受益者 が 拠 出すれ ば ､ それ を買 い 上 げると い う案を出 した｡
同隊員の 計算に よれ ば ､ そ れ らの ｢売上げ金+に よ っ て ､ 十分 に E 隊員か ら の 借金 返 済は
可能 なは ずと い う こ と で あ っ た ｡ しか し ､ 受益者達 は そ れ で も渋 っ た ｡ 受益者達は 言 っ
た ｡ ｢JICA が 改修資金 を全 て 出 してく れ る ならや っ て も い い+0
隊員たち は話 し合 っ た ｡ そ し て ､ ｢たとえ ､ プ ロ ジ ェ ク トと して 貴重 な ､ 『目に 見 える
成果』 で あ る 同施設 が 壊れ た状 態 で プ ロ ジ ェ ク トが 終了 した と して も ､ 住民達が 自分達
で直そ うと い う気 が な い もの を ､ お膳立 て して 改修する の は よく な い+ と い う判断 に 至
っ た . 改修 計画 は 中止 とな り′､ - 部購入済だ っ た資材は ､ 同時に進 ん で い た別 の 工事現
場 に活用 され た｡ 同隊員の 最終 報告書に は ､ 改修計画 の 経緯と結果に つ い て の 詳細 な記
録と考察が記轟され て い る ｡ そ れ に よれ ば ､ 受益者達 は ､ 改修を始め ようと した時期 に
｢今年 は畑地 の 下方 の 護岸を して ､ 一 年様子 を見て 大丈夫そ う で あれ ば ､ 来年自分達 で
改修 した い+ と発言 して い る ｡ そ の 後 ､ ポ ン プ な らよ い の で は等 と ､ 二 転三転 する受益
者の 発 言 に F 隊員は 戸惑 い ながらも対応 しよ うと した . 但 し ､ あくま で も E 隊員か らの
借金 を返す ､ と い う条件だ けは崩せ なか っ た o こ れ は F 隊員個人の 判断 で は なく ､ 隊員
チ ー ム 及 び ､ 当 時同 隊員チ ー ム の 資金管理 に 直接的な決定権を有 して い た協力 隊調 整員
と の 協議 結果 で も あ っ た . F 隊員と委員長 と の 話合いtj:主 に こ の貸借金 を め ぐ っ て 行 わ
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れ ､ 解決 に 至 らなか っ た ｡
プ ロ ジ ェ ク ト終 了 後 ､ 住民 は転年最低 限の 労働 に よ っ て ､ 損壊 した 水路の 一 時的 な補
強 を行 い ､ 細々 と施設 を活用 し続けて い る (写真 3 - 3 , 4 , 5)0 20 01 年 IO月 の 調
査訪問時 に ､ ち ょ う ど損壊 した水路 の 泥 上げ作業 を終 えて き たばか り の 農民達 と道端で
出会 っ た ｡ 代表格 の β 氏 は ､ ｢必要 な時期 に な る と ､ こ うや っ て泥 あげ して使 っ て い る ｡
自分が声をか けて や っ た ｡ 去年 は 5 人程度の 人数で 大 変だ っ た けれ ど ､ 今年 は 10人 以
上が 手伝 い に 来た ｡ 去 年 ､ 水路を利 用 した分 の 増収 が あ っ た の を見た か らだ と思う ｡ た
だ､ 雨季 に な っ た らま た どう な るか わ か らな い か ら ､ お金と 労働をか けて 工 事 を した い
と は まだ思 わな い ｡ まだ 確信出来 ない+0
第 2 項 考察
2 - 1 イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析表と ポイ ン ト : 濯漉改修 分 野活動
次 に ､ こ れま で 同様に ､ 上記 の 廃線か ら､ 下記 表 3 - 3 に主要ア ク タ ー を同定 し､ イ
ン タ ー フ ェ イ ス 分析 を試 み て み よ う｡
2 - 1 - 1 初期 - 中期
本事 例 を眺 め て み る と ､ 支援者 一 受益者と い う 単純 な二 元 的 な関係 で は説 明 しようの
無 い ､ よ り複雑 なイ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて 事業が 運営されて い るさ まが み て とれ る ｡
事 業成立 の 重要 な意思決 定が 隊員チ ー ム(⑪)- イ ン ドネ シ ア 政府(⑭)間で な され て い 予
の は こ れ まで と同様で ある ｡ 特 に漕艇施 設 はイ ン ドネ シ ア 政府側(⑭⑬)か ら｢出来 る だけ
早く 目に 見 える成果を+と強く期待 され ､ そ れが 隊員チ ー ム(⑪)の 潅漉事業 実現 へ の 後 押
しとな っ て い た ｡ そ の 点 に お い て ､ 隊員チ ー ム(⑪)一 農民(⑦⑧)の 話合 は当初 より ､ ｢や
る かや らない か+ と い う より も ｢どの ようにや る か+ と隊員側主導で 進 め られた ｡ 勿論 ､
た と えト ッ プ ダウ ン で 決 め られたも の で あ ろう とも ､ 直接的 に農作物 栽培の 増収 に結び
つ く 偉観施 設 の 整備 を求 め る農民( ⑦⑧)の 声は 高く ､ 水 源 さえ確保 で きれ ば実現 させ た
い と い う集落は 多か っ た ｡ 事業目 的と い う点 で は ､ 支援す る側(⑪)と農民(⑧)側 に根本的
な帝離は なか っ た とい え よ うo だ か ら ､ 潅概施設 改修の 可能性 が支援者(⑪⑬)か ら提示
され た際 に ､ ｢資材提供 ､ 労働提供+ と い う条件を受 け入れ て でも実現 を目指 した ｡ 運営
す る中で 様々 な問題 が 生 まれ た原 因と して は ､ 幾つ か の 理 由 が挙 げられ る ｡ 5 月 か ら始
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, ま っ た 工 事 は ､ 最初の 2 ケ 月 は短 日 20 痛程度 の 安定 した 労働力 を確保 で きて い た . し
か し工事 が 予 測 して い た より も長引き ､ 農繁期 に突入 した ため に物理的 に 労働手 が 得難
く な っ た . 工 事 の 停滞に は ､ こ の こ とが強く影響 して い る と思われ る o しか
I
Lそれ以外
に も ､ 上記表 か らは 次 の 点 が指摘され る ｡ 第 一 に は 表 3 - 3 に ある ように ､ 隊員チ ー ム
(⑪)が 他隊員事業や 協力 隊事業 の 予算規則等と の 整合性 を最優先 し ､ ｢支援する側 の - 質
悼+を求 めて 固定化 した｢住民参加+ル ー ル と ､ 農 民(s)(⑧)の リ アリ テ ィ との 帝離で ある ｡
後で 詳述 す る が ､ 隊員チ ー ム(⑪) - 農民(⑧)間 で 頻繁な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機会 を設 定 し
た に も か か わらず ､ 双方 の 主張 は 折り合い が 取 れ て い ない ｡ 事業開始 時 に受益農民(⑧)
側 が永 諾 した の は ､ それ が支援 を得 る た め の 絶対条件 と して 強く提 示 され たた め で あろ
うと思 われ る ｡
第 二 は ､ ｢受益農民(良)+の 代表性 で ある ｡ 実行 委員と して 隊員と直接関 わり ､ 日･常的 な
協働 を行 っ て い た特 定 の｢農民+リ ー ダ ー (⑦)の 認識 と ､ 港概対象の 土地耕作者 で は ある
が 別集落 か ら通 っ
.
て く る た め に滅 多に 隊員と関 わ る機会なく ､ 会議に も出席 しな か っ た
者(⑧)の そ れ とで は 大き な差異 があ っ たの で は な い だ ろ5, か ｡1よ っ て ､ ｢受益農民(s)+(⑧)
と して 括 られた人 々 の う ち ､ 隊員(⑬)が 提 示 した｢住民参加 ル ー ル+を認識 して い た の は
中心 的 な役割を果 た した数名(⑦)で あ っ た｡ そ う い っ た 多様 な人々 をひ とま とめ に して
｢参加 す べ き受益 農民+と して 隊員チ ー ム(⑪)が期待 した こ と に より.､ 結果 的 に は長期 労
働 を特 定 の 人 々 が 負担 す る事 とな っ た ｡ ま たそ れ ら別集落 に まで 渡る人 々 全 体の 求 心 力
と なる リ ー ダ ー が 不在で あ っ た 事 か ら ､ 問題 の 終結 も容易 で は なか っ た｡
第三 に ､ 隊員チ ー ム(㊨)内 の ア ク タ ー 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス 状 況セあ る . ｢チ ー ム と し
て の 一 貫性+を求 め るリ ー ダ ー(⑫)､ 直接農民 と 向き合 う担当 隊員(⑬)､ 給 水事業で｢住民
参加+を実践 し得た事 を理 由 に濯概事 業に もそ れ をあて は め る こ とに 疑問を感 じ なか っ
た 他隊員(⑪)等 ､ それ ぞ れ の リ ア リテ ィ に 断絶が ある o 農民(⑧) 一 隊員チ ー ム(⑪)間 の 仲
介役 とな る べ き 担 当隊員(⑬)は ､農 民(⑧)の 言 い 分と｢隊員チ ー ム の
一 貫性+の 双方 の 歩み
寄り を求 めて努力 を重 ねた ｡ しか しチ ー ム(⑪)か ら｢住民参 加方法+を絶対 的 な条件と し
て提 示 され た こ とに よ り ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス を相互認 識 して 双方 に と っ て より よ い 結果
を生み 出す こ と が.出来 ず ､ 負荷がか か っ て い る 農民(⑧)側
の リア リテ ィ に寄り 添 づ て 協
働 し ､ 辻棲が合わなく な っ た資金 の 埋 め合 わせ を自 ら行 っ たと い う こ とで あろ う｡
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表3 - 3 潅親政惨事業 に みる ア クタ ー 整理 とイ ンタ ー フ ェ イス 分析6
時系列
19 9 5･ 1997 1 9 8- 1 9 9 9 2 0 0 0･20 0 1 2 0 0 2～
(初期 - 中期) (中期 - 後期) (フォロー アップ) ( 介入終了後)
主要
①地域住民 ⑦農民リータ
＋
- ⑦農民リータ
＋
- ⑧受益農 民(s) ⑦農民リータ
や
-
⑧受益農民 ⑧受益農民 ⑧受益農民(s)
⑪隊員チー ム ⑬隊 員 ⑪隊員モトム ⑯県政府
アクタ ー ⑭インドネシア政府 ⑯県政府
⑱協力隊事務局
⑱隊員
実施内容 潅瀬施設建設 潅灘改修 工 事 暫定的な補修 の
繰返 し
行政支援を用 い
た補修と護岸
意思決定
実施 は 協 力 隊事務局 が派 r事業期間中に 修復 を終 受益者の意志 受益者の意志
遺 した調査 団と隊員チ+ムが えたいJと い う理由 で ､
の所在 決定 o 農民の ニ ー ス
や
と水源踏 実施 した い 意向は隊員チ
査 ｡ -ム側に あり o
イ ン プ ッ ト
⑪ : 必要資材 ､ エ 事は実現せ ず o 1⑧ : 労働力 ⑯ : 管 ､ 蛇篭等
⑬ : 技術指導 ､ 一 部労賃 ､ ⑪が期待 して い た分担 : の 資材 ,
労働力 ⑪ : 資材 ､ ⑦⑧ : フ
○
ロホ
○
-サ
○
⑧ : 拠出可 能な資材 ､ 労働 ⑬ : 技 術 ､ ル申言青､ 無償
提供 ､ 一 部労賃 ⑧ :借金返済 ､ 労働 . 資 労働力
① : 賃金労働 材
イ ン タ ー
⑪ - ⑭⑯ ⑦ - ⑧ - ① ⑬ - ⑪
⑱ - ⑪ ⑬ - ⑦
フ ェ イ ス ⑧ - ⑱ ⑧ - ⑧
アクタ ー の
.⑳
-⑯⑯: ⑪←- -⑬:公共事業 vs.住民参カロ
目に見える成果｡ へ の疑問
⑳ - ⑪: ⑬← -⑪:隊 凱 の整合性に基
断絶と適用 プロゾェ外活動としての目に見え づく｢住民針胤)H♭の適用o
された価値 る成果o ⑱ - ⑦ :借金返済という条件
㊨ - -⑱:住民による労私 人件責 の適用o 農民のやる気の無さ
の支払い不可. を批粗 相互理飽こ至らないo_
⑦- -⑧+丑: ⑧ - ⑧:リカ回避の傍軌 新た
一 般住民に対する受益農民の労 な労 鵬 資に対する積極性に
賃支払システム ばらつきo
契機となる 農繁期 に お け る重労 働の 大洪水に よ る損壊 .
出来事 長期化 と隊員チ- ･ムの固 定的 村落給水事業によ
･るr参
な条件提 示 加+ルー ルの 標準化 o
学びの
-⑳- -⑬:住民参加(無健謝臥 資 ⑧ - ⑧:過去 に被 っ た被 ⑧
- ⑧ : ⑧ - ⑧ : 個人 利
材提供､ 住民委員会形成) 音経験に基づ くリスク回避 リスク回避 ･ 個人利 益の ための協働
プ ロ セ ス 唱ト⑦:隊員の拙樹旨導.
'
資金支 益 の た め の 協 ⑯ 一 ⑦⑧① :
寸監 隊員の個人的支援
支援による施討毒針一 項慣要求､
賃金労動
働｡ 住民の 無償労働
を条件とする外
部資金の 提供
生まれた
⑪ - ⑱ :住民参 加方法の 維 ⑧
- ⑧:l)スウ回避 ①⑦⑧ - ⑯:r外
対化 ･ 固定 と改修 によ る増 部資源 を得るた
共有知 ⑪⑱ - ⑦⑧① : . 収を比較 し ､ 八
○
め の 無償 協 働+
隊員のr依頼+ ･ 支援に よる ランス の よ い 地 点 が住民間で ほぼ
r住民参加事業+ の 標準化 の作業を選択 o 定着 o
コ ミ ュ ニ
⑪ - ⑬ : レホ
○
- ト ⑪ - ⑬ : 話合 ､ 日常報告 ⑧ - ⑧近隣者で ⑦ - ⑯ : 農 民か
⑪⑯ - ⑭ : レ*
.
小 ⑬ - ⑦⑧ : 訪問 ､ 会議 同 じ水路か ら引 ら県にフ
○
ロホ
○
- ゲ
ケ - シ ョ ン
機会
⑪ - ⑯ : 報 告 ､ 会議
⑩ - ⑦⑧･: 会議 , 協働労働
水する農民同士 ル提出 ､ 話合機会
設定 ｡
出所 : 事業報告書及び 1 9 9 7年 ､ 200 0年 ､ 200 1年 ､ 200 2年イ ンタビ ュ
ー 結果よ り筆者作成 o
6 表中 の ア クタ ー 番号は ､ 既述 の 図 3 - 1(p134)に順 じて い る o
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2 - 1 - 2 中期 - 後期
事業期間 中 ､ 一 貫 して ､ 隊員チ ー ム(⑪)- イ ン ドネ シ ア 政府(⑭)に と っ て琴海整備の
優先順位は 高 か っ た ｡ そ して 隊員チ ー ム(⑪)の 固定的｢住民参加+ル ー ル も継続 され ､
後続 の 担 当 隊員(⑬
')は 前任 者(⑬)と同様 の ｢解消 され な い イ ン タ ー フ ェ イ ス 状態+の 中
で の 業務遂行 を強 い られた ｡ ア ク タ ー 間の 壁 を更に 高く した原 因は ､ 借金返済の 条件
化 に あ る ｡ 前任者(⑬)に よ る お 金 の 授受は ､ 日常的 に 協働 を行 っ てき た特 定の 相互 関
係 を基盤 に成立 した も の で あり ､ 第三 者に よ る 関係性q)引継ぎは 困難で あ っ た ｡ チ ー
ム の ｢ル ー ル+ と前任 者(⑬)- 住民と の 相互 関係 の ｢残像+ に 縛られ たた め ､ 後任隊
員(⑬りは 同事 業 に お け る農 民(⑧)の リ ア リテ ィ を掴 む糸 口 を 見失 っ て しま っ た ｡ 彼
(⑬りが 同時期 に他 の 集落で 成功裡に 簸つ もの 事業を進 め て い た事 を考え る と ､ こ れ ら
の 原 因 の 多く は そ れ以 前に蓄積 され て きた 上記 の よ うなア ク タ ー 間の 罪離に依拠する
もの で あろう と考 えられ る o 事業全 般を通 して い える の は ､ たと え頻繁な コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン機会 をと っ た と して も ､ 一 方が 自 らの 価値を絶対的 なも の と して譲 らない 場
合 ､ そ れ は他 方 の - 方 的な受 容 を強制する機会 に他なら ない o 表 で い えば ｢イ ン タラ
ク シ ョ ン を通 じた共 有知+ が 生 ま れ ない 場 合と い う こ とに なろ う｡ こ の よう な場合 ､
イ ン タ ー フ ェ イ ス の｢相互+亨瓢識 に は結 び つ い て い か ず､ む し ろ協働期間 が 長引く に つ
れ ､ 一 方 の 価値が他方 に と っ て 強要 となり ､ 無 理 が 出てく る ｡
2 - l - 3 フォ ロ ー ア ッ プ期 ･ 介入終 了 後
給水 事業同様 ､ 支援 が農民 に と っ て どの よ うに解釈されて い た の か を検討する重要
な鍵 は ､ 介入 終了 後 の 人 々 の 行動や 発言 に み られ る o
一 部の 農民(s)(⑦⑧)は自 ら施設
を効 率 よく活 用す べ く小 さ な工 夫と労働を重 ねて きて い る ｡ 更 に ､ ｢外部 資源 を得 る た
め の 無償労働+ を自 ら県政府(㊨)に働き か け る な ど､ そ れ以前 に はみ られ なか っ た行
動 に 出て い る o こ れ は 良い に つ け悪 い に つ け ､ 隊員チ ー ム(⑪)との 関わり を通 じて 人 々
が｢住民参加 を条件とす る支援の 引き 出 し+と い う戦略を内面化 した結果と い えよ う ｡
2 - 2 提言
次 に ､ 本事例 全体 か ら引き出せ る提 言 を以 下 にま と め る ｡ 本事例 の 場合 ､ 特 に ､ 村落
現場か ら遠い ア ク タ ー の 影響や ､ ｢支援側+ ｢受 益農民+ とい う同
一 サイ ドに立 つ ア クタ
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一 同士 の 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況 が 特徴的 で ある o
2 - 2 - 1 r住 民参加神話Jの 重圧
本事例 は ､ ｢開発 支援 に お ける 住民 の 役割 重視+に つ い て の 中途半端 な理解が 現場 で
引き起 こ す弊害の 典型 的 な 一 例 で あ る ｡ こ こ で は次 の 3 つ の ポイ ン ト か ら ､ なぜ関係 者
は苦 しむ事 に な っ た の か ､ 考察 して み た い o (1)｢潅概と水道+ の 社会的 意味の 違い ､ (2)
｢参加+形態 の 固唐化 の 弊害､ (3)チ ー ム ･ ダイナ ミク ス の 3 点 で あ る ｡
(1)潅概 工事 と 水道工 事
1997 年 に潅親事業 の 実施 に あた っ て ､ ｢労働奉仕 ､ 資材拠 出 ､ 委員会形成+が ､ 受益
者 の 主体性 ､ オ ー ナ ー シ ッ プ の 証 明 と して 求 め られ た の は ､ 先に 紹介 した水道事業の 影
響が 大き い ｡ ｢住民が 自分達 で 建設す る事 に よ っ て ス ム ー ズ に維持管理 され る+と い う ､
水道事業で 用 い られ た ロ ジ ッ ク が 潅概事業にも 適用 された の だ ｡ また ､ 同時期に並 行 し
て水道事 業 ､ 市場改修事 業の 実施 を抱 えて い た隊員チ 一 声 で は ､ チ ー ム 内 で用 い る ア プ
ロ ー チ に整合 性 を必 要 と して い た｡ ｢あの 事業 で はお 金 を出す の だか ら ､ こ の 事業で も出
してく れ+ と なる の を恐れ て い た の だ ｡ また逆 に ､ 隊員チ ー ム 側 に ｢水道事 業で 出来 た
の だ か ら ､ 潅淑で も 出来 るだ ろ う+ とい う想 定 もあ っ たよう に 思 える ｡
.
更 に ､ 協力 隊事
業の 予算枠組 みで は ､ 現 地 の 人件費を捻出で き な い と い う大 前提が あ っ た ｡
しか し ､ 当該村落社 会 の 農 民 に と っ て ､ 潅概 工 事 と飲料水 の 整備で は｢参加+の 社会
的意味は 果 た して 同 じな の だろ う か ｡ 両者 の ｢住民参加+工 事形態ほ果 た して 同 じで よ い
の だろ う か ｡ 飲料水 の 確 保 は ､ 対象村落住民 の 全員が受益者で あり､ 逆 に ､ 他地域住民
が ば らばらに 受益 対象 となる 可能性 も ない の で ､ 受益者を確 定 しやす い ｡ また ､ 家族数
等 の 差 は ある に せ よ ､ 水 を獲得す る事 に よ っ て得られ る便益 に つ い て 受益者 間で 平等感
が ある . 工事期間や規模も ､ 本事例 の 場 合は 大抵 小さ い o 更 に ､ 水道 工 事の 蓉合 ､ 近隣
村落 で ､ 隊員チ ー ム に先ん じて 国際 N G Oケ ア ･ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル が ､ ま さ に上記 3 つ
の 条件 に よ る｢住民参加 型 の 水道事 業+を80年代 後半 か ら90年代前半 に か けて 実施 して
きて い たた め ､ 住民 に と っ て も全 く経験 の 無 い 方蔭で はな か っ た ｡
潅概 の 場合 の 受益者 は ､ 当該水路か ら便益 を得る特定の 人物 達で あ る o ｢受益集団+
は ､ 土地 の 所 有者及 び 耕作者 で あ る が､ 本事例 の 場合の よ う に ､ 所有者達 は同
一 集落 の
住民 とは 限 らな い ｡ 実際の 所有者 は他集落の 住民 だが土地 を借り て耕作 して い る の は当
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務集落住民と い う パ タ ー ン も あ る o 一 般的 に ､ 彼 らは収 穫物 を 一 定 の 割合 で 分け合 う取
り決めを して い る ため ､ ｢増収 の 受 益者+とい う意味で は所 有者と耕作者の 双方が 受益者
とな る｡ しか し ､ 土地所 有者が どれ だ け頻繁に 工事現場 を訪 れ る事 が出来 る か ､ また所
有者と耕作者 の 間で ど の ような 労働分担 を行 う の か は ､ それ ぞれ の 関係性 に よ っ て 異な
るだ ろう ｡ また ､物理 的 に遠 い と こ ろ に住む 土地所 有者が｢現場 を訪れ る 手 間+も含 めて ､
当該 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中だ けで 全 て 片が つ く 水道事業とは 同 一 視でき な い o こ こ で まず､
｢受益者+ カ テ ゴリ ー に 嘆昧憤域が 生 じる ｡ 工 事 開始前 の 会議 にお い て ､ 農民 か らも ｢潅
概事業は 他の 事業と違 い ､ 特定 受益者だ けの 利益 に つ な が る の で ､ 利益 に ならな い 者の
協力 を得 る の は 難 し い+ と い う意見が出 され て い る ｡ 更 に 考察すれば ､ 受益者間 で も所
有 して い る 土地面積が 異 なる た め ､施設獲得 に よ っ て 得 る便益 の 大き さ にも違い が出る ｡
便益が 違 えば ､ 負う べ き責任に も影響を及 ぼす こ とが 予想 され る ｡ 工事 に あ た` っ て は ､
所有土地 面積 の 違 い は 考慮 され て い た そ うで あるが ､ ｢労働 した人 に対 して ､ 受益者か ら
労賃を払 う+と い う シ ス テ ム の 場合 ､ 上記 の よう な｢受益者側 の 条件の 差異+と ､ 工 事 - 価
労働 ･ 資金 ･ 資材 の ｢投 資量 の 違い+の 双方が 影響す る こ ととなろう｡' 更に ､ 農民 間の 既
存の 社会関係 が考慮 され る ｡ こ れ は ｢住民全員が受益者+ と い う上記 水道事業に お ける
コ ス トと ベ ネ フ ィ ッ ト の 判断に 比 べ て ､ 複雑 で あ る ｡ 潅耽工 事 で は ､ 当該地域の 標 準値
に従 っ て ､ 一 日 の 労賃が 4 千 ル ピ ア に設 定 され ､ 集落側 が 自主的に指名 した特定農民 が
会計役 とな っ て 受益者 か ら拠出金 を集め ､ 労働者 に支払う とい うや り 方 とな っ たo こ う
まで して ､ 外 面上 の ｢住民参加+を確保する 意義は どこ に あ っ た の だ ろう ｡ E 隊員は事業
計画時 の 記録 資料の 所見 と して ､ ｢JIC Aの 支援方針 と農民 の 事情は食 い 違 っ て お り ､ そ
れぞれ が なん らか の 歩み寄り を見 せ なけれ ば ､ あ る い は圧力 をか けなけれ ば事業は 宙に
浮く事 に な る+ と指摘 し､ ｢プ ロ ジ ェ ク トの あり 方を再 確認す る時期 なの か も しれ な い+
と述 べ て い る【協力隊事 務局 199 8:2 7】｡
同集落 の 歴 史 を紐解け ば ､ 3 0年 以上前に ､ 前章 で紹介 したノ
ー ル の 指導の もと で ､
完全 な自助努力で 山中 の 水源 か ら集落内の 水 田 まで の 水路 を引く作業を実現 し た経験 も
あ っ た ｡ 同水 路は木 材を用 い た簡素なも の で あ るが ､ ノ ー ル はよく自慢 して い た｡ しか
し
､ 今回対象者とな っ たの は ､ そ の よう な行為 を自分の もの と して 経験 した世 代で は な
く ､ そ の 子供 の 代で あ っ た｡ 農民の 意見 に ｢潅淑事業と水道事業は 違う｡ 工事 の 専門度
合い も 労働 の き つ さも違う+ とあ る c イ ン ドネ シ ア 国家成立 以降､ 数十年 に渡 っ て行わ
れて き た政府支援の 潅概事 業で は ､ 完全 に 公 共 事業省 及 び業者委託が通 常で あり ､ 単純
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労働力 に雇用 され る事 は あ っ て も ､ 自分達が ｢工 事主体とな る+事は なか っ たた め､ そ の
ようなやり 方に対 して 強 い 違和 感が あ っ た の で は ない だろうか ｡ 水道事業に お ける ケア
と の 経験 の よ うに ､ 自分達 を役割付 けて い く機会がそれ ま で に なか っ た｡ だか ら当然 ､
水道事業の 時 とは 異な る 反応 を示 した ｡ そ の 証拠 と い うほ どで はな い が ､ 2002 年 の 段階
で ､ 彼 ら は 自ら県政府 に｢自分 たち が無償労働をする か ら ､ 資金 ･ 資材支援 を して欲 しい+
と持 ちか けて い る . 彼ら の 一 部は そ の 前に ､ 事例 1 で紹 介 した農業分野 の 赤ワ ケギ栽培
に参加す る な ど､ ｢自分が 資金 を拠 出 して 関わ っ て い く支援事業形態+に触れ る機会が あ
つ たo F 隊員が提案 した包括 的 な改修工 事 と農民 が想定 して い る軽度 の 補強 工事 で は ､
内容 に 大き な違 い は ある ｡ しか し彼 らの 中で ､ 一 つ 一 つ の 経験 を通 じて 次の 機会 に対す
る姿勢が 形成され て い る と言 う こ とは で き る だ ろう｡
･ 結果的 に ､事例 プ ロ ジ ェ ク トに 関与 した 住民達 は ､広く 隊員との 関 わり を 通 じて ､｢外
部資源 を得る た め に 自ら住民参 加型 をプ ロ モ ー トする+姿勢を形 成 して き た ｡ ｢手段と し
て の 参加+は ､ 住民な り の 経験的学習に 基づ く 自発的 な戦略で あ っ た ｡ こ れ は 隊員 が期待
して い た オ ー ナ ー シ ッ プ の 醸成 と･は ズ レ て い る ｡ しか し ､ 相 互 作用 を通 して住 民が｢学ん
でき た+結果 と-して形 成され た姿勢で あ る こと は 明 らか で あろう o
(2)｢参加+形態 の 固定化
上記 を鑑 み れば ､ あ る分野 で適 用 され た住 民参加 型事業の 実 施プ ロ セ ス とそ の 条件
が ､ 同 じ集落 で あれ ､ 違 う分野 や違う人 々 を対象と した他事 業に おい て 妥当 で あ るか ど
うか は また別 の 判断 が求 め られ る｡ ある村落 コ ミ ュ ニ テ ィ で住民参加 重視の 支援事 業を
実施す る に あた っ て は ､ 同 じ分野 で類似 の 活 動 が ､ 当該社会 で過 去に どの ような形態で
なされ て き たか ､ 何 が ｢当 たり前+の こ と と して 捉 えられて い る の か を理 解 し ､ そ れ を基
盤 に検討 しな けれ ばな ら ない だ ろ う｡ 少なく とも ､｢隊員チ ー ム 内の ア プ ロ ー チ の 整 合性+
を理 由 に ､ 一 様な住民参 加方式 を 固定化 して い く やり方 は 一 方的過ぎる ｡ 外 部者側 の 組
織と して の 一 貫性 を優先 したた め に ､ 潅概施 設 工 事に対する 人 々 の 価値観との 断絶 に気
付く と い う ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス を起点 とす る学び の 機会をみすみす失 っ たわ けで あ る .
(3)チ ー ム ･ ダイ ナ ミ ク ス
で は ､ F 隊員 に と っ て 最も 不条理な重荷とな っ たで あろう｢E 隊員個人 の 労賃の 一 部
立替+と い っ た事 実が なぜ 起 こ っ て しま っ た の だろう か ｡ 直接的にみれ ば ､ 担 当隊員と 隊
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員チ ー ム の 帯向と の 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス に視点 を向 ける こ とに な ろ う. 直接現場 で農
民の 反 応 を見 聞き し ､ ｢潅概事業で は ､ 工 事 労働 に対 して 労賃を払うか どうか と ､ 建設 さ
れた施設 に 対す る 責任感や オ ー ナ ー ー シ ッ プの 醸 成とは 必 ず しも直結 しな い+と い う感触
を得た E ､ F 両隊員 の 主 張 と ､ チ ー ム リ ー ダ ー に代表 され る 隊員チ ー ム 全体の ｢住民参
加型実施 の 志 向+ と の 間 に ､ 価値の 断 絶が ある ｡ それ は解消 され る事 の な い ま ま ､ 後者
の 論 理 に 従 っ て 事 業実施 に 至 っ た｡ ｢労賃は 必要 だ+ とす る農民 の 意 見 と､ 無償労働 を是
とす る隊員チ ー ム の ｢住民参加+の 論理 と の 間の 断絶を 埋 め合わせ る べ く ､ 受益者が労働
者に 労賃を支払 う と い う形と な っ た ｡ そ して 実際に ､ ある程 度まで は ス ム ー ズ に 労賃負
担が行 われ ､ 鯨 日 20 名 を越 え る労働者が集ま っ て き て い たと い う ｡ しか し工 事は 長期
にわ たり ､ 乾季落花 生栽培の た め に農繁期を迎 えた ｡ 工事 に拠 出す る 労働力 の 社会的 コ
ス トは ､ 農閑期 と農繁期 で は 異 な る｡ 労働に 出て く る 人数 は減り ､ 労賃の 支払 い も滞 り
始 め た o 工 事 を途 中で 止 め るわ けに は 行 か な い ｡ q',eJl的に 工 事 に 関わ っ て い た農民 が E
隊員 に相散 し ､･ その 結果 と して の 貸付 けで あ っ た と い う ｡
前章 で紹介 した ､ 協力 隊チ ー ム 派遣の 説 明 を思 い 出 して い ただき たい ｡ 個別派 遣の
一
隊員と 異 なり ､ プ ロ ジ ェ ク ト の 場合 は 予 算的 な甑慮が ある ｡ E 隊員 は ､ 上記 の よ うな状
況 に 直面 した際 に ､ なぜリ ー ダ ー に掛 け合 っ て プ ロ ジ ェ ク ト と して の 対応 を検討 で き な
か っ た の だ ろ う｡ 個人 で ポケ ッ ト マ ネ ー を貸 し付 ける ､ と い う行動 に 出 ざる を得なか っ
た の は ､ 上記農民側 の リ ア リテ ィ と ､ チ ー ム が 固持 して い た ｢標準 的 な住民 参加+ との
帝離が固定 的だ と判断 され たか らで は な い だ ろ う か ｡ も しも両者間で 既述 の 二 つ の ポイ
ン トに つ い て 十 分な議論 が行 える余 地が 残 され て い たら ､ あ る い は 一 方 が他 方 に対 して
価値観 の 違 い をき ちん と向か い 合 っ て 説明 し ､ そ の 断絶を解消 してし｢こう とい う機会が
設 定され て い た ら ､ E 隊員が個人的 な負担 を決 断す る こ ともなか っ た か も しれ な い ｡
更 に こ れ を ､ よ り広 い ア ク タ ー 間の 関係 性 の 中に位置付 けて み る とどうで あろ う o
隊員チ ー ム の 意 向 ､ チ ー ム ･ リ ー ダ ー の 判断 に 大き な影響を与 えて い たの は ､ 隊員チ
ー
ム 全体 と して の 一 貫性 と共 に ､ 協力 先で あるイ ン ドネ シ ア 政府 と派遣元で ある協力隊事
務局 か らの 期待 や要望 だ っ た と思 われ る ｡ 前者 は｢目 に 見え る成果+を早急 に 求 め ､ 後者
は ｢隊員 ら し い ､ 草の 根 で ､ 住民と共 に 展開 して い く活動+ を期待 して い た ｡ 二 つ の 価
値 に挟 まれ て ､ 隊員チ ー ム で は ､ ｢最も大き な 目 に見 える成果+･と して の 澄渡施設 を早急
に建設 する と い う目的 と ､ 業者委託 等 は い っ さ い せ ず ､｢隊員が 住民と
一 緒に な っ て や る+
と い う方 法 を同時 に 実現 させ よう と した ｡ 水 道事業の 場合 は ､ 既述 の ような個別条件が
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重な っ て ､.
･
そ れ なり に 実現が可能 だ っ た ｡ しか し潅概事業の 場合 は ､ 担 当隊員や農民が
負う べ き負担 が大きすぎた の だ ｡
E 隊員の 事 業報告書に は次の ように記 され て い る ｡
今回の 工事 は初 め て行 われ た た め ､ 農 民側 と して は
一 体 どの ような施設が 出来 るの か ､ どれ
だけの 労働力が 必 要なの か ､ 施設 の 効果は どれだ けある の か が把握され て い なか っ た o (中略)上
の 工事 が ニ ー ズ に 見合うも の で あ っ たか どうか は今で も疑問で あるが ､ 労働 を してま で施設の 建
設を望む の か ､ 労働 す るくらい な ら施 設の 建設を望 まない ( 労働の 程度 にも よるが) の か を ､ 事
前 に打診 して か ら着手す るの が望 ま し い ｡
[協力隊事務局 1998:2 6･ 28]
ま た ､ F 隊員 は帰 国時 の 報告で ､ ｢住民 の 意識 向 上を目的 とす る ならば ､ こ の よ うな
大規模で コ ス トの か か る 事業をそ の 手段 に用 い る べ き で は な い+ と指摘 して い る o そ し
て 同地 で は 住民 の 自助努力 で 実施 可能 な レ ベ ル の 工事 は 既 に住民の 手 に よ っ て 成功裏に
作 られ て きて お り ､ 逆 を言 えば ､ 住民 が現在求 め て い る｢現状 か らの 改善+は ､ よ り高度
な レ ベ ル で あり ｢こ の 対 象地域 にお い て 住民 参加型 の 施 工 で 十分 な段 階は既に過 ぎて い
る+ と主 張す る ｡ ま た ､ ｢農民 に よ っ て 造 られ た濯聴施設 は維持管理 に お い て 熱心 で ある
と い う 定説 が あ る が ､ こ の 対象 地域を見る 限 り は そ うで もない
J
o 労賃 を受 け取 っ て もそ
の 計画 に興 味が あれ ば愛着をも っ て い る ようだ+と自らの 経験 を振 り 返 っ て 考察 し､ ｢人
それ ぞれ 向き不 向き が あ り ､ 土木 工事 に 向い て い るも の は 労働力 を提供 し､ そ うで な い
者 は 現 金 を提 供 す る 方 が よ い よ う に 思 わ れ る o + と 述 べ て い る【協 力 隊 事 務 局
19 9:32･ 3 4】｡
こ れ ら2 隊員 の 最終報告 書 に 共通 して い る の は ､(1)住民 の 無償労働 を
一 様 に条件化
する こ と - の 批 判 ､ (2)行 政支援と して の 港概施 設建設 と ､ 住民 の 意識 向上 の た め の 諸活
動 との 区別 に つ い て の 指摘 で あ ろう ｡ 彼 らが任期終了 ま で 上記 の よう な疑問 を解決す る
機会 が なく ､ r 一 様 な住民参加型事 業の 実施+ を強 い られ たの は 残念 な事 で ､ 筆者自身 ､
当事者と して 責任 を感 じる ｡ こ う い っ た 問題 を歪 曲 し ､ 単純化 して ｢技術者と社会科学
者の 断絶+ に 落 と し込 ん で しまう よ うな議論 も少なく ない o しか し実 の 所 ､ 問題 は個
々
人 の 価値観だ けに 帰結する も の で は なく ､ 双 方 の 断絶を埋 め合わせ て い けな い ､
｢イ ン タ
ー フ ェ イ ス に み られ る 断絶的 な関係を発展 的 に 転換 させ て い けない 状況+に あ る の で は
ない だ ろ うか ｡
2 - 2 - 2 住 民参加 型支援事業の 相互 作用 的性質 ‥ 基盤 となるr信 頼関係+
ト 様な住民参加神話+ の 被害者とも い える両 隊員は ､ それ ぞれ報告書にお
い て ､
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事業にお け る住民参加 に つ い て 考察を加 えて い る ｡ そ の 中で興 味深 い の が ､ E 隊員に よ
る｢信頼 関係 の 確保+と い う次の 項で ある ｡
こ の 事業 を行う上で 労働力 に対 して協 力隊側か ら金銭を支払 っ て い な い た め ､ 農 県側とは 雇
用 関係 が 成立 して い な い o 従 っ て ､ 事業 を継続 して いく上で は協力隊側と農民側と の 信頼関係 に
頼 らざるを得 ない ｡ 工事途 中で農 民側が 辞めて しま っ たら､ 協力隊側と しても強制的に事業を継
続す る権限は なく ､ い か に して農民 の 中に入 り ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を取り ､ 工 事を継続 して い
く か が最大 の ポイ ン トとな っ た｡
[協力 隊事 務局 1 99 8:1 5 5]
そ して E 隊員は ､ ｢信頼関係 を確 保+ す るた めに ､ 以 下を自 らに課 した ｡ (1)轟 日農
民と 一 緒に 工 事 を行う ､ (2)村に 住み 込ん で コ ミ ュ ニ ケ∵ シ ョ ン を取 る ､(3)公 用車 を使用
しな い ､ の 3 点 で ある ｡
E 隊員は ､ お そ らく｢参加 型開発 と は何 か+を意識 して こ の よ うな姿勢を取 っ た わけ
で は なか ろ う o む し ろ ､
一 般的 な雇用 主と被雇 用者 関係が あれ ば ､ 特 に ､ こ の ような｢公
私に わた る+ コ ミ ュ ニ ケ T シ ョ ン の 必要性を感 じなか っ た の か も しれ な い o 雇 用者と して
事業の挙行 に縛り をもた せ られ な い 隊員憤 民間 の 不 安定 な関係 を埋 め るも の と して ､ そ
して ｢住民と共 に+活動 す る ｢草 の 根協力+ の 協力 隊員と, して ､ 農民 と の 信頼関係 の 樹 立
を目指 した の だろ う ｡ 彼 の 発言 の 前提 に は ､ 介入者側 の 働き か けや介入者側 の 関わり 合
い 方 い か ん に よ っ て ､ 住民 の 反応 は 変わ っ て く る はずだ と い う仮定が読み 取れ る o ｢隊員
チ ー ム の 方針 と農民の 事情の 帝離+ を認識 した に もか か わ らず ､ 双方 の断絶を解消 しな
い まま事業の 遂行 をチ ー ム か ら求 め られ た E 隊員は､ 自分 なりの 努力 で 眼前 に い る農民
達 と ､ ｢隊員チ ー ム の 方針+ の 範噴 で 事業 を成立 させ て い っ た Q 結果的 に彼 の 記述 は ､ 住
民 の 役割 を重視 して 計 画 され る開発 支援事業が ､ 介入看 で ある隊員側 と住民 と の 関係性
に基 づ い た相互 作用 の 中で 成立 ､ 継続 して い く もの だと い う事 を端的 に指摘す るも の と
な っ て い る ｡
2 - 2 - 3 事業 成果の r持続性+とは
最後に ､ 本事 例 を巡 っ て 最も価値観の 断絶が明 らか とな っ た ｢成果 の 持続性+ を取
り上げて み よう ｡ 10年以上壊れ な い は ずの 施設 が ､ 運悪 く 2 年 目 の 大洪水 で 損壊 したo
そ の 後､ 隊員チ ∵ ム ー F 隊員 一 受益者代表の 間で 数回に わた っ て話合が行 われ たo こ こ
で受益農民側 臥 ｢村民 が 工事 の ため に集め て きた栗 石 を隊員チ
ー ム が 買い 上げる こ と+
を条件に 出 したり ､ 改修工 事 をや めて ポ ン プ を購入 し､ ポン プ潅渡す る こ と を提案 した
り した ｡ 隊員側 は ｢工 事 は 必 ず行 われ る べ き だと考 え+ て ､ 農民側 の 交渉に か なり妥協
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したが ､ そ れでも 工 事 当 日 に ､ 実際に労働に 来た者 は誰も い なか っ たと い う｡ 最終的 に ､
ポン プ潅概計画が 中止 と な っ た の は ､ E 隊員か らの 借金 返済に つ い て 合意に 至 らなか っ
たか らで ある が ､ それ ま で の 経緯を見 る 限りで は ､ そもそ もそ の 時点 で 受益者達 は ､ 隊
員が想 定 して い る よ うな 大規模な工 事 に 自分達 が 関わ る こ と を望ん で い な い ような態度
で あ っ た ｡ 隊員た ちも ､ それ を薄々 感 じて い た ｡ だか ら ､ 最終的 に改修 工 事自体を中止
する 事に した の で あ る ｡
隊員側 が い か に迎 合 の 姿勢を見 せ て も難色 を示 した受益者の 側 の 論 理 と は どうい う
も の で あ ろ うか ｡ 既 に 指摘 を繰り返 してき た ､ 受益者 に と っ て合理 的 な判 断の 根拠 を探
っ て み よう ｡ 筆者は断続的 に ､ 同施設 の 使 用状況 に つ い て 聞き取 り を行 っ て き たが ､ 2000
年秋 にβ 氏 が言 っ た ｢ま だ確信出来な い(belu m yakin)+ と い う発言 に興 味を抱 い た. 彼
らが ､ 自分 に と っ て の 損得の バ ラ ン ス を計算 し て行動 を決定 して い る 事 に つ い て は ､ 第
二 事例 の 村落給水事業 の 考察で 述 べ た｡ そ して そ の コ ス トと ベ ネフ ィ ッ トは ､ 経済的な
それ だ けで は なく ､ 社会 的 な側 面 を多分に含む もの と して ､ 彼 らが そ れ ま で に 見知 っ て
き た経験知 を もとに判 断され てヤ､る と考えられ た o
｢こ れま で に な い 長持 ちす る施設 を+と い う掛け声で ､ 重 労働 を｢投資+ して 実施 した潅
耽設備 が ､ 2 年目 で 損壊す る と い う｢予想外 の リ ス ク+を負 っ て しま っ た彼 らが ､ そ の 直
後 に 新たな労働｢投資+を しな い ､ と い う判断をする の は あ る意味当然の こと･ とい え るの
で は な い だ ろう か ｡ で は ､ ｢まだ確 信出来な い+ の 裏に あ ると思われ る ､.｢時 間が経て ば
安心 感 が高 ま る+ と い う発想 は どん なも の で あ ろう o 下
し 隊員 は ､ ｢1 - 2 年 ､ 時間 を置 い
た所 で 殆 ど意味は無 い+ と報告書で述 べ て い る ｡ 土木の 専 門技術的 にみれ ば ､ 勿論 そう
ヰ
で あ ろ うo しか し ､ 農民 に と っ て は どう で あろ う か . 鳩 年少 しずつ CD労働没入+ と い う
コ ス トと ｢再 び 大規模 工事 の ため に長期に わた っ て重 労働 に 身を投 じ ､ 資材 を拠 出する+
と い う コ ス トは ､ どうや っ て 比 較され ､ 測 られ る の だ ろう ｡ 筆者 に は 判 断 しか ねた o
2002 年 2 月 の 調査時 の イ ン タ ビ ュ ー で ､ β 氏 は い つ に なく積極的 に 同潅概 の 話 を し
てき た(写真3 - 4 : 壊 れた水 路に 管を置 い て 使 用 ､ 写真 3
- 5 ‥ 県の 支援で 入 手 した管
とセ メ ン トを用 い て 補修され た水 路)0
｢去 年 の 終わり に 県に 出 した 申請 が受理され た o 公共事業省 の潅親技術事務所か ら支援 を受
けて ､ ひ とまず 1 8 の 蛇 篭 ､ 水路を つ なぐ 1 0イ ン チ 管等 を手に 入れた ｡ 水門 の 損壊 が最も深刻
だ し ､ ダ ム 自体は 莫大な工事 が 必要 になる の で修理 して い な い が ､ 水路 の 補強をす る o 県 には ｢労
働 は 自分達が無償 で や る か ら､ 資材 だけ欲 しい+ と申請 した ｡ 少 しず つ だo+
(2002年 2月 のイ ン タ ビ ュ ー に よ る)
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こ の 工事 は , 実 は技術 ､ 規 模的 に みれ ば ､ 損壊 直後 に 農民 が 隊員 に提案 した ｢下 方
の 護岸 を して様子 を見 る+ 事 に水道 管の 敷設 を追加 し
ただけ と も い え ､ 隊員側 が 技術 的 に想 定 して い た本 格
的 な改修 工 事 とは 全く異 な る ｡ F 隊員 は ､ 損 壊直後 の
交渉 の 際 に ､ ｢1年や2年様 子 を見た と こ ろ で 何 をも っ
て 改修 を決 定す る か わか らな い+ と して 受 益者 の 案 を
却 下 して い る ｡ 下方 の 護岸 を したと こ ろ で ､ 取水 部分
の 改修 が な されな けれ ば ､ 結局 それ は
一 時 しの ぎに過
ぎず ､ 施 設 が 持続 的に 耐 久 して い く ため に は ､ 榎本 的
な改 修が 必要 だ ､ と い う技術者 と して最 も当然 の 判 断
で あ り ､ ｢技術者 の 持 続性観+とで も呼 べ
るも の で あ ろ う｡
しか し上 述 の よう に , 受益 者側 に は ､
労働や 資材 と い っ た｢投 資+をす る か どう
か ､ 早急 に は決 め られ な い 理 由 があ っ たo
い つ ま で も持 つ と 期待 して 投 資 した労働
が , 損壊 に よ っ て ｢損 をす る+ こ とに な
っ た ｡ そ こ で 更な る投 資 をす る の は リ ス
ク が 高 い ､ と考 えられ た の で あ ろうo で
は なぜ , 時間 をお い て｢様子 をみれ ば+大
写真 3 - 4
写真 3 - 3 完成鼓の水路
(1998年9月)
壊れた水路1=管を草き､ 石 や
衰セ堰 止め て 使用 ｡ (2002年 2月)
丈夫 な の か o こ こ に ､ 隊員 と受益者側 の
判 断根拠 の 決 定 的な差 異 が あ る ｡ 隊員 の 判 断
根 拠 は ､ 施 設 の 技術的 な耐久 性 で あ る o そ し
て農 民 の 判断根 拠 には ､ ｢1年 大丈夫 だ っ た+
｢2 年 大丈 夫だ っ た+ と い う ､ 中期的 な時 間
の 流れ が 農民 に 与えて く れ る安心 感 が ､ 次 に
行動 を起 こ す決 断に あた っ て 感 じる リ ス ク を
下げ る要 素 と して働 い て い る ｡ そ れ は 科 学的
に は特 に 裏付 の 無 い 感 覚 で あ る ｡ しか し ､ 彼
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ま で 長い 間 ､ 確 か に そ の よう に して 経験知 を蓄積 し ､ 農業や 生活 に お ける様 々
な局面で の 意思決 定 を行 っ て き たの で はな い だ ろうか ｡ 転年 の 雨季 の 終わり に｢今年は も
う ー 回稲作 が可能 だ ろ うか+と悩む農民 にと っ て は ､ こ こ 10 年程 の 雨季が どん な風 で あ
っ たか ､ とい う経験 の 蓄積が 一 つ の 判断材料とな っ て い る c テ レ ビも なく ､ 科学的 な気
候情報 の ような判断基 準がな か っ た頃か ら蓄積 され て きた生活経験 の 賜物 で あ る ｡ 同港
概施設 に つ い て も ､ 受益 者達 は ､ 改修 に か か る コ ス ト投資を ､ 出来 る だけリ ス ク を負わ
な い 時期 と形 態 で 実現 しようと して い た の で は な い だろ うか ｡ そ れは ､ 大洪水 に 見舞わ
れた彼 らの 防御策で は な か っ た か ｡
も しも い ずれ に せ よ完成後 の 施設 の 耐久 性が 保 証 され ない の だとすれ ば､
一 度 に た
く さん の 労働や資材 な どの ｢投資+ を行 っ て 集中的 に行う本格的改修と ､ 毎年 必 要 に応
じて 最低限 の 労働 で水 を確保 して い こ う とい う自由意志 で の 協働と ､ 果 た して 農民 に と
っ て どちら の コ ス トが高く感 じられ る だ ろうc あ る い は どち らがより｢持続的+で あ ろう
か ｡ 技術的 に 見れ ば ､ 持 続性 が高い の は 明 らか に 前者 で あろ う｡ しか し技術的性能 の 高
さとて ､ 今回 の ような災害の 前に は打 ち砕 かれ て しまう ｡ 硬らは それ 以前に ゴ トン ロ ヨ
ン で 細々 と行 っ て き た転年 の 改修 作業に ピ リオ ドを打 つ べ く ､ 隊員の 条件を呑 ん で資材
を集め ､ 重労働に 身 を投 じた ｡ き っ と半ば永続的に ､ そ れ ま で よ りも楽 に利 益 を挙 げら
れ る こ と を期 待 して い た こ とだ ろう ｡ そ して そ れ は少 なく とも
ケ
2年 間 は実 現 したが ､ 結
局 の と こ ろ ､ た っ た 2 年 で 再び 改修作業が必 要 に な っ て しま っ た ｡ 将来 に 向けて ､ 永続
的なも の に対 して投 資 を した つ もり だ っ たも の が 2 年で 崩れ る とい う経験 を した直後 の
住民に ､ 再 び 同 じよ うに 過重 な労働投資を求 めて も納得 は しな い だ ろう o 重 労働の 後 に
再びrlO年 に 1 度の 洪 水+に襲われた ら どうする の か o そ の ようなリ ス ク の 高 い 工 事 に莫
大 な労働投資は 出来な い と ､ 農民が 判断 して も不 思議 で は ない o 農民に と っ て の 持続性
と 臥 施設 自体の 頑丈 さや事 業成果 がそ の ま ま の 形態 で継続され る事の みで は なく ､ 維
持管理 に 必 要 な社会 ､ 経済的 コ ス トの 負担や ､ 予期 せ ぬ天 災 などの 未確定要素を考慮 に
入 れ つ つ ､ 自 らの 生活 が全体と して 安定的に 維持 され ると い う事 ､ つ まり
｢生活 の 持 続
悼+ で はな い だ ろう か ｡
本事 例 に つ い て は ､ 介入者が どうす べ き で あ っ たか に つ い て の 明らか な指摘 は 出来
ない ｡ また ､ 筆者は 特 定の ア ク タ - の 行動 を批判 しよう とい う意図は 全く な い o 隊員
の
行動は ､ 隊員チ ー ム を始 め とする周辺 の ア ク タ
ー との 関係性 の 中で 規定されて お り ､ ま
た隊員チ - ム 自体の 意 向も ､ 事業を取り巻く他 ア クタ
- と の 相互 作用 の 中で生 まれ て き
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た方 向性 で ある ｡ 個人 と して の 隊員 の 判 断で ､ 大き な変更 を生み 出す の は 困難で あ る ｡
われ われ が 本事例 か ら学ぶ べ き は ､ 渦中に い る と｢当然の こ と+の よう に 思われ る われ わ
れ自身の 価値判断基盤 が ､ 実は簡 単に揺 らぐも の か も しれ な い とい う事 を自愛する必 要
性で あ る ｡ ｢参加+や ｢持 続性+ に つ い て の 判 断 も然り ｡ 住民なり の ｢持続性+ の 判断 と ､
自らの 価値観 の 断絶に 気付く こ とがまず出発 点 となろう｡ そ して ､ 自ら の 価値観を相手
に伝 えて い く 努力 を行 う の か ､ 相手の 価値判 断 に迎合 して い く の か ｡ そ こ に｢正解+は な
い ｡ 相互 の 価値が ぶ つ か り あう機 会 を設 定する こ とで ､ 彼 ら自身が 新た な判 断基準を創
出 して い く か も しれ な い ｡
損壊後 ､ 轟年 の 泥 上げ作業を通 じて ､ 4 年 目 の 乾季 収穫 を経験 した農民 日く ｢そ ろ
そ ろ集中的 に 労働提 供 して で も本格的な改修を して は どうか と考え始 め て い る+と い う o
果た して今後 ､ 彼 らが どう い う動き をみ せ て い く の か ､ 楽 しみ で ある 0
第 4 節 女性活動支接にみ る ､ イ ンタ ー フ ェ イ ス 機会 と して の介入
次 に ､ 同プ ロ ジ ェ ク トの
一 環と して ､ 特 に性 別役割を意識 して女性 に 焦点 をあて て 行
われた精 勤 の 一 部を紹 介す る o
第 1 項 経緯
当初 ､ 同プ ロ ジ ェ ク トで は ､ 特 に 男性 ､ あ る い は 女性 だ けを対象とす る活 動 は行 っ て
い なか っ た ｡ マ ス タ ー プラ ン で は ､ 目標 で あ る生計 向上に 直接結び つ く農業土木や農業
･
畜産技 術支援と ､ そ れ を取 り 囲む 全般的な経済活動の 活性化や広く 生活 環境改善を意図
した飲料水確保 ､ 保 健衛生や副業生産 に 対する 支援の 可能性 が 挙げ られ て い た ｡ 同 プ ロ
ジ 土 ク ト形成時の 調査 報告書 で は ､ 同地 の 女性 の 役割 に つ い て ､ 次 の ように 描かれ て い
る ｡
家族 福祉 運動が 女性 に対 して試 み て い る手 工芸や 家庭 内工 業化運 動は ､ い まだ実質 的な生産
や副業化に 至 っ て い ない ｡ ( 中略)村内に お い て 女性は 積極的 に外 では働か ない 慣習が生き て お
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
り ､ 本来家計 を補助す べ き余剰労働力 がこ こ に も有 る o 家族福祉運動の 行 っ た運動の 中には ､ 家
庭菜 園作 りがあり ､ こ う した もの を発展させ て ､ 自家消費の み ならず ､ 市場商品化を試 みる こ と
が計画 され る べ き で ある(傍 点は引用者) 0
[協力隊事務局 1995:303]D
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1 - 1 女 性 た ちの 集会 か ら裁 縫教室 へ
初代 の 村落普及員と して 赴任 した筆者は ､ 当時 の 隊員チ ー ム ･ メ ン バ ー の 中で唯 一 の
女性 で あ っ た こ とも あり ､ 村の 女性 達 の ニ
ー ズ に合わせ た活動の 可能性 を模索する よ う
にな っ た ｡ 上記 の 事前報告 書の 記 述 を参 考に ､ 女性 達 に よ る経済活動 の 可能性 を模索 し
たりも した ｡ 介入者側が ｢ニ ー ズ は な い か+と問 えば ､ 判で 押 した ように裁縫や 手工 芸 の
｢技術+を身に 付 けた い ､ と い う台詞 が返 っ て く る ｡ しか し ､ 各集落で 聞き 取 っ た ニ
ー ズ
を念頭に ､ 実際に 住み 込 ん で彼 女達 の 生活 に触 れ た結果 ､ 女性達 は自らが現金収 入 を稼
ぐ事 に 必 ず しも積極的な反 応 を示 さず､ 男性 も 口 で は ｢女は働か ない+ と文句 を言 うも
の の ､ 経済的 な貢献 をそ れ ほ ど期 待 して い ない ような場合も 多か っ た｡ ニ
ー ズ を聞か れ
たとき の 具体的な回答に つ い て は む しろ ､ それ 以前に導入 された政府政策プ ロ グラ ム で
既 にや っ て 来 た こ と を羅列 して い る場合 が少なく ない ｡ こ れ は選択肢 を噛嵯に思 い つ か
ない 住民 の 一 般的 な傾 向で あ? た o 無論 ､ こ れ は集落 に よ っ て か なり事 情が 異 な っ て い
た｡ 交通 の 便 が悪 く ､ 土地 も少 なく 水腹 に も恵 まれな い 集落 で は ､ 女性も男性と共に ､
山側 に畑 を作り ､ キ ャ ッ サ バ やとうも ろ こ しな ど ､乾燥地で も栽培でき る作 物 を栽培 し ､
乾季 に は 夜警 の ため 山肌 の 小屋 に 泊り込 む ､ と いう生活 を して い るも の も い た o 子供 の
教育費や電 化 の た め の 費用 を捻 出す るた め に ､ 長 男長 女 が マ レ
ー シ ア に 出稼ぎ に行 っ て
い る者 も多い ｡ 対象村落内の 性 別役 割分担 は ､ 細か く 見て い けば集落 の 諸事情 に よ っ て
異な っ て い る ｡ ･ 少 なく と も赴任 直後の 筆者 にと っ て ､
･ 軽 率に 性別役割 をその 時点で 判断
し ､ ｢女性 をタ ー ゲ ッ トに+なん らか の 働き か けをす る こ とが 効果 的と柱思 えなか っ た o
こ の た め ､ 筆者 は ｢女性 の 経済活 動+推進 を行 わず ､ そ の 代 わり ､ 月 に
一 度､ 有志の 女 性
達が 集ま っ て裁 縫や ､ 収穫物 を利 用 した料理 等 を行 う機 会 を持 っ た o また ､ 介入者側 で
ある筆者が ､ 村の 経済に つ い て 学び た い と い う意図を伝え て ､ 文字の 書け る若 い 世代 の
女性 に家計簿記録 を指導 した ｡ こ れ らの 小 さな活動 を始 めて 1年経 っ た 頃 ､ ひ と つ の 柑
で は よ り具体的 に ､ ｢自分で 服 を縫え る ように なりた い o 継続的 な講習を受 けた い+ と い
ぅ声 が 挙 が り ､ 2 ケ月 に 渡 る初級裁縫教室 を実施 した o 参加 者は材料を全て 自分で 用意
し ､ 隊員 チ ー ム が講師料 を負担 し ､ 村長夫人 が茶菓子 を準備 したo そ れま で の 会合は ､
2 か 村 9集落 そ れぞれ か ら 3名 程度 ､ 計30名僧 度を対象に行 っ て い たが ､
一 年 後 に ｢よ
り連続性 の あ る こ とを学び た い+ とい う意見が 出された の は
一 方 の 柑の 参加者だ けで あ
つ た ｡
2 ケ月 の 裁縫教室 の 後 ､ よ り 上級 コ
ー ス を学び た い と 2 名 の 女性が自費で 町 に 通 い 始
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めた ｡ 他の 女性 たち は そ れ 以上 ､ 継続 して 学び た い と い う強い 意志は なく ､ そ れぞれ の
余裕に合わせ て ､ 家族 の た め の 衣 類を縫 っ て い るようで あ っ た｡
1 - 2 山羊飼 育支 援
プ ロ ジ ェ ク ト3年 目 に ､ 女性 を対 象とする 山羊飼 育支援精勤 が計画 され た ｡ 同活動 は ､
当時 の 隊員チ ー ム リ ー ダ ー が同国 ジ ャ ワ 島の 村落 視療で得たアイ デア を元 に企 画 し ､ 女
性 に よ る副業 の 可能 性と して ､ 畜産隊員と村落 開発普及 隊員 の 協力で 段階的 に実施 され
たも の で ある ｡ 同地 で は馬 や牛 な どの ｢大きな家畜+ は男性 が世話 を し ､ 山羊や 鶏な ど
の ｢小 さ な家畜+ は 女性 が世話 をす る ､ と い われ て い た ｡ 同 地の 家畜飼 育方法 は ､ 牛も
馬 も全般 的に 放牧 が主流 で あり ､ ｢山羊は栽培 作物 の 芽 を食 べ る の で飼 わな い+と言 う農
民も少 なく な か っ た ｡ イ ン ドネシア 政府が同地で 199 4年か ら実施 した貧困村対策の 大
統領特 別給付金 (I D T) 7でを耳､ 女性 を対象 とす る 山羊の 貸与が 行われて い た が ､ そ の 成
果 は まだ 明ら か で は なか っ た｡ 当時 の こ う い っ た状況 を丹念 に 見れば ､ 同地域 の女性 を
対象 に 山羊を貸 し 出す と い う† そ の 事業設 定自体が も っ と検討され る
べ き で あ っ た と 思
われ る ｡ しか し､ 本論文 の 意 図 は事業設 定を批判す る こ とで は なく ､ 開始され た事業が
い か に変化 し て い っ た か ､ 介入者は い か に 関わ っ た か と い う 点で ある 0
山羊の 貸与 は ｢山羊銀 行+活動 と して ､ 複数 の 集落 で 行われた ｡ 同宿動 は･､ 活 動 の 経緯
で 様々 な問題 に 直面 し ､ 山羊の 種類や ､ グル
ー プの 作り 方等 を適宜改善 し つ つ 進 め られ
た｡ そ の 中で ､ 試験飼育 の 対象とな っ た もの の ､ ･｢もう飼 い たく ない+ と そ の 後 の 事業継
続 を辞退 した女性 グル ー プ が あ っ た ｡ そ の 女性 達と は既述 の 水道事業 の 事例 で 取り上 げ
た h集落 の こ とで ある ｡ b集落 は東側 に 隣接す る他 県 - 抜け る州道沿 い に位置 し､ 対象
6 村 落 の 中で は比 較的 交通 の 便が よい 地域で あ っ た o また ､ 水 田面積も広く ､ 近 隣集落
で 土地 を所 有す る も の もお り ､ 交通 の 利便性 か ら商売等 を手 が け る者も い たo グル
ー プ
メ ン バ ー は ､ 郡役場 の 役員 (当時) の 妻を中心 とす る 20 代 の 女性達 で あ っ た o 後 に 彼
女達 に 理由 を聞 い たと こ ろ に よ る と ､ ｢もう飼 い たく な い+理由 は ､ 試 験当 時に適用さ れ
た ､ グル ー プで 山羊を共有す る飼 育法 で は ｢責任 が うまく分担 でき ない+ (ま じめ なも の
が 損をす る)､ 地域で 見慣れ な い 大型 種山羊の 世 話 に ｢飽き た+､
｢こ の 地域に 合わな い+
か ら ､ とい っ た意見 で あ っ た ｡
7 詳細 は前章第 一 節 を参照 ｡
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しか し ､ 同様 の 問題 を抱 えて い た他 の 集落 で は ､ そ の 後 , メ ス を個人所有 して オ ス を
移 動 させ る と い う飼育方法 の 変化や ､ 先進 地域訪 問 ､ 自分 で地 元 か ら 山羊 を選 ん で く る
と い っ た事業内容 の 改 善 を経て ､ 山羊 - の 所有意識 を高 め , 繁 殖 を成功 させ る に 至 っ た
グ/レ - プも あ る D グ ル ー プ形 成 も ､ 物 理 的な距 離 よ り も ､ 近 い 親族 同士 な ど , ｢関係 性 の
正さ+ を基 盤 と す る グ ル ー プ形成 - と変 化が 見 られ た｡ 隊員や カ ウ ン タ ー パ ー トも ､ 自
分 自身 が 山羊 を飼 う な ど して , ｢村落 で の 山羊 飼 育+を実体験 しな が ら女性 達 の 意見 を聞
い て ､ 方法 を改善 して い っ た .
そ の よう な中で 上記集 落 グル ー プは , 試験飼 育 の 時 点 で 継続 を拒 否 した の で あ っ た｡
男達 は ､ ｢こ の 集 落 の 女 性 は働 か な い ｡ や る気 が ない+ と非難 し､ ｢今 回だ っ て ､ 結局俺
達男 が世話 を して い た の だ . 女性 達 に 山羊 を貸与 して も俺 が 忙 しく な る+ と語 っ たo そ
の 時点 で , 隊員側 に は 同集落 の 女性達 が なぜ ｢や る気 が な い+ の か ､ そ の 理 由が わ か らな
か っ た ｡ 既 述 の 表 現 を用 い れ ば ､ 戦略 的 に ｢や らな い+ の か ､ ｢や る こ と が 出来 な い+ の
か , あ る い は 隊員 の 関 わり 方 に何 か 問題 が あ っ て 彼 女達 の ｢や る気+を見失 っ て い る の か ､
判 断 しか ね る 状況 で あ っ たo
1 - 3 カ シ ュ ー ナ ッ ツ 加 エ
隊員側 は ､ 同集 落 の 女性 - の 働 き か
け方 を原索 して い た . そ の よ うな 中 ､
同時期 に ､ 圃集落 で 栽培 され た カ シ ュ
ー ナ ッ ツ を利 用 し て ､ 一 次加 工 ( 皮む
き) 出荷を して は どう か と い う話 が 進
め られ て い た ｡ 同活動 の 背 景 に は ､ カ
シ ュ ー ナ ッ ツ の 市場価 値 の 高 さと ､ 一
次加 工 に よ る 付加価値 の 確 実性 等が 挙
げられ た ｡ 同活動 は 最初 ､ 市場調 査 の
G 隊員 か らも ち か け ら れ , そ の 後 ､ 村
落 開発 普及 の D 隊員 と の 協力 で ､ プ ロ
ジ ェ ク ト終了 まで ほ ぼ 2 年 に渡 っ て 展
開す る こ と と な っ た ｡ 同 隊員達 は ､ カ
シ ュ ー ナ ッ ツ加 工 と い う｢機会+を轟 じ
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て ､ 彼女 達 がや り た い こ と を見 つ ける力 を つ けて ほ しい ､ つ まり エ ン パ ワ ー メ ン ト ･ プ
ロ セ ス の 一 環と なれ ば ､ と い う思 い を込 めて ､ 女性 達 と関わ っ たo グル ー プは 多い 時で
9名程度と い う少 人数で ､ 既述 の り - ダ ー 役 の 女性 と会計役 の 2名 が 積極的 に他メ ン バ
汁 - 働き か け ､ 細々 とで は ある が 一 定 の 規模と頻度で継続 し たo 隊員達 は ､ 加 工 工 場訪
問､ 身近 な先進 地視察 ､ ジ ェ ン ダ ー 専門家を交 えた ワ ー ク シ 草 ツ プな どを企画 し､ 加 工
作業は安定 的 に行 われ た ｡
結果 的 にそ の 後 ､ 悪 天 候 と栽培技術の 問題 で ､ 同集落 の カ シ ュ - ナ ッ ツ の 収穫量 が 不
十分に なり ､ 加 工 作業 は停止 した状態 に な っ て い る ｡ 上記 二 名の 隊員も任期 を終え ､ 帰
国 した ｡ 加 工 グル
ー プ は ､ 最初の 支援金で あ る元 手分 を今でも保管 して あり ､ ｢なん らか
の 活動 に 役立 て た い+ と述 べ て い る ｡ 200 年､ 2001 年 と続けて カ シ ュ ー ナ ッ ツ収 穫が
でき な か っ たた め ､ 後続 隊員は ､ ｢せ っ かく の 元 手 と グル ー プ で の 経験 を生か す た め ､ 何
か他 の こ と をや っ て は どうか+ と薦 めたそう だが ､ 目立 っ た動き は み られ ない ｡
第 2 項 考察
2 - 1 イ ンタ ー フ ェ イ ス 分析表と ポイ ン ト :l女性活動 支援分野
本事 例 は ､ - 貫 した 一 つ の 事 業の 経緯で は なく ､ 特 に ､ 最初に取り上げた 筆者自身 の
経験 と ､ 後半 の 二 つ の 活 動 と で は ､ 対象集落も異 な る o ただ ､ ｢女性 の エ ン パ ワ
ー メ ン ト+
とい う目的 の 典通性 か ら議論 で き る 幾つ か の ポイ ン トが提示 でき る こ とか ら ､ ま とめ て
と り あげて い る ｡ こ の た め ､ 分析表 にお い て も ､ 時系列 の 変化 を見る の で は なく ､ そ れ
ぞれ列 を縦に読 み 解き ､ 各事業に お ける相互作 用 と学び を明らか にす る ｡ I
表 3 - 4 の 分 析 に お け るポイ ン トを以下 に整 理 して お く｡ こ れ ら3 事例 は い ずれ も ､
最初か ら女性 の み に 的 を絞 っ て 働き か けた事業で ある が ､ 表 に あるよ うに ､ 第
一 q)事例
で あ る集会 & 裁縫教室 と ､ 第二 ､ 第三 の 事業とで古ま支援者側 の 意 図も対象地域も異な る o
第 一 の 事例 の ポイ ン ト は ､ そ れが目的志 向で は なく ､ プ ロ セ ス 志向だと い う点で ある o
集会 の 開催 も ､ い き な り具体的 な経済活動 に結 び付 け る こ と なく ､ ｢集ま る機会+自体に
意味を求 め て い た ｡ だか ら こ そ ､ 村長夫人 (⑩)､ 女性達 (③)の 興味 の 内容 よりも ､ ｢興
味 が 具体化 して い っ たプ ロ セ ス+ そ れ自体が重 要視され て い る o また ､ 同活動 は女性 の
生活 や ニ ー ズ を探 る調 査 活動の 一 環で あ り ､ 隊員(⑬)か らの 依頼で 家計簿記帳が 開始 さ
れ た ｡ 家計簿記 帳が ､ 記 帳者に と っ て｢家計 を知り ､ 工 夫する+上 で役 に立 つ と説明 され
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て い たも の の ､ 活動 目的 に ｢支援す る側 - の 知識 の 提供+ が含まれ る羊とは参 加者に も
明示 され て い た ｡ 換言すれ ば ､ 介入 に よ っ て 生 じ.aイ ン タ
ー フ ェ イ ス を双方 の 社会的 学
習プ ロ セ ス - と結び付 けて い く｢機会の 設定+自体が 目的化 されて い た とい えよ う｡
表3 - 4 女性活動 支援に み るアク タ - 整理とイ ン タ ー フ ェ イ ス 分析
活動内容
1 9 95･1 9 7 1 9 9 8･ 1 9 9 2 0 0 0･ 200 1
集会活動 か ら裁縫教室 山羊飼育試験 カシュ ーナッツ 一 次加 エ
主要アクタ ー
③女性達(ら) ⑩村長夫人 ②男性 ③女性達(s) ③女 性達(s)
⑪隊員チー ム ⑩隊員 ⑪隊員モトム ⑬隊員 ⑪隊員チー ム ⑩隊員
インタ ー フ ェ イス ⑬隊員･- ③女性達(s) ⑱隊 員 - ③女性達(ら) ⑬隊員 T ③女 性達(s)
考‾察対象地域 ハ
○
ラッカ村 ､ アナハ
や
ヌア村 h 集落 h 集落
実施内容
毎月 の 集会 ､ 家計簿記録 ､ 山羊のゲルーフ
○
飼育 カシュTナッツの乾燥 ､ 皮むき作業と
一 裁縫教室 ､ 市場化
意思決 定 集 まる事自体 は隊員が決定o r山羊 を飼 う事+は隊員チ 作業内容は 隊員か ら指導 o ル)t
o
の 所在 活 動 内容 は 女 性 たち が話合 - ムが決定 o飼うか飼わな 一 構 成等 は女性たちが自由に決
で決定 o い か は村 民が決定 o 定 ｡
イ ン プ ッ ト
⑪ :会議箆､ 裁縫敗敦瑞祥聯斗 ⑪:山羊､ 薬品等､ ⑪: 元手金, 皮むき機､ 研修 ･ 視察費､
③ : 榊丸 縫製道具､ 講師の交通費 ⑬: 巡回阿斉指導､ ③:労働
⑩ :講師用茶菓子 ③:矧動力､ 餌
アクタ ー の
⑩ 一 ③ : 女 性の 生活 とニー ス
†
把 ⑬ 一 ③:山羊飼育普及 に ⑬ 一 ③ :カシュ ーナ.n加 エ の技術技
_握 ｡ 村落社会理解 の
一 環 ｡ 集 よ る副収入 得o 加 エ に よる副収入獲得 o 家
会 を通 じた女 性の*
-
テンシヤルと ③② 一 ⑬⑪:山羊飼育に 庭外で の 活動促進 に よるエンハ
○
ヮ
断絶 と適用 ニー ス○ の 意識化 . よる労働 負担 - ルトo
された価値 ③ - ⑬ :衰計 簿記帳の ｢ご褒 ③ - ⑬:新た な女 性活動の機会
美+ 的な毎月の 集会 o 獲得
学びの
⑱③⑩: それ ぞれの 能力 に応 ■(塾③山 羊の 死 亡 に より ､ ③基本的な加 工 技術 o 女性達で
じた 責任 ･ 役割分直 o 外部支援 へ の 不信確化 o 集まる事や二日本 人との 交流の
プロ セ ス ③ : 他事業実施の 際に会議参
加 ､ 書記役等 を行う . 一 部 は
個人 で 技術習得 .
楽 しさ o
コ ミ ュ ニ ケ ー
ヽ
ソ ヨ ン
②近隣関係 ､ 訪問r､ 会議 ②訪 問､ 会議 ､ 巡回指導 ②訪問 . 会議 ､ 宿 泊研修 ､ 視察 ､
一さ
受益者の記憶 楽 しか っ た o 山羊が合わなか っ た . 飼 楽しか った｡ 隊員とのコミよトションがよか
育 へ の 興 味が低か っ た o っ た. 収穫できれば再開したい｡
出所 = 事業報告書 及 び 1 99 7年 ､ 2 0 0 0年 ､ 2 0 0 1年 , 2002 年イ ン タビ ュ
ー 結果より筆者作 凱
これ に対 して 第 二 ､ 第三 の 事 例は い ずれ も女性 が山羊飼 育や加 工 の 技 術を習得する こ
とに よ っ て ､ ｢経済的貢献+に 至 る と共 に ､ そ の 機会 を通 じて 女性 の エ ン パ ワ
ー メ ン トを
期待す る事業で あ っ た ｡ しか し山羊飼育試 験 の 発 端は ､ 女性 を余剰 労働力と捉 え ､ ｢村落
住民 は貧 しい の で経済活 動手段 を皆が望 ん で い る+ と捉 え る隊員チ
ー ム の 判断 で発 案さ
れ ､ ｢山羊飼育+ 以外 に選 択肢 は 与 えられ なか っ た ｡ よ っ て ､ そ の｢仮説+に合致す る集落
で は活 動 が発 展 的 に継続 したが ､ h 集落に暮 らす女性達(s)(③)の リア リ テ ィ と は違 っ て
い た ｡ 女性 の 生 活 を｢欠 乏状 態で 貧困+と見 る支援者(⑪)側と ､ ｢相対的 に 豊か で恵まれて
い ると感 じられ る が ､ 生活 が 単調で 選択 肢が 慣 られ る+と い う彼女達の 自己 アイ デン テ ィ
テ ィ に 解離がみ られ る ｡
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他方で カ シ ュ ー ナ ッ ツ加 工 で は ､ 同 じく 経済活 動 の 担 い 手 と して期待 され たも の の ､
そ こ に は先進 地 - の 研 修や ワ ー ク シ ョ ッ プ ､ ｢自分達 は何がやり た い の か+とい う話 し合
い の 機会 が断続的 に設 定 され た ｡ イ ン タラ ク シ ョ ン 機会 を通 じて 隊員(⑬)は 女性 達(s)
(③)の 志 向に つ い て 少 しず つ 理 解を深 め て い く ｡ また ､ 女性達 の ほ うも ､ 隊員達 が求 め
る ｢女性 の エ ン パ ワ ー メ ン ト+ に 対 して ､ ｢自分 に と っ て 力 が つ い て い く こ と とは な ん だ
ろう+と ､ 介入 を通 じて｢考える+機会 を得 た ｡
｢自分 の 力 を付 けて い く 事+に つ い て考 え る機会と い う の は ､ 初期の 集会活動 も 同様 で
ある ｡ 同活動の 場合 ､ 1 年間 の 活動 を経た時 に 女性達 か ら裁縫技術の 習得と い う具体的
な希望 が 出て き た｡ 厳密に い えばそ れ も ､ そ れ以 前に彼女達が 見聞き し て きた｢女性 を対
象とする支援事業+の 前例 か ら得た知 識 に影響され て い る の で は な い か と想 像され るが ､
少 なく とも 1 年 に渡 っ て料 理 ､ 農産物加 工 ､ 手 工 芸 とい っ た小さな試 み を･繰り 返 した結
果 と して 彼女達 が｢選 ん だ+内容 で あ っ たo
山羊飼 育試験 に して も ､ 隊員側が無 理 に や るよ う に い っ たわ けで は なく ､ ｢や りた い+
と い っ たと こ ろで 実施 した o そ･れ で も トライ ア ル の 結果と,L, て ､･ 継続す る集落 とそ うで
ない 集落が生 じて きた ｡ つ まり ､ 女性達 自身∴自分達に い っ た い何が 出来 る の か ､ 何 が
向 い て い る の か 臥 や っ て みな けれ ばわか らな い 部分が大き い の で は な い だろ うか o そ
の 意味 で 臥 裁縫教 室 で あれ ､ 山羊飼 育で あれ ､ カ シ ュ
ー ナ ッ ツ加 工 で あれ ､ 介入 の 第
一
ス テ ッ プ 臥 あ る特 定の 事業内容 を確 定して 実行する前 の 段階と い う位置付けが求 め
られ る の で は な い だろ う か ｡ 支援の 介在 の も とで様 々 な自 己発 見を模索する機会 が設 定
され る こ とが ､ そ れぞれ の ｢リア リテ ィ+に 沿 っ た事業を選択 して いく 上 で 必 要だ とい う
こ と で は な い だろ う か . 支援介入 駄 目 頃の 生活 を安定的に 維持す る 上 で 彼女達 が それ
まで に手 を出せ な か っ た ｢冒険+ を可 能 とする o 支援に よ る外部資源 は ､ 彼女達が
｢冒険+
に際 して 自分 が費や す コ ス トを抑え､ 失敗 した 時 に負う リ ス ク をやわ らげる
セ ー フ テ ィ
ネ ッ トの 役割 を担う よ う で あ る ｡ そ の 意 味で は ､ こ こ で 挙げた3
つ の 事 例 は ､ い ずれも
女性達 が自分 の｢向き不 向き+と｢やり たい 事+を検討す る機会 とな っ て い る o
2 - 2 提 言
こ こ で 挙げた事例 は い ずれも ､ 事業報告書や評価報告書等 を 見る限 りで は ､
｢そ の 場限
り で 終 っ た 活動+で あ る ｡ こ れ らは｢目 に見 える成果が ない 活動+と して ､ 支援者側
に と っ
て は 失敗 ある い は 評価 の 対象外と な っ て きて い る o で 臥 水道や 作物栽培 な
ど ｢目 に見
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える成果 を得た活動+ に 比 べ て ､ こ れ らの 活動 は人 々 の 記憶の 中で どの よ うに位置付 け
られ て い る の だ ろう か ｡ 支援者が求 め る｢事業成果+と村落に生き る人 々 に と っ て の ｢成
果+を改め て 比較検討 して み よう ｡
2 - 2 - 1 新 しい 発 見の 起 点と して : イ ンタ ー フ ェ イ ス の 横余 白体の 目的化
プ ロ ジ ェ ク ト期間全 体を通 して 振 り返 れば ､ 筆者がプ ロ ジ ェ ク ト初期 に行 っ た女性達
の 精勤 の 機会な ど､ 点在する記 憶の ひ と つ で しか な い ｡ 隊員 にと っ て の 現 状把 握と信頼
関係 作り の 一 環 と して の 意味合い が 強く ､ 特 に｢事業成果+と して記録 され て い ない . し
か し､ 何 か に 向か っ て 積極 的 に な る こ と ､ 隊員と い う新た な価値観を持 つ ア ク タ ー との
関わ り合 い の 経験 それ 自体が ､ 多か れ少 なかれ そ れま で の 彼女 達の 眉 己 アイ デ ン テ ィ テ
ィ に影 響を与 えた の で は な い だ ろう か . ヰの 時点 で 見られた 彼女達 の ニ ー ズ は ｢何か 生
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
括 に役 に 立 つ こ と ､ 得 をする こ と ､ そ して楽 し い こ とがやりた い+ と い う こ とで あ っ た ｡
約 2 年 に 渡る こ の 活動 の 参加者達 の 一 部は ､ そ の 後 ､ 個人 的に裁縫 を続けた り ､.他分野
で 村に入 っ て きた 隊員の 活 動を積極 的 にサ ポ ー ト したりする ように な っ た｡ 初期 の 隊員
は ､ ｢隊 員+､ ｢支援プ ロ ジ ェ ク トで 村 に入 り込 む 日本人+と して カ テ ゴ ライ ズ され る最初
の 存在と して 住民 の 前 に現れ る ｡ 彼女達 にと っ て も ､ 隊員 に と っ て も ､ 相手 かどの よう
な資源 を有 し ､ い か な る知恵 と技術を持 っ て ､ どの よう な生括 を志 向 して い る の か は 未
知数で あり ､ そ の 意味 で ､ 互 い の 存在は｢境界+を脅か す ､ つ まりは｢異+なる要 素 をも つ
存在で あ る . だか らこ そ ｢未知 数度合い+ が高 い まま ､ 自ら の 事前情報や 所見 に頼 っ て
相手 を ｢解釈+ し､ 処 方垂を立 て る より も ､ お 互 い の 価値や 利害を より 近づ い て みる
べ
く ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス を意識化 す る 必 要 が あ っ た o こ こ で 重要 なの は ､ 最初か ら介入者
が ｢理解+ で き る｢目 に 見 える ニ ー ズ+や｢表面的 な貧困問題+を早計 な判断で 事業化すれ
ばよ い わけで はな い と い う指摘で ある ｡ こ の ような状況 下で 最初に と る べ き プ ロ セ ス と
臥 介入者 の 意図が通 じて い るか どうか ､ 介入者との 関わ り は い か な る影響を与 え るか
に つ い て ､ 相互 に学ぶ機会 を設 定す る事で は な い だ ろうか o
更 に ､ 隊員の よう なミ ク ロ レ ベ ル で 関わる 支援活動 の 場 合 ､ 事業の 円滑さ に大きく影
響す る 一 つ の 要 素と して ｢ア クタ ー と して の 介入 者+の 関わり方自体が機能 して い る こ と
もわ か るで あろう ｡ 彼女達 に と っ て カ シ ュ ー ナ ッ ツ の 加工 作業は ､ 現 金収入 の 有無に か
か わ らず ､ 隊員とい う異質なア ク タ - と の 新 し い ｢出会 い+の 経験だ っ た o 実際 ､ 同宿動
は ､ カ シ ュ ー ナ ッ ツ の 価格変動 と ､ 始 め たばか り の 彼 女達 の 技術力不 足 (少 しで も実が
1 90
割れ る と席 値が
一 気 に落 ちる) が 相保 っ て ､ 元 手 を取 り戻すの が 精 一 杯 で利益 を挙 げら
れて い なか っ た｡
一 回目 の 赤字結果 が出たとき に ､ 隊員達 は 経済的 な利益を得られ なか
っ た こ と を反 省 し つ つ ､ ｢彼 女達 ､ そ れ で もまたや る ､ とい うん で す+ と語 っ て い たが ､
彼女達 に と っ て 隊員との コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン自体が有意義で あ っ たの だ とすれば ､ それ
は当然の こ とで あろう ｡ 副収入 を捻出 しようと い う隊員側 の 活動 の 主旨と ､ 彼 女達 の｢楽
しみ+とは すれ遮 っ て い る oセ が ､ ｢ずれが ある こ と+自体は
一 概に 問題で は な い o 問題 は ､
も しも
一 方 の 散解 が他方 を傷 つ けたり ､ 強要 したり ､ 他方 に と っ て マ イ ナ ス だ と感 じ る
状況 を生 じさせ たり す る場合 で ある ｡
付加 すれ ば ､ 上記 の 事例 は ､ 例 えば｢介入者 が い る間だ け続 い て ､ 帰 っ た ら消 えて し
まう+持続性 の 低 い 活動
･
と い う見方も 出来 る か も しれ な い o しか し ､ そ れも
ー 概 に は言 え
ま い ｡ 例 え ば介入 の 目的が ､ 彼 女達 が｢選択+して い る よ うに ､ ｢楽 しい 出来事+､
｢新た な
価値観を学ぶ イ ン タ ー フ ェ イ ス の 機会+ を通 じて ､ 経験的 に人生 の 選択 肢 の 幅 を広 げて
い こ う と い う こ とで あれ ば どう で あろう ○ 重要 な の は活動期 間内 に経済的 な効果が あが
る こ とだけで は な い ｡ 無論 ､ 経済的 な成功を収 め る こ と は ､ - つ の 大き な動機付 けとな
る で あ ろう ｡ しか し ､- 上記 ゐよ うな状況下 に あ る女性達 に と っ て は ､ 必 ず しも経 済的イ
ン セ ン テ ィ ブが第 一 優先と はな らな い の だ. 経済状況 の 改善 臥 村落 開発 の 最 上位に位
置する 目的で は なく ､ 人 々 が よ り よい 人生 を実現 して い くた め
の 様々 な手 立 て を整 え ､
選択肢 を増やす 一 環 と して 求 め られ るわ けで あ る o
エ ン パ ワ ー メ ン ト を目 的とする 開発介入 臥 だ か ら こ そ｢ア ク タ
ー と して の 介入者+が
関わる 意味 も あり ､ 予 想 も しない サイ ド エ フ ェ ク トが考えられ る だ･け に危険度も高
い o
介入者 自身が ､ ア ク タ ー と して の 自分を どれだ け見つ め られ て
い る か ､ ア ク タ ー として
い か に 関わ っ て い る か を厳 しく 問われ る o 介入者は ､ 科学的 な技術
の｢移転+や数値に表
れ る経済的な効果 と い う隠れ蓑 に逃 げる わけに は い か ない o まず当該社会
の 人 々 が も と
もと有 ･して い た ニ ー ズ ､ 経験と希望 を学び ､ そ して 介入者と の 関わり が生活
の 中の い か
なる希 望 (経済的 な需要 か ､ 知 - の 欲求か ､ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン - の 期待 か ､ 余 暇か 等)
を満たすも の とな る の か を検討 し ､ 修正 しつ つ 関わ っ て い か ね ばならな
い o
そ して ､ ｢楽 し め る事+ の 重要性 も無視で き な い o 筆者自身 ､ 自分が 介入者
と して 事
業連 常に携わ っ て い た 頃､ 村落 の 人 々 に と っ て
｢役 立 つ 事+､ ｢生活 向上 に つ なが る事+
と い う 目的の 実現 に 一 生懸命 に なり ､ 人 々 が余裕をも っ て
｢楽し める こ と+ と い う要素
に対す る優先順位は 必ず し
-
も高く は なか っ たo しか し ､ 村落 に生き る 人 々 に と っ て は ､
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｢生括+ そ の もの な の で あ る ｡ そ して村落開発 支援が｢支援+ しようとす る｢村 落開発+と
は ､ そ こ に 生き る 人 々 の 生活の 変化 で ある ｡ わ れ われ外部 支援者は ､ ｢貧困 救済+ や ｢途
上国支援+ と い う悲壮 なイ メ ー ジと､ 事業と して の 公 式性 に飲み込まれ て ､ 人 が何 か を
継続 して 学ん で い く 際 に 必要 とす る ､ ｢楽 しみ+や ｢飽 きが こ ない+ と い っ た基 本的な要
素を見落 と して は い な い だ ろうか8｡
2 - 2 - 2 rや る気 の な いJ女達の 生活世 界 : 余剰 労働力 と い う判断の 妥 当性
筆者は 200 1年 7月 に h集落 を訪れ ､ 山羊飼 育か らカ シ ュ ー ナ ッ ツ加 工 ま で ､
一 連 の
事業に つ い て ､ 彼 女達 の 意見 を求 めた o リ ー ダ ー の 女性 は ､ ｢現在加 工 をや っ て い な い
一
番 の 理 由 はカ シ ュ ー ナ ッ ツ の 実が収積出来な い か らで ､ 収穫 で きれ ばや る人材 は い る+､
と語 っ た ｡ こ れま で の
一 連 の 隊員との 活動 に つ い て 尋ねた と こ ろ ､ ｢かれ ら(二 人 の 隊員)
との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 楽 しか っ た｡ 活動 が 円滑 だ っ た理由 は､ pe r s ababata n(親密
さ) だ｡ 個人 と して の つ き あ い が でき た の が よ か っ た ｡ そ れ で彼女 らは 喜 んで 参加 して
い たo 新 しい こ とが 色 々 あ っ たo 楽 しか っ た+ と 一 気 に話 した . また ､ 山羊飼 育に関し
て は ､ ｢どちらか と い えば ､ 農業は 男性 が やるも の と い う傾向があ る ｡ 裁縫や ､ 色 々 と家
庭科的 な技術を学ん で みた い と い う気 は あ る+ と語 っ た ｡ そ の 後 ､ リ
ー ダ ー の 夫 で現在
は ､ 若 い ながらも近隣村落 で 村長 に 抜擢された男性 が ､ 次の よ うに語 っ
･ た ｡
現金を嶺がね ばい けな い とい う切実さが ､ 低 い ん じ や な い か なo こ の 集落は州道沿 い で 町 に
出やす い の で ､ 商売も しや すい ｡ 出稼 ぎ者 が多く ､ マ レ
ー シ ア を行き来 して 古着を売 っ た り し て
設 けて い る ｡ 例 えば 2 百 万 ル ピ ア 9分持 っ て い っ て ､ 利益は倍 に なるo 隣 の集 落に比
べ て ､ 世帯
ごと の 耕作地も広 い と 思う ｡ だか ら必 死 にな っ て 女性が稼 ぐ事 は なく なるo 前に い た隊員とや っ
て い た こ と は ､ そ れが 楽 しか っ た から皆喜ん で い た｡ 山羊 の ときは ､ 結局負担 は男性にまわ っ て
きて い た｡
(2001年 7月 のイ ン タ ビ ュ
- に よ る)
こ れ らの 語 り で は ､ 結 局の と こ ろ同集落 の 女性達 の ｢や る気 の なさ+ を解明する こ と
は 出来 な い o た だ ､ 少 なく とも ､ 家庭に い る女性を余剰 労働力 と して
一 様 にみ なす こ と
の 不十 分さと ､ 似通 っ た 地 理的 ､ 社 会的環境に置 か れた集落間で も ､ 当然 なが ら個々 の
ア ク タ ー が経験的 に構 築 して い
､
る生活世界 が異 な り ､ ひ い て は志向する｢生活 の あり 方+
に も違 い が出て く ると い う事 は 指摘で き る で あ ろうo=彼 女達
が ｢自分達と は違 っ て とて
も厳 し い 土地+ と表現 する 近隣集落の 女性 と ､ h 集落の 女性 達を ､ 同
一 視出来 ない こ と
8 た とえば日本の 女性活動支援経験 の 代表的な事例 と して 挙げられる戦後日本の 生活改善で は ､
｢楽
しく 出来 る事+ は 堂 々 た る条件 の 一 つ で あ っ た【国際協力事業団 2 0 0 2:ら6]o
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は明 らか で あ る｡ また ､ 付 け加 えれ ば､ 男性 か ら上記 の よ うに｢解釈+さ.れ て い る こと を
熟知 して い る 同集落の 女性達 が ､ 山羊飼育な ど農業分野 の 副 業生産精 勤 に積極 的 にな ら
なか っ た の もう なず け よう｡ 彼 女達 の ｢態度+は 男性や他集落 の 人々 と の 関係性や 社会環
境を基盤 と して規定 して い る｢境界+に拠 っ て い る ｡ 相手 を｢や る気 が無 い+と判断する 前
に ､自らが もちか けた支援 内容が ､ 果 た して 相手 の 実情にと っ て 魅力的 で あ る か どうか ､
再検討 して み る必 要 が あろ う Q
筆者は 特 に｢社会的 性 差+を他 の 属性 に優先 させ て 考え る視 点 を持 ち合わ せ て は い な
い o 無論 ､ 個別 の 社会に 生き る 様 々 なアクタ ー を理解 し､ 当該社会 の 問題 を理解 し､ 自
らもア ク タ - と して 関 わ っ て い く上 で ､ 重 要で ､ ある社会 に と っ て は 決定 的な要素 で あ
る こ と に 変わ りは な い ｡ ただ ､
一
以上 に挙 げた 事例 考察を通 して ､ 少 なく とも ､ 事業の 対
象者とな る人 々 を特 定の 属性 に基 づ い て 固定 的に カ テ ゴ ライ ズ する事 の 危 険性 と# しさ
が 見 えて き た の で は な い だ ろう か ｡ ア ク タ ー 達 は ､ ジ ェ ン ダ ー を含 め ､ 様々 な自 己 アイ
デン テ ィ テ ィ を､ 他ア ク タ ー と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて 加筆修正 した り ､ 固持 した
り して い る ｡ 事例 プ ロ ジ ェ ク,トの 事前報告 書に あ るよう に ､ 村落 レ ベ ル で の 経済活性化
と い う視点で 人 々 に 目 を向けれ ば ､ ｢家庭 内にお さま っ て い る女性達+が｢余剰 労働 力+に
見 える か も しれ な い . こ の 点 に 関 し ､ 女性 に タ ー ゲ ッ トを絞 っ た活動 が ､ 逆た女性 の 労
働負担 を増や して い た り ､ そ れ に よ っ て 男性 と女性 との 断絶が深ま っ たり とい っ た問題
へ の 指摘 は既 に されて きて い る が ､ 養う べ き視点は それ だ けで は あるま い ｡ 例 えば､ 上
記集落 の 女性達 の 山羊飼 育が うまく い か なか っ た 最大 の 理 由 は ､ おそ らく そ もそ も 隊員
チ ー ム 側 の ｢家庭 内の 女性 - 余 剰労働力 - 小 家畜に よ る副業 - 山羊飼 育+ と い う ス テ レ
オ タイ プ的 な発想 の 押 し付 けに 端 を発 する と思 われ る o よ り細 かく 見て い けば ､ 集落た
よ っ て も ､ あ る い は 家庭 に よ っ て も ､ ｢女性 の 役割+に つ い て の彼 女 ら自身 の認識 は 異 な
っ て い る ｡ 上記集落 の 女性達 は 他集落 に比 べ ､ ｢や る気 がない+｢働か な い+と 同集落内の
男性 か らも言 われ て い た が ､ 介入者と して 向き合う際にわれ われ がそ の ｢解釈+を安易 に
用 い る の は 適 当で は な か ろ う｡ 養う べ き は ､ われ われ 自身の 物事を見 る目 と ､ ア ク タ
ー
と して の 自覚 ､ 他者と の 注意深 い 関わり方 に つ い て で ある ｡ 自らを含む｢出会 い+と学び
の プ ロ セ ス に つ い て議 論 を深 め る こ と は ､ 力 の 不均衡の 解決 に 向けて ､ 強者
一 弱者と い
う 二項 対 立 的 な発想 に 基づ く発 想 を超 えた視点 と態度を養う上 で重要 な示唆を与 える の
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で は な い だ ろ うか ｡
第 5節
l
プ ロ セ ス で 支援者 は何を学ん だの か
以上 ､ 4 つ の 事業活 動プ ロ セ ス に つ い て 考 察を行 っ た ｡ こ こ で特 に ､ こ れ ら事業内外
の 様々 なア ク タ ー 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じて ､ ｢支援者+は何 を学ん だ の か に着目 し
て整理 して み た い ｡ 本章 の 各事例考察で は ､ 事 業進行中の 各時点で ､ ア ク タ ー それ ぞれ
が経験 的学習を重ね て い く 流れ を描 い て き た｡ 例 えば農業分野で は｢技術移転+に つ い て ､
水道分野 で は ｢住民参加+ や ｢平等+ に つ い て ､ 農業土木分野で は ｢持続性+ に つ い て
と い っ た よう に ､ ア ク タ ー 間の 出会 い に よ っ て 新たな価値に触れ ､ 相互 作用 を通 じて 自
らの 既存 の 価値観 を揺 さぶ られ た o 当然 ながら ､ ｢受益者側+ が
一 方 的 に刺激 を受 け､ -
方的 に 変化 が生 じた の で は なく ､ ｢支援する側+も様々 な経験的学習を経て 事 業終了 に 至
? て い る ○ また 更 に言 えば ､ ｢受益者+ほ ｢支援者+ か ら､ ｢支援者+ は
｢受 益者+ か らの
み影響を受けて い る わ けで 時なく ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス は 隊員間 ､ 住民 間で も生 じて きて
い る o こ れ ら多様なア ク タ ー が相互 に作用 し七い る の が 開発 支援の 動態 で あ る. しか し
一 般 的 に ､ ｢支援+の 枠組 みで 事 業を モ ニ タ リ ン グ した り評価 した りする場合 ､ どう して
もそ の 事業効果 の 対象は ｢受益者+に と どまりが ちで ある o そ の 背景 には や ほ り｢支援
- 被
支援+とい う層 受 関係 の 構 図 が あ る . 支援と い う投資効果 の イ ン パ ク トを受益者 の 変化 で
み る ､ とい う姿勢で あ る ｡
筆者 は ､ 次 の 二 点 の 理 由か ら ､ ｢支援者側+ の 学び に触 れて おきた い o 第
一 は ､ 現在の
開発 支援業界に お い て ､ ｢支援は相 互 行為 で あ る+とい う 理解に 立 つ プ ロ ジ ェ ク トづく り
と成果 測定が成 しえて き て い な い とい う事実に 対 して警鐘 を鳴らす意図 か らで あるo 受
益者側 の 変化 の み をい く らモ ニ タ リ ン グ し よう と も ､ 新 た な事業運営に対 して 実質的 な
教 訓 は得 がた い だ ろ う ｡ ｢支援側+の 学び と ､ 両者 の 相互 作用 と して の イ ン
パ ク トを測 る
事が ､ 支援効果 の 分析 に は必須 だと強調 した い o そ して第二 の 理 由は ､ 協力 隊事業の 特
異性 と ､ 隊員自身 に意識 化 され て い る ｢協力 隊+ イ メ
ー ジが ､ 現場で の 活動 姿勢に 与 え
る影響 を明確 にす るた め で ある ｡
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第1 項 技術 の 文脈化
前章第四 節で 論 じた とお り ､ 本事例 の 中心的 支援ア ク タ
ー で ある ｢協力隊(s')+ 派遣事
業は､ 単な る技術移転と い う よりも ､ 日本 の 青年育成 ､ 人的 交流的な側 面 が期待 され て
い る ｡ しか し他方 で ､ ｢協力隊(s)+に なる こ と自体を目的化 して 強く 希望 して き た人材の
中に は ､ ｢地域の 役 に 立 ちた い+ と い う利他主義が強 い 傾 向が ある ｡ こ の 場合 ､ 当事者 は
｢自分が育て られ る+ こ とを 一 義的 な目的と して 自認 して い る場合は 少 な い の で は ない
だ ろうか ｡ む しろ｢地域 の 役 に 立 ちた い+､ つ ま り何 か を｢与 える+側 と して自分の 役割を
認識 して い る の で は な い だ ろうか o
第二 章第四節 に お い て ､ 本事 例 に登場す る隊員ア ク タ
ー の ｢協力 隊+イ メ ー ジ と参加 目
的 を紹介 した ｡ こ こ で は ､ 実際に 2 年 - 3 年 に 渡 っ て活動 した後に か れ ら自身が 自 らの
経験を どう記憶 して い る か に つ い て ､ 改め て紹 介 して み る (こ れまで の イ ン タ ビ ュ
ー の
結果は ｢ 部抜粋の 上 ､ 下記表3 - 5 に示 した)0
第二 章第四 節で ｢協力 隊に なる た め に技 術分 野 に進学 した+ と い う 2 人 の 隊員 (B 隊
員 ､ E 隊員) の 例 を挙 げた o 彼 らほ ､ ｢現 地 のそ削 こ立 つ た め に+技術を学び ､ そ の 技術 を
生 か して 活動 を展 開 して きた . そ の 点 にお い て ､ 彼 らの
一 義的な目的は ､ ｢自分が学ぶ 事+
以上 に ､ ｢相手 に影響 を与 える事+で あ っ た と想像 され る o 特 に E 隊員は ､ ｢現地 の 地域
発展 へ の 寄与+､ ｢子供 の 笑顔+ と い う 目的 を明確 に掲 げて い た. B 隊員の 場合 は
｢何が
出来 るか 探 して い く+ と 述 べ て い る が ､ そ の 理 由は ｢技術が 未熟だか ら+ で あり ､ 裏を
返せ ば ､ ｢先に 技術ありき+で あ る と い う点で は E 隊員と共通 して い る o 彼 らは活動期間
を通 じて 一 体誰か ら何 を学び ､ 自分 は どの よ う な影響を与 えたと考 えて い る の だろ うo
E 隊員の 場 合､ 参加 時 のイ メ ー ジは ｢現地 の 人 々 と共に 生活 し ､ とも に 汗水流 す事 に
ょり ､ 地域 の 発 展に 寄与する+ こ と で あ り ､ そ の た め には まず飢 えをなくすた め の 農業
基盤 と して ､ 港概施設 づく り と い う技術 を ｢役 立 て+ たい と考えて い た o そ れ が ､ 既 に
分析 して き た よう に ､ 農 民の リア リテ ィ(s)と 隊員チ
ー ム の ｢住民参加+ル ー ル と の 間で苦
労を重ね ､ ｢なん とか した い+ と い う思 い の 中で ､ 禁 じ手とも い える ｢個人的な融資+ と
い う 手 段 をと るこ と と な っ た o E 隊員 の 帰 国後 ､ ｢協力 隊に 参加 して 何 を学ん だ と思う
か+と尋 ねた筆者 に対 し ､同氏 は ､ ｢国際協力 は 自分 1 人の 力で は 成 し得な
い と い う こ と ､
豊 か さ は 多義的 だと い う こ と+ 等を挙 げ､ 経験 を通 じて生 じてき た疑 問と して
｢国際協
力は 本 当に 必要 な の か+､ ｢豊 か さとは何 か+ を挙げた o 更に ､ 専門技術の 意味に つ い て ､
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参加 時 と帰国後 で考えが変 わ っ たか とい う質問 に 対 して ､ 彼 は 次の ように答えた｡
筆者 の 質問
E 隊員 の 答
｢実際に参加 して ､ ｢専門技術+の 意義に つ い て ､ ど の よう に考えが 変わ っ たか｡+
｢参加前 に は ､ ｢そ の 国が 持 っ て い な い ､ ま た は不足 して い る(日本の)技術+ を想
定 して い たが ､ 今は ､ ｢そ の 国 の 実情 に応 じて 臨機応変に対応で き る ､ 柔軟な幅
広い 知織 ､ 技術0 日本 で は こ うだか ら､ 同 じようにすればとい っ た画 一 的な技術 ･
知識 で は なく ､ 幅広 い 技術の こ と+
(2 02年 ､ メ ー ル を通 じたイ ン タ ビ ュ ー に よ る ｡)
次に B 隊員の 場 合 ､ 派遣後 に｢予想外 だ っ た 事+と して ､ ｢自分か ら見て よ い と思 う技
術が､ 現地 の 人 に は 理解されず ､ 浸透 して い か なか っ た こと ｡ 現地 の こ と を考えて 活動
して い る はず なの に ､ い っ も最後に は 自分が み ん な にお 願 い を してや っ て も ら っ て い る
とい う 自分 の 姿+ を挙げて い る ｡ そ して B 隊員は ､ 経験 を通 じて学 ん だ事 と して ｢技術
の 普遍性 が 地域 の 多様性 に合わ ない と い う事 ､ 社会 の 多様性 ､ 人間の 多様性 ｡ 自分 の 農
業力 の 未 熟さ+ と い っ た 回 答 を寄せ て い る ｡
表 3 - 5 r隊員(s)+ アクタ ー の 学びの プ ロ セ ス
B隊員 C隊員 D隊員 E 隊員
農業- 村落開発普及 村落開発普及 農業土 木
派遣前の r隊員+ 農業o 草の根o 青春o (直前に受験を決め 水｡ 現地の人と共に汗 ･
や自己活動の 途上国の奥地で地元の 現地の人と 一 緒l=1可事かタ たため､ 特記事項な 泥まみれで地域発展に
イメ ー ジ 人と何かを作り上 げ スクを行う人. 外からの刺 し)o 寄与｡ ボランテ ィアo 飢
るo 激によっ て貢私 えから 鵬 po
協力隊勤nを通じ 途上国で過ごした塵 インタ ー ン シップめ実績と 勉強した事を役立て 地域の喜び
て得たか っ た事 験｡ 論文ネタo る｡ 現地の子供達の笑顔
現地の人との 琉 ･ 開発現場で 唾
人間としての成長o
期 桝の語学力｡
途上国の村の実情を
知りたい｡
静 号欲しい o
自分が出来ると思 技術的l譲 熟だ ったの 現地の人のお手伝いo 参加型開発のフ ァシ 水の 弧
つ ていた事 で ､ 郎樹本で何が出来 外部者としての新たな視点 リテ ｢ トにあこがれ 潅渡整備による農業生
るか探す. 最後に自分 の付加o 他家員と村人をつ ていたo r村人の希望 産の向上 一 飢えの解消
の名が残るような事o なく
<
)ヾ イ 施 を聞き､.形にする+事｡ へ
協力隊参加を通じ 技術の普遍性が地域の 他隊員や専門家の技術､ 考 村落開発べの疑問 : 途上国 ･ 隊員 ･ 活動分野
て学んだ事 多 離 に合わない o え､ 失政 経験｡ ｢自発的な活動が出 の多様性｡
社会の 軌 忍耐強く人の可能性を信じ るように支援する+こ 豊かさの多 艶
人間の 軌 施 参加型開発｡ との自己矛盾と､ 外部 国 轍 カヘ の疑問o
自分の農業の未熟さ. 異文化コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン か らの影響を前提と 協力隊はきれい事では
開発現場の表裏｡ の練乳 書留る事の大切さo する開発援助o ないo 言辞 の必要性｡
予想外だっ た事 自分から見てよい技術 博門地 を強調しなければ ①外交政策､ 予j鞘粕‡の
全般 が､ 理解されず､ 浸透 いけないことo 場｡ ②その国の棄簡 こ応
(あるいr胡適際 していかない . お願い じて 脱 柔軟な幅
協ブ母 野ヨ榊 ③ してや っ てもらう自分 広い知識と技術B ③多
協力隊) の姿 様｡
考えが 村落開発普及員の意 国連で働きたい､ 聞こ えが 人の目が気になbなく
変わった事 義､
､
参加型開発につ い 良い仕事につきたいという なった(例えば格好や出
他隊員から て. 欲求がなくなったo 世)｡
受けた影響 視点の置方が. 自分の 研究者ではなく, 実務家の い い意味で図々 しくな
協力隊懐疑を通じ 視点から相手の視点を 生き方を求めるようになっ つたo
て得たもの 探す方向に変わったo たo ミク ロな視点o 友人
･ 知人を得た.
備考 : 各自の報告書 ､ 1 997年以 降の 個別イ ン タビ ュ ー 及 び2002年にメ
ー ル で の ア ン ケ ー ト による ｡
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これら 2人 に共 通 して い る の は ､ ｢日本で 学ん だ技術が そ の まま役に 立 つ+と い う参加
時の 認識が ､
■
数 々 の 経験を通 じて 見直 しの 対象 とな っ て い る事だろう｡ 但 し こ 土で 重要
なの は ､ ｢だか ら技術 は要 ら ない+ とい う発 想で は な い 点で ある . 彼 ら柱 ､ イ ン ドネ シ ア
の ブ ギス 民族の イ ス ラ ー ム教徒が暮らす農村社会と い う独 特の コ ン テ ク ス トの 中で 試行
錯誤 を繰り返 した ｡ そ の 中で ､ 自分自身 の 価値観が大 い に揺さぶ られ ､ そ れ が ｢学び+
へ と つ なが っ て い る ｡ そ して ､ 技術を考える上 で ､ どの ように｢伝えて い ける の か+､ つ
まり個別 の 状況 に応 じて 文脈化 する と こ ろまで 含め た｢技術+概念 を模索 してき た の で は
ない だ ろうか ｡ 本論文 に は 掲載 して い な い が ､ 同時期に活動 して い た家畜飼 育担 当隊員
の｢技術観+に も同様の 感 想 が明確 に 示 されて い た. こ れは い わ ば ､ 第 一 章第四節で 主張
した ､ シ ェ ー ン が い う とこ ろ の ｢専門知 の 受 け手 (ク ライア ン ト) の 限られ た文脈 に依
存す る ､ 一 種 の 経験 的知識 と.して 授けられ る+ も
の と して の 技術で は な い だ ろうか ｡
第 2 項 r隊鼻jア ク タ ー 閤の 相互学習
また ､ かれ らが影 響を受 けた相手 は住民だけで は ない . 例 えば B 隊員は ､ ｢ 一 緒に活
動 して い た村落開発 普及員 (C､ D 隊員) と関わ る中で ､ 村落開発普及 隊員 の 意義を発
見 した ｡ 彼 らか ら ､ 参加 型 開発 とい っ た開発 手法や そ の 理念 を学ぼうと した+ と語 っ て
い る し､ E 隊員は ､ ｢赴 任 して き た C 隊員が ､ 村人 に うまく働 きか ける姿を見 て なる ほ
どと思 っ た+ と述 べ た . か れ らは｢ 一 方的に 学ん だ+の で は なく ､ 同 じ｢支援者側+の 間で
生 じて い た様 々 な価値 の 断絶を自覚 し､ 乗り越 えて いく 中で ､ 自らを見直す機会 を得た
とい えよ うo これ を積極的 に捉 えれ ば､ 認識 的世界 の 断絶状態 と して の イ ン タ
ー フ ェ イ
ス を意識化 し､ 双方 に と っ て プラ ス に転 じさせ て い ける限り にお い て は ､ 様 々 な価値基
準 と ｢専門+ ｢技術+の 持 ち主が 同時に活 動す る こ とは , 大 い に意義が ある と い えよう o
但 し ､ こ こ まで の 分析 に 明 らか なように ､ 実際は それほ ど容易な事 で は な い .
一 方が権
威的 で あれ ば他方 は抑圧 を感 じ ､ 特定の 価値が ｢多数派+に なる と ､ それ 以外 の 価値基 準
に基 づ く ア ク タ - は｢周辺 化+されて しまう ､ と い う の が実情で はない だ ろうか o 対象住
民に と っ て も重要 な ｢外 部性 と の 接触+ と い う機会を ､ 住民 が最大限に 生か して い け る
た めに も ､ 支援実務 に 関わ る当事者間でイ ン タ
ー フ
■
ェ ィ ス 分析を導入す る こ とに より ､
支援現場 にお ける様々 な価値 をめ ぐ る括 抗状態を意識 化 し､ 相乗効果 の 獲得に 向 けて ､
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協力 体制･を改善 して い く 必 要 が あ る だ ろ う｡
第3 項 フ ァ シリ テ ー タ - の 課題 : 複数の リ ア リ テ ィ ヘ の 共感
また ､ C､ D 隊員 の 場 合 ､ 協力 隊参加 の 第 一 義目的 と して ､ 自分 自身 が経験 を得 る事
を意識 化 して い た o ｢経験+ と い う点 で は ､ B 隊員も ｢途上 国で 過 ご した経験 が 欲 し い+
と述 べ た が ､ そ れ は｢キ ャ リ ア+に 直結する意味で の 経験 ､ と い う意味で は なく ､ 協力 隊
と して 途上 国 で 生活 し ､ 働く 事自体の 目的化 だと思 われる ｡
C､ D 隊員 の 場合 ､ そ れ ほ ど大き な｢予想外 の 出来事+は挙 げられて い な い ｡ そ れ は ､
技術的経験 を持 ち ､ 協力 隊イ メ ー ジ に 強い 期待 を抱 い て い た 臥 E 隊員ほ ど､ ｢協力 隊と
して の わた し+像 が 具体化 ､ 限定され て い なか っ たた め で あろ う ｡ ただ ､ C 隊員は ｢専門
性 の 強調 が 求 められ た事+･を挙 げて い る ｡ これ は ､ ｢村人と 隊員 を つ なぐ+ 事が 自分 の 役
割だと認識 して い た 彼 に と っ て ､ 異職 種 ､ 特 に技術系 隊員 との 連携 にお い て ､ ｢つ な ぐこ
と+ 自体がそ う簡単に彼 の ｢専門性+と して認 め られ なか っ たからで は な い か と考えられ
る ｡ 逆 に い えば ､ ｢つ な ぐ+ 専門性 とは い っ た い 何 な の だ ろう か ｡ こ こまで に 述 べ てき た
イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 の 考え方 に基 づ けば､ ｢つ なが っ て い く+ ため に は ､ 断絶が生 じて
い る 両側 の 価値基準や解釈 に対 して ､ まず双方 の 断絶状態 を認識 させ る土と ､ そ して相
互 の 理 解に 努め る こ とが 必 要 と なる ｡ つ まり ､ ｢つ なぎ役+は ､ 最初から どちらか の 価値
を｢正 し い+とす る の で は なく ､ 双 方 の 知 を部分的 に 共有す る こ との 出来る ､ 両義的 な立
場 が 求 め られ る｡ こ れ は ､ D 隊員が 自 らの 役奮化 して 期待 して い た ｢参加型 開発 の フ ァ
シ リ テ - ト+ と して ｢村人 の 希 望 を聞き ､ 形にす る こ と+を実践する うえで も 同様に 必 要
だ と考えられ る ｡ つ まり ､ フ ァ シ リテ 一 夕 - と して 多種 多様 な支援者と住民の 間 で｢希望
を聞き+､ ｢つ な ぐ+ 役割 を担う た めに は ､ 複数の リ ア リテ ィ に 対 して の 高 い セ ン シ テ ィ
ビテ ィ と ､ 共感 の 姿勢が 求 め られ る o こ こで 忘れ てを早い けな い の は ､ 当人自身の 価 値観
に対 して も同様 の 敏感 さ を有す る こ と で ある ｡ 人 の 事 ばか り 理解 しようと して も ､ 自分
自身が抱く価 値基盤 に気 付 い て い な い 場合は ､ 自らが 相手 と の 間に生 じさせ て い る価値
の 断 絶を意識 化 で きな い ｡
C 隊員は ､ 専門技 術の イ メ ー ジに関する 質問 に対 して ､ ｢専 門だ っ たら他 の 事 は知 らな
くて よ い の か ｡ 専門技術が 高 い こ と - 役 に 立 っ 事 で は ない ｡結局 なん で あれ ､ ｢役 に 立 つ+
と い う こ とが 一 番 大事+ だと述 べ て い る ｡ こ の 点 に お い て ､ C 隊員は どこ まで｢技術者 の
1 9 8
リア リテ ィ+に 近 づ けて い た の だ ろう か ｡ ｢つ な ぐ+ 役割 を自分に求 めた 同隊員 に と っ て
は ､ ｢技術者側 の リア リ テ ィ をどれ だけ共感で き る か+ が ｢つ なぐ+ 上で の 大き な課題 で
あ っ た の で は な い だ ろ う か o こ れ は ､ 隊員時代の 筆者自身が身 をも っ て経験 し て きた こ
とで もあ る . 筆者 の 場合は ､ ｢つ な ぐ+ こ と は 出来 なか っ た o そ の 理 由 は ､ 一 つ には相手
側 の リア リ テ ィ を尊重 して い る姿勢をとる事で ､ 自 らの 価値基 準を相手 に伝え る努力 を
怠 っ たた め で あ る ｡ そ して 更 に ､ ｢異な るリア リテ ィ に触れ ､ 多様 な価値基 準 に共感 でき
る こ と+が もた らす相乗 効果 を明確に示 す だ け の 論理 が当 時の 筆者 に は な か っ たか らで
ある ｡
本論文 を通 じて 示 して き た ア ク タ ー ア プ ロ ー チ に よ るプ ロ セ ス の 明確 化 とイ ン タ ー フ
ェ イ ス 分析は ､隊員当時 の 筆者が伝えられ なか っ た ､ ｢相互自省に よ る相互 学習 効果+が ､
い か に村落開発 支援の 実 践と研 究を進 める 上で 重要 で あ るか を ､ 改め て 主張す る術を与
えて くれ た o
第 4 項 堂 々 と学ぽう : ｢青年育成+ と ｢技術協力+. の 統合
19 9年 1 2月 の 事 業最終評価で は ､ 事業の 対象 社会 - の イ ン パ ク トを測 る と共 に ､ 日
本側調 査 団に よ っ て ､ 独 自 に隊員 - の ア ン ケ ー トが 実施され た｡ 協力 隊の チ
ー ム 派遣が
果 た して 有効な ス キ ー ム か どうか ､ ある い は ､ チ
ー ム 派遣 で ある ことが 国際交流 ･ 国際
理解 の 促 進や 国際協力人材 の 育成 に寄与 したか どうか を検討 す るた め に協力 隊事務局が
コ ン サ ル タ ン トに委 託 して 実現 した もの で あ る ｡ い わば ､ 前章 か ら述 べ て きた ､ 協力 隊
事業の 特徴で あ る ｢日 本青年 の 育成+ や ｢人的交 流+ 側面 に 対す る評価で あ る ｡ 隊員ワ
ー ク シ ョ ッ プ とア ン ケ ー トの 分析結果 よ り ､ 最 終評価報告書で は ､ ｢協力 隊活動 と して ､
プ ロ ジ ェ ク ト形 式 がふ さわ しい か否 か の 問題 は 別 と して ､ 国際協力人材育成と い う面で
は ､ 効果 的だ と い う こ とが で き る+ と記 され て い る[協 力隊事務局 2000:16]o 報告書で
は そ の 理 由と して ､ JIC A専門家と･の 交凍や調 査 団の 受け入れ等 を通 じて ､ 国際協力 ､
特 に JI C A事業 に 関 して よ り 多く の 知識 を得る 機会 があ っ た と して い る o 実際 に ､ 本格
実施 期間が 終了 した 1999 年末 まで で の べ 25孝一派遣 され た隊員の うち ､ 5 分の 1 に あた
る 5 名 が 帰 国後 に JI CA の 正 職員とな り ､ そ れ以 外に も開発 コ ン サ ル タ ン ト ､ JIC A専
門家等 ､ 日本 の 国際協力事 業に職業と して 関わ る よう にな っ た O B､ OG の 比 率が高
い
o
ぁ る い は ､ 近 い 将来に 同様 の 職に つ く こ とを目指 して 国際協力関係 の 大学院に 進学 した
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者も い るょ こ れ は ､ C 隊員 や I)隊員の ように ､ 参加 時点か ら｢協力 隊+ - の 参加 を国際協
力に お ける 実務経験の エ ン トリ ー ポイ ン トと して 手段化 して い た人物 の み に み られ る の
で は な いこ 今回 の チ ー ム 派 遣を契機に ､ ｢職業と し て の 国際協力+を真剣 に 考え る･よう に
な っ た隊員 O B､ O Gも い る ｡
上記表 3 - 5 で 紹 介 した 隊員たち の｢学び+の 内容 か らは ､ ｢社会の 多様性+､｢協力 隊の
多様性+､ ｢技術 の 捉 え方 の 多義性+ 等 ､ 隊員活 動が かれ らに と っ て ､ 様々 な側 面に お け
る｢多様性+の 実体験 で あ っ た こ とが 示 唆され て い る ｡ 同事例 の 隊員達 は チ ー ム 派遣で あ
っ たこ と に よ っ て ､ 現地 の 村落住民と のイ ン タ ー フ ェ イ ス 状況 を ､ ｢こ の 人た ちは無 学だ
か ら+ や ｢途 上国だ か ら+ と い っ た ､ 単純な外国文 化と の 違和感 に落 と し込 ん で ､ 相手
側 を 一 方的 に 非難する こ とを許 され なか っ た｡ 身近 で 展開され る他隊員の ｢技術+実践や
｢フ ァ シ リ テ - ト+を通 じて ､ 自省 の機 会を与 えられ続けた ｡ E 隊員が ｢協力隊 の 多様性+
を学ん だ と挙 げて い る よ う に ､ チ ー ム ･ ダイ ナ ミ ク ス に翻弄 され なが ら ､ ｢支援する側+
の 多様性 を実感 して き た｡ だ か ら こ そ ､ ｢技術+の 意味､ 村落開発 の 意 味 ､ 支援者の 役 割
に 関す る各人 の 価値基盤 を自覚 し ､ 転換させ て い くプ ロ セ ス が 可能 とな っ たの だろ う ｡
ま た ､ ｢ボ ラ ン テ ィ ア+､ ある い は ｢現地 の 人々 と 同 じ生活+ をす る ｢草 の 根協 力+ と
い う特徴 を有する ｢協力隊+ ア ク タ ー で あ るが ゆえ に ､ ｢最初 に 技術あり き+ とい う価値
基準 を有 して い て も ､ 現地 の 人 の リ ア リ テ ィ を全く 無視 して｢専 門技術+を押 し付ける ほ
ど圧倒的 な権威も経験も有 して い なか っ た ｡ こ れ は ､ 第二 章第三節で 触れた よ うに ､ ｢協
力 隊員 の 専門性 の 無 さ ､ 技 術不足 ､ 経験不足+ と して 批判的 に扱われ る 事が多い 側面 で
もあ る ｡ しか し序 章で 述 べ た よ うに ､ 村落 開発 支援の 目的 を ､ ｢ミ ュ ー タ ン トと して の 固
有性+を保 ち続け る 村落 社会 に お け る｢人 々 の 能 力 向上+に 向け た エ ン パ ワ ー メ ン ト人 の
加 担 で あ る とすれ ば ､ 重 要 なの は ､ ｢文脈 か ら切 り離された ､ ある い は 日本 の 文脈に位置
付 けられ た専門技 術+で は な い だ ろう｡ 無論 ､ な ん らか の 技術 を必 要とする場 面 は い た る
と こ ろ に あ る ｡ 学び た い 事 が ある の に ､ そ の 機会 を得られ ない こ とも ある ｡ C 隊員が ｢な
ん で あれ ､ 役 に立 つ 事+ と表現 して い る が ､ ｢役 に 立 つ+ と は つ まり ､ そ の 特定 の 文脈 に
お い て しか判 断 で き な い こ と なの で ある ｡ ｢途 上 国に役 立 つ た め に技術を学ん で き た+と
い う 臥 B 隊員が直面 した ｢そ の ままで は役 に 立 たない+ と い う壁 は ､ 特 定の 文脈 に お
い て 求 め られ て い る技 術を探り ､ ｢役 に 立 っ て+い く ため の エ ン トリ ー ポイ ン トで ある と
い え よう ｡ ｢役 に 立 つ +た めに長年 に わた っ て 日本 で習得 して き た技術は ､ そ の まま移転
で き な い か らと い っ て 無 意味 なの で は全く な い ｡ 先に述 べ た ｢技術の 文脈化+ の 必 要性
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さえ認 識 して い れ ば ､ まずは自 らが何 を学ぶ べ き か ､ 自ず と見 えて く る ｡ つ ま り ､ こ の
姿勢を得 る事 で ､ 専門技術者 の - 方 的な授受 関係 を初期段 階で 崩す基盤 が で き る o こ れ
は､ 本事例 に 関わ っ た 隊員ア ク タ ー 達の ｢学び+をみれば明らか で あろ う｡
こ の ように ､ 村落開発 支援は 多様な ア ク タ ー の 相互 作用 を通 じて展 開され て い く ｡ ｢支
援者+で あ る｢隊員(s)+ア ク タ ー は ､ 様 々 な事 を現 場 で 学び ､ ｢先進国+ へ 戻 っ て い く ｡ 協
力 隊事 業が ｢日本 の 青年育成+ で あり ､ 且 つ ｢技術協力+ の 一 環 で ある 事 は ､ ｢与 え る+
支援者 - ｢与 えられ る+受益者と い う支援枠組み に お い て は ､ 技術不 足や経験 不足 の 点 で
問題 化され る だ ろう ｡ しか し ､ そ もそ も村落開発 支援を､ 相互 作用 に よ っ て 生み出 され
る現象と して 捉 える な らば ､ ｢育て られ+ つ つ ｢協力する+ とい う両者を自覚的 に取 り 込
め る協力 隊事業の 経験 か ら学ぶ と こ ろは 少 なく な い の で は ない だ ろうか ｡
第 5 項 ア クタ ー ア プ ロ ー チ の 意 義 : 筆者自身の 学びの プ ロ セ ス
こ こ で ､ ア ク タ ー ア ブ 甲
- チ に基 づくイ ンタ ー フ ェ イ ス 分析 の 実践 が ､ 具体 的に 実
務家と して の 筆者 に と っ て どの よう に意義付けられ得 る か に つ い て言及 して おく ｡ 筆
者 が ア ク タ ー ア プ ロ ー チと 出会 っ た の は ､ 協力 隊員と して の 活動 を終 えた 後 ､ 19 9 7年
の こ とで あ る ｡ しか し当時 の 筆者 に はイ ン タ ー フ ェ イ ス 分 析 を自らの 具体 的な開発実
務 の 文 脈に 結び つ ける だ けの 応用 力 もなく ､ そ の 有効性 もみ えて い な か っ た ｡ ア ク タ
ー 間に は 断絶が あり ､ そ れが 事 業の 進行 を様々 に左右 して い る とい う ロ ン グ の ｢研 究者
と して の 視点+を後追 い す る状況 で あ っ た｡ そ の 後 ､ 19 98年 か ら2
∵年に 渡 っ て 事例事
業に 直接 関与 した筆者 は ､ ｢誰が 正 し い の か+容 易 に は判 断 し難い 問題 に 直面す る事と
な っ た ｡ そ れが 本事 例 に掲 げた､ 損壊 した濯概施設 の 改修 工 事 の 頓挫で あ り ､ 山羊試
験飼育に 対す る集落 ごと の ばらばらの 反応 で あり ､ 支援の 枠組 み 内で の｢自発的 な住民
参加+の 推進 と い う矛 盾で あ っ た ｡
前者 2 例 に つ い て は ､ 住民と隊員側 の 認 識 にイ ン タ ー フ ェ イ ス 状況が 生 じて い る の
だ ろ う と予想 された ｡ しか し当時 の 筆者 は ､ 現在の よう に ､ ｢相互 が 学ん で い く 中でイ
ン タ ラ ク シ ョ ン と して の 参加 が 生ま れ ､ 介入効果 が 生 じる+とい う明快な姿勢を確立 で
き て い な か っ た ｡ そ の 背 景 に は ､ 筆者自身 を含め た 支援す る側 が ､ ｢支援す る側+と ｢受
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
益者+ の 関係性 に お い て ､ 支援者と して の 自 らが 納得でき る よう な｢支援行 為+の 実現
を求 め る 姿勢があ っ たの で は な い か と批 判的 に 振り返 る ｡ 支援する側 は｢支援行為+を
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目的化 して い る o そ の 目的 の 達成 は ､ 様 々 な内容を含む｢受益者の 変化+で あ る ｡ 持 て
る支援者 か ら持 たざる 受益者 - 行 われ る｢支援+行 為と い う視点 に お い て ､ ｢支援者自ら
の 変化+が 顕在的 に 目的化 され る こ とは まず無い ｡ しか し上記 に論 じて き た よ うに ､ 実
際に は 開発 フ ィ ー ル ドに お け る あ らゆる ア クタ ー に と っ て ､ 開発支援と は相互 学習過
程で ある ｡
一 方 が 固定 的な授受 関係 に 自らの 役 割を閉じ込 め て しま っ て い る限り ､ ｢予
期せ ぬ 影響+ は生 じて も ｢相互 作用 に よ る介入効果+ は見 えて こ な い ｡ イ ン タ ー フ ェ イ
ス 分析とは ､ 開発 フ ィ ー んドに お ける そ れぞれ の ア ク タ ー が ､ フ ィ ー ル ドにお ける 自
分の 位置 と ､ 自分 が何 を期待 し ､ また期待 されて い る か を相互 に確認する た め に 有効
な方法論だ と捉 えられ る ｡
自責の 念 を込 めて 振 り返 れ ば ､ 筆者を含 めた事例事業 関係者が こ の よ うな知 的ツ ー
ル を携 えて プ ロ ジ ェ ク トに 赴 い て い たと した ら ､ 本 事例 で 示 され た幾づ か の ｢断絶+を
途 中で 指摘 し ､ そ れ をプラス の 学び へ と転換 して いく事 も可 能だ っ たの で はな い だろ
うか ｡ 初期 の 港概事 業に お け る｢住 民参加 形態 の 固定化+に つ い て ､ ｢隊員チ ー ム の ル ー
ル+の
一 貫性 を保 つ こ とが ､ 村落の 人 々 の 社会的価値における1一 貫性 に負荷 をか ける と
い う認 識 に 立 て れ ば ､ 担 当隊員 - チ ー ム リ ー ダ ー ー 農民間 の イ ン タ ラク シ ョ ン が もう
少 し柔軟に 進 ん だ か も しれ な い ｡ ま た ､ 山羊飼 育が 拒否され た理 由を掘り下 げて いく
こ と に より ､支援者側 の ｢住 民 理解+の 一 様性と対 象女性 らの 多様性 が浮 き彫 り に なり ､
同集落の 女性 に対す る働きか けの 目的設 定 に変更が 加 えられたか も しれ ない ｡ ま た逆
に ､ 事 業初期に 支援者側 が 学ぶ こ と を明示 して 行 われた女性 の 集会支援は ､ ｢支援者 と
して の+当時 の 筆者に と っ て ど こ となく後ろ め たく ､ ま た ､ 隊員チ ー ム と して も ､ 目に
見 え る成果 が 求 め られ な い 事 を危 倶 して｢調査 活動+と い うカテ ゴ リ ー に 入 れ られて い
た ｡ し か し繰り返 して 主張 して き た相互 作用プ ロ セ ス と して の 開発支援と い う視点 に
基づ けば ､ こ の よ うな機会自体 の 目的化 と ､ そ の プ ロ セ ス を丁寧 に モ ニ タリ ン グ しな
が らそ の 後 の 協力体制を検討 して い く事 業設計 が 可能 とな っ た の で は な い だ ろ うか ｡
第 6節 か括
本章で は ､ 4 つ の 活動 事例 を取り 上げ､ 個々 の 事業プ ロ セ ス を生 み 出すア ク タ ー と ､
ア ク タ ー 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に フ ォ
ー カ ス した上で ､ 特 に 支援する側 の ｢学び の プ ロ
セ ス+ を整 理 した｡ 本事例 分析を通 じて ､ こ れ まで 支援現場 で見逃され て い た ､ ア ク タ
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ー の 相互 作用 が 事業の 成 り行き に及 ぼす影響を撒けた の で は ない だ ろう か ｡ 介入 初期 の
段階で は ､ 外部者が 把 握可能 な ｢住民 ニ ー ズ+ の 表層性や ､ ｢女性 - 余剰労働力+ と い っ
た単純化の 弊害等 ､ ア ク タ ー 間 に生 じて い る断絶が指 摘され た｡ また ､ 一 方 で は飲料水
と農業用水等 ､ 村落社会 に お け る ｢公共性+ の 差異に気付 か ず､ 一 部の ア ク タ ー の 価値
基 準に 則 っ て 計 画 を進 め た ため に ､ 一 様な住民参加 モ デル が 適用され て他 の ア ク タ ー に
負荷が か か る様も明 らか に な っ た ｡ これ ら断絶が解消されな い まま進 行 した事業に お い
て は ､ ｢平等+ や ｢持続性+ 等 ､ 事業を巡 る重要 な概念に 関する ア ク タ ー 間 の 断絶に よ っ
て ､ 工 事 の 停止 や中止 な ど ､ 深刻な問題 が生 じて い た｡
そ して 他方 で は農業分野 の よ う に ､ 活 動 の 失敗等 の ｢問題 状況+ を起 点 と して ､ ア ク
タ ー 相 互 の 学習プ ロ セ ス が展 開 され ､ 結果と して 生まれたア ク タ ー 問 の 共 有知 をル ー ル
化 して 更な る活 動 が 展開 されて い く 様子も描 い て きた ｡ こ れ らの プ ロ セ ス 分析結果 は ､
支援 と い う外部性 ､ 異質性 と の 相 互 作用そ れ 自体が 人 々 の 常識的世界 を揺 り動 か し ､ 新
た な価値 の創 出 に結び つ い て い る こ と を示 した o 本章 の 分析 で ポイ ン トと な っ1た(1)ア ク
タ ー 間 の 交渉 ･ 衝 突機会 の 有無 ､(2)他 ア ク タ ー の 思 惑 に耳を傾 ける機 会 の 有無 ,(3)(1)(2)
の 機会 を通 じて ア ク タ ー 相互 の 理解に修正 が加･えられ る様 へ の 着目は ､ 開琴現象 を研究
す る者 に と っ て 調 査 の 切 り 口 で ある と同時 に ､ 進行中の 事業 を改善 して い く 上 で ､ 実務
家に と っ て も重要 な視点 とな るだ ろ う｡
また ､ こ れ ら個別 の プ ロ セ ス 分析 作東を通 じて ､ 第 一 章で 紹介 したイ ン タ ー フ ェ イ ス
概念 とそ の 性 質 に つ い て ､ 先行研 究と は異なる活 用方牲 ､ 意図 を明らか に した ｡ ｢価値の
断絶が 存在す る状況+を事 後的 に 分析 ､ 考察す る ため の 概念 と して だ けで は なく ､ ｢価値
の 断絶に 気付 き ､ 相互 を学ぶ た め の 出発 点+と して 捉 え卑お し ､ 夷践プ ロ セ ス に位置付 け
る ｡ そ の 後 の プ ロ セ ス で 関係性 を転換させ て い ける か どうか は ､ 断絶状態 へ の ア ク タ ー
自身の 視点 の 有無 と学び の 姿勢 ､態度 の 形成い か ん に か か っ て い る ｡
本章で 展 開 して き た ア ク タ ー 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス 概念 の 導入 を中 心とす る プ ロ セ
ス 分析 は ､ 事 業 の｢成功+や｢失敗+の 裏側 に 隠され て い た多様 な現実(s)を描き 出すこ とと
な っ た｡ 自ら が 関与 して い る 事業を ､ 自 らの 存在 を含め て現在進行形 で分析 し ､ ア ク タ
ー 間 の イ ン タラ ク
.
シ ョ ン を当該 コ ミ ュ ニ テ ィ に と っ て よ い 方 向に 改善 して い く ため に は ､
｢育て られ+ つ つ ｢協力す る+ と い う相互 学習の 視点 の 設 定と ､ そ れ を価値基盤とす る
支援事 業の 設計が求 め られ る の で は ない だろう か ｡
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第 4 章 村 落 開 発 支 援 r 介 入 + の 意 味 :
ア ク タ ー と し て の 展 望
第 l 節 共育 ヘ の 遁辞 : r読み 手の 文脈+ ヘ の接近
本節で は , 前章 で行 っ た 事例 の 分析結 果か ら ､ ｢読み 手と して の 開発 実務家+ を想定
し､ 実践 改善 - の 提言 を引き 出す o 詰論 の 中心 は ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 の 実 践的活
用 の 可能性 に つ い て で あ る ｡
前 章 の 考察 内容 は大 きく 二 つ に わけられ る｡ 前者 は , イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況 の 分析
を通 じて ､ 生 じて い る 問題 を明 ら か に す る も の で あ る o そ して後 者 は ､ イ ン タ ー フ ェ
イ ス 分析 を開発支 援実践 の 改善 に向 けた切 り 口 と して設 定 し ､ ア ク タ ー 間 の ｢出会 い+
と して の 村落 開発支援 介入 の 意 味を問う も の で ある o
こ の 二 点 に 的 を絞 っ て 考 察ポイ ン トを整 理 した の が 以下 の 表 4 - 1 a で ある ｡
表 4 - 1 a 事例幸美 の プロ セ ス に お けるイ ンタ ー フ ェ イス 分析# 果
初期 ⇒ 中期 ⇒ ⇒ 終期 ⇒ 終了後
農 薬 @ n7密m ぞ 舶 mBg有感 .好LZ)
rG 槻 r昏B ニ ー Xj /= 幽
ガ { 石.支
■
H 着の 塵好 不.居 (＋ & - )
村 落
* *
♂/昏BJ. r= - 一fJ､ rS hJ. 塾塾豊里土_ 辿 ろ
r平 軌 . r夢5J善LWるア クタ ー 旦塾呈 (＋) 一 多様な事兼
の G#/=肝超虚 EJo 形 態 ､ 多様 なr参加+
馳 土之旦 二_2
ェ イ ス がもた らす イ ン パ
ク ト く＋ & - ) - → 予期せ ぬ
波及効果
農 業
土 木
⑥ 撒 水題LZ)# 会m 倉庫のき貞 一 昏JEe 塵.皇 地 塾重
参h 荷彦の5 5 (参h 腰虜のm jE 舟ノ 生息飽塵旦_⊥基盤土.塗_畳
⑦王 ニ 主二旦土_±呈_皇_星__⊥二重_±⊥_ _上塵塵旦昼L 出__
@身 g/=J*/ナT :
事* m男 の r# #
蕗J i/i- 一 IJス タ
の題 .i方の 農兵 .
# 好t/帝MJ
女 性
活 動
珍 rや石窟の 呑LtJ 女運 a)生一着ぎ罪 I 余 財労#カtLt5 棚 a)題3g 庄
一 イ ン タ - フ ェ イ ス の横余白体の目 的化 (＋) r楽 し い+生語を求 めて
プ ロ ジ ェ ク
トを選る ｢常
汲】の変遷
( 臓
(労イ行政.
(砂日本側
(1)外 部支 援 = プ レ ゼ ン ト的授 受 関
係 ｡
(2)ドナ ー 事業 - 目に 見える成果 ｡
(3)協力隊事集 - 草の根 交涜 一 致値日
模 設定な し ｡ プ ロ ジ ェ ク ト事業 - 成
果測定の 必要 ｡
(1) ｢参
加Jの 外
部 条 件
イヒ｡
(1)債痕 ･ 利幸に基
づく参加
(2) 目に 見 え る 成
果 か ら｢住 民参加J
に対す る評価 へ ｡
(1)｢参 加j の 内
面イヒ
(3)評価5 項目導
入 ､ P C M依存度
強 化 (O D A潮
読) 一 評価相模
の 後付 け｡
注 :
イ タ IJ ツ タ文字 : ア クタ ー 間 の 価値の断絶に 基因する考察 点.
王盈呈 : ア クタ ー 間 の イ ンタ ラク シ ョ ン 効果(プラ ス = 断絶を解 消 して いく 方向性 . マ イナ ス = 断
絶 を深める方向性)(=基因す る考零点 ｡
以下 に 上記 表 4 -1 a の 各項 目に お け る 主要 なア ク タ ー 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス(表 中
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の 丸数字① - ⑩)に つ い て ､ それ ぞれ の 事業理 解の 点 か ら整 理 する ｡
表 4 ⊥ l b 主要 ア クタ ー と事業 ヘ のr理解+
主 要 ア ク タ ー と 事 業 - の ｢理 解+
① 声を卑仕られた農民 : 担当曝鼻.: 調査者二
■
.( 修身.
0郎‾: イ政帝 :
支 援事 業たよ る種 子 プ ｢落 花生 の増収+ ニ 既
■
存栽蕗作 物人 の 支援 ゲル ⊥ プ単位の 支
レ ゼン ト - ズ = 優 良品種 導入
へ の 積極 性を同 一 視
- r地域 固有性+の配 慮 援 o
② 農民･ソナタ士.: 担串曝農 : 農民グ享レ十プ鼻 : イ政府 :
自分の 意見が求め られ 知識た■け で は駄 目 o 隊 員との 関わ りに 楽 し 固定■的なグル ー プ
る事 へ の 自信 . 政府事 地 域 性 を 農 民 に 学 み を感 じるo リ ー ダ ー シ 単位 の 支援 ｡ 予算
業とは 異なる農業実践 ぷ o 自分 の ｢知 識+を ツ プに 呼応 o経済的に大 執 行の 遅れ 一 支援
( 自己 責任 ･ 意思決定
権の増 大)
一 政府事業 へ の 不信 .
活 用され るの は 農 民
の 希 望 に 合 致 し た
時 o
きな リ ス ク は負え ない o 時期 が不 適切 o
③ 任界ソナタ十 : 拳抑世界: 酸鼻 : オ政帝 :
条件と して の 住民参加 支援 の 条件と して の 住 民参加 型事 業 = オ ー 目 に 見える成果志
の 受容 . 支援者 へ の 責 住 民参加 を受容 . ナ ー シ ッ プの 獲得 と い 向
任 o 自らの威信 ｡ う期待 o
㊨ 偉艮･き=■便*:.
I);_干草T=
･
,
: 曝貴 : うイ∴政府 :
それぞれの参加 ｢参加+イメ T ジの 多様 r痩民重力口型+事業
女性 ｢会議 は男の 場所i 家庭 で意 見 した+､ 化 ｡ 支援枠内で の住民参 に 対する評価■の 向
調整役 ｢自分 には 隊員 に対す る責 任が ある+､
一 住民達で 作る事 に意義 を見出す リ ー ダ ー
加 へ の疑問 TtO
⑤ ㌢り集落の..リ
.十 ダ_ナ
､
: 参カロ住民 :
後藤■とい■す鹿蘇jjo 技術的裏づけ ｡ 水源 の ポテ 水量 の 多さ へ の安心感 . リ ー ダ ー シ ッ プ ヘ の
ン シ ヤ ル の高さ o 借頼 . 隣集落 へ の 嫉妬 .
⑥ 最早 : ･農財J.;‾･:±す士.: 埠当時鼻: 隊阜テラ:4
:
:
受益の 差 に よ る意識 の 隊員 - の 責 佳 . 労賃 潅鹿施設 - 社会 資本･ チ ー ム 内の r参加J形
違 い . r支 援事 業+ へ の 負担 の 限界 ｡ 農 繁期 - 公 共事業 - 政府支 態 の 整 合性 を強調 o
過 重 労 働 拠 出 へ の 抵 との 重複 o 揺 . 草の 根協力 ≠ 労 村落隊 員 : 水道事 業
抗 o 賃負担 c の r参加+ル ー ル化 Q
⑦ 担■･学曝鼻 : 曝鼻:リ.
■十ぎ±･: 野草豚鼻‥ U_lC^ 事業 :
発 泡施設 - 社会資本 - ≠■- ム 内ゐr参 加J形 水 道 事 業 に お ける 労賃
■
は 負担 で きな い
公共事業 - 政府支援 o 態の 整合性を強調 ｡ r参加+の ル ー ル 化ム とい う原 則.
⑧ 最長り.せ食責 : 非章雄農阜‥ 担昔時鼻: 曝鼻羊ナ峯 :
既存の 労働 方法 ( 賃金 長軸く■土事 の疲 れ ｡ 雇用 関係の 代替 と し r固定的参加型+ へ の
支払 い) に よる遺草. 農繁 期 との 重複 . 冒 て の 協働 とそれ を通 執着 .
長 引く エ 事 と農繁 期の 的に つ い て の 理 解 の じた信頼関係構 築 o
重複 o 責任過大 ｡` 低さ . 個人 的な貸付 o
⑨ 利用農民 : 牡草墜鼻 : 曝鼻章:≒ 阜 :
必衰 に 応 じ た 簡 易 修
繕 ｡ 大 きな負担の 回避 o
技術た衰づくサ ス テ イナ ビリテ ィ を強調 ｡ ル ー ル の 踏襲 ( 借金
の 返済)
⑩
:リ
=
士ダ士女性 : 車性キp?,‾i.亨士.‥ 担=当降車= 事前圃査者 :
リ ー ダ Jと-し て の 責 村の 外 で の 楽 し い機 女 性 達 に 経 済 的 力 女性 - 余剰労働力 一
任 o 夫の 後押 し o 役 に 会 o 外国人 との 交流 o 杏 .
I
経済 活動 の 潜在的対
立 っ て 楽 しめる活動 楽 し ん で 儲か れ ば嬉
し い o
活動を通･した エ ン パ
ワ - メ ン ト .
象 o
注 : 丸数字は ､ 上記表 4 - 1 a に 対応 して い る ｡
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で は ､ 上 記表 4 - l ab の 説 明を通 じて 事例 考察 で 明らか に な っ た こ と を確認 し ､ 本
論文 にお け る実践 へ の 主張 を整理 して い こ う｡
第 1 項 イ ンタ ー フ ェ イ ス を ｢実践する+
考察結果 か ら指摘 され る最初の 点は ､ プ ロ ジ ェ ク ト初期 の 段 階で は ､ い か にア ク タ
ー の 価値観や 判 断基準 に つ い て の 相互 認識 に 断絶が生 じて い る か と い う点 で あ る (表
4 - 1 a イ タリ ッ ク文 字部 分を参 照)｡ そ して さ らに深刻な こと に は ､ これ らの 断絶が
明確 に意織され ずに事 業が進行 して い っ た と い う 点に あ る ｡ 物 理 的 な失敗 経験を通 じ
て ア プ ロ ー チ を転換さ せ て い っ た農業分野や ､ フ ェ イ ス ･ ト ク ー ･ フ ェ イ ス の 日 常的
関係 の 中で 否応 無く 相 互認 識 に 変更が 求 め られ た給水事業等の 例も あ る (表 4 - 1 a
下線字参照)｡ しか し こ れ らは ､ ｢住民と共 に+ と い う協力 隊 の 草の 根交流 的な特徴や
個別 の 経験 を通 じで結果 的に 生 まれ たも の で あり ､ い わば偶 然の 産物 で ある ｡ ｢参加+
を巡 る認識 の ズ レや事 業目的 に対 する解釈 の 違 い 等 をア クタ ー 間で 気 付く機会 が ･｢意
識 的 に+ 設 定されて き たわ けで は な い o そ の 結果 と し七 ､ 固定化 され た｢参加+形 態 に
農業土木 事業は 困難を 強 いちれ た o また ､ カ シ ュ
ー ナ ッ ツ加 工 事業は , 経済効果 を狙
っ た支援者側 に と っ て は ｢失敗+に近 い 事例 とな っ たが ､ 参加 した女性 達 の 記 憶の 中で
は ｢失敗+ で はなく自分 の 新たな 可能性 を探す ｢き っ か け+ で あ っ た ｡ 他方 で ､ ｢得られ
る べ き支援の チ ャ ン ス を逃 した+h 集落 で は ､そ れ が 1 つ の 契機 とな っ て 自 ら水道を作
る と い う｢波及 効果+が生 じた ｡
こ れ らを通 して 主張 で き る こ とは ､ どれ ほ ど｢参加 型開発+を気取 ろうとも ､ 開発支
援 とい う文脈に お い て 外 部者 が ｢住 民+ と して 括 られ る 多様 な人 々 の リア リテ ィ を理
解する事 は容易 で な い と い う 点で ある ｡ ま た逆 に ､ 支援する側 の 思 い もア ク タ
ー 達 に
よ っ て解釈 され て い る ｡ 上記 事例 の うち ､ 7 年の プ ロ セ ス を通 じて 支援者側 が 自 らの
視 点と他ア ク タ ー と の 断絶に 気付く機会 が｢偶 然に も+与 えられ た の は ､ い ずれ も実践
に お い て なん らか の コ ン フ リク トが顕在化 した もの で ある ｡ 例 えば農業分野で は ､ 第
一 段 階の 落花 生栽培 の 失敗で 導入 事業の 妥当性 に疑問を抱か ざる を得な い 状況 と なり ､
更 に アカ ワケ ギの 大暴 落で ､ ｢技術だ け得て も だ めだ+と い う痛恨の 思 い を経験 した ｡
村落給水 で は ､ 人 々 の 事 業 - の ｢参加+形態 は 当該社会の 日常生活や社会関係に応 じて
様 々 で あ っ た し､ そ れ に 適 しな い ス ケ ジ ュ ー ル で は ､ 人は 動 か なか っ た. また リ ス ク
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と い う点 で も ､ 彼 らは 納得 しな い も の に は 手 を出さなか っ た ｡ こ れ は農業土木事業に
も共 通する 点 で あ る ｡
こ の ような問題 を ､ 事後的 な分析に よ っ て 指摘す る事は 可能だ が ､ ｢`予測+は難 し い ｡
ただ い ずれも(1)事業目的に つ い て の ア クタ ー 間 の 解釈 や ､ ｢参加+や｢平等+と い っ た鍵
と な る行動を巡 る解釈 に 断絶が ある こと が 問題 を生 じさせ るき っ か け に な っ て い る ｡
更に ､ (2) 断絶を修正 で き な い プ ロ グラ ム の 硬直性 が､ ア ク タ ー 間 の 相互 不信 を増長 し
て きて い る ｡ そ うで あれ ば ､ 外 部者 で あ るわれ われ が まず心 す べ き は ､ ｢把握で きて い
る ニ ー ズ は表層 に 過 ぎな い+､ ｢相手 の 理 解は(相手 の 文脈に お い て)『正 当』 だ+ と い
う帯織をも ち ､ ｢どう違うの か+､ ｢なぜ違う の か+に 目 を向 ける こ とで はな い だろうか ｡
ロ ン グは ､ 自 らの メ キ シ コ の 事例 で 主 にア ク タ ー 間の 断絶を明らか に する分析概念
と して イ ン タ ー フ ェ イ ス を用 い た が ､ 概念説 明 で は ｢イ ン タ ー フ ェ イ ス に お い て ､ 関
係者間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンや 交渉 の 基盤 が創造 され ､ 協力 して努力 を行 っ て い く 可
能性 ､ そ して 共有され る知識 ･ 経験 が生み 出され て いく+【Lo ng192:･2 43】 と述 べ て
い る ｡ ｢イ ン タ ー フ テ ィ ス 状況 を認識 する事+､ つ まり,イ ン タ
ー フ ェ イ ス の 実践は ､ 開
発 支援実践の 改善に 向 けた われ われわ出発 点と な る こ とが 期待 され る 0
ま た , チ ェ ン バ ー ス は ､ ｢早 い 時期に 外部者がす べ き こ と は ､ 自分 は誰 で あり ､ 何
を して い る の か を隠さず 正直 に伝え ､ さ らに ､ 地域の 精勤 に参加 し､ 特 に地域住民 に
教えて も ら い ､ 地域住民 と同様 の 責務を果 たす事で ある+ と指摘 して い る【チ ェ ン バ ー
ス 2000:316】｡ 開発 支援 にお い て 住民 の 役割 の 重要 性が ク ロ ー ズ ア ッ プ され ると共 に ､
｢地域固有性 の 配慮+等 ､ 外部者 が住民 を理解す るた めの 機会は増 えて きた ｡ しか し ､
住民 が外 部者を 理解す る た め の 機会 に つ い て は 必ず しも注意 を払われ て き て い な い よ
うで あ る ｡
更 に , こ の ｢相互理 解+ は外 部者 と住民 と い う際立 っ た 二 者関係や 明 ら か な コ ン フ リ
ク トが 観察され る 状態 にお い て の み重要 なわ けで は な い ｡ 住 民同士 ､ 支援者同士 の イ
ン タ ー フ ェ イ ス を認識 し ､ 無意識 の 断絶を解消 して い く機会の 設 定こ そ が ､ 実 は難 し
い ｡ 農業土木 に お ける 農民 の 意見 の 頻繁な変更 と土壇場で の 労働 - の 不参加や ､ 女性
達の ｢や る気 の 無さ+ 等 の ように ､ 一 見調和 的な様相を保 っ て い る場 合 ､ 人 々 は出来
る だ け表立 っ た コ ン フ リ ク トを避 け ､ こ っ そり と 日常的に さ さや か な逸脱や抵抗を試
み て い る ｡ ｢成功 の 基 盤 は 信頼関係 に あ る+と経験 的に 指摘 した E 隊員は ､ 期間中村落
部に 住み続 け､ 住民 の 中に入 っ て 生活す る事を徹底 した｡ しか し､ それ以外の 主要ア
2 0 7
ク タ - ､ 例 えば隊員 チ ー ム の 推進 して い た ｢住民参加+ の あり よ うと自らの 断絶を解
消 して い く機会は 最後ま で 持 て なか っ た ｡ また ､ ト コ ツ マ シ ヤ ラ カ ッ と呼ばれ るリ ー
ダ ー が 対 外関係 の 全 て に お い て 重要 な役割を果 た す 同村落で は ､ トコ ツ マ シ ヤ ラカ ッ
を介す る 支援が 多い o しか し ､ ア カ ワ ケ ギ栽培 グル ー プの 一 部リ ー ダ ー に みられ た よ
う に ､ リ ー ダ ー シ ッ プ が他住 民 に と っ て 納得 の 行く もの で ない 場 合 ､ 人 々 は 積極的に
行動 しな い し ､リ ー ダ ー 側 も｢1 人 で+頑 張 っ て しまう o あ る い古耳山羊飼育 の 当初に ､｢近
隣だか ら+と い うだ けの 理 由 で 形成され たあ る グ ル ー プ で は ､ メ ン バ ー シ ッ プが相互 責
任 と信頼を保 証 するも の で な か っ た ため ､ そ の 形態 で の 活動 は続か なか っ た ｡ ｢イ ン タ
ー フ ェ イ ス を実 践す る+と は ､ 一 見 同調 して い るように 見 える ア ク タ ー 間 の 断絶を発 見
し､ 問題設 定と解決方 法 に 関 し ､ そ の 特 定の 開発 フ ィ ー ル ド文脈に お い て より妥当性
の 高 い 方 法 を模索する ため の 出発 点 だと考 えられ る ｡
｢イ ン タ ー フ 羊 イ ス の 実践+の 具体化 に 向 けて ､ 本論 文 で例示 した調査者 に よ る 分析
と い う方法 論 と共 に ､ 日 常的 な意 見 交換 の 機会 の 増加や 様々 な ワ ー ク シ ョ ッ プ 手法 の
導入等 が そ の 基本的 な第 一 歩と して 挙 げられ るだ ろう｡ 自 己 を引 き出 し ､ 相互 を理解
する た め の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 様 々 な 手法 に つ い て は ､ 既 に多く の 蓄積がある ｡ チ ェ ン
バ ー ス は ､ 参加型 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 進行 と フ ァ シ リテ - シ ョ ン の 詳 細に つ い て ､ 具 体
的 な表 現 を用 い て 解り やすく ポイ ン トを説 明 して い る【C ha mもe r s20 02】｡ 本論文 に と
つ て 重 要 な点 と して ､ 同書 で 紹介 され る ワ ー ク シ ョ ッ プの 心得で は ､ 一 貫 して ｢教え る
側+､ ｢教 えられ る側+ とい う - 方 的 な 二 者関係 を否定 し ､ ｢われ われ+ の 学び の 過程 と
して の｢参加+と ､ そ の 多様性 の 重視が 主 張され て い る ｡ 具体 的な手法 の 中で も例 えば
｢も しも私 が あなた な らば+ と
.
参加 者間の 立 場 を転換 した 相 互 め語 りや ､ 対 に な っ た
二 客 の椅子 を用 い て ､ 自らが 自分 の 意見 と｢反対 者+の 二 役 を演 じる等 ､ ｢わた し+ の 固
定 化 を退 け て ｢現 実 の 多様性+に 気 付く た め の 手 立 て が 紹･介 され て い る【C ha mbe r s
20 02:110- 1 13]｡
こ の よう な ワ ー ク シ ョ ッ プは ､ そ の 限られた 時間内 に なん らか の 目 に見 える結果 を
出せ る も の で は な い ｡ 開発支援は ｢事業+. で ある 限り ､
コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス の 高さ
が 求 め られ るた め ､ ニ ー ズ を引 き出す調査 や成果 に つ い て の 評価とい っ た 支援者側 の
利 害 ･ 目的 と の 直接的 な結び つ きが 見 え難 い 活動を ､ 日 常的 に取り入 れ る優先順位 は
高く な い か も しれ な い . しか し ､ こ こ まで に述 べ て きた よ う に ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 分
析を実 践に組 み込 ん で い く事 は ､ 事業関係 者間 の ｢合意+が 果た して誰 に と っ て の 妥当
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性 に基 づ い て決 定 して い る か を明確 に し ､ 主役 で あ る人 々 の リア リ テ ィ との 整合性を
検討す る上 で 重要 だと 考える o 実践的イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 の 一 環 と して ､ チ ェ ン バ
ー ス が紹介す る よう な ワ ー ク シ ョ ッ プの 実施 が 一 つ の 辛 が か りを土な る で あろうo そ の
よう な機会で は ､支援者が｢住民+を理解す る だ けで は なく ､各ア クタ ー が自 らを知 り ､
自 らや 他 ア ク タ ー それ ぞれ が 多様 な｢現実 (s)+を生き て い る こ とを実感す る き っ か け
と な る こ とが期待され る ｡ も しも支援者の 1人 が フ ァ シ リテ 一 夕 一 役 を務め る の だと
すれ ば ､ 当然なが らフ ァ シ リ テ 一 夕 - も｢学ぶ ア ク タ ー +の 1人と な る ｡
しか し､ ワ ー ク シ ョ ッ プは 時 間 ･ 人手 ､ あ る程度 の 費用 と参加 者の 疲労を伴う作業
で あ る ｡ また ､ 支援事 業の 枠内で 行 われ る P R A実践にみられる よう に ､ 限 られ た時
間 で 見 えてく る｢リア リ テ ィ+は やは り部分的 で しか な い ｡ 必然的に ｢公 の 場+的 な性質
を有す る ワ ー ク シ.ヨ ツ プ形式 で は ､ 特定 の 社 会層が発 言 の 中J亡♪とな っ て しまう危 険悼
も 高 い ｡ より畢要 な こ と は ､ わ ざわ ざそ の た め の ｢場+を設 定するだ けで なく ､ 日 常的
にイ ン タ ー フ ェ イ ス を意識 化す る こ とそ れ 自体で あ る ｡ また後述する よう に ､ 内省的
実践 の 一 環と し
.
て ､ 本論 文 で検討 した開発 エ ア ノブ ラ フ イ - の よう な ｢調査者の 介在
に よ る 分析+ の 実践 - の 組 み 込 みを検討 して い く 事で あろう｡ 序章 で 指摘 した ｢開発
支援 に お ける 一 方 向的 なま な ざ し+ は ､ ｢支援者 の 一 方的 な住民理解+ や｢ 一 方的 な住
民 の 主役 化+に形 を変え ､ 現在の 参加 型 開発 の 現場 で も依然と して横行 して い る o ｢イ
ン タ ー フ ェ イ ス の 実 践+は ､ こ の よ うな現状 を見 つ め 直 して い く た めに求ゃられ る ､ 第
一 章で 援用 した'｢内省 的実践+ の 第 一 歩とな る はずで ある o
第 2 項 イ ン タ ー フ ェ イ ス の 認識を起点とする相互学習 プ ロ セ ス
既 述 の とおり ､ 近 年 の 村落 開発支援に お い て ､ 対象村落の 個別性 を配慮 し ､ 住 民が
意思決 定に 関与 で き る よ うなア プ ロ ー チ の 必 要性 は ､ い わば周知 の 事 とな っ て い るo
本 論 文 の 事例 で は ､ ｢住民 と共に+ と い う協力 隊事業 の 特徴が ､ ｢研 究なき普及 は あ り
得 な い+ とい う プ ロ ジ ェ ク ト形成者の 理 念と も相侯 っ て ､ プ ロ ジ ェ ク ト立案当初か ら ､
対 象村落の 現 状 と ニ ー ズ に 基づ き ､ 住民が 主役 と な っ て 事業を展開 して い く構図が措
か れ て い た｡ ま た ､ 限 られた事 前調 査期間で 得 られ た情報で 活動 内容 の 全 て を決定す
る 限界 を十分 に承 知 し て い た ｡ だ か らこ そ事業期間 の 初年度を｢調査 ･ ト ライ ア ル+段
階と して 設 定 し ､ 派遣 され た 隊員た ちが住民や 関係者と 一 緒に様々 な試行錯誤 を繰り
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返 し ､そ の 中か ら活動 を決 定 して い く と い う プ ロ セ ス 重視 の 方法 を採用 した ｡筆者が 指
摘する ｢出会い+と して の 介入 と ､ 人 と人 と の 関 わり の 中で 生 み出され て い く 開発プ ロ
セ ス と い う捉 え方 か ら見 て も ､ 初年度の 持 つ 意 味は 大き か っ た と思われ る ｡
しか し結果 と して ､ 1 年 目 の プ ロ セ ス が最大 限 に活用 され た とは 言 い 難い . 一 つ に
は ､ そ れ まで に 展 開され て き た政府の 村落開発 事業や ドナ ー の 開発支援プ ロ ジ ェ ク ト
の 経験 を通 じて イ ン ドネ シ ア 側 関係者が有 して い た ｢支援プ ロ ジ ェ ク ト+ 観と の認 識
の 帝離が大 き か っ た ｡ イ ン ドネ シ ア 行政は｢トライ ア ル 期間+を理解す る より も目 に見
える成果 と額面上 の 支援の 量 的な確保に 必死 だ っ た し ､ 隊員は ､ これ らの 障害に 阻ま
れ ､ 更 に自分自身 の ｢なに か を成功 させ た い+ と い う思 い も 相保 っ て ､ 事業の 成立に
焦 っ た ｡ また 当時 の 住民 に と っ て ､ ｢支援プ ロ ジ ェ ク ト+とは 何か 目に 見 えるイ ン プ ッ
トが短 期 間で 実施 され るも の で あり ､ ｢損なく して 得をする機会+ で あ っ たた め ､ ｢村
落部で 調 査 を したり ､ 失敗す る か も しれ な い トライ ア ル を住民と共 に行 っ た りする+
と い っ た行為 は余 り に も想像 した も の と異な っ て い た ｡ 他 方 で ､ 隊員 の チ ー ム 派遣事
業を行 う に あた っ て ｢隊員事 業+ が有す る独 自性 ､ つ まり ｢住民と共 に考 え ､ つ くり
あげて い く+ とV｢う プ ロ セ ス 富視型介入 の 特徴 を他技術協力 と 比較 して ､ 日本 政府側
がイ ン ドネシ ア 行政側 に十 分に伝 え られ て い た か とい えばそ うとも い えま い ｡ それ は ､
協力隊 事業の 紹介で は 不十分で ある ｡ 本 論文 で 繰り 返 し述 べ て きた よ うに ､ 双方 の 考
えて い る キ ー ワ ー ド､ 例 えば ｢支援+ の 意味や｢村落 開発+に つ い て ､ 十分 な議論 を重
ね る べ き で あ る ｡ 協力 隊事業 に つ い て の 関係 者 の 理解がもう少 しあれ ば､ 潅概や農業
分野 で 生 じた よ うな ､ ｢目 に 見え る成果 を 出さ な けれ ば+と い う圧迫感も多少 は軽減さ
れ た こ とで あろう ｡ 但 し､ ｢理解を得る+ と い う の は ､ 簡単な作業で は ない ｡ 出資する
ドナ ー 側 と受益 側 と い う 二者 関係 だ けで なく ､ 中央行政 レ ベ ル か ら村落部ま で ､ 様 々
なア ク タ ー 間 の 複雑なイ ン タ ラ ク シ ョ ン を通 じ て 支援事業は 生み 出され て い く ｡ 本事
例 を取 り巻く ミ ク ロ ､ マ ク ロ な環境とそ れ ぞれ で ｢当 然と されてい る+ 言説 の 中で ､ ア
ク タ ー 間 の イ ン タ - フ ェ イ ス 状況 を罷識 し ､ 住民 を主役 と した相互 学習の 起点 と して
い け る よ うな機 会を設 定 して い く の は 難 し い ｡
しか し こ こ で ､ ｢当該村落 社会 の 可変的 で 動 態的 な 固有性 に寄り添 える よ うな あり
方で ､ 当事者に と っ て の 現状 か らの 改善の
一 歩 を模索する+ と して 序章で 定義 した ､
村落開発 支援 の 目的 を 改めて 思 い 起 こ して み た い ｡ ｢当 事者にと っ て の 現状+､ つ まり ､
住民 が自 らの 生活世界と い う独 自の 文脈に お い て ､ ｢彼 らなり に+志 向 して い る よ り よ
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い 生時に 向けた後 押 しの 機会 を設 定す る こ と と い う捉 え方で ある ｡ こ の 視 点 に 立 て ば ､
限 られ た期間 の イ ン プ ッ トを繰り返 す開発 支援事業の 枠組 み の 中で あろう とも ､ そ こ
で 求 め られ て い る の は ､ 限 定期間中の ｢事業 - の 活発 な住 民参加+ で はなく‾､ ｢事業終了
時点 で ドナ ー に と っ て 『成功』 が 目に 見 える こ と+ で もな い ｡ 政府 開発援助 (0】)A)
の 場合 ､ 税 金 を支払 っ て い る 国民 に対す る責任問題 が よく挙 げられ るが ､ 国民 に説 明
する た め に 事業期間中 の ｢成功+ を ドナ ー 側 の 判 断で ｢切り 取 っ て+ い く の は本 末転
倒で は な い だ ろうか o 事業 の 成否 を限 られ た時 点 にお け る 一 部の 状況 の み か ら評価 し ､
新たな事 業を形 成 して しまう事 で長期的に 問題
●
を引き起 こ して しまう こ と の 方 が 余程
重 大で あ ろ う｡
イ ン ドネ シ ア 共和国 の 最東 部に位置するイ リ ア ン ジ ャ ヤ で自 らも N G Oと して 先住
民 族 コ ミ ュ ニ テ ィ に 対す る 開発支援事業に 携わ っ た経験 を持 つ 川 合ほ ､ 外 部者に よ る
｢問題解決型+ 開発 パ ラダイ ム か ら ､ ｢問題抽出型+ パ ラ ダイ ム - の 転換 を主張 して い
る【川合 2002:143]｡ 前者が ｢効率的 な問題 - の 対 処+ と して性急 な開発 手 法の 適用 に
よ る も の で ある の に 対 し､ 後者 は まず ｢現 地 で の 事実確認 と住民.2: の 十分な コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン を図 る こ と の 出来 る 体制 を整
`
ぇ+ てい く プ ロ セ ス を重視 して い る ｡ そ して
集落成員と外 部者と の 間 に 生 じて い る意識 の ｢ ズレ+ を解消す る た め に は相互 理 解が
必 要 で あり ､ そ の た め に は まず ｢双 方 の 生活理 念 の 違 い を明確 に認識 する事 が不 可欠
で あ る+ と指摘す る ｡ こ れ は 筆者 の 言葉で い う ｢イ ン タ ー フ ェ イ_ス の 意識化+ の
一 部
をな して い る ｡
ロ ン グの 提 唱するイ ン タ ー フ ェ イ ス の 概念 分析 で は ､ ｢差異+を指摘す る こ とは 出来
る が ､ そ れ に 対 して われ われ は どう考え ､ い か に行動す べ き か を指 し示 してく れ る わ
けで は な い o 川合はま た ､ ｢外部者 が被支援者の 持 つ 立費や 視点 と同化する こ とが こ の
『問題抽 出型』 の 最終的意 図で は な い+ と し ､ ｢外部者は ､ 外部者で ある が ゆえ に被支
援者 とは 異な る物事 の 捉 え方 がで き ､ そ れ が被支援者に と っ て 一 つ の 開発 支援 の た め
の 『資源』 とな り う る+ と述 べ て い る[川合 2002:1 43･ 144】｡ 筆者は こ れ に賛同す る ｡
筆者 は ､ ｢差異を理解す る ､ 自 己 を見せ る+ 段 階の 次 に ､ ｢差異を い か に 取り扱 っ て
い く か+ と い う継続 した 行動 - の 期待 を込 めて ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス の 認識 を起 点 とす
る 相互 の 学習プ ロ セ ス と い う言葉を付 した｡ こ れ は ､ ア ク タ ー 間 の 断 絶を完全 に 埋 め
て い こ う と い う意味と 同 一 で はな い ｡ 筆者 は ､ 根源的 に 断絶 は埋 ま らな い ､ 常に誤解
は あ る とい う認識 を出発 点 と して い る o 相互 理解 の ための 努力 に よ っ て ､ 関係 性 は変
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化 する だ ろう ｡ そ して 変化 しな が らもな ん らか の ズ レ を包含 した｢共通理解+を得て い
く ｡ こ の 視点 に た つ こ と に より ､ われわれ は 常に ､ そ して い つ まで も 固定化 した他者
理 解に 甘 ん
､
じて い られ なく な る ｡. 文 面化 した ｢住民 ニ ー ズ+ や｢事業目標+は 常に再検
討の 対象とな ろう ｡ 完全 に 埋 ま る事 の 無 い ｢われ われ+ と ｢か れ ら+ と の 認識 の 帝離
に対 して 敏感 で い られ る よう に ､ 筆者ほ 断絶の 完全 な解消を主 張する の で は なく ､ イ
ン タ ー フ ェ イ ス を起点 とす る相互 学習プ ロ セ ス を通 じた ､ 断絶的関係 の 発 展的な転換
と い う言葉 に と どめ て お きた い o そ れ は い わば ､ 相互 の 断絶を意識 し なが ら相 手 を完
全 に 見失 わな い ように 注意深 く 歩ん で い く 姿勢 とで も い える だ ろう o
第 3 項 エ ー ジ ェ ン シ ー の 発揮 とrス ペ ー スJの 限界 : 開発支援が立脚する
構造的 ア ンバ ラ ン ス
本節第 一 項 に お い て ､ ア ク タ ー 間 に 生 じた コ ン フ リ ク トが ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス が 意
識 化 され るき っ か け とな っ たと述 べ た o で は ､ イ ン タ ー フ ェ イ･ス を認 識す れ ば､ 現在
生 じて い る村落開発 支援事業の 様々 な 問題 は解決 に結び つ く の だ ろう か ｡ や は り そ う
容易 な こ とで は な い ｡ 筆者は 序章で ､ 多様なプ ロ ジ ェ ク トの ス テ ー ク ホ ル ダ ー 全体を
含み ､ 開発現 象が 生み 出 され る様 々 な場 とそ こ で 生 み出され る 開発 プ ロ セ ス 全体が研
究 対象と な る よ う な範囲 と して ､ ｢開発 フ ィ - ル ド+ を設 定す る 必 要性を主 張 した o
こ こ で は ､ 開発 フ ィ ー ル ド全体を概観 し ､ そ の 一 部の 主要 ア ク タ ー 同士 の 努 力だ けで
は解決に 至 らな い ､ より マ ク ロ な構 造 的問題 に 言及 して お く ｡
本事 例で は ､ ア ク タ - それ ぞれ の 価値 をぶ つ け合い なが ら ､ 相互 に他方 を学ぶ機会
が設 定 され た場合 ､ 少 なく とも そ れ らア ク タ ー 間で は ､ 行 っ て い る活 動 の 目的や 成果 ､
問題 点 に つ い て なん らか の ｢共 有知+ が生み 出 された ｡ ま た住民参加型 圃凝 の 実務の
文 脈 に あわ せ て 表 現すれ ば､ 主役で あ る住民に よ る ｢自分達の 事業と い う認 識 の 獲得
(村落 給水)+ や ｢新た な行 動計画 へ の 積極的 姿勢(農業)+ と い っ たプラ ス 効果 がみ られ
た ｡ こ れ らは 主 に 村落住 民と の 直接的な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を介 した 日常的 なイ ン タ
ラ ク シ ョ ン で あ っ た ｡ しか し ､ 最初か ら述 べ て き たよ うに ､ ｢開発 フ ィ ー ル ド+ は村
落以外 に も様 々 な｢場+の ア ク タ ー か ら成 っ て い る o 村落 で の 実践にお い て上記 の よ う
な内容や ア プ ロ - チ の 変更 を可能 と したの は ､ 既定の 事業枠組み が緩や か で ､ 意思決
定 が村落 レ ベ ル 中心 に なされた か らで あ る ｡ そ れ は ､ 村落 で 生活 を共有する支援者(隊
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負) の 存在と ､ ｢草の 根+とい う協力 隊事業 の 特徴 に多く を拠 っ て い る ｡
以下 に ､ 前章事例の 主 な開発 ア ク タ ー と ､ 想 定 した外部環境 の イ メ ー ジ 図を示す(図
4 - 1)i 図に 明 らか な よう に ､ 6 つ の 村落に対 する協力 隊事業とい う ､ O D A事 業と
して は小 さ なも の で も ､ こ れ だけ の ア ク タ ー が 事 業の 中身と運 営と評価 に コ ミ ッ ト し
て い る｡ しか も 下図で は ､ マ ク ロ - の 広 がり を強調 す る ため に ､ 第二 ､ 第三 章で 中心
的 に 取り上 げた村落内 の｢住民+の 多様性 に つ い て 単純化 して ある ｡ 二 国政府を巻き込
む OD A事業は ､ 両政府 に と っ て 外交 政策の 一 環 で あり ､ 必 然的 に｢支援+理念だけで
は つ じ つ ま の あわ な い 二 国間 の 政治的な関係 か ら切 り離せ な い ｡ 本事例 の 場合 ､ 同事
業が 形 成され た経線に は ､ まずイ ン ドネシ ア 政府 ( ⑩)の 第五 次開発 5 カ 年計画 に お
け る束 部イ ン ドネ シ ア 地域開発 の 重視があ っ た ｡ さらに ､ 支援機関に よ る ｢す みわ け+
に よ っ て ､ 日本政府 ( ⑭)は 南 ス ラ ウ ニ シ - の 技術協力 を模索 して い た ｡ そ して JI CA
( ⑬)の 有す る既存の 協力 ス キ ー ム の 中か ら ､ 専門家派遣 ､ プ ロ ジ ェ ク ト方式技 術協
力 ､.協力隊派 遣 と い っ た 協力形 態 が あて は め られて い く こ と に なる ｡ 事 業対 象地 の 選
択 に お い て は ､ パ ル 県政府 (⑦)の 既存の 事業傾 向 へ の 整合性 が優先 され ､ プ ロ ジ ェ
ク トデザイ ン に あた っ て は や は り パ ル 県政術 ( ⑦)の 財 政状況 や事業に か けられ る人
材 の 質量に よ っ て ､ カ ウ ン タ ー パ ー トの 配 置等 に 大き な制限 が加 わ っ た｡ 村長 ( ⑥)･
集落長 及 び住民 ( ①②)の 声 を拾う の は ､ こ の 後 ､ プ ロ ジ ェ ク トの 詳 細設計 の 過 程 に
お い て と な る ｡ つ ま り柑 に入 る時 点 で ､ 投入 され る人材 ･ 期 間 ･ ア プ ロ ー チに つ い て
の 大枠は決 定 されて い る わ けだ ｡
図 4 - 1 の説 明 を以下 に示す . 注釈 に ある とお り ､ ホ ー ム ベ ー ス 型矢印 は ､ 村落 開
発 支援を考 え る上 で 必然的 に外 部者と なる ､ 支援す る側 の ｢介入+ ベ ク.hレを示 して
い る ｡ 欠印 の 向き は ベ ク トル の 主 な方向性 を示 して い る ｡ そ して ､ 図 中 に は示 して い
な い が ､ 同 じ｢介入+ ベ ク トル に含まれ る ア ク タ ー 間 で も ･､ それ ぞれ が異 な る方向性 を
有 して 他ア ク タ ー とイ ン タ ラ ク シ ョ ン を行 っ て い る ｡ 例え ば大部分の 隊員 (③) は村
ば かり 向 い て 仕事 を して い る が ､ チ ー ム リ ー ダ ー ( ④)は 県政府 の 意向 を重 視す る ｡
隊員チ ー ム ( ⑤) は JIC Aイ ン ドネ シ ア事 務所 ( ⑪)を通 じて 協力 隊事務局 ( ⑫)､
JIC A本部 (⑬) ひ い て は 日本政府(⑭)に つ なが っ て い る が ､ 協力 隊事務局 (㊨) は
JI C A本部(⑬)の ､ そ して JI C A本部 ( ⑬)は 日 本政府(⑭)の 指針や意思決 定に対 して
従属的 で ある ｡ 更 に 日本 政府 ( ⑭)の O D Aの 方 向性 は ､ ア ク タ
ー を取り囲む 環境と
して の 世論 か ら影響 を受 けて い る ｡
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: 村落開発に おい て必 然的に外部者となる ､ 支援する側 の ｢介入+ ベ ク トル
: 様々 なメ デ ィ ア を通 じた 直接的 ･ 間接的な影響力
: マ ク ロ な政治的関係
囲 4 - 1 事例 ア クタ - 臼係の イ メ ー ジ無 r開発 フ ィ ー ル ド+
A
他方 ､ イ ン ドネ シ ア 側 は ､ 少 なく とも 1998年 の 改革以前 の 段階で は ､ 形式 的 に は
明確な ト ッ プダウ ン 構造 が 成立 して い た(⑩ - ⑨ - ⑧ - ⑦ - ⑥)｡ 上部構 造 に位置す る
中央省庁(⑩)は外交関係 に関する 日本 政府 ( ⑬)の 出先機関と して JI C Aイ ン ドネ シ
ア 事務所(⑪)と交 渉､ 契約 関係に あ る ｡ こ の イ ン ドネ シ ア政府 ( ⑬) ( 実際に は執行 省
庁⑨) と 日本政府(⑬)( 実際に は⑪) 間で ､ 村落部に お ける 開発支援 ( ①②③④⑤⑥)
を ｢や る+ か ｢や らな い+ か と い う第 一 歩が踏み出され る . ⑨ レ ベ ル で の 決 定事項 に
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対 し ､.
L
実質的 に 州 (⑧)､ 県 ( ⑦)政府 は 一 方的 に 受容 し ､ 実行 する事が求 め られ て き
た ｡ そ こ で ､ た と え実際 の 村落開発 支援現場 ( ①②⑥)の 希 望 と県政府(⑦)の
■実行 内
容と の間 に大 き な帝離が あ っ た と して も ､ 単年度轟 の 報告書 で は｢100%予算執行 を完
逮+ した こ と が 文書に 記 され て い る ｡ そ して こ の よう な様々 な べ ク トル の 中で 生み出 さ
れる 開発支 援実践の｢成果+ であ る農作物や 畜産 ､ 加 工商品な どの 全て が ､ 直接 ･ 間接
的 に 国 内及 び 世界市場 の 動 向に 翻弄 されて い る ｡
以下 に ､ 上 図 4 - 1 を通 じて 確認 され る 考察ポイ ン トを ､ 前章の 事例 考察結果 を踏
ま えなが ら指摘 して み よ う｡
1) 多様 な住民(①)の 中に は ､ 出稼ぎ労働等 を通 じて 世 界市場や 近代的生活 志向に 直面
し ､ 行政の 枠を超 えた と こ ろ で ､ 村落社会に と っ て｢外部性+を有する も の もい る ｡
対象 地域 の 住民 が｢固 定的 な 内部性+を有す る と して 同
一 視す る こ とは危険で あ声 o
2) ト コ ツ マ シ ヤ ラカ ッ (②)は 住民 ( ①)に含まれ る が ､ 村長(⑥)は①に含まれ ない
場 合が 多 い o 村長(⑥)は ､ よ り外部 に位置す る ア ク タ ー (例 えば県政府 ( ⑦)､ 隊
員チ ー ム (⑤) な ど) に対 して｢住 民代表+と して 発言 を求 められ る こ とが少 なく
な い が ､ 住民 に対す る村長(⑥)の 代表性(r epr e s entativity)は ､ 常に多様 な住民にと
っ て 妥当で あ る か どう か は わ か らない ｡
3) 隊員(①)は 隊員リ ー ダ ー (㊨)､ 隊員チ
ー ム ( ⑤)､ 協力隊事務局 ( ⑪)の 意向等 を部
分的 に共 有 して い る が ､ 日 常的 に は個人 的 な判 断 で 村落住民 とイ ン タ ラク シ ョ ン
して い る ｡
4) パ ル 県政府 (⑦)､ 州政府 ( ⑧)､ イ ン ドネ シ ア 内務省 ( ⑨)は基本的 に はイ .J ド
ネ シ ア の ト ッ プダウ ン 行 政機構 ( ⑩)に位置付 けられ る o 地方分 権化 以降､ ⑦と
⑧ の 関係 や 一 方 的 な上位下達 の 方向性 に 対 して 変更 を加 え る
べ く模索されて い る o
5) JICA( ⑬)､ 協力 隊事 務局(㊨)､ JⅠC Aイ ン ドネ シ ア 事務所( ⑪)､ 隊員チ
- ム ( ⑤)､
隊員リ ー ダ ー (④)､ 隊員 ( ③)は 基本的 に OD A事業の 同
一 構造 内に位置付 け ら
れ るが ､ 村落社会 との 近接性 とい う点で 大きく 帝離が あり ､ 事業目的や成果 な ど ､
活 動基 盤 と な る価値 の 生成 にお い て も ､ 時 に 大き な断 絶が生 じて い る o しか し ､
最終的 な意思決 定 に お け る権威と い う点 で は③ ≦ ④⑤ ≦ ⑪≦⑫≦ ⑬≦⑭ の 構 図 に
ぁり ､ こ れ らの ア ク タ
ー 間 で の 日 常的なイ ン タ ー フ ェ イ ス の 意識 化 と相互理 解 へ
の 努力 が な されて い な い 場 合に は ､ 村落現場 に お ける 柔軟な事業内容 の 変更や 緊
急 課題 - の 対 応に 困難が生 じる ｡
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6) イ ン ドネ シ ア政府 ( ⑲)､ 日本政府 ( ⑭)レ ベ ル は 外 交全般と して 政治的 な利害関
係 に あ り ､ 村落開発 支援 を純粋 に本論 文 で 規定 した よ うな目 的の み か ら捉 え切 れ
な い ｡ 土の 大前提 に よ っ て ､ 0Ⅰ)A事業は多様 な住民 ( ①)の リア リテ ィ か ら大き
く 解離 した場 で 形成され ､ 実践 で矛盾 を抱 える と い うジ レ ン マ に あ る ｡
既述 の 通 り ､ 村落開発支援 を ､ 対 象村落の 住民 が ｢彼らなり に+ 志 向 して い る より
ょ い 生 活 に 向 けた後押 し の 機会を設 定する こ と で あ る とすれ ば ､ 村落開発 の 主役 は上
図①②の みで ､ ③以 下⑭まで は 全て それ を支え る存在で ある ｡ しか し､ 開発 支援事業
の 現実は ､ 支援を受け る 行政 の 意向 ､ 支援側 の ｢も ち札+に よ っ て 初期形態 の 基本的事
項 が 決 定されて い る ｡ こ れ は政府 間協力事業 の 宿命 の よ う なもの で ､ ｢村落開発 な の
だ か ら ､ 発 案は村人 で な けれ ば+な どと い う美 し い 開発 支援 の 理念 は ､ ロ マ ン テ ィ シ
ズ ム で しか な い ｡ もち ろ ん ､ 最初の 問題設 定自体に 大幅な誤 差 が ある場合 は ､ 事 前の
開発調 査等の 段階で フ ィ ー ジビ リテ ィ が 低 い と判断され る べ き で ある o 例 えば支援す
る側 の 勝手 な政治的利害に よ っ て 特定企業を通 じて 高価な機材 を導入 した り ､ 化学肥
料 を大量 に貸 し付 けた りす考 よう なやり方 は 論外 で ある o 支援に よ っ て 明 らか に｢対
象 地域+以外 の ア ク タ ー が 一 方 的 に 受益するよう な事業に 対 して は ､ 事 前調査 時 に ア
ク タ ー 分析 を行 い ､ 第三 者的 な監査機能が 批判 的 に働か ね ばな らない o O D A事業 の 評
価 に有識 者や 第三者機 関 の 積極 的な関与を促 進 して い こ うと い う最近 の O D A改革傾
向 に よ っ て ､ ･ こ れ ら基本 的 な｢大前提+が孝 む問題 を切 り崩せ るか どう か は ､ 本論 文で
扱う議論 の 範噂を超 え る が ､ 外務省を始め と す る関係機 関の 前 向きな取 り 組み に期待
した い ｡
本論 文 にお い て 臥 事例に み る ｢東部開発 の 拠 点と して の 南 ス ラウ ェ シ+･ と い う 設
定や ｢ドナ ー の すみ わ け+ に対 して 問題化す る意図 は筆者に は 無 い o む し ろ ､ 与 えら
れ た 条件下 で ､ どれ だ け柔軟な事業展 開を可能 とす るか ･, プ ロ セ ス の 中 で どれ だ け意
思決 定 の 重心 を村落現 場 - と移行 して い け る か が本 論文 に おけ る課題 で あ る o つ まり
与 え られた条件下で ､ 村落 に生 き るア ク タ
ー が どれ だけ エ ー ジ ェ ン シ
ー を発揮 して い
け る の か ､ そ の ため の プ ロ ジ ェ ク ト環境を整備 して い ける の か とい う点 で あ る o 第
一
章 で 述 べ たよ うに｢ ロ ン グは ア ク タ
ー を ､ ｢問題 を孝 む状況 を判 断 し ､ ｢適 切 な+ 反 応
を起 こ して い け る よ う な知 識 と能力 を有す る ､ エ
ー ジ ェ ン シ ー を有す る社会 的な存
荏+ と定義 して い る [Lo ng 2001:16
-20]o そ し て エ ー ジ ェ ン シ ー とは 意図的 か どうか
に か か わらず経験や希 望 を再帰的 に解釈､ イ ン タ
- ナライ ズ する知識能 力や ､ 技術を
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使 い こ な し ､ 資源に ア ク セ ス で き る能 力で ある と い う [Lo ng200 1:16･ 2 0]o 本論文で
は ､ 人び とが｢社会 の 中 の 個+と して ､ 行動 の 選択 の 自由や 自発 的な意図 を保有 して い
る と い う意味で の｢コ ン ト ロ ー ル の 余地 ､ ス ペ ー ス +と い う考え方を取り入れ る こ と に
よ っ て ､ 各ア ク タ ー が 与 えられ た状況 下で ､ 自分なり の 工 夫 を凝ら した り ､ やん わり
と抵 抗 したりす る様 を描 い てき た ｡ 例 えば ､ 支援者側 が｢支援傾向+の 流れ を受 けて 推
進 しようと した固 定的 な住民参 加 の 形 態 に対す る抵抗や ､ 労働や維持管理費任に か か
る｢平等性+に つ い て の 解釈の 違 い 等 は ､ 人 々 の 事 業 - の 不参加や ､ 彼 ら なV)の 規範に
基 づ く 関与 の あり 方 を遂行す る と い うやり方 で ､ そ の ｢ズ レ+ を示 した ｡ そ の 都度 ､
事業は 一 見 ｢停滞+ す る わ けだ が ､ 逆に支援す る側 に と っ て は それ が ､ 自らと住 民と
の 価値の 断絶に気 付く 貴重な学び の 機会.とな っ た ｡
で は ､ こ の よう な 日 常的 なイ ン タ ラ ク シ ョ ン で は 解決 しよ う の なか っ た 問題 とは な
ん だ ろ う｡ 1 つ に は ､ 人 間に は どうし ようも な い 天候不順や自然災害で あ る ｡ 本事例
で は ､ 3 年 目に は エ ル ･ ニ ー ニ ヨ の 影 響を受 けた干 ば つ で ､ 農作物が 被害を受 けた｡
逆 に 5 年目に は ､ ラ ･ ニ ー ニ ヤ の 影 響を受 けた 大洪水 で ､ 漕艇施設 が 決壊 し ､ 橋が 倒
壊 して ､ 数 ヶ月 に 渡 っ て 大幅な活動 の 制限を強 い られ た ｡ こ れ らの 問題 は ､ グロ ー バ
ル な視点か ら環境問題 を捉 えた 場合 に は人 災 と して の 要 素も あるも の の ､ 村落 開発 支
援と い う論点 に お い て は ､ 外部条件と して み なされ よ う｡
次に ､ 国 際 レ ベ ル ､ 国家 レ ベ ル で の 政治 ･ 経済 ･ 社会的変動 で ある ｡ イ ン ドネ シ ア
を含む ア ジ ア 各国は ､ 1997 年以 降､ 深刻な経済危機 に陥 っ た ｡ 南ス ラ ウ ニ シ 地域で も
銀 行 の 閉鎖や イ ン ドネ シ ア側政府 予 算執行 の 遅れ な どの 影響が出た｡ 更 に 19 8年 に
は 長 期政権を率 い て き た ス ハ ル ト大統領が退 陣 した こ とに よ っ て ､ い き な りそ れ まで
の ｢正 当性+ が批 判の 的 とな っ た ｡ イ ン ドネ シ ア の 政治不 安に対 して ､ 日本政府は 支
援事 業に か か る人材派 遣 を 一 旦 中断 した｡ 村落 で の 生 活 に なん ら不安傾向 は無 か っ た
が ､ ｢柑の 中が 一 番安全だ ぞ+と い う住氏達 を横 目に ､ 事例事 業に携わ っ て い た隊員達
は ､ ｢国家の 判 断+に 従 っ て全員が 一 時帰国 した o 奇 しくも 5月 - 6月 は乾季 栽培 や農
業土木 等の 施 工 準備 に と っ て 重要 な時期で あ っ たた め ､ ｢残り任期+が少 なか っ た
一 部
の 隊員の 計 画 は 大き な変更を強 い られ た｡ 逆 に ､ そ れ 以降の 地方分権化 の 促 進 に よ っ
て ､ そ れ まで は何で も中央の イ ニ シ ア チ ブ を待 たね ば ならなか っ たイ ン ドネ シ ア 行政
機 関 との 協力 に お い て ､ 地方 へ の 直接協力 の 可 能性 が開 かれた. これ は ､ そ れ以前の
事 業が ､ 計画 立案か ら実施ま で 全 て の プ ロ セ ス に お い て ､ 重 要な意思決定 の 最終決 断
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を村落 の リ ア リテ ィ か ら帝離 した 中央 政府 に 仰が ね ばな らな か っ た こ と を鑑 み れば ､
大き な変化で ある ｡ 実 際に は 依然と して中央 政府 と地方行 改府の 関係 性 は暗中模索の
段 階で あ るが ､ ｢意思 決 定の 重 心 を村落に近 づ けて いく+ことが 期待 され る村落開発 分
野 の 支援に と っ て は 重大 な 出来 事 で あ る ｡
更 に ､ 支援事業に は様 々 な条件が付され て お り ､ そ れ らは村落の リ ア リテ ィ か ら遠
く離れた場所 で 決 定され ､ また変更され る ｡ 例 えば 日本､ イ ン ドネ シ ア 双方 の 単年度
予算計画 ･ 実施 の 枠組 み で ある ｡ 事例事業で は ､ 雨季 ･ 乾季 の ズ レ や農繁期/ 農閑期
やイ ス ラ ー ム 教 の 断食 と い っ た村落 レ ベ ル の 事情や ､ 事業 に対す る住民 の 意志 の 深ま
り とは 関係 なく ､ 年度末 に は次年度予算計画 の 立案が 求 め られた ｡ ま た既述 の ように ､
事業初期 に は｢協力隊事 業に 対 して 数値目標 を立 て る 必 要は 無い+､ ｢P C Mの 導入 に よ
っ て縛り が き つ く な る+ とい っ た考え方 が主流 で あ っ たも の が ､ 5 年程 度の 間に ､ 日
本 の O D A事業の ｢常識+ が変化 した 事 に よ っ て ､ ｢P C M は当然必 要で ある+ と い う
発 言 - と変わ っ て い っ た ｡ 筆者は こ れ らの 事 実 そ の も の を批判する わ けで は な い が ､
現在自分た ちが依拠 して い る ｢こう ある べ き+ と い う評価枠や 手法 の ｢正 当性+ が ､
い つ まで ｢正 当+足 り え るか と い う 点に つ い て懐疑的で ある ｡
こ れ らは ､ 村落で の 日常生活 か ら見 上 げれ ば ､ マ ク ロ な外部 環境と して捉 えられ る
が ､ 開発介入 に 対 して 直接的 な影 響や条件を付加 す る事 に よ っ て ､ 間接的 に は村落で
の 生活 に も影響 を与 えて い る ｡ こ れ らの 大 き な潮流や規則 に対 して ､ 村落 の 人 々 が ど
れだ け｢コ ン トロ ー ル の ス ペ ー ス +を有 して い る の だ ろ うか ｡ もちろ ん ､ 基本的な考え
方 か ら行 けば ､ 概念 的 に は どの ような状 況 下に お い て も｢ス ペ ー ス +は ある ｡ 例 えば事
莱 - の 不参加 と い う｢選 択+や ､ 事 業目的 の 自分連 な り の 解釈i羊よ･つ て ､ 介入 を｢利用
し よう+とい う動 き と い っ た ､ 消極的な対応 が想 定され るだ ろ う｡ しか し ､ そ もそも｢村
落の 人 々 が彼ら なり に 生活 をよ り よ く して い く こ と+ - の 加担 を 目指す村落開発支援
にお い て ､ 住民 に ｢不参加 と い う コ ン ト ロ ー ル の ス ペ ー ス + が残 され て い る事 に どれ
だ け の 意義が ある の だ ろう o 前掲 図 4 - 1 で 指摘 したよう な国家間の マ ク ロ な外交 関
係 を背景に ､ OD A事 業の 成立 に か か る初期段 階で の 基 本的 な意思決 定権が ､ 村落社会
の 住民 に 置か れ る こ と は構 造的 に 困難で あ る ｡ 結果的 に ､ 開発支援で あ る 限り脱却 し
得 ない ア ン バ ラ ン ス な権威関係が ､ 人 々 が選択 する｢ス ペ
ー ス+を圧迫 して い る ｡
序 章で 紹介 し た住民 の 政治的 エ ン パ ワ ー メ ン トとは ､ かれ らの コ ン ト ロ
ー ル の ス ペ
- ス を広 げ､ ア ク タ ー 相 互 の イ ン タ ラク シ ョ ン が｢健全 なも の+とな る事を目指 して い
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る の で は な い だ ろうか o そ うで あれ ばわれ われ は ､ O D A事 業成立 の 前提 と なる 二 国間
の 改治的関係や支援機 関の 協力枠組 み ､ 受益 国政府の 予算 シ ス テ ム 七 い っ た条件の も
とで ､ 住民 を始 め と し ､ 東京本部で 働く 事業担 当者 まで を含むア ク タ ー 間に お ける健
全 なイ ン タ ラ ク シ ョ ン を最大 限 に 目指 して い か ねばならな い o そ して そめた め に は ､
対象事 業が 立 脚 して い る ｢開発 フ ィ ー ル ド+ と主要ア ク タ ー を同定 し ､ ア ク タ
ー 間 の
権威 の ア ン バ ラ ン ス や イ ン タ ー フ ェ イ ス を認 識する こ とがまず必要 と なる だろう . そ
の 上 で ､ そ こ で 明 らか と なる 目的 の 帝離や｢不 明 な点+を､ そ の 後 の プ ロ セ ス で 解決 し
て い け る ような柔軟な 事業枠組み が求 め られ る ｡
そ れ を成り 立た せ るた め の 一 つ の 鍵 と して ､ こ れ ら｢開発 フ ィ
ー ル ド+に おけ るア ク
ー
タ 一 間を ｢つ な ぐ+ 存在 の 重 要性が指摘され よう ｡ 事例事業に お い て ､ ｢住民 の リ ア リ
テ ィ+ の 一 部がイ ン ドネ シ ア の 中央 政府担 当者 の 目 に触 れた の は ､ ｢村落部で 生活す る
ドナ ー ス タ ッ フ+と して の 隊員の 働き に よ る o また ､ 依然 と して 外部者で ある 隊員 に対
して ､
一 見 わか らな い｢住民+間の 多様 性や ､ ｢声に ならな い抵抗+ を｢見 せ る+役割を果
た したの は ､ 出稼ぎ経験 を有す る若者 や 自分 達 の 生活 向上 を目指す ト コ ツ マ シ ヤ ラカ
ッ 等 の 人 々 で あ っ た o こ れ らは ､ 他 ア クタ
ー と の 生活 の 共有や協働 や頻繁 なイ ン タ ラ
ク シ ョ ン を通 じて ､ そ れ ら の 外部性 をイ ン タ ー ナライ ズ し ､ 自分 の 生 活世界 の 境界に
変更 を加 えた者達 で あ る ｡ 村落 社会 で 率先 して こ の よう な ｢取り込 み+ を行 っ て い く
ア ク タ ー は ､ 新た な外 的属性 を有す る他ア ク タ ー との 出会い にお い て ､ 敏 感に そ の ｢異
質性+を判断 し､ 取捨選 択 して 自分 なりの 解釈 を加 え､ 内面化 して い る o こ れ らの ア ク
タ ー は ､ 外部 者に と っ て 村落を知 るため の 貴重 なキ
ー パ ー ソ ン とな るだ けで は なく ､
村落社会 の ｢内部+に 属 しなが ら ､ 外部性 を誘導 して｢ミ ュ
ー タ ン トと し て の 地域固有
悼+を生み 出 して い く際 に中心 的な役 割を果 たす事に な る o 村落給水事 業にお ける 出稼
ぎ経験者の 積極性や ､ 海外研 修を体験 した 農業若手リ
ー ダ - α 氏 なども こ れ に あたり ､
近 隣者 に対 して 異質な もの をイ ン タ ー ナ ライ ズ する に あた っ て サポ
ー トする役割を担
っ て い る ｡
野中の 提 唱す るナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン トで は ､ 現場 に 深く関 わる｢内部者+で あり なが
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ら も ｢外部者+ と して の 監督と大 局観 を共有 し つ つ 実行する ｢内
･ 外 の 両義的性格を
有す る+ ナ レ ッ ジ ･ プ ロ デ ュ
ー サ ー の 重 要 性 が指摘 され て い る (傍 点筆者)【野 中
1999‥207】｡ こ こ で の 重 要性は異な る 両者間 の 部分理廟を通 じた｢双方 との 部分的 な知
の 共 有+ に よ っ て 特徴付 けられ る . 上記 に挙 げられた若手 リ
- ダ ー や 出稼ぎ経 験者た
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ち は ､ 村落社会の ｢内部+に 属 し なが らも個別 の 経験や志 向 に よ っ て ､ 野中が い うと こ
ろの ｢内 ･ 外 の 両義的性格+ を身 に つ けた者と い える の で はな い だろうか ｡
こ れ を ､ 村落社会 の み を｢内部+と して 捉 える の で はなく ､ 先ほ ど描 い た開発 フ ィ
ー
ル ド全 体に お け る各 ア ク タ ー 相 互 に と っ て の ｢外 部性+の イ ン タ
ー ナライ ズとい う問題
に あて は めて 考 え
●
て み よ う ｡ 村落部の 若手 リ ー ダ ー 等が ､ 村落社会 を中心 に据えて 開
発 支援の ｢外 部性+ を取 り革む 上 で の 重 要な｢つ なぎ役+だとすれ ば ､ そ の 逆の 役割を
果 たす立場 と して ､ 固有の 組織文化 を有する支援側 を中心 に据えて｢村落 社会+や ｢イ
ン ドネ シ ア 政府+ の ｢異質性+の 理解に努め ､ 内部 にそ れ をう まく紹 介 して ､ 相互 の 結
び つ き を円 滑 に して い く ア ク タ ー の 存在が求 め られ る事 に な ろう ｡ 本草 例の 場合は ∴
隊員が村落 一 隊員チ ー ム 間 ､ そ して カ ウン タ ー パ
ー トが隊員チ ー ム - パ ル 県政府間の
相互 の ｢異質性+の 理解 に 努め ､ ｢つ なぎ役+ とな る こ とが求 め られ て い た o また ､ イ ン
ドネ シ ア の 場 合 ､ 村落現 場 に お け る制度と して の 普及員や N GO の フ ィ
ー ル ドオ フ ィ
サ ー 等 に も こ れ らの 役 割は 求 め られ て い る と い える だろ う o 図 卜 1 に 示 した よう に ､
必然的 にア ク タ ー が多数に 上 り ､ 地理 的 に も生活世界 の 点で も ア クタ
ー 間 に解離があ
る開発 支援で は ､ こ れ ら ｢つ な ぎ+ 行為 がイ ン タ
ー フ ェ イ ス の 意識 化や発展 に 向 けて
大 き な役割 を果 たす事 とな る ｡
こ れ ら 臥 例 えば ドナ - 側 の フ ィ
ー ル ド ス タ ッ フ の よう に ､ イ ン タ
ー フ ェ イ ス を生
じさせ て い る ア ク タ ー の
一 方だ けに い る の で は不十分で あり ､ 住民 ､ 行政 とい っ た 他
ア ク タ ー の 中で も 見出 されて い く必要 が ある o い わゆる ス テイ クホ ル ダ
ー は ､ 支援事
業を進 め る うえで鍵 と な る人物 と い う意味合 い が大き い が ､ 彼 らが
｢開発 フ ィ ー ル ド+
で 機能す るた め に は ､ イ ン タラク シ ョ ン を通 じた ｢内
･ 外 の 両義的性格+ の 醸 成が必
要 で は な い だ ろうか ｡ 例 えば制度的 に行政に よ っ て配置 され た普及員が機能 しな
い の
は ､ 普及員が｢公 務 則 と して の 自分に甘 ん じて お り ､ 農民 と行政 ､ ある い は農民同
士
の ｢つ なぎ+ に なれ る だ けの ｢両義性+を自 らの 生活世界に求めて い な い か らで は な
い
だ ろ う か ｡ 制 度と して こ の よ うな ､ ア ク タ
- 相互 の 生活世界の 境界 を行来 でき るよう
な存在を ､ 積極的 に 開発 フ ィ
ー ル ドで育て て い く 事 は効果 的だと考えられ る o ま たあ
り き た り の 表 現 で は あ るが ､ これ らの ｢つ なぎ+ 行為 の 実践に お い て 潤滑 油とな る
の
は ､ 農業土木 の E 隊員 が報告書に 書い たよう に ､ 当 たり 前の 倍頼関係
で ある o
様々 な レ ベ ル で ､ 各 ア ク タ
ー の 境界 を｢越境する+南義的 なア ク タ ー の 存在と ､ そ れ
が 村落 に住む人 々 の リ ア リテ ィ を中心 に機能 して い け るだ け
の イ ン タ ラ ク シ ョ ン 機会
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の 設 定 に よ っ て ､ 村落 の 人 々 が 開発支援 の フ ィ ー ル ドに お い て コ ン ト ロ ー ル の ス ペ
ー
ス を拡大 して い く ため の 環境整 備とな る の で は な い だろうか ｡
第 2節 内省的実践の - 環 と して の 開発支援研究
第 l 項 支援事業の r成否+ と は : 続 い てゆく開発 プ ロ セ ス を見るE]
事 例考察全体を通 して 改めて 認 識す べ き こ とは ､ 常に生 産され つ づ けて い る村落開
発 の 動 態 を文章化 して 考察す る 事 の 難 しさで あ る ｡ 筆者は文章化 され た事実 が必 然 肘
に 限定的 なも の と なろ う事 を承 知 で｢動態 を措 く+作業に身を投 じた ｡ しか し執筆を始
め た 当初 ､ 毎年 ､ 年 を追 っ て 経験 を積み ､ 自 らの 行動と発言 に 変更.を重ねて い く 関係･
者達 の ｢同 一 人物 の 発 言 の ズ レ+ を どう扱う べ き か 苦慮 した ｡ それ は ､ 19 7年か ら 5
ヵ 年 に わた っ て 咽 じ人物 に 同 じ質問 を+繰り 返 した結束 で あ っ たo 特 に ､ い わゆ る開
発支援 の 文脈で 成否 の 判 断材料 とな る経済効果 や組織化 ､ 受 益者 の 拡大 ､ 持続的維 持
管理 な どの 点 を見極 め る上 で ､ 困難 を来 た した o つ まり ､ 転年調査 を行 っ て い る筆者
に と っ て ､ 開発支援 の 文 脈 で言 う所 の 成否 は ､ ｢どの 時 点の どの 状況 を切 り 取り ､ 事 実
を固定化す るか+ に よ っ て｢成否+が 大幅に違 っ てく る こ と が 明らか に な っ た ためで あ
る ｡ 例 えば農業分野 で は ､ 毎年 の 経験と環境 に よ っ て ､ 人 々 の成果や 積極性 は 次
々 と
変化 して い る し ､ 漕艇事業 に見 る施設管理 状態 の ように ､ 刻刻と変化す る情況 の 中で
｢ 一 体何が成功 なの か+ を問われ て い る ｡
こ れ は ､ 一 時点 の 状況 で 事業 の 影響を判 断す る現存の 事業評 価が ､ い か に
一 面的 な
意味 しか もた な い か と い う指摘に も つ なが る o 例 えば ､ 港概事業に つ い て ､ 1 9 7年 の
中間評価 時 に は ､ 第
一 の 成果 と し て 報告 書の 冒頭に 写 真が掲載され て い た が ､ 199 9
年 11 月 ､ 事業終了 時 に行 われ た｢終了 時評価+で は ､ 村落給水事業の 成果 を前面 に 出
し ､ 一 部損壊状態 に あ っ た港概施設 に つ い て は 多く を述
べ て い ない o 更 に 200 2年 4
月 に 行われ た ｢フ ォ ロ - ア ッ プ事 業終了 時評 価+ 調査 時に は ､
｢フ ォ ロ ー ア ッ プ事業の
対象外+と して 潅概事業に つ い て の 説明 は な い【協力 隊事務局 1997; 20 00;
2002a]o
また事業全体の 効果 と して ､ 最終評価報告書で は下記 の 点が挙げられ て い る o
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【プ ロ ジ ェ ク トに よ る効 果】
(1)プラ ス の 直接的効果 .
1)建設 ある い は 改修され た港概施設 に より農業生産性が向上 した｡
2)市場改修に より ､ 村に 来る 商人の 数 が増 えた｡
3)生活 用水施設整備 に より ､､水汲み時間が節約され た｡ きれ い な水を飲む よう になり ､
下痢 などの 病気 が減 っ た ｡ トイ レや水浴場を改修 ･ 設置する農家が現 われた o 農民
が簡単な水道 工事技術 を身 に つ けた ｡
4)トイ レ 設置 に よ り ､ 農 民が 自主的に 工法を工夫 し､ 現地に適応 した技術 を開発 した o
5)カ シ ュ ニ ナ ッ ツ 加工 を通 じて ､ 女性 グル
ー プが収入 向上 に対 して意欲 的に な っ た o
(2)プ ラ ス の 間接 的効果
住民参加型 ア プ ロ ー チ に対 する ､ 州政府 の 羅織が新たに なり ､ プ ロ ジ ェ ク ト の 経験 を
他 の 地域に学ばせ た い と い う意見が出るように な っ た ｡
(3)マ イ ナス の 効果
支援 へ の 農民の 依 存心 が 高ま っ た 地域も ある｡
【協力隊事務局 2000:1 2】
さて ､ われ われ は ､ こ れ ら の 事 実か ら どの よう な教 訓 を得 られる だ ろうか o こ叫ら
｢見 え る事実に よ る評 価+ は､ 現 状 を示 してく れ る が ､ 具体的 な改善案や新たな計画
へ の 道程 は 生み 出され な い ｡ ｢なぜ そ うな っ て い る の か+o 途 中に どの ような苦労が あ
っ た の か ｡ どの ような改善を経て ､ 上記 の よ うな｢現 状+が生 じて い る の か o そ れが 明
示 され な い 限り ､ 将来的 な実践者と して の 読み手や ､ 当事者で あ る住民や隊員 ア ク タ
ー に と っ て の 学び と はな らな い ｡ そ しで ､ 当事者に と っ て 意味 あるも の にする ため に
臥 そ の 因果 関係 が 生 み 出され て き たプ ロ セ ス を分析対象 と して ､ 明 らか に して い く
しか 方 法は な い の で は な い だ ろう か ｡ 上記 の ｢効呆+の 羅列 は ､ 支援者側 の ｢確 認 の た め
の 評価+と して は 有意 義で あ る が ､ 当事者に と っ て は通 過点 の 報告 で しか な い o
実際 に ､ ｢目 に 見 える 現状+の み を語 る ならば ､ そ の 後 ､ 上記 に｢評価+され た状況 は
随分と変化 して い る ｡ 偉観の 生産性 は 変動 が続 い て い る し ､ トイ レ の 活用状 況 は必ず
しも よ い とは い えな い ｡ しか し ､ 今後､ 同事 例 の 経験を参考 に しよ うと新た な調査 者
が訪 れ たと して も ､ 上記 の 情報 か ら は ､ ｢なぜ ､ そ の 後 ､ 状 況 が変化 したの か+ を分析
す る手 立て に 欠 ける ｡ や は り ､ プ ロ セ ス 分析が必 要 とな っ て く る o
｢目に 見 える 部分+ を評価す る事 は容易 で ある が ､ そ れ 以前か らの ア ク タ
ー 間 の 相
互 作用 プ ロ セ ス と い う独自 の 文脈に位置付 ける作業に よ っ て こそ ､ L｢なぜ そ う なの か+
が見 えて く る ｡ ま た ､ 事 業進 行中に お い て も ､ ｢目 に見 える 状態+を問題 化 して それ
-
の 対症療法 的 な支援 を行う傾 向に ある o 大洪水 に 流され た港概施設 な ど､ 目 に 見 える
も の の 場合 ､ 外 部者 は そ の｢目 に 見え る部分+で判断 して｢改修+の 必要性 を 口 に して し
ま い が ちで あ る ｡ しか し ､ 彼 らに と っ て の 維持 管 臥 彼 らに と っ て の 課 題 を､ 彼 ら
の
生活 サイ ク ル の 中で の タイ ム ス パ ン に従 っ て ､ 関係者の 語 り に耳を傾 け ､ 行動 に注 目
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して み て ほ し い o 現 在 の 判断 にはそ れま で に 生 じた 一 つ 一 つ の 出来事 か ら彼 らが 学ん
だ教訓 が生 か され て お り ､ そ こ に は外部者で ある ｢わた し+ の 関わり の痕跡が見 出せ
る か も しれ な い ｡
全 て の 村落開発 支援事 業に つ い て ､ こ の ように長期間に わたる動態調査 を実施 で き
る か と い えばそれ は 現存 の 事業枠組み の 中で は難 しい で あろ う｡ そ うで あれ ばせ めて
調査 の 中心 は常に そ の 時 々 の ｢時点+で は なく ､ 過去 か ら現在 - ､ 昨 日 の 出来事 と今 日
の 決 断 と の 間 に あ る｢相関+の 方 に お かれ る べ き で は ない だろうか ｡ 例えば ､ 施設 の 維
持管理 に関する質問 に つ い て ､ ｢現在維持管理 され て い るか どうか+ の 前に ､ ｢現在 の
使われ方 は ､ 施 工 当時 と何 か異な っ て い る か+ と い う聞き方 を切り 口 と した方が よ い
で あ ろう ｡
また ､ 次に 主張す べ き点 と して ､ 目標 を固定化 して それ に見合う成果 を探すの で は
なく ､ 生 じて き た事 実に 沿 っ て 目標の 再設 定遼重 ね る方 向性 を採用 して い く こ と の 重
要 性 を挙 げよ うo 例 えばカ シ ュ ー ナ ッ ツ加 工 に 関わ っ た女性 達が ､ 社会的 に活発 な活
動 を して い くき っ か けと して新た なこ と に取り組 む｢楽 しい+機会を探 して い た の で あ
れ ば ､ そ の 段 階で の 目的 は 副収入 の 獲篠と は な らな い だろう｡ また ､ 住民は 介入機会
を利用 して ､ 自 ら新た な希望 を見 出 したり問題 を発見 したり して い る ｡ 農業分野 の よ
うに ､ 農 民が 一 つ 一 つ の 経験 を重 ねなが ら｢やり た い こ と+ に変更を加 えて いく 場合 ､
支援者と農民 の 帯織 の 間 に 帝離が ある こと によ っ て ､ 農民側 の｢新たな希 望+が受け い
れ られ な い 場合が 生 じて く る ｡ 本事例 は た またま フ ェ イ ス ･ トク ー ･ フ ェ イ ス の 関係
を可能とする協力 隊事 業で あ っ たため に｢気付き+の 機会が 日常的 に あ っ たが ､ 対象地
域範囲 が広く ､ フ ィ ー ル ドワ ー カ ー と農民 と の 日 常的 コ.ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン機会の 頻度
が 必然的 に低く な る事 業 の 場合 ､ よほ ど意識 的 に これ ら の｢変更+を読み取れ る機会 を
設 けて い か な い こ とに は ､ ど こ かq)時点 で支援が ｢余計 な御世話+ に な っ たり｢強制+
に な っ たり して しまうか も しれ な い ｡ そ して 支援者 は ､ それ を ｢農民 のや る気 が持続
しな か っ た+ と判 断 して い る か も しれ ない ｡
端的な例と して ､ 事例事業の 目標 と活動 の 連関が挙 げられる o 第二 章で 締介 した と
お り ､ 同事業 の 目標
■
は ｢農民 の 生計 向上+ で あり ､ 経済活 動 の 活性化 で あ っ た ｡ こ の
目標 が日イ間で 結ん だ公 文書 に明記 され た事に より ､ そ の 後､ 隊員達は｢経済活 動+と
直接的に結び つ か な い 事業形 成に榛蹄する事に なる ｡ 第二 の 事例と して紹介 した村落
給水事 業は ､ 一 年目 の トライ ア ル ･ 調査 の 結果 ､ ニ ー ズ の 高さが明確 で あ っ た ため ､
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補助的事業と して 実施 さ れた ｡ 住民に と っ て も 隊員に と っ て もそ の 判断 は 自然な事で
あ っ た が ､ 隊員リ ー ダ ー 及 び関係する隊員達 は ｢目標 との 連関+ に悩んだ ｡ 1998年 に
コ - デ ィ ネ - タ - と して 再赴任 した筆者 は ､ 当時 の 村落開発普及員ら と協力 して , 公
文書化され た目標を ｢固定的で 動か し難 い 条件+ と して 受け入れ ､ 当時行 っ て い た各
分野 の 活動 を 目標 に 結 び つ ける形で ､ い わば後付 けで 活動 目的図を作成 した (図 2 -
3 参照)o しか し これ も付 け焼刃 の 感を拭えなか っ た o 当時の 村落開発普及 隊員の 一 人
である C 隊員は ､ 村落開発支援 にお け る総合 的 な目標 で あ るは ずの ｢人的資源の 開発+
が ､ 固定的なプ ロ ジ ェ ク トデザイ ン の た めに ､ 大目標に 設定され た ｢収 入 向上+ の 下
位 に位置付 け られ て い る ｢座り の 悪 さ+ を､ 一 連 の 給水事業を比較考察 したプ ロ ジ去
ク ト内部資料で 明確 に指摘 して い る. 他方で ､ ｢目標と の 整合性 ､ 目標 達成度合い+ を
判 定す ると い う意味で の評価作業で は ､ や 昧 り 給水事 業は 目標 との 連関 の 弱さが指摘
され る こ ととな っ た ｡ 1 999年 に実施 した最終評 価調査団の 報告書 にお い ても ､ 村落給
水事業 に つ い て｢最も自立発 展性 の 高い 事業と して 成果を収 め て い る+と しながらも ､
｢プ ロ ジ ェ ク ト 目擦 と の 論 理 的 関連性 を欠 く+ と指摘 され て い る【協力 隊事 務 局
20 0:14】｡ 同報告書 で は ､ ｢村落開発普及 員を投入 し､ 村落開発 を目指す の で あれ ば ､
目標 は 生活 レ ベ ル 向上 とすべ き で あ っ た+ と指摘 して い る ｡ さら に後 日談を紹介すれ
ば ､ そ の 後 ､ フ ォ ロ ー ア ッ プ 2年間 を経て ､ 2002 年 4月 に 実施 された フ ォ ロ ー ア ッ プ
事業最終評価調査 団に よ っ て ､ 同事業の 目標 は ｢生活 向上+ に改め られ た の で ある ｡
事業 の 実質的 な終了 と同時 に 上位 目標1を変 更す る こ とが ､ 現在の O DA 事業実施機関
内 の｢常識+と して どうい う意味を持 つ の か筆者 に はわか らない ｡ しか し､ こ こ まで に
言 葉 を重ね て 説明 して き た｢ア ク タ ー の 相 互 作用 に よ っ て 変化 しなが ら生み 出され て
い く 開発プ ロ セ ス+と い う立場 に 立 て ば ､ 目標 の 変更等 は ､ 驚く べ き 事 で は ない ｡ 本事
例 の 場合 ､ 事業終了 ま でそ れ が なされ な か っ た 事実 の 方 に疑問 を呈す る o 必然的に 不
明 な点 が多 い まま に設 定された初期公 文書に縛 られる こ となく ､ また目 の 前で自分と
会話 して い る他 ア ク タ - の｢今+を見逃 さな い で い られ るような｢学習型プ ロ ジ ェ ク ト+
の デザイ ン を期待 した い ｡
こ の ように ､ 村落開発 の プ ロ セ ス ほ現在進行 形で続 い て い る｡ 序章で述 べ た とおり ､
1 現在 の 開発支援プ ロ ジ ェ ク ト立案で 一 般的 に使 用されて い る計画手法で あるプ ロ ジ ェ ク ト サイ
ク ル ･ マ ネジメ ン ト (P C M) ( 序章脚注 3を参照 の こと) に よれば､ プ ロ ジ ェ ク トが実施される こ
と によ っ て期 間中に達成する事が期待 される 直接的な事業目的を ｢プ ロ ジ ェ ク ト目標+ とい う o こ
れ に対 し､ 上位 目標 (o v er allgu aD は ､ プ ロ ジ ェ ク ト目標 が達成 された結果 と して期待される効
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｢第 一 人称 と して の 村落 社会とそ こ に 生き る 人 々 が ､ 日常の 営み を通 じて外部性 ､ 異
質性 を取り込 ん だ り ､ 取 り込 まれ たり しなが ら 『より よ い 生活』 を目指 して進 めて ゆ
く 個別 的 な社会変容プ ロ セ ス+ と して の 村落 開発 をサ ポ ー トす る こ と は ､ 目線を転換
すれ ば ､ そ れ ら｢外部性 ､ 異質性+が イ ン タ ー ナ ライ ズ ､ ロ ー カ ライ ズ されて ゆく こ と
で あ る ｡ 現在 の 開発支援は ､ どう して も持 ち 込 ん だ支援 コ ン ポ ー ネ ン トと い う｢外部性 ､
異質性+それ自体 を支援者に と っ て そ の.まま
の か たちで 導入や実現 ､拡大する こ とをも
っ て 開発支援 の 成果 を測 りが ちで ある o そう せ ざる を得 な い - 巨酌ま､ 本論文 で 述 べ て
きた ような ､ プ ロ セ ス にお け る変化 を追 っ て い く 手立 て と ､そ れ を｢評 価項 目+や｢成果+
に落 と し こ め る 術 を有 して い な い ため で あろ う ｡ 村落で 生き る人 々 に と っ て 続い て ゆ
く長 い タイ ム ス パ ン の｢開発 プ ロ セ ス+に自 らを含む 支援介入 を位置付 けて見 つ め る目
を ､ われ われ はも っ と養 っ て い か ねばな らな い ｡
第 2 項 介入者と の ｢出会 い+ : 開発支援の 異 文 化 交流的側面
支援者 に と っ て｢成功+や ｢央敗+ の 判 断材料 とな っ た 目 に見 える｢成果+や 活動 内容 ､
住民 組織の 機能 が 時 々 刻 々 と変化 す る 一 方 ､ た と え事 業が 終了 して 2 年 ､ 3年 と時 を
経て か らも ､ 人 々 の 記 憶 の 中で 強化 され なが ら 一 貫 した語 り が あ っ た ｡ それ が ､ 介入
機会 を通 じて経験 した｢新 しさ+に 対す る記 憶で ある ｡
情報通信 技術が発展 し ､ 交通手 段 の 増加や 電化 が進み ､ 人 の 移動 距離が拡大 し ､ 生
活 の 変化 ス ピ ー ドを遥 か に超 えた 速さで 都会や 世界 の 情報 が村落部に 流れ込 ん で く る D
首都 ジ ャ カ ル タ どこ ろ か ､ 先進 国 の 生活 がテ レ ビで 日 常的に 流され て い る ｡ そ の よ う
な中 ､ 村落社会 で は ､ 彼 らの 中で 構築される｢理想 的生活+と 日常的 な現 実との ギ ャ ッ
プが 広が っ て い く傾 向 に ある の で は な い だ ろう か ｡ ｢西洋 近代化+と い う言葉を知 らな
く とも ､ 電 化 を待 ち望 む よう に して テ レ ビ を購入 した村の 富裕者達 は ､ ホ ン ダ の バ イ
クや S EIK Oの 時計 に あ こ が れ て い る . 子 供達 はテ レ ビか ら流れ る キ ャ ラク タ
ー 番 組
に 夢中 に な っ て ､ そ の キ ャ ラ ク タ - が プリ ン トされ たカ バ ン や衣類を母 親に ねだ る o
女性達 は ､ マ レ ー シ ア - の 出稼ぎ者が 持 ち込 ん で 掛売り して い る様 々 な台所 用 晶に 目
を輝か せ ､ 電動泡だて 器 か ら ミ キ サ
ー
､ 製麺器まで 入手 した主婦も い る o 集落 間 に違
果 で ､ より長期的な視 点か らみたプ ロ ジ ェ ク トの 方向性 ､ 正 当性 を示 して い る[F A SI D1997
:3 5136]o
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い は あ るもわ の ､ 村の 生活 は現 状 と して 常 に様 々 な｢新 しさ+と 接触 して お り ､ 人 々 の
生活 に お け る希望 や将来 の 夢の 描写 に それ らの ｢新しさ+が 入 り込 ん で きて い る ｡
開発 支援が入 る こ とに より ､ 人 々 は ｢貧困+や ｢弱者+ と い っ た言葉 を｢学び+､ 弱者
と して の 彼 ら の 態度が 新た に形 成されて い く こ ともあ るだ ろう｡ い わ ゆる｢援助慣れ+
で ある ｡ 本事 例 の 対象村落 で も そ れ は 見られた ｡ 事例事業が入 る前の 段階で 既 に政府
か ら の 断続的 なプ レゼ ン ト支援に よ っ て｢受益 者 として の 期待+が 形成され て しま っ て
い た ｡ ま た ､ 隊員事 業と の 関わり に お い ても ､ そ の 一 部 の 支援が｢参加+を条件 に更 な
る｢援助慣れ+を引き起 こ した｡
しか し ､ 事例 考察で示 して き た よ うに ､ 外 部者が 生宿世界 に入 り込 ん でく る こ とに
ょ る影 響は 常 に マ イ ナ ス で は な い ｡ 但 し ､ 支援者傾が持 ち込 ん だ支援 コ ン ポ
- ネ ン ･ト
そ れ自体が ､ 支援者が 期待 する よ うな目的 に応 じて プラ ス に 働く わけで も ない ｡ ア ク ･
タ 一 連 は そ れ ぞれ の 生括 世界に お け る価 値基 準や経験 に基 づ い て新た なもの を判断 ､
解釈 して い る ｡ 外 人 で あり ､ 先進 国か ら来た若者で あ る隊員との コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン
自体 を目的化 して い た 大 卒の 若手 農民や ､ 与 え られた機会 に よ っ て ､ ｢家庭 外で 何 かす
る楽 しみ+を得 た カ シ ュ ー ナ ッ ツ 加 工 の 女性 グル ー プ ､ 隊員事 業が 導入 され なか っ た
｢傷+を ばね に 水道施 設 を建設 した h 集落な ど､ 様々 で あ る｡ かれ らと の イ ン タ ビ ュ
}
で 垣 間見 られ た の は ､ 支援介入 に よ っ て得 られ たア ク タ
ー 間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機
会 が かれ ら に 喚起 した 行動 - の 積極 的な姿勢や ､ 生括 をより よく して い く こ とに 対す
る意識 の 顕在化 で あ る ｡ また ､ そ う い う機会 を得られ た こ と に対す る喜 び やそれ を経
験 した こ とに よ っ て 得た 自信 で あ る o こ れ は 必 ず しも支援者と の ､てと い う意味 で は な
く ､ 他村落 や ジ ャ ワ の 農民と の 農民 同士 の 関 わり に よ っ て自分 の 農業に つ い て気付 い
たり ､ 行 政職 具に対 して意見 を述 べ たり県知事 か ら賞賛され た事が自信に つ なが っ た
り と い っ た ､ 様々 な他ア ク タ ー との イ ン タ ラ ク シ ョ ン が影響 して い る ｡ もち ろ ん ､ そ
れ は 常に プラ ス 効果 とも い え な い ｡ 例 えば事例で紹介 した γ 氏 は ､ プ ロ ジ ェ ク ト7 カ
年 を通 じて 既存 の 行政 支援や普及員制度と隊員 の ア プ ロ
ー チ を比 較す る視点を養い ､
今で は辛らつ な政府批 判家とな っ て い る o こ れま で に ､ 篤農家と して 轟年 の よ うに行
政支援を受 け取 っ て き た彼 が ､ 個人 レ ベ ル の 意識 を高 め て表立 っ て政府批判を続 ける
事 が ､ 後 ろ盾 とな っ て き た支援者がい なく な っ た今後 ､ 彼自身にと っ て どの よう な影
響 を及 ぼすか はま だわ か らな い o しか し ､ 外部性 との イ ンタ ラク シ ョ ン と して の 開発
支援介入 とは ､ こ の ように ､ 個人 の 社会関係 の 持ち方を左右するよ う な変化 に結び
つ
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い 七 い る占 い うなれ ば｢異文化 交流+とで も い う べ き ､ 様々 なア ク タ ー 間 の 異質性 の 相
互接触と して の 実践で あ る ｡
第 二 牽で｢技術協力 の 交流事 業的側 面+ につ い て論 じたが ､ こ こ で 改めて ､ 国 際協力
事業の 異文化 交 流的側 面 に 対 して より注意を払う必要 が ある こ とを主張 したい ｡ ア ク
タ ー 分析やイ ン タ ー フ ェ イ ス の 意識化を提 案 して きたの も ､ これ らア ク タ
ー 間 の 異質
性 の 相互接触 が及 ぼす影響に つ い て ､ 良 い に つ け悪 い に つ け ､ 配慮が不足 して い る と
感 じ るか らで あ る ｡ ア ク タ
ー の 利 己 的な行為や 相互 の 断絶に よ っ て 日常 的に生 じる事
業運 営上 の 困難 は ､
■
事業報 告書に あらわれ る こ とは無 く ､ また逆 に ､ そ れ に よ る成果
を正 当に 評価す る手 立 て も見当 た らない ｡ ア ク タ ー ア プ ロ
ー チ の 導入 ､ イ ン タ ー フ ェ
イ ス 分析 の 実践と い っ た ､ 本論文 で行 っ て き た提案は ､ こ れ まで 国際協力 の 現場で ｢ブ
ラ ッ ク ボ ッ ク ス+化 され て きた 交流的側 面 を正 面か ら扱お うとする もの で ある o
第 3 項 rfE
l
き られたJ開発実践の 内省 : 描く こ と { 語 る こ と ･ 行 動する こ と
序章で ､ 筆者 は ｢今後 の 開発 研 究 は 可能 な限り ､ 動態 的 なプ ロ セ ス を分析対象 と
す る方 法論 を深 めて い く 必要 が あ る+ と述 べ た o そ して そ の
一 方放論 と して 開発 エ ス
ノ グラ フ イ 一 に 期待 を 寄せ つ つ も ､ 書き 手 の 政治性 ､ 作成に か か る 時間
･ 人手 と い っ
た高 コ ス ト ､ ｢研究者 の 視点+で 播か れた エ ス ノ グラ フ イ
- の ｢物 足り なさ+を指摘 した o
筆者 が本論 文 の 第二 ､ 第三章 を通 じて試 み たの 臥 こ れ らの 壁 を乗 り越 えて ､
｢語
られ+､ ｢読ま れ る+ 文 脈に お ける エ ス ノ グ ラ フ イ
- の 意味 を検討す る 事で あ っ た ｡ 筆
者 は調査 者と い う - ア ク タ
ー で あり つ つ も ､ 叙述に あた っ て 一 貫 して 実務家と して の
自分自身か ら の ｢こ れ を書く こ とが何 に つ なが る の か+ と い う問 い に答え続ける ､ と
い う内省 を繰り 返 して き たo そ れ は ､ 既述 の 野 中の 言 葉を借りれ ば ､ 研究者と実務家
と い うア ク タ - 間に お ける ｢内と外 の 両義性+ を自らに 求め【野中 19 9
:2071､ 研 究と
実践の 双方 を ｢開発支援を巡 る 内省的 な実 践+ とい う果 て しない 繰り返 しの
一 環 に位
置付 けて い く 作業で あ っ た o ま たそ れ は ､ 第
一 章で 援用 した ｢知識 を専門家自身の 文
脈 ､ あ る い は
- 般化 された状 態 で他者 に授 け る の で は なく ､ 専 門知 の 受 け手 (ク ライ
ア ン ト) に と っ て の 限 られ た文脈 に依存 した
一 種 の 経験的知識 と して ､ 実践に お ける
内省 を行 っ て い く べ き だ ‖Sch6n 1983:290
- 307]と い う シ ェ ー ン の 指摘が ､ 人類学を
基盤 とす る 開発支援研 究にお い て は どの よ う に実現 され 得るか に
つ い て の 模索で あ っ
2 27
た ｡
本論 文 第三 章の 叙述 は 基本的 に筆者の 観察結果に 基 づく 事後 的分析記 録で あ る o
但 し ､ 各事 例考察で は ､ 生 じた出来事 を｢どの よ う に見 る の か+とい う民族誌学的分析
視点 と共 に ､ そ の 作業で 分析 した 結果か ら何が語れ るの か ､ どの よう な行動 を生み 出
せ る の か ､ と い う第 二 の ス テ ッ プ をも意識 して描 い て き た o また ､ 本 章の 前半で ､ 前
章 の 考察 を全 体と して 何 が 明ら か に な っ た の か と い う 点か ら畢理 しなお し､ 更 に その
作業で 明 らか に な っ た こ とか ら開発支援実践の 改善に 向けて 何が導ける の か と い う議
論 を試み た ｡ 忙 しく ､ 人類学的な言い 回 しに膝 蹄する 実務家の 読み手 に と っ て ､ 本章
前半 が ｢もく じ+ とな り ､ 前章の 関心 分野 の 叙述 を｢選 ん で+読める ように なる こ とを
想定 して い る ｡
こ の 作業を続 け る中 で 明 らか に な っ た 点 を挙げる o まず ､ 内省的 実践の
一 環 と し
て の 研 究 を可能に す る た め の 最大 の 要因 は ､ 調査 対象と なる 実務家及 び 関連機関と
の
｢協働者+意識 で あ っ た ｡ 本事例 は筆者自身が 当該事業の 直接的な関係 者で もあ
っ た特
異 な例 であるが ､ 筆者自身 の そ の 後 の 経験 で は ､ たと え調 査者が実務に 直接 ､ 長期的
に 関与 しなく とも ､ 事業改善に 向 けた相乗効果 を狙 お う とい う相互 関係が成り
立 っ て
い る場 合に は ､ 数 ヶ月 の 関与 を通 じて 情報 の 入 手 や ア ク タ
ー 分析が 可能 とな っ たo 希
求 され る べ き は ､ ｢ク ライ ア ン ト側 が ､ 専門家と共 に意味を作 っ て
い く ようなパ - トナ
ー シ ッ プ を築く+【Sch6n 1983:307
･ 325に とで ある o 開発 フ ィ ー ル ドに位置付 けられ
た調 査者が他 ア ク タ ー か らそ れ ぞれ の リ アリ テ ィ に つ い て 学び ､ 描写す る o 分析結果
は 常に他 ア ク タ ー の 厳 しい 批判 の 目に さらされ る o 逆 に ､ 各 ア ク タ
ー は 自己 と他者 と
の 関係 に お けるイ ン タ
ー フ ェ イ ス 状況 に よ り意 識的 に な り ､ そ の た めの 材料と して
｢調
査者 の 視点+を活 用す る ｡
下 図 4 - 2 は ､ 本論 文 の 作成作業を もと に した開発支援
の エ ス ノ グラ フ イ 一 作 成
プ ロ セ ス の 一 例 で あ る三 事業期間や課題 の 明確さ ､ 事業規模な どの 違
い に よ っ て ､ 関
与 す る主要 ア ク タ ー の 複雑さや ､ イ ン タ
ー フ ェ イ ス 分析 を行う タイ ミ ン グは様々 と な
ろう ｡ よ っ て ､ 必 ず し も こ の ようなプ ロ セ ス を経 る とは 限らな
い が ､ 実践と研 究とが
入 れ子 状態 で 相互 に 内 省を繰り返 しなが ら､ 全 体と して
｢内省的 な開発 支援 の 実践プ ロ
セ ス+を生 み出 して い く 相互 補完的な関係性 の 確 立を目指すも
の で あ る o
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イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析
開発 支援実践 .
プ ロ ジ ェ ク ト
発掘 ･ 形成
異文化交流的側面の評価調査
間評価
i
L
ta亨
解 了時
開発支
(開 ラ フ イ 作 成
アクタ ー 分析
開発 フ ィ ー ル ド設 定
ミ ュ ー タ ン トと し て の固 有性調査
イ ンタ ー フ ェ イ ス 分析
ス)
援助喪施機関 . 新たな援助現場 へ の還元 ｡
学術機 陶 ヘ の 還元 一 理論イヒ - の 展望
図 4 - 2 研究 一 乗践の相互内省プ ロ セ ス と開発支援の エ ス ノ グラ フ イ -
次 に､ 図 4 - 2 の ポイ ン トを以下 に述 べ る o
1) ア ク タ ー 分析 に は ､ ｢調聾者+ を含み ､ 調査者と実務家との 意見 の 帝離も分析対象
とする ｡
2) 調 査者は ､ 調 査結束 と現 実に生 じて い く こ とと の 連関の 解明に対 して 責任を有 し､
実務家は 自ら の イ ン タ - フ ェ イ ス 状況 に.対 する意識 を高
め る.
3) 調査 者 - 実務家パ タ - ン 臥 調査 実施上 の 情報量 と い う点 で利 点が あ る が ､ 直接
的 な利害関係 の 中に あ るた め ､ 結果 に か か る バ イ ア ス が強 い ｡ 調査 者≠ 実務家 の
場合も同 じく バ イ ア ス は ある が ､ 実務家ほ どで は ない o 但 し､ 両者 が共 に ドナ
ー
に 雇 用 され て い る場合 は 同 じ とみなす｡ い ずれ の 場合 も ア ク タ
ー 分析 にお い て 可
能な限り自ら の 有する バ イア ス を顕在化 し ､ イ ン タ
ー フ ェ イ ス の 罷識化 に努め る o
4) ミ ュ ー タ ン トと して の 固有性 と は , 序章で 鋭 明 し た ように ､ ｢なん ら か の 外 部性 ､
異質性 を取 り 込み な が ら自ら変わ っ て ゆく ､ 動態的な ｢地域固有性+ の ことで あ
る (序章参照 の こ と)｡ 具体的 な調査内容 と して は(1)過 去か ら続 い てき た歴 史の 中
に現 状を位置付ける ､ (2) 集落･ 朴 県
･ 州 個 家･ 世界とい う空間的な ミ ク ロ ･ マ ク ロ 構
造 の 中に当該村落社会 を位置付ける ､ (3)(1)､ (2)を念頭に ､ 今後の 変化に対する人
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び と の 期待や 問題 意識 を探 る ､ とい っ た 作業 を行 い ､ 結果 に対 して 考察を行 う｡
次に ､ 勇気 を持 っ て 強調 した い の は ､ 開発 エ ス ノ グラ フ イ
一 作成に か け る べ き時 間
の 長さで ある . 上図 4 - 2 で 明 らか な よう に ､ 開発 エ ス ノ グラ フ イ
- の 執筆者 は ､ 断
続的 に 数年に 渡 っ て 同事業の ｢調査者ア ク タ
ー
+と して 検討を重ね ､ その 進行 に対 して
も責任 を共有す る立 場 とな る ｡ これ は ､ 既存の 開発支援に 対する繭査や 評価の 常識 か
ら大きく 逸脱 して い る ｡ 実際の 話 ､ 開発 にお け る地域間有性配慮を い か に達 成する か
と い う議論で ､ ｢人類学者の よう に時 間は か け られ な い+と い う発 言 を よく 耳 に して き
た｡ しか し筆者 は下 記 の 理 由 か ら ､ こ れ ら の 議 論を乗 り越 え ､ そ の 重 要性 と実現可能
性 の 高さ を主張 した い ｡
第 - に ､ 本論 文で 一 貫 して 主 張 してき た ､ ｢動態 的 なプ ロ セ ス を明ら か に して い く こ
と+ が ､ 現在の 村落 開発支援の 改善に と っ て 必 須 の 作業だと い う こ とで ある o 開発 羊
ス ノ グラ フ イ - は ､ ｢プ ロ セ ス を評価する術+と して の 意 義を有 して い る o それ が あま
り 実現 して こ なか っ た の 臥 ｢開発 フ ィ
ー ル ド+を研 究対象と する こ と - の 人類学者の
藤蹄と ､ 協働関係 を構 築で き て こ なか っ た実務 家 ･ 調査者双 方の 姿勢と ､ こ れ ら 二者
の 相互 作用 に 切 実な意義を感 じて こ なか っ た実施機関及び研 究機関の 体制 の た めで あ
る ｡ こ れ ら当事 者の 認 識 とサ ポ
ー ト体制 が整 えられれ ば ､ 上 図の 範囲で 調査者が関与
す る事 は 可能 で ある し ､ こ れ ま で に ブラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 され てき たア ク タ
- 評 価 ､ 支
援事業 の 異文 化交流的イ ン パ ク トの 評価 の 実現 に結び つ い て いく こ と だ ろうo 時 間は
端折れ な い ｡ そ こ に エ ス ノ グラ フ イ - と い う研究 手 法の 意義が依拠 して い る か らで あ
る ｡ ｢人類学者が 2 年 もか けて 行 うよ うな調査 はや っ て い られ ない し､ そ の 成果 は 見 え
難 い+ とい われ て きた が ､ 本論文が 目指すも の は ､ こ こ まで に 明らか なよう に ､ 事前
情報 と して の 地 域固有性 を明 らか に して 事業形成に貢献 する こ とで は な
い o 開発 を生
み出 して い く ア ク タ
ー 達 に注 目 し､ 自らもア ク タ ー の 1人 と して 開発 フ ィ
ー ル ドに位
置付 けられ る立場 か ら共 に 開発 を生 み 出 して い く とい う姿勢で ある o こ の 点 にお
い て ､
開発 エ ス ノ グ ラフ イ
- は ､ 現 存の 公 文書と は違 う性質の 補完的 な｢プ ロ ジ ェ ク トに つ い
て の 記 録+で あり ､ 事 業プ ロ セ ス を評価 し ､ 改善を重 ねながら現在進行 形で 生 み 出 して
い く 一 つ の 重要 な材料と な ろう o
そも そ も ､ 人額学者は 一 本の エ ス ノ グラ フ イ
- を作成する ために 2 - 3 年 の 時 間を
か けて も不思 議 で は な い ｡ 上 図 4
- 2 にお け る調 査サイ ク ル が ､ 単年度予算に縛 られ ､
何本も の 事 業を 一 度に 担 当 して い る開発実施機関 の職員や ､ 短期決戦 で なん ら
か の ア
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ウ トプ ッ トが求 め られ る 現在 の 開発調 査従事 コ ンサ ル タ ン トに と っ て は非現実的 なタ
イ ム ス パ ン だ と して も ､ 人類学者の 研究期 間 と して は 別 に驚く 事で は な い ｡ 開発支援
に 関心 を持 つ 若手人類学研 究者が増加 して き て い る 中で ､ 今後 ､ 上記 の｢当事者と体制
の 障害+が 解決され ､ こ の ような形 で 実践の 改善に深く 結び つ い た聞落支援研究に意義
を認 め る人材 が増 えて い く 事 と期 待 して い る ｡
そ して ､ 上 図 を通 じて 主張 した い 第 二 の 点 は ､ こ の 方陰 に よ っ て調査 者は 実践に 対
して 実務家と責任を共 有す ると い う こ と で あ る ｡ 筆者は第
一 章で ､ 自ち が目指す開発
エ ス ノ グラ フ イ - と は ､ ｢読まれ る場 の 文脈 に 結び付 けられ ､書き手 と読み 手の 相互 作
用性 にお い て 意味 が ある と言 え る ようなも の+ で なけれ ば い けない と述 べ たo 調査 者
が 実践 に お け る責任 を有する 立場 と な る こ とで ､ 調査者自身 が ｢事後的 に分析 し､ 論
理 の 一 貫性 を追 及す る研 究者+ の 文脈 に逃 げ込 まず､ 読 み手 と の相互 作 用 にお い て何
が生み 出 して い ける の か と い う ､ 先ほ ど の ス テ ッ プ - の 道 の りが見 えて く る の で は な
い だろ う か ｡
第 一 章 で援用 し たナ レ ッ ジ マ ネジ メ Yトの 提唱者 で あ る野中は ､ ｢知識 を創造 して
い く と こ ろ+ と して の 組織とは ｢管理+ の た め の 組織で は な い と して ､ ①境界が柔軟(莱
展的)で ､ ②水 平 ･ 垂 直 の 組織軸が共存 ( 多元 的) で ､ ③知識 の 創造
･ 活用 ･ 蓄積が機
能 と して 内在 (動 態 的) する ような｢ハ イ パ
ー テ キ ス ト型組織+の 可 能性 を紹介 して い
る【野中 1999:195･ 1 96】｡ そ して 理論 上 の 含意と して ､ 知識創造と い う変換の 実行 の た
めに は ､ まず ､ 個人 - 組織 ､ ト ッ プダウ ン
ー ボ トム ア ッ プ ､ 東洋
一 西 洋と い っ た 二 項
対 立 を超越 しな けれ ば ならな い と指摘 して い る【野中 2001
:352- 374】o 暗黙知と形 式知
を対 立的 に 見 る の で は なく ､ 相互 補完的なも の と してみ よ うとい う 野中 の 指摘 は ､ 筆
者が 本 論 文で 目指す｢内省的実践の
一 環+と して の 研 究と実践 の 相互補完 ､ ミ ク ロ と マ
ク ロ の 相互 作 用 を描く視点 を支え る主菜 と して捉 えられ る o
開発 エ ス ノ グラ フ イ
- それ 自体の ｢読 み 手 の 現 実 にお け る有効性+に つ い て は ､ 今
後 ､ 更 な る議論が必 要 で あ ろう o そ の 実 践方法 の 詳 細 に つ い て も ､ 研 究者及
び 実務家
双方 の 間で 検討 を重 ね て い か ね ばな るま い ｡
しか し少 なく とも 開発支援の プ ロ セ ス と人的側 面 の イ ン パ ク トを評価対象と して
い く 二 つ の 方法 論と して ､ 本論文で 示 した よ うなア ク タ
ー の 相 互作用 へ の 着眼 と動態
の 考察が ､ あ る時 点を切 り取 っ て判断 す る 現存の 計画
･ 評価方法 に対 す る補完的 な意
義 を有する も の と信 ず る ｡
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第3 節 か括
本章で は ､ 第二 ､ 第 三 章 の 事 例分析結果 を総括 して 実践と研 究 に 向 けた提言 と し
て ､第 一 章で 提 示 したイ ン タ ー フ ェ イ ス 概念 とプ ロ セ ス 分析方法 の 有効 性 を整理 した o
事 例 考察か ら明 ら か に な っ た第 一 の 点は ､ ア ク タ ー 間 の 理 解や価値観に い か に断
絶が 生 じて い る か と い う こ とと ､ 常識的 世界■の 断絶と して の イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況が ､
そ の 後 の プ ロ セ ス に お け るア ク タ ー 間の イ ン タ ラク シ ョ ン の あり よ う に よ っ て 変化 し
て い く様で あ る ｡ 筆者は こ れ を ｢イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況 の 認識 を起 点 とす る相互 学習
プ ロ セ ス+ と呼 び ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機会 の 重要性や｢問題 状況+ に対 す る洞察の 必
要性 を指 摘 した ｡
第 二 に ､ よ り広角 的な視点 か ら ､ 現在 の 開発支援が ､ 直接 的な事 業関係ア ク タ
ー
の 努力だ けで は容易 に 変更で き な い 政治 的 ､ 経済 的環境の もとで 実践されて い る 事実
に言 及 し ､ 開発 支援研 究 の フ ィ ー ル ドと して｢開発 フ ィ
ー ル ド+の 練体 を捉 えて いく 意
義 を改 めて 主 張 したo また ､ 序 章で 定義 した長期的 な社会変容 と して の 村落 開発 にお
けろ支援事業 の 限定性 を振 り 返 り ､ 支援プ ロ セ ス で 目指す べ き は ､ 支援者 に と っ て の
｢目 に 見 える成果+で は なく ､ 様 々 なア ク タ ー 間の 異質性 の 相互接触 と して の 実践で は
な い か と主張 した ｡
筆者 が目指す開発 エ ス ノ グ ラ フ イ - と は ､ 自 ら当事者性 を推 持 し た まま ､ 開発 を
生 み 出す ア ク タ ー 間 の ダイ ナ ミ ク ス を包 括的 に描 き出す事で ある o ア ク タ
ー ア プ ロ ー
チ とイ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 の 実践 - の 導入 を通 じて ､ 開発支援の 人的側 面と異文化 交
流 的イ ン パ ク トと い う､ こ れま で の 技 術協力 で はサイ ドエ フ ェ ク トか｢そ の 他+欄 で し
か 言及 され て こ なか っ た ｢ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス+ に 正 面か ら光 をあて る こ とが で きたと
考え られ る ｡
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本論文で は ､ 村落社会の 長 期的変容と して 生 み 出され る 開発 プ ロ セ ス に ､ 一 時的 に介
入 する 開発声援め意義を論 じて き た｡ 本論文 で は村落開発 を ､ 基本的 には 他者の 働き か
け の 有無 に か か わ■らず ､ 村落社会 とそ こ に 生き る人 々 が進 め て ゆく個別 的で 長期 的な社
会変容プ ロ セ ス と して 捉 えて きた ｡ 人 々 は 日常の 営み を通 じて 外部性 ､ 異質性 を取り込
ん だり ､ 取り込 まれ たり し なが ら ､ 意識的 ､ 無意識 的に自 ら変化 を起 こ して い く ｡ 本論
文 の 疎題 は ､ そ の 過程 に必 然的 に｢介入行為+と して関わ る支援の 影響と意味を明らか に
し ､ そ の 意義を検討す る ことで あ っ た｡
本論 文 の 冒頭 で は ､ 現在の 開発 支援が抱え る 問題と して ､ 開発現象 を巡 る様々 な次元
で の 二 項対 立的 な発想 を批判 的 に 省み ､ それ らを乗り越 え る分析枠組 み を琴定す る必 要
性 を指摘 した o こ こ で もう ー 度そ れ らの 問題 を振 り返 り ､ 考察を通 じて 明 らか と な っ た
l
論点 を整 理 し ､ 結論 と して本 論文 の 意義をまと め て みよう｡
第 一 に ､ 支援事 業で あ る 限り逃れ られ ない 支援 一 被支援と い う二 者関係 に言及 し ､ ア
プ ロ ー チ や 手 法 を い か に 工 夫 し ようとも ､ 外発 的 な支援事 業ほ 必 然的に｢介入行 為+で あ
ると論 じた ｡ 第二 に 開発概念 を巡 る 内発 性 と外 発性 とい う 二 つ の 対 立的概念 に言及 し､
実際に は 内外 を分 か ち難く変化 しつ づ ける 現在 の 村落社会 の 特徴 を ､｢ミ ュ ー タ ン トと し
て の 地域固有性+ と して 動態 的に 定義 した ｡ こ れ らに より ､ 開発 支援 の 枠組 み内で 推進
され る｢住民の 主 体的 な参加 に よ る 開発行為+と い う発 想が 現場 で 抱 える矛 盾 を指摘 し ､
支援 は｢介入行 為+で ある事 を前提 に ､ そ の 意義を検討 して い く べ き だと主張 した｡ 第三
に ､ 開発 支援を巡 る研 究 一 実務 の 関係 が ､ 村落 現場 にお ける 実践の 改 善に 向 けて 必ず し
も相補的 に働 い て い ない 現状 を省 み ､ 双 方 の ｢内部+ か ら現状 の 改善を模索 して い こ う
とす る筆者の 立 場 を明 らか に した｡
筆者 は ､ 上記諸概念の 二 項対 立 を乗 り 越 えて ､ 開発支援の プ ロ セ ス を考察する方法論
と して ､ ア ク タ ー ア プ ロ ー チ に よるイ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 を展 開 したo 開発支援は 異な
る意 図をも つ ア ク タ ー 間の 相互 作用 に よ っ て 生 み 出され るも の と して捉 えられ る ｡ 筆者
は こ の 発 想 に た つ こ と に よ り ､ 支援 一 被支援と い っ た単純な 二者関係 に壊 小化 しきれ な
い 様 々 な ア ク タ ー を含む｢開発 フ ィ ー ル ド+を研 究対象と して設 定 し､ ア ク タ
ー 間 の 関係
性 とそ の 変化 プ ロ セ ス に 着目 した o また ､ ア ク タ ー 間 の 認識 的世界 の 断 絶が生 じて おり ､
価値基 準の 違 い や 解釈 の ズ レ が問題や 衝突と して 現 われ る よう な状況 を示 す｢イ ン タ
ー
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フ ェ イ ス+を起点と して ､ ア ク タ ー 間 の 相 互 作用 を通 じて 事業 をめ ぐる様々 な行為や発 言
が 生み 出され て い く様 を考察 した ｡ 以下に ､ 考察を通 じて 明 らか に な っ た四 点 を整理す
る と共 に ､ 解明点 か ら導き出 され る 開発実践 - の 提言 を行 う ｡
考察か ら明 らか に な っ た第 一 点 は ､ 事業の 初期設 定の 時点 で横た わるテク タ 一 間 の 断
絶とそ の 性質で ある ｡ 支援す る側 は ､ 自らの 支援介入行 為 を理由付 ける根拠と して ､ 多
かれ 少 な か れ ､ 対 象住民 に 対 して ｢欠乏 に 苦 しみ問題 に悩 む 受益者+ 像 を当 て は め よう
とす る o あ る い は 住民参 加型 開発 の 基礎知 識 をもと に ､ 支援者が把握 でき る場面 で の 事
莱 - の 直接的 な住民 の 関与 を強く期待する ｡ 他方 でイ ン ドネ シ ア 側政府 ､ 県政府 ､ ト コ
ッ マ シ ヤ ラ カ ッ ､ 農民な ど様々 な ア ク タ ー は ､ 自分の そ れ まで の 経験 と ､ 個人や集団七
有 して い る希 望 に 沿 っ て ､ 新 たに 持 ち込まれ た支援事業や 支援者をカテ ゴ ライ ズ し､ 解
釈 して い る ｡ こ の 点 に お い て ､ 事 業形成期や 開始当時 に実施 され た ニ
ー ズ調査や様 々 な
会議 の 結果 に は ､ ア ク タ ー 相 互 の 他者解釈 に基 づ い た相手 との 関係性 の 持 ち方が 色濃く
影響 して い る ｡
も し も｢支援者 - 施 設 をプ レ ゼ ン ト して くれ る人物+と解釈 され れ ば ､ た と え｢自分達
で 出来 る事 を話 し合 い ま し ょ う+と支援者側 が 問 い 掛 けたと して も ､ そ の 場 に 支援者が
｢介入+して い る と い う事実 が人 々 の 回答を左右 して い る ｡ ある い は ､ 事 例 の 後期 に見 ら
れ る よ う に ､ ｢支援事業 - 自分 達 で な に かや る た め に利 用 で き る外部資源 の 出資者+と捉
え られ た な らば ､ ｢住民参加+を条件 に積極的な交渉がは じまる こ とだ ろう｡ そ れまで に
どの よう な支援 を受 けて き たか ､ どの よ うな外部性 を取 り 込 ん で き た か に よ っ て ､ そ の
反応 は 様 々 で ある ｡ 開発 支援に 関わ る ア ク タ ー が こ の よう な断 絶を相互 認識する こ とが ､
完 全 な断絶状態 か ら脱する た め の 第 一 歩と な る . こ れ が前章で主 張 した ｢イ ン タ
ー フ ェ
イ ス を実践する事+､ ?ま りイ ン タ
ー フ ェ イ ス 状況 を認識 し ､ そ の 状況理解に努 め る事 で
ぁる ｡ 開発 支援 の 実践にお い て は い ずれ に せ よ ､ 初期設定 時点で 明確 に な っ た｢ニ
ー ズ+
や｢問題+に よ っ て ､ 続く数年 間に わ た る事業内容 を確定す る こ とは 妥当 で は なか ろ う o
初期設 定 は あく まで も トライ ア ル の ため の 暫定的措置 ､ 出発点 と して 捉 える
べ き で あ る o
次に 第 二 点 と して ､ 断絶状況 の 変化機会 に つ い て で あ る o 上記 の よ うな初期状況 に 対
して 認識 不 足 の ま ま事 業内容が確 定され ､ 固定的 に実行 され た場合 ､ 事例 に おけ る濯概
工 事 の よう に ､ 一 部 の ア ク タ ー に 負荷が か か っ たり ､ 落花 生種子普及事業の よう に途中
で 事業が 頓挫 したり とい っ た｢問題状況+が生 じる o 本論文 の 考察で 重要 な の は ､ こ の よ
ぅ な｢問題状況+こ そ が ､ 実は 事業 を柔軟に 軌道修正 し､ 主役 で ある住民の リア リ テ ィ に
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近 づ ける チ ャ ン ス だと い う点 で あ る ｡ こ れ が ､ 本論 文で 主 張すると こ ろ の ｢イ ン タ ー フ ･
ェ イ ス の 認識 化 を起 点 とす る相互 学習過 程+で あ る ｡ こ れ を｢同地域に は あわなか っ た+､
｢農民 にや る気 が･な か っ た+ と 結論 付 けて しま う の で は なく ､ ｢なぜ 問題 が生 じた の か+
を深く 掘り 下げる機会とす る こ とが 重 要で ある ｡
問題 状況 を生 か して 次 の ス テ ッ プ を生み 出 して い け る よ うな柔軟なプ ロ セ ス を確保
す る た め に は ､ 支援事業 の 初期を ､ 様々 な活動 を試 験的 に 計画 ､ 実施す る期間と して捉
え ､ プ ロ ジ ェ ク ト環境を確 保す る必 要 があ る ｡ 本事例は そ の 点に お い て 柔軟なデザイ ン
で あり ､ 予算も確保 され て い た o そ れ に も か か わ らず､ 羊 の 時期が有効活 用 され なか っ
た の は ､ ア クタ ー 間で ｢問題 状況+か ら学ん で い こ うと い う価値観が許 され なか っ た か ら
で ある ｡ イ ン ドネ シ ア 政府側 の｢目に 見 える成果+志 向 に対 し､ トライ ア ル期間 を設 定し
た意図 と方法 に つ い て 鋭 明不 足 で あ っ た こ と は明 らか だが ､ そ れだけで は な い ｡ 関与 し
た隊員た ちは ､ 自分た ち の 限られ た支援活動期間 の 半分を ､ ｢成果 が 見 えず､ 問題が 多発
す る危 険を帯び た トライ ア ル 実践+ に 費やす こ とは ､ 自
■
分自身の やり が い や 達成感 とい
う 点で 許容 で き な か っ た ｡ また ､ 農民 の 方も ､ ｢支援者が持 ち込 ん だも の が 失敗 した+と
い う評価 を下す事 に よ っ て 支援者 に対す る 不信 が強 まる だ けで ､ そ の よう な機会 を生か
して い こ うと い う発想 に は なか な か立 ち難 い ｡ よ っ て ､ こ こ で 主張す る｢プ ロ ジ ェ ク ト環
境 の 整 備+とは ､ こ の よ う なプ ロ セ ス の 意義 に つ い て 各 ア ク タ
ー 間で 出来 る だけ共通認識
を得 る ため の コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン 機会 の 最重要視で あ る o そ して そ の 上 で ､ 協働や集会
の 機 会自体を目的化 した 小 規模な トライ ア ル 活 動 を通 じて ､ ア ク タ
ー 相互 の 社会的学習
プ ロ セ ス を認識 的 に設 定 して い く こ とが求 め られ るだ ろ う ｡
事 例 を通 じて 確認 され た第三 点 は ､ 昨今の 村落 開発 支援に お い て 益 々 重要視され てき
て い る ｢住民参加+ の 実態 と今後 の 展 望に つ い て で ある o 支援介入 を前提 とす る｢事業
-
の 住民 参加+の 推進 は ､ どう あ っ て も支援者 - の 呼応 的反応と して の ｢参加+を導く事 に な
る ｡ 事 例 の 給水事 業担 当者 の よう に ､ 人 々 の 自発性 ､ 主体的行為を尊重 して
｢何 も働き
か けな い+ 努力 を した と して も､ 人 々 臥 それ 以前の 支援介入 と の イ ンタ ラ ク シ ョ ン を
通 じて イ ン タ ー ナライ ズ した支援 - の 対処 の 仕方で ､ 新た な支援に対応 しよ うとする o
そ こ で ｢住民め意志 を尊重す るた め に 口 も手 も 出さな い+ とい う態 度をと る こと は ､ 逆
に ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 状況 を相互 に 認識す る機 会をみすみす失うよう なも の で あ る o 住
民参加 が ｢事業期間 内 にみ る事業 - の 参加+ と･して求 め られ る限り ､ そ れ は､ 参加行為
を求 める 外部者な ど他 ア ク タ - と の 相互 作用的 性質か ら逃れ られ ない . 全く住民 を無視
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す るよ う な事 業は問題 外で あ る が ､ 本論文 や紹介 してき た よう に ､ 可能 な限り住民 の 主
体的 な判断 に よ っ て 事業が 進 行 して い ける よ うに 細 心の 注意を払おうとす る方針 を確保
で き て い る 事業の 場合 ､ ｢参加+は む しろア クタ ー 間 の イ ン タラ ク シ ョ ン と して捉 えられ
る べ きで ､ そ こ に 蜂もち ろん 支援者もア ク タ ー と して加 わ る こ とに な る ｡ 考察事 例 に お
い て も ､ イ ン タ ラ ク シ ョ ン と して の 参加 が 実 践され た農業分野やカ シ ュ ー ナ ッ ツ加 工 事
業等で は ､ 人 々 は 他地域の 農民や行政官､ 支援者とい っ た外部性 ､ 異質性 と の イ ン タ ラ
ク シ ョ ン に よ っ て 自 らを学ぶ機会を得､ それ が ｢自分は どう した い の か+を考 え るき っ か
けとも な っ て い る ｡
事例考察を通 して 主張 でき る第四 点は ､ 介入 を通 じて 村落の 人 々 の エ ン パ ワ ー メ ン ト
を 目指す場合 ､ 何 をも っ て成果 とす べ き か と い う点 で あ る ｡ 序章で 紹介 したよう に ､ 人 々
が 社会的 ､ 政治的 力 を獲 得 して個人的 ､ 集団的自律性 を高め て い く事と して エ ン パ ワ ー
メ ン トを捉 えた場 合 ､ 事業 を通 じ て支援者側 が与 え る影響は ､ 支援者が成果 と して 掲げ
る｢事 業期間内 に 目 に 見 える 変化+や｢経済効果+ に限 らない ｡ 事例 事業にみ る農業事 業の
ように ､ 支援者が 成功 の 判 断基 準 と した｢成果+は ､ 人 々 な りの 解釈と ､ 日 常生活 におけ
る位置 付 けを経て ､ そ の 後 の 数年 で 様々 に 姿を変えて い っ て しまう ｡ 支援者 が求 め る ｢目
に 見 え る証拠 と して の 成功+ は､ 村落 に生 き る 人々 にと っ て は 日常生活 の 一 時 的な状態
で しか な い o も ち ろ ん そ れ は 一 つ の 判断材 料で ある こ とに 違 い は 無 い o しか し ､ そ れ以
外 に も注意 す べ き｢介入 効果+が あ る ｡ それ が ､ 第四章 で指 摘 した ｢開発支援の 異文 化交
流的側 面+ で あ る ｡ 村落 開発 は 人 々 の 価値や行 動の 変化 を伴う社会変容 の 動態 で あ る ｡
そ して｢介入+それ 自体が人 々 に 与 える刺激 こ そ が ､ それら の 変化 を呼び 起 こす好悪 の き
っ か けとも なり得る 可能性 を有 して い る ｡ しか し ､ ｢持て る先進 国が持 た ざる途 上 国 に支
援す る+と い う構図が大 前提 と な っ て い る 日本 の O I)A事業に お い て ､ こ れ らア ク タ - 間
の 異質性 の 相互 接触 が 及 ぼす影響を評価す る試 み は積極的 に は行 われ てき て い な い よう
で ある ｡ 逆 に い えば ､ せ っ かく村落の 人 々 に と っ て 意味の あるイ ン タ ラ ク シ ョ ン となり
える は ずの 機会 が ､ 支 援者側 の - 方的 な資源 め押 し付 けや偏 っ た｢住民 理解+に よ っ て ､
相互 の 断 絶を深 め て しま う事 もあり え る｡ 特 に ､ 支援者は｢住民理解+の機 会 の 必 要性 を
十分 に認 識 して い て も ､ 住 民の ｢支援者 理解+ の機 会 を十 分に与 えて い る か とい えば ､
そ うで は ない 事 が多 い o 事 例 にお い て は ､ 隊員が基本的に村落に滞在す る など物理的 に
近接 して い たた め ､ 様々 に 予 期 せ ぬ 影響を与 えた ｡ カ シ ュ ー ナ ッ ツ加 工事業に参加 した
女性 た ち は ､ ｢外 人+ で ｢青年+ で｢外 国で 仕事 を して+ い る隊員と の コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ
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ン を通 じて 活動 意欲を得て い た｡ また支援者と の 関係 だけに 限 らず ､ 様々 なア クタ ー 間
の イ ン タ ラ ク シ ョ ン が ､相互 作用と な っ て ア ク タ ー の 次 なる行 動に影響 を及 ぼ して い る ｡
例 えば農業分 野 で は.､ 異な る集落 間 の 農民 が相 互 に畑 を訪 問す る機会や ､ 先進村と の 交
流 を通 じて ､ 具体的串自 己 目標 を獲得 した o つ ま り ､ そ の 後 の 人々 の 生活 に 大き な変化
を呼び起 こす ｢き っ か け+ と して の 介入｢効果+は ､ 支援者が 想定 して い る 経済活動 の 振
興や 各種技 術移転 ､ イ ン フ ラ設備 の 整備 な どそ れ自体だけで は判断 しきれ ない と い う こ
とで あ る ｡ そ して 時 に ､ 給水事業 にみ る h集落 の 例 などの よう に ､ 支援者が 考える｢成果+
以 外 のイ ン タ ラ ク シ ョ ン が ､ 強く 人 々 の 価値観 を揺り動か して い る こ とも少 なく な い ｡
開発支援 の 異文化 交流的側 面 の 重視 は ､ 特 に村落 開発 支援で 目指されて い る貧困撲城 ､
社会 的弱者 の エ ン パ ワ ー メ ン トと い っ た ､ 人 々 自身の 総合的な社会的生活 力 ､ 意 思決定
権 を増大 さ せ て い こ うとす る方 向性 に と っ て軽 視 し難い 側 面で あると い え よう ｡ 本論文
で提 示 した ア ク タ ー ア プ ロ ー チ に よ るイ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 が実践に組 み 込まれ る事 で ､
支援者自 らが支援の 人的側 面 に 敏感 に なり ､ 認 識 的 に相互 学習プ ロ セ ス と して の 開発 支
援過 程 を導 い て い く こ とが期待 され る ｡
こ う した議論 か らみ れ ば ､ 村落開発 支援の 意 義 と は ､ 支援と い う介入機会 を通 じて ､
支援者も住民 も含 め たア ク タ ー 間 で行 われた相 互 学習過 程自体の 影響か ら判断され る べ
き で あり ､ 事業期 間中 に｢予 定通り 出 された目 に 見 え る成果+で 結論付 けられ る もの で は
無 い o 人 々 の 生活 に と っ て 必然的 に外 部 か ら持 ち込まれ るr介入+と'L ての 開発支援が ､
当該村落 住民達が かれ ら自身に つ い て 考 えた り ､ 気付 い たり ､ 再評価 したりす る契機 と
な る こ とが 最 も重要な成果 とな る の で は な い だ ろう か ｡ こ の 視点 に立 て ば ､ 現在行 われ
て い る様 々 な事業の ｢評価+が い か に支援者 の た め の 理由付 け にと どま っ て い るか が あら
わ に な っ て く る だろう ｡ 筆者が本論 文 で展 開 した ､ イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析 の 実践 - の 導
入 と ､ ア ク タ ー ､と して の 調 査 と実践 の 統合とは ､ こ の よう な介入 者側 か ら の 開発支 援の
意義付 け に警鐘 を鳴ら し ､ そ の 具体的な改善方法 の 提 示 を目 指すもの で あ る ｡
筆者が 関わ っ て来 たイ ン ドネシ ア の 村落社会 は ､ 地方分権化 が進 み ､ 改革が叫ばれ る
中で ､ 国家や世界市場 と い っ た マ ク ロ な外 部ア ク タ ー との 新たな関係 作り が 求 め られ て
い る ｡ ま た他方 で ､ ｢分権化+ は村落社会の 成り 立ち に関する個別 の 歴史に 対す る記憶を
引き 起 こ し ､ 村落 レ ベ ル で の リ ー ダ ー シ ッ プ の あ り方 にや価値観の｢揺らぎ+が見 られ る o
そ の よう な中で ､ 日本 政府は 現在も O D A事業 を続 けて きて い る ｡ 現在そ して今後 のイ
ン ドネ シ ア 村落で 開発 支援 に従事す ると い うこ と は ､ 人 々 の｢コ ミ ュ ニ テ ィ+ ｢リ
ー ダ ー
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シ ッ プ+｢村の 発展+ 等 ､ 社会関係 に つ い て の 重要 な価値観の 修正 や新たな形成プ ロ セ ス
に ､ イ ン タ ラ ク シ ョ ン と して の 参加 を通 じて 影 響を及 ぼして いく とい う事で ある ｡ そ こ
で の 支援者 の ｢介入 効果+ は､ 持 ち込 ん だ農業技術や水道管やイ ン フ ラ施設 と い っ た｢支援
者 に と っ て の 事業成果+ にと どまら ない だ ろう｡ ｢ア ジア の 国の 中で 最も早 く 『先進国』
とな っ た日 本+､ ｢イ ン ドネ シ ア に と っ て 一 番 の ドナ ー 国で あ る 日本人+ と して存在す る
われわれ が ､ かれ らの 自己 ア イデ ン テ ィ テ ィ 再構 成プ ロ セ ス にどの ような影響を与 える
こ とに な る の か ｡ われわ れ は 自ら の ｢外部性+ ｢異質性+と して の 介入効果 を測る術を検
討す べ きで は ないだ ろ うか o それ が ､ 本論文 で 述 べ た国際協力 の 異文化交流的側面 に つ
い て 議論を深 めて い く と い う方 向性 で ある ｡ イ ン タ ー フ ェ イ ス 分析は そ の 足 がかり とな
る も の で あり ､ 開発実践にお けるイ ンタ ー フ ェ イ ス 分析とそれを起点 と した相互 学習プ
ロ セ ス と い う考え方 は ､ ドナ ー に 対 して ｢与 える 立場+ か ら ｢相互 に 学ぶ 立 場+ - と発
想 の 転換を求 め る ｡
開発 フ ィ ー ル ドに つ い て の 開発支援 エ ス ノ グラ フ イ - は ､ それ ら介入 プ ロ セ ス の 影響
を丁寧に考察 して い く 上 で 有効な手段 で あ る ｡ 無論 ､ その 実践方法 の 詳細に つ い て は ､
今後 ､ 更 に研 究者及 び実務家双 方 の 間で 検討 を重 ね て いく 必要が ある ｡ 介入行為と して
の 支援事業が ､ 村落社会 の 人 々 自身に と っ て よ り事溢れる人生 を獲得 して い く上 で 有効
な機 会 とな る よう に ､ 研究と実践 の相補的 関係 を高 めて い かね ばならな い ｡ 本論 文 の 最
大 の 意義は ､ それ を双 方の ｢内部+ から検討 した点 に ある｡
本論文 が道標 とな っ て ､ 開発支援 とい う社会的 実践 の プ ロ セ ス , 特 に 人的側面 に 関す
る考察方法 が 一 層深 められ ､ 実践の 改善 - と結実 して い く こ とを期待 し ､ 結語とする o
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